













































学 長 小 野
武 年
富山医科薬科大学は平成17年10月 1 日に関学30周年を迎えることになっていました。 私
はこの30年間に様々なことに出会い、 いろいろな方にお会いし、 多 く の素晴らしい先輩、
同僚、 学生に恵まれました。 そして今は、 これらの方々の献身的な努力と創意により築か
れたこの素晴らしい富山医科薬科大学があることを大きな誇りにしています。 これらのこ
とを思うと、 大学、 県、 市はじめ関係各位と仕 事に感謝の念でいっぱいです。 本学の開学
10周年および20周年記念式典・祝賀 会は、 それぞれ昭和 60年10月および平成 7 年10月に行
われており、 奇し く も開学30周年記念日の10月 1 日に新富山大学が発足し、 13日には開学
記念式典・祝賀 会の開催がすでに確定していました。 法人化と 1 年半後の新富山大学の開
学による膨大な仕事量の増加や複雑な問題もあり、 役員会、 医学部向 窓会、 薬学部同窓会、
事務局などの関係各位との間で本学関学30周年記念事業を行うことの是非、 規模などにつ
いて意見の調整を行い、 30周年記念・祝賀 会も規模は小さ く ても、 平成17年8月27日に行
うことにしました。 また、 『開学30周年記念誌』 は、 平成18年 3 月末日を目途に発刊する
ことにしました。
まず、 記念式典では、 学長が本学の誕生にご尽力いただいた永井道雄元文部大臣はじめ
関係各位への謝辞とともに、 最近10年間の教育、 研究、 診療面での輝かしい業績の概要を
述べました。 また、 21世紀の予測の非常に難しい時代にあっては、 本学教職員の崇高な精
神、 自信、 勇気、 先見性、 そして決断と実践の必要性を述べ、 最後に、 ご来賓、 本学の諸
先輩の方々に新富山大学へのご指導とご鞭捷をお願いしました。 ついでご来賓の祝辞をい




さらに、 本学入学10日 日 に最愛のご子息である西山敬人君を交通事故で亡 く された、 西
山敬兼氏による「富山医科薬科大学西山敬人基金」設立のための多額の御寄附に対する感
謝状および記念品の贈呈を行いました。 これは私が常日頃、「人間独特の崇高な心と行
為」として強調している「人のため、 世のために尽 く す」という行為を身をもって教えて
いただいたことに対する感謝の心を是非お伝えしたかったからであります。 同様に開学30
周年以前にも、 本来の教育・研究に対する個人による、 昭和 61年の元富山大学長令夫人、
横田愛子氏による富山医科薬科大学横田基金、 平成 9 年、 10年の(株)セイジョー取締役 、
斉藤正巳氏による薬学部斉藤正 巳奨学資金、 それぞれの設立のためにご寄附いただいた両
氏にも感謝状を贈呈しておりま寸。 祝賀会では、 県内のご来賓、 諸先輩をはじめ、 本学の
30年間に関わりのあった人などのご臨席を賜り、 30年間の思い出や現状、 将来について和
やかな雰囲気の中で話に花が咲いていました。
このW 30周年記念誌』 には、 10周年、 20周年記念誌と同様に、 各部局長、 各講座主任や
事務局の各課長による本学の組織改革、 施設整備、 入学選抜、 教育改革、 国際交流あるい
はトピックスなど、 主に本学の最近10年間の歩みが記載されています。 一般に記念 誌の
「序文Jでは、 大きな出来事を記録に残すのが通例であるようですが、 この機会に本学の
様々な出会いの中で、 少数の教員有志が関わった地味で目立たない 2 例を何かのお役に立
てばと思って紹介します。 本学の初代の平松博学長、 大島敏雄事務局長の頃になりますが、
キャンパス内の宿泊施設、 電子計算機室のことは大学の建築・設計の初期の段階では計画
になかったと記憶しています。 しかし、 教員有志の強力な要望を認め、 平松学長のとき、
職員会館が建てられ、 ついで 2 代 日 の佐々辛学長のご尽力により国際交流会館が建てられ
ました。 電子計算室も実験実習機器センターを含め、 どこにもありませんでしたが、 平松
学長、 大島局長や初代の小林収副学長のご尽力により、 昭和55年に県の協力会からの資金
によって、小型の電子計算機 PDPl l / 34(DEC )が購入されました。 その後、 教員有志、
佐 々 学 長 と 3 代目の山崎高磨学長のご尽 力 に よ り 昭 和 63年 に 中 型 の 電 子 計 算 機Mi­
c roVAX IIシステム(DEC )が導入されました。 そして4代目の佐々木博学長の下、 下林
正実司計課長と少数の教員有志の努力により、 キャンパスa情報システム構築、 運用がスタ
ートし、 平成6年 3 月、 学内LAN設置を計画し、 同年8月には学内LANによるE-mail
送受信が可能となりました。 職員会館、 国際交流会館、 情報処理センター(学内LANを
含む)の設置がなかったら本学の運命はどうなっていたであろうかと思うと背筋が寒 く な
る 思 い で す。 何事にも全学的な広い視野に立った先見性の重要性が痛感されます。 この先
見性は、 教育、研究および診療面での地道な努力を積み重ねることにより身につ く ものと
信じています。 この機会に全教職員の皆様が肝に銘じていただければ幸いです。
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薬学部に、 新設の医学部が加わり、 医学、 薬学の一体化と西洋医薬学・和漢医薬学の融合
という設立理念の下、 昭和50年10月 1 日に富山医科薬科大学は誕生いたしました。 誕生に
あたりましては、 永井道雄文部大臣をはじめ、 地元富山県の中田幸吉知事、 各地方自治体、
財界、 医学・薬学をはじめとする諸関係 団体等の方々から、 筆舌に尽 く しがたい御支援・
御協力を頂いたと承っております。
爾来、 教育・研究・診療の組織の充実といたしましては、 昭和53年に和漢薬研究所、 昭
和54年に附属病院、 平成5 年には医学部の看護学科の新設など、 着実な発展を遂げてまい
りました。
また、 開学以来、 教育面では、 諸先輩方の御尽力に依りまして、 学部学生約6， 000名、
修士・博士の学位取得者約2， 000名を世に送り出し、 これらの人材の中にはすでに母校だ
けでな く 、 他大学や外国の教授、 あるいは富山県内はもとより県外医療の指導者・担い手
として大いに活躍しております。 他方、 研究面におきましても、 諸先輩方が築いてこられ
た礎のお陰に依りまして、 最近の成果といたしまして、 文部科学省の21世紀COEプログ
ラム課題 「東洋の知に立脚した個の医療の創生」ゃ知的クラスター事業 「とやま医薬バイ

























最後になりましたが、 本日、 御出席を賜りました御来賓の方々におかれましては、 新富






富山県知事 石 井 Iè久 ‘腔色 一一

















富山県民にとって大変大切な宝物であると言えると思います。 私は、 このことは、 小野学















ご承知のとおり、 この10月 1 日に医科薬科大学は、 富山大学、 高岡短期大学と一緒に
なって、 新しい富山大学になられるわけですけれども、 是非この富山医科薬科大学がこれ
まで積み重ねてこられました良き伝統を新しい富山大学の中でも大いに発樺していただい


















私は、 創立当初 からドイツ語の担当の非常勤講師として、 医科薬科大学の教育の一隅を
担って参りましたが、 もう30年たったということが信じられない思いでおります。 当時、
造成されたばかりのキャンパスでは、 周りに「マムシに注意」という立て札が立っており
ました。 また、 学生達は、 新設の大学で、 将来を夢見て目を輝かせておりました。 それだ
けに、 私は、 週ーの医科薬科大学へ出かけるのが楽しみであったのを記憶しております。
あるとき、 私の帰り道で、 電車の中で、向かい合わせて座った医薬大の新入生が、 鞄の上
にドイツ語の辞書を置いて、 誇らしげに座っていたのを、 微笑ましく眺めたのを思い出し
ております。 その当時の何人かは、 もう教授として母校で教育と研究に携わっておいで、に
なります。 また、 全く偶然ですが、 ちょうど昨日、 その当時の学生の一人から、 先日、 ギ
リシャのアテネで行われた学会に参加したと、 その時のお土産といって、 オリーブ油など
を送って頂きました。 改めて、 30年という年月を感慨深く思い出したところであります。
さて、 本日は創立30周年記念式典ですが、 30年というと、 一応、 一つの世代と言うこと
になります。 英語で言うと generationですが、 私のようにヨーロッパの文学を専門にし
ている者にすぐ連想されるのが、 いわゆるLost Generationです。 これは、 失われた世代、
失われた30年という意味ですが、 こう言うと、 10月に統合する医薬大にとって、 何か妙な




ますが、 この失われた世代というのは、 現在のアメリカの文学史の中で、 一つの章として、
燦然と光り輝いております。 一寸、 例えは違ったかもしれませんが、 30年と聞いて、 すぐ
連想したことを、 述べさせていただきました。


















本日、 ここに、 富山医科薬科大学が開学30周年の記念すべき日を迎えられたことに、 心
からお慶び、申し上げます。




また、 平成5年には新設医科大学として初 めて医学部に看護学科を設置するなど、 医学、
薬学、 看護の医療の三本柱を基盤とした教育・研究・医療の中心的存在として、 また、 21
世紀COEプログラムの研究拠点として採択され、 着々とその成果を挙げられるなど、 各
方面から高い評価を受けておられます。
これもひとえに、 小野学長をはじめとする、 歴代の学長、 部局長、 ならびに教員や事務
職員など多くの関係者の並々ならぬご尽力のたまものであり、 深く敬意を表するものであ
ります。
近年、 大学を取り巻く社会環境は大きく変わり、 学術研究の急速な進歩、 高齢化社会へ
の対応、 医療に対する国民の要望等、 以前にも増して、 人間性豊かで、地域社会に根ざした
医療人の養成が求められております。




のある人材を育成し、 地域と国際社会に貢献するとともに、 科学、 芸術文化と人聞社会の
調和 的発展に寄与する」という高い理念を掲げています。 それゆえに、 新富山大学の中核




















として、 着実に内部諸機関の充実に努力されてきました。 特に、 開学と同時に和漢診療部
を設置するなど東西医学融合・発展というユニークかつ特色ある理念のもと、 質の高い教
育・研究が行われ、 本県の保健医療の中核として、 また、 先端医療の場として大きく寄与
されているところであります。 更に医療を支える優秀な看護職員の養成・確保が極めて重
要な課題となってきている時期において、 平成5 年に医学部看護学科を設置し、 今日大き
く発展を遂げておられますことは、 ひとえに歴代の学長先生をはじめ、 関係の皆様方の格
段のご努力の賜物と、 深く敬意を表する次第であります。
現在、 医療は大きな転換期を迎えております。 医療全体が患者さん中心に移行し、 医療
機関の機能分化がより明確化されたことにより病院・診療所の連携が強く求められるよう





























その後、 国の方針としてー県一医科大学構想が打ち出され、 昭和50年、 伝統ある薬学部と
和漢薬研究所が富山大学から分離し、 新設の医学部とともに新しく富山医科薬科大学が開





開学30年間、 その聞に多くの卒業生を世に輩出され、 それぞれの分野で活躍され、 社会
に貢献されましたことは、 誠に喜ばしいことであります。
一方、 科学技術の進歩や社会のニーズにより、 私達を取り巻く社会環境は大きく変わろ





薬学教育 6年制によって、 より質の高い薬剤師の誕生を期待すると同時に、 医療人として






















クな貴学が、 本年 度10 月に再編統合し、 新しい











す。 大学でございますから、 まず、 はじめに教
育のことをお話ししたいと思います。
2. What should I do with my life ? 
What should 1 do with my life ? これは我





と っ て は、 自 分 に あ っ た 天職 (英語 で call­
ing) を見つけるかということはたいへん大切
なことです。この本では、 what should 1 do with 
my life?という問いかけを、 何十人かの人に
インタビューし、 その答えをまとめています。








我々の人間の能力は、 遺伝情報 (天性、 持っ
て生まれたタレント) と遺伝外の情報 (育成さ




















































に、「 山路を登りながら、 こう考えた。 知に働
けば、 角が立つ、」という名文があります。 こ
の知とは、 理性です。 更に「情に梓させば、 流
される。 意地を通せば、 窮屈だ。 とかく、 人の
世は住みにくい。」と続きますが、 ここに情即
ち感情、 という言葉が出てきます。 それから意
































































































































































つ目は、 人間のための知識です。 医 ・ 歯 ・ 薬学、
健康 科学、 生命科学、 生活科学、 スポーツ科学、
情報メディアや、 演劇などの人文科学といった
知識です。 それから四つ目は、 人類生存のため

















二つあると、 私は思います。 一つはCO SMO S
という言葉と、 もう一つは L IFEという言葉で

















にある法則を見いだそうとして、 その Simpl ic­
ityを追求する。 法則は案外シンプルなもので
す。 物理 ・ 化学現象は、 概して因果関係が明白
です。 数理解析の方法論が確立されているだけ
に理解し易いと言えるでしょう。 これに対し生





















































If I have been able to see farther than oth­
ers， (自分が他の人よりも遠くを見ることがで
きるとするならば、) it was because I stood on 












































































































先ほど申しました、 還元主義 ( reductionism)
























































そこで、 S uperl atticeというものの研究を始
めました。 青年期のソニーでもかなりいい待遇
でしたが、 当時は、 大学卒業、 新卒の月給とい
うのは1 万5 ，000 円とか2 万円でしたが私は3
万円ぐら い (ド ル に し ま す と、 100 ド ルぐら






































獲得し、 それを解析、 理解、 判断、 選択する能
力です。 学ぶという教育課程で養成され、 これ
はよくわかりませんが、 主として左の脳に依存























るとしますと、 その交点は45 歳です。 これは自
然科学の分野でノーベル賞をもらった人にいろ
いろ聞いたわけですが、 ほとんどの人は45 歳以





































なトーマス ・ ジェファーソンの言葉に、II like 
the dreams of the future better than the his­










































































ちに知られました。 実は、 58 年に私がやりまし






























1956 年にノーベル賞をとっておられます。 58 年
に、 この講演を彼がやったわけです。 この講演
タイトル、 みなさん興味あるかどうかわかりま
せんが、 訳しますと、 結晶物質、 エレクトロニ
クスと人類の自然征服という具合に、 自然征服
という言葉が入っています。 今では、 C onquest
of Natureなどと言ったら叱られるわけですが、


















れた言葉は、 The most beautiful demonstration 
of the Zener e狂ect so far achieved is pre­


















す。 ともかくこのベルと い う の は、 Alexan-
記 念講演
23 


















る研究を行いました。 日本でも Do目It-Y ourself 
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す。 私の「エサキ ・ トンネルダイオード」の発




2 番目は、 権威といわれるもの、 別の言葉で




















































院に運ばれました。 そして、 赤井先生が受け持たれ、 遠藤助教授と高久教授のお世話にな
りました。 事故の5 日後の23日に心停止しました。 クラス担任の白木教授、 山本教授、 高
久医学部長はじめ多くの大学関係者にはお世話になりました。
息子があこがれの和漢薬研究所のある国立の富山医科薬科大学の入学式からたった8日

















代化を助ける事を忘れ、 欧米列国をまねて、 帝国主義の国家になり、 それが破綻し滅び去
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の随行のもとに、 翌4月19日午前8 時医薬大附属病院への再移送を行いました。 その後5
日間に亘る脳神経外科高久晃教授以下主治医 団の昼夜を分かたぬ奮闘も酬われることなく、
遂に平成4年4月23日午前8 時21分、 脳死症状発生後110時間で召天されました。 その後
筆者は4月25日に郷里香川県観音寺市で営まれた喪送に参席する機会を与えられ、 また敬
人君のクラス担任であって、 厳父敬兼博士とは同学の誼を交わしておられた白木公康教授















に 5， 000万円を寄付され、 以後毎年1， 000万円を追加されて計 1 億 円の基金が確定されまし
た。 更に平成10年度以降の不況下では基金の果実のみでの運営が困難視されるに至ったた
め、 奨学金供与維持のために毎年200万円の運用資金の寄付(平成14年度まで)を加えら
れ、 15年度に入札 新たに 「健康が許す限りは毎年寄付金を続けるJ 旨申し出られた結果、
現在までに総額 1 億1，800万円の資金を本学医学部の次掲学生の奨学のために寄贈されま
した。 寄付者西山敬兼・幸子ご夫妻による「西山敬人基金」 設置の 目 的を尊重して医学部
内に設置されている基金運営委員会が策定した奨学金供与基準は次の如くであります。
( 1 )  アジア出身の外国人留学生およ び若手研究者に対する奨学援助、 および研究等の助
成(平成10年度から)
( 2 )  その他経済援助が必要と認められる学生、 および若手研究者に対する奨学援助、 ま
たは研究等の助成(平成5 年度か ら 12年度迄)















平成5 年 6月30日 紺綬褒章受章
10年 3 月10日 学長感謝状贈呈






(槻セ イ ジョ一代表取締役会長 斉 藤 正 巳
私が富山薬専(現 富山医科薬科大学)を卒業したのは、 戦後の混乱がまだ治まってい
ない昭和 24年(1949年)の4月であった。
卒業しても不況で就職がままならず、 先輩が始めたばかりの医薬品問屋に同級生 2 人と
就職した。 社員は8 人ほどで営業は4人であった。 何から始めて よ いかわからず、 まず歯
科医院から回った。 だんだんコツがわかってきたので、 大病院にチャレンジした。 大病院






てもらった。 1 週間後にその先生から「すぐ来いJと電話があって行くと、 左下葉に親指
大の空洞があることがわかり、 手術を至急することを勧められたが、 結婚したばかりで妻
の生活を何とかしなければならないと思った。 成城の町のハズ、レに6坪ばかりの庖をたま
たま見つけたので、 それを借りて薬局を始めて 1 年後に肺の左下葉切除の手術をした。 1950
年の11月であった。 成城はお屋敷町で買い物はほとんど女中さんが紙切れに書いたもので
買い物され、 接客に よ る推売は出来なかった。 ある日、 風邪薬のメモで買い物に来た女中
さんに家の住所を聞き自転車で直接訪ねてみた。 ご主人が床に伏せておられ、 大変に喜ば
れ氷嚢や氷枕、 体温計などの注文がとれた。 それからはこんな立地の悪い庖では注文をと
るにかぎると午前中は魚屋、 八百屋と同じ よ うに一軒一軒お屋敷を回ったところ、 大変に




のため家賃を半額に して借りてくれといわれ、 改装も少額で済み、 これが支庖の第一号で
年に 1 庖舗の割合で増やしていった。 10庖舗ほどに増えたが、 資金繰りが苦しくてほとん
本学を支えて く れた人びと 33 
ど信用金庫に通い詰めであったが、 なんとか乗り切り、 1969年に「株式会社セ イ ジョー」
と改名し、 庖舗数も50庖を超え、 売上も100億 円 に達し、 1995年に株式を庖頭公開し、 資
本金が13億 円 となった。 庖舗数も200庖を超え、 2000年に東証 2 部に上場し、 さらに2001
年に東証 1 部に上場した。 資本金も39億 円となった。
薬業界も10坪、 20坪の小型の庖から、 100坪以上のドラッグス ト ア時代を迎え、 当社も
現在では、 庖舗数195庖、 年商450億 円、 経常利益33億 円に達した。




斉藤正 巳氏 を 語る
元 学 長 山 崎
高 藤
斉藤正巳氏は、 私が昭和 21年 2 月、 富山薬専に奉職した直後、 魚i幸中学から新入生とし
て入って来た。 この年は雪が多かったことを記憶しているが、 もう一つ入試のときに面接
をしたことも覚えている。 この卒業生のクラス会をや る とよく、 面接の話が出る。 私は志
甫徳次郎先生と組んで、面接に当たった。
斉藤氏は昭和 24年卒業と同時に、 終戦後、 国の経済が未だ立ち直らぬ時代であった。 郷
里をはなれて就職したといっても、 食べて行くのが精一杯の時代に、 日本物産に入社して
半年で職場を変えたが、 薬専で得た知識を生かしたいと考えて、 医薬品問屋に入ったが、
これも 2 年間の修業で、 自ら成城薬局を始めたのが、 昭和 26年であった。 それから54年間、
時に重い眼病をわずらいながら、 事業発展のために、 死闘してきた立志伝中の人である。




公開につき三部上場をしたので、 この際、 学校に対し何か出来ることがあればと、 1 ， 000
万円の奨学金 を 出して下されることとなった。 今や、 東証一部で、 セ イ ジョーとして上場







192 9年 昭和4 年 7 月26 日 生まれる
1936 11 4 7 歳 下僚小学校入学
1937 12 8 歳 日中戦争
1941 16 12 歳 日 米戦争 小学6 年
1942 17 4 県立魚津中学校入学
1946 21 4 官立富 山 薬学専門学校入学
1949 24 4 日本物産入社
24 10 医薬 品問屋湊研究所入社
1951 26 イシ 22 歳 有限会社成城薬局開 局
1967 42 1 株式会社成城薬局
1969 44 5 株式会社セイジョー
1995 平成7 年 2 月24 日 株式公開 (庖頭) 13 億円
1996 8 6 増資28 億2305万円
1997 9 12 富 山医科薬科大学500万円寄付
1998 10 8 紺綬褒章受章
12 富 山医科薬科大学500万円寄付
1999 11 8 紺綬褒章受章
2000 12 9 東証2 部 資本金39 億円
2001 13 9 東証1 部上場
2002 14 6 千葉薬 品合併





横 田基金の覚 え 書






ました。 昭和 20年8月、 太平洋戦争中、 米軍の富山大空襲で公舎は全焼に帰し、 その学校
の復興に心 身ともに懸命の努力をされました。
昭和 24年、 学制改革で富山大学薬学部となって、 その初代の薬学部長になられ、 爾来薬
学部長を6期の長きにわたって務められて、 研究、 教育に尽され、 また富山県薬業の発展
に多大な貢献をされました。 その後、 さらに先生は 2 期にわたって富山大学長に選出され、
富山大学の発展に努力され、 昭和44年 3 月に学長を辞任されました。
ご退官後の昭和50�56年まで富山医科薬科大学の参与として学長の諮問に当たられまし
た。 その問、 先生のご功績で北日本新聞文化賞を、 さらに勲二等旭日重光章の栄に浴され
ました。
辞められてからは悠々自適の余生を過ごされていましたが、 体調を崩されるところとな
り、 県立中央病院に入院されていましたが昭和56年 9 月24日、 午後 1 時40分、 ご逝去にな
りました。 享年83歳でした。 また奥様愛子様には昭和 61年4月 7 日、 午後6時25分、 ご逝
去になりました。
先生ご夫妻にお子様はなく、 何人かの甥の中で生前に、 東京都庁勤務の横田行二氏を養
子にと伺っておりましたが、 養子縁組不成立となり、 奥様にも病でご入院中、 県立中央病
院で奥様の嘱託で証人として吉原節夫氏、 井口右子氏の立ち会いで奥様の口授の筆記で遺
言公正証書(昭和 61年第276号)が作成されました(昭和 61年 3 月15日)。
それによると、 O信託不動産(富山市長江新町 1 - 7 - 8自宅)は売却までの問、 大学
教職員および外来教育研究者の研究宿泊施設として使用すること、 。信託不動産は、 受託
者(山崎高鷹)が適当と思う時期に売却処分し、 その買主に所有権移転登記手続きをする




横 田 嘉右衛 門 先生 ーそ の晩年一
「春風接人 秋霜接己」
W4 私 ベ 奇
j f 担金 札
M E 特
、 ，、










業の後は徳 島、 岐阜で薬学の高等教育機関の教育、 研




教授、 薬学部長、 富山大学学長時代の横田先生を私は知らない。 しかし富山大学薬学部
に進学した私の高校 同級生の友人鈴木周則君からは「横田先生御夫妻は学生を自宅に呼ん
で物のないあの時代で も ご馳走するのが大好きだ、った。 特に会津からの学生には郷土料理
の 『い も 煮J と納豆餅をふるまわれ、 も のすごく面倒見の良い先生である」と聞いていた。
昭和50年(1975年)の夏、 木曜日の朝であったと思う。 前任地の東北大の脳神経外科の
医局行事、 朝野球の聞に富山の ? ? 先生から電話があったとの家内の報告を受けた。 ? ? 
先生とは余りに も ズーズー弁で聞きとれなかったらしい。「お宅のご主人が新設される富
山医科薬科大学の教授に当たった」とのことである。 宝くじ並みの 「当たった」という表
現は横田先生流のユーモ ア だ、ったようである。 確かにその年の4月の教授公募に私は無手
勝流で何のゆかり も 知人 も いないこの地の大学新設の教授に応募していた。 ただ高校時代
の富山大薬学部出身の友人を通じ会津 出 身の高久という男が応募した 旨、 横田先生に一報
入れて も らってはいた。





また愛子夫人は会津女学校で私の母の4年後輩であり、 上品なおばあち ゃ んであった。
横田先生は私の実家近くにあった造り酒屋の御曹子であり、 そのルーツは会津藩の家老と
お お だ な すず り
のことであった。 また奥様は古くから会津漆器の大庖 「鈴利J 筋の一人娘であることを
矢口った。 その時すで、に両親を失っている我々夫妻は、 以後横田先生ご夫妻に大変なお世話
になった。
晩年の横田先生は週に 2 � 3 回も西町の「がくや」という喫茶庖で夏 はおろか真冬でも













先生、 森田直 賢先生と共に 2 固に亘り、 横田先生ご夫妻の遺骨をお守りしつつ、 私は車の
ドライパーとして会津入りした。 そのことがつい最近の如く想い出される。













元富山大学長 横 田 嘉右衛 門 先生 を 憶 う
元学長 山 崎 高 麿
名誉教授森田先生が横田基金について既に記述されているので、 重複を避けて私の想い
出を幾っか述べてみたい。 私が終戦後家の仕事をした頃、 福 島県南会津郡の殆ど全部を
回っている。 その中に、 電源開発で有名な只見町の近くに横田村という村があった。
その時 は何ということもなく回った。 翌年私が富山薬専に初任給95円で、雇って貰って暫
くして、 横目先生か ら いろいろお話を伺っている中に、 横田家は元会津藩の家老で会津戦
争に敗れて、 一族郎党が若松をのがれて逃 げのびた所を横田村としたとのことである。 先
生は最後の家老の孫である。 会津中学を経て金津第四高等学校に入学した。
当時横田家は会津きつての資産家であった。 家業は薬庖であったが幼少の折、 母親に死
に別れ、 継母が迎え ら れた関係で、 幼少の頃は殆ど祖母の手で育て ら れた。 その上父君が
酒豪であったか ら か、 後妻様の実家が酒造業であった故か、 薬庖を廃業し酒造家を開業し
たが、 酒蔵の酒が腐って廃業の憂き目にあったとのことである。 しかし先生は家業の薬庖
に関心が強く、 東大薬学科に進学し研究室に残った。 当時梅毒の特効薬として有名なサル
バルサンに関連して、 有機ゼレン誘導体の合成で学位を取得してお ら れる。
そのほかのことについては森田名誉教授が述べているとおりであるが、 一つ微笑 ま しい
逸話がある。 それは私が恩師菅沢教授か ら 直接伺った話である。 おい山崎君、 横田君はあ
んな無骨で、愛想のない顔をしているが、 彼の奥さん(愛子さん)とは大変な幼馴染みで、
子どもの愛子様を乳母車に乗せて押して遊んだ ら しい。 一度横田君に聞いてみよと言われ
て、 訊ねた ら 笑って居 ら れたが、 奥様は、 菅沢さんがそんなことを言われましたか、 悪い
人ですねと言ってこれも笑って居 ら れた。 長ずるに及んで会津高等女学校に学び(五代 日
高久学長のご母堂の四年下級生)、 のち(実践女子大)の前身実践女子専門学校に学ばれ
た。 丁度横田先生が大学を出て教室に残って居 ら れた頃であろう。 時にはデートもなさっ
たことであろうが、 さて結婚し ょ うかとなったとき、 愛子様は若松の漆問屋鈴木家の一人
娘で跡執であった。 恐 ら く横田先生の祖母の実家かも知れない。 先生を養子にと乞われた

















ネT 余 曲 折
一再編 ・ 統合の 調 印 ま で の足跡
前学長
高 久 晃
富山医科薬科大学は、 平成17年10月 1 日で創立30周年を迎える。 そしてその日に富山医
科薬科大学は発展的に解消し、 新富山大学の医学部・ 薬学部・ 和漢医薬学総合研究所、 そ
れに附属病院として杉谷キャンパスを形づくることになる。 このような奇しき一致で感慨
深くさせられたのは私ばかりではないと思う。
平成10年4月 1 日、 私が富山医科薬科大学学長を拝命したころは、 全国の国立大学は大
学改革の真只中にあった。 自己点検に自己評価・ さらに第三者の外部評価と点検・ 評価の






の長期構想・ 中期計画をまとめ 121 世紀の富山医科薬科大学像一個性輝く大学を目指して
ー」を本田副学長の尽力の下に策定した。
平成13年6月、 国立大学学長会議で文部科学大臣よりいわゆる 遠山プランが提示され、
国立大学の法人化、 国立大学の再編・ 統合、 そしていわゆるト ッ フ。30への大型予算の投入
が提示され、 出席していた学長たちに大きな衝撃を与えた。
富山県は人口110万人の小県ではあるが、 国立大学は短期大学を含め 3 校を擁する。 構
造改革の名の下に大学の再編・ 統合がすすめられようとしているとき、 本県の 3 大学がそ
の持外にいることは許 さ れない状況であった。
富山大・ 小津、 高岡短大 ・ 鎖山、 富山医薬大・ 高久の三学長が再編・ 統合について最初





統合はメリットがあるのか ? 本学内部でその議論は沸騰した。 入試判定ミスの隠蔽に象徴
される富山大学の体質、 高岡短大の短期大学としての各種問題も浮上し、 協議開始の学内
合意は得られなかった。
平成13年10月富山大学に瀧津新学長が誕生し、 平成14年 3 月改めて三学長が再編・統合
についての協議開始の合意書に調印し、 その後は新大学構想協議会の場で協議を続行した
が、 再編・統合の合意に至らず平成15年度の統合は困難となった。 物事に例 えて恐縮だが









然としており、 デッド・ロックの状態が続いた。 その問、 高等教育局の審議官が 2 度に亘




薬大ブランドが埋没しないか ? 教養教育組織、 トップ30 -COE を目指せる大学院改革
等々解決すべき諸問題があった。 しかし一方では地域社会からの統合への要望も重視しな
ければならない立場にあった。
平成15年 3 月中旬にいたり、 このような三大学再編・統合の膝着状態と危機的状態を打
開するため、 三学長だけで会談することになり、 富山医科薬科大学学長室でその話し合い
が行われた。 高岡短大鎖山学長は 2 年程前から進行性の肺線維症にかかり、 その時はかな
り病状は進んでおり、 常時酸素吸入装置を携帯せざるを得ない状態であった。 大きな酸素
ボンベを学長室に運びこみ、 鎖山学長の呼吸困難に対処した。 3 回に亘り10数時間の会談
であったが、 高岡短期大学の組織・定員をどのような形で新大学の中に取り込むか ? が最
随 想、 47
後の問題であったと記憶している。 主に人文系、 芸術系学部の再編でもあったので、 瀧
i畢・鎖山両学長の意見を私が調整する形で話し合いは進んだ。 その結果、 各大学へ持ち帰
るいくつかの検討事項や合意内容文書の詰めは残すものの大凡の点で三学長は再編・統合




し、 また酸素 マスクを抱えた鎖山学長の姿は、 今も 尚私の験から離れない。
三大学の再編・統合問題が生じて以来、 三大学の学長は最初の 3 人からすっかり様変わ
りした。 また新富山大学では新たな執行体制の下で、 国立大学法人の激動を乗り切ろうと
している。 “年々歳々 花相似たり、 歳々年々人同じからず" の感が強い。
再編・統合の成果は10年後に明らかとなるぐらい息の長いものであろう。
関学30年、 営々と築き上げて来た特色ある富山医科薬科大学は今、 新富山大学の中でそ
の特色をさらに伸ばそうとしている。 新大学のもつ知的・物的資源、 スケールメリ ッ トを
フ ルに活用してさらにさらに発展する事を望んでいる。
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富 山 医科薬科大学の整備 ・ 充実期
元学長
佐 々 木 博
筆者が初めて 専任の 管理職となったのは昭和 63年 9 月から平成 6年 3 月末 ま で の 医療担
当副学長兼病院長であった。 当時の 学長は山崎高庭先生 で、 富山大学時代には薬学部長を、
医薬大学時代には教育・研究担当副学長を経験し て お られた。 従って文部省(現文部科学
省)の内情に詳し く 、 病院長時代に今度東京へ行 く から一緒に来ないかと屡声をかけられ
た。
文部省は5 階 ま であり、 事務次官、 審議官、 経理課等 の 人た ち を紹 介されたが、 何と
いって も 重要なのは医学教育課であった。 こ こ では医学部、 薬学部、 病院、 後には看護学
科の問題、 特に概算要求が取り扱われて いた。 それぞれの部門に課長、 課長補佐、 係長、
病院関係は病院指導室長が居られ、 山崎先生は旧知で、 こ れらの 人た ち を紹介して いただ
いた。 2 � 3 回は山崎先生 の お と も をしてうかがったが、 その後は特に用件がな く て も 上
京の際には必ず医学教育課に立 ち 寄る こ とにして いた。 重要な点は何げない話の中から文
部省 の短・中期的な展望を聞きとる こ とが 出 来、 こ ればかりは実地に体験してみないと分
からない こ とであった。
山崎先生の学長時代には遺伝子実験施設の概算要求が通ったが、 こ の施設は最初富山大
学に置 く という事であったと こ ろ、 山崎先生が政治力を発揮されて 本学に設置される事に
なった。
話は元に も どるが、 本学は 昭和50年10月に開学し、 初代平松学 長(故 人)、 二代 目 の
佐々学長時代の 2 年間は正に “新設期" であり、 全 て の 新設医科大学にほぼ平等な講座、
部門が設置され、 本学 では昭和57年に第一期生が卒業し、 昭和 61年に大学院博土課程 の 第
一期生が修了して 初めて博士号が出された頃 であった。
山崎先生が 2 期6年の 学 長を務められた後、 平成 6年4月から4年間 筆者が第4代学長
職についた。 病院長時代を も 通じて主な概算要求により設置されたのは輸血部、 IC U、 医
療情報部、 高度先進医療部(内視鏡部)、 放射線基礎医学講座 の新設、 看護学科修士課程




先生が努力されて、 熊谷病院長時代に院内措置として設置されていた。 しかし PR 不足も
あって学外にその存在は殆んど知られていなかった。 丁度医学教育課の課長補佐が金沢大
学を視察される目的があり、 ついでに本学に立ち寄られた。 林先生は大層熱心な方で、 毎
年医療情報部の活動を冊子にまとめられていたので、 予め相談して、 約30分、 本学の情況
を諜長補佐に話したところ、 大層感心され、 翌年の概算要求に通り、 林先生は教授に就任
され、 長年の苦労が報いられた。
もう 1 件は高度先進医療(内視鏡部) である。 新設医科大学では筑波大学にまず概算要
求が通ったが、 この大学には内視鏡学会の理事長の崎 回教授がおられ、 当然の事と思われ
た。 ところが翌年金沢大学に設置が決まった。 しかし同大学附属病院には内視鏡の専門家
はおらず、 癌研外科には内視鏡北陸地方会支部長を務め ら れた磨伊教授がおられたが、 所
詮、 病院とは無関係であった。 少々頭に来た筆者は、 早速病院指導室長に会い、 本学には
北陸No 1 の田中三千雄君(現看護学科教授) がいるのに無視するとは何事かと質問したと
ころ、 翌年には概算要求が通った。 さらにやり手の施設課長が、 IC U、 輸血部、 医療情報
部の中央診療棟の予算を獲得し、 輸血部の後に光学医療診療部が移転し、 従来の数倍の面
積になり、 積極的に活動出来るようになった。
山崎学長及び筆者が学長時代は、 “新設時代" を脱却して、 それぞれの大学が自らの特
徴を伸ばす “整備・充実期" に相当し、 この10年間にかなりの実績を残して来たように思
う。 筆者の大学 同期の福井医科大学のS学長が、 “なぜ富山ばかりに概算要求が通るの
か ? " と羨しがられた。
ところで筆者は平成10年 3 月末に退官したが、 その前年から国立大学の “独立行政法人
化(独法化) " が初 めて取りあげられ、 文部省、 国大協(国立大学長会議) ともに猛 烈に











さる8月27日、 本学創設30年の記念式典が行われ、 ノ ーベル物理学者江崎博士の、 大変
示唆に富んだ講演を拝聴し深い感銘をうけた。 そのあと恒例によって祝賀パーティーが聞
かれ 2 、 3 の方の祝辞があり、 不 肖 私にもご指名があった。 予め電話による了解をすっか
り忘れていたので、 残念ながらお祝の言葉をご容赦願った次第である。
最近私は物忘れが多 く 、 自分の居間で何かものを整理していま見たばかりなのに、 それ
が其処にないということが屡々あって、 パニックになる。 それでこれからは物の整理には、
少し大きい篭を用意しその中に全部一緒 く たに 1 か月分程放り込んで、、 必要なとき篭を
ひっ く り返して探せば絶対に無 く ならない筈である。 下手に整理箱を何個か用意して、 そ
れぞれに分類して入れておけばよいと思っても、 それぞれがどの整理箱に入っているか、
入れた途端に忘れているのである。 そうは思いながらも矢張りこれまでの習慣で、 幾つか
の抽斗や箱、 特に本の間等にいれると100パーセント無 く なってしまい、 数か月後に ヒ ヨ
ロ ヒョロと出て く る。 誠に腹立たしいことである。 悪い癖で、 前置きが長 く なったが、 人
前で喋るときもこうなのである。
さて私は今八十路を超えて、 30周年という言葉を聞 く と、 私には 2 つの30周年がある。
言うまでもな く 富山薬専を含めた富山大学30年と昭和50年以降の本学30年、 なんと合わせ
て還暦である。 昭和 20年8月6日、 賀 茂海軍衛生学校の校庭で原爆の閃光を見てから 3 週
間後富山に帰って、 思師菅沢教授にお便りをしたところ、 今学校へ来ても ガスも水道も出
ないので、 仕事も出来ないからこな く ても良いとのことで、 鳴呼これは良かったと思った
のである。 実は私たちは高校 2 年半、 月足らずで大学に入り、 同20年 9 月まる 3 年で卒業
すれば晴れて徴兵制度で軍人になる予定だ、ったのが、 偶々私たち一部が大学での軍事教練
をサ ボッタばかりに退学寸前の処分を受けそうになったので、 モ タ モ タしていて 陸 軍に
引 っ張られたら大変だと、 海軍の短現を受けて同20年4月初 め新設の賀 茂海軍衛生学校へ
勤労動員の名目で、行ったので身分は軍籍になかった。





任せることにして、 ひとまず卒業証書をもらいに行ったら、 先生は早速、「おい、 山崎君、
今は家が東京にある人は良いが、 そうで、なかったら学校に残って実験は出来ない、 どうだ
横田君に紹介状を書 く から行ってみないか、 あそこは学校が焼けて無く、 簡単には建たな
いよ。 そうすればそれを理由にまた何処へでも行ける。 金沢薬専の鵜飼君の所もよいがあ
そこは焼けていないから出にくい」そんなことで 3 年次後期の授業料と引 き換えに卒業証
書を受け、 同21年 2 月中旬の金曜日、 横田先生を訪問した。 横田先生は「来週月曜日から
来給え」とのこと、 後で、わかったのであるが、 実は翌日土曜日には富山電気 ビルで富山薬



















会一致で了承した。 そして岡崎年 3 月末ころには医学部設置概算要求書が出来上がった。
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ところが 4 月に入 っ てから、 大学側と県側との話し合いが(この話し合いは大浦教授と
木村教授にお願いしてあ っ た)かみ合わない点があ っ たらしいが、 決裂しない前に一方的
に県側は医学部構想、を転換し単科医大で進めたい。 ついては富山大学で作成した概算要求
書を参考のために供与されたいとのことでこれを譲渡した。 当時、 森芳松局長は 「一体県
は何を考えているのかね。 国立大学を創るのであれば本学以外に準備するところがないの
にな」 と慨嘆していた。 しかし私 どもは和漢研究所創設と、 永ら く 懸案の経営学科増設、
薬学部環境衛生分析講座増設に力を注げるということで、 寧ろ安堵した。 昭和 48年12月30
日 (日 )この 3 件が大蔵内示された時の喜び、は一様で、は無か っ た。 ホ テルニ ュ ー ジ ャ パン
で簡単に祝杯をあげたが局長は五勺も飲まぬ中にぐらぐらにな っ て喜んでいる姿が今も眼
前に浮かんで く る。 翌31日 朝まだき、 降りしきる雪の中、 富山駅に横田嘉右衛門、 棲井謙
之介の両先生が迎えにまでおいで下さ っ たことは、 今も っ て忘れがたい。
一方医科大の方はこの時調査費が計上された。 これは創設準備費の前段階のものである。
これでいよいよ49年度に入るわけであるが、 医科大学については、 県および医 師会で単科
の医科大学設置準備会が着々事を進める どころか、 教員の選考さえほ ほ骨格が出来上が っ
ていることが、 巷間で取り沙汰されていた。 丁度そのころ上記準備会の席上今は故人の富
山県医 師会長田上康さんが、 富山大学とも っ と連携を強化して、 和漢薬研究所も出来たし
思い切 っ て林新学長にかけあい、 薬学部、 研究所を切り離しこれに医学部を加えた三 者統
合による近代医療高度化の理念のもと新しい大学を創設できぬかとの提案がなされたこと
を、 しら ゆ り会長の中井精一氏から伺 っ た。 林学長もおそら く 中田 知事あたりから聞き及
んでいたと思われる。 そんな話があ っ てから数日 後5 月20日 前後、 中田知事から初 めて直
接電話があり県庁へ呼び出しがあ っ て、 初対面ながらいきなり、 医科薬科大学構想の推進
は考えられないかとの質問に驚いたのであるが、 この時私は、 研究所を創 っ た前後に、 奥
野文部大 臣との話の中で、 奥野先生から富山は医科大学を創りたいと聞いている。 しかし、
そもそも大学紛争は多 く の場合、 医学部から起こ っ ているが富山では経済学部からである。
いずれに し ても紛争を起こしてはなあ、 それに富山の場合はすでに、 福井、 大分、 島根、
香 川 、 佐賀、 高知、 山梨、 宮崎等先に手を挙げているから難しいよ、 と言われている事を
話した。 も っ ともこのとき奥野先生は、 国 立で薬学部のあるところは皆 医学部が設置され
ている。 富山だけが医学部が無いのも珍しいなあ、 でも何か新しい発想でもないと難しい
よと言われたことも知事に 申 し上げた。 しかしこれはこれだけの話では終わらないと思 っ
たので、 ことの始終を大浦研究所長、 木村評議員等に話し教授会の重要議題として採り上
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げて貰い、 一方学外の重要関係者、 富山大元学長横田先生、 薬窓会長石黒 七 三第一薬品工
業社長、 しらゆり会長東亜薬品常務中井精一氏、 元富山薬専教授金岡又左右衛門氏、 棲井
元教授らと短期間中数次にわたって会合を重ね協議し、 意見を頂戴した結果、 思い切って、
地域医療の近代高度化と東西医薬学統合の理念のもと、 決心したらと賛意を去された。 し







7 月に懸けての段階である。 このころ井内局長から清水官房長に対し、 富山医薬大を創設
した場合、 薬学に博士講座を設置することについて検討するように指示がなされている。
考えてみれば博士講座となると、 全国の国立大学に波及する大問題になることは必至で




49年 7 月中旬である。 これをひっさげて24日に、 横田、 中井、 金問、 大浦の4氏と会合し、
25日教授会に諮り、 7 月27日、 31日と最終評議会で全会一致で承認された。 概算要求書は
少々遅れても良いとのことであったので、 約 1 月遅れの 8 月27日(火)だ、った。 この提出
時の岩間次官の悦びは大変で 9 月早々に富山大学に来学され富山を和漢医薬学のメッカに




我々と一緒に上京、 文部省に日参し、 文部省から指示のあった点を踏まえて、 構想の練り
なおしが十数回に及んだ。
一方、 概算要求の経過状況を知るため関係部局に出かけ、 10月も初 旬 様子を探ると、 当
時の予算班の横山恒雄主査(故人)は大変親切な人で、 環境衛生分析学講座や和漢研を創
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るときも教職員の定員等にも多大の配慮をしてくれた人であったが、 今度は 2 医科大の創
設費を要求しであるが、 政治力が働くと 2 校分の予算で 3 大学になるかも知れぬ。 しかし
大分は島根の次だなと椀 曲 な言い方で、 富山が第一で通過することを教えてくれた。 これ
で創設は大丈夫と喜んだ。 その横山さんへ、 私が去る平成13年 3 月 京都のご自宅にちょっ
とした私用で電話したときは全く元気だったのに、 その 2 、 3 か月 後ジョギングの途中鴨
川の辺で急死され樗然とした。 本当に私には忘れ得ぬ人である。
話を元に戻そう。 昭和50年12 月 には三木内閣が誕生し、 永井道雄氏が文部大臣となった。
金沢の人で、 林学長も喜んだし、 私にとってもi日制武蔵高校の 1 年先輩で知り合っていた
ので、 好都合なことが多かったが、 年内の予算内示は見送られた。 1 月 に入ると医薬大創
設が見送られそうな空気が新聞紙上に伝えられたが、 杷憂であった。










考されたい。 学科目は本省と協議するとのことで、 2 月 5 日文部省国立学校控室で富山大
林学長、 平松、 小林、 山崎と文部省斎藤医学教育課長との5 者によって決定された。
医学部講座数30、 全体の 3 分の l を超えて一大学の教授が 占めてはならないことも、 了
解された。 公募を始めるとかねて噂に上がっていた候補者が多く応募された。 偶然金沢お
よび新潟からそれぞれ10講座が提供された。 あとは札幌医大、 東北大、 東大、 岐阜大、 阪
大、 千葉大、 広 島大などからだ、った。 先生の資格審査は昭和50年8 月 初 旬で、 全員合格し






2 年目から全面的に杉谷の現在地となった。 第二代佐々学長まで、は既定路線に従って、 年
次計画が実施されたが、 この中で特筆されるのは昭和53年学年進行を待たずに薬学部の博
士講座の前期、 後期課程の 同時発足であった。 そしてこれは全国国立新制大学の重大関心
事となり、 やがて全国立大学に博士講座が設置されるきっかけとなった。 もう一つ佐々学
長時代に特筆すべきは国際交流の推進で、 凡そ 1 億 円の基金集めで不 肖 私もお手伝いをし
た。 これがまた県内他大学にも刺激となった。
ところで、 佐々学長の後昭和 63年、 瓢箪から駒がでるように不 肖 私が三代目学長を拝命
することとなった。 将に青天の震震である。 4月には新事務局長が赴任した。 元文部省医
学教育課病院指導室長をしていたので知っていたが、 これで医学部も完成年度を過ぎてか
ら既に6年を経過しているので、 卒業生の地域病院への派遣と、 特に医学部拡充整備に力
を注ぐことに協力を求めた。 その結果臨床検査学、 放射線基礎医学、 和漢診療学の 3 講座
が、 そして平成5 年には全国医科系大学のトッフ。を切って、 看護学科が設置された。 この
ときの事務局長押田氏も、 元予算班主査、 病院指導室長経験者で特によく知り合っていた。
平成 3 年 7 月13日(士)正午ころ押田局長は平成4年の概算要求に医学教育課に行ってい
た。 上記放射線基礎医学のためであった。 ところがこのとき、 富山に平成5 年に看護学科
を設置するかという話が押田局長から電話でもたらされたのである。 私は直ちに受けよと
電話で答えた。 これについては既に、 昭和 63年私が学長になった直後に、 広 瀬友二富山県
医師会長が来学され、 医療の近代化と高度化に伴い、 医師、 薬剤師だけではなくこれらと
対等に仕事の出来る看護師が絶対に必要であるので、 看護学科の設置を是非やってほしい
と強く要望され、 片山医学部長に十分に伝えてあったので、 医学部教授会ではいつでも対










る の は 非常 に 困 難 で あ り 、 薬学部 の 一 講座増 も あ っ た が、 こ れ は学長 と し て 私 自 身 、 事前
協議の 時障措 し な が ら 、 心 な ら ず も 文部省 に 要 求 し た 。 し か し 、 そ れ は そ の 後 の 薬学部飛
躍発展 の た め に は 、 必ず し も 為 に な ら な か っ た 。 こ れ は 当 時 の 事務局 長配慮不十 分の結果
で、 反対 し た 文部省 に 対す る 無理強 い だ、 っ た 。 そ し て こ れが後 々 ま で影響 し 全 国 の 国 立薬
学 部 の 後塵 を 拝す る こ と に な っ た の で あ る 。 修士講座、 博士講座、 い ず れ も 全国 ト ッ プ、
研究所 も 唯一、 学生数 も 最多 、 講座数 も 最多 で 隆盛 を 誇 り な が ら 、 い さ さ か残念 で あ る 。
し か し こ れ は 他大学薬学部が 旧 制 医科大 附属 薬学専 門 学校 と い う 歴 史 的背景 の 然 ら し め
る も の と 弓 え ばそ れ ま で の 話 で は あ る 。 も う 一つ 私 が学長就任直後すべ き こ と は 、 医学部
出 身 若 手 医 師 の 地域病 院への 出 向 で あ っ た 。 時 間 の か か る 仕事で あ っ た が、 こ れ は 先生方
の 精力 的 な 尽力 も あ っ て 今報い ら れ て い る の で は な い だ ろ う か。
終 わ り に な り ま し た が、 私 の 2 度 に 亘 る 30周 年 、 ま さ に 光陰矢の ご と し 、 奇 し く も 本学
が創 設 さ れ た 昭和 50年 1 0 月 1 日 か ら ま さ し く 宿 命的 と も 思 え る 30年後 の 米 る 1 0 月 1 日 新富
山 大学が発足す る こ と と な る 。 昭和 24年新制大学が、 新憲法の も と 民主 主 義 と 教育 の 機会
の 均 等 の 理 念 を 掲 げ、 国 民 的 祝福 を 受 け て 発足 し た 。 そ し て 駅弁大学 と 言 わ れ な が ら も 、
一般教育 と 専 門 教育 の 上 に 人 間 形成 と 言 う か、 全人教育 を H 指 し て 今 日 に 至 っ た が、 そ の
開戦後の復興 に 多 大 の 貢献 を 果 た し て き た 。 唯 こ の 度 は僅か二 卜余 り の 大学統合 に 過 ぎず、
そ の 理念 は と 言 う と 、 将 に 異 口 |司 音 に 、 地域貢献、 教養教育 の 充実 (数年前 に廃止 し た こ
と を 忘 れ て ) 、 学際研究へ の 期 待 感 を と メ リ ッ ト を 挙 げ て い る 。 私 に は 何 を 今更 と 空 し さ
を 禁 じ得 な い 。 理念 な き 統合 の 旗振 り と 榔拾す る 向 き 、 小異 を 捨 て 理念 を 掲 げ よ と も 言 わ
れ た 。 本学の場合 も 教養教育 の 充実、 学際領域の研究 に 貢 献で き る と 言 う よ う な メ リ ッ ト
を 掲 げ る だ け で は 、 あ る い は 経済効率 を 求 め る の で は何 の 理念 も 哲学 も な い 。 財政諮問 会
議か ら の ト ッ プ ダ ウ ン に よ る 、 初 め に統合あ り き の 感が否 め な い 。 し か し 今更 こ ん な こ と
を 言 っ て も 始 ま ら な い 。 み ん な で渡 れ ば怖 く な い と い う 護送船団 的発想 を 捨 て て 、 今 こ そ
入学部 の 総合 に よ っ て 新 し く 掲 げ ら れ た 理 念 の も と 新機軸 を 打 ち 出 し 、 予想 さ れ る 様 々 の
矛盾や 困 難 を 超 克 し て よ り 高 い 立場 に 止揚 さ れ る こ と を 心 か ら 念願 し て 、 私 の 30周 年 随想、






会の生活から一転して地方に住むことになった。 富山に移り住んで、 ま ず感じたことは、 残
雪 を 抱いた立山連峰の威容に圧倒され、 自然環境に恵 ま れた県であることを実感した。 そ
れにも増してうれしかったことは、 私のような「旅人」に職員並びに多くの県民が親切で
あり、 県内を流れる豊富な清流から育 ま れた酒と米がなんともおいしいこと。
環境庁が選んだ日本名水百選に本県が最高の4 ヵ 所も指定を受けている所以が納得され
た。 医薬大からの帰り自噴する名水を汲み宿舎で、 ウ イスキーの水割りに感激したことを昨
日のごとく思い出している。 富山に来る前は琉球大学の客員教授として那覇に滞在してい
たが、 異常渇水で 3 日に 1 度しか水が出ない生活を余儀なくされていたのでなおさら感じ
た。 だが、 間もなく学長を引き受けたことを後悔することになった。 大学に赴任して驚い
たことには、 学長には研究室もなく研究助手もいないことだ、った。 学長室は大変立派でバ




かし、 医科薬科大学の学長が、 ユスリカの研究をしていいものか疑問視された。 ところが
公害研究所所長時代取り組んできた東京都を貫通する多摩川のユスリカ調査が一段落して
ま とめてみると、 最上流から下流 ま でに何と60種以上のユスリカが棲んでおり、 しかも水
質により種類の棲み分けがはっきりしていた。 すなわちユスリカはそれぞれの種類が水の
汚染度の指標に役立 つ ていることが分かつ た。 それにユスリカによる気管支ぜんそくな ど
のアレルギー病が発生していることも注目され始め、 医薬大でもユスリカの研究に市民権




文科系 と の 違 い を ま ざ ま ざ と 見せつ け ら れた 。
学長在職 中 、 宮 中 講書始の儀 に て 昭和天皇 の 前 で ご進講 を し た こ と で、 多 く の 県民 が知
る こ と と な り 、 上京時機 内 で面識の な い 人 た ち か ら 挨拶 を 受 け る こ と が多 く な っ た 。
富 山 で生活 し て 印象が深か っ た こ と は 、 み ん な 大変教育 に 熱心で、 科学や 文化 を 尊重 し 、
よ そ か ら 来 た 学者や学生 た ち を 温か く 迎 え て く れ る こ と だ、 っ た 。 し か も 、 富 山 は 田 舎 だ と
い う よ う な コ ン プ レ ッ ク ス が な く 、 例 え ば農家 の 人 た ち も 、 難 し い科学 の こ と は 理解 で き
な い が、 あ ん た 方学者先生 も 米 の 作 り 方 を 知 る ま い 、 と い っ た 対等の気持 ち で接 し て く れ
る の が何 よ り う れ し か っ た 。
私 は 戦後第 1 号 の ロ ッ ク フ エ ラ ー 財 団 の援助 で渡米 し た 経験か ら 、 国 際交流の 必要性 を
常 々 痛感 し て い た 。 そ こ で富 山 で 日 米医学会議 を 手始 め に 国 際学術会議 を 聞 き 、 か っ 本学
に 留 学生会館 の 設置 に 奔走 し 完成 さ せ、 留学生が急速 に 増 え た こ と は 誠 に う れ し い 。
光陰矢の ご と し 月 日 の 経つ の は 早 い も の で、 富 山 に 来 て か ら 今年 で24年 に な る 。 こ の 間
に 医薬大 (現富 山大) の学長 を 2 期 6 年、 富 山 国 際大学の学長 を 1 期 4 年 、 伝染病研究所
(現医科学研究所) か ら 続 け て い る 毎 日 分刻 み の ス ケ ジ ュ ー ル で、仕事 を こ な し 無 事勤 め て
こ ら れ た の も 、 多 く の 皆 さ ん が た の 協 力 が あ っ て の こ と で感謝い た し ま す 。
現在、 黒部川 河 口 に 近 い ク リ ニ ッ ク の 一 室 で ユ ス リ カ の研究 に 没頭 し て 早 10年 と な る 。
今年卒寿 を 迎 え た が、 ま だ研究 に 対す る 気力 は 衰 え て い な い 。 こ れか ら も マ イ ペ ー ス で努
力 し て い き た い 。
随 想 59
「永遠 の現在」 とし て の杉谷 の地
元副学長
本 田 昂
去る10月 1 日、 いよいよ新たな富山大学が船出をした。 顧みれば、 富山医科薬科大学は
ちょうど30年前、 東西医薬学の融合を理念に、 医薬一体の総合大学を目指す特色ある教育
研究機関として開学した。 節目の年を迎え、 また新たな出発にあたり、 これまでの目覚 ま
しい発展と充実の軌跡を辿ると、 感慨ひとしおなるものを覚え る 。 北陸 自 動車道から望ま
れる雄大にして美し く 、 そして荘厳ささえ醸し出される白亜の殿堂が、 いつまでも人の生
命と健康を守る「聖地j であってほしいと願うものである。
私 自 身、 本学には医学部教授として、 四半世紀以上にわたって奉職させてもらった。 ま
だ開学準備室が神通川の辺りにあった頃に赴任し、 爾来、 平成14年に退官するまでである。
その問、 放射線生物、 放射線基礎医学を担当し、 併せて放射性 同位元素(RI)実験施設
の管理運営の責を担わせていただいた。 研究の多 く は次世代の方々に受け継がれ、 さらに
磨きのかかったものになっていることは誠に喜ばし く 、 彼らのますますの活躍を祈り、 期
待している。
しかし、 過去と現在は、 一体どのように線引 きできるのだろうか。 幼年時代に読んだ小
説の一節は、 時代的には紛れもな く 過去の事象である。 だが、 それが脳裏に留まると、 そ






富山医科薬科大学としての軌跡は単なる「過去j と映るかもしれない。 だが、 たとえ看板
が掛け替えられても、 われわれにとって杉谷の地にあるのは、 富山大学の一部ではな く 、
いつまで、経っても富山医科薬科大学にほかならない。
本学では、 評議員や図書館長、 副学長も務めさせてもらい、 周 囲の方々のご助力と支え
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に よ り 、 多 少 な り と も 本学 の 管理運営 に 貢 献で き た の で は な い か と 自 負 し て い る 。 多 く の
先輩、 同 僚 に 恵 ま れ た こ と も 、 私 に と っ て の か け が え の な い 財 産 で あ る 。 大学改革や独立
行政法人化 に 向 け た 議論 に 、 口 角 泡 を 飛 ば し た 日 々 が懐か し く 感 じ ら れ、 今で も 験 を 閉 じ
る と 、 あ た か も 昨 日 の こ と の よ う に 想 い 出 さ れ る 。 初 め て の新入生 を 迎 え た 日 の 出 来事 さ
え も 、 こ う し た 節 目 の 時 に は 鮮 明 に 蘇 る 。 や は り わ れ わ れ に と っ て 富 山 医科薬科大学 は 、
ま だ ま だ 「永遠 の 現在」 と し て 心 の 中 で生 き て い る し 、 こ れか ら も 生 き て い く だ ろ う 。
幸か不幸か、 す で に 退官 ・ 退職 し て い る わ れ わ れが、 新大学 を 現実の も の と し て 直視 し 、
実感す る こ と は 難 し い 。 過去 に 対す る 想 い 出 と こ だ わ り が薄 れ る こ と は あ っ て も 、 現役 の
皆 さ ん と 同 じ よ う に 「現在」 を 見つ め る こ と は で き な い 。 わ れ わ れが杉谷の 地 に 足 を 運べ
ば、 や は り 回 想 の 世界、 過去の世界 を 散策 し 、 現在 の こ と の よ う に 語 っ て し ま う 。 過去 の
現在化一悲 し い か な 、 嬉 し い か な 、 新 し い 大学 に な っ て も 、 そ れが わ れ わ れ、 少 な く と も
私 の 医薬大像で あ る 。
し か し 、 過去 を 現在 と し て捉 え 、 想 い 出 に浸 る の は 、 わ れわ れ だ け で十分か も し れ な い 。
わ れ わ れの 目 指 し た も の を 参酌 し て も ら え れ ば幸甚 だが、 新 し い 大学 と し て 、 新 た な 目 標
に 向 か つ て 大 き く 羽 ばた い て ほ し い 。 19世紀の ア メ リ カ の 詩 人 ・ ロ ン グ フ エ ロ 一 日 く 、 過
去 を 顧 み る こ と な か れ、 現在 を 頼め 、 さ ら に 雄 々 し く 未来 を 迎 え よ と 。 わ れ わ れ は 、 こ れ
か ら も 過去 を 現在 の 如 く 捉 え 、 語 り 継 ぐ か も し れ な い 。 し か し 、 現役 の 皆 さ ん に は 、 現在





富山医科薬科大学が、 昭和50年に開学され30周年を迎えられ ま したことを、 心からお祝
い申し上げ ま す。
私は、 予定教官として、 創設準備よりかかわり、 昭和54年泌尿器科講座に就任いたし ま
した。 当時、 研究棟、 附属病院は竣工 ま もなく、 開設のための整備と教育、 研究、 診療の
準備に明けくれる毎日でした。 あれから30年、 大学はすばらしい発展をとげ、 感無量の思
いがあり ま す。 私は、 泌尿器科講座の主任、 医学部長(4年)、 副学長(医療担当)兼附
属病院長(6年)と、 21年間勤務させていただき、 平成12年退官いたし ま した。 その問、
非常に多くの方々に、 ご協力、 ご支援をいただき ま した。 関係各位に心から深く感謝申し
上げたいと存じ ま す。 ま た、 多くの貴重な体験をさせていただき、 思い出も多々あり ま す
が、 2 、 3 述べたいと思い ま す。
泌尿器科在任中に「富山県腎臓パンク」を創設することができたことは、 大変嬉しいこ
とでした。 腎不全患者の腎移植を進めるため、 第一外科、 第二内科、 小児科、 泌尿器科の
協力で腎移植チームを編成し、 生体腎移植よりはじめ、 献腎移植も実施するようになり ま
した。 献腎移植には、 ドナーの提供が不可欠であり、 平成元年 F富山県腎臓バンク」を富
山県及び関係機関のご協力により設立、 事務局を泌尿器科教室内に設け、 移植コーデ イ ネ
ーターを県より配置していただき ま した。 私は平成12年より理事長と して、 その推進に努
めており ま す。
ま た、 医学部長に就任したとき、 推進すべきことのーっとして高等看護教育施設の本学
への設置を考え ま した。 医学教育、 医学研究の進展には、 附属病院の充実強化が非常に重
要であり、 そのためにも、 ま た、 時代の要請でもあり ま した看護大学を本学に設置するこ
とは、 緊急な課題と思い ま した。 当時わが国では、 新設医科大学以外の医系大学は、 ほと
んど看護短大を併設しており、 看護大学は、 東大と千葉大など数校でした。 そのような状
況の中で、 本学への4年制看護学科の新設は、 困難をきわめており ま したが、 機会あるご
と文部省に設置を要望して ま いり ま した。 一方学内でも了承をとり検討に入り ま したが、
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養成施設 を 持 た な い 本学 で は 、 強力 に推進す る 部署 も な く 、 山 本教授、 鏡森教授、 看護部
等 と い ろ い ろ 相 談 し 、 ま ず 資料づ く り を し ま し た 。 平 成 3 年 3 月 看 護 学 科 設 置 委 員 会 で
「富 山 医科薬科大学 に お け る 医療 関 連科学 (特 に 看 護学) 教育、 研究の あ り 方 に 関 す る 報
告書」 を ま と め 、 看護学科設置趣意書 と と も に 文部省 に 提 出 い た し ま し た 。 そ の 後設置意
思確認があ り 、 短期 間 の 開 設準 備 が 必 要 と な り ま し た 。 同 年 1 1 月 よ り 創 設準 備 室 長 (併
任) と な り 、 当 時 の 山 崎学長、 高 久医学部長、 佐 々 木病 院長、 押 田 事務局 長 、 吉 田 総務部
長等 の ご協力 と ご支援 に よ り 、 校舎新築等 も 含 め 多 方面 よ り 本格的準備 に 入 り ま し た 。
翌年、 高 間 静子先生、 神郡博先生 に 準備室 に 就任 い た だ き 、 事務官 の 多 大 の ご協力 の も
と 精力 的 に 開 設準備 を すす め ま し た 。 将来大学 院 の 新設 も 考 え て の 看護教員 の確保 は 、 非
常 に 大変 で し た が、 承認 さ れ、 平成 5 年 4 月 新設医科大学 で は 初 め て 本学医学部 に 看護学
科 の 設置 を 見 る こ と がで き ま し た 。
私が病 院長 に 推 さ れ た と き 、 患者様本位 の 医療 と 患者様の ア メ ニ テ ィ 増進 を 図 る こ と が
重要 と 考 え 、 各部内 で患者様サ ー ビ ス の 充実、 向 上 と チ ー ム 医療 を すす め て い た だ き ま し
た 。 さ ら に 、 病 院 の 機能 を 改善 し 充実 さ せ る た め に 、 日 本医療機能評価機能 の 評価 を 、 病
院各部 に 絶 大 な 協 力 を い た だ い て 受 け ま し た 。 厳 し い 審査の結果、 平 成 1 1 年 、 国立大学の
附属病 院 で は 2 番 目 に 適性証の 交付 を 受 け る こ と がで き ま し た 。 そ れ は 、 病 院各 部 の 改 善
へ の 努力 の 結 果 で あ り 、 外部評価や 助 言 に よ り 各部の 一体感や各部 聞 の 連携が強化 さ れ て
き て 、 非常 に 嬉 し く 思 い ま し た 。
医薬大 は 、 開 学30周 年 の 記念すべ き 年 に 、 県 内 3 国立大学が統合再編 さ れ て 、 新 「富 山
大学」 と し て 発足 し ま し た 。 厳 し い 激動 の 時 で す が、 統合大学の 中 で特色 あ る 医療人教育
機 関 と し て 、 ま た 、 本県 の最先端の 医療機関 と し て 、 ま す ま す の ご発展 を 心か ら 祈念 申 し












小生が初 めて富山医科薬科大学の病院をおとずれた折、 最初 に目にとまったのは、 病院
中央の 2 階外来の最初の診療科の場所に、 和漢診療科がおかれていた。 普通は総合診療科
がある場所である。 これが開学にあたって、 本学の特色を示 そうとした意識がうかがわれ
た。
ここでは和漢薬の研究診療に関係深いところを話題にしたい。
これを私なり に整理してみると、 和漢薬シンポジ ウ ムより和漢医薬学会への発展過程を
説明すると最も解りやすい。
私がまだ阪大の第 3 内科に在籍していたころ、 当時大浦彦吉先生が教授となり山村内科
をおとずれ、 私共に和漢薬の話をされた。 私は甘草の有効成分のグリチ ルリチンの薬理の
研究中であったので興味深く話を聞かせてもらった。 この時が富山で和漢薬シンポジ ウ ム
を開催しようと話し合えた最初 ではないかと思う。




しかしこの集 団が、 和漢薬シンポジ ウ ムとして10年かけてお互いを理解しようと努力し
合えたのは、 成功であったと，思っている。
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10年 間 を か け て お 互 い の 立場 を 理解 し た 運営が な さ れ た 結果、 興味の 中 心 も 多 様化 し 、
シ ン ポ ジ ウ ム の 運営が人数、 内容共広 く な る 現況 を 見 て 、 さ ら に し ぼ ら れ た 形で学術大会
に し よ う と い う 努力 が、 富 山 で行 わ れ て 来 た 。
数年 間討議の結果 シ ン ポ ジ ウ ム が、 和 漢医薬学会 に 発展 さ れ る こ と に な っ た 。
昭和59年 (1984) 第 1 回 の和 漢 医薬学会が発会 の は こ び と な っ た 。
そ の 後会報誌が学会誌 と な り 、 現在 の和漢医薬学会誌 と し て 年 間 数回 雑誌 と し て 出 版 さ
れ て い る 。
そ の 後私 は 学会 の 現役 を 引 退 し た の で、 く わ し く は不 明 で あ る が、 雑誌 と 送 ら れ て 来 る
学会誌名 は]. Traditional Medicines で今年で22巻 に 達 し て い る 。 表紙 は 英文 で あ る が、 内
容 は 変更 さ れ て い な い 。
今年 の 第22 回和漢医薬学会 は 、 東京 で 開 催 さ れ、 北里研究所 の 山 田 陽城氏が会長、 大会
の テ ー マ は 「基礎臨床の融合 全身修復へ の サ イ エ ン ス 」 と な っ て い る 。
以上和 漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム の 発足以来現在 に い た る 私 な り の 経過 を 書 い て 随想 に か え た 。
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世紀を越え、 元号も昭和 から平成へと、 多くの変化を迎えてきた富山医科薬科大学です
が、 いよいよ建学30周年という大きな節目となりましたこと、 お祝い申し上げます。
28年前、 赴任して参りましたときは、 キャンパス内のいたるところで工事が進められて
おり、 掘り返された山土と新築の白亜の校舎の対照 的な姿に、 新しい大学が誕生するさな
かの、 力強い活気を感じておりました。
一方で、、 30年の月日を経て、 竹林と雑木林の丘陵は、 現在のような非常に充実したモ ダ
ンなキャンパスへと、 劇 的な変貌を遂げております。 時間だけが成し得る、 穏やか な 、 し
かし、 確実な歩みが、 現在の富山医科薬科大学を造り上げた大きな力であったことも、 30
年という年月が形を成して、 はじめて実感できるものだと、 あらためて感慨を深くしてお
ります。
在職した月日もまた、 教育と研究を、 緩やかに、 しかし確実な歩みで進めた26年間でし
た。 専門である解剖学の講義と実験、 実習の準備のための資料や、 標本の作製な ど、 特に
開学当初は設備も十分とはいえず、 非常に工夫を重ねたものでした。 次第に実験設備も整
い、 実習用の標本なども揃ってゆくなかで、 講義や実習の内容も深めることができてゆ く
過程は、 得難い経験であったと思われます。
研究の分野では、 細胞内の微細構造の分析を続けて参りました。 この分野では先進的で
あった新鮮凍結超薄切片の電子顕微鏡による観察の研究のため、 アメリカ合衆国 ノ ース
キャロライ ナ 大学チャペ ル ヒル校のベネット博士の門を叩きましたのは、 34年前のことで
す。 以後、 分析機器は透過型 電子顕微鏡、 走査型 電子顕微鏡と X 線微小分析を経て、 イ
オン顕微鏡へと変化しましたが、 細胞内の微細構造と細胞内の微量元素の働きを解明する
ことを目的として、 研究を続けて参りました。 今日でこそ、 微量元素の働きが少しずつ解




こ の よ う な 分析 を 進 め る に あ た り 、 物理学や化学 の 分野で物 質分析 の 最先端機器 と し て
開発 さ れ て い た 、 イ オ ン 顕微鏡 に 着 目 い た し ま し た 。 イ オ ン 顕微鏡 と は 、 物 質 に特定の種
類 の イ オ ン を ビ ー ム と し て 照射す る こ と で、 物 質 内 の元素 と 分子 を イ オ ン と し て 放 出 さ せ、
物 質 を 構成 す る 元素や分子 を 特 定す る こ と がで き る 装 置 で す 。
富 山 医科薬科大学解剖 学教室への イ オ ン 顕微鏡 の 導入 は 、 1995 年 の こ と で あ り 、 医学生
物学分野へ の 応用 は 、 国 内 で は 最 も 早 い 時期 の挑戦 で し た 。 生物試料の 分析 に 関 し て は 、
囲 内 で の 事例 は 乏 し く 、 イ オ ン 顕微鏡の操作 の 習 熟す る こ と か ら 始 め る 必要があ り ま し た 。
幸 い 、 ス タ ッ フ に 恵 ま れ、 短期 間 の 間 に 多 く の 成 果 を 挙 げ る こ と がで き ま し た 。 電子顕微
鏡 で確立 さ れ て い た新鮮凍結超薄切片 を 用 い る こ と で、 生体内 の細胞 の微量元素 と 分子 の
分布 を 画像 と し て 表示 さ せ る こ と がで き る よ う に な り ま し た 。
将 来 的 に は 、 微量元素 と 分子 の 細胞 内 で の化学的 な 働 き が、 生命活動 に 影響 を 与 え て い
る 様子 を 画像 と し て 視覚 的 に 示す こ と で、 実態 を 解 明 で き る の で は な い か と 、 大 き な 期 待
を 寄せ る こ と がで き る も の と 考 え て お り ま す。
イ オ ン 顕微鏡 の導入 は 、 医学生物学分野で の 非常 に 新 し い挑戦 で し た が、 そ の 成 果 は 、
築 き 上 げて き た 過 去 の研究 の 上 に あ っ た と い え ま す。
富 山 医科薬科大学が築 き 上 げて き た 30年 は 、 新 し い 富 山大学の ス タ ー ト の 基礎 と な る も
の で あ り ま す 。 こ れ ま で 、 ス タ ッ フ や 卒業生が積 み 上 げて き た 実績 は 、 流 れ去 っ て ゆ く 過
去 の 歴 史 で は な く 、 未来 の た め に 用 意 さ れ た 肥沃 な 土壌 で あ る と い え ま す。 30年 の 糧 の 上
に 、 さ ら に 豊か な 花 を 咲かせ よ う と 挑戦す る 、 記念すべ き 時 に 立 ち 会 え ま し た こ と に 、 心
か ら 感謝 を 述べ た い と 思 い ま す 。
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水銀、 カ ド ミ ウ ム そ し て 石綿
名誉教授
加 須 屋 実
退官の翌日から、 富山産業保健推進センタ} というところで働いている。 独立行政法人
労働者健康福祉機構は、 全国各地に労災病院等を配置しているが、 同時に各県に産業保健
推進センターを設置し、 労働者の健康の保持増進を目指している。 ここ数年来の重点課題
は、 急増する自殺者(平成10年から 3 万人を超え、 その う ち労働者は8 �9000人)や増加
する過労死対策として過重労働とメンタルヘルス対策が最重要課題となっている。 そのよ
うなときに、 突如として石綿問題が発生した。 平成17年6月下旬のこ と である。 そのよう
な状況なので、 原稿依頼を受けたとき、 まず石綿を思い出したのだ、った。
昭和53年4月、 富山医科薬科大学に着任し、 さっそく呉羽 E陵にある大学に出かけ、 公
衆衛生学講座のある 9 階にたどり着いたのだが、 まだあちこち工事中であった。 そしてそ
こで見たものは、 驚くことに、「石綿Jと明記した断熱材の山だ、った。 実は当時「環境毒
性学J(日刊工業出版社、 昭和52年)を出版し、 「ところで、 なぜ日本では石綿による環境
汚染にもっと注意がむけられないのだろう。 やはり、 この人が石綿で中皮腫になった人だ、
という人が出現しないからだろうか。 その生体影響がだれの目にも明らかになってからで
は、 とりかえしがつかないのに」と書いたばかりだったので、 心底驚いたのである。 水俣
病、 イタイイタイ病などに続いて、 職域を超えた人体被害をもたらす可能性の高い物質と
して大きな危倶を抱いていたのだ、った。 この建物が将来解体されることがあるかどうか分
からないが、 そのときは平成17年 7 月 1 日に施行された石綿 障害予防規則をしっかり道守
して頂きたいものである。
環境汚染病の予防を研究目的とし、 人体被害が発生する前に毒性の評価をする方法とし
て組織培養を利用しようと試みていた。 生まれて 1 週間ほどのラット小脳の切片をさまざ
まな環境汚染物質を加えて培養し、 毒性を評価する方法を開発しようとしたのである。 ま
ず、 個体 レ ベルで毒性がよく研究されている水銀化合物を用いて毒性を比較検討すること
としたので、 神経組織を使用した。 この研究で学位を取得し、 ついでカドミ ウ ムを含むさ
まざまな化学物質の影響を検索しながら富山医科薬科大学に赴任した。 組織培養法による
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毒性予 測 の研究 を 続 け る 目 算 だ っ た が、 故萩 野 昇 先 生 に お 会 い し て イ タ イ イ タ イ 病 ( イ
病) の研究 に 着 手す る こ と を 決意す る こ と に な っ た 。 イ 病 の研究 は す で に 完 了 し て い る と
思 っ て 富 山 に や っ て き た の だ、 っ た が、 萩野先生 の お 話 で ま だ ま だや る べ き こ と が残 っ て い
る こ と に 気付 い た か ら で あ る 。 な お 、 環境 問題 に つ い て は 重要課題が多 々 あ り 、 社 会 的 要
請が多様で あ る こ と か ら 、 研究室 と し て は ス ギ花粉症 の ア レ ル ギ ー に 関 す る 研究、 大気汚
染 の樹木年輪情報の利用 な ど に つ い て も 手がけ る こ と に な っ た 。 以来、 イ 病研究 に 携 わ っ
て 24年 ほ どで定年退職 と な っ た が、 そ の研究は独立行政法人環境再生保全機構 に よ る 「重
金属 等 の 健康影響 に 関 す る 総合研究」 の班員 と し て 現在 も 続 け ら れ て い る 。
自 然環境 と 人体内 に 残 さ れ た 有害化学物 質 の 爪痕 は 深 く 、 そ の 影響 の 広 が り と 行 き 着 く
先 は 定か に は 見 え な い 。 科学 ・ 技術 に 関 す る 研究 は 多 岐 に わ た っ て お り 、 すべて の 分野 に
お け る 格段 の 進歩が望 ま れ て い る と 思 う が、 中 で も 地球 と 生命体の命運 に 直接 関 わ る 環境
医学 ・ 科学 の 責任 は 重 い 。 私 の研究生活 の動機づ け は 人体被害 を 前提 と し な い 真 の 予 防対
策 を 確立す る こ と に あ っ た が、 研究生活 の 初 期 に 危倶 し た 、 水俣、 イ 病 、 ヒ 素 中毒、 大気
汚染 に よ る 呼吸器障 害 に 続 く も の と し て 最大 の 可 能性 を 持 つ も の と し て 指摘 し た 石 綿 に
よ っ て 、 労働者 の み な ら ず一般住民が被害 を 受 け て い る あ り さ ま を 、 古希 を 迎 え て 目 前 に
す る と は 想像 も し な か っ た 。 新生富 山 大学 に つ い て は 、 環境 問 題 を 含 め て 100年 以 上 の 先
を 見通 し た教育、 研究 を 追求 し て 頂 け る も の と 信 じ て い る 。
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雑種、 そ し て 雑草 のごと く
名誉教授
伊 藤 祐 輔
1975年(昭50) 6月、 久世照五君(35歳)を新潟駅頭で迎えた。 私は40歳であった。 そ
の年の10月に開学する富山医科薬科大学医学部麻酔科学の教授・ 助教授の予定者となった
からである。 しかし、 お互いに顔は知らないのであったが、 改札口でそれらしい人として
す ぐに分かつた。 新潟市内古 町の割烹で食事をしながら話しているうちに、 お互いどうも
初対面ではなさそうな気がしてきた。 金沢大学と新潟大学なのでクラブ活動で関係があっ
たことが分かつた。 久世君は1964年(昭39) 6月14日新潟 地震の前々日第8回金沢大学・





1976年 1 月各講鹿の教授・ 助教授予定者の初 会合があり、 研究棟 ・ 病棟の各々の位置に
ついて話し合われた。 生憎私がインフ ルエンザで倒れ出席できなくなり、 久世君ひとりで
出てもらった。 麻酔科の研究棟は4階になった、 など電話連絡してくれた。 このときの寒
気は厳しく、 小林副学長・ 藤巻先生ら新潟勢の乗った特急北越が夜間雪の中に立ち往生し、
ビュッフ ェ の酒を飲み尽くしてしまったとのことである。
それから 3 年間の準備をして、 1979年(昭54)4月に伊藤、 久世、 佐藤祐次(助手)が
発令になった。 麻酔科学講座の開講である。 この4月は寒く、 暖房のない研究室でこの 3
人は備品や消耗品の伝票を切りながら、 少しずつ住めるように、 そして研究ができる よ う
にしていった。 佐藤君が暗算が得意で、、 たいていの計算は暗算で、やってしまうので、 久世
君が大いに驚いていた。 久世君はこつこつと乳酸リンゲル液代謝の実験装置を整えていっ
た。
5 月には検査技師山本昌 子、 秘書高柳暢子の女性群が加わり、 華やかとなった。 久世君
は山本さんを相手に実験が本格的となった。 彼はこの研究が実って1992年に金沢大学医学
70 随 想
部教授 と な る の で あ る 。
10月 の 附属 病 院 開 院 を 前 に 、 8 月 25 、 26 日 氷見 の民宿 に 皆 が集 ま り 、 医薬大麻酔科結成
の 盃 を 挙 げた 。 伊藤、 久世、 中 西拓郎、 樋 口 明子、 増 田 明 、 田辺隆一、 海木玄郷、 山 本、
高柳 の メ ン バ ー で あ っ た が、 田 辺君 は 立 山 診療 で参加 で き な か っ た 。 海 に 舟 を だ し て キ ス
釣 り を 楽 し ん だ。 釣 れ る は 、 釣 れ る は の 大漁 で あ っ た 。
手術部助教授 に は 、 1980年 4 月 に 宮崎久義君 (現国立熊本病 院長) が熊本大学 か ら 赴任
し て く れ た 。 こ れ に 関 連 し て 牛 島 一男 君 (現熊本大医学 部 附属病 院手術部助教授) が熊本
大 よ り 加 わ り 、 さ ら に 金沢大卒 の 矢作直樹 (現東京大学医学部救急 医 学教授) 、 八木裕一
郎が新人 と し て 入 局 し た 。 山形大か ら 里村敬が転入 し 、 そ の縁で冨 田博が加 わ っ た 。 本学
1 回 生か ら 山 崎光章 (現富 山 医薬大麻酔科学教授) 、 杉森隆、 2 回 生か ら 渋谷 昌 子 (桐 山 ) 、
筑波大か ら 林睦子 (成瀬) 、 本学 3 回 生 か ら 広 田 弘毅、 渋谷伸子 と 医薬大麻酔科 フ ァ ミ リ
ー は 増 え て い っ た 。
宮崎助教授 は 1 982年10月 に 国立熊本病 院 に 転 出 し 、 そ の 後任 に 青森労災病 院 か ら 佐藤根
敏彦君が翌1983年 2 月 に 着任 し て く れ た 。 彼 は 佐 々 木均君 を 連 れて き た 。 関 連病 院 も 富 山
県 立 中 央病 院、 富 山 市民病 院、 済生会富 山 病 院、 黒部市民病 院 と 着 実 に 増 え て い っ た 。 金
沢、 新潟、 熊本、 弘前 の 血 が入 っ て 流 れ て い っ た 。 雑種 だ か ら 強 い 、 そ し て 個性豊か な 若
い 医 師 た ち が和 を も っ て 、 ま さ に 雑草の ご と く 伸 び伸 び と 生 き て い た 。









究棟は内装中、 病院棟は建設途上にあった。 病理学 2 仮研究室は完成して間もない コ ンク
リートの匂いが残る講義実習棟 2 階の生化学実習準備室であった。 ここで 1 年間過ごし、
翌年の4月に研究棟 2 階の病理学 2 教室に移った。 この 2 階廊下は病院棟への連絡通路で
あり、 この通路にはグリーンのカーペットが敷かれてあり、 いつも研究室のドアを開ける
と一直線に伸びたグリーンベルトが見渡され印象深く思い出される。 この研究室で22年間、






その一つは、 学生委員の時で昭和55年度の大学祭に学生からロック コ ンサートを聞きた
いとの要望があり、 委員会では従来認めていなかったが今後のこともあり、 この機会にど
の程度の騒音が出るのか調査した後に結論を出すことになった。 学生にロック演奏を実演
させ、 騒音計を使って古沢地区、 学内では研究棟と病院棟の 7 階の音量測定を行った。 そ
の結果、 付近住民にはパンフ レットなどを配布して了承を得ること、 苦情が出れば中止、
なるべく音量を下げる、 時間を厳守、 屋内で開く時は窓を閉めて暗幕を張るなどの条件を
付して許可した。 大学祭終了後、 付近住民から苦情は出なかったことが報告された。 もう
一つは平成5 年、 医学教育検討委員会委員長のときのことである。 当時は全国的に各大学
独自の個性ある教育改革が唱えられ、 本学でも教育の大綱化と平成 9 年度より新教育課程
72 随 想
の 学生入学 に 対応 し た カ リ キ ュ ラ ム 編成 を 検討す る 時期 で あ っ た 。 こ の カ リ キ ュ ラ ム 編成
の 検討 に 医学科学生代表 を オ ブザー パ ー 参加 さ せ る 提案 を 行 い 、 委員 会 で 了承 さ れ て 教授
会 に 報告 し た と こ ろ 、 全 く 反対 な く 了 承 さ れ た の に 若干 の 戸惑 い を 感 じ た の で あ る 。 カ リ
キ ユ ラ ム の編成 に 学生 の 参加 は 委員 会 で は 初 め て の 試 み で画期 的 な こ と で あ っ た し 、 後 日
学生代表の 一 人 は 学生 と 教官 の 双方 が よ り よ い カ リ キ ュ ラ ム を 作 り た い と い う 姿勢 の 表 わ
れ で 高 く 評価 で き る と 感想 を 述べ て い た の が懐か し く 思 い 出 さ れ る 。
1 1 年 4 月 か ら 老人保健施設 シ ル バ ー ケ ア 栗 山 に 施設長 (嘱託医) と し て 勤務 し て い る 。
勤務 し て 6 年余 り に な る が、 医療 に 関 し て 医薬大卒業生諸君 に お 世話 に な っ て い る の で お
礼 を 兼 ね て 本学 の 医学部 同 窓会報第 14号 に 「老 人保健施設 に 勤 め て 5 年」 の 感想 文 を 掲載
さ せ て い た だ い た 。 ま た 平成 1 5 年 度 よ り 本学 医学科で、 「免疫 ア レ ル ギ ー 疾患」 の 講義 で
「腰原 病 の 病 理」 に つ い て 年 1 回 の 講義 を 担 当 し て 3 年 に な る 。 教科主任、 村 口 篤 、 杉 山
英二両先生 の 要 請 に よ る も の で、 免疫学 的 治 療 の 進歩 に よ り 現在 の 膝原病 で は 典型 的病理
像 は 装飾 さ れ て わ か り に く く な っ て い る の で、 1960-1970年代の 典型像 に つ い て 講義 し て
ほ し い と の 要望 に 応 じ た も の で あ る 。 講義終了 時 に は 、 出 席学生の評価 に よ る ア ン ケ ー ト
が取 ら れ、 後 日 こ の ア ン ケ ー ト の 集計結果が各教官 に 連絡 さ れ て く る 。 出 席率 も よ く 、 ま








増加が懸念されたからである。 それが、 自らその波に巻き込まれてみると、 その懸念は当
たっていたとはいえ、 地方の医療水準を量・質ともに上げようという所期の目的を達成す






授ならずともほろ苦く思い出されるところであろう。 それはともかく、 若い教 授たちを牽
引車としてこの30年間新設医系大学の中ではよく健闘した部類に入るのではないかと思っ
ている。 大学を “就職先" と口走って私に叱られた教員も居たが、 そのような就職意識と
いうものは己の生活第ーという響きをもち、 それでは若い大学が成長しないとみたからで
あった。 設立の理念の一つであった “東西医学の融合" というのを取ってみても、 充分形
を成したとは思われない。 大学病院も研修医を引 き付ける魅力に欠けている。 名実共に一
流の大学と言われるにはまだまだ尽力が必要である。 その尽力の要点は “わが身第ーでは
なく、 公のために" でなければならない。 学生もその参加要員であることは言うまでもな
い。 大学の名称、が変わっても、 これまで、に築かれた基盤の上に立って、 より充実した医療
部門に育ててもらいたいものである。
74 随 想
わ が医科大30年 目 の転機に寄せて
名 誉教授
辻 陽 雄
い よ い よ 富 山 医薬大 は 富 山 大学 と し て 再 出 発す る 。 医 薬 大 関 学 と 病 院 の 開 設 な ど シ ス テ
ム の 検討や 立 ち 上 げ作 業 に 明 け 暮 れ た 日 々 の こ と を 思 う と 、 “ 手塩 に か け た 医 薬 大 " と い
う 想 い と 愛着、 今で は い と お し さ さ え 覚 え る の は 私 だ け で は な い で あ ろ う 。 そ の折 々 の 労
苦 は い ま は 清 々 し い 思 い 出 で も あ る 。
こ の足掛 け30年 と い う 割合短い 期 間 に 医薬大 は 一貫 し て 医 と 薬、 東西両 医 学 の 融合 と い
う 独特 の 理念 の う え に 発展 を 遂 げ、 い く つ か の特質 を 備 え た 確 か な 存在 と な っ た こ と に 、
誇 り と 喜 び を 感 じ て い る 。 し か し 予想 を 超 え る 早 さ で世情 は 動 き そ の 行 方 の 不安定 さ 、 超
高齢少子 に み る 人 び と の価値観や 要 求 の 複雑 さ な ど を 思 う と 、 医系教育機 関 と し て は 、 世
の 流 れ を 予 見 し つ つ 、 遅 れ を と ら ぬ速 や か さ で 的確 な 備 え がで き る よ う 小 回 り の き く 体質
が要求 さ れ る と 思 わ れ る 。 漫然 と し た 論議 の く り 返 し は 、 ど の 大学 に も 共通す る 好 ま し か
ら ざ る 性癖 だ が、 そ れ は 見 え ざ る 莫大 な 時 間 と 意欲の 損耗 を 招 き か ね な い よ う な 気 が し て
な ら な い 。
私 は 20年 間 の杉谷の生活か ら 離 れ て 久 し い が、 見事 に 立 ち 上が っ た 大学 の 威容 に 国 の 力
の 大 き さ を 知 っ た の だが、 や が て 国立大学 は平均主義 的横並 びの思想 に 貫 か れ て い る と い
う 淋 し さ を 覚 え た 記憶があ る 。 そ の 数年後、 遠 山 敦子氏 ( 当 時文部官僚 の ち 文科相) は 国
立大学 の 発展 に と っ て横並 びの慣例 は 弊害 を 招 く と の 記事 を のせ、 私 は 文部行政 に 些 か の
光 を み た 思 い も し た 。 COE、 拠 点 大 学化、 独 立 法 人化、 諸 評 定化 な ど な ど、 大学 は 世 の
巷 と 隔絶 さ れ た オ ア シ ス 社会 か ら 競争社会へ と 移 り つ つ あ る 。
私 は 赴任 間 も な く 図書館長 を 拝命 し 、 大学の 中 心 は 図 書館 に 在 り 、 な ど と 鋭意整備 に 当
た っ た 日 々 も 懐か し い 。 そ ん な 関 係 か ら 初 代 の 平松学長 と は た びた び相談の機会があ っ た 。
あ る 日 、 つ ぎ の よ う な 夢 と も い え る 話 を 申 し た こ と があ る 。 こ れか ら の 医 師 は 坐 し て 患者
を 待つ の で は な く 、 自 ら 行 動 で き る 積極性 の あ る 臨床の 行動教育が必要 と な る 。 予期せぬ
広域災害や救急 に 手 を 扶 く こ と の な い よ う 、 危急臨床 シ ス テ ム を 他大学 に 魁 け て 立 ち 上 げ









れば、 富山の気候を加味しても、 本省から一喝食らうだけだという。 まことに横並び行政
は現場にまで浸透して萎えを感じた次第であった。
平成17年10月 1 日、 新 「富山大」はスタートした。 この日、 北日本新聞には8 頁にもわ
たる誕生特集が掲載されている。 新大学は医薬理工総合大学院の発展的開設を前提として
8学部 1 研究所の総合大学である。 この特集記事は飛躍の夢をもたせてくれる。 特集の標
題は「知の力結集Jとある。 異論はないが、 大学では研究と成果の還元という使命は当然
だが、 何といっても次の世代を担うべき人材の育成という使命が第ーであって、 それは知
力だけでは果たせない。 私は 「知」 に加えて「愛」が不可欠だといまも思っている。 つま
り愛(ph il os)と知( soph ia)こそ大学の大学たる普遍の本質だということである。 医学
教育では、 人間学、 生命哲学、 生命倫理を主とするリベラルアーツの強化も新大学に期待
したい。 医薬大30年の歴史の転換期にあたり、 尽きせぬ愛と感謝をこめて、 所感の一端を
述べさせていただいた。
76 随 想
双六診療所 の 現状 を 憂 う
名 誉教授
堀 越 勇
医薬大の 診療所が双六小屋 に 開 設 さ れ た の は 、 開学か ら ま も な く の 頃 で し た 。 以 来 四 半
世紀。 開 設 当 時、 必要 な 薬剤 の供 給 に 協力 し た こ と も あ り 、 私 も 小屋 を 拠点 に 、 槍が岳、
双六岳、 三俣蓮華岳、 鷲羽岳、 黒 部五郎岳等 を 散策 し て 来 ま し た 。 散策 に は 常 に 山岳部学
生 が 同 行 し て お り 、 時 に は カ メ ラ 一 つ で槍 に 向 か う 筆者 に 、 す れ違 う 登 山 者か ら 奇異 な 日
で見 ら れ た こ と も あ り ま し た 。 当 時、 登 山 者 の 多 く は 若者で、 大 き な キ ス リ ン グ に寝袋や
大鍋 を 括 り 付 け て い る 学生 も お り 、 あ え ぎ あ え ぎ登 っ て く る そ の 姿 は 未 だ に 忘 れ ら れ ま せ
ん。
と こ ろ が こ こ 10年、 夏 山 に 来 る 若者の 集 団 が徐 々 に 減 り 、 代 わ っ て 中 高年 の 登 山 者が増
え て き ま し た 。 特 に 、 こ こ 数年 の 激増 ぶ り は 、 目 を 見張 る も の があ り ま す。 グ ル ー プ の 人
数 も 年 々 増加 し 、 30人 を 超す 集 団 も 珍 し く あ り ま せ ん。 集 団 は 北 は北海道か ら 南 は 沖縄 ま
で全国 か ら 来 ら れ て い る こ と が分か り ま し た 。 中 高 年 の 登 山 が活発 な こ と は 平均寿命が世
界 J の現在、 喜 ば し い こ と です。
こ こ で 山 の 診療所 に つ い て お 話 し し ま し ょ う 。 開設時、 小屋 の 一 角 を お 借 り し て 診療 を
行 っ て き ま し た 。 時 に は遭難者の救出 に も 協力 し 、 感謝状 を 頂 い た こ と も あ り ま す。 > つ
闘 っ た こ と は 、 宿 泊 し て い る 登 山 者 と 医療者や学生 の 生活 リ ズ ム が異 な る こ と で し た 。 朝
の 早 い 登 山 者 に と っ て は 、 夕 食後 に 続 く 団 壊 は 誠 に 迷惑 で す 。 度 々 の 苦情 に 、 小屋 の オ ー
ナ ー と も 相談 し 、 小屋 と は 別 棟 の 診療所 を 建設す る こ と に な り ま し た 。 国 立公 園 内 に 建物
を 建 て る こ と に は行 政 の 許可 が要 り 、 簡単で は あ り ま せ ん 。 何 と か そ の 筋 の 友 人 の協力 を
得 て 建 設 の 運 び と な り 、 建設資金の 過 半 は 小屋 の オ ー ナ ー に 依存 し て 、 建坪16坪、 8 畳 4
聞 の独立 し た 診療棟がで き ま し た 。 診療設備 も 充実 し 救急 医療 に 耐 え る 体制 が で き 、 名 前
も 富 山 医科薬科大学 ・ 双六診療所 の 看板 を 掲 げて い ま す。 と は い え 大学 の付属 機 関 で は あ
り ま せ ん 。 組織名 は 発起 人 の 名 を と っ て 「雅会」 と し 、 夏場の 7 月 20 日 か ら 8 月 21 日 ま で
の 1 か 月 開 設す る 季節 限定診療 で す 。 以 来10余年が過 ぎ ま し た 。
し か し 最 近新 た な 問題が持 ち 上 が っ て き ま し た 。 診療 に 欠かせ な い 医 師 ・ 看護 師 の 不足
随 想 77





















明 治26年 (1893年) 富 山 に お け る 薬業振興 を 期 し て 設置 さ れ た 共立富 山 薬 学校 を 発祥
と す る 富 山 大学薬学部が、 昭和 50年 (1975年) 1 0 月 1 日 に 開 学 さ れ た 富 山 医科薬科大学 の
創 設 に 参加、 薬学部教授 の 一 員 と し て 1996年 3 月 に 定年退職す る ま で の 20年 問 、 恵 ま れ た
自 然環境 と 施設 の も と で教育 ・ 研究 に 没頭 し 得 た こ と 、 大変 に 幸運 で あ っ た と 思 っ て い ま
す 。
杉谷 キ ャ ン パ ス で は 、 真 っ 先 に 講義実習 棟が竣工 ( 昭 和 51 年 度) 、 52年 度 に は 医学部研
究棟が完成、 翌53年度 (昭和54年 2 � 3 月 ) に は 、 医科薬科大学附属病院、 事務局管理棟、
附属 図書館、 さ ら に 薬学部研究棟 ・ 共 同 利 用 棟、 薬学部植物 園 ・ 管理棟が竣工。 翌54年 度
に は和 漢薬研究所が薬学部研究棟西国 に 接続 し て完成、 富 山 大学五福 キ ャ ン パ ス か ら の 移
転 を 完了 し た 。 な お 、 富 山 大学薬学部 の 講座研究室 の 富 山 医薬大への 年 次移行 は 、 5 1 年 度
3 講座 開 設/52年 度 4 講座増設/53年 度 5 講座移行/54年 度 5 講座移行 な る 手続 き に よ っ
て 実施 さ れ た 。 さ ら に 、 53年 度 6 月 に は 大講座制 を と り 大学院薬学研究科 ・ 薬科学科 (博
士課程 5 講座) に 再編 さ れ た : 薬剤 薬理学、 医 薬 品 化学、 衛生 ・ 生物化学、 薬用 資源学、
物理薬剤学。
遡 る 5 1 年 4 月 、 富 山 医 科 薬 科 大 学 ・ 山 崎高 鷹 副 学 長 が 薬 学 部 長 事 務 取 扱 に 就 任 ( �
53. 7 . 31 ) 、 つ い で、増 田 克忠教授が薬学部長 を 2 期 務 め た (53. 8. 1 � 57 . 7 . 31 ) 。 そ の 聞 に 、
薬学研究棟 に 隣接 し て 「 共 同 利 用 研究施設j が発足、 5 年後 に 「実験実習機器セ ン タ ー 」
と 名 称 を 変 更 し 省 令 施 設 に 昇 格 (59. 4. 1 1 ) 、 吉 井 英 一 教 授 が 初 代 セ ン タ ー 長 を 務 め た
(59. 8. 1 6 � 1 . 7 . 31 ) 。 な お 、 こ の 人事 に 前 後 し て 山 崎高 庭 教授 は 薬 学 部 長 を 2 期 務 め ら れ
て お り (57 . 8. 1 �60. 1 1 . 30) 、 3 代 目 の 西荒介教授へ と 継が れ た (60. 12 . 1�62 . 1 1 . 30) 。
昭和62年 1 2 月 1 日 に 吉井教授が西教授か ら 薬学部長 を 引 き 継 ぎ、 平成 3 年 1 1 月 30 日 ま で
の 2 期 4 年 間 そ の 任 に 在 っ た が、 そ の 聞 に 山 崎高 庭 教 授 (初 代 副 学 長 ・ 50. 10 . 1 �
54. 6 . 30) の 3 代 目 学長就任 が あ っ た (昭和 63. 4 . 1�平成6. 3 . 31 ) 。 ま た 、 昭和63年初期 頃
か ら 、 学部 内 お よ び同 窓会会長 ・ 田村 四 郎氏 を は じ め と す る 薬 窓会関係者 の 間 で 「薬学部
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創立百周年記念式典および記念事業の実施」 が諮られてきた。 1990年 3 月に創立百周年記
念事業後援会が設立され(田村四郎・後援会会長)、 記念事業実行委員長に薬学部長・吉
井英ーが就任した。
記念事業計画としては( 1 )薬学教育・研究助成基金の設置、 ( 2 )百周年記念石碑の建立・環
境整備、 ( 3 )創立百周年記念史の発刊が盛られ、 平成 2 年 3 月20日には記念事業後援会会則
に従って役員等が定められた。 また、 資金募集の実施方法と運用、 寄付金の免税措置等の
取り扱いは総務部主計課・市川勇総務係長に委任、 文部省および国税局の指導を得て減免
税措置が認められた(平成2 .5. 1 �4. 3. 31)。 基金募集にあたって、 田村四郎後援会会長は
主に富山県内の関連企業や薬窓会会員・役員を対象に、 実行委員長の吉井英ーは東京医薬
品工業協会および大阪医薬品協会をはじめ、 県外の先輩や製薬および関連企業役員を訪ね
支援をお願いした(収入の総額約 1 億6，500万円)0 
記念式典及び関連行事は、 創立百年目の平成4年11月 7 日、 富山県民会館に於いて実施
された(詳細は 『富山医科薬科大学関学二十周年記念誌J 第 2章第 2 節)。 午後の富山第
一ホ テルにおける記念祝賀会に次いで、 杉谷キャンパス・薬学研究資料館前に設置された
記念石碑「温故知新J(山崎学長の揮事)の除幕式が、 多数の富山薬専O B の参加を得て
盛大に行われた。









日 本国 内 各県毎 に 国 立医学部 を と い う 70年代の構想 の 下 で 、 し か し 富 山 で は 東大医学部
に 端 を 発 し た 全 国 的 な 大学紛争 の せ い で、 単科大学 と し て の 設立 を 余儀 な く さ れ た 。 医科
大学設置 に あ た っ て 、 富 山 大学薬学部教授会 は 、 大学 院博士 (今で い う 後期) 課程 と い う
「エ サ 」 に 移行す る か否 か か な り ゆ れ て い た 。 当 時 の 教授方 は ほ と ん ど 亡 く な ら れ て い る
の で、 早 く そ の い き さ つ を 聞 い て も ら い た い も の で あ る 。 小生 は 当 時助教授 だ、 っ た の で、
聞 く 所 に よ れ ば、 生物系 は 賛成 、 物理系 は 反対、 化学系 は 学部長一任、 富 山 大学評議会 は
反対 だ、 っ た 。 こ れ ま で大学 院 は 修士課程 だ け だ っ た の で、 教授会 は博士後期 課程新設 を 前
提 に 移行賛成 と 決定、 評議会 は 「好 き な 人がで き た の で嫁 ぐ な ら し ょ う が な い j と い う 発
言 で 決定 し た 由 。 そ れか ら の 4 年 間 、 二 つ の 大学 の か け も ち 教官 と し て 、 入試 は 県 内 の 短
大、 高校 を 借 り 歩 き 、 会議 は 県立病 院 の 一 室 で、 富 山 大学 と 医薬大の 併行進行 の 4 年 間 で
あ っ た (現在 の 教職員 に は と て も わ か ら な い ) 。
薬学部教授会 の建築委員 長が、 故長谷純一教授で あ っ た の で 、 助教授の小生がそ の 手伝
い を さ せ ら れ た 。 杉谷の 畠 や林 を 見 て 歩 い て 、 こ ん な 斜 面 の 丘 に 大学 を 建 て ら れ る の か と
あ き れ た り 、 連 日 施設課の職員 か ら 図 面 を 見せ ら れ た り し て 、 お か げで こ の 2 年 間 は 自 分
の 原 著論文数 グ ラ フ の 谷 と な っ て し ま っ た 。 医学部の研究室 の 設計 は 担 当 教授がお ら れ な
い ま ま 進行 し た の で、 講座 の特殊性 は ほ と ん ど討議 さ れ て い な か っ た 。 失敗 は 教授室が著
し く 狭 く 、 薬学部 の 半分 し か な い こ と 、 ド ア を すべて外聞 き に し た こ と 、 な ど な どで あ る 。
現在、 在職 中 の 教授、 研究者、 学生 に な ぜ こ ん な 設計 に し た の か と 叱 ら れそ う で あ る 。 薬
学部 は 各講座均一 の 面積 と し 、 共通部分は 各講座平均 割 で供 出 さ せ た こ と 、 研究室 内 の 区
分 け は 当 時 の 主任教授 の 設計図 に よ る も の で あ る 。 教授室 の 面積 も 、 実験室 の設計 も すべ
て 各 講座 主任 ま かせで、 30年 た っ た 現在 に あ わ な く な っ て い る 設計 も 多 々 あ る 。 例 え ば、
背 の 低 い 教官 の 設計 し た 流 し 場 は 、 今 の 背 の 高 い研究者 に は腰が痛 く な る と か、 不平 は 山
程 あ る に 違 い な い 。 ま た機器の発達 や 冷 暖房 な ど は 4 半世紀 で様変 わ り す る か ら で あ る 。
薬学部 の 大学 院後期 ( い わ ゆ る ド ク タ ー コ ー ス ) の 設置 を 願 つ て の 医薬大発足 で あ っ た
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が、 進学者はほとんど生物一化学系の講座に偏り、 また和漢薬研究所に多く、 また外国人
留学生が半数を 占 める よ うになった。 研究者養成を目的としながら、 その責任は部分的に
しか果たされていない。 むしろ富山大学薬学部の大学医院修士課程(1963年スタート) 出
身者の方が、 全国各大学に教授約30人、 外国を入れれば計40人余を生んでいる。 医薬大出
身者の方が若いから当然で、もあるが、 本学出身の研究者が増えるかどうか心配である。 20
歳代学生の若さを、 発見の面白さに共感させる感性をはぐくんでもらいたい。
小生は大学教官生活35年(30歳から65歳まで) 、 前半は富山大学、 後半は富山医薬大薬
学部に在職していた。 そのためか富山大学との統合を、 古巣に戻ったと受けとめている。
昨年8月末の医薬大サヨナラパーティー(30周年記念) の参加者の半数が富山大学薬学部






医薬大 の 功罪-壊滅 こ そ 再生 の 糸 口
名 誉教授
木 村 正 康
生 み 、 育 て た 医薬大が 国 政 の 大学改革 で壊滅 し て 、 遂 に 他大学 と 統合 し 元 の 古巣 に 戻 る
羽 目 に な っ た 。 医薬大 と い う わ が 国 の類 な い構想 を も っ 大学 の 創 設 の た め 、 5 人 の創設委
員 に 選 ばれ、 研究活動 を 中 断 し て ま で情熱 を 傾注 し た 者 に は 、 誠 に 葱t鬼 に 堪 え な い 。 思 い
直 し て 、 医薬大の功罪 を 振 り 返 っ て み る と 、 壊滅 は こ の30年 間 を 1 ク ー ル と し た 良 い 区切
り か も 知 れ な い 。 想 え ば、 旧 富 山 大 の 評議会で薬学部代表 と し て 脱学部 を 宣 言 し た 昔、 後
足 で砂 を か け る よ う だ と 非難す る 他学部評議員 を 宥 め る つ も り で、 医学部が一人前 に 完成
し た 暁 に は 一 丸 と な っ て 戻 る こ と も あ り 得 る 、 と 返答 し た も の の 、 ま さ か こ ん な 形で実現
す る と は 当 の 本人 も 知 る 由 も な か っ た 。
医学部構想、 は 創 設委員 会 結 成 以 前 か ら 、 私 的検討会 と し て 、 阪大 山 村教授 (後学長) 、
東大織 田 教授 (後病 院長) 、 千葉大熊谷教授 ( 後 医 薬 大副学長) に 和 漢研大浦教授 と 私 を
含め た 5 人組の常連が会合 を 重 ね た 。 す ば ら し い稀有 な 建学精神 を 持 っ て し で も 、 具現化
に は 第一 ボ タ ン か ら 掛 け は ず れ た 。 問 題 の 火種 は 医学 部 内 か ら 上 が っ た 。 金大側 の 初代学
長 と 補佐す る 筈 の新大側 の 副 学長兼病 院長 と の 間 に 就任 当 時以来 の確執があ っ た 。 当 然、
医学部 は 金大派 と 新大派 に 真 二 つ に 分か れ敵対 し た 。 救 い は 、 千葉大、 阪大、 東北大 な ど
他大学選 出 の 第 3 勢力 の存在で、 ど う に か運営 さ れ た 。 こ う い う 矢先、 医学部教授 の 3 人
組が夜半 に 来宅 し 、 医学部不和 の 元 凶 は 薬学部の あ る 有力 教授が操 っ て い る の で、 彼 を ボ
イ コ ッ ト す る 改革 に 加担 し て く れ と い う 。 彼へ の 不平不満 は 一応否定 し な い で、 本学 の 成
立 に は 政 治 的 立 て 役者で あ っ た 存在価値 を 諭 し た 甲 斐 あ っ て 、 不穏 な 成 り 行 き は霧散で き
た 。 後年、 首謀者の 1 人 は 有 力 教授 を 扶 け て 大学運営 に 尽力 し て い る 。 こ の 件 を 時効 と し
て 明 ら か に し た 今 日 ま で極秘 に し て い た の で、 当 の 有 力 教授 も 知 ら ぬ が仏 で あ っ た ろ う 。
研究室 を 継 い だ後任教授 は 人事が 自 由 な ら 悩 み は 少 な か ろ う と 考 え る も の 。 し か し 、 医
学部の新設 の 場合 で も 足棚 が あ っ た 。 各大学推薦教授 の 数が決 ま っ て い て 、 不適者が出 る
と そ の 選 出 大学か ら 次選者が補充 さ れ る 手続で、 は 政治屋 の 選挙地盤 に 似 て 正 直が っ か り し









東大薬学部は医学部から独立した点、 富山は逆行だと危ぶまれたので、 殊更、 医薬融合
には気を配ったが、 医薬連携は意外に順調で、 薬学部の伝統と実績を医系人が評価し、 敬
意まで感じられた。 研究面では医薬協力が確実に進行し大成功だ、った。 創設期の私は一時
期に16の委員活動で忙殺されたが、 定年までの10年間は雑務一切に手を染めず、 新設した
折角の研究環境を最大限に利用しない手はないと、 粉骨砕身して、 研究に没頭できた。 分
子薬理から病態薬理へと展開させ、 臨床薬理を後進に委ねることが成就できたのは、 医薬
両系の完全な融合の成果といえる。 薬理研究の論文活動では全国機関のナンバー5 に認め
られ、 旧 7 帝大に肩を並べる目標をも達成した。
思い出尽きぬ場が壊滅する。 医薬大にとって一大難事だ。 旧日本海軍連合艦隊司令長官
で存在を高めた山本五十六元帥の漢詩に、「降りか 、 る雪で、松柏 は青さが冴える、 降り
か 、 る難事で人は存在価値が高まる」、 とある。 まさに壊滅は医薬大の存在価値を高める
好機と捉えよう。 そして、 この壊滅が再生への糸口となろうことを祈念してやまない。
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富 山 医科薬科大学 附属 病 院 医療情報部
そ の 生 い 立 ち 、 成長、 そ し て 将来展望
名 誉教授
山 本 恵 一
こ の 度 の 『 開 学 三 十 周 年記念誌』 が 白 木公康編集委員 長 に よ っ て 企画編纂 さ れ る に あ た
り 私 ど も 所謂 “ 創 設 メ ン バ ー (教員 、 事務官 ほ か) " が寄 り 合 っ て 、 開 学 に 先立 つ 医学部
誘致運動が富 山 県庁 、 富 山 大学 ( 当 時) を 中 心 に 熱心 に 進 め ら れ て い た 記録 の 多 く を 事務
局 の倉庫 か ら 引 き 出 し て 閲 覧す る 機会 を 得 た 。 近 日 中 に そ れ ら の摘要 を 収録 し て 、 編集委
員 会 の ご企画 に 沿 う 協力 を さ せ て 戴 き た い と 翼 っ て い る 。
そ こ で、 葱 で は そ れ ら 諸記録の う ち 、 既刊 の 『 十 周 年 記念誌j r 二 十 周 年 記念誌』 に 記
載 さ れ な か っ た 附属 病 院 医療情報部 の 立 ち 上 げか ら 現在 に 至 っ た 開 設時 (学内措置) の 経
緯か ら 中 央診療施設へ の 昇格措置、 さ ら に 関係者 間 で模索 中 の 将来展望 に も 触 れ て 、 本学
附属 病 院 の 飛躍的発展 を 希求 さ れ る 諸 賢 の ご賛助 を 得 た い と 願 っ て い る 。
前述 の 諸記録 を 通 覧 し て ま ず感 じ た こ と は 、 文部省 ( 当 時) は 当 時 の全国 に あ っ た 2 5 の
国 立 医校の み な ら ず、 無 医大県解消 政策 に 拠 る 1 3 の 予 定 医校 に つ い て も 、 附属病 院事務局
機 能 の 能率化 と 事務局 定員 の 削 減 と を 見越 し た 電算化構想 を 、 昭和40年代後半 よ り 打 ち 出
し て い た こ と へ の 驚 き で あ っ た 。 昭和40年代 と い え ば、 当 時私が本学教員 候補 の ひ と り に
擬せ ら れ た こ と か ら 、 医大附属 病 院 の 将 来像 を 勉 強 し て お く こ と も 必要か ? な ど と い う 殊
勝気 を 起 こ し て 米 国病 院見学 2 週 間 の ツ ア ー に 参加 し 、 知名 の メ イ ヨ ー ・ ク リ ニ ッ ク を 参
観 し た 際、 彼 の 地 で も ま だ テ ス ト 段 階 に あ る と 説明 さ れ た が、 病棟内 各患者の 臨床検査デ
ー タ が リ ア ル タ イ ム で ナ ー ス セ ン タ ー の モ ニ タ ー 上 に 瞬時 に 出 る ( グ ラ フ 化 し て ) の に 驚
H莫 し た 。
帰 国後本学任用 が決 ま り 、 滞米 時 の 印象が忘れ ら れぬ ま ま に 囲 内 医校 中 に そ の 様 な 模範
が な い か と 探索 し た と こ ろ 、 九大病 院 の 野瀬教授が先進 し て お ら れ る と 聞 い て 教 え を 乞 う
た 。 当 時我が国 で は 未 だ邦字化 さ れ た 電算機が な く 、 九大で は患者名 を ロ ー マ 字 に 直 し て
入力 す る し か な か っ た と の 草創期 の 苦労話 も 耳 に 残 っ た 。 昭和 54年 10月 、 附属 病 院 開 院時
の 電算係 は そ の使用 範 囲 が医事業務 に 限 ら れて い た た め 、 医事課 に 所属 し 、 か つ 予 め 本省
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るシステムの 導入が不可 欠とされるこ と から、 上掲の 水越医療情報部長とも緊密な連繋 の
もとに、 その中核となる人材の確保を、 私の診療科(第 1 外科)の助手席 1 を転用する了
解を得て、 昭和 61年阪大阿部裕教 授(第 1 内科) の門下、 林隆一博士を招聴した。 同氏を
招くにあたっては病院教 授のポストを準備すべきであった訳であるが、 その実現は本省の
医療情報部措置が結実する平成 7 年まで待たねばならなかった。 その後の医療情報部の躍
進に関しては 『 二 十周年記念誌』 等に詳述されているので重複を避けたい。
私は平成 6年に退官後、 JIC A の国際医療協力事業に参画した 2 年余を除いて、 富山県
庁 の第 3 セクターである富山県健康増進センターでの健診業務に勤務しており、 大学勤務
時代とは全く違った視点から県下の 地域保健、 とくに検診施設と診療機関との連繋 の 緊密
化の重要性に着目すべき日 々 を過ごして来た。 現在の私が切実な願いとするところは、 富











昭和 52年春 頃 の こ と 、 臨床系 の 教授予 定者が杉谷キ ャ ン パ ス に 集 ま り 、 科長 (予 定者)
会議が 当 時 の 小林収病 院長 を 議長 と し て 聞 か れ た 。 当 時 ま だ 附属 病 院本体 は 工事 中 で骨格
が 出 来 た ばか り で あ っ た 。 会議の場所 は 厚生棟、 学生食堂の 2 階。 小林病 院長 と 事務官が
正面 に 、 そ し て 約 1 5 人 の ス タ ッ フ が コ の 字型の席 に つ い た 。
病 院 の概 要 の 説 明 が あ り 、 外来各棟 の 配置 に つ い て 説 明 、 協議が行 わ れ た 。 は じ め は 1
階外来 に ま ず泌尿器科があ り 、 整形外科、 眼科 と い う 案 で あ っ た が、 小林院長 よ り ク レ ー
ム があ り 、 「最初 に 泌尿器科 は ま ず い よ j と い う こ と で順序 が変 わ り 、 整形、 眼科が入 り
口 に 、 泌尿器科 は 奥 に と 変更 さ れ た 。 今考 え る と も っ と も な 話 で 、 歩行 の 不 自 由 な 患者の
多 い 整形外科、 眼の不 自 由 な 患 者の 多 い 眼科 を 入 り 口 に 置 い た の は 正解 だ、 っ た と 思 う 。
会議が続 い て そ ろ そ ろ 疲 れ た 頃、 清涼飲料水の 自 販機 の 場所 の 話 に な っ た と こ ろ 私 の 隣
の 高 久 晃教授 (脳外科、 の ち に 医 学 部 長 、 学 長) が 「 そ の へ ん の と こ ろ は 良 き に 計 ら え
だ」 と 発言。 事務 局 に お ま かせ と な っ た 。 高 久先 生朝 か ら 酒 の 匂 い が相 当 な も の だ。 「昨
日 何時 ま で飲 ん だ の 」 と 聞 い た ら 「今 さ っ き ま で」 と い う こ と だ っ た 。 二 日 酔 い な ら ぬ
酔 っ 払 い だ、 っ た た め で あ る 。 し か し 、 考 え て み る と 末梢 な こ と は お ま かせ で 良 い わ け で あ
る 。 聞 け ば高久先生、 仙 台 に 居 た と き は 仕事柄飲み 過 ぎ る こ と は 出 来 な い 由 、 脳外科 と い
う 立場か ら 無理 も な い 。 富 山 に 来 た と き こ そ 、 飲み 明 かす絶好の機会 だ っ た の だ ( 高 久先
生、 公務 を 終 わ っ て 、 ど う ぞ今 ま で の 分 ま で ゆ っ く り お飲み 下 さ い ) 。
科長会議 は 病 院発足後 は 病 院運営会議 と な り 、 病 院長 も 熊谷朗先生、 佐 々 木博先生、 片
山喬先生 と 引 き 継 が れ て 行 く 。
病 院運営会議で何 回 と な く 問 題 と な っ た の は 院 内 の 喫煙 の 問題、 絶対反対 は 篠 山 教授、
国立大学 の 附属 病 院 で、 喫煙 な ど、 と ん で も な い と い う 強硬派、 容 認 は 愛煙家 の小生 と 失火
が こ わ い と い う 看護部長、 今 は ど う な っ て い る で あ ろ う か。
そ の 年 の秋、 福 岡 で の 臨床眼科学会 の あ と 1 泊 の 予 定 で 五 島 列 島 の福江へ の 旅行 を 決め
て い た O 学会 の 最終 日 に 連絡 あ り 、 明 日 午後杉谷の校舎で会議 と 、 や む な く 旅 を あ き ら め
随 想 87
て夜行で富山へ。 会議は各講座の配置の話。 3 階の解剖 、 4階の生理などは決まっている
ものの臨床系は未定、 会議の席上、 上の階を希望するものはの声に手を挙げたのが、 放射
線医学の柿下教授と私。 放射線科が 9 階に、 眼科が8 階にと決まった。
五 島列島福江の観光が駄目となった代わりに、 15年間北 ア ルプスの眺望が手に入ること
になった。
今年の5 月、 眼科医会の会合で富山を訪ねた。 駅前には立派なホ テルや商庖衝が並び、
かつての淋しい眺めは一変した。 第一に、 東京から富山には上越新幹線越後湯沢経由で 3
時間20分。 空路は東京一富山間 1 日8 往復。 開学当時は YS-l l機が往復、 日に 2 便。 そ
の代わり晴天には北アルプスの山々を眼下に眺め、 富山湾の美しい海岸線が展望出来た。









20年前、 南米パ ラ グ ア イ 国薬草の化学 ・ 薬学的 国 際研究 の 憶 い 出
母学の創 立30周 年 を 記念 し 、 何か思 い 出 を と の 依頼 を い た だ き 、 私 に と っ て は 、 パ ラ グ
ア イ 国 の 薬草 に つ い て 国際共 同研究 を 行 っ た こ と が最大 の 思 い 出 で あ り ま す 。
日 本政府 と パ ラ グ ア イ 同 と の技術協力 協 定が昭和57年 7 月 24 日 に 結 ぼ れ て 、 農業や 畜産
そ し て 医学 な どの研究協力 が行 わ れ ま し た 。
た ま た ま 、 昭和59年、 富 山 市 出 身 の パ ラ グ ア イ 総領事で あ っ た 杉 田 敏次氏が糖尿病 だ、 っ
た の が、 現地パ ラ グ ア イ の 薬 草 を 服用 し て 癒 っ た こ と を 、 日 本 に 帰省 の 折 に 富 山 市 長 に 話
を さ れ、 パ ラ グ ア イ 東部チ ャ コ 地方 に 未知 の 薬草が多 く 、 是非 そ の 開 発利用 の た め 、 地元
の 富 山 医薬大、 薬学部薬用 資源講座 と 現地 の 国 立 ア ス ン シ オ ン 大学、 大学 院化学研究科 と
国 際協 同研究 を し て 、 資源 開発 を し て は と の 強 い 要望 があ り ま し た 。 直 ち に 大学 に 依頼が
あ り 、 学長 の 許可 を 得 て 、 外務省 や 国 際協力事業 団へ 申 請、 交渉 し 、 受理 さ れ て 、 こ の研
究 プ ロ ジ ェ ク ト が結成 さ れ 国 際研究が ス タ ー ト し ま し た 。 即 、 昭和60年 5 月 か ら 、 パ ラ グ
ア イ 薬草の化学 ・ 薬学的研究 は 3 か年計画 で実施 に こ ぎつ け ま し た 。 こ の件 で い か に 進 め
る べ き か何度 も ]ICA と 、 そ し て 学 内 で の 調整 を 進 め ま し た 。 こ の研究 を 行 う に 当 た り …
( 1 ) プ ロ ジ、 エ ク ト の リ ー ダ ー と し て 森 田 が計画 し 相 談 し 、 先 ず 人 選 し 、 学 部 の 薬 用 資 源
講座 を 母体 と し 、 薬用植物 園 が助 け 、 そ の 内容 を 植物学部門 (分類、 採集、 肥培、 生産) 、
植物化学 部 門 ( 薬 草 の 有 効 成 分 の 抽 出 、 分割、 成分の 化学構造確定) 、 薬理学部 門 は 現地
大学 に な い の で 1 年 お く れで行 う な ど を 骨子 と し て 、 現地 と 交渉折衝 し 、 人 選 は 当 大学13
人、 現地大学12人 の ス タ ッ フ で プ ロ ジ ェ ク ト を 作 り ま し た 。
( II ) 次 に研究対象 の 薬 草 を い か に 選定 し て 行 う か の 問 題 で し た 。 各種 の 疾 病 で も 、 現代
習慣病 を 中 心 と し て 考 え 、 疾病 に 関与す る 酵素 の 阻害 の 強 度 の も の を 指標 に し て 、 現地で
用 い て い る 多 く の 薬 草 エ キ ス を 、 ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト に か け て IC50値 の 高 い も の を 選
ん だ。 即 、 糖尿病 に よ る 白 内 障 の Ar 阻害 (Aldose田Reductase 阻害) 、 高 血圧 に 関 係 の A.
C.E 阻害 (Angiotensin-Converting-Enzym 阻害) 、 肝臓解毒機能 の グ ル ク ロ ニ ダ ー ゼ 阻害
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( glucu ronid ase阻害)、 腎臓の尿路結石 阻害の ウ レアーゼ 阻害(U rease阻害)、 高尿酸血
症の改善のキサンチンオキシ ダーゼ 阻害(X anth im- ox id ase阻害)などなどについて酵素
検定で、 100u g/ ml で50%以上の 阻害するものおよび70%以上阻害を指標にして、 アスン
シオンの各市場の薬草280種についてスクリーニング結果、 薬60種の薬草を選定すること
が出来、 2 年目から抽出を始め、 有効成分を分画分離して各種の新化合物を発見し、 命名
して、 学会に報告しました。
( lll )有用な薬草を採集し、 2 年目から 3 年目にかけ、 15， 000凶の薬草 園を完成しました。
併せて水生薬草の水池を作り、 一定条件下で肥培管理システムを取り入れ、 スプリンクラ
ー数基をつけ、 品度の高い薬草生産の基礎を作り上げました。
(町)薬理学部門は現地では設備もなく、 準備のため 1 年おくれのスタートで、 延長にな
りました。
( V)研究、 指導で両国研究員は相互に研究技術交換のために滞在が 1 か月の人、 3 か月、
半年、 10か月の人と互いに訪問交流をしたことは極めて有意義な触れ合いでした。









(lX)この研究に関し外務省から宮内庁を通じて昭和 62年 2 月27日、 東宮侍従長から東宮
御所へ出向のご沙汰があり、 この研究について直に皇太子殿下にご下問の栄に浴し、 1 時
間20分にわたり、 ご奏聞申し上げることが出来ましたこと、 研究員を代表してリー ダ ー と
して光栄の至りでありました。
( X )平成 3 年4月に現地の薬草を調査し、 研究員の努力の集積として、 パラグアイ薬草




薬標本 は 、 是非 と も 貴方 の 大学 に し っ か り と 管理保存 を と 、 強 く 天皇陛下 か ら 申 さ れ、 恐
憧 申 し 上 げ、 大学 の 学術標本館 の 2 階 に 設定 し た 次第 で す 。
〈 む す び〉
こ の研究 プ ロ ジ、 エ ク ト は パ ラ グ ア イ 国 の 多 く の 薬 草 の 氷 山 の 一 角 の み の研究で し た 。 研
究員 は 地球の 反対側 の 環境 の ハ ン デ イ を の り 越 え て す ば ら し い 国 際研究 を 成 し と げ て 下
さ っ た 。 心か ら 感謝 と 御礼 を 申 し 上 げ る と と も に 、 両大学が さ ら に 太い 杵で結 ばれ更 な る
発展 を 遂 げ ら れ る こ と を 期待 い た し ま す 。
こ の研究 に 最大 の ご支援 を 下 さ っ た 外務省、 国 際協 力 事業 団 に 対 し深甚 な 感 謝 と 御礼 を
こ め て 、 20年 も 前 の こ と に な り ま し た が、 忘 れ得ぬ憶 い 出 と し て 記 し た 次 第 で あ り ま す 。
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も実施されるよう になり、 心より祝福している。 今回、 この機会に当 たり、 記念誌に耳鼻
咽喉科学教室が開講された当時を偲んで、 その実態を紹介したい。
富山医薬大の開学は昭和50年10月であったが、 新規の医学部教授内定者の会合は昭和51
年 1 月に行われた。 その際、 研究棟の部屋割り、 附属病院の配置などが協議されて、 私共
の教室は研究棟5 階、 外来は 2 階、 病棟は5 階西棟で内科、 眼科と合同と内定された。
その後、 昭和51年4月に新入生を迎えているが、 私は 3 月末より文部省在外研究員とし
て、 ス ウ ェ ーデンに出張し、 主に医局長として、 渡辺行雄講師(現在教授)が開講に向け
て準備していた。 したがって、 建築その他協議に当たって、 最終的判断のために、 ス ウ ェ
ーデンまで国際電話がかかり、 予め手紙で来ていた項目に従って、 最終判断を下したこと
もあり、 懐かしい思い出として残っている。
その後、 昭和52年 1 月、 帰国後も開院に向かつて会合がたびたび、もたれ、 富山へも出張、
協議に参加した。 また、 耳鼻咽喉科の聴検室の建設も特別の配慮で専門庖に発注され、 平
衡機能検査室も中検に設置され、 コン ビ ュ ータシステム(PDPll/34)の導入なども病院
長小林収副学長のご支援により設置され、 後の日本耳鼻咽喉科学会の宿題報告に役立てる
ことができた。
昭和54年4月、 耳鼻咽喉科学教室が開講し、 前任地に新潟より、 教授を始め大野吉 昭助
教授(現在新潟市開業)、 渡辺行雄講師、 大橋直樹助手(現在黒部市開業)が10月15日開
院に向かつて赴任している。 この間、 6月より新入生への講義も始まり、 教室秘書深田 由
美さんを迎えている。 また、 武田精一技官は開講日より赴任しており、 少人数であったが、
家族的雰囲気で、 時にはすき焼や鍋物で会合をもったことも懐かしい。
翌昭和55年 3 月より地域医療機関との交流を促すために、 集談会を月々開催するように
なり、 現在の 緊密な関係を構築している。
思えば、 教授以下教室員、 技官、 秘書を含めて、 6人で発足し、 全員当直の開講当時よ
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仏 教室 の 発展 は 目 覚 ま し い も の が あ っ た 。 そ の 後、 他大学 よ り 新入 局 員 3 人、 続 い て 、
新卒入 局 員 3 人 も あ り 、 年 々 増 員 し た 。 退官時 ま で に 、 全国学会 ( 第43 回 日 本平衡神経科
学 会、 研 究 会) 、 第89 回 日 耳 鼻 総 会 (金 沢 の 宿 題 報 告 の 担 当 、 さ ら に Acta Otolaryn­
gologica， Stockholm) (Suppl. 504 : 1 - 157頁) の 退官記念誌 を 発刊 ま です る よ う に な り 、
感無量 の 思 い で あ る 。
こ の よ う な 教 室 の 発展 に 当 た っ て は 恵 ま れ た 先 輩 、 同 僚 、 教室員 、 技官 な ど と と も に 、
地 元 の 耳鼻科地方部会員 な ど関 係 各位 の 絶 大 な る ご支援 と 、 比較的恵 ま れ た研究費 (文部
省 、 厚生省、 環境庁 、 宇 宙 開 発事業 団 ) な どの賜物 で あ り 、 心 よ り 感謝 し て い る 。
30年間 の足跡 の重 み を 土台とし て






山に幾度か通ったときのこと、 その4月14日、 大学の建物が何にもない 街のなかで、 富山










の敷地にあった総合衛生学院の一角が与えられ、 1978年 3 月、 現在の医学部研究棟が竣工
する ま でそこに留 ま った。 1977年には講義実習棟や福利厚生棟も竣工し事務局も中部高校
から杉谷に移った。 大学の会議、 委員会は事務局の移転に伴って所を変えていったが、 医
学部の第一回教授会は1976年4月28日、 中部高校旧校舎で開催されている。 なお、 薬学部
の第一回教授会は同年5 月19日に開催されている。 第一回大学評議会は両学部教授会での
審議を経たうえ、 同年9 月10日に開催されている。 大学運営の重要な要である教授会、 評
議会が設置されるに及んで教務委員会など、 いくつか委員会も設置され、 富山医科薬科大
学創設の理念の大きな柱である「医薬一体」を目指し、 大学の運営、 教育、 研究の全般に





ス ロ ー ガ ン を かか げ る こ と は 容易 で、 あ っ た が、 医学部、 薬学部 と も そ れぞれ過去 の 長 い 歴
史 を 背負 っ て い る だ け に 、 合 同 の 委員 会 を 数多 く 聞 い て も 、 両者の講 を 埋 め る の は 容易 な
こ と で は な か っ た 。 「 同 じ ル ツ ボ の 中 で 医 も 薬 も 苦労 を 共 に す る こ と に よ っ て 、 医 薬 一 体
の モ デ ル を つ く り あ げた い 」 、 赴任 し て 一 年 た っ た 1 977年 5 月 、 あ る エ ッ セ イ に 私 は こ の
よ う に 書 き 記 し て い る 。
単科の 医科大学 の 人員 配置 し か認め ら れ な か っ た か ら 、 管理運営面 で は 他 の 大学 に み ら
れ な い 複雑 な 要 因 があ っ た 。 学長 の も と に 二 人 の 副学長がい る が、 一 人 は 医療担 当 の 病 院
長、 も う 一 人 は 教育 、 研究、 学生補導担 当 と い う こ と に な っ て い る 。 前者 は 当 然、 医学部
系 に な る の で、 両学部の バ ラ ン ス か ら 、 後者は薬学部系 に な る わ け で あ る が、 医学部の教
育 、 研究 の 運営 ま で マ ネ ー ジ 出 来 る 人材 を 見つ け る の が一苦労で あ っ た 。 さ ら に 複雑 な こ
と に 医学部長 も 薬学部長 も 存在す る の で あ る か ら 、 小 さ い 大学 な の に 頭 で、 っ か ち で動 き が
と り に く い 。 さ ら に 一般の 医学部 と 違 っ て 、 病 院 長 は 副 学長 な の で、 医学部長 よ り 格が上
に な っ て い る 。
多 少 の 波乱 は あ っ た け れ ど も 、 と も か く 10年 も 経つ と 、 両学部 と も そ れぞれの持 ち 味 を
大切 に し な が ら 、 相協力 し て い く と い う 形が整 っ て き た 。 30年経 っ た 現在、 医学部 に は看
護学科 も で き 、 ま さ し く メ デ イ カ ル セ ン タ ー と よ ばれ る に ふ さ わ し い 大学 に 成 長 し て き て
い る 。 大学 の 真価 が問 わ れ る の は こ れか ら で あ る 。 医科薬科大学 よ り も ス ケ ー ル の 大 き な
(新) 富 山 大学 と い う 器 に 統合 さ れ る こ と に よ っ て 、 こ の 30年 間 の 苦 労 が花 開 く こ と を




庭 山 清 八 郎
小生が富山医科薬科大学医学部 ウ イ ルス学教室 に 赴任したのは昭和53年4月 1 日、 呉羽
正陵の竹林が立山おろしでしきりと揺れ動く頃であった。 その後12年間にわたり、 歴代学
長、 副学長をはじめ、 教職員の皆様の心温 ま るご支援、 ご鞭提と、 学生諸君 と の深い交流
の中で無事任を果たし、 平成 2 年 3 月31日付で退官、 後ろ髪をひかれる思いで故郷新潟 に
戻り現在 に至っている。 この度、 開学30周年を迎えられ、 誠に目出度く、 心からお祝い申
し上げる次第である。
小生の在任期間は12年と短かったが、 最も充実した時期であり、 いろいろな事が走馬灯
のよう に過ぎる。 原稿のご依頼をうけたものの、 歳も傘寿を過ぎると記憶も薄れ、 纏りも
ない内容とな っ てし ま ったことを予めお詫びする次第である。
赴任直後の教授会で、 いきなり剣道部部長を引 きうけよと命ぜられ驚いた。 このような
経験はなく柳か戸惑いを感じ、 固辞したものの引きうけさせられた。 然し今 にして思えば、
人生 における大きな試練で、 学生剣友との深い交誼を通じて多くの教訓を得た事が思い出
される。
0つぎ に小林収副学長から本校も開学 3 年目になるが、 学制、 講義時間等 について検討の
余地があるので、 医学教育検討委員長としてその任 に当たってくれないかとのことで、 こ
れも辞したいところであったが、 承諾させられた。 幸い に、 加須屋賓、 片山喬両教授の力
強いご協力を戴き作業が進められた。 その結果講義時間数が文部省指定のそれより遥か に




単位認定 については在学年数の 2 倍以内で取得すれば卒業可能という時もあり、 小生も経
験したところである。 本学ははじめ6年制、 縦割模型の教育を建前とされた。 単位認定試
験の判定は厳重となり 1 年毎とする傾向がみられたが、 教養学科中 に基礎医学が繰り下げ
96 随 想、
ら れた り し 、 実習 も 絡み 留 年 を さ せ る こ と に な る と 1 年 で済 ま ず 1 年半戻 さ な け れ ば な ら
な い こ と が わ か り 、 急逮、 教養、 基礎、 臨床 を そ れぞれ 2 年毎 の チ ェ ッ ク と す る こ と で解
決 し た 。
0 富 山 の 雪 は 深 い 。 本校 は 海抜100m の 呉 羽 丘 陵 の 頂 上 に 建 て ら れ、 屋 上 か ら 富 山 県 の 全
域が備隊 さ れ、 風光明婚 を 誉 る が、 豪雪 と な る と 交通不便 と な り 、 学生 は お ろ か、 講 師 の
先生 も 登校不能 と な る こ と も 屡 で 、 休講 も 止 む を 得 な い こ と も あ っ た 。 然 し 臨床実習 だ け
は将来有為 な 医 師 と し て の 自 覚、 責任 を と ら せ る こ と の 重要性か ら 休講 を 一切認めず、 一
部学生 か ら 憾 ま れ る よ う な こ と も あ っ た が、 後 日 、 新 聞 紙 上 で 将 来 医 師 た る も の は か く あ
る べ き と 称誉 さ れ、 逆 に 欣 ばれ た こ と も あ っ た 。
0学術交流 の 目 的 で、 北京 中 日 友好 医 院 か ら 陳詔武院長、 金思源教授が来 ら れ会議が も た
れ た こ と が あ り 、 後 に 金恩源教授 が ウ イ ル ス 学教 室 の 客 員 研 究 員 と な ら れ、 和 漢薬 の 抗
ウ イ ル ス 効果 に つ い て研究 を 共 に し た 。 和 漢研 に 免疫機能制御 部 門 が新設 さ れ る や初代教
授 と し て 迎 え ら れ、 後 に 陳院長 と 一緒 に 本学名 誉博士 の 称号が授与 さ れ た 。 小生 が第 2 の
人生 と し て 就任 し た 新潟 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 学校 と の 学術提携 に 役立 ち 、 さ ら に ' 96
International Symposium on Acupuncture， Traditional Meditin in China の 副 主席 と し て
招聴 き れ面 目 を 博 し た 。 現在第 3 の 人生 と し て 西 蒲 中 央病 院 で 医 師 と し て 療養介護 の 仕事
に 当 た っ て い る 。 「 日 既 に 暮 れ て 、 猶姻霞絢欄 た り 、 歳将 に 晩 れ な ん と し て 、 更 に 澄橘芳
馨 た り 、 故 に 末路晩年 は 、 君子更 に 宜 し く 精神百倍すべ し J な る 諺 を 心 に と どめ 自 戒 し て





二つある。 一つは、 4 部冊からなる『富山医科
薬科大学における教養教育 自己点検と外部評
価.1 (平成13年 5 月) である。 もう一つは、『教
養教育点検評価報告書.1 (富山医科薬科大学一
般教育研究紀要第31号(海時増刊 号) 所収、 平
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おり、 学科目は準部局として取り扱われること
となり、 学科目から評議員を 1 名選出すること















































分された。 傾斜配分額は1，464， 999円で、 これ
を研究 ・ 教育 ・ 管理運営の各教員のポイントに



















( 1名)、 歴史学( 1名)、 法 学( 1名) 及び語
学系の英語( 4名:外国人教師 1名を含む)、
独語( 1名)、 日本語 ・ 日本事情( 1名)。 生命
健康科学. 人間科学系の心理学( 1 名) と行動






ポーツ科学系の保健体育学( 1 名) 及び健康福
祉学系の保健福祉学( 1名)。 自然情報科学:
自然科学系の数学( 2名)、 物理学( 2 名)、 化
学( 2 名) 及び情報処理学系の統計 ・ 情報処理












(短時間数 のものを除く) は、 入社系 9 人10コ




















4 単位 1 単位 25単位




. FD : 2004年度に、 中期目標の年度計画を検
討するため、 一貫教育協議会の下 に 4 つのワ
ーキンググループを設置し、 その一環 として
9月30日に学科目独 自 のFD を教養教育改善
委員会( 尾崎宏基委員長) の計画のもとで実
施した。
4 ) 研究紀要: 学科目教員の研究を活性化する
ことと、 研究成 果の発表の一つの場を与えるこ
とを目的として「一般教育研究紀要」 が昭和54
年より発行されている。 平成 7 年に一度休刊 し
たが、 それ以外は最低年に 1 冊、 平成 9 、 10、
12�14、 16年は年に 2 冊刊 行した。 現在まで33
号が刊 行されている。 資金は、 これまでは大学
の共通経費等で賄われていた。
V)教職員の動向
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・副 学 長: 本田昂(1996 - 2002)、 竹口紀晃




2003藤 本正文(英語 学)、 2004豊富誠三(物
理学)、 高橋たみ子(化学)







-外国人教師: Lorraine H .Sakka1997 - 2000 ; 
Elizabeth H ollanders 2000 - 2004 ; Lesley 
RILEY 2004一現在 ( 盛永審一郎)
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断の改革を進め、 生化学(第 斗) 講座は後の分
子神経科学講座となり、 平成15年 7月に森 寿



















平成 9 年 4月に大学院医学系研究科看護学専











神経科学講座(旧生化学第 三) の 2 基幹講座と
5 つの協力講座(統合神経科学、 分子神経病態
学、 分子免疫学、 精神神経医学、 生物試験) で
発足し、 平成17年度からはさらに神経内科学講
座が 加わった。 後述のようにこの基幹講座が中







基本的確認事項J の 1 つに「全教員に対する任
期制の採用jが掲げられていることもあり、 平
成15年 6月より医学部の全教員にも任期制を導






項目を見直し、 ①教育、 ②研究、 ③管理運営、






(委員長 ・ 大谷 修教授)、 10月に医学教育推進
室がおかれた。 カリキュラム検討委員会はモデ
ル・コアカリキュラムの導入に大きな貢献をし







平成 8 年 2 月に医学部看護学科校舎新営工事
( 2 期) が竣工した。 これにより鉄骨鉄筋コン
クリート造り 7階建ての校舎が完成した。
















アル教育室として 2 室の新設工事を行い、 さら
にカンファレンスルームとロッカールームの改
修により 2 室を追加し、 これにより合計12の
テュートリアル室が整備された。
3 入学者選抜の状況
(1 ) 入学者受入れ方針(アドミッション・ ポリ
シー) の改訂
平成13年 6 月に医学部のアドミッション・ ポ
リシーが冊子体として公表された。 その後、 平





第2節 医学部及び医学研究科 103 
「社会から信頼される優れた医療人を育成す









薦入試を行っていた(募集人員20人、 平成 5 年





































平成10年12月4 ・ 5 f:::lにいこいの村富山で
「第 F一回医療人育成のためのワークショッ プj
が、 医 ・ 薬 ・ 看合同で、行われた。 以後、 FDは


























医学科では、 平成14年度より、 モデル ・ コア
カリキュラムに基づいた新カリキュラムを導入
した。 移行期を経て、 平成17年度より、 全学年
が新カリキュラムとなった。 平成16年度より、
3 年次専門科目にテュートリアル教育を本格的









tive Structured Clinical Examination) を導入






生10人が、 毎 時間の授業を評価している。 その
結果は臨床講義室の掲示板に掲示されている。
また、 医学科では、 平成15年12月より卒業試験




り組み 、 ③本学の教育設備、 ④学生に対する成
績評価や進級判定、 ⑤本学周辺の環境について
の 5 項目からなり、 4 段階評価である。
(5 ) 関連教育病院の拡充と臨床教授の増員
医学科の関連教育病院は、 関学以来、 富山県





にかけて、 関連教育病院を9 病院追 加し、「富
山医科薬科大学臨床実習運営協議会jを立ち上















から、「論理学」、「教育学 J 1統計・情報学J と
「行動科学」 を新たに組み込んだ。
初期専門教育として「早期介護体験実習」 が、









はいたが、 看護学科においては、 高学年では じ
まる臨地実習への影響やボランティア・ クラブ
の創部等の点で、 より顕著と受けとめられ、 現




















地実習の前倒し( 3 年後期 . 4 年前期) とその




















看護学科は平成 5年 4月に設立され、 平成14
年10月に開設10周年を祝う会が聞かれた(看護

















平均87. 9%) で、 最近 5年 間でみ る と、 平 均
93. 4% (全国平均89. 7%) でかなり良好 である。
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科、 麻酔科、 外科、 産婦人科、 脳神経外科、 整
形外科などでそれが著しい。
看護学科卒業生について開 設以来の 9 年間で
みると、 看護師国家試験の合格率は98. 8%(全
国 平均89. 7%)、 保 健 師88. 7%(全 同 平均
90. 7%)、 助産師はこの 2 年間で100%(全国平
































平成 4 年度に医学部(医学科) に入学した西
山敬人君が、 大学近くで交通事故に遭い、 平成
4 年 4月23日に他界したことに伴い、 ご父君西
山敬兼氏から敬人君の名をHした奨学基金を残
したいと|司年ム8月に金5，000万円を寄付され、


















の 創生」が21世紀COE プログラムに採択 され




し、 評議会の承認を得た。 その後、 平成17年 4
月の寺津大学院教授の千葉大学転出に伴い、 拠
点リーダーは|嶋田 豊教授に引き継がれた。







(2) CR EST 
科学技術振興機構の助成による戦略的基礎研
究推進事業(Core R esearch for Evolutional Sci­







医学的研究の両 面から、 分子・遺伝子、 細胞
(ニューロン) 及びシステム(行動) レベルで
総合的に明らかにすることを目的としている。
具体的には、 以下 の 3 つのチームで研究を進め
ている。 1 ) 分子・細胞レベルの研究: 脳の構
築と情動発達の分子メカニズ、ム。 2 ) 細胞・シ
ステムレベルの研究: 情動発達と情動学習・記






















































(1897) に富山市「λ薬 学 専 門 学 校、 明 治42年
(1909) に 県 立富 山 薬 学 専 門 学 校、 大正8 年





学院博士課程を設置した。 平成 4 年(1992) に




年を 祝した平成 7 年(1995年) 10月以降の10年
間の薬学部の歩みの中で主たる事項は以下の通
りである。
2. 薬学部長 ・ 薬学研究科長
この10年間の薬学部長 ・ 薬学研究科長は、 、Iえ
成 7 年~百瀬雄章教授、 平成 9 年 2月~小泉徹
教授(平成10年 1月逝去)、 平成10年 3月~小




(前期 ・ 後期) 課程を医療薬科学専攻とし、 創








(臨床) 薬学を 標携した独立専攻を設ける動 き
が 加速されてきた。 本学でも、 平成 9 年から薬
学研究科の改本の本格的な検討を開始した。
薬学部としては、 全|王lの薬学部の教育改革の






効と考えられた。 平成 9 年に 行政改革会議で国
立大学の独立行政法人化が議論されたことは、







4. 薬学部 ・ 薬学研究科の外部評価
平成12年まで 多くの側面から薬学部 ・ 薬学研
究科の自己点検を行ってきたが、 外部点検の観
点が 欠如lしていたため、 平成12年 2月に 竹口薬
学部長のもとで外部評価資料を作成し(富I]J医
科薬科大学薬学部 ・ 薬学研究科外部評価資料、
A4 判、 218頁)、 10名の外部 評 価 委 員 に 配布
し、 個別研究室の評価をお願いした。 また平成
12年 3月に5名の委員に 米学いただき、 外部評
価委員会を開催した。 そのう ち4名の委員か
ら、 4 段階の総合評価をいただいた(評価基
準、 4 優 れ て い る、 3 良好、 2 普通、
1 さらに努力が 必要)。
総合評価の平均点を 列記する。[学部 ・ 大学
院の概要]学部の運営システム等3. 8、 大学院
の運営システム等3. 3、 人事選考 ・ 人事の流動
性3. 5、 学部の入学者選抜方法3. 5、 大学院の入
学 者 選 抜 方 法3. 5、 施 設 ・ 設備3. 8、[教 育 活
動]学部教育のカリキュラム4. 0 、 学部の医療















































6，000名 に 減 らして(当時の卒業 生 総 数は約




コアカリキュラム」 の策定により、 6 か月間の
実務実習を含んだ薬剤師教育には 6 年間が必要
であるとのコンセンサス形成の動きが加速し、
学校教育法の改正(平成16年 5 月21日公布) に
より薬剤師養成のための薬学教育課程が 6 年制
となり、 薬剤師法の改正(平成16年 6 月23日公
布) により薬剤師国家試験を受験できるのは原
則として 6 年制の薬学部・学科の卒業生とされ
た。 これにより、 本学薬学部は、 平成18年度か
ら、 薬剤師養成のための薬学科( 6 年制、 定員
55名) と創薬研究者等養成のための創薬科学科











平成 9 年に、 斉藤 正巳氏(本学薬学部第37回
(昭和24年) 卒業) の基金申し出により、「斉藤
正巳奨学寄付金 J が発 足した。 本奨学金の趣旨







110 第l章 部局等段近1 {lミの歩み
平成10年 2月には、「薬学部学生後援会jが
設なされた。 学生後援会は、 課外教育援助、 課
外活動援助、 奨学資金活動、 広報活動、 緊急対




















年約10名)。 ま たuscのザ:1サてが当学部で約 1
ヶ月の研修を行っている(毎 年 2 名)。 両学部
の教員間でのシンポジ ウムの開催や共同研究な
ども積極的に行われている。









































「専門英語」、「病 院・薬 局 実 習j、「卒 業 研 究
(実習)J、「卒業研究(演宵)J の 5 つの科日を






平 成16年 8月19�20日 に は、 第3凶ワ ー ク
ショップを開催し、 24名の教員が参加した。 本
学がi玉l 立大学法人化されて初めてとなるワーク






制」、「魅力ある 4 年 制」、iOSCE の課題と問題
点」 についての討議となっている。
9. おわりに
平成14年 9月 7 日 に薬学部創立110周年記念
式典ならびに祝賀会が 盛大に執り 行われた。 富
山薬窓会が 毎年発 行している薬学部同窓会誌
「遠久采」 は、 平成15年 2 月 1 日 に第80号の発
第3節 薬学部及び薬学研究科 111 
刊 となった。 いずれも歴史の重みをず、っしりと









(倉石 泰、 畑中 保丸)





置研究所に昇格した。 資源開発、 1:物試験、 臨










達し廃!ト会され、 平成 9 年には恒常性機能解析部
門、 、|λ成12{J:には薬物代謝工学部門が新たに設











研究 難治性疾患、 生活背慣病の予防、 治療へ
の有用植物成分の研究、 ③現代医療への和漢
薬・天然薬物の応用研究 術後癌転移抑制の目
的で、漢方 処方 í 1-全大補湯jを臨床的に使用、
④民族薬物の蒐集とデータベースの作成 附属
薬効解析センター(平成17年 8月から民族薬物
































大学、 広島大学、 九州大学、 岐阜薬科大学、 北
里大学、 明治薬科大学であり、 タイ側協力大学
はチェンマイ大学、 カセサート大学、 コンケン
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ンゴル国立大学・生物学部(モンゴル)、 伝統





6 . 学会シンポジウム、 セミナーの主催
①和漢医薬学会大会 和漢薬研究所は昭和59





隔年 ごとに10回開催している。 平成17年 7 月に





















































ングに臨ん だ。 この改革案は学内の医学部、 薬














本研究所では、 研究 ・ 教育成果を国民に知ら
せる説明責任を果たし、 研究所の更なる活性化




評価委員長 虞崎知生)、 17年(病態 生化学分
野、 評価委員長 服部征雄) には教授着任10年
を経過した部門の外部および内部評価を実施し









学分野を含む)、 病態 科学部門(生物試験、 病
態 生化分野を含む)、 臨床科学部門(臨床利用









で、 助手は 7 年であった。 しかしながら、 人事
の更なる流動性の確保、 採用時の幅広い公募が
必要と考え、 平成15年 3月に全ての教員の任期














(倉石泰薬学部長) からは 5 年の約束で 1 教授
職を借用し、 平成16年 5 月から新たに「消化管
生理学分野」を設置した。 平成14年ツムラの寄
附講座(客員教授 1 、客員助教授 2 、研究員 1 ) 
が更新されて、 さらに平成16年 7 月から富山県
の寄附部門が設置され客員教授 1 、 研究員 1 が
追加された。 平成17年 8月時点での研究所の教




会で決議された。 薬効解析センターは平成 8 年
4月に設置され、 薬効解析に関する研究ばかり
でなく、 民族薬物の蒐集、 整理、 これらの薬物
をデータベースとして世界に発 信するなどの業
績をあげてきたが、 施設名を平成17年 8月 1 日
から「民族薬物研究 センター」 と改称し、 薬効
解析部、 外国人客員部、 国際共同研究部、 民族
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所では、 天然薬物資源の確保、 保全、 および永
続的利用を図るために、 薬用資源植物の学術調
査・蒐集・ データベース化、 栽培・育種とその
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に重要と記し、 これを実現するために、 ①診
療機能体制の強化、 ②臨床教育の充実及び③
臨床研究の推進などの 6 事項(18項目) にわ
たる中期行動計画( 5 か年計画) を設定した。
(2) 病院マネジメント改革の策定










更に、 法人化後の平成1 6年 4 月に、 附属病
院における 6 年間の中期目標・ 中期計画を策
定し、 これに基づき平成1 6年度計画を策定・
実施し、 今年度(平成1 7年度) も計画を策定
し実施 中である。
その概要 は、 次の 4 つの基本的な理念に基



















る。 それは、 、子成 7 年10月に病院長補佐 3 人
を設置し、 更にこれを発展させ、 平成11年 5
月には病院長の職務を分担して補佐する副病
院 長 3 人(運 営・経営、 医 療・研究及 び 教



























標値の①後発薬品への切り替え 8 %、 ②医療




テム:SPD (Supply Processing & Distribu 
tion) システムの導入を企画し、 平成17年度
に導入決定したことも大 きな成果であるc
3 . 診療機能の充実(診療科・部門の整 備)
(1 ) 診療科の整 備
平成14年 4月に、 総合診療部を設置し、 そ
れまでの内科系の番号診療科を、 臓器疾患別
専門外来に変更して患者様からわかりやすく




























必須な部門:1矢療安 全管用 室(平成13年 7
月)、 感染杭治療部(I"J年12月)、 院内医療機
器の効率的利用のため医療機器管理センター






機器修理費の削減策として、 平成17年 2 月に
臨床工学技士の分散配置を医療機器管理セン
ターに一元配置し、 更に同年 4 月に臨床工学




開院以来要望の高かった「郵便局 J を西病棟 1
階に新設(平成 7 年 9月)、 MRI(磁気共鳴画
像検査装置) の導入に伴う建物をMRI-CT棟
( 2 階建て、 延面積224 m)を増築した(平成 8
年 7 月)。 更に平成 9 年11月には、 集中治療部、
輸血・細胞治療部及び医療情報部が入る中央診
療棟( 4階建て、 延面積2，116 m) を増築した。
また、 導入した主 な医療機器は、 MRI装置
2 台(平成 8 年 6 月、 平成12年 3 月)、 PET装
置(平成12年 3 月)、 高速血管造影検査治療装
置(平成 8 年 3 月)、 超音波手術装置(平成12
年 3 月)、 総合血液検査装置(平成12年 3 月)、
手術支援装置(平成15年 3 月)、ICU重症患者
監視治療装置(平成10年 3 月)、 全身用X線 CT
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る(財) 日本医療機能評価機構の「病院機能
評価」 の審査(Ver.3.1) を受け、 翌平成11




い 、 更に高いハードルの更新審査(Ver. 4.0) 
を受け、 平成17年 2 月に認定を得た(認定期





平成17年 1 月の調査で 4回目である。 この調
査結果を基に、 診療予約の徹底による待ち時
間の短縮(平成14年 4月)、 患者駐車場のゲ










昇し、 平成12、 13年度をピー クに微減傾 向にあ





差額、 いわゆる利益 を求められているため、 平






































平7 平8 平9 平10 平11 平12 平13 平14 平15 平16
診療実績額の年度別推移図
額に対 す る 医療 経 費 の比率) が 対 前年比で
















7 .  リスク管理の充実
附属病院における医療安全管理は、 特定機能
病院として、 大学病院として高度医療を提供す
る反面 、 常にリスクを負っており、 そのマネジ
メントは極めて重要な事項である。
このため、 院内に医療安全管理委員会を設置
(平成12年 4月) し、 医療安全管理の指針及び
“ひやりはっと" のインシデント等報告制度を
整備(平成12年10月) した。平成13年 7 月には、
同委員会の下に医療安全管理室を設置し、 専任
G RM (General R isk Manager) と各部門 RM
を配置して、 情報の収集・分析及び職員研修な
どに対する機動力を充実させた。

































従来、 各診療科が独 自 に募集・採用してい
た医員の後期臨床研修について、 新制度での
初期臨床研修終了後の平成18年 4月採用に向






















今後は、 附属病院が 自 ら平成16年度に策定し
た中期目標・ 中期計画(平成16年度~平成21年
















蔵書 数16万5，000冊 、 雑誌数4，000種 、 年間利用
者数19万1，000人、 1日入館者数560人となり、
学生、 教職員に安定したサービスを提供 できる
ようになった 。 第9 代附属図書館長小泉保(薬
学部教授) は、 平成 8 年 4月から日曜開館の実
施及び24時間開館の実施に踏み きった。 24時間
開館は、 朝 9 時から夜 8 時までは職員やパート
職員で窓口対応を行い、 夜 8 時から戦朝 9 時ま
では自動人退館装 置を使用する無人開館)j式を
採った。 この方';r\;で、凶書館を利用できる対象を
教職員、 大学院生に 加え学部学生の 最終学年
(医学科は 5 ・ 6 年生) まで拡大した。 また、
無人開館時の複写需 要に応えるためコイン複写
機を設置した。 この年は、 本学で最初の電子
ジャーナル(J Biol. Ch em. ) を導入した。

















eメールによるILL 申込受付開 始、 研究活動
一覧のホームページ での公開、 11月より凶書購
入をホームページ で受付ができるようになるな

































された卒後臨床研修センターに同書 や DV Dを
整 備した。
平成17年は、 県内 医療機関への利用促進や利
用に関する覚書 を取 り交わすなどしたc また、
EBMに関するデータベースや国内雑誌の電子
ジャーナルを導入した。
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務系、 財務系、 国際系、 研究支援系、 教務系、
医療事務系などを広く体験 ・ 勉強し、 その中か
ら本人の適性等を見出し、 プロフェッショナル
の分野を磨いていくことも一案か… )。
次に、 3 大学の再編 ・ 統合に伴う新たな事務
組織編制については、 次のような考え方に基づ
き再編成したところである。
1 、 基本的な考え方として、 法人化後の事務組
織は、 従来のように文部科学省からの指示待
ちゃ、 また、 単なる事務処理的な存在ではな



















































昭和 49年(197 4) 8 月16日 富山大学に 国立医学教育機関創設 準備室設置
昭和50 年(1975) 4月 2日 富山大学に 富山医科薬科大学創設 準備室設置
10月1日 国立学校設置法 の一部を改正する法律( 昭和50 年 4月22日法律第27号)
の施行により富山医科薬科大学設置( 富山医科薬科大学創設 準備室廃
止)医学部(医学科)及び 附属 図書館設置
昭和51年(197 6) 4月1日 薬学部(薬学科、 製薬化学科)設置( 富山大学 から移行)
医学部8講座開設( 解剖学、 生理学、 生化学、 病理学、 細菌学・免疫学、
内科学、 外科学、 産婦人科学)
薬学部 3講座開設(薬化学、 薬品作用学、 薬品物理化学)
学科目11科目開設( 哲学、 歴史学、 法学、 心理学、 数学、 物理学、 化学、




昭和52年(1977 ) 3 月29日 福利厚生棟竣工
3 月3 0日 講義実習棟、 解剖棟、 体育館竣工
4月1日 医学部 2講座増設(薬理学、 小児科学)
薬学部 4講座増設(薬品分析化学、 生薬学、 薬品合成 化学、 生物薬品製
造学)
4月18日 隙属病院 創設 準備室設置 薬学部附属薬用植物園設置
12月24日 エネルギーセンター竣工
昭和53 年(1978 ) 3 月28日 医学部研究棟竣工
3 月3 0日 慰霊碑竣工
3 月31日 放射性同位元素実験施設、 実験動物施設竣工
4月1日 医学部 6講座増設(ウイルス学、 公衆衛生学、 法医学、 精神神経医学、
放射線医学、 整形外科学)薬学部 の学科及び講座が改組され、 次の学科
及び講座 を 設置
薬科学科(薬剤薬理学、 臨床 分析学、 医薬品化学、 衛生・ 生物化学、 薬
用資源 学、 物理薬剤学) (富山大学薬学部 から薬剤学、 環境衛生分析学、
薬剤製造学、 薬品製造工学、 薬品製造化学移行事務局1課増設 〕
6月17日 大学院薬学研究科博士課程(医療薬科学専攻)設置
和漢 薬研究所( 資源開発、 生物試験、 臨床 利用、 病態生化学、 化学応
用)設置〔富山大学 から移行 〕
昭和54年(197 9) 2月 7 日 附属病院 竣工
3 月 2日 事務局管理棟竣工
3 月23日 薬学部研究棟、 共同利用研究棟竣工
3 月28日 附属 図書館竣工
4月1日 医学部5講座増設( 皮膚科学、 眼科学、 耳鼻咽喉科学、 泌尿器科学、 麻




附属病院15診療科(第 ゐ内科、 第三内科、 皮膚科、 小児科、 神経科精神
科、 放射線科、 第一外科、 第二外科、 整形外科、 産科婦人科、 眼科、 耳
鼻咽喉科、 泌尿器科、 麻酔科、 歯科口腔外科) 4 中央施設(検査部、 手
術部、 放射線部、 材料部) 開設 薬剤部及び看護部設置 事務局3 部 8
課制に改組
10月10日 附属病院開院記念式典挙行
10月15日 附属病院開院(33 9 床)
昭和5 5年(198 0) 3月19日 和漢薬研究所研究棟竣工
3月20日 昭和54年度卒業証書並びに学位記授与式挙行(薬学部第1回)




昭和5 6年(1981) 3月20日 高エネルギ一治療棟竣工
4月 1日 動物実験センター設置
5月 1日 附属病院151床増 床(計622床)
7月10日 医学部研究棟竣工(大学院第I期工事)




4月 1日 大学院医学研究科博士課程(生理系専攻、 生化学系専攻、 形態系専攻、
環境系専攻) 設置
昭和58年(1983) 4月 1日 保健管理センター設置
町和5 9年(1984) 4月11日 実験実背機器センター設置
10月31日 プール竣工
昭和6 0年(198 5) 3月20日 動物実験センター竣L(第E期工事)




昭和61年(198 6) 4月 1日 医学部 1講座増設(歯科口腔外科学)
昭和62年(1987) 3 Jl16日 国際交流会館竣工
5月21日 和漢薬研究所1容員部門増設(高次神経機能制御部門)
昭和63年(1988) 3月25日 附属病院中央診療棟(救急部等) 竣工
4月 8 日 和漢薬研究所1客員部門増設(免疫機能制御部門)
5月25日 附属病院中央診療施設増設(救急部)、 学科目 1科目増設(日本語・ 日
本事情)
平成元年(198 9) 3月20日 実験実習機器棟竣工
3月24日 MRI-CT装置棟竣工
6月28日 医学部I講座増設(臨床検査医学)
10月 7 日 附属病院開院十周念記念式典挙行
平成 2 年(1990 ) 3 月20日 臨床 研究棟竣工
6月 8 日 薬学部1講座廃止( 物理薬剤学)
三十年のあゆみ(年表) 129 
ク 2講座増設(薬剤設計学、 薬物生理学)
和漢薬研究所1 部門増設( 時限10 年)( 細胞資源工学部門)
平成 4 年(1992) 4月10日 医学部1講座増設(放射線基礎医学)
11月 7 日 薬学部創立百周年記念式典挙行









7 月 1日 附属病院が特定機能病院 に承認
12月 5日 医学部看護学科研究棟竣工












平成10 年(1998 ) 4月1日 和漢薬研究所1客員部門時限到来により廃止(免疫機能制御部門)
平成11年(1999) 4月1日 和漢薬研究所1客員部門増設(漢方 診断学部門)
7 月3 0日 動物実験センター竣工( 第N期工事)





平成13 年( 20 01) 4月1日 附属病院中央診療施設増設(周産母子センター)





平成 15年(20 03) 4月 1日 大学院医学系研究科修士課程(医科学専攻) 設置
医学部 1講座増設(救急・ 災害医学)
附属病院中央診療施設増設(総合診療部)
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第1節 新大学再編・統合にあたって
1 . はじめに
平成17年1 0月に県内 3 国立大学が再編・統合
され、 富山医科薬科大学は(新 ) 富山大学の杉
谷(医薬系) キャン パ スになりました。 この再
編・統合の協議の 聞には、 平成16年4月に大学
改革の歴史に残る国立大学法 人化への移行が あ
りました。 このように、 この 3 年間に、 富山医














。平成15年 5月7 日 新大学構想協議会におい
て、 再 編・統 合 を 決 定
し、 3大学学長が合意書
に調印
0平成15年7月 8 日 新大学創設準備 協議会を
設置
。平成16年4月 1 日 国立大学富山医科薬科大
学が国立大学法 人富山医
科薬科大学に移行
0平成16年 6月23日 第4回新大学創設準備 協
議会で設置計画書を承認






0平成17年 5月18日 国立大学法 人法 の改正案
が国会で成立
O平成17年7月 1 日 文部科学大臣が、 初代学
長を指名
O平成17年1 0月 1 日 新 ・富山大学開学
三大学の再編・統合は、 このような経過でな
されたわけですが、 再編・統合に踏み切るまで
に、 さま ざまな社会情 勢の変化がありました。
2 . 国立大学再編・ 統合の社会的背景
まず社会的背景として、 国が推進してき た
「国立大学の構造改革」 が挙げられます。 すで
に、 平成13年 6月に「大学 (国立大学) の構造
改革の方針jが打ち出されました。 国立大学は







国立大学の法 人化については、 平成1 2年7月
に発足した「国立大学等の独立 行政法 人化に関
する調査検討 会議」 において、 大学改革の一環
として、 1 ) 個性豊かな大学づく りと国際競争
力のある教育研究の展開、 2 ) 国民や社会への
説明責任の重視と競争原理の導入、 3 ) 経営責
任の明確化による機 動的・戦略的な大学運営の
実現、 の 3 つの視点から検討 が行われました。
そして、 平成14年 3月26日に「新 しい国立法 人
化像」 として最終報 告がなされ、 すべての国立








ています。 そこでは、 1 ) 本 県の活性化の核で




と、 2 )設立の経 緯や伝統を踏まえ、 現 在の施
設やキャンパスを十分に活用し、 地域とともに
発展すること、 を提 言し、 高 等教育への進学を





















調印)を行いました。 基本的確認事項は、 1 ) 
新しい大学の基 本理念、 2 )教育研究のあり
方、 3 )基本理念と教育研究のあり方を達成す
るための方策について合意したものです。 資料




平成14年 4月 8日の第8回合同懇 談 会 で、
「新大学構想協議会」 の設置をr ;f(しました。
新大学構想協議会構成員は、 1 )富山医科薬科
大学・ 高 久学長、 竹口副学長、 寺津副学長、 倉
知医学部長、 台石薬学部長、 波法和漢薬研究所
長、 荒木事務局長の7 名、 2 )富山大学:瀧津
学長、 風巻副学長、 塩津副学長、 金森学長補
佐、 山口人文学部長、 山西教育学部長、 八木経
済学部長、 平井理学部長、 龍山工学部長、 新屋
事務局長の10名、 3 )高 岡 短期大学:蝋山学
長、 水島副学長、 秦学長補 佐、 野瀬学長補 佐、
古屋事務部長の5 名でした。 平成14年 4月�1 1
月 に新大学構 想協議会を9同開催し、 そこで
は、 学部編成、 教員養成、 大学院、 地域貢献、








ググル ープは、 1 )教養教育WG、 2 )大学院
WG、 3 )任期制・評価WG、 4 )研究所・セ
ンタ- WG、 5 )芸術文 化 部WG で、 専門委
員会として協議を重ねました。
3-3. 三大学の再編・統合の合意書の調印




3 )を了承しました。 そして、 �大学長が富山
県内国立大学の再編・統合合意書に調印しまし
た(資料 4 )。
資料 2 にあるように、 新大学像 には、( 1 ) 
新しい大学の基本理念、( 2 )再編・統合の時
期(平 成17年10月)、( 3 )基 本 的 確 認 事 項
12 .教育研究において重視されるべき事項j へ




また、 資料 3 の「三大学の統合にあたっての
覚書」 においては、( 1 )各キャンパスにおけ
る学生サービス・地域貢献等の機能が、 統合前
に比べて、 低下しないよう、 事務組織その他の
人員配置について配慮する。 ( 2 )当分の 問 、
教官の定員管理は、 各キャン パ ス ごとに行うこ
ととする。 ( 3 )当分の 問 、 運営費交付金の配
分は、 キャン パ ス ごとと し、 過去の実績配分を
基 本とする。 ( 4 ) 理事の中に3 つの各キャン
パスについてそれぞれ担当する者(他業務との
兼担 も可) を任ずることを明記しています。





を 3回開催し、 新大学創設準備 協議会及び新大
学創設準備 推進委員会の設置等について以下の
ことを合意しました。 1 )協議会の構成員 (役
職、 人 数等) について、 2 ) 協議会の役割につ
いて(協議会は最終的な意志決 定 を 行 うこ
と)、 3 ) 協議会は創設準備 に係わる情報を共
有すること、 4 ) 推進委員会の構成員、 5 ) 推
進委員会は、 協議会および部会、 タ スクホース
の運営を整理、 調整すること、 6 ) 部会および
タ スクホースは三大学の教職員の協力を得て設
置すること。 非常に悲 しむべきことに、 この再
編・統合の協議の最中、 高岡短期大学長の蝋山
昌一氏が平成15年 6月 9 日にご逝去されまし
た。
平成15年7月 8 日に第1 回新大学創設準備 協
議会が開催されま した。 新大学創設準備 協議会
構成員は、 富山医科薬科大学は、 高久 学長、 竹
口副 学長、 寺津副 学長、 倉知医学部長、 倉石 薬
学部長、i度違 和漢薬研究所長、 荒木 事務局長で
す。 本会議では、 以下の13の部会・ タ スクホー
スにおいて再編・統合の検討を開始することを
確認しています。 1 ) 人開発達科学 (仮称) 部
会、 2 )芸術文化学部 (仮称) タ スクホース、
3 ) 人文学部部会、 4 ) 経済学部部会、 5 ) 機
構・ セン タ 一 部会、 6 ) 病院部会、 7 ) 事務組
織 部会、 8 ) 管 理運 営 部 会、 9 ) 情報 部会、
1 0) 入試部会、 11 ) 中期 目標・中期計画部会、
1 2) 教養教育部会、 13) 大学院部会です。
平成16年 3月26日に第 2回新大学創設準備 協
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議会が開催され、 1 ) 各部会の検討 状況、 2 ) 
平成16年4月以降の新大学創設準備 体制を審議
しました。 法 人化後の新大学創設準備 組織 と し
ては、 新大学創設準備 協議会(協議会)、 新大
学創設準備 推進委員会(推進委員会) と新大学
創設準備 事務室 (事務室 ) の 3 つの組織を置く
ことを決 定しま した。
3- 5. 国立大学法 人富山医科薬科大学への移行
と新大学創設準備協議会
平成16年4月 1 日に、 国立大学法 人化法 が実
施 され、 国立大学富山医科薬科大学は国立大学
法 人富山医科薬科大学 に移行しました。 この法
人化に伴い、 富山医科薬科大学の新執行 部がス
タ ー トしました。 新執行部は、 1 ) 学長:小 野
武年、 2 ) 理 事・副 学 長( 5 名 ) :渡遁裕司
(総務、 財務、 学務担当)、 小林 正(医療・施設
マネージ メ ン ト担 当)、 村 口篤(学術研究・ 点
検評価担当)、 南日康夫(企画戦略担当、 非常
勤)、 本間実(総務担当、 事務局長兼任)、 3 ) 
教育研究評議会評議員 は、 学長・理事・ 監事
と、 倉知正佳 医学部長、 倉石泰薬学部長、 服部
征雄 和漢薬研究所長、 白木 公康図書館長、 大谷
修教授、 落合宏 教授、 根本信雄 教授、 根本英雄
教授、 盛永審一郎 教授、 遠藤俊郎 教授、 4 ) 学
長補佐:井上博教授、 尾崎宏 基教授、 津田 正明
教授、 今中常雄 教授、 総務部長は石川護、 業務
部長は岡 本則雄 という体制となりま した。
平成16年4月 9 日に、 国立大学法 人化後初め
ての創設準備 協議会( 第3回新大学創設準備 協
議会) が開催され、 法 人化後の創設準備 組織を
承認しました。 新大学創設準備 協議会構成員に
は、 富山医科薬科大学は、 学長、 理事、 医学部
長、 薬学部長、 研究所長、 金岡経営協議会学外
委員がなりました。 検討事項は、 1 ) 新大学名
称、 2 )主たる事務所の位置について、 3 ) 附
属学校および附属 病院の設置形態について、
4 ) 平成17年度概算要求について、 5 ) 医薬理
工大学院構想について、 6 ) 新大学における他
学部授業科 目の履修について、 7 ) 高等教育セ
ン タ ー (仮称) 設置検討 部会の新設について、
8 ) 新大学設置計画書の提出について、 9 ) 新
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大学地域連携推進機構の設置について、 10)ア




3 � 6. 国立大学法人富山新大学(仮称)設置計
画案
平成16年6月23日に第4回新大学創設準備協
議会を開催し、 1 )平成17年度概算要求、 2 ) 
新大学の名称は「寓山大学J とすること、 3 ) 
主たる事務所の位置は、 当 面 、 五福キャンパス
とすること、 4 )附属 学校および附属 病院の設
置形態、 5 )医薬理工大学院構想、 6 )新大学
における他学部授業科目の履修、 7 )高 等教育










これを受け、 平成16年7 月1211、 設置構想につ
いて文部科学省ヒアリングがあり、 本学から







議の結果、(新)富山大学の 設 置 計 画 が 可 と
なった宵の通知(16学文化高365号)が届きま



























きました。 1B.し、 今回の学長候補 者選考のみに






成立しました。 さらに、 平成17年5 月24日に国
立大学法人法の ム部を改正する法律が公布され












おりです。 学長:西頭徳三 、 事務局長:小川照
夫、 理事・副学長:龍山智栄 (企画・財務等担
当)、 八木 保夫(教育・学生支援担当)、 倉石泰
(研究・国際交流等担当)、 小林 正(病院、 安全
衛生担当)、 近藤昌彦 (総務・労務担当)、 南日
康夫(情報 社 会連携 担 当、 非 常勤)、 副学 長
(戦略室 ):渡辺義之 (教育改革担当)、 池野進
(地域貢献 担 当)、 村 口篤(研究・COE戦略担
当)、 山 口 幸祐 (人文系大学院担当)、 学長特別
補佐:野 瀬 正照 (評 価 担 当)、 監 事:山森利
平、 松下勝八、 杉谷キャンパ ス事務系の部長:




と「改革」という 2 つの基本方針を提示し、 こ
の「融和 」と「改革」が新大学発展の原 動力と
なることを 強 調されました。 「融和 Jと は 再
編・統合以前の富山医科薬科大学、 富山大学、
高岡短期大学が打ち解け合うことのみでなく 、
地域社会の 県・ 市町村や産 業界等との融和 、
個々の 市民、 海外の大学との融和を意味すると
のことです。 「改革Jについては、 大学戦略室
を設置し、 教育 改革、 人文社会系大学院の創
設、 ポ ス ト COEプロジ ェ ク ト、 地域貢献 プロ
ジ、 ェ クト、 評価システム等の改革を進める方針
を述べられました。
新学長はまた、「学長 メ ッ セ ージ一新 ・富山
大学の発足とその展開方向一」を発表していま
す。 そこには、 新 ・富山大学の目指す方向とし
て、 1 ) 教育面 では、 地域社会から信頼され
る、 2 ) 研究面 では、 富山平野から世界に向け
て発信できる、 3 ) 地域貢献では、 地域社会の




新大学院構想については、 平成1 5 年7月新大
学構想協議会了承の新大学像の基本的確認事項
に、 当面 は医薬と理工のそれぞれの大学院の中
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う意見が、 大学院部会(龍山部会長) で出 てま
いりました。 この意見 に賛同する声が高まり、
医薬理工総合大学院設置のためのワーキンググ
ループで検討 が始まりました。 委員は、 龍山、
村 口 、 倉知、 倉石 、 服部、 津田 、 畑中 、 平井、
野瀬、 磯部(敬称略) でした。 総計30回 以上の
会議を 重ね、 時に審議は深夜にお よび ました
が、 最終的に平成17年 6月に新大学院構想をま




新大学院構想、は、 理系 (医薬理工) の 3 研究
科 (医学研究科 、 薬学研究科 、 理工学研究科 )
を再編・統合し、 部局化 (大学院化) しようと
するものです。 教育部を医学薬学、 理工学、 生
命融合科学の 3教育部に、 研究部を医学薬学と





科学専攻j の 3 専攻を置いています。 人材育成
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所の改組)
再編・統合に関する杉谷キャンパスの 1 つの











視し、 医学 系、 薬学 系、 さらには理五学 、 人文
社会科学 の分野の研究者との共同で、 1 )先端
的技術を駆使して伝統医学 を科学 的に解明し、




(資源 開発、 病態制佐11、 臨床科学 、 漢 方 診 断
学 、 和漢薬製剤)と 1 附属 センター(附属 民族
薬物研究センター)に再編しました。 さらに民
族 薬物研究センターのドに薬効解析部、 外|玉l人
客 員部、 国際共同研究部、 民族 薬物資料 館を置
いています。 このような組織の下で、 1 )天然
薬物資源 の確保と保全、 2 )和漢医薬学 の基盤
研究の推進と東西医薬学 の融合、 3 )漢方薬医
学 における診断治 療体系の客 観化と漢万医療従
事者の育成、 4 )伝統薬学 研究の中核的情報発





三大学 統合後、 平成17年1 1月 1 日に、 県と新
富山大学 の間に包括的連携協定の提 携がなされ
ました。 この包括的連携協定は、 大学 の教員・
研究者を結集し、 連携による地域や大学 の活性
化を促すことをH的としています。 その内容
は、 地域振興、 科学 技術、 医学 ・薬学 、 国際交
流、 芸術文化振興など を網羅し多岐にわたりま








の設立や、 富111 オリジナル ブランドの医薬品
「パナワン」 の開発など 実績が上が っていま
す。 この両者に杉谷キャンパスの貢献が高 いの




山大学 が産学 連携推進会議など を設置し、 より
広範 な情報収集や情報の活用を行うことが必要
です。 新・富山大学 の構想では、 産学 連携推進
会議の議長は学長が務め、 その下に置かれる推
進室が任務を遂 行する計画です。 新大学 学長の
地域貢献に対する意気込みが伺われるところで
す。
「聞かれた大学 」 という以上、 地域との積極













いj と、 小野前学長は述べられました。 また、
教官の中には、 杉谷キャンパスの独自性を重視
し、「自立を目指すべき」 との声もあります。
たとえば、 アメリカのカル フォル ニ ア総合大学
が、 それぞれカルフオルニアロサンジ ェ ル ス校










なります。 本学(キャンパ ス) を、 学生にとっ
て真に魅力あるキャンパ スにしなければなりま






行は本学(キャン パ ス) にとって極めて重要で、
あります。
研究に関しては、 現在進行している文部科学
省の21 世紀 COE(center o f  excellence :卓越
した研究教育拠点形成 ) 事業「東洋の知に立 脚
した個の医療の創 生J、 同 じく 文部科学省が力
を入れる知的クラスター事業「とやま医薬バイ
オクラ スター」、 戦略的創 造研究推進事業の
「情動発達とその障 害機構の解明Jなどの大 型
研究プロジ ェ ク トをさらに発展させることが大
学競争に生き残るために必要です。 また、 薬学
部が中心になってこれから展開する「ケミ カル
バイオロジー」の大 型 プロジ ェ ク トも期 待され


















( たとえば、 杉谷キャン パ スでは、 先端的生命
科学研究が一覧できるような見取り図を作る)
などして、 産学連携室やリエ ゾンオフ ィ スなど
を介して、 積極的に大学の知的財産を地方や全
国の産業界に公開、 アピールする必要がありま










思いです。 文面 を借りて、 ここに深謝致したい
と思います。
新大学は僻化した雛鳥のように歩き始めたば
かりですが、 魅力ある大学 (キャン パ ス)、 特










142 第3宇 部局のトピ ッ クス



















4 )地域産 業との機能的連携、 及び地域社会
への知的サービスの提供




















資料 2 . 富山大学、 富山医科薬科大学及び高|吋
短期大学の再編・統合による新大学像
















2 . 再編 ・ 統合の時期
ギ成17年10月内ー編・統合、 平成18年4月学生
受入れとする。


















































3 ) 和漢薬研究所 、 附属病院及び附属学校
を置く 。
4 ) 先端研究・学術交流機構 (仮称)、 大
学教育・学生支援機構 (仮称) および総
合支援機構 (仮称) を設置する。 また、
必要に応じ、 各キャンパ スに支所を置き
要員を配置する。
(4) I地域産業との機能 的連携、 および 地域
社会への知的サービスの提供」について
0研究所・ センターなどのさらなる統廃合
第1節 新大学再編 ・統合にあたって 143 
を進め、 その充実・ 強化を図る。














資料 3 . 3大学の統合にあたっての覚書
平成1 5 年 5月7 日 新大学構想協議会了承
1 各キャン パ スにおける学生サービス・地域
貢献 等の機能が、 統合前に比べて、 低下しな
いよう、 事務組織その他の人員配置について
配慮する。
2 当分の 問 、 教官の定員管理は、 各キャンパ
ス ごとに行うこととする。
3 当分の 問 、 運営費交付金の配分は、 キャン
パ ス ごととし、 過去の 実績配分を基本とす
る。












平成15年5 月 7 日
富山医科薬科大学長 高 久 晃
高 |吋 短期大学長 蝋山 昌一
富山大学長 瀧津 弘
(理事・副学長 村口 篤)
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第2節 21世紀COEプログラム
平成15年度に、 本学から21 世紀 COE(Center 
o f  Excellence) プログラムの学 際・ 複合・ 新領
域分野に申請した「東洋の知に立 脚した個の医
療の創 生」が採択された。 初代の拠点リー ダー
は寺津捷年で、 平成17年度より嶋田豊が引き継
いだ。 この COEプログラムは 5 年間 のブロ





の方針J(平 成13年 6月) に基づき、 平 成14年
度から文部科学省に新規事業として「研究拠点
形成費補助金」が設置されたことによる。 この


















(平成 5 年)。 和漢薬研究所に薬効解析 セン タ ー
(平成 8 年)、 漢方診断学部門(寄附研究部門、
平成11 年) を設置し、 和漢薬の基礎研究及び臨
床との橋渡しとなる研究を展開してきた。 産学
官連携ではフォーラム富山「創 薬」 を立 ち上げ
(平成1 2年)、 その分科会として「富山オリジナ
ルブラン ド配置薬開発研究会」、「トメ ッ クス:
富山医薬 品化学研究会」を展開し、 薬業会とと
もに新薬の開発を行ってきた。 文部科学省の知
的クラス タ ー創 成事業「とやま医薬バイオクラ




る研究者交流及び 共 同研究を進めてきた。 国際
協力事業 団 (]ICA) 医療技術協力を推進し、
アジア諸国等から多 数の 留学生を受け入れ、 国
際的な人材の育成に大いに貢献 してきた。
以上のように、 本学では「和漢薬J . I薬業J
を基盤とする富山の地域性を生かした取組みが
なされてきた。 このことが本学の COEプログ
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トランスジェニ ックマウス等の動物モ デル の作
成、 その病態解析ならびに種 々の病態モ デル 動
物を用いた漢方薬の薬効解析等の基礎研究を
行っている。 三つめは天然 薬物基盤研究グル ー












直利 :臨 床 研 究(生活習慣 病)。 倉 石泰:病
態・薬効解析研究(アトピー性皮膚炎の遺伝子
発現 解 析)。 常 山幸 病態・薬 効 解 析 研究
(病理学的解析)。 服部征雄:病態・薬効解析研

























ル のプロテオーム解析、 トランスジェニ ック動









る新 しいトラン スジ ェ ニ ッ クマウ スの作成に成




生に関与する遺伝子を D NA チ ッ プにて網 羅的




クロア レイによる D NA 同定法 を開発した。 汎
用生薬で ある 甘草の中国及び モンゴルほほ全域





COE研究員は平成 15年 度 1 名 、 平成 16年 度
3 名 (すべて 外 国人)、 平成 17年 度 6 名 (う ち
外国人 5 名 )、 リサーチアシ スタン トは平成 16
年 度 10名 (う ち 外 国人 5 名 )、 平成 17年 度 13名
(う ち外国人3 名 ) を採用した。 その他、 日本
学術 振興 会特別研究員 (2 1COE) 1 名 ( 外 国





ら なる本 COEのホームページを開設し、 概要
等の情報発信を開始した。 また、 約 2 万点の生
薬が展示されている民族薬物資料館の日本語版
と英語版か ら なるデータベースを COEホーム
ページ上で公開した。 国内の関連諸機関との連
携を深めるため、 和漢薬研究推進ネ ッ トワーク
を構築してインターネ ッ トを介して情報発信を
開始した。 本 COEの海外研究拠点を北京大学
医学部薬学院に開設した(平成 17年 2月)。 本学
と韓国・大部韓警大学校との 聞に大学 問 国際学
術交流協定が新 たに 締結された(平成 16年 10月)。
7 国際会議等の開催状況
以下の国際シンポジウムを主催・ 共催した。
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OThe 9 th International Symposi um on Tr adi ­
tional Medicine in Toyama2003 “Traditional 
Medicine for the Li fe -Style Related Diseases " 
( 第 9回 国 際 伝統医 薬シ ンポ ジ ウ ム 富 山2003
「生活習慣病と伝統医学J)。 平成 15年 10月 ll-
12日。 富山 県民会館 (富山 市)。 参加人 数186名
( 14 ヵ 国、 外国人52名 )。
OInternational Symposi um on2 1  ，t Cent ury 
COE Program “Conser vation and Efficient 
Utili zation o f  Medicinal Symposi um " (2 1世紀
COEプログラム・ 国際シンポジウム「薬用資
源の保全とその有効利用J)。 平成 16年 12月4 目。
富山県民会館 (富山 市)。 参加人 数150名 ( 8カ
国、 外国人25名 )。
o 2 nd International W or kshop for the St udy 
o f  Itch ( 第 2回 国際産みワークショ ッ プ)。
平成 15年 10月23-25日。 カナルパークホテル富
山 (富山 市)。 参加人 数90名 ( 5 ヵ 国、 外 国人
15名 )。
OThe 10 th International Symposi um on Tradi 
tional Medicine in Toyama2005 “The Latest 
De velopment o f  Traditional Medicine : Har ­
moni zation and Speci ficity ， Traditional Knowl ­
edge and New Technology " ( 第10回 国際伝統
医薬シンポジウム富山20051伝統医薬学の新 展
開一一 国際調和と独自 性、 経験知と先端科学一J)。
平成 17年7月 14 -15日。 富 山 県民 会 館 (富 山
市)。 参加人 数146名 ( 13ヵ国、 外国人49名 )。
その他、 以下のセミナー・シンポジウムを共
催した。
0第24回和漢薬研究所特別 セミナー1 2 1世紀の
和漢薬・ 創 薬資源を考える」。 平成 15年 10月 10
日。 富山県民会館 (富山 市)。 参加人 数140名 。
O第6回 く すりと食物シンポジウム 。 平成 15年




生をめ ざして 」。 平成 16年 10月23日。 富山 県
民会館 (富山 市)。 参加人 数 150名 。
0第26田和漢薬研究所特別 セミナー「和漢薬と
消化管 消化管常在菌の役割および消化管疾患






た。 これは主に学外の医学生、 薬学年、 大学院









平成16if: 8月 9 � 1 11::1 。 インテック大山研修セ
ンター(富山県大山町)。 参加人数96名。
0第101叶和漢薬研究所夏期セミナー「男と交の




療学議時では、 学外のl災自11]、 薬剤師、 医学午、
薬学生等を対象として、i英)j医学の基礎知識と
診療技能の背得を日的とした「漢方医学側修コ
ース」 を開設している。 短期研修コース( 1 � 
4週間)、 長期研修コース( ]ヶ月� 1 年) が
あり、 以下の数の研修生があった。
0平成15{f‘皮:30名(�mlj 9 名、 薬剤師5 名、
医学生12�う、 薬学生 1 名、 その他3名)。




































































1 ) 国立大学法 人以前の取り組み
富山 県内国立 3大学 (富山医科薬科大学、 富
山大学、 高岡短期大学) では、 平成13年 6月の
いわゆる遠山プランを受けて、 再編・統合の協
議が開始され、 平成14年 3月26日に「富山 県内
国立大学の再編・統合の推進に関する合意書j
と「富山 県内国立大学の再編・統合にかかわる










2 ) 国立大学法 人になってからの取り組み
平成16年4月からの法 人化に 際して、 富山医
科薬科大学では、 新学長を中心に、 理事、 事務
局長の人事が一新 され、 新 体制が発足した。 そ
会(16 .3 .2) で、 龍山工学部長が部会長に選出
された。 大学院部会の中にワーキング・ グルー
プ (WG) がおかれ、 第1 回 の大学院部会 WG









に携わるのは教員である。 そこで、 平成16年 5
月に医学部教授会の構成員を対象にアンケート
をとった。 アンケートの回 収率は70 .2% (33 / 
47人) であった。 その中で大学院のいわゆる部
局化については、 それを進める14人、 進めなく





1 ) 組織 形態









医 学 薬 学教 育 部:生 命・ 臨 床医 学 専 攻
(18)、 東西統合医学専攻
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(7 )、 生 命 薬 科 学 専 攻
(18) 
生命融合科学教育部:認知・情動脳科学専









4年制の持f� (医学) 課程は、 生命・臨床医
学専攻、 東西統合医学専攻、 認知・情動脳科学































1 ・2 年次に、 所属する専攻の共通科目から12
単位(選択必修)、 指定選択科目から10� 8 J単
位以上、 白由選択科Uから 8 �10 単位以上を選





り、 自専攻の開講 科目4単位以上、 他専攻の開
講 科目2中枚以卜、 他教育部の開講 科目2単位























手術手技、 態度を修得させるほか、 例えば、 医
の倫理、 臨床心理、 医師と患者関係、 安令管理、
臨床研究)j1去、 臨床教育法・指導法など……を
コースワークに盛り込むなど、 体系的かっ組織
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的な教育活動が必要である。」





















として、 学術研究の進 歩や社会に貢献 する人材
を育成する。」 ことが 目的である。 新大学院が
認可されても、 教員が大学院に所属するように
なったことで “目的を達成した" とするのでは








備をした。 平成 9 {fには設置基準をクリアし、
定員16名をもって開設が認められた。 この周辺






成する」 ことであり、 3 分野、 6 専攻を設定し
た。 それらは、 ① 基礎看護 学分野一 基礎看護 学
専攻、 ②臨床看護 学分野一 成人看護 学(慢性
期) 専攻、 成人看護 学(急性期) 専攻、 母子看
護 学専攻、 精神看護 学専攻、 ③地域看護 学分野





は、 当初は、 各専攻領域で 1科LI開設であった






択)として、 スタート時看護 情報・統計 論を開
設したが、 将 来 のClinical Nurse Specialist 
(CNS: 専門看護側) 認定コース開設を見据え
て、 その審査基準に見合う科目として看護 研究、
看護 倫理(平成1 1年より)、コンサル テーション
論、 看護管理論(平成12年より) も順次加えた。
卒業要件単依数は30 単位であり、 それらは特論
各2 単位、 演習4 単位、 特別研究10 単1v.， 選択
科目(看護 情報・統計 論の 4 単位 を除き2単
位) で構成されている。
院牛ーの受け入れ状況をみると、 開設より2 年
間は、 定員数をクリアしたが、 平成1 1{f:になる





















とができるJ (昼夜間講 制) の措置が講 じられ
ていた。 本学でも、 この特例導入が議論され、
千 成12年から実施された。 それにより、 その年
の入学生は、 24 1'，と大幅に定員数を超えた。 以
後平成17年まで、 定員割れの年は 1 年のみであ




論文、 学会発表など) に換え評価している。 ま
た昼夜間講制導入に作い、 時間割も、 第 1 限・
4 限( 8 : 50 ・16: 10) にとどまらず第 5限、





しでも、 門戸を聞いているが、 今までに、 平成
13年に中国留 学生を 1 名受け入れている。 平成




容を基に、 主査(責任指導教官) 1 名のほかに、
2 名以上の副査が選ばれる。 1 月末には仮論文
が提出され、 2月初めには、 看護学科教官、 院
生、 学生、 学内 外 関係者の 参加のもと修士論文











論文総 数は1 06編になっている。 これらの研究
内容は、 上記発表会にととまらず、 1 00%が関
連学会で発表さている。 また専門誌の掲載 数は、
68編(65% ) であり、 その内訳をみると、 本学
教官で運営されている富山医科薬科大学看護学
会誌の32編よりむしろ全国誌あるいは外国雑誌





















検討 すべき問題であろう。 (落合 宏 )













































































た、 独自性の高 L、独\>�*攻となっている。 大学
院生は、 修行制呈l 年次前期]に特論議義を'立:け
た後、 �{f次後則から2 か月 の薬剤部実宵、 3 
か)Jの病棟尖宵、 および 1 か月 の開局集局実習
とf日|半年間の実務実習を行う。 本学附属病院
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薬剤部教授・助教授は、 従来から、 薬学研究科
の構成員であるので、 独立専攻科所属の大学院































期 課程の定員は35名 に改められたが、 進学希望
者の増加の傾向は持続した。 これを受けて薬科
学専攻では学生の受け入れを拡大し、 平成1 2 -
1 6年 度の博士前期 課程入学者 数も、 39、 53、
48、 54、 73人と漸増した。
博士後期 課程は、 募集定員が平成13年度まで
医療薬科学専攻の 1 専攻で1 4人、 1 4年度以降は
薬科学専攻が1 2人、 臨床薬学専攻が7 人となっ
た。 平成1 2年の臨床薬学独立専攻設置に合わせ
て博士後期 課程の入学者 数増加を 目指して、 社
会人特別選抜の実施や博士後期 課程学生への資
金的援助の導入など様々な試みを実施 した。 そ
の結果、 平成1 0-13年度に13、 16、 1 9、 18人と
募集定員を上回る入学者を確保することができ





































































H12. 5. 20 (土)
第2回研究会 |許 南浩教授
H12. 8. 26 (土) |
第3回研究会 井上 博教授
H13. 1. 13 (土)
第4回研究会 竹口 紀晃教授







































































tP5 同研究会 根本 英雄教授







第6 r，�研究会 小林 正教授






第7 r�l研究会 村LJ 篤教授







第8 [i1J研究会 ìit[Il 正I珂教綬






























































































H16. 5. 20 (木) 田口 雅登助手





























































































































日本 た ば こ産業医薬総合
















「 ベ ルオ キシ ソ ーム を 介した脂質 代 謝 制
御 j 副 腎 白質ジストロフィ 治療薬開発
の基礎研究
「炎症性サイトカイン 1L - 8から観 た糖尿
病・動脈硬化 」
「富山県 3 大学統合と創薬研究」
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第 5 節 薬効解析 セ ン タ ーの 設置 と そ の 活動
和漢薬研究所は「和漢薬に関する学理及びそ
の 応 用 の 研 究j を 設 置 目 的 と し て、 H汗 干038
(1963) 年 4月に富山大学薬学部附属 和漢薬研
究施設として発足し、 昭和49年6月に富山大学
附置研究所に昇 格した。 その 後 、 すでに新設さ
れていた富山医科薬科大学の附置研 究所として、
昭和53年6月に移管された。 研究施設当 時は5
部門(資源 開発、 生物試 験、 臨床利 用、 病態生
化学、 化学応用) であったが、 その後 10:1J主 時限
で高 次神経機 能制御部門(客 員)、 免 疫 機 能制
御部門(外国人平等 員)、 細 胞 資源 工 学部門 が増
設され、 平 成 2 年までに8 部門となった。 、|ξ 成
8 年5 'þj に薬効解析センターが設置され、 その
中に、 それまで難波恒雄 教授(富山医科薬科大
学名誉 教授、 故 人) らが蒐 集された世界の伝統
薬物を整 理研究するための民族 薬物資料 館が開
設された。 時限付 き部門はその後 改廃 され、 平
成 9 年に恒 常 性 機 能解析部門(客 員)、 12年に
薬物代謝て 学部門が設置され、 さらに寄付 部門
として1 1年に漢方診断学部門が設置された。 平
成15年和漢薬研究所は大部門制に移 行し、 3 部
門(資源 開発研究、 病態制御研究、 臨床科学研
究) 7 分野、 1 附属 センター、 I 寄付 部門と
なった。 平成16年には消 化管生理学分野が新設
され、 さらに寄付 部門と して和漢薬製剤開発部
門が設置されて、 平 成17年現在、 3 部門 8 分野
1 附属 センタ- 2 寄付 部門を擁 している。








動 を行ってきた。 発足時には教官2 1う であった
が、 平成10年から外国人客 員研究員2 名が配属
され、 延べ13名が就任して各国の伝統医学の学
術情報が整 理された。 当 センターには民族 薬物
資料 館の管理が任され、 所蔵 されている伝統薬
物標本に関するデータベ ースを構築することが
重要な業務であった。 設立当初からデータベ ー
スの開発 ・ 構築作業を精力的に進め、 平 成12年
4月末 に第 1 回 の公 聞を見た。 ー ノi 、 研究面 で
は、 生薬学、 薬理学、 天 然 物化学、 伝統医薬学
などを基盤とする各スタッフ が有機 的に述 携し
て、 成果を挙 げてきた。 以 ドに活動 を概説 する。
し 民族薬物資料館と民族薬物データベース
民族 薬物資料 館には、 世界の伝統医学で使用
される生薬標本 が約2 万4. 000 点保存展示され
ている。 蒐 集の範 囲 が日本 ・ 中国に限らずアジ
ア各 問 、 さらにはアフ リカや南 米 にまで及んで
多彩 であること、また1960年代から蒐 集されて
おり、生薬の変遷 がわかること、 和漢薬に悶 し
ては異 物同名品が多数納 められ、 現在の流通生
薬の鑑 定に役。: つことなど、 所 界に類のない生
薬博 物館 である。 生薬標本の多く は難波恒雄名
誉 教授により蒐 集されたもので、 平成 9 年3月
のご退宵 の|僚 に、 j将守来のfμム
に資するようにとのこ、意意; 向でで、 、 和漢薬研究所に
寄贈 された。 生薬標本の約 1 / 3 は中国医学及
び日本漢方 で、使われる生薬(和漢薬) で、 アー
ユ ル ヴ ェーダ生薬がこれに次ぎ 、 その他、 ユ ナ
ニ 一 生薬、 チ ベ ット生薬などが所!哉 されている。
科学研究費補助金 による海外学術調査時の収集
品も含まれ、 官11 は研究に供して有益 な知見を
得 ている。 当 資料 館には年間500名を超 す国内
外の研究者が訪 れているが、 彼 らから所蔵襟 本
に関する学術情報の発信 が求められるように




薬や健康食 品の原料 生薬について、 有用性や安
全性に関する正確な情報を提供し、 それらの適
正使用を閃 ることを目的にして、 民族 薬物デー
タベ ースの作成に着 手した。 このデータベ ース
は資料 館生薬データベ ースと学術情報データベ
ー スからなり、 前者には生薬標本と原植物の画
像、 生薬 名 、 薬用部位、 産地及び入手先情報な
ど、 後者には伝統医学上の薬効、 含有成分、 薬
理作用、 臨床応用、 古文献の画像などが収録さ
れている。 平成17年までに和漢薬に関するデー
タ ベースを 5 回公開し、430種類の生薬、約5 ， 000
点の標本に関する情報を発信した。 検索には一
般と専門の別があり、 専門検索ではパ スワー ド
の取得が必要である。 一般検索へは年間平均約
9， 500件のアクセ スがある。 また、 約900名の専
門検索登録者がいる。 今後、 アーユル ヴ ェ ー ダ
生薬、 ユ ナ ニ一生薬、 チ ベ ッ ト生薬等に関する
デー タ ベースを順次公開していく 予定であるo




でも機能回 復を可能 にするようなシナプス再 形
成活性を有する薬物を細胞 レ ベル・ 動物 レ ベル
で探索することで抗痴呆薬の開発を 目指すとい
う 研究コン セ プトを掲げ、 非常に有効性が期 待
できる薬物を同定した。 強壮作用、 健忘症や半
身不随の改善効果を持つ伝統薬物を対象とした
結果、 数種の人 参類生薬 メ タ ノ ールエキス、
Ashwagandha メ タ ノ ールエキス、 漢方方剤の
続命湯などに神経突起伸展活性を見出した。 活
性成分として、人 参類生薬では protopanaxadiol
系 サ ボ ニ ン 、 Ashwagandha で は withanolide
A、 withanoside IV及びwithanoside VI を 同 定
し、 さらにこれらはアルツハイマー病原因物質
とされる amyloid ß により神経突起が萎縮した
後から突起を再 伸展させるだけでなく 、 シナ プ
ス形成も促進させることを明らかにした。 これ
ら化合物は、 amyloid ß 脳室内投与により作製
した痴呆モ デルにおいて見られる記憶障害、 脳




系 サ ボ ニンは metabolite 1 へ、 withanoside VI 
は sommone へと腸内細 菌 により代 謝され、 そ
れらが活性本体であることが示唆された。
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ill . 生薬の品質評価 に 関 す る 研究
重要な漢薬の人 参類、 大黄、 欝金類を対象に
して、 中国の道地薬材の理論「歴代の産地の生
薬が良質である」を証明する研 究を 行 った。
フ ィ ール ドワークにより諸民族 問での使用方法
の差異を明らかにした後、 その科学的根拠を見
出すため、 収集した同属植物を核18S rR NA 及




した。 人 参類では Panax 属13分類 群 の 系統関
係を明らかにし、 同時に生薬の客観的な同定法
を確立し、 各 分類群基源の生薬に特徴的なサ ボ
ニン成分組成と含量を明らかにした。 さらに認
知症に有用である人 参類を提案した。 欝金類で
は中 国・ 日本産 Curcuma 属植物の分類学上の
混乱を整理した。 血管作 動性の検討から、 同類
生薬すべてに血管弛緩作用が認められるものの、
日本 産 義 戒にのみ NO 依存性の 弛緩作用も観
察され、 同種が峡血 に 対し効果的に作用するも
のと考察した。 大 黄の原植物である Rheum ραι 







報11 0報、 著書1 0報、 総説1 0報)。 また、 研究に
あたっては日本学術振興会や各種財団 から助成
金を賜った(科学研究費補助金代表分1 5件、 民
聞 からの研究助成金1 5件、 受託研究費1 2件、 民
間等との 共 同研究11件、 受託研 究員 1件)。 こ
こに記して感謝の意を表します。
当セン タ ーは平成17年に 改組され、 8月 1 日
より民族薬物研究セン タ ーとして新 たに出発し
た。 これまで薬効解析 セ ン タ ー、 民族薬物資料
館を支えて下さった関係諸氏に深謝いたします。
今後とも新 セン タ ー及ぴ和漢薬研究所にご支援
賜りますよう宜しく お願い申し上げます。
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第1節 一般教育等
哲 品且手
~何 を 教 え る か の模索 の 10年~
担 当 は盛永審一郎。 研究 テ ー マ は 、 実存倫 理
思想、 だが、 今 は応 用倫 理学 に 力 を 注 い で い る 。
ヨ ナ ス な どの翻訳や生命倫 理学事典 な どの編集
が主 な 業績。 科研費 は平成12年度か ら 2 年 間 取
得 。 学会で は 日 本医学哲 学倫 理学会 の 監事 ・ 理
事 を 歴任 、 平成15年 に 日 本医学哲 学倫 理学会 を
主催。 ド イ ツ ・ マ イ ン ツ 大学か ら 平成 1 2年 に ラ
イ タ ー 教授 を 学術振興会の援助 を得 て招 聴 、 人
間 の尊厳概念 に つ い て 共 同研究 を し て い る 。
担 当 講義科 目 は カ リ キ ュ ラ ム の改編 と と も に
変 動。 平成 7 年 か ら 8 年 に か け て 大綱 化 に よ る
科 目 名 の 変更。 「哲 学」 は 「哲 学 的 人 間 学J I 科
学技術論」 、「倫 理学J は 「現代 の エ チ カ j に 。
今 は 「エチ カ の先生J と 言わ れ る よ う に な っ た 。
平成 9 年 に 医学科 2 年 に 「生命倫 理学」 開 講。
中央か ら 、 専 門 家 を 呼ん で学生 に 刺激 を 与 え る
よ う に と い う こ と で 、 加 藤 尚 武氏 、 木村利 人氏
な ど著名 人 を 呼 ん で、特別講義 を 開催。 し か し 平
成16 年以 降 は予算面での援助 が な く な り 、 中 止。
平成15年 の コ ア カ リ 導入 に よ り 必修科 目 に 。 平
成12年度か ら 1 年次の 「 医療学入 門 」 の 「 イ ン
フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と 模擬裁判 J を オ ル ガ ナ
イ ズ 。 富 山 大学の 角 森正雄 、 秋葉悦子両先生の
ご指導の も と 、 公開模擬裁判 を 学生 に作成 さ せ、
4 年 間 テ レ ビ や新聞 の ニ ュ ー ス で報道 さ れ た 。
し か し 角 森 先 生 の 転 出 に よ り 、 16 年 度 か ら は
デ イ ベ ー ト に 衣替 え 。 ま た 平成15年度か ら 、 年
に 1 回 薬 害 の 講 演 会 を 開 催 し 、 HIV 訴訟 の 原
告 団 長 の花井十五氏 に 依頼。 平成16 年 度 よ り 看
護学科 2 年生 の 「生命倫 理学」 も 担当 。 そ の他、
医学科 4 年 生 の 「生 と 死」 、 薬学科 の 3 年 生 の
「医療薬剤学」 な ど の 一 部 を 担 当 。 さ ら に 平 成
15年度か ら 医学科修士課程が 開 設 さ れ、 「生物
医学倫 理学」 を 担 当 。 平成13年度か ら 隔 年 で 薬
学部修士課程で も 「医療倫 理学J を 担 当 。 今後
は 質 の 充実 に 努力 し た い 。
歴 史 学
歴 史学教室 は 、 医療人 を 育 む こ と を 目 的 と す
る 本学 に お い て 、 歴 史学が果 た す べ き責 任 の 重
さ を 痛感 し 、 授業 内容や講義形式 の吟 味 な ど、
試行錯誤 を く り か え し て い る 。 開学か ら 平成元
年 (1989) ま で を 日 本史学の小津浩先生、 平成
元年か ら 平成 9 年 (1997) ま で を 西洋史学の高
畠 純夫先生が主宰 さ れ、 そ れぞれ 日 本近代思想
史、 古代 ギ リ シ ア 史 と い う 専 門 の 立場 を 基軸 に 、
教養教育 と し て の歴 史学 に 取 り 組 ま れ た 。 そ の
後、 平成12年 (2000) 8 月 に 日 本古代史学 を 専
攻す る 谷 口 が着任 し 、 先人の苦難 と 工夫 を 引 き
継 い で い る 。
現在 の 開 講科 目 は 、 治療行為 を 東西 の 歴 史 の
流 れ に 位置 づ け る「 治療 の 文化 史 」 、 自 国 の 文
化 的特 質 の形成 と 展 開 を 考察す る 「 日 本の 歴 史
と 文化」 、 性差意識の歴 史 的 変 遷 と 現状 を検討
す る 「 ジ ェ ン ダ ー 論」 な ど講義形式 を と る 科 目
と 、 演習 形式 を と る「 セ ミ ナ ー 」 で あ る 。 講義
形式 を と る 際 も 、 受講生 に 課題 レ ポ ー ト の提 出
を 求 め 、 そ の 回 答 を 授業 内 に て 紹介す る な ど、
双方 向性の維持 に努め て い る 。
教育体制 の 整備 と し て 、 教室 に お け る 入 門 書
の 充実 を は か つ て き た 。 日 本史学 に 留 ま ら ず、
歴 史学 の 一般書、 仏 教 ・ 美術 ・ ジ ェ ン ダ ー に 関
す る 書籍 な ど、 学生の興味 に 応 え る こ と を 目 的
と し て い る 。 歴 史学教室 の ス タ ッ フ は専任ー名
で あ る た め 、 西洋史学 を 非常勤 に よ っ て お り 、
東洋史学 に つ い て は未 だ 開 講 の な い の が現状で
あ る 。 人的不足 は い か ん と も し が た い が、 そ の
欠 を埋 め る べ く 、 せ め て 書籍 の 充実 を は か つ て
い き た い と 思 っ て い る 。
研究面 で は 、 日 本古代 の精神史的様相 を 解 明
す る こ と を 課題 と し 、 平安 中 期 の蔵 人 の 日 記 を
翻刻 し 、 解説 と 論考 を 加 え た 共著 を 先 ご ろ刊 行
し た 。
歴 史学 と は 時 間軸上 に 生 き る 人 間 の 唯一 性 を
捉 え る 学 問 で あ る こ と に襟 を 正 し 、 教育 ・ 研究
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に い っ そ う 励 ん で、 い く 所存 で あ る 。 お )J添 え く
だ さ っ た 学 生 の み な さ ん 、 教 職 員 の 方々 に 深 謝
し 、 今後 も ご支援 を お 願 い す る 次 第 で あ る 。
心 理 学
( 1 ) 研究体制 の 現状
ス タ ッ フ・ 松井三枝助教授
研究 テ ー マ . 統合失調症 に お け る 認知 障 害 の 神
経機構 の 解 明 神 経心理学 と 脳 画像酬 究。 認知
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 開 発 、 ヒ ト 脳 の 発達 と 高
次脳 機 能 の 関 連 お よ び前頭葉損傷 に お け る 高次
脳 機 能 の 検討 な ど。
( 2  ) 教育体制 の 変遷 と 現状
学部教育 . 医 ・ 看 ・ 薬 の 1 . 2年 次tt を 対象 に 、
前 学期 は 科 U I 人 の心 と 行動j を 担 当 し 、 後学
期 は 「認知科学」 を 担 当 。
大 学 院教育 : 医学系研究科博1: 課程 に お い て は 、
楼 井 芳 雄 助 教授 の 代 か ら 継 続 し 、 「 行 動 分析 学
特論 . ì寅背 」 を 担 当 し 、 専 門 的 な 研究j去 に 関 す
る 指導 を 行 っ て き た υ こ れ ま で松井が直接指導
し て 博士 の 学位 を 取得 し た 者 は 3 名 で 、 現在、
指導 を 行 っ て い る 博士課科 の 学 生 が 3 名 い る 。
平成15年 度 に 医学系研究科修1: 課程が設置 さ れ、
「 臨 床 行動科学」 の 講 義 を:}lJ ýI'! し て い る 。 こ れ
ま で に 心理学分野 の 学午が] 21'1 お り 、 研究指導
を 行 っ て き た 。 心理��'f:分野 で は 、 臨床実習 を 志
望 し て い る 学生 も 多 く 、 そ れ に 見合 っ た カ リ
キ ュ ラ ム の 充実 と ス タ ッ フ の 配世 が求 め ら れ る 。
( 3 )沿革
昭 和 60年 1 1 月 か ら 、|ぇ 成 8年 7 月 ま で楼 )1 芳雄
助教授 (現在京都大 学教授) が雀籍 した 。 、|ξ 成
9年 1 1 )j に 松 J1三三枝が着任 し 、 Jえ が llil で は 数少
な い 臨床 神 経心J'IFf: を 専 門 と し た研究室 を 整 え
て き た 。 共 同研究が不 可欠 な 分野 で あ り 、 精神
神 経 医 学 、 脳外科学、 小 児 医 学 、 放射 線医学、
生理学 お よ び シ ス テ ム 情動科学等 の教需 と も 随
時 連携 し て い る 。 大学院生お よ び研究 員 の 増大
に 伴 う 部犀 や 設備 の 不足が最 大 の 課題 と な っ て
い る 。
( 4 ) そ の 他
現在、 附属 病 院 に お い て 、 神経心理学 の 専 門
的 兼務 を 行 っ て い る 。 今後、 ニ ー ズ の 高 い 医療
心理室 と い っ た各 科か ら の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン
を 直接受 け る こ と が可 能 な シ ス テ ム を 提起 し 、
整 え て い く こ と が必安 で あ ろ う υ
行動 科 学
平成 5 年 、 富 山 医科薬科大学医学部 に 定員6 0
名 の新た な 看護学科が設置 さ れ、 そ れ に 伴 い 一
般教養担当 と し て 行動科学が新設 さ れ た 。 設立
か ら 看護学科 に お い て 、 1 年後期、 2 年前期 に
行動科学 I、 II を 開 設 し 、 ま た 医 学科 に お い て
も 開 講 し た 。 設立 当 初 の 行動科学の シ ラ パ ス を
見 る と 、 「今 日 、 こ れ だ け 医 療技術 ・ 科学 や 生
活環境が発達 し た社 会 に あ っ て も 、 患者の 数 は
減 る ど こ ろ か増 え る 傾 向 に あ り 、 ま た病気 の 質
も 慢性疾患 に首 位 の座が移 り つ つ あ る 。 こ の よ
う な 状況 に 対 し て こ れか ら の 医療 の 一翼 を 担 っ
て い こ う と す る 学生 は 、 患者の心理 ・ 行動 だ け
で な く 人 間 一般の行動 の特徴、 諸 問 題 を 理解 し
て お く 必要があ ろ う J と 医療 に お け る 人 間 の 行
動 を 理解 し よ う と 幅広 く 内容が設定 さ れて い た 。
平成14年医学科 に お い て 全国 的 な 医学教育 の
改革 の一環 と し て コ ア カ リ キ ュ ラ ム の導入が提
唱 さ れ、 そ れ に 伴 い 行動科学 は 内容的 に 心理学
と統合 さ れ 「人の心 と 行動」 と い う 科 目 に 変更
に な り 、 「 人 の 心 と行 動 IIJ を 担 当 す る こ と に
な っ た 。 そ の改革 に よ り 、 看護学科の 行動科学
は 「人 の 心 と 行動」 に 吸収 さ れ、 ま た 薬学部で
は 「人の心 と 行動IIJ を 担 当 す る こ と と な っ た 。
平成15年、 人 間 の 行動理解の一環 と し て 新 た
な科 目 「感情学入 門J を 生命健康科 目 の 中 に 設
定 し 、 私がこ れ ま で研究 し て き た情動 を 含め た 、
ま た研究 を 通 し て 日 頃感情 に つ い て 考 え て き た
こ と を 学生諸君 と 共 に 考 え て み た い と し て 開 講
し た 。
行動科学 は、 開 設 当 初 か ら 看護学科 に 深 く 関
係 し 、 一般教育担当 な が ら 、 看護学科 4 年生の
卒業研究お よ び平成 9 年 か ら の 看護学科大学 院
修士課程の 基礎看護学 に 属 し 、 こ れ ま で 5 名 の
修士学生 を 指導 し た 。
研究は一貫 し て 、 情動、 感情の行動神経科学
的研究 に 焦 点 を 当 て 、 ラ ッ ト を 用 い た神経生理
学的研究お よ び ヒ ト を 用 い た 共感の研究 を 中心
に 進 め て き た 。
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〈 ス タ ッ フ の 変遷〉
声且弓・
創 立以来、 教授 ・ 助教 授の 2 人体制 で あ る 。
こ れ ま で の ス タ ッ フ の在任期 間 一 覧 を 以下 に 記
す 。
須藤修作 : S. 5 1 .  4 - S .  6 0 . 3 (教授)
白 井 進 : S. 51. 4 - S. 6 0 . 8 (助教授)
S. 6 0. 8 - H. 1 .  3 (教授)
笹野一洋 : S. 6 1 . 4 現在 (助教授)
南部徳盛 : H. 1 . 10 現在 (教授)
( 現在の研究 テ ー マ〉
南部 : 微分方程式。 特 に 、 非線形放物型方程
式 の研究。
笹野 : 力 学系 理論。 特 に 、 曲 面上 の微分同 相
写像や 3 次元空 間 上 の 流 れ の 周 期軌 道
の位相 的構造の研究。
( 教育体制 : 現在 ま で〉
南部 ・ 笹野が協力 し て 、 医 ・ 看 ・ 薬 の 3 学科
の教育 に あ た っ て い る 。 担 当 す る 教科 の 内 容 は 、
解析学 ・ 線型代数学 に 加 え 、 数理統計学 ・ 情報
処理学 ・ 自 然現象の モ デ ル化 と そ の解析等、 時
代 の 要求 に 呼応 し て 多様化 し つ つ あ る 。 さ ら に
解析学や線型代数学 に お い て も 、 コ ン ビ ュ ー タ
を 使 っ た 視聴覚教材 の活用 な どの改革 を 推進 し
て い る 。
〈 教育体制 : 今後の展望〉
入試の多様化 に よ り 、 各学生 の学力 に 大 き な
差異が生 じ て き て い る 。 加 え て 、 来年度か ら は
所謂ゆ と り 教育 を 受 け て き た 学生が入学す る こ
と と な り 、 い よ い よ そ の学力 差が増大 し て い く
と 考 え ら れ る 。 今後 は 、 こ れ ら の 「多様化」 に
対応 し つ つ も 、 た だ単 に 時代 に流 さ れ る ま ま に
な る の で は な く 、 と も す れ ば専 門 課程 に お い て
軽視 さ れが ち な 「考察す る j と い う 「数学が本
来 的 に 持つ性質」 を 、 一般教育課程の う ち に 学
生諸君 に伝 え て い き た い と い う の が、 数学教室
と し て の 願 い で あ る 。
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物 理 学
物 理学教室 は 、 林光彦 が名占屋 大学か ら 昭和
5 1 年 4 月 に 教授 と し て 着任 し た こ と に 始 ま る 。
続い て 、 同 年 6 月 に 田村 A郎が教務補佐員 ( 翌
年 4 月 よ り 教務職日) と し て 着 任 し 、 4空 年 4 月
に は豊百JI& -.:_ が*京大学物 性研究所 か ら 助 教授
と し て 着 任 し た 。 以来 、 19年 間 人 員 構 成 は 変 わ
ら な か っ た が、 林教授 は平成 8 年 3 月 に 定年 退
宵 し 、 本学名 誉教授 に な っ た ( 平 成 1 3 年 4 H に
遊士 ) 。 ま た 、 、li 成 9 1f 1 2 月 に豊富 は 教J乏 にKL
T干 し た 。 そ の 後、 平 成 1 2年 4 J J に 、 宮 ド析 が東
北大学金属材料 研 究所か ら 助 教授 と し て 着任 し
たU 平 成 1(ìir 3 n に豊富 教授 は 定年退官 し 、 日
ド は そ の 後任 と し て 同 年 9 月 に 教授 に昇 任 し た
が、 間 も な く 病 に よ り 、 平 成 1 7 年 1月 に逝去 し
た 。 ま た 、 平成 1 7 年 4)J に は 広島大 学 か ら行出
勝 ーが助教授 と し て右 任 し た 。
教育 で は 、 |豆 、 菜 、 看護 学 科 に 対 す る 物周 学
のf品義 と'K 験 を-JI[ 'lí し て き た が 、 林教授の退官
以降 は 教員 に欠民 が あ る 期 間 が長 く 、)J'市勤講
。I!î に中点 ら ざ る をf号 な い こ と カ1多 かっ たぐ fiJIヲE で
は 、 fl!村 は 林教授 の 退官 後 も 超微粒 fや 金属 間
化fT 物 の メ スパ ウ アー効果 に よ る 研究 を続 け 、
数編 の論文 を発 表 し た 。 ム 方 、'l[{ド は*北大時
代か ら の科i品 成長 の 研究 を 続 け 、 平 成 1 2イT'-I主 教
育研究学 内特 別 経費 、 「水熱j去 に よ る ハ イ ド ロ
キ シ ア パ タ イ ト単結品 の育成」 が、 史 に 、!と 成 15
年 度 に は 科 研費 、 基盤研 究(C) I酸化哨[鉛 ホ
モ エ ピ タ キ シ 成長 の た め のJ+�板 開 発」 が係択
さ れ たo 'f�r-f 、rr!村 は 共 同 研究 を計l到 し て い た
が、 日lご救J乏 の逝去 に よ り 、 ' 1'1トーせ ざ る を 得 な
く な っ た こ と は 真 に 残念で、 あ る 。 ご冥福 を お祈
り中 し L げ る c ま た 、 古旧 は 医療被ぱ く の 飛躍
的 な軽 減 が 期待 で き るX線 検出 器 の 開発 を
わ っ て い て 、 平 成 1 6 年 度 に は 科研 費 、 :f，: 子研究
(A ) I シ リ コ ン ・ ス ト リ ッ プ干剣H�� を月l い た 医
療用X線撮像装 置 の 開 発」 が採択 さ れ て い る c
イヒ
尚子
富 山 医科薬科大学 は 、 昭和5 1{f会 4 月 に 宮 山 中
市 高 校 の{反 校舎 内 に 開設 さ れ、 化 学教室 の 教官
と し て 、 永 田 (教綬) 、 広上 (助 教 J受 ) が 着 任
し 、 医学部 と 薬学: 部 の 第 1 Ili1'主 に対 し 講 義 を 開
始 し た 。 1111和5 2年 に は 杉 谷 キ ャ ン パ ス に 講義実
習 械が完成 し 、 講義 と化 学実宵 が こ の新校舎で
行 え る よ う に な っ た の 4 月 か ら は 平井氏が教務
職 員 と し て着 任 さ れ たコ 5 3年 に は 医学 部研究棟
の 完 成 に と も な い研究宅 の A部 を借 り て 似住 ま
い 、 5 4年 に 共 同 利 用 棟 の 完 成 で、現イド の化 学研 究
室 に 落 ち 着 い た c 5 4{f会 4 月 に は 平井 氏が薬学部
助 干 と し て 転出 さ れ、 後任 と し て 高橋 さ ん が着
任 さ れ た の ま た 、 昭和621f 4JJ に 教務職 員 のI高
橋 さ ん が薬学部助子 と し て 転出 さ れ、 後任 と し
て 角 出 さ ん が着 任 さ れ た 。 平 成 6 年 の 3月 に 永
rH 教授が週'l'\ さ れ た c 、li 成 9 {j: 6 J J に 助 教授!よ
上 が教授に封イ1: し 、 平 成 12年 4 月 に宵lil 医科薬
科大 学薬学部助 手 の高 橋 さ ん が助教抵 に井 任 さ
れ たコ 化学字文京 は 平 成。:fj.: 4 TJ か らiド1，文 9 {jê 5 
Jj ま で、教授イJ仰い 、|三成 9;''[: 6月 か ら 、|勺J文 1 2年 3
月 ま で、助教t�ィィ: の状態 で、 講義 と化 学実 習 を行
わ ざ る を え な い 状態が 6年 間 もあい、 たり 平成 1 6
1f 3 JJ に141 橋 さ ん が城内国際大学楽 学部教授 と
し て 転11\ さ れ た の 後任 と し て 、 島根大 学総合主p
て 学部物質科学 科助手 の 杉森 さ ん が 、|勺え 16年10
J] に 助 教段 と し て 着任 さ れ たu
fヒヴ: 教室 は医学 部医 学科 のl 年次生 に対 し什二
体布機化 学 、 物士111化 学、 化 学実験 を 、 医学部看
護 学 科 の 1 iド 次 生 に 対 し 基 礎化学 ( 実 験 を合
む) を 、 楽学:青11薬科学科 の 1 年 次生 に 対 し 、 基
礎化 学 、 基礎有機化 学I 、 化 学実験 を 担 当 し て
い る 。 ま た 、 全学 の I 、 2 年次生 に 対 し 選択科
日 と し て 有機化 学入門 と 量子化 学入 門 を 開 講 し
て い る 。 さ ら に 、 必要があ れ ば、 高等�[: 校 で化
学 を履 修 し て こ な か っ たう叶二 に 対 し 、 化 学序論
を 開 講す る こ と と な っ て い る 。
生 物 学
昭和51年 4 月 に 開 設 さ れ た 生物学教室発足 当
初 の専任教員 は 、 本田昂 と菅 野延彦の両教授で、
本田 教授が 「一般生物学」 を 、 菅 野教授が 「細
胞生物学」 を 担 当 し て 医薬 の 学部学生 の教育 に
あ た っ た 。 本 田 教授の専 門 は 放射線生物学で、
平成 4 年 4 月 に 本学医学部に 放射線基礎医学講
座が新設 さ れ る と 、 そ の 初代教授 に 転 じ た 。 菅
野教授 は 、 分子生物学の分野で薬学研究科の 多
く の 大学院生 を 指導す る と と も に 、 薬学部選出
の評議員 を 経て 平成12年 4 月 に 定年退職 し た 。
こ の 問 、 生物学教室 に は 数名 の教務職員 が在職
し た が、 日 比野泰英博士 は 、 本学医学部 の 生化
学講座 の助教授 に 転 じ た 後、 他大学 の 教授 に 採
用 さ れ た 。
本 田 教授 の 後任 と し て 、 尾 崎宏基教授が 平成
9 年 7 月 に 鹿 児 島 大学助教授か ら 転入 し た 。 同
教授 は 「脳梁 の 形成不全の メ カ ニ ズ ム の解明 と
前脳交連線維系 の 形成 に 関 す る 原 因 遺伝子の探
索」 を ラ イ フ ワ ー ク と し 、 そ の研究成果 は 、 ] our­
nal of Comparative Neurology を は じ め と す る
学術専 門雑誌に掲載 さ れて い る 。 ま た 、 尾 崎教
授 は 、 学部学生 の教育 に 携 わ る と と も に 、 実験
実習機器セ ン タ ー 長や 医学部選 出 の 評議員 を 歴
任 し 、 現在 (平成17年 9 月 ) は 、 学長補佐 と し
て大学の管理 ・ 運営 に 参画 し て い る 。 さ ら に 、
平成10年 4 月 に は 荒舘忠修士が富 山 県立大学か
ら 教務職員 と し て 赴任 し 、 ま た 、 定年退職 し た
菅 野教授の 後任 と し て 、 平成13年 9月 に 片桐達
雄助教授が東京都 医学研究機構主任 か ら 転任 し
た 。 同助教授 は 免疫生物学 を 専 門 と し 、 現在、
学部学生 と 薬学研究科の大学院生の教育指 導 ・
研究活動 に 情熱 を 注 い で い る 。
学 部 の 生 物 学 教 育 で は 、 平 成 14年 度以降 、
医 ・ 看 ・ 薬 の 3 学科で順次 コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム
が導入 さ れ、 そ れ に と も な い従来 の 「一般生物
学」 と 「細 胞 生 物 学」 の 区 別 を 廃 止 し て 、 「生
命科学」 と い う 新 し い授業科 目 に 再編 ・ 統合 し
た 。
第 1 節 一般教育等 I刀
統計 ・情報 科学
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
研究テ ー マ
臨 床 試 験 の 計 画 と 解析、 QOL 質 問票 開 発 と 評
価、 診療 ガ イ ド ラ イ ン の 策定及 び評価、 統計入
門教育法、 医 学 関 連 の 共 同研究及 び相 談事業。
ス タ ッ フ (現時点)
折笠秀樹 (教授) 、 四 谷伸子 (事務補佐員 ) 、 伏
江詩子 (事務補佐員) 、 岩城美雪 (技術補佐 員 ) 、
八 回 基稔 ( 医 学修士大学 院生) 、 酒 井弘 憲 ら 6
名 (協力研究員 ) 。
主 な研究業績
Q豆豆並立旦 Ikeda Y， Shim ada K. Shigematsu 
H :  Oral beraprost sο dium as a prostaglandin 
1 2 analogue for vascular events in patients 
with peripheral arterial disease : meta-analy­
sis of two placebo-controlled randomized tri­
als . ] ap ] Pharmacoepidemiol ， 2004 ， 9 
( 2 )  : 45 - 5 1 .  
Y okoyama A， Ori旦旦 H， for the ] ELIS Inves­
tigators : Eff ects of eicosapentanenoic acid on 
cardiovascular events in ] apanese patients 
with hypercholesterolemia : Rational， design， 
and baseline characteristics of the ] apan EPA 
Lipid Intervention Study (] ELIS) .  Am Heart 
] ， 2003 ; 146 : 13 - 20. 
折笠秀樹 : EBM と 生 物 統 計 学. ] pn ] Bio­
met， 2003 ; 24 (special issue) : S104 - S113 .  
科学研究費補助金等の 受入状況
平成17年度 笹川 医療医学財 団 「終末期 医療 に
お け る QOL 向上 に 関 す る 研究助 成J (主任)
平 成 16-17年 度 文 部科 学 省 「 医 薬 品 の 有 効
性 ・ 安全性の統計的評価法 の新展 開J (分担)
平成15-17年度 厚 生労働省 「エ ビ デ ン ス を 適
切 に 統合す る メ タ ・ ア ナ リ シ ス の 理論、 応用 と
普及 に 関 す る 調査研究J (分担)
平 成 14-15年 度 文 部 科 学 省 I QOL 質 問票 開
発 に お け る 項 目 反応理論の応用研究J (主任)
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学会活動
海外 は 米 国統計 学 会 な ど 6 学 会 、 国 内
は 日 本計量生物学 会 な ど 7 学 会。
日 本 計 量 生 物 学 会 ・ 日 本 臨 床 薬 理 学
会 ・ 日 本薬剤疫 学 会 、 評議員 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
看護学科
医療情報処理 ( 必修 1 コ マ )
医療統計 学 (必修 1 コ マ )




看護統計情報論 ( 選択 2 コ マ )
情報処理 学 (必修 1 コ マ )
統計学 (必修 1 コ マ )
情報処珂1 学 ( 必修 1 コ マ )
統計数字 の読 み)J ( 選択 1 コ マ )
医学薬学大学院
バ イ オ 統百十学 特論 (選択1 コ マ )
バ イ オ 情報学特論 ( 選択l コ マ )
デ ー タ マ イ ニ ン グ判 論 ( 選択l コ マ )
医療技術評価論 ( 選択 1 コ マ )
3 ) 治市 に つ い て
設置年 月 日
主 要 人事
平成 6 年 1 0 月 1 5 U 、 初代統計 ・ 情報科
学教授へ就任。
無し
施設、 設備 の 整備、 充 実
統計情報実習室 の パ ソ コ ン 更新、 臨床
式 験デ ー タ セ ン タ ー の構築。
4 ) そ のf也
米 国 大学院官学 2 名 、 英 国 大学院留学
l 名 、 大 阪 大 学 大 学 院 1 名 、 京 都 大 学
大学 院 3 名 を輩 出 。
QOL 講 背 会 ・ 新 聞 記 事 の読 み 方 な ど
公 開 講座 を 3阿 開催。
北京 中 医薬大学 と 学術交流 を 継続 中 。
英 圭五回口
、|λ成 1 5年 3 月 に 藤 本[E文教授が退官 さ れ、 新
た に 同 年 9 月 に 木村裕i 助教授が着任 さ れ た 。
日 本 人専任 は 今ま で の松合茂助 教授 と i貨同和 子
助教授の 3 人 で あ る 。 外 国 人 教 師 のジ リ ア ン ・
ケ イ 女 史が任期 を 終 え て帰 国 さ れ た あ と 、 ロレ
ー ン ・ サ ッカ 一久ゐ史 、 エ リ ザベ ス ・ ホ ラ ン ダ ー
ズ 女 史 と 3 年 契約 で任期 を 務 め て い た だ き 、 現
伝 レ ス リ ー ・ ラ ィ リ 一 女 史が外国語教育専任助
教授 と し て 任務 し て い る 。 こ の 数年 間 、 各 々 の
外 国 人 教 師 の 協 )J ・ 指導 に 恵ま れ、 講義外活動
の E. S. S. ク ラ ブ で の 個 別 指 導 で 、 朝 日 新 聞 の 全
同英 語 ス ピ ー チ 大会で 1 位優勝 し 、 ま た 西 日 本
医 科 大 の ス ピ ー チ 大 会で数午米連続 し て l 位の
成績 を お さ め た 。 各 人 の研究上の志 向 が異 な る
が、 英語学、 英語教育、 英丈 学 関 係 の 主 な る 研
究領域が ー応 網羅 さ れ て い る形 で あ る 。 う ち 、
文部科 学 省 科学研究 費受領似l 究 と し て 、 木村裕
-: 1 件 (平成1 6 年 度~ 平成 1 7 年 度 ) が あ る 。
教 育 体制 の 変 化 は 、 従 来 、 富 山 YMCA に 講
師 を 依存 し て い た が、 富 山県 内 の 大学で教育経
験の あ る 外国 人 や 日 本 人 と 而接 し て 講 師 の 依頼
を す る こ と に し た 。 ま た 医学部 と 協力 し て 、 医
学英 語 の 講義 プ ラ ン 作 成 と 実施 を し 、 ま た 外部
か ら の 専 門 の 講�ilj を 招 い て 講演 を 実施 し た こ と
は 、 学生 に と っ て貴 重 な体 験 に な っ た 。 平成16
.{f 度 よ り 現在ま で 、 教養 課程の英 語教育 と し て
多 様 な 授業 を 提供 す る た め 、 コ ン ビ ュ ー タ ー を
援用 し た 英語教育 を 第三 外国語 と と も に 展 開 し
て い る 。 ま た 、 学外単位認定制 度 と し て 、 従米
か ら あ っ た 英 検 に 加 え 、 、|三 成 17 {f 度 よ り
TOEFL、 TOEI C に よ る 単 位 認 定 を 新 た に 追
加 し た 。
Z虫 言書
こ の30年で独語 の位置づけ は大 き く 変化 し た 。
凋 学 当 初 は上原、 諏訪 田 の 2 名 に 非常勤 を 加 え
た 体制 で あ っ た 。 し か し 、 国 際語 と し て 英語の
地位が確立 さ れ独語 の 需要低下が指摘 さ れ る に
伴 い 、 1985年 か ら は 常 勤 は 上 原 1 名 と な っ た 。
上 原 退官後 の 94年 に 名執 が赴任。 以降 、 授業 も
1年前後期週 2 回 の 開 講 と 縮小 ・ 集 中 化 さ れ、
英語 を 主 に し た 現在 の 必修選択制 が定着 し た 。
ま た 、 第 二 外 国語 は 長 ら く 独語 と仏語 の 体制
だ、 っ た が、 2001 年 か ら は 中 国語 の 非常勤 と 合 わ
せて 3 言語 で の 平行授業 に な っ た 。 そ の 際、 人数
制 限 を 置 き 、 演習 的授業が最低限可 能 な 規模 を
保証す る よ う に も な っ た 。 こ う し た 改革 は 第二
外国語 教育の新 し い 意義 付 け を意識 し た も の で
も あ っ た 。 一言でそ れ を 言 う と 、 多 様化 し た 国
際 社会での知的 国民性の教育 と で も 言 え よ う か。
英語 教育の意義 は疑 い よ う が な い が、 物 お じ な
く 自 立 的 に 様 々 な 文化 で行動 し う る 素地 を 大学
は ま た次世代 を 担 う 若 者 に 植 え 付 け て ゆ か な け
ればな ら な い。 そ し て 、 そ れ は 多 様 で あ る だ け
で は な く 実践 的 で、 聞 か れ た 文化 的 関心 を 伴 っ
た も の で な け れ ば な ら な い。 そ の狙 い の 中 で ま
た 、 04年 か ら は PC を 用 い た 自 主学習 セ ミ ナ ー
(独 ・ 仏 ・ 中 ) お よ び Web で の 自 主 学 習 用 HP
を 開 始 し た 。 ま た 、 国際的 な場で通用 す る 知 的
教 養 と い う こ と で2002年か ら は オ ペ ラ を 使 っ た
セ ミ ナ ー も 行う よ う に な っ た 。 研究 は 上原 の 中
高 ド イ ツ語 研究か ら 名執 の 文学 シ ス テ ム の社会
学的分析へ と 様変 わ り し た 。 名執 が 目 指す の は
同 時代 の海 外の 文化活動 の 現状 を 広 く 経験的 に
調査す る 分析手法の 開発で あ る 。 そ う し た 手法
を 定着 さ せ ら れ た な ら 、 一 部 の 突 出 し た作 品 に
光 を当 て る 旧 来 の や り 方で は な く 、 価値流動的
な 現代 に 見合 っ た 、 分析 的 で批判 的 な 、 多 様性
を 考慮 し た海 外文化の 紹介の新 し い 形 も 見 え て
く る 。 そ れ は ま た 教育 に も 還元 で き る は ず で、 あ
る 。
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保健体育
保健体育科 は 本学 の 開学時、 昭和51年 4 月 に
旧 富 山 中 部高校の校舎 に て 金子基之教授 (平成
3 年 3 月 定年退官、 名誉教授、 平成15年10月 故
人) が主任 と な り ス タ ー ト し た 。 杉谷 キ ャ ン パ
ス に 講義 棟 を は じ め 、 52年 に体育館、 テ ニ ス コ
ー ト が完成 し 、 53年 に 陸上競技場、 野球場 及 び
弓 道場が竣工 し た 。 そ の 後 、 水泳 プ ー ル 、 武道
館が完成 し 、 保健体育講義 、 実技の授業が軌 道
に 乗 る こ と に な っ た 。 ま た 、 学生の 課外活動 も
こ れ を 機 に 盛 ん に な っ た 。
53年 に は研究室、 実験室が共 同 利用棟内 に 建
設 開 始 さ れ、 同 年 、 小野寺孝ーが同科 に 着任 、
二 人体制 で教育、 研究 を 遂行 し た 。 平成 3 年、
金子教授退官後、 平成 9 年、 小野寺が後任教授
と し て 就任 し た 。 平成13年 に は保健体育科の助
教授席 を 保健体育科 よ り 分離 し て 保健福祉学 を
立 ち 上 げ、 岩岡研典が就任 し た 。 研究 に お い て
は 、 関学以降 一貫 し て 児童生徒 の体力 増進や 生
活習慣病 の予 防 に 関 す る 問 題 を 取 り 扱 っ て き た 。
ま た社会貢献の分野で は 、 富 山 県 の ス ポ ー ツ 振
興 に 関 す る 審議委員 や 各種委員 会委員 と し て 多
く の提案や事業 の 遂行 に 携 わ っ た 。
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保健福祉学
本 研 究 室 は 平 成 13年 (200 1 年 ) 4 J] 、 筆 者
( 岩 岡 ) が全 国 公募 を 経 て 着 任 し た 時点、 に 端 を
発 す る 。 こ こ で い う 「保健 福 祉 学」 と は 、 「 障
害児 ・ 者 や 高 齢者 の 健康 の 維持増 進 の た め の 健
康運動科学」 の 意 で あ る 。 間 際 的 に は A d apted
Physical A ctivity と い う 概念で 去 さ れ る 研究教
育領域が こ れ に該 当 す る 。
平 成 1 3 - 14年 に は 「脆弱 な 高齢者の 動作特性
と 機能 的 身体 自 立 に む け た 活動 プ ロ グ ラ ム の 開
発」 、 平 成 1 5 - 1 6年 に は 「 虚弱 高 齢 者 ・ 身 体 障
害 児 の 動 作 と 筋 出 力 の 安定性 に お よ ぼす 身 体活
動 と 身体認知 度 の 影響」 の テ ー マ で科学研究 費
補助金 ( い ず れ も 、 基盤研究 (C) ( 2 ) ) を 受
け た 。 t な研究結果 はドl 際 障害者体育 ・ ス ポ ー
ツ 学 会や ア ジ ア 障 害者 体育 ・ ス ポ ー ツ 学 会 等 で
発表 し て お り 、 第 1 4 1fll [_li] 際障害者体育 ・ ス ポ ー
ツ 学 会 ( 於:韓 国 、 ソ ウ ル 、 平 成 1 5 年 ) で は 、
こ れま で進 め て き た イ ン ク ル ー シヴ な身 体表現
活動 に 関 す る 実践研究が、 ビデ オ 発表 部 門 に お
い て 最優秀賞 を受賞 し た 。 ス タ ッ フ 1名 の み の
倒 究宗 で あ る た め 、 他大学 の研究持や 、 隣 接領
域で、 あ る保 健体育 の 小野寺 教段 ら と適宜 共 同 し
て 、 研究 を 進 め て い る 。
着 任 時 は 医守t 科 ・ 薬科学科 2 年 次生 を対象 と
し た 「保健福祉系 実行 」 を 開 講 し て い た が、 カ
リ キ ュ ラ ム 改編 に と も な い 、 1見イ正 は 両学 科1年
次生 を 対象 と し た 「身 体 と 運動 の 科学 」 の な か
の 「保健福布|系 コ ー ス 」 の'五習 と 、 、与 初 か ら の
ュt;'，i菱ザ:干J' 1 {ド 次 生 対 象 の 「保健福 祉 系 実習 」 、
全学科 1 ・ 2 年次生対 象 の 講義 「保健 と 福祉J
を 開 講 し て い る 。 実習 で は 障 害 者 ス ポ ー ツ や 感
覚 遮 断 ・ 身{本可動部位 制 限 な どのJ疑似f本月史 教材
をJtj い て 、 身 体的立を:呉 の 大 き な 他r;' を客観 的 に
認識す る と 同 時 に 共 感的 に却 解す る こ と を企図
し て い る 。 講義で、 は 幼児か ら 高 齢者ま で ( 障 害
児 ・ 者 を 合 む ) の 性派発達 に お よほ す 身体 活動
の 影響 と 、 そ の 保 障 の た め の)j 策 や 関 連す る 保
健福祉 問 題等 に つ い て 、 論瑚 的 に 考 え る 能力 の
1疹 得 を u t� と し て い る 。
日本語 ・ 日本事情
1 989年 4 月 、 初 代 日 本語 ・ 日 本事情担 当 大星
光 史 に よ り 研究 室 が 開 設 さ れ た 。 留 学f!二会 の 課外
補講 と し て 、 大星 は 中級 日 本語 ・ 日 本事情 を 担
当 し 、 非常勤講師 と と も に 2 レ ベ ル 3 コ マ の母
語別 日 本語補講 を 2000年 3 月ま で 開 講 し て い た。
2000年度、 担 当 教 員欠 員 の た め 非常勤 講 師 に よ
る 補講が行 わ れ た 。
2001if 4 月 、 日 本語 ・ 日 本事情担 当 に鎌 田倫
子 が着任、 日 本語補講 を 拡充す る 。 2002 年 度 よ
り 、 大 学 院 医学系研究科 の必修単位、 薬学系研
究科 の1'[ H:l 単{立 と 課外補講、 全 て のJ受業 を 統合
し 、 5 レ ベ ル 8 コ マ の 総合 日 本語 コ ー ス を 開設
し た 。 本学 の 留 学 生 は 、 人ザ: 11手 に 日 本語能 力 条
件 を 課せ ら れ な い 大学院生が中 心 で あ る た め 、
ffi学生60名将 度 の 本学 で も 日 本語能力 に はf)J級
か ら卜点止ま で の 聞 き が あ る 。 総合fJ 本語 コ ー ス
に よ り 、 よ う や く 官 学 生 の 日 本語力 に 応 じ て ク
ラ ス を 選択で き る レ ベ ル 別 1 1 本語 コ ー ス と な っ
た 。 し か し 、 専 任 1 1'1 で 5 レ ベ ル を 開 講す る た
め 、 1 レ ベ ル の ク ラ ス 数 は 初級 週 2 コ マ 、 中上
級 週 l コ マ で あり 、 卜 分 な 1 ! 本語 コ ー ス と は言
い 難1，.， \， ま た 、 ク ラス 数が 少 な い た めu本事情
ク ラ ス を 別 に 設 け ず 、 日 本記l ク ラ ス のIjl で 日 本
の文 化 や 習 慣 を積械 的 に 教 え る よ う配 慮 し て い
る 。 今後 は全留学生 に 11fゐ 問 で初級 終f 程度の
日 本語能力 を つ け る た め に 、 初級 をJlI.! 3 コ マ と
し 、 日 本語 コ ー ス の ム層 の 充 実 を図 っ て い き た
し ミ 。
H 本語 ・ 日 本事 情担 当 は 学科 LJ の 一 日 と し て
^*'J: 教義科 1I も 担 当 し て い る 。 大星 は 1 989ij: か
ら 2000年ま で 日 本文学、 中 で も 短歌 の作家論、
丈学論 を 講義 し た の 2002年 度 か ら鎌問 も 教養 の
「宍丈 化理 解| を 担 当 し 、 Il 本入学 '1: のい1I緊瑚
解 を 推進 し て い る 。 そ の 他、 学 午 ク ラ ブ の顧問
と し て 、 国 際 医療研究 会 に よ る ス タ デ イ ー ツ ア
ー を 実 施 し 、 ま た 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 組織 し
て 留 学 生 と の 交流 を 進 め 、 日 本 人学生 に 広 く 国
際 的 な 視野 を養 う こ と に 努め て い る 。 今後 も 日
本入学生 と 留 学!j:_ の 交流 に よ り 相互理解 を 推進
し て い く 所 存 で あ る 。
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解 剖 学
( 1 ) 沿革
本 講 座 は 、 昭 和 50年 4 月 に 解 剖 学 第 1 講 座
(松 田 健 史教 授) と し て 開 講 さ れ た 。 平 成 元 年
松田 教授が逝去 し 、 後任に 大谷 修教授が平成
2 年10月 に 赴任 し た 。 平成15年 3 月 、 解剖学第
2 講座が再生 医学講座 (組織学 を 担 当 ) に 改組
さ れ、 本講座 は解剖 学講座 と 名 称変更 さ れ た 。
( 2 ) 人事
平成 7 年 4 月 、 篠原治道講 師 は 本学 医学部看
護 学科 の 教授 に 昇進、 平成11年 4 月 金沢医科大
学解剖 学教授 に 転 出 し た 。 平成 7 年 4 月 中 谷毒
男 助 手 は 金沢大学医学部解剖 学講座 の 講 師 と し
て 転 出 、 翌年、 助教授 に 昇進、 平成 10年11 月 金
沢大学 医学部保健学科教授 に 昇進 し た 。 直近10
年 間 に 、 部 旭建、 粛 藤麻由、 李 瑞錫が助手
を 勤 め た 。 平成11年 4 月 に 大谷裕子 を 助 手 に 迎
え 、 解剖学実習 に於 け る 学生の健康管理等が充
実 し た 。 同 氏 は 、 平成16年 4 月 か ら 本学大学事
業所 の 産 業 医 (兼任) と し て も 活躍 し た 。 平成
15年 3 月 、 森沢佐歳助教授が辞職 し 、 平成16年 4
月 金津寛明助教授 を 迎 え た が、 翌年 3 月 に 辞職
し た 。 平成15年 4 月 松尾 光浩 を 助 手 に 迎 え た 。
こ の 問 、 王 全新 ( 日 本政府奨学金、 大学院) 、
王 伯鈎、 Raksawan Poonkhum ( 日 本学術振
興会論博支援 プ ロ グ ラ ム ) 、 Pariviz Bazzi， Leila 
Roushangar の 留 学生 を 受 け 入 れ た 。
( 3 ) 教育
本講座 は 、 人体解剖学教育 を 担 当 し て い る 。
「富 山 医科薬科大学 し ら ゆ り 会J (柳 田 友道理事
長) の協力 と 支援 に よ り 、 年 間 50体前後が献体
さ れ、 十 分 な 解剖 学実習が可能 と な っ て い る 。
「人体解剖 学概説J (18 コ マ ) 、 「人体解剖 学実
習J (10� 1 2 月 ) 、 器官系 別 の 講義 ( 5 コ マ ) を
担当 し て い る 。 こ の他 に 基礎配属 、 臨床基礎実
習 (選択) と し て 人体解剖 を 行 っ て い る 。 ま た 、
薬学 部 「人体機能形態学J (15 コ マ ) 、 医科学修
士 課程 の 医 学概論「解剖 学 の 誕生J ( 1 コ マ ) 、 及
び 「人体形態学J ( 8 コ マ ) の 講 義等 を 担 当 し
て い る 。
( 4  ) 研究
第 1 の 課題 は 、 リ ン パ管 ・ リ ン パ節の新生 ・
再生機構の解明 で あ る 。 主 な 成果は、 ①横隔膜、
壁側胸膜 リ ン パ管 の 分布 、 微細構造、 及 び発生
の解析、 ②肝臓 リ ン パ管通液路の解析、 ③ リ ン
パ節 に お け る リ ン パ濃 縮機構等 を 解 明 し た こ と
等 で あ る 。 第 2 に 、 扇桃 体 に お け る ニ ュ ー ロ ン
の シ ナ プ ス 結合様式 を 二重免疫電顕法等で研究
し た 。 第 3 に 、 人体解剖 に よ る 臨床解剖学 的研
究 を 行 っ て い る 。 科学研究費 は 、 平成 6 � 7 年
度 に 一 般 研 究 (C ) 、 平 成 9 � 1 1年 度 に 基 盤研
究 (C ) 、 平成16�18年度 に 基盤研究 (B) を 研
究代表者 と し て取得 し て い る 。
( 5 ) 学会活動等
教授 は 、 日 本 リ ン パ学会常任理事、 日 本顕微
鏡学会常務理事、 臨床解剖研究会幹事、 篤志解
剖全国連合会副会長 を 務め 、 日 本解剖 学会 コ メ
デ イ カ ル教育委員会 委員 長、 同教育委員 会委員
と し て 活躍 し て い る 。 ま た 、 C ells Tissues Or­
gans、 Journal of Electron Microscopy、 及 び
リ ン パ学の 編集委員 を 務め て い る 。 平成16年 6
月 18�20 日 、 第28 回 日 本 リ ン パ学会総会兼 ア ジ
ア 太平洋合 同 リ ン パ学 カ ン フ ァ レ ン ス (富 山 国
際会議場) を 担 当 し た 。 国 内 外か ら 200名 超 の
参加者があ っ た 。 平成17年 3 月 27、 28 日 に は 第
35 回篤志解剖全国連合会総会 及 び 関 連会議 (本
学) を 担 当 し た 。 平成17年 3 月 29�31 日 に は 、
第 1 1 0 回 日 本解剖学会総会 ・ 全 国 学 術 集 会 (本
学) を 担 当 し た 。 日 本初 の学生 セ ッ シ ョ ン に 、
全 国 か ら 多 数の 学部学生が参加 し た 。 企業 関 係
者 ら も 含 め 全体 で 1 ， 700名 超が参加 し 、 活発 な
発表 と 討議が行 わ れ た 。
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生 理 学
本 講 座 は 、 昭 和 52年 4 月 1 日 、 小野 武 年 教 授、
西野 仁雄助教授、 佐 々 木和 男 助 手 と 松 山 春 f技
官 の 4 人が着任 し 、 lj工会理学 ( 第三) と し て 開 講
し た 。 そ の 後27年 間 、 平 成 1 5 年 3 月 3 1 日 に 退官
す るま で、小野 教授が本講座 を 主宰 し 、 研究お よ
び教育 を 進 め て き た 。 こ の 問 、 75 人 が大 学 院 生 、
研究生ま た は 協 力 研究 員 と し て 、 ま た 9 人 が外
国 人各 員 研究 員 と し て 研究 に 参加 し 、 7 人 (由
野 、 佐キ 木、 村本、 福 田 、 Ijl 村 、 丙 条 、 川内)
が大学教授 に 就任 し た (現庄 は こ れ に 加 え 、 出
淵 お よ び 出 村 も 教授 に 就任 し て い る ) 。 本 年 度
(平 成 1 7 年 ) 4 月 1 n か ら は 、 当 講 座 ・ 前 助 教
授 の岡 村f 以 が教授 に 就任 し 、 永福智志 助 教授、
上野 照子助 手 、 Tr an Hai A nh 助 手 、 北村貴志
技官、 丙森美秘事務補佐 員 、 岩城久 美研究生の
7 人体制 と な っ て い る 。
教育 に問 し て: 学 市教育 で は 、 平 成 1 3年今 度ま
で は 医学部医 学科生 を 対象 と し た 生理学の系統
講義 と 実 習 ( 3 年 次 生 ) 、 プ レ メ デ イカ ル 講 義
( 2 年 次 生 ) 、 統 合 講 義 ( 1[ 年 次lj:J 、J師走配 属
( 3 年 次 生 ) 、 早 期 体験 実 宵 ( 1 年 次 生 ) 、 チ ュ
ー ト リ ア ル教 育 、 薬学古川: を対 象 と す る11:理学
講義 ( 2 年 次 生 ) な ど を 行 っ て き た ハ ま た 、 平
成1 4年度か ら は コ アカ リ キ ュ ラ ム 化 に{、ド い 、 医
学科'Iê を対 象 と し た 「 人体の 生理機能」 に 関 す
る 系 統講 義 ( 2 年 次 't ) 、 お よ び I lfll 液 ・造lfll
出 疾患」 、 「 内 分泌 ・ 栄養 ・ 代謝 ・乳房j 、 「精神
系 」 の コ アカ リ キ ュ ラ ム 講 義 の 一郎 ( 3 、 I[ {f
次 生 ) を 担 当 し 、 本 年 度 か ら は こ れ に 加 え 、
「腎 ・ 尿路系 」 、 「神経系 」 、 「運動器 ( 骨 格 筋 ) J 、
「 眼 ・ 視覚 系 」 の コ アカ リ キ ュ ラ ム 講 義 の A 部
( 3 、 4 'qc: 次 午 ) お よ び 「 臨 床 午科 学」 、 「 先 端
脳科学」 の 各 選択必修科 目 ( 3 、 4 年 次 生 ) を
担 当 し て い る 。 大学院教育 で は 、 医学系研究科
I寺上課程専 攻者へ は 細 胞 シ ス テ ム 牛瑚特論、 小
体恒常生理学特論、 感覚 認知 シ ス テ ム 情報特論、
佼襲 的脳活動計 測 実習 、 特 別 実 習 コ ー ス な ど、
ま た 、 医学系研究科修士課程専 攻者 へ は 人体機
能学や 臨床行動科学 の 講義 を 担 当 し て い るつ な
お こ れま で 、 木議時 で、行 っ た研究 に よ り 43 人 が
博 1:せ を 取得 し た 。
研究 に 関 し て ・ 当 講座 で は 小野 教授 の 指 導 の
ド で 、 1 ) 視床下 部外側野 に よ る 動機 づ け 行 動
や情動 衣 出 の 神 経機構、 2 ) 扇桃体 に よ る 生物
学的価値評価 と 意 味認知 に芯 づ く 快 ・ 不快'1育 動
発現機構 、 3 )  j毎日立 体 に よ る 空 間 お よ びエ ピ ソ
ー ド 記憶 の 神 経機構、 4 ) 前部帯状 回 に よ る 感
覚 情報か ら 行 動 出 力 へ の 変換処埋 機構 、 5 ) 視
床 背 内 側 核 に よ る 情動発現 の 神 経機構、 6 ) 感
覚 視!示 に お け る 報酬 予測 お よ び感覚 種 聞 の 相庄
作 用 、 7 ) 中 隔核 に お け る 場所記憶 一 情動発現
情動 表 出 の 表象過程、 8 ) 前頭前野 に お け る
動凶 ・ 車、欲の維持、 状況認知 お よ び意思決定の
神 経機構 、 9 ) 大脳恭氏 核 に よ る 行動m 力 変換
機構、 10) 脳 一 免疫 相 問 、 11 ) 場所学習 お よ び
報酬 予 測 に 関 す る ド パ ミ ン 受容体サ ブ タ イ プ の
役割 ( 遺 伝 子 改 マ ウ ス を 用 い た 研究) 、 12)双
極 子 追跡 j去 の 改 良 (頭皮 頭蓋 骨 脳 脊髄液一
脳 の 4 層 実形状モ デ ル の 開 発) お よ び非侵襲的
ヒ ト 脳機能計測、 13 ) 抗痴呆薬 の 作 用 機序 に 関
す る制 胞 か ら 行動 レ ベ ル の研究、 14 ) 動 物 用 高
磁場機 能 的儀 気共 鳴 阿{象ìl� を 用 い た 脳 虚 血 、 動
機 づ け 行 動ま た は 向 精神薬作川 に 関 す る似| 究、
1 5 )前 部上 側 頭溝 お よ び前古15卜 側 頭 皮 質 に お け
る 「顔」 の 認知 ・ 記憶 の 神 経機構、 1 6 ) 胎生期
ス ト レ ス の情動や神経発達へ の 影響 に 関 す る 研
究 な ど を 行 っ て き た 。 以 上 の 研 究 成果 は 、 Na­
tur e 誌 を は じ め と す る 国 際 誌 に 掲 載 さ れ、 高
い 許制li を 受 け て い る 。
ま た 、 新エ ネ ル ギ ー ・ 産業技術総介 開発機構
や ヒ ュ ー マ ン ・ フ ロ ン テ イ ア ・ サ イ エ ン ス ・ プ
ロ グ ラ ム の研究助 成 に よ る 英 、 米 、 仏 の 第一線
の 研 究 者 と の 大 型回 際 共 同 研 究 ( 1認 知 ・ 記憶
の 側 頭 葉 機構」 、 昭 和 63午~ 平 成 3 年 ; 1 海 馬
体 は 記憶 に ど う 作 動 す る か」 、 平 成 4 年~ 平 成
8 年) や 富 山 で の 3 回 の 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
( 1認知 ・ 記憶 の 脳 内 機構: ニ ュ ー ロ ン か ら 行動
ま でj 、 平 成 3 年 1 0)] ; 1 知 覚 . �己↑怠 ・ 情 動 の
脳 内 機 構: 神 経 科 学 の 最 前 線」 、 平 成 7 年 7
H ;  1 大脳 辺縁 系 と 連合皮質系: 基礎 、 臨 床 お
よ び計 算 論」 、 平 成 11{f10月 ) の 主 催 な ど を 通
し て研究の 国 際化 を 推進 し て き た 。
生 化 学
[生化学講座 の研究者] 現生化学講座 は 、 富
山 医科薬科大学 開 設 と 共 に 岡 本宏、 野瀬清 (昭
和大学教授) 、 伊藤信行 (現京都大学教授) 、 山
本博 (現金沢大学教授) ら に よ り 開 講 さ れた 第
一 生化学講座が前 身 で あ り 、 平成16年の大学院
組織改革 に よ り 第三生化学講座 の独立専攻系編
成 を 機 に改称 さ れ た 。 30年 を 経過 し て 、 ス タ ッ
フ は 、 昭和 60年 6 月 に 教授 と し て 着任 し た 平賀
紘 一 と 助教授加藤一郎、 川 口博、 高津久美の両
助手の 4 人で あ る 。 こ の 問 、 助 教授 と し て 活躍
し た 山 本雅之、 日 比野康英 は そ れぞれ、 筑波大
学 と 城西大学で教授 と し て研究 ・ 教育 と 大学の
管理の 要職 に あ る 。
富 山 医科薬科大学の 開設時期 は 、 生化学の 領
域の研究法 の 歴 史 的 な 革新 の 時期 に 当 た っ て い
た 。 つ ま り 、 Berg らに よ る DNA ク ロ ー ニ ン
グ ベ ク タ ー の 開 発、 Maniatis ら に よ る フ ァ ー
ジベ ク タ ー を{吏 っ た ゲ ノ ム DNA ラ イ ブ ラ リ ー
の作成、 Temin ら が発見 し た 逆転写酵素 な ど、
現在 の DNA テ ク ノ ロ ジ ー の 基礎技術 と 材料が
開発 さ れ た 時期 で あ っ た 。 伊藤 ら の Vasoactive
Intestinal Polypetide cDNA の ク ロ ー ニ ン グ も
第 - 生化学か ら こ の 時期 に 発表 さ れ た 。
新規研究法 の 導入 に よ る こ の 時期 の研究の特
徴 は 、 人 の 遺伝的疾患 の研究が堰 を 切 っ た か の
ご と く急 速 に 進 ん だ点 に あ っ た 。 グ リ シ ン 開 裂
反応 の研究 と 共 に 育 っ た平賀 の着任 と 共 に 開始
さ れ た 、 ヒ ト の 非 ケ ト ー シ ス 型 高 グ リ シ ン 血症
の 原 因 遺伝子の構造決定 も 、 こ の 時期 の研究の
特徴そ の も の を 反映 し て い た 。 回顧 的 に は 、 山
本 雅 之、 呉繁男 (東 北 大 助 教 授) 、 久 米 晃 啓
( 自 治 医科大学助 教授) は、 ま だ 市販 さ れ て い
な カ、 っ たλ gt1 1 を{吏 い ヒ ト目干 cDNA ラ イ ブ ラ
リ ー を 作成 し 、 並行 し て作 っ た 抗体 を 使 い グ リ
シ ン 脱炭 酸酵素 cDNA を は じ め と す る 3 種 の
グ リ シ ン 関 裂系 構 成 酵 素 cDNA を ク ロ ー ン 化
し た 。 今 風 に 言 え ば、 新 規 タ ン パ ク 質 cDNA
の ク ロ ー ン 化 で あ っ た 。 こ れ ら の cDNA を 使
い 、 第二外科学 の大学院生だ、 っ た榊 原 年宏が、
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こ れ も 自 家製 の ヒ ト ゲ ノ ム DNA ラ イ ブ ラ リ ー
か ら ク ロ ー ン 化 し た 遺伝子 の 正常構造 と 比較 し
て 、 研究開始後 5 年弱 で 、 こ の疾患の 原 因 遺伝
子 の 世界 に 先駆 け た 同 定例に な っ た グ リ シ ン 脱
炭 酸酵素遺伝子 の 5' 領域の 欠失変異構造 を 決
定で き た こ と は 、 当 時 の 平均的遺伝子研究進展
速度 と 比べれ ば格段 に 早 い研究展 開 で あ っ た 。
こ の 欠失変異領域 に 相 当 す る 本遺伝子 の転写調
節領域の研究 は 岡 本宗司 か ら 始 ま り 、 川 口博 ら
が三 カ 所の遠 隔領域の相互作用 に よ る 調節 を 明
ら か に し た 。
本疾患 の 原 因 究明への平賀 ら の も う 一 つ の 貢
献 は 、 配合族 リ ポ酸 を 持 た な い異常 H ー タ ン パ
ク の 同 定だ、 っ た 。 こ の患者が示 し た 神 経変性の
機構 は 、 加藤一郎が H タ ン パ ク 遺伝子破壊 マ
ウ ス を 作 成 し 、 新 し い 方法 を 導入 し て研究 し て
い る 。 ま た 、 こ の研究 と の 関 連で、 高 津 と 加藤
は異常 ニ ュ ー ロ セ ル ピ ン封 入体形成 に よ る 中枢
神経障害機構解析 の モ デ ル マ ウ ス を 開拓 し た 。
一方、 伊藤博之、 森ヶ 崎進、 古谷田裕久 ら は
四塩化炭 素投与 ラ ッ ト 肝の急 性障害期 に 出現す
る は ずの肝の生存 因子の初期の探索 を 行 っ た 。
山崎一麿 が ガ レ ク チ ン - 3 の 肝細胞で の 誘導 を
解 明 し 、 李 芳 は 、 ガ レ ク チ ン - 3 遺伝子の転写
調 節 因 子 の 同 定 と そ の誘導機構研究へ道 を 開 い
た 。 レ ク チ ン の 誘導 と い う 珍 し い現象 と そ の 肝
細胞障害修復 に お け る 役割の解明 と い う 新規研
究課題の研究が継続 さ れて い る 。
こ の 問 、 高 道恵 利子 は事務業務 を 処理 し 、 研
究 を 補佐 し た 。
[教育] 医学科学生 を 対 象 と した 「生化学」
を 故藤 岡 基二教授 と 担 当 し た 。 時代 の 変化 を 反
映す る 学生の気質 と カ リ キ ュ ラ ム の 変遷 を眺 め
る と 、 基礎医学教育 に お け る 生化学 ・ 分子 生物
学の教育法の再考の必要性 を 痛感す る 。
[科学研 究 費 補 助 金 の 取得]奨励研究、 4 件 ;
萌 芽 研 究、 1 件 ; 一 般 研 究 (C ) 、 6 件 ; 基 盤
研究 (C) 、 1 件 ; 基盤研究 (B) 2 件 ; 特 定研
究、 1 件。 ま た 、 加 藤 は21世紀 C OE の 研 究 分
担者 と し て役割 を 果 た し て い る 。
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再 生 医 学
( 1 )沿革
当 教宅 の 前 身 は 昭和 52年 4 月 に 産声 を 上 げた
解剖 学 2 で あ る 。 初代かっ 唯一 人 の 解剖 学 2 の
教授 で あ る 高 屋 憲 一 教授 (現、 富 山 医科薬科大
学 名誉 教 授) を 中 心 と し て 、 木 村 通 夫 助 教 授
(現、 関 両銀灸 大学教授) 、 藤 岡!享 子助 子 (現、
近畿 大 学 医 学 部助 教 授) 、 宮 田 堅 司 助 手 (現、
束洋 ソ ー夕、 ) で ス タ ー ト し た 。 昭和59{f に 古 田
淑 子 助 子 (現、 助 教授) 、 昭 和 60年 に 川 真 田 聖 会
助教授 (現、 広 島 大学教授) が着任 し た 。 、|λ 成
8 年 4 月 に 岡 音11素典が助手 と し て 着{壬 し 、 平成
1 3年 4 月浮 田 石勝が、 平成 1 7年 6 月戸 田 丈持 が
助 手 と し て 赴任 し た 。 教� の 事 務 と制 究 の補助
は 飯野 る み子事務官、 安川|湯 子技官、 石黒努事
務官、 j青;k 由 美 子事務官、 竹腰貢美 f事務官、
水谷洋子事務補佐官 と 続 き 、 現千E占 市恵 美子事
務補佐官が担 当 し て い る 。
( 2 ) 研 究 の 変遷
平 成 7 年 6 月 に 長年 の 懸案 で あ っ た二 次 イ オ
ン 質 量 分析装置 (SIMS: secondar y ion mass 
spectr ometer ) が生物へ応 用 す る H 的 で はfl本
で 初 め てう 研究常 に 設置 さ れ た 。 こ れま で分析
が不可能 と さ れ て い た 生体 内幹 元素 、 微量元 素
の 分析 に 熱 しゅl 線が送 ら れ た 。 興味 を 持つ 多 く
の研究室 (皮膚科学、 外科学 2 、 政射 線|天学、
内 科学 3 、 放射 線iL 礎 医学、 眼科学、 歯科 LI腔
外科学) の教官、 大学院生 を 交 え 早 速 、 連 日 連
夜 、 SIMS 稼 働 の 講 宵 が 行 わ れ た 。 SIMS は 一
朝 ムタ に 取 り抜 え る 機械 で は な く 、 そ の 道 の り
は 長 く 険 し い も の で あ っ た が、 高 屋 が 開 発 し た
新鮮凍結乾燥超 薄 切 片 j去 を 基礎 に 微量元素 の 組
織 内 分布 の イ メ ージ 像 の 作 成 、 定昆: 分析 の 検討
を 行 っ た 。
大学院生 ( 、|ι 成 9 iド か ら 、l三 成1 2年 ) の何利 は
SIMS観 察 前 段 階 の 凍結切片 迅 速 固 定 ・ 染 色 方
法 を 開 発 し 、 迅速 に 測 定部伎 を 決定 し 測 定す る
こ と を 可 能 と し 、 そ れ を 元 に |天学博L: の 学校 を
取得 し た 。
岡 部 は SIMS の 立 ち 上 げ運営 に 尽)J し 、 白 ら
は可ji鉛 の，*- 体 内 分布 、 定法 を 勝臓 ラ ンゲ、 ルハ ン
ス 島 を 用 い 検討 し た 。 、lξ 成 1 51f に は 丈部科学 省
海外研 究 員 と し て Pr of. Mathi聞 の 元 で研鐙 を
深 め た 。
吉 田 は 平 成 1 6年 か ら 17年大阪 医科大学 と 共 同
で脳腫場 の 治療効果 向 上 に 関 与 す る仰j 素製剤 の
脳 内 分布 を 測 定 し て い る 。 平 成 1 7年 か ら 保健 医
学講座お よ び富 山県 衛生研究所 と 共 同 で 、 海洋
深層 水 の ス キ ン ケ ア 効果 を 微量 元素 の 動 向 か ら
検討 し て い る 。
他方、 古 出 は リ ン パ性組織の微細構造、 細 網
細 胞 の 形態 お よ び機能 の 検討 を 基盤 に 樹状細胞
に つ い て 研究 し た 。 平成 9 年 にj慮、 胞樹状細 胞の
権威 で あ る Pr of.Szakal の 元 に 留 学 し (文 部 科
学 省 在 外研究 員 ) 、 婦問 後 はノ ッ ク ア ウ ト マ ウ
ス を 用 い 、 サ イ トカ イ ン レ セ プ タ ー の 発現 と 樹
状細胞 の フ ィ ー ド パ y ク 機能 に つ い て 研究 を重
ね て い る 。
( 3 ) 教育
教 育 の 激動期 で あ っ た こ の 10午、 組織学、 細
胞生物学、 組織 と 各臓提 の構 成 、 機能 と 位 置 関
係 I、 II、 さ ら に は コ アカ リ キ ュ ラ ム の 系 統 別
講義 と 名称 や 対 象 学r.rム は 変 わ っ た が 牛耳 し て 組
織形態 学 の 講義、 実宵 に 従事 し た 。 基礎配 属 で
はザ: 部学作 に 試料 作 成 、 染色 な ど を 実施 さ せ、
i'l ら が合同 実践 し 結果 を 導 き11'1 せ る よ う に配 慮
し た 。 修士宇生 ( 、ド 成 1 5 年 � ) に は 人体機能形
態 学 の 講義 を 行 っ て い る 。 占 111 は 、|勺戊 12{f よ り
人 門 チ ュ ー ト リ ア ル を 担 当 し て い る。 平 成 1 1 年
か ら1 4年ま で什立 を 対 象 に リカ レ ン ト と し て 組
織形態 、 微呈 元素 に 関 す る 教育 議内 を開 講 し た 。
平 成 ] 4年 に f ど も夢 基 金主舵 で 開 講 し た 「 ミ ク
ロ の 世界への い ざ な い 」 が '1 1 、 高 校 生 の 興 味 を
ひ い た こ と は 大変 う れ し い こ と で あ る 。
(;[ ) 新 た な 旅 \J� ち
平 成 1 7 年 4 ) J 、 解剖学 2 は 信州 大学 よ りて 階
堂敏雄 教授 を 迎 え 、再 生 医学 と 講贈 名 も 改 め新
た な ス タ ー ト を 切 っ た 。再 生 医 療 の 材 料 と し て
有望 な 羊膜の研究 を 元 に ( 1 )  stem cell の 同
定 ( 2 ) 癌 stem cell の!日I 定 ( 3 )  tissue engi­
neermg を 3 本 の 柱 と し 、 地域 に 根 ざ し た再 生
医 学 の 拠点 と な る よ う ス タ ップ A 同希望 に 胸膨
らま せ日 々 精進 し て い る 。
病 理 学 ( 1 ) 
日 本で は 、 戦 前 と戦 後 の 短い期 間 に は殆 どの
病理学者 は ド イ ツ に 留学 し 、 ド イ ツ 病理学 を 規
範 と し て き ま し た 。 昭和30年代後半か ら 日 本の
病理学者の 多 く が ア メ リ カ に 留学す る よ う に な
り 、 病理組織診断学の重要性が認識 さ れ る よ う
に な り ま し た 。 そ の 頃か ら 、 病理学 は病理組織
診断学 と 病理解剖 学 を 研究 の主 体 と す る 人体病
理学 と 生化学 と 分子生物学 を 病理学 の 側 面 か ら
研究す る 実験病理学 と に 分かれ る 傾 向 に な っ て
き ま し た 。 病理学会が 人体病理学 の グ ル ー プ と
実験病理学 の グ ル ー プ と に 分裂す る 危機があ っ
た 時期 で も あ り ま す。 平成10年 頃 よ り 、 全国 各
医科大学 ・ 医学部 に 2 講座 あ る 病理学教室 の 1
つ を 人体病理学 を 専 門 に 、 他の 1 つ を 実験病理
学 を 専 門 に す る と の 方針が全国 各医科大学 ・ 医
学部 に浸透 し 、 そ の 方針 に 従 っ て 教授選考が行
わ れ る よ う に な り ま し た 。
平成11年 8 月 に 人体病理学専 門 の 教授 と し て
高野康雄が本学 に 赴任 し ま し た 。 1 か 月 遅れで
病理学(2) に 笹原正清教授が実験病理学専 門 の 教
授 と し て 赴任 さ れ ま し た 。 小生 と は 言 わ ば同期
の桜で、 そ の 時 よ り互 い に 協力 し な が ら 良好 な
関係 を 保 ち な がら 現在 に 至 っ て い ま す。 赴任 当
時 は 、 教授 1 、 助教授 1 、 助手 2 、 大学院生 1 、
技官 2 、 非常勤職員 1 の 陣容で し た 。 現在 は 、
教授 1 、 助教授 1 、 助手 3 ( 1 人 はモ ン ト リ オ
ー ル の MacGil 大 学 医 学 部 病 理 学 教 室 に 留 学
中) 、 COE研究員 1 、 大学院生 7 (留学生 2 人、
臨 床 医 4 人、 病 理 1 人) 、 研 究 生 2 、 技 官 2 、
非常勤職員 2 の 陣容です。 小 生 は 腫蕩病理組織
診断学 を 研鐙 し て お り 、 消化管 と 造血器腫蕩 を
専 門 に し て い ま す。 研究課題 は 、 発癌機構 と 癌
の浸潤 ・ 転移 を メ イ ン テ ー マ と し て お り 、 現在
は、 1 )  ] C  virus の癌原 ウ イ ル ス と し て の役割
の+食言す 、 2 )  galectin - 3 ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス
に お け る ニ コ チ ン 代謝産物N NK の 発癌作用 の
検討、 3 ) 網 膜活性 プ ロモ ー タ ー . SV40T 抗
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原 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク マ ウ ス に お け る 癌 の浸
潤 ・ 転移の解明、 を 研究 し て い ま す。 常 山幸一
助教授 は 肝臓の病理組織診断学 を 専 門 に し て お
り 、 non-alcoholic steato-hepatitis (NASH) の
発生機序 を 研究 し て い ま す。 村井嘉寛助手 (学
内講師) は石綿 と カ ド ミ ウ ム汚 染 の疫学的、 病
理学的研究 を し て お り 、 石綿 の研究で は 業績 を
挙 げて い ま す。 ま た 、 胃 癌 に お け る p53変異 と
Epstein-Barr virus 感染 と の 関係 を 分子病理学
的 に 検討 し 、 着実 に 成 果 を挙 げて い ま す。 高橋
博之 助 手 は 大学 院卒業 2 年 目 で あ り 、 ま だ 人体
病理学の研鐙 の 途上ですが、 筆頭著者の 英文論
文 を 2 報持 っ て お り 、 平成 18年 の 10 月 に 林伸一
助 手 と 交代で MacGil 大学医学部病理学教室 に
留学予定です。 病理専 門 の 大学 院 4 年 の 野本一
博 は 外科医 10年選手で病理 に 転 向 し た 変 わ り 種
ですが (小生 も 内科医 を 6 年 し て い ま し た が) 、
良 く 勉強 し ま す。 立派 な 病理医 に な る こ と は 間
違い あ り ま せ ん 。 将 来 は 乳腺病理専 門 医 に な る
予定です。 留学生 は エ ジ プ ト か ら 1 人、 中国 か
ら 1 人来 て お り 、 そ れぞれが真撃 に 仕事 を し て
お り 、 本国 に 帰国 後、 当 該国 の病理学会 で指導
的 な 立場 に な る こ と が期待 さ れ ま す。 臨床か ら
は 、 第 三 内科 2 人、 和 漢診療学 1 人、 歯科 口 腔
外科 1 人ですが、 そ れぞれが朝早 く か ら 夜遅 く
ま で勉学に励 ん で い ま す。 技官で は 、 熊 田 時正、
八 田 秀樹が 出 色 で 、 免疫組織化学 で気 を は い て
い ま す。 2 人で免疫組織化学 に 関 す る 欧文論文
を 仕 上 げ、 科学研究費 も 何 回 か 受 領 し て い ま
す 。 現在 は 、 超 音 波 に よ る 免 疫組織化学 の 増
感法 を 基礎放射線が講座 と 共 同 し て 開発 し て い
ま す 。 技術補佐員 の安吉佳奈 子 は 分子生物学の
技術 に 秀 で て お り 、 秘 書の井上 ゆ か り は笑顔 を
絶や さ ず し っ か り と 講座 を 支 えて く れて い ま す。
当 該講座 は 医薬大出 身者が多 く 、 医薬大色 (今
後 は 富大色) の 強 い 講座です。 こ れ ら の 名 前 を
挙 げた 内 の 中 か ら 富大 ・ 医 、 北陸 と 日 本 の 人体
病理学 を 背負 っ て く れ る 人材が輩 出 す る こ と が
期待 さ れ ま す。
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病 理 学 ( 2 ) 
講座初代教授、 小泉寓美朝 は 、 昭和52年 か ら
平 成 1 1 年 に わ た り 、 情熱的 に 医学 教育 に 取 り 組
み 、 さ ら に 、 人体病理学 を 中 心 と し 、 そ こ で帰
納 さ れ た 概念 を 動物実験な ど に よ り 実証す る と
い う 講 座 の 基本姿勢 を 確立 し た 。 教宅 員 と と も
に 、 教育 ・ 基礎研究 ・ 診断学 に 根 ざ し た 基礎病
理学講座 の 縫 を 築 き 、 多 く の 医学者 を 育 成 し 、
医 学 の 発展 に 大 き く真 献 し た 。 千 成 1 1 年 の 定年
退官後 に 名手=? 教授 と な り 現在 に 至 る 。
小 泉 は 平 成 7 年 か ら 若 木邦彦助教授 と 体制 を
作 っ た c お も な 研究 は 、 病 巣 感 染 の 免疫病理学
的研究、 穆原病 に お け る 血管 炎 の 病図 的解析、
慢性 関 節 リ ウ マ チ 滑膜 炎 の 病理学的検討 な ら び
に 学 内 ・ 外の他講昨今 と の 共 同 研究 に 集約 さ れ る 。
平 成 8 年 に は 日 本血管研究会 を ι ち仁 げ、 そ の
成果 は 平 成 1 6年難治性血管炎 の 診療 マ ニ ュ ア ル
と し て 調査研究班 に よ りま と め ら れ た 。 研究の
集大成 の 宇 部 と し て 、 平 成 9 {f に H 本歯科保存
学 会特 別 講演 に て 、 病巣 感染の病理 を 発表 し た 。
ネl 会 貢 献 で は 、 平 成 7 年 に は]I CA の 計両 に
よ る サ ン パ ウ ロ州 、kカ ン ピ ー ナ ス 大学 に お け る
技術指 導 の た め の 人材 を 派遣 し た 。 公主健康被
害 調 査 ・ 子 防 に 取 り組 み 、 IriJ 年 に は 環 境庁 長
官 ・ {Î)I:道子大臣 よ り 感謝状 を 授与 さ れ た 。 平
成 10年 よ りカ ド ミ ウ ム の 健康へ の 影響 に 関 す る
研究班員 と し て 活動し たに
平 成 1 1 年 9 月 に篠原IFì古 が第J 代教授 と し て
着任 し 、 若 木助教授 と 体制 を 組 み 、 新 し い 講座
と し て 出 発 し た 。 現在、 干îì幸伸助教授 ( 平 成 1 6
年 よ り ) 、 尾 矢 剛志 学 内 講 師 ( 平 成 1 3年 よ り ) 、
七 井 陽 f 助 手 ( 平 成 14年 よ り ) 、 倉 茂i羊」 教 務
職 員 、 松 島貴 子技官 の 体制 に て 、 )+� 礎病理字講
座 の 業務 を 遂行 し て い る 。
学 部 教 育 は 、 病 理 学 総 論 ・ 各 論 を 通 年 で 授
業 ・ 実習 を 行 っ て 来 た が、 近 年 は 、 病理学総論
の み が病理学講義 と し て 残 り 、 各論部分 は 、 臓
器 別 講義 に 組 み 込ま れ た 。 疾 病 の 病態発午、 形
態 学 を 主 と す る 疾患 の観 察 な ど を 主 に 講義 ・ 実
習 を 展 開 し て い る 。 学 生委 員 会 、 教 務委 員 会
( 平 成 1 5 年 、 委 員 長 ) 、 予 算委 員 会 (平成 14年委
員 長 ) 等 を 通 じ た 教育活動 も 行 っ て い る 。 大学
院修士課程 に お け る 病理学講義 と 、 医学系研究
科認知 ・ 情動脳科学独 立専攻科 の 協 力 講座 と し
て 、 博士課程 の 講義 も 行 っ て い る 。
人体病理学 の 活動 は 、 附 属 病 院 の 病 理解剖業
務 を 行 い 、 学部学性、 研修|え そ の 他 の 医 師 を
対 象 と し CPC を 行 っ て い る 。 随 時 、 医 師 会 等
の 要 請 に よ る CPC も あ る 。 少 数 な が ら 近 隣 の
病 院か ら の妥 求 に こ た え る 病理解剖 も あ る 。 外
科病理診断 は 、 附 属 病 院 の 病理部お よ び他 院 か
ら の 材 料 に つ き こ れ を 行 っ て い る 。 地域 の 交検
会 や 病 理 学 会 の 参加 や 学 内 で、 の 検討 会 に よ り 診
断 の 精 度管理 と 修練 に 努 め て い る 。
お も な 研究 は 、 '1:'相互 神 経 に お け る 転写 因 子研
究 、 血小板 由 米増殖 因 子 を 主 と す る 増殖悶子 の
生体 に お け る 役割 の 解析 に つ い て で あ る 。一 部、
日 本公衆衛生協 会 に て 公害病 の研究 も 行 っ て い
る 。 疾 病 の 発 生す る 基礎 と な る lf.命現象 の 解 明
と 病態生理の別解、 さ ら に は 、 疾病 の 治療 や 予
防 を H 指 し な が ら 、 独 自 のf反日見 に 基づ く独 創 的
な 研究 を 行 っ て い る 。 他 グ ル ー プ と の 共 同研 究
も 進 め て お り 、 平 成 1 6 年 か ら 、 科学 技術振興機
構 の 戦 略 的 創 造ilJI 究 推 進 事 業 (CREST) に も
参 加 し て い る 。 平 成 1 1 年 以 米 、 大 森 義 明 ( 1 2
年 ) 、 足欠剛志 ( 1 4年 ) 、 YI NG-LUA N ZHA O  
( 1 5 年 ) 、 壬JJf:陽子 ( 1 5 年) 、 野 上京 治 ( 1 6 {f ) 、
高 之揚 ( 17 年 ) の 学位論文 を 指導 し た 。 研究交
流 の 推 進 の 為 に 、|正 成 1 1 年 に は 、 鮒 忠 r 教授 ( ス
ウ ェ ー デ ン 、 イ エ テ ボ リ 大学) を 招聴 し 、 セ ミ
ナ ー を 開 催 し た 。 !毛矢剛志 は 、|ξ 成 1 3 午 、 学部の
支援 を 受 け て 、 鮒 恵 子教授 の も と に 1 週 間 の 海
外研修 を 行 っ た 。 平成 1 7年{jjl: 陽 子 は鮒 恵子教
授 の 1'. に 海外 出 張 に よ る 研究活動 を 展 開 し た 。
社 会 貢 献 と し て 、 若木邦彦 ( 昭 和 58� 千 成 1 3
年 、 助 教授 と し て 在籍 ) が平成 12年新潟県 新発
同 病 院 、 松井 A 裕 (平成 1 3 � 1 4 年 、 助 教授 と し
て 在 籍 ) が済年 会 高 |吋 病 院 、 川 口誠 が平成14年
新潟労災病 院 、 高 川 i青が平 成 1 6 年!黒 部 市民病 院
へ、 そ れ ぞれ、 転 出 し 、 地域医療 の 中 核 を 担 う
病理 医 と し て 活躍 し て い る 。
以上、 平 成 7 � 1 7 年 の 講座 の 沿革 を 概観 し た 。
感染予防医学
1 ) 研究 ・ 教育体制、 沿革 に つ い て
・ 設置 年 月 日 1996年
細菌学 ・ 免疫学講座 と 寄生虫 部 門 (病理学講
座) の 改組 に よ り 免疫学講座が分離 さ れ、 細菌
学お よ び寄生虫 学 を 基盤 と し て 新 し い 感染症の
変貌 に も 対処で き る 教育、 研究、 臨床対応 を 行
う こ と を 理念 に 平成 8 年 に 感染予 防 医学講座が
新設 さ れ た 。
研究 で は 、 院 内 感染対策 を 中 心 に 取 り 組み、
医学部 2 年生 (後期) と 3 年生 (前期) を 対象
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に 、 「細 菌 ・ 真 菌 ・ 寄 生虫 j の 講 義 と 実 習 、 さ
ら に 医学部 4 年生 を 対象 に 「感染症」 の 講義 と
テ ュ ー ト リ ア ル を モ デ ル コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム に
沿 っ て 行 っ て い る 。
- 主要人事
教授 舟 田 久 1997年~
助教授 上村 清 1978年�2002年 (定年退
官)
安 岡 彰 2002年~





免疫学講座 は 平 成 8 年 4 月 に 細 菌 学 ・ 免疫学
講 座 の 改 組 で 開 設 さ れ た 。 旧 講座 の 細 商 学 ・ 免
疫学 (俗称 細 免 ) 講座 は 昭和 5 1 年 4 月 に 開 設 さ
れ、 当 時 の構成 員 は 、 小西教授、 山 岸 助 教授、
桜 井助 手 の 3 名 で 、 教"Ë は 旧 中 部高校仮校舎で
ス タ ー ト し た 。 2 年 後 に 現在 の 免疫学講座 の 場
所 に 落 ち 着 い た 。 小 西 は 平 成 2 年ま で 13年 間 当
講座 を Uトi し 、 癌 の 血清学的診断j去 の 確 立 、 腸
内 細 菌 の 抗腫蕩効果 、 ウ エ ル シ ュ蘭 や ユ ス リカ
を 用 い た 水質指標性 な と'(7)研究 を 行 っ た 。 こ れ
を 山 岸 (助教授) 、 鈴 木 (助子) 、 坂本 (助 子 の
ち に 講師) 、 河 合 (助 子) が 支 え た 。 山 岸 は 平
成 2 年 に 金沢大学教授 に 、 河 合 は 平 成 5 年 に 広
島大学助教授 に 就任 し た 。
平成 3 年 に 村 口 が二 代 日 教授 に 就任 し 、 平成
4 年 に 間 合 (助 手) 、 、 |ξ 成 6 年 に 岸 (助 教授)
を 迎 え 、 新 し い 体制 で研究 ・ 教育 を ス タ ー ト さ
せ た 。 主 要 な似| 究 テ ー マ は 分子 免疫学 で あ り 、
感染防御の し く み を 分子レ ベ ル で解 明 す る こ と 、
さ ら に 、 1'1 己免疫疾患や アレ ル ギ ー の 病因病態
を 分 fレ ベ ル で解 明 し 予 防 - 治療法 を 確心:す る
こ と を 研究 テ ー マ と し た 。 具体的 に は 、 ア レ ル
ゲ ン の 遺 伝 f解析、 リ ン パ 球 の 発生 ・ 分化 の 分
子レ ベ ル で の 解 明 、 T リ ン パ 球の 胸腺IJ.J の 分化
機構、 抗原受存体の遺伝 f組換 え 活性化遺伝 f
(RA G) の 転写 制御、 ク ロ マ チ ン 構 造 変 化 や エ
ピ ジ ェ ネ テ ィ ッ ク と 転写 の 関 連淳一 の研究 を 展 開
し 、 着 実 に研究成果 を1ム げて き た 。 文部科学省
科，''f:研究費 (蒸盤 B、 基盤 C) や 重 点 領 域 等 で
多 く の研究費 を 獲得 し 、 多 く の 学術論文 を 発表
し て い る 。 さ ら に 、 生理学講座 と 共 同 で 「脳 と
免 疫 の 関 連 分 fJ に つ い て の 研 究 を 開 始 し 、
種 々 の 免疫 脳 関 連 分 子 を 解析 し て き た 。 こ の
研 究 は 文 部 科 学 省 科 学 研 究 費 ( 恭 盤A : 研 究
代表小野式 年) の 研究 費 で行 わ れ、 研究成果 は
高等動物が持つ 認識、 記憶 、 情報処理 の 分子機
序 の 解 明 に 寄 与 で き る と 期待 さ れ て い る 。
ま た 、 平成 10年 に 大 阪大学か ら 松 田 が助 手 と
し て 赴任 し 、 リ ン パ球の シ グ ナ ル伝 達 の 研究 を
開 始 し た 。 主 に 、 細 胞 内 シ グ ナ ル{云 達 の ク ロ ス
ト ー ク 、 シ グ ナ ル 分子 の リ ン 酸化、 抑制 シ グナ
ル の 分子干渉 な ど の研究 を 展 開 し た 。 松 田 は 平
成 1 3 年北海道大学の 薬学部教授 に井 任 し た 。 さ
ら に 、 当 講 座 は 、 平 成 14年 よ り 文 部 科 学 省 の
「 知 的 ク ラ ス タ ー 事 業j の 「 と やま 医 薬 バ イ オ
ク ラ ス タ ー 」 の研究 テ ー マ の I つ 「免疫機能 を
活用 し た診断 ・ 治療 シ ス テ ム の 開発j を 担 当 し 、
産官学述 携研究 を 推進 し て き て い る 。 こ の研究
成果 と し て 、 世界 に 先 駆 け 「 マ イ ク ロ ウ エ ル
チ ッ プj を 開 発、 これ を 利!日 し て 、 現在、 免疫
疾 患 の 診 断 シ ス テ ム の 開 発 と 抗体医薬 の 開 発 を
行 っ て い る 。 こ れま で に B 型 肝 炎 ウ イ ル ス の
中 和 抗体 を 作 製 し て お り 、 特許 を 10件以 上 出 願
し て い る 。 現在 は イ ン フ ル エ ン ザ抗体の 作製 に
取 り 組 ん で い る 。 こ れ ら は 、 富 山 県工 業技術 セ
ン タ 一 、 日立ソ フ ト (株) 、 リ ッ チ ェ ル (株) 、
キ リ ン ビ ー ル (株) 、 ニ ッ ポ ン ジ ー ン (株) 等
と の 共 同研究で あ る 。 こ れ ら の 実績 を 基 に 、 村
口 、 岸 ら が 中心 、 に な り 、 平 成 1 7年 2 月 に 、 大学
発ベ ン チ ャ ー 「 エ ス シ ー ワ ー ル ド (株) J を 設
。: し た 。 木ベ ン チ ャ ー は 、 リ ン パ 球マ イ ク ロ ア
レ イ シ ス テ ム や 抗 原 特 異 的 B リ ン パ 球 検 出
キ ッ ト な ど を dí場 に 供給 し 、 抗体作製受託 な ど
を 行 っ て い く 予 定 で あ る 。
ウイルス
学
最近10年 間 の ウ イ ル ス 学講座の 人事異動 に 関
し て は 、 落 合宏助教授 は 、 平成 7 年 よ り 看護学
科基礎看護学教授 に 昇任 し た 。 同 4 月 に 景 山誠
二 助 教授 を 迎 え 、 HIV 感 受 性 と 多 型 に 関 す る
研究 を 行 い 、 ] ICA の海 外活動後、 15年 に 金沢
大学 院免疫制御 部 門助教授 に 転任 し た 。 13年 に
黒川 昌 彦助 手が助教授 に 昇任 し 、 16年 に九州福
祉 保健大学薬学部生化学講座教授 と し て 昇任 し
た 。 佐藤仁 志 は 6 年 に 医学部卒業後、 大学 院 で
水痘 ウ イ ル ス (VZV) の 免 疫 誘 導 機構 な ど の
研 究を 行 い 、 10年 よ り 助 手 に 就任 、 米 国 NIH
Cohen 博 士 の 下 に 留 学 し 、 VZV の 遺伝 子 機 能
と潜伏 感染 に 関 す る 研究 を 行 い 、 13年 に 帰 国 し
た 。 そ し て 17年 に 金沢医科大学小児科助 手 に 転
任 し た 。 山村淳 一 は 学生時代 か ら 教室 に 来 て 、
第一著者の論文 を 発表す る な どの研究 に 続 き 、
7 年 に 医学部卒業後大学 院 に 入学、 単純ヘ ル ペ
ス ウ イ ル ス (HSV) を 用 い た 神 経疾 患 治 療 用
ベ ク タ ー の研究 を 行 っ た 。 1 1 年 に助 手 と な り 、
HSV 研 究 の 権威 で あ る シ カ ゴ大学 Roizman 博
士の研究室 に 留 学 し 、 14年、 金沢医科大学医学
部小児科助手 と し て 帰 国 し た 。 中 国 の 国費留学
生 ・ 李 志紅 医 師 は 、 7 年 に 大 学 院 に 入 学 し 、
HSV 感 染 と 免疫誘導、 生 薬 の ウ イ ル ス 感 染 に
お ける 作用機序の研究 を 行 い 、 北京 医科大学の
研究員 と し て 帰 国 し た 。 タ イ 国 の 国費留学生 S.
Phuminamon は 1 1 年 大 学 院 に 入 学 し 、 VZV の
免疫賦活化作用 の研究 を 行 い 、 学位 を 取得 し て
タ イ 国 NIH へ帰任 し た 。 東 京慈恵 会 医 科 大 学
松尾 光馬 助手は、 12年か ら 13年 ま で助手 と し て 、
帯状癒疹患者の重症度 に 応 じ た VZV に 対 す る
免疫応答 の研究を 行 っ た 。 タ イ 国 の 国費留学生
S.Anchalee は 12年 大 学 院 に 入 学 し 、 1 年 後 に
病 理 学 へ 転 科 し た 。 タ イ 国 NIH よ り P.1 u­
rairatana は 国 費 留 学 生 と し て 、 1 5 年 大 学 院 に
入学 し た。 16年 に 、 鈴木美輝子助手が加 わ っ た 。
そ の他 に本 講座 の研究生、 他講座や他大学の
研究者が本講座 で研究 を 行 い 、 釣由 美奈 子、 湯
川倫 子、 井 田 充、 長谷川 と も み 、 神 山朋 子、 横
山朋 典、 上 山 浩永、 松尾 光馬 、 峰咲 幸哲 、 福 田
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淑 子、 古 田 要介、 黒崎邦和が学位 を 取得 し た 。
客 員 研 究者 と し て 、 ケ ニ ア か ら K.].Ng' ang' a，
A.] .Oloo、 F.M.O.Andayi 、 W.] .Nj oroge 、 R.M
Kibaya、 タ イ固 か ら P.Akanitapichat、 V.Lipi
pan、 K.W a tcharee、 カ ナ ダ か ら ].Brown、 ベ
ト ナ ム か ら D.T.Kim、 イ ン ド ネ シ ア か ら Magh­
dalena が研究 に 従事 し た 。 篠 島淳 子、 渡 辺 真
奈 美、 長瀬千恵 子、 高浪由美子が講座事務 を 担
当 し て き た 。 現在、 白 木公康教授、 林京子助手、
鈴木美輝子助手、 吉 田 与志博技官、 P.1 uraira tana 
と 、 技術補佐員 の奥 田智 子、 浜結香 、 高浪由 美
子、 研究生の 平本文隆が在籍 し て い る 。
最近の研究 テ ー マ と し て は 、 VZV と HSV の
病 原 性 の 解析、 抗 ウ イ ル ス 薬、 HSV を ウ イ ル
ス ベ ク タ ー と し て 、 神経疾患 の 治療モ デル の作
製、 葛根湯 と そ の 成分の作用 機序 の解 明 を 行 っ
て い る 。 VZV に 関 し て は 、 糖 蛋 白 gH に 対 す
る 中和活性 の 高 い ヒ ト 型モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 に
よ る 病態 の解析 と 水痘 と 帯状癌疹 の治療用抗体
と し て 使用 す る 検討 な ど、 水痘 の病態 の研究 を
行 っ て い る 。 HSV に 関 し て は 、 組換 え ウ イ ル
ス を 作製 し て 、 中枢神経 内 で の 外来遺伝子 の発
現の分布や発現の持続性 を 検討 し て 、 遺伝子治
療ベ ク タ ー と し て の有用性 を 示 し て き た 。 ま た 、
病態の解析 と し て 、 ウ イ ル ス の 感染部位 ト ロ ピ
ズ ム の 決定 因 子 を 検討 し て い る 。
抗 ウ イ ル ス 薬 と し て は 、 富 山化学 と 共 同 で抗
イ ン フ ル エ ンザ 薬 T - 705が タ ミ フ ル と 異 な る
作用機序 を 有 し 、 動物での ウ イ ル ス阻害活性が
強 い と い う 有用 性 も 示 し た 。 「葛根湯 の 作 用 機
序」 の研究 に つ い て は 、 イ ン フ ル エ ンザ 感染マ
ウ ス で の葛根湯作用 の標 的細胞 の 同 定、 有用化
合物 の 同定 、 そ れ ら の物質の転写作用 点の解明、
単独物 質 で の葛根湯類似作用 ま で確認で き た 。
ウ イ ル ス 学に 関連 し た社会的 な 活動 と し て は、
全 国 の 医療機 関 か ら の難治性 ウ イ ル ス 感染症の
相 談 を 受 け 、 ウ イ ル ス の 薬剤感受性検査 を 行 っ
て い る 。 ま た 、 化学療法学会 と 性感染症学会で、
「性器ヘ ル ベ ス の抑制療法 の 保 険適 用 」 を 検討
す る 委員 会の 委員 長 と し て 、 厚生労働省への要
望 を 終 え て 、 承認審査中 で あ る 。 こ の よ う な社
会的活動 も 行 っ て い る 。 ( 白 木 公康)
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薬 理 学
薬理学議席 は 昭和52{f 4 月 に 、 中 西頴央教授
の も と に 開 講 さ れ、 そ の 後平成 5 年 1 1 月 に 武 田
龍 司 教授がて 代 U L 任教授 に 就任 し 、 平 成 1 7 年
7 月 1 [11-J で 三 代 目 主任教授 と し て 服部裕一教
授が着任 し て 、 現在 に至 っ て い る 。
'1 1 西 教授が平成 4 年 8 月 に 副 学長 に 就任 し 講
座 主任 を 退か れ るま で の 沿革 は 、 本学 の 開 学十
周イf及 び三 十 周 年 記 念誌 に 詳 し い が、 こ こ で は
簡潔 にま と め て 記載 さ せ て い た だ く と 、 昭和53
年 開 設時 に 、 中 西教授 と と も に 武 田 助 教授が信
州 大学 よ り 赴任 し 、 続 け て 1 1 1 崎弘美助 子 、 西 日
慶子技官がほ則 さ れ講mそ の 形態が概ね 整 い 、 さ
ら に 11[1 和 53年 9 月 に は百瀬弥 寿徳 助 手 が加 わ っ
た こ と で 、 本格 的 研 究活動 が ス タ ー ト し た 。 さ
ら に 昭和56年 に は 宮 元玲子氏 、 櫨 彰氏 が研究生
と し て 入 同 し 、 研 究 に 従事 し た 。 当 時 の*_ な 研
究 テ ー マ は 、 「 ア ル コ ー ル お よ び ア セ ト ア ル デ
ヒ ド の 薬理作用 」 で あ り 、 fj-: 化薬 剤学 的 お よ び
電 気生理学的手法 を 用い て の解析が進め ら れ た 。
平成 5 年 1 1 月 か ら 平成 1 7年 3 JJま で、 の 武 田 教
授在任期 間 に は 、 百j頼 助 子が助教授 に 昇任 し 、
、|三成 7 {f 4 月 に 東邦大学薬学部教授 と し て 転 /1\
さ れ た 後 は 、 櫨 助 子が助 教授 に 昇進 し た 。 そ の
問 、 山 崎助 子 に 加 え て 、 平成 7 年 4 月~ 平成 1 4
年 3 JJま で は 岡 崎真理氏が、 平成14年 4 月 か ら
は 大井義明氏が助 手 を 務 め て い る 。 武同 教授の
も と で は 、 従 米 の 研究 グ ル ー プ を編 成 し 直 し 、
呼吸中 枢 回 路の 神経薬理学 を メ イ ン テ ー マ と し
た研究活動が行 わ れ た 。 具体的 に は 、 生体 に お
け る 正常呼吸 リズ ム 形成 の 神 経 メカ ニ ズ ム の 解
明 や 、 ス ラ イ ス パ ッ チ を 用 い た 呼吸 中w ニ ュ ー
ロ ン 細胞膜屯流の解析等 で あ り 、 呼吸器系 の 薬
理学 に 新 し い 光 を 当 て て き た 。
平成 1 7年 4 月 に は憧 助教授が愛知学 院大学薬
学部教授 に 栄転 し 、 6 月 に 西 日技官が退職 さ れ、
7 月 に 服 部教授が北海道大学 よ り 就任 し 、 そ の
結果 、 当 議内 はま っ た く 新 し い 体制 で研究 ・ 教
育 を 開 始す る こ と と な っ た コ 平 成 17 年 9 月 現在
で の 教烹 員 の構成 は 、 服部教授、 1 1 崎助 子 、 Å
井助手、 松井 恵 美 事務補佐 員 で あ る 。 平 成 1 8{f
2 月 に は 松 田 直 之助教授 を 北海道大学 よ り 迎 え
る予 定 に な っ て お り 、 研究宅 の 大 い な る 発展 が
期待 さ れ る 。
薬理学 と は 「薬 とlf_ 体 と の 相11: 作用 の 結 果 起
こ る 生 体 に 引 き 起 こ さ れ る 反 応 を 研 究 す る科
学」 と 定義 さ れ る が、 医学研究 の 細 分化、 先 端
化、 学際化が進 む 中 で 、 研究分野 と し て の 薬理
学のidentityが間 わ れ る よ う に な っ て き て い る 。
こ れ か ら の 薬 用学研究 は 、 解析子j去 や 解析レベ
ル を 固 定化す る こ と な く 、 従 来 の 実験薬理学、
細胞電気生理学、 形態組織学、 牛化学、 分子 生
物 学 な ど 多 様 な 研究手法 を 取 り 入 れ 、 解析レベ
ル も 、 個 体全体か ら 、 組織、 細胞、 さ ら に は 分
fレ ベ ル と 、 様 々 な 角 度 か ら 包合的 に 行 う こ と
を 当 教 室 の 基本姿 勢 と し た い 。
病 態 と は 、 生体が恒常性 を 維持す る た め の 生
埋 的 調 節 機構が障害 さ れ た状態 で あ り 、 薬 の 多
く がそ の 調 節 機構 を 修飾 し う る 点 を与 え る と 、
病態 で は 、 菜、 の作用 が多彩 に 変化 し て い た り 、
Hす に は 乱 れ た 調 節 機構が薬 に よ り 正常方IGJ に 修
正 さ れ た り す る 時 も あ る 。 そ れ ゆ え 、 薬 を 実験
子段 に 加 え た 研究方法 を 基本 と す る 薬煙 学解析
Jnt を 用 Lイ重 々 の 病態 に ア プ ロ ー チ す る と 、 隠
れ て い た 未知l の病態 メカ ニ ズ ム の 解 明 に 繋 が る
重 要 な 情報が得 ら れ 、 さ ら に は 正常生体の調節
機構 を よ り 明 ら か に す る nJ 能性 さ え あ る 。
服部 教J受 ・ 松岡 助 救援 ら は 、 以 前 よ り 「全身
性 炎症以 応症候群 と そ れ に 付 随 す る 合併症 の 遺
伝 f 治療 を 合 め た 治療戦略J を 主 た る テ ー マ と
し て研究 し て い る が、 転写 因 子 デ コ イ を 用 い た
敗血杭 性急性肺傷 害 の 遺伝 f 治療 に 関 す る 論文
は 、 平 成 1 7 年発刊 の 米 国 薬理学会雑誌í Molecu­
lar Phar macology J で 、 Per spective に お い て
推 焚 さ れ高 い将 来性があ る と絶賛 さ れ た 。 今後
当 教室 で は 、 細 胞 ・ 分子レ ベ ル か ら の ア プ ロ ー
チ に 体系 的 な 研究 を 取 り 入 れ た 病態解析薬理学
と 実験治療学 を 展 開 さ せ、 将 来 の 創 薬 の 開 発や
疾 病 の 治療戦略の発展 に 貢 献 し て い き た い と考
え て い る 。
放射線基礎医学
は じ め に
本講座 は 平成 4 年 4 月 に 医学部33番 目 の 講座
と し て 開 設 さ れ た 。 富 山 医科薬科大学 関学30周
年 で あ る が、 本講座 は ま だ14年 目 の 若 い 講座 で
あ る 。 「放射線」 の 「基礎 医 学」 を 標携 す る 本
講座 は 、 生体に対す る 放射線の リ ス ク と 便益 を
十 分 に 理解 さ せ、 学際的視野 に 立 っ て 基礎 と 臨
床の境界領域 の発展 に 貢献すべ く 教育 お よ び研
究 を 行 っ て い る 。 ま た 、 以前 よ り 本講座 の長が
放射線施設長 を 兼 ね て き た 経緯 も あ り 、 放射線
障 害 防 止 法 に 基 づ く 放射性 同 位 元 素 (RI) 等
の安全管理 に 関 わ る 教育 ・ 訓 練 に協力 し て い る 。
こ の 10年 間 、 本講座 で の 最 も 大 き な 出 来事は
教授の 交代 で あ る 。 本 田 昂 前教授の副学長就
任 に と も な い 、 平成 9 年 4 月 に 神 戸大学医学部
か ら 第 2 代 目 教授 と し て 近藤 隆が着任 し た 。
ま た 、 講座研究室 も 医薬学研究棟竣工 に 伴 い 、
放射性 同 位元素実験施設か ら 移転 し 、 研究環境
は大幅 に 改 善 さ れ た 。
研究体制の変遷と現状
教授の 交代 に と も な い 、 ス タ ッ フ も 交代 し た 。
平成 9 年 3 月 に 二谷立介助教授が済生会富 山病
院 に 転 出 し 、 平成 9 年 9 月 に 、 第一製薬創薬研
究所 よ り 田辺清司が助 手 に 採用 さ れ た 。 平成10
年12月 に 前 田 正敏教務職員 が退職 し 、 平成11年
4 月 に 神戸大学大学 院 医学研究科博士課程 を 修
了 し た趨 慶 利 が教務職員 に 、 また 、 平成12年
12月 に 退職 し た 田 辺 に 代 わ り 、 平成13年 1 月 に
若狭湾 エ ネ ル ギー研究セ ン タ ー よ り 小川 良平が
助 手 に 採用 さ れ、 そ の 後10月 に 講師 と な り 、 現
在 に 至 っ て い る 。 教授 を 加 え て 3 名 の体制 で あ
る が、国 内外 よ り 積極的 に大学院生 を 受 け入れ、
ま た 臨床各科 と の 共 同研究 も 精力 的 に 行 い 、 10
名 の博士号 取得者 を 輩 出 し た 。 現在 は 、 大学 院
生 7 名 ( 内 臨床講座所属 2 名 ) 、 COE 研究員 1
名 、 協力研究員 8 名 、 臨床講座 か ら の 共 同研究
者 2 名 を 受 け 入 れ、 積極的 に 外部 と の 交流 を 進
め て い る 。
本講座 で は 、 放射線や温熱 に よ る ア ポ ト ー シ
ス の 分子機構 お よ び薬剤 に よ る 増 感作用 に つ い
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て研究 を 進め 、 ま た 、 広義の 「放射線」 で あ り 、
診 断 に 広 く 利用 さ れて い る 超音波の 治療応用 に
つ い て の研究 を 行 っ て き た 。 前者で は 、 細胞 内
レ ド ッ ク ス 状態や生体膜 を 修飾 す る 薬剤 に よ る 、
温熱お よ び放射線誘発 ア ポ ト ー シ ス の増 強 と そ
の 分子機構 に つ い て研究 を 行 い 、 後者で は 、 超
音波 に よ る ア ポ ト ー シ ス 誘導、 遺伝子発現の変
化お よ び遺伝子導入 に つ い て研究 を 実施 し て き
た 。 今後 も 、 が ん 治 療 に 利 用 さ れ る 物理 的 因 子
と し て 放射線、 温熱、 お よ び超音波 に 注 目 し 、
細胞 死 の検討か ら 、 さ ら に 遺伝子発現制御 を 利
用 し た 治療へ の 展 開 を 図 る べ く 、 網羅的遺伝子
発現 ・ 情報伝達解析法を 利用 し研究 を 進め る 予
定 で あ る 。 ま た 、 こ れ ら の物理的 因 子 を 含め 、
重金属 や化学物 質 に よ る ス ト レ ス 応答 の 分子機
構 の 解 明 に つ い て も 展 開 を 図 り た い 。
教育体制の変遷と現状
放射線基礎医学の講義 は 、 昭和51年本学開学
以来臨床基礎教育学科 目 と し て 開 講 さ れて き た 。
そ の 後、 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 導入 に と も な い 、
初 期 過程、 DNA 損傷、 細胞 死、 生存率解析、
感受性修飾 、 腫蕩生物学等、 放射線治療 の た め
の基礎医学 に つ い て 前 半 に 、 生 体影響、 晩 期 影
響、 細胞 内情報伝達、 遺伝医学、 超音波、 電磁
波、 紫 外線、 保健物理、 安全管理等 を 後 半 に 置
き 、 幅広 い 守備範囲 に つ い て効率的 な 講義 ・ 実
習 を 行 っ て い る 。
ま た 、 本講座 は大学院医学系研究科医科学専
攻等の大学 院教育 を 担 当 し て い る が、 講義お よ
び実習 内 容 の 充実 を 図 り 、 新大学 院 で の教育 に
つ な げた い 。 ま た 、 平成 9 年 に 始め た 教 室 セ ミ
ナ ー も 150回 を 数 え 、 教 室 関 係 者 の み な ら ず、
他講座か ら の 参加者 に も恵 ま れ、 放射線、 癌 治
療、 ア ポ ト ー シ ス 等 の最新知見 に 関 す る 論文紹
介や研究紹 介 を 行 っ て い る 。
本講座 は歴 史 も 浅 く 、 小 さ な所帯で あ る が、
生命科学先端研究 セ ン タ ー や他講座 の 協 力 で 、
年 間 の 内外の 学会発表 も 50題前後 と な り 、 学会
で も そ の存在が認め ら れ る よ う に な っ て き た 。
今後 も 教室や研究施設 問 の 連携 を さ ら に 推 し 進
め 、 教育、 研究、 お よ び情報発信 を 通 し て新富
山 大学の発展 に も 微力 な が ら 貢献 し た い 。
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保 健 医 学
保健医学講座 は lIi{和55年 4 月 に 開 設 さ れ、 来
年25年 日 を 迎 え る 。 講義 は 、 llrì 和 54年 か ら 渡辺
正 男 教授 の も と で 開 始 さ れ た 。 一 年 早 く 開 設 さ
れ た 公衆衛生学講座 は労 働 衛 午 、 環境 医学、 保
健 医 学 は疫 学、 対 人 保健 を 中 心 に 講義 し 、 社 会
医学実習 と し て 2 講座 共 同 で実施 し て き た 。 研
究 と し て は 、 集 団 の 健康レ ベ ル の 診 断 (実態把
握 ) そ し て 治療 ( 対 策 ) の た め の疫学的 ア プ ロ
ー チ を 中 心 と し て 行 っ て き て い る 。í呆↑建 医学 と
い う 講陪 名 は 1 1 本 の 大学 の 医学校 ( 音|の で は 、
最 初 で あ り 、 そ の 英語名 を Community Medi島
cme と し た 。
本学 に こ の よ う な 特徴あ る 講座 が 開 設 さ れ た
の は 、 専 門 分化が余 り に も 進 み す ぎ た 医療 サ ー
ビ ス の 統f? を;:}と め 、 欧 米 で1 970年 代 に Family
medicine. Primary hcalth care. Community 
mcdicine な ど の 講 座 が次 々 に開 講 さ れ て い た
時期 に 、 本学医 学 部 の 設fλ が練 ら れ た こ と と深
く 関 係 し て い る 。 地域 に，'t 献で き る 教育 、{i]1究 、
社 会 的活動 を め ざ し ては 辺 教授 は 、 。íI任 の'ι1[ 1
県 衛生líJI 究所 に子 が け た先ÅY�S'j��' モ ニ タ リ ン グ
と ガ ンな録 に)) をiìó い だりfÌÍI fí-t二関 し て は 、 白
山県ím'tlリ| 究所がif，l[大j の光k.異 常 ス ク リ ー ニ ン
クふ の拠点 と し て 、 産 科医 お よ び小児科医 と 連携
し た 地jyx貢献 が続 い て い る。 後{í- で は 、 白山県
ガ ン〈日正 がì:要 病 院 の協 力 の も と で、林抗 さ れ て
い るコ
ま た 、 高 齢化社会 に お い て 、{i)i究雫 と し て社
会丘 献 を 進 め るべ く 、 後 に 、[1'1 が脳守'-:rjl{王3止 を
始め る 際 の モ デ ル の ひ と つ と な っ た 、 小矢部保
健所管内 で、地域 の医 療 機関 と連 携 し て 20年余 り
にわ た っ て 保 っ て き て い るコ す な わ ち 教本発足
11寺 の 助 教授 ・ ωJ千 が前{T: 地 の金沢大学時代 か ら
参両 し て き た 脳 卒 中 患者殺鈷 に も と づ く前l奈川
究の 継承で あ るノ こ の登録 制 度 は 、 全県下 に 拡
大 さ れ |玉| の モ デ ル事業 と し て の 検討 を 踏ま え た
後、 l阜 の独 自事 業 で あ る 脳 卒 中 情 報 シ ス テ ム と
し て 開 始 さ れ た 。 こ の 問 、 保健医学教室 は そ の
発足 に 大 き く 貢 献 し た c 現在 こ の 事業 は県 医 師
会 の 主 導 の も と 介護保険 と 連携 し て 、 脳 卒 1[1 忠
者 の 社 会復帰 お よ び干lûfl上 増 進 の 情 報提供 の ひ と
つ と し て 役i( っ て い る 。
さ ら に 、 長寿時代の疾病 予防 、 健康増進 を 指
向 し た 研究 を 進 め た c ま ず小児期 か ら の健康 的
な 生 活 習 慣づ く り を め ざ し て 、 平成元 年 度生ま
れ の 富 山県 ド の 小 児約 1 万 人 追跡 調 命 ( 富 山 ス
タ デ イ ) を 平成 4 年 か ら 開 始 し た 。 ま た 、 成 人
期 で は 、 厚'iず労 働 省 の 支援 の も と 「過労死 に 関
す る疫 学研究」 を 発展 さ せ 、 心 、玉県社 会的健康 に
閲 す る疫 学研究 を 職域 集[>11 で 行 っ て い る 。 こ れ
は 、 ロ ン ド ン 大学 大 学 院 の 公 衆 衛 't. ・ 疫 学 部 の
マ ー モ ッ ト 教授 が 率 い る 公 務 員 を 対 象 と し た
Wアhitehall 研究 と 連携 し 、 11 !た さ ら に は フ ィ ン
ラ ンド と の 共 同 研究 と し て 行 っ て い る c
最近 で は 、 古LlJ のl'!然 ・ 丈 化 的 資 源 を 活m し
た 健康づ く り と し て 保養医学 の似| 究 に もlj){ り 組
ん で い る 。 保安 地 は 、 地域づ く り 、 人づ くlり) 、
そ し てF白l然環境1保広札護1蔓 の 統合 に よ り 成 り 立つ{健建 康
づづ、 く り のJ拠処処}点!
会やL原県早早今 の同|際絞f健建 康パ 一 ク と 連J携先 し な がら 研究 を
f行了 つ て お り 、 平成1 7年 に は 第7 0�11 1本iR 泉気候
物fl[l医学 会 を 「健康 ・ 4ik初日出生 とj品泉 」 の テ ー
マ です:奈川 町 で 開催 し た〈
自1)1究社そ か ら は 、 JJ)(: iqi!i lìíi助 教授が本学|矢)下{'i[S干;
護学 科 の 地域 ・ 老 人石護 の 救J受 、 1[ 1 ['.元 講 師が
H:t卜tl ì去 人北F辛子 防医学協 会の健診セ ン タ 一 長、
Jí]Í，�;J IÌÍJ講 師 が新設の京 都大学 の社 会医学系大学
院の助 教J走 と し て 転H\ (J}!.tl: はLlil立 保{進 医療科
学 院) し 、 新 し い分野 を開拓 し て い るけ 教守と か
ら は こ れま で 1 1 人 の 大学院内 1:修了者 、 3 人 の
医学 修l: 修t1ií- 、 似|究生 か ら は1 2 人 の論 文 |専と
取得 者が巣、'r: っ て い る υ そ のi人j の 1 人 は内 モ ン
ゴー ル医学院 の 院長 を務 め 、 健康増 進 医学 を開
請 し 、 1 ] 1 [1 共同 研究 を す す め て い る( 似| 究生 か
ら は 松 原 (行 川県白:看護 大 学 教民 ) 、 桑守 (富
山知 期 大 学 教民) 、 金粕 (l奇玉県ir大 助 教托 )
ら が学 究 の 分野 で 活躍 し て い る c 現合: は 大学 院
博 士 課程 に 3 人 、 医 学修1: 課程 に 3 人 、 研究生
2 人 がイゼ 籍 し て い る o '1λ 成 1 8-ff 1 0 月 に は 「 第65
回 日 本公衆衛生学会」 を 「健康 な 社 会」 を テー
マ に 富 山 で 開 催す る こ と に な っ て おり 、 教室 の
2:5 年 間 の 教育研 究 ・ ネ1: 会貞 |試 を す る予 定で あ る亡
公衆衛生学
公衆衛生学講座 は 昭和53年 4 月 、 札幌医科大
学 よ り 加須屋貫 教授が着任 し 開 講 さ れ た 。 加須
屋教授 は毒性学 を 専 門 と さ れ、 着任後 は 主 と し
て環境汚 染物 質 の 毒性発現機構や予 防対策 に つ
い て の研究 を 展 開 し た 。 疫学的手法 は主 に 人体
被害 の 発生後 に 力 を 発揮す る ア プ ロ ー チ で あ る
が、 加須屋教授 は疫学的手法 の み な ら ず、 新 た
な予知 ・ 予 防 の研究方法 と し て 組織培養法 に よ
る 環境汚 染物質の毒性予測の研究 に も 着手 し た 。
地域の特性 に 基づ き 、 ニ ー ズ を汲 み 上げた研
究 に 取 り 組 む の が社会医学 ・ 公衆衛生学の使命
で あ る 。 カ ド ミ ウ ム汚 染地域が現存 し て お り 、
多 数の被爆露住民が生活 を 続 け て い る 以上、 疫
学研究 に 終わ り は な く 、 イ タ イ イ タ イ 病 ・ カ ド
ミ ウ ム 環境汚 染 に よ る 健康影響 の 問 題に積極的
に取 り 組 ん だ。 こ れ ら の研究 は 、 環境省 委託研
究事業 「重金属 等 の 健康 影響 に 関 す る 総合研
究」 と し て 、 20年以上 に わ た っ て継続 さ れ、 そ
れ ら の業績は 「環境保健 レ ポ ー ト 」 に 掲載 さ れ
る と と も に 、 多 く の 原著論文 と し て 発表 さ れて
い る 。 こ れ ら の 業績 を ま と め た 「加須屋貫 教授
退官記念 富 山 医科薬科大学 医学部公衆衛生学
教 室 イ タ イ イ タ イ 病 な ら び に カ ド ミ ウ ム 関 連
研究論文集J が、 平成 14年 5 月 に刊 行 さ れて い
る 。 環境 問 題 は 局 地 的 な 環境汚 染か ら 、 全地球
的 な 環境破壊 の 様相 で立 ち 現れて お り 、 研究室
の テ ー マ は 「環境j を キ ー ・ ワ ー ド に 、 環境 ア
レ ルギ ー ・ 花粉 症、 地球環境評価、 職域環境保
健 (産業保健) な ど多 岐 に 渡 っ た 。
加須屋教授 は平成 14年 3 月 に 退官 さ れ、 平成
15年 5 月 よ り 第 2 代教授 と し て稲寺秀邦 が着任
し今 日 に い た っ て い る 。 稲寺 は 肥満、 高脂 血症
な どの 生活習慣病 に か か わ る 細胞 生物学 ・ 分子
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生物学的研究、 環境 医学 な か で も 環境化学物 質
の 生体侵襲機構 ・ 生体影響評価 に 関 す る 研究 に
取 り 組 ん で、 き た 。 社会医学系 講座がめ ざす 「環
境医学」 研究 と は 、 内部環境 ・ 外部環境 に か か
わ ら ず主体の恒常性維持機構 に チ ャ レ ン ジ し て
く る 様 々 な 問題 を 、 疫学的手法や分子生物学的
手法 な ど を 含 む現代科学研究の あ ら ゆ る 技法 を
駆使 し 、 医学的見地 か ら 統合 ・ 解析 し 、 最終的
に 一次予防対策 に 結 びつ け る こ と を め ざ し た も
の で あ る 。 古典的 な 意味で の 環境医学分野のみ
な ら ず、 生活習 慣病 な ど も タ ー ゲ ッ ト に し た 新
し い 予 防 医学研究 を 展 開 し て い る 。
医学部卒業生 の 多 く は 臨床 医学 に 進 む の が現
状 で あ る 。 将来 どの よ う な 場 に あ っ て 医療 に 携
わ る に せ よ 、 医 師 と し て 公衆衛生の場 で対応 で
き る 思考力 をj函 養す る こ と は極めて重要であ る 。
Pu blic health mind と 幅広 い 視野 を 持 て る よ う
な 人材 を 養成 し 、 かっ国 際 的 な 視点、 が持 て る 教
育 を 指 向 し て いる 。 医療 に お け る こ れ ま で の 公
衆衛生学 的 ア プ ロ ー チ の 成 果 を vivid に 伝 え 、
社会医学 的 な 切 り 口 か ら 基礎医学 と 臨床 医 学 と
を 有機的 に 結 びつ け る教 育 を め ざ し て い る 。 コ
ア ・ カ リ キ ュ ラム で は ， I 物 理 ・ 化 学 的 因 子 に
よ る 疾患」 、 「社会 ・ 環境 と 健康j 、 「生活習慣 と
疾病」 の ユ ニ ッ ト 、 お よ び社会医学実習 を 担 当
し て い る 。 さ ら に 、 水質保全 な ど大学全体の環
境安全管理実務 に も 取 り 組 ん で い る 。
講座 の 出 身者 は 、 有津孝吉 (徳島大学社会環
境 医 学講座教授) 、 堀 口兵剛 ( 自 治 医科大学地
域医療学セ ン タ一 助 教授) 、 森河裕子 (金沢医
科大学健康増 進予 防 医 学 講 師) 、 西 条 旨 子 (金
沢医科大学健康増進予 防 医 学 講 師) 、 青 島恵 子
(萩野病 院副 院長) な ど多 く の 分 野 で 活躍 し て
い る 。
188 第 4 章 講座等 の 沿革
法 医 学
平成 7 年 か ら 現在 に 至 る 10年 間 も 引 き 続 き
滝津 久夫が講座 を 主催 し た 。
こ の 聞 に 、 従来 か ら 引 き 続 い て 行 わ れ て い た
ABO 式血液型 遺 伝 子 の 発現機序 に つ い て の 研
究が進展 し 、 そ の 全貌 が ほ ぼ究 明 さ れ た 。 そ の
成果 を 掲 載 し た 論文 は 頻繁 に 引 用 さ れ て い る 。
こ の 研 究 は 小湊慶彦講師がrjl心 と な っ て 行 わ れ
た が、 平 成 1 0年 1 0 月 か ら 教務 職 員 と し て採用 さ
れ た 畑 由 紀 f が参加 し た 。 畑教務職員 は こ れま
で知 ら れ て い た 転写 開 始点 の 上流 に も う 一 つ の
転 写 開 始 点 があ る こ と を 見 い だ し た が、 こ れが
評価 さ れ て 博士 ( 医学) の学位 を 授リ会 さ れ た 。
島 町 一郎助 手 は ABO 式血 液型遺伝子 の 上流域
に 多 型 牲 が あ り 、 そ の 多 型 形 質 が ABO 式血 液
型遺伝子 と 連鎖 し て い る こ と を 見 い だ し た 。 そ
の 後 、 島岡 助 手 は 平 成1 2年 3 月 か ら 平成 1 3 年 9
月ま で の 問 、 ド イ ツ Münster 大うよt 法 医 学 研 究
所 Br inkmann 教 授 の 下 で 海外研修 を 行 い 、 同
研 究rJr の 研 究 テ ー マ の 一 つ で あ る 民 族 の DNA
多 111 頻 度 調 査 に 参加 し た 。 平 成 1 511: 1 2 月 に小湊
講師 は助教授 と し て 群馬大学 に 転/1\ し た 。 平 成
1 6年 2 月 か ら 病理学講座 第」 か ら 松 井 一 裕助教
授が法医学議時 に配 置換 え と な り 、 法 医 学 の 実
務 に 携 わ る と と も に 、 島 出 助 子 と と も に 酸素曝
露 時 の 肺 胞 障 害 の 研究 に 着 手 し た 。 松井助教授
は 、|λ 成 1 7 年 3 月 に 辞職 し 、 済生会高Ij(jJ 病 院へ転
出 し た が、 協 力 研 究 員 と し て 引 き 続 き 島 旧 助 子
と と も に 研究 を 継続 し て い る 。 事務官 は 小 i会規
伊 fが引 き 続 き 担 当 し た 。ì竜i宰 が平 成 1 2 年 4 月
か ら 1 1 本法 医 学 会理事 に 選 出 さ れ て 現紅 に 至 る
ま で編 集委 員 長 を 担 当 し 、 ま た 平 成 1 5年 4 月 に
は H 本 法 医 学 会総 会 の 会長 に も 指名 さ れ た の で
当 講座 で は 通常 の 教 育 、 研究及 び鑑定業務 に 加
え て 膨大 な 量 の 学 会 関 係 の 仕事が加 算 さ れ る こ
と に な り 、 さ ら に 後述す る よ う に 司 法解剖 数が
噌 加 し た の で 多忙 を 械 め た 。 小i奏事 務官 はk 記
の 事情 に 伴 っ て 激培 し た 事務負 担 を 献 身 的努力
に よ っ て 乗 り 切 っ た 。
こ の 10年 間 の 科研 費 取 得状 況 は 、 基 盤 研 究
(A) 1 件、 基盤研究 (B) 1 件、 ;基 盤研究 (C)
sf午、 萌 芽 研 究 2 件、 若 子研 究 (B) 1 件、 奨励
似| 究 1什ム を い ず れ も 当 教 室 員 が代表者 と し て 取
得 し て い る 。
本学の 医学教育 も 従来 の 講義 中 心 の 教 育 か ら
本 人 が 自 主 的 に 学 ぶ 姿 勢 を 強 化 し た コ アカ リ
キ ュ ラ ム に 移 行 し た 。 こ れ に 伴 っ て 法 医学議出
は 「老化 と ヒ ト の 死」 に つ い て の 責任 を 持つこ
と に な っ た 。 「 ヒ ト の死 」 に つ い て の 様 々 な 取
り 組み は 従 来 の 法 医 学 と 変 わ ら な い が 「老化」
は 高齢化社 会 を 迎 え 、 社 会 的 要求が強 い の で 、
独立 し た 教育 テ ー マ に す るべ き で あ る と 考 え て
い る 。 法 医学実習 は 自主 的 に 学 ぶ と い う 教育方
針 に 切 り 替 え た 。 グ ル ー プ別 に そ れ ぞれ司 法解
剖 事 例 をう え 、 「事例 の 概 要j 、 「解別 所 見j 、
「死 困 の 考 察 お よ び診断」 、 「学習 のま と め 」 の
順 に 整理 し た 報告書 を 作 成 さ せ て い る 。 最 終 日
に Power Point を 肘 い て 学 宵 結果 を 発表 さ せ
て い る が、 卒後 の 事例検討 会 や 学会発表 に 役立
つ よ う に 指導 し て い る 。 学生 は 事例 に 直 而 し て
こ れま で の 講義 中 心 の 教育 で は み ら れ な い 強 い
興 味 を 抱 き 熱心 に 学脅 し て い る 。 適切 な 推 理 と
洞 察 に よ っ て 問 題 を 解 決す る 姿勢が養 わ れ、 こ
の 教 育)j 針 に 適合 し て い る と 考 え て い る 。
」 方 、 社 会情勢 は こ の 10年 間 に 高齢化、 孤 立
化が急 速 に 進行 し 、 ま た 、|λ成 1 1 年 2 月 に 広 尾病
院事件があ っ て か ら |五| 民 の 医療不信が明 大 し 、
異状死体の届 出 義務が医 師 に 対 し て 厳格 に 求 め
ら れ る よ う に な っ た 。 そ の た め に警 察 に届 け ら
れ る 異常死体の 数が急増 し 、 警 察側 も 異常死体
の 死 因 究 明 に )J を 入れ る よ う に な っ た の で 、 司
法解剖 数が倍増 す る よ う に な っ た 。 司 法解剖 は
犯罪 が疑 わ れ る 場合 に 行 わ れ る 解剖 で あ る が、
死 肉 を み る と 心臓疾患や 脳 血管障害 な ど の 突然
死が多 く 合ま れ て い る o J:(IJち 、 突 然 に 死亡 す る
た め に犯罪 が疑 わ れ る択 で あ る 。 そ こ で先 に 述
べ た 日 本法 医学会総会 で は 「突然死があ な た を
襲 う 生活習慣病 で死 な な い た め の 予 防 と 対策
」 と い うこ主 題の 市 民 公 開 講時 を 開 催 し た と こ
ろ 、 600名 を 超 え る 聴 講 者 が あ っ た 。 法 医 学 は
犯罪 解 決 に 寄 与 す る だ け で な く 、 社 会医 学 の 牟
っ と し て 市民生活 に 密長 に 関 与 し な け れ ば な ら
な い と 痛 感 し た 次 第 で あ る 。
内 科 学 ( 1 ) 
内科学第 1 講座 は 昭和51年 4 月 に 矢野三郎教
授の着任 に よ り 開 講 さ れ、 主 と し て 内分泌 ・ 代
謝、 呼吸器、 リ ウ マ チ 、 勝 原病疾患 に 関 す る 教
育、 診療、 研究 を 担 当 し て い る 。 現在、 平成 4
年 2 月 に滋賀 医科大学か ら 着任 さ れ た 小林正教
授の も と で 医 局 員 、 関 連 病 院 と も 充 実 し 、 「優
秀 な 臨床 医 の育成、 国 際性の あ る 臨床研究、 地
域医療への 貢献」 をモ ッ ト ー に 発展 し て い る 。
最近10年 間 を 振 り 返 る と 、 人事面 で は 平成 9 年、
水島豊が弘 前大学医学部老年科教授 と し て 赴任
し 、 浜崎智仁 が本学の和 漢薬研究所教授 に 昇 進
し た 。 ま た 、 平成17年 に は 笹 岡 利安が本学薬学
研究科教授 に 選 出 さ れ、 就任 し た 。 さ ら に 、 加
藤弘巳 が氷見市民病 院院長、 赤 川 直次があ さ ひ
総合病 院 の 院 長 に 就任 し た 。 両病 院 と も 本学 の
卒業生の卒後臨床研修の重要 な拠点病 院 で あ り 、
研修医教育 に 大 き く 貢献 し て い る 。 こ の 10年 間
の全国 規模の主 な 行事 と し て は 平成11年 に 「第
33 回糖尿病 学 の 進 歩」 、 平 成 1 5年 に 「第46囲 日
本糖尿病学会年次学術集会」 を主 催 し た 。 糖尿
病 学 会 年 次 学 術 集 会 は 大 変 盛 況 で 参 加 者 は
7， 000名 以上、 24会場、 招 待 外国 講 演 者 も 20名
に の ぼ り 、 県 内 の ほ と ん どの宿泊 施設 を借 り 切
る 形 と な っ た 。 教育面 で は 3 年生、 4 年生 に お
け る コ ア カ リ キ ュ ラ ム 、 チ ュ ー ト リ ア ル教育 に
つ い て は 内 分泌 ・ 代 謝 を浦風、 呼吸器 を 丸 山 、
免疫 ア レ ル ギー を 杉 山 が担 当 、 企画 し て い る 。
講義 に お い て は 第一内科独 自 に 毎 回 出席 を と り 、
講義の 評価、 感想、 意見 を 書かせ、 毎 回 教官 に
フ ィ ー ド パ ッ ク す る よ う に し て い る 。 チ ュ ー ト
リ ア ル に 関 し て は チ ュ ー タ ー の確保が問 題 と な
る が、 医 員 、 大学院生 に も 参加 を 依頼 し 、 医局
一 丸 と な っ て そ の 教育 の 充実 に努 め て い る 。 ま
た、 5 、 6 年生 の病棟臨床実 習 に お い て は佐藤、
多喜 を 中 心 に 、 学生 を 病棟の 各診療チ ー ム に 参
加 さ せ る こ と に よ り 問 題志 向 型 で 、 よ り 実践 的
な 実 習 がで き る よ う に心が け て い る 。 研究面で
の最近10年 間 の 成 果 と し て は糖尿病 ・ 内分泌 ・
代 謝 領 域 で は 、 1 ) 2 型 糖 尿 病 の 成 因 解 明 、
2 ) イ ン ス リ ン 作用 シ グ ナ ル伝達機構 の 解 明 、
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3 ) 糖尿病性血管合併症 ・ 動脈硬化 の 成 因解明
を研究課 題 と し て 取 り 組 ん で、 き た 。 1 ) で は 、
イ ン ス リ ン 受容体異常症 の解析や イ ン ス リ ン抵
抗性 の 機序 に 関 し て 、 高 田 (康) 、 春 田 、 薄 井
を軸 に 研 究 が行 わ れ、 2 ) で は 、 SHIP 2 の 作
用 を 中 心 に 、 リ ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ と イ ン ス
リ ン シ グ ナ ル伝達に 関 し て 、 笹 岡 、 石 原 を軸 に
研究が行 わ れ、 3 ) で は 、 炎症性サ イ ト カ イ ン
IL - 8 の作用 を 中 心 に糖尿病性血管合併症 の発
症機序 に 関 し て浦風 を軸 に研究が行 わ れて き た 。
こ れ ら の研究の成果に は沢、 山崎、 佐藤、 手丸、
平谷、 石木、 岩 田 、 宇 野、 高野、 野畑 、 岸 田 、
鷹 田 、 川 原 、 和 田 、 山本、 堀 、 村上、 小橋、 井
窪、 金谷、 浅水、 石塚、 福居 、 藤坂、 木林、 賀 、
Bukhari Agussalim ら 多 く の 大学 院生、 研究生
が貢献 し て い る 。 リ ウ マ チ 、 勝 原病 の 分野で は
杉 山 、 多喜 を 中 心 に 、 関節 リ ウ マ チ の 治療薬 と
し て 抗炎症性 サ イ ト カ イ ン で あ る IL - 4 に 着
目 し 、 リ ウ マ チ滑 膜細胞 に お け る ア ラ キ ド ン 酸
代謝、 破骨細胞 の誘導作用 に 対す る 効果 を 基礎
的 に検討 し て き た 。 ま た 、 免疫学教室 (村 口篤
教授) と の 共 同 研 究 で 関 節 リ ウ マチ の IL - 4 
の 遺伝子治療 に 関 す る 検討 を 行 っ て い る 。 こ の
研究の成果 は 黒 田 、 蓑 、 原 田 、 篠 田 、 モ ハ メ ド
(エ ジ プ ト 留 学生) 、 朴木 ら の 大学院生の努 力 に
負 う と こ ろ が大 き い 。 呼吸器分野で は前任の水
島 ・ 現丸 山 を 中 心 に 、 1 ) 肺癌 で は 、 肺癌細胞
と 癌抑制遺伝子変異 の 関 連 あ る い は 多 剤 耐性 と
関連す る ABC ト ラ ン ス ポ ー タ 一 発現の解析 を 、
2 ) 急性肺障害 で は 、 ア ポ ト ー シ ス 受容体 Fas
の 発現調節、 Co に よ る ア ポ ト ー シ ス の 細胞 内
分子機構 を 、 3 )哨息で は 、 ア ス ピ リ ン端息 と
LTC 4 S 遺伝子変異 と の 関連、戸2一刺激 薬 の 抗
炎症作用 の解析 を 行 っ て き た 。 こ の研究成 果 は
菓 子 井、 藤下、 林、 藤 田 、 河岸 、 荒屋、 篠 田 、
山 田 、 宮林 ら の大学院生の努 力 に 負 う と こ ろ が
大で あ る 。 大学 院卒業後外国 留 学 し た菓 子井、
藤下、 林、 薄井、 石木が帰国 し 、 教育研究 の指
導 に新 し い エ ネ ル ギー を 注入 し 、 30周 年 を 迎 え
た 今 日 ま す ま す 臨床、 教育、 研究面 と も に 充実
さ せ て い る 。
(杉 山 英二、 小林 正)
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内 科 学 ( 2 ) 
内 科学 第 三 講悔 は 昭和 52年 4 月 、 金沢大学 内
科 学 第 一 議朕助 教授杉本恒 明 が初代教授 と し て
着任 し 、 開 講 さ れ た 。 昭和58年 6 月 杉本教授が
東京大学 内 科学 第 三講座教授 に 転 出 、 同 年 1 1 月
京都大学 第 三 内科 講 師篠 山 主主成が第三代教授 と
し て 着任 し た 。 平成 4 年 1 H 篠 山 教授が京都大
学 内 科 学 第 三 講座 教授 と し て 転 出 、 同 年 1 2 月 東
京大学医学部附属 病 院 中 央検査部講師井上博が
第三代教授 と し て 着任 し た 。 助 教授 は 、 水村 泰
治 ( 昭 和 52年 4 月~ 昭 和6 1 年 3 月 ) 、 飯 出 博 行
( B円相J 6 1 年 7 月~ 平成 5 年 4 月 ) 、 高 田 正 信 ( 、l三
成 5 1f 6 月~ 千 成 14年 3 月 ) 、 麻 野 井 英 次 ( 、lε
成 14年 4 月~ 平 成 1 7年 3 月 ) 、 能 津 孝 (平 成 1 7
年 4 月 � ) が務 め て い る 。
平 成 6 年 度ま で の 人 事 は 『 開 学20周 年 記 念
誌j に 記述 し た 。 そ の 後、 平 成 10if会1 1 月 岸本千
晴助手が京都大学へ転 出 し 、 高 嶋修太郎が附属
病 院 第 二 内科助子 よ り配 置換 え と な っ た 。 平成
1 1 'rt三 2 月 三 羽 邦久 助 手が辞職 し 、 能i宰孝が第 :
内 科助 手 よ り配 置換 え 、 同 年 4 H l共 同 文宏が第
て 内 科助 手 よ り配 置換 え と な っ た 。 平 成 1 3 {f 1 2
)j 高 嶋助手が保健管瑚セ ン タ ー 講 師 に 舛任 、 平
成 1 4年 3 月 高 田 助 教授が寓 山 逓信病 院 院長 に 転
出 し た 。 同 年 4 JJ 麻野 井 講 師 が助教授 に 、 能洋
助 手が附属 病 院 ( 第 二 内 科 ) 講 師 に井 f壬 し 、 t 
野均が富 山 家庭裁判所技官 よ り 助 手 と し て 着任 、
亀 山 智樹が第二 内科助子 よ り配 置換 え と な っ た 。
平 成 1 7 年 3 月 麻野井助 教授が新湊市民病 院院長
に 転 出 し 、 同 年 4 月 能i宰講 師 が助 教授 に 、 供 田
助 子 が 附属 病 院 ( 第 二 内科) 講 師 に 昇任 し 、 、l正
井忠和 が第二 内 科助 手 よ り配 置換 え と な っ た 。
本講庵 は 開 講以 米 、 循環器、 腎 ・ 高血圧 、 神
経 内 科 の 教 育 、 研究、 診療 を 担 当 し て き た 。 昭
和60年代 は神経内科の専 門 医 が不在で あ っ た が、
平成 5 年 神 経 内 科専 門 医 ( 高 嶋 ) が第二 内 科助
手 に 着任後、 徐 々 に 神 経 内科 を 専 門 と す る 教室
員 が増 え て き た 。 神 経 内 科 の 診療 を 充実 さ せ た
い と す る 附属 病 院 の 意 向 に よ り 、 神 経 内科が診
療科 と し て 設置 さ れ、 平 成 1 7 年 6 月 1 6 日 付 け で
慶応大学神 経 内 科 講 師岡 '11 耕 太郎 が教授 と し て
着任 し 、 本講座の担 当 は 循環器 と 腎 ・ 高血圧 と
な っ た 。 神 経 内 科分離後 の 平 成 1 7 年 9 月 1 1::3 現
在 の 医 局 在籍 者 数 は 68名 で あ り 、 う ち 4 �ノ1 が米
国留 学 中 で あ る 。
研究 は 臨 床 の 現場で't じ た疑 問 を 解決す る ス
タ イ ル を 重視 し て き た 。 循環器疾患 の 診療 に は
循環年理の理解が基本 で あ る た め で あ る 。 不整
脈 グ ル ー プ (藤木講師、 水牧助 子 ) は 頻 脈性不
整 脈 お よ び 失 神 の 機 序 、 Br ugada 症 候 群 の 病
態 と 治療方針、 心房細動 と 心房 筋 リ モ デ リ ン グ
に 関 す る 研 究 を 進 め て い る 。 心 不 全 グ ル ー プ
(麻野井前助 教授) は心不全例 の 呼 吸状態 と 自
律神経機能、 睡 眠時無呼吸 と 自 律神経機能、 心
不全例 の 呼吸訓 練 に 関 す る 臨 床 お よ び実験備究
を 精力 的 に 進 め た 。 ま た厚生科研 費 の 分担研究
者 と し て 、 新 し い 除細動器の 開 発 に も 携 わ っ て
い る 。 心 筋 虚 血 グ ル ー プ ( 能津助教授、 亀 I lj 助
手 ) は 虚血 モ デ ル の心臓交感神経機能 に 関 し て
核 医 学 的 手法 を 利 用 し た 研究 を 展 開 し 、 心室 間
質 のノ ル エ ピ ネ フ リ ン 動態 な ど の 基礎 的研究 を
進 め て い る 。 ま た 神 経 内 科 グ ル ー プ ( 高 嶋保健
管理 セ ン タ ー 講 師 ) と 共 同 で心房車111勤 に 伴 う 心
!貯|年塞栓杭 の予 知 と 予 防法一 に 関 し て 、 多 施設共
同 研究 を 展 開 し 多 く の 知 見 を 得 た 。 心エ コ ー グ
ル ー プ ( 平 )1二助 手 ) は心 原性塞栓症 の 予 知l指標
を 明 ら か に す る た め 、 各種の凝血分 f マ カー ー
と 経食道心エ コ ー l立| 所見 と の 対比 を 行 っ て い る c
腎 ・ 高 血圧 グ ル ー プ (泉 野 潔 看 護学科助教授、
供 出 講 師 、 上野助 子) は 、 各種動物 モ デ ル の 腎
血行動態 と 血管構 築 の 変化、 ミ ネ ラ ル コ ル チ コ
イ ド 過剰 高 血圧 モ デ ル の 椋 的 臓 器 の 線維化 に 関
わ る 細 胞 内 情報伝達 系 、 腎 炎 モ デ ル な どの研究
を 行 っ て い る 。 こ の 10年 間 の 欧文原著論文 は 平
成 7 年2 1編 、 8 年 1 6編 、 9 年 1 5編 、 1 0年 1 1編 、
1 1 年22編 、 12年 9編 、 1 3 年 1 7編 、 14年 1 1編 、 15
{f 1 2編 、 16年22編 で あ る 。
平 成 1 6 年 4 月 か ら 大学法人化、 卒 後 臨 床研修
必修化 な ど諸制 度 が大 き く 変 革 さ れ、 3 大学統
合 お よ び開 学30周 年 を 迎 え 、 今後 の 10年 間 の 発
展 を 目 指 し 教室 の あ り Ji を 改革す る 時期 に 来 て
い る 。
内 科 学 ( 3 ) 
内科学第 3 講座 は 昭和54年 4 月 に 初代佐 々 木
博教授 の 着任 と と も に 開講、 主 に 消化器疾患 と
血液疾患の教育、 研究、 診療 を 担 当 し て き た 。
平成元年 9 月 に 第 2 代 日 と し て 岡 山 大学 よ り 渡
辺 明 治教授 を お 迎 え し 、 従来の 教室運営 を 維持
し な が ら 新 た な 考 え で教育、 研究 に 取 り 組み消
化器疾患の大 き な 基礎 を 築 い て き た 。 そ し て 平
成16年 に は 第 3 代教授 と し て 杉 山 敏郎が北海 道
大学 か ら 着任 し 、 肝疾患 の実績 に 加 え 消化管領
域、 血液領域の 充実が図 ら れて い る 。
平成 7 年以後 の 主 な 教室 人事 は 以 下 の 如 く で
あ る 。 平成 8 年 4 月 に は助教授 で あ っ た 田 中 三
千雄が当 大学看護学科教授 に 就任、 代 わ っ て 斎
藤が助教授 と な っ た 。 ま た 講師 と し て 若林が任
命 さ れ た 。 平成10年 3 月 末で佐 々 木博学長が退
官 さ れ た 。 平成14年、 斎藤が富 山 大学保健管理
セ ン タ ー 教授 に就任 さ れ、 樋 口 が助教授 に 昇格、
清水が講師 と な っ た 。 平成15年、 樋 口 助教授が
糸 魚 川 総合病 院 院長 に 栄転 し 、 高 原 が助教授、
峯村、 安村が講師 と な っ た 。 平成16年 3 月 、 渡
辺明 治教授が退官 さ れ、 平成16年 9 月 に は杉 山
敏郎が第 3 代教授 と し て 就任 し 、 新 し い 時 代 の
医学研究、 教育の流れに即 し た新 た な 第 3 内科
を 構築 中 で あ る 。 平成17年 に は 米国 か ら 帰国 し
て い た工藤 (俊) が講師 に 昇格 し た 。 平成17年
3 月 末現在の教室員 は教授、 助教授、 以下講師
2 名 、 助手 6 名 、 医員 4 名 、 大学 院生10名 、 協
力研究員 7 名 、 研究生 2 名 、 外国 人客員研究員
1 名 と な っ て お り 在籍 者 は33名 と な っ て い る 。
こ の10年 間 は 年平均 5 名 弱 の 新 入 医 局 員 と 3 名
弱 の 新大学院生 を 迎 え て き た 。 卒後初期研修制
度 の変更に伴い平成16年、 17年度の入局 者 は な
く 、 以後、 地方 医学部、 医科大学そ し て 地域 医
療 は壊 滅的打撃 を 受 け て い る が、 平成18年度の
当 科入局 者 は 5 名 で あ る 。
研究 は 渡辺教授 の 指導下 で進展 し て い た 肝不
全、 肝再生 の病態解 明 を 引 き 継 い で高 原助教授
の グ ル ー プ は 肝線維化や肝障害、 修復 に 関 す る
分子生物学的研究 を 進 め 、 さ ら に HGF や 肝幹
細胞 を 用 い た 肝再生医療 に取 り 組 ん で い る 。 ま
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た 峯村講師 を 中 心 に ウ イ ル ス 性肝炎発症 の 分子
免疫学的解析 を 行 っ て い る 。 さ ら に 安村講師 を
中 心 に 肝癌 、 大腸癌 の ア ポ ト ー シ ス の 解析 を
行 っ て き た 。 一方、 消化管 の 分野で は若林講師
がヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 感染 胃 粘膜の リ ン脂
質解析 を は じ め 肝臓 グ ル ー プ と の 共 同研究 を 推
進 し て き た 。 ま た加藤助手 を 中 心 に 悪性 リ ン パ
腫予後 因 子 の 解析、 末梢血幹細胞 移植 と 自 家骨
髄移植 に 取 り 組 ん で、 き た 。 平成16年か ら は新 た
に 着任 し た杉 山 の指導下、 消化管研究 は 分子生
物学 を 応 用 し た 世界へ挑戦 で き る 最新 の テ ー マ
に 変貌 し 、 肝疾患 も 将来の疾病構造 の 変化 を 見
据 え た テ ー マ に 変化 し つ つ あ る 。 消化管 で はヘ
リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 遺伝子解析 に 基づ く 胃 癌
予 防 、 i貴傷性大腸炎の 原 因細菌 と 治療標 的 の 同
定、 ク ロ ー ン 病 の新規治療標 的分子、 消化管 間
質腫蕩 の遺伝子解析 と 薬剤 耐性克服、 消化器癌
の新規分子標 的治療、 肝疾患 で は 肝再生遺伝子
治療研究 な どが進め ら れて い る 。 こ れ ら の研究
に お け る 文部科学省研究費や厚生労働省研究費
の 受 け 入 れ は こ の 10年 間 で45件 に 上 る 。
教育面 で は 学部教育 の コ ア カ リ キ ュ ラ ム 導入
に 伴 い シ ラ パ ス を 全面改訂 し 、 チ ュ ー ト リ ア ル
教育 も 積極 的 に推進 し て い る 。 ク リ ニ カ ル ク ラ
ー ク シ ッ プ の 内 容 も 充実 し 、 研修医、 学生 も 十
分 な 知識、 技量 の 習 得 は も ち ろ ん の こ と 、 医 師
と し て 望 ま れ る 人 間性溢れ る 医学教育 を 実践 し
て い る 。 JICA プ ロ ジ ェ ク ト と し て 平 成 2 年 か
ら ブ ラ ジ ル ・ カ ン ピ ー ナ ス 大学消化器病診断 ・
研究セ ン タ ー 設立 に 協力 し て き た が、 平成14年
に終了 す る ま で多 く の教室員 を 派遣 し 、 ま た カ
ン ビ ー ナ ス 大学か ら も 医 師 を 迎 え 入 れ た 。 こ の
活動 は平成12年度の大学外部評価 で大 い に 評価
さ れ た 。
こ れ ら 、 教育、 研究、 診療 に お け る 講座活動
の 学 内 評価が教育研究基盤校費の傾斜配分 を 前
提 に 平成14年度か ら 始 ま っ た が、 当 講座 は 平成
14年度、 平成15年度 と も に 学 内 で最 も 高 い 評価
を い た だ い て お り 、 教室員 一 向 、 誇 り に 思 う と
と も に 、 日 々 一層 の努 力 を 重ね て い る 。
(文責 : 杉 山敏郎、 高 原照美)
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皮 膚 科 学
諸橋正 Hfi 名 誉教授 を 含 め 4 名 で 、 昭 和 54年 に
皮!育科講座が開 講 さ れ た 。 以 降 、 諸橋名 誉教授
が平 成 1 7 年 3 月 迄 IriJ 講座 の 運営 を 統括 し 、 同 年
10 月 か ら は 2 代 日 教授 に 清水忠道先 生が赴任 予
定 で あ る 。 講座 開 設後、 !罷 代 の 助 教授、 講 師 や
多 く の 医 局 員 が運営 に 携 わ り 、 数多 く の 関 連病
院赴任 や 開 業 等 で 医療技術克進 や 地域医療 に 貢
献 し て き た c 機器設備 で走査型や透過型電顕等、
外米部 門 で種 々 の UVA 照射 機器、 最 近 は Nar
r ow band UVB を 設置 し た 。 昭和63年 に 手術
台 を 電動 リ モ コ ン に し て外来干術が充実化 さ れ、
数年: flíj ア レ キ サ ン ド ラ イ ト レ ー ザ ー や ル ビ ー レ
ー ザ ー を 購 入 、 色 素性病変や 血管腕竿 に 成果 を
あ げ て い る 。 更 に 、 CO， レ ー ザ ー や デ ル モ ス コ
ピ ー 等 も 導 入 し て い る 。
当 講座 は 数多 く の研究 に 取 り 組み 、 最 近 で は
( 1  )皮膚疾患 に 対 す る 和 漢薬 の 干j.，手的評価 に 関 す
る 研究、 ( 2 ) ア ト ピ ー 性皮膚 炎 に 関 す る 形態'芋 ・
生理学的研究、 ( 3 1各皮屑疾患 に 伴 う 咋 み の 芯起
と 治療 薬 の 止庫機序 、 (� )W槍の病態 の 解 明 、 1 5 ) 
角 化 に 関 与す る 新蛋 (1 質 の 役 割 、 ( ( 川嫌気性 菌 感
染 に 関 す る 研究、 ( 7 )角 質細 胞 間 脂 質 に 対す る 各
薬剤 の 影 響 や 脱毛症 と 治療 薬 の 開 発等 を 展 開 し
て き た 。 研究成果 は外国誌 に 数多 く 掲 載 さ れ て
い る 。 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 和 漢 薬 治 療 研 究 は
COE プ ロ グ ラ ム に 採択 さ れ 、 厚 労 省 、ド 成 1 3年
度 や 同 14� 1 6年 度 に ア ト ピ ー 性皮膚 炎の既存治
療 や 布 用 な 治療法等の研究 を 担 当 し た 。 学会活
動 も積極 的 で 、 昭和6 1 作会 に 第37 凶 日 本皮膚科学
会 中 部支部学術大会、 平成 6 年 に 第2 1 回 [] 本屯
顕皮膚生物学会 や 第 1 9 1wl 日 本接触皮膚 炎守:会、
|ロj 8 年 、 第 4 回 毛 髪科学研究学 会、 同 9 年 、 第
2 1 回 日 本吾粧 品科学会、 Iri) 10年、 第 1 5 11J1 和 漢 医
薬学会、 1 ri] l 6年 に は 第341111 日 本皮膚 ア レ ル ギー
学 会 を 主催 し 、 多 く の 参加 者 に よ り積極 的 な 討
論や 意 見交換が行 わ れ た 。
学生 に 対 す る 講義 で は 、 皮 膚 へ の 広 い 基礎知
識の ト今 に 、 疾患の 原 閃 、 病 態 や 皮膚疾忠 の独特
な 診 断治療法 に 関 す る 知 識、 重 要 な 皮膚 疾 患 の
提示 と 深 い 理解 に 量点 を お い て い る 。 チ ュ ー ト
リ ア ル 教 育 で は皮膚疾患 の 洞 察)J や 判 断能 力 候
成 に 努め て い る 。 病棟実習 で は 指 導 医 と 共 に 入
院患者 を 担 当 し 、 蓄積 し た 知 識 を 応 用 し 診 断 と
治療方針 の 決定等 を 、 外来実習 で診断か ら 治療
迄 の 過 程 と 患者への接 し )j等 を 習 得 し て い る 。
更 に レ ー ザ ー 外米や 脱毛外米等特殊外来 を 見学
し 、 最新の 治療技術 を 学 ん で、 い る 。 院生 に 対 し
ア レ ル ギ ー 学概論、 ア レ ル ギ ー 性 炎 症学 及 び臨
床免疫病態学特論等 を 担 当 し て い る 。
当 講隔 で は 、 計78 1叫 に 及 ぶ富 1 1 1 皮庸 病 態 治療
研究会 の 開 催 に 協 力 し 、 会 員 同 L の 治療 方 法 の
供 覧 や 、 情報交換 ・ 治療技術 のIrlJ 卜会等 に つ と め
た 。 ま た 、 富 山県 皮膚 科 医 会 に も 多 数の 医 局 員
が参加 し 、 症例供覧、 会 員 相 正 の 親陸、 治療研
究 や 社 会 保 険 の 動 的j 等 の 報 告 や 討論 を 行 っ て い
る 。 1 1 月 の 皮 腐 の 日 に は 、 一般人 を 対 象 に 身 近
な 皮膚 病 の 講座 を 行 っ て い る 。 保健所活動 に お
い て も 、 医 局 員 に よ る 講演 会 ・ 啓蒙活動や皮膚
病患者 に 対 す る 丁年 な 個 別 活動 を 行 っ て い る 。
|玉l 際交流で は 多 く の 外 国 人講 師 を 迎 え て 特 別 講
義等 を 行 っ た 。 ま た 、 多 く の 同 際学会 ( 米 国研
究皮膚科学会、 日 独合 同 皮 膚 科 学 会 及 び 国 際研
究 皮 !育 科 学 会 等 ) で演題 を 発表 し 、 |玉l 際交流 を
活発に 行 っ て い る 。 海外官 学 も 盛 ん で 、 米 l玉i や 欧
州 の研究施設 に 医 局 員 を 派遣 し研究成果 を あ げ
て い る 。
診療 部 門 で は 、 開 院後増 員 に よ り 現在約 8 �
10名 の 診療体制 を 組 ん で し 、 る 。 午 前 外 来 は 3 診
制 を 維持 し 、 午後の特殊外来 と あ わ せ て 年 間 2
万 人程 度 の 受診者 に 対応 し て い る 。 特 に 皮膚 付
属 器疾患、 ア ト ピ ー 性皮膚 炎 、 脱毛症 な ど に 力
を 注 い で き た 。 専 門 外来 と し て 脱毛症、 位宿、
ア ト ピ ー 性皮膚 炎 、 ' パ ッ チ テ ス ト 等 を 設 置 し て
き た 。 皮 膚 外科分野 で は メ ラノ ー マ 等 各腫蕩 の
治療 を 行 い 、 ま た 、 白 斑や肢臭症等 の 治療 も 行
い 、 平 成 1 0 年 か ら は重点分野の レ ー ザ ー 外来 を
開 設 し 、 血管腕、 同 平 母斑、 太 田母斑 及 び異所
性蒙古斑等 の 治療 に あ た っ て い る 。 薬疹、 腰 原
病 、 先 天性疾患等全 身 の 多臓器 と 悶述 し た疾患
で は 、 他科 と 協調 し 診療 に あ た っ て い る 。 平 日
午後 は外米生検 と し て 皮膚腫蕩等の外科 的 切 除
や 難治性皮 膚 疾 患 の 生検 を 行 っ て い る 。
小 児 科 学
当 教室 は 、 岡 田 敏夫前教授 を 中 心 に 開 設 さ れ
た 。 開 設 当 初 は 、 教授の専 門 で あ っ た 腎臓 に 関
す る 臨床 ・ 研究 を 中 心 に活躍の場 を 拡 げて い っ
た が、 そ の 後、 富 山 県 の小児医療への貢献 を 目
指 し 、 呼吸器 ・ ア レ ル ギー 班、 神 経班、 循環器
班、 未熟児 ・ 新生児班、 血液 ・ 悪性腫蕩班の専
門 を 編 成 し た 。 附 属 病 院 の 開 院 当 初 は 、 少 な
か っ た患者 さ ん も 、 徐 々 に 増 え 、 各専 門 グ ル ー
プ も 徐 々 に 充 実 し 、 現在 の 当 教 室 の 基盤が作 ら
れた。 平成 7 年か ら は 、 宮脇利男 教授が就任 し 、
基礎研究設備の 充実、 大学院生の増加が加速 し 、
各臨床班 に お い て 、 教授 の専 門 で あ る 免疫学の
視点か ら の研究が 中 心 に 行 わ れ る よ う に な り 、
こ の 分野 を 中 心 に 多 く の研究業績が積み重ね ら
れて い る 。 最近 で は 、 遺伝子診断 を は じ め 分子
生物学的手法 を 採 り 入 れ、 小 児 の 難病 の 克服 に
向 け た研究 を 各班が行 っ て い る 。
臨床研究面 で の 変遷
循環器班 は 、 市 田 蕗子助教授 を 中心 に ス タ ー
ト し 、 第 1 外科の協力 の下、 診療 を 進め て き た 。
平成12年 に は 、 兵庫県立 こ ど も 病 院 か ら 大嶋義
博先生が赴任 さ れ、 手術数 も 飛躍 的 に 増 え 、 成
績 は 全国 の ト ッ プ レ ベ ル と な っ た 。 現在、 北 陸
に お け る 小児循環器外科 セ ン タ ー と し て の役割
を 担 う ま で に な っ て い る 。 研究面 で は 、 左室心
筋綴密化障害や 川 崎病 に 関 す る 研究で、 内外か
ら 高 い 評価 を 受 け て い る 。
呼吸器 ア レ ル ギ ー 班 は 、 乳幼児 の気道過敏性
測定やユ ス リ カ ア レ ル ゲ ン 解析 な どで輝か し い
業績 を 残 し て き た が、 現在 で は Th 1 /Th 2 バ
ラ ン ス に つ い て の基礎研究、 ア レ ル ギ ー 疾患 の
疫学や ウ イ ル ス 感染症診断 に お け る MxA 蛋 白
の有用性 な どの 臨床研究 を 行 っ て い る 。 ま た 小
児の気管支 フ ァ イ パ ー 検査が行 え る 数少 な い 施
設 と し て小児呼吸器専 門 医の育成 に努 め て い る 。
未熟児 ・ 新生児班 は 、 富 山 県 の 周 産 期 医 療 に
貢献 し て き た が、 2001年か ら 、 周 産母子 セ ン タ
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ー と な り 、 施設 も 拡充 さ れ た 。 現在、 二谷武講
師 ら を 中 心 に 、 富 山 県の 周 産 期 医療 の 中心的役
割 を 果 た し て い る 。 研究面 で は 、 腸管免疫 の発
達 に 与 え る 母乳 の 影響 に 関 す る 研究 を は じ め 、
感染免疫 の 視点 に 立 っ た研究 を し て い る 。
血液 ・ 腫蕩班 で は 、 数年前か ら 末梢血幹細胞
移植や骨髄移植 な どの再生医療 に 取 り 組 ん で き
た が、 近年無菌室 も 完備 し 、 最近 で は 、 他科か
ら の 患者 も 含め小児の悪性腫蕩 の化学療法 に つ
い て 中心的役割 を 演 じ て い る 。 研究面 で は 、 X
linked agammaglobulinemia な ど の 先 天性 免
疫不全症 の フ ロ ー サ イ ト メ ト リ ー に よ る 簡易 診
断法の 開 発 を 行 い 、 遺伝子診断 を 併用 し て 全国
の患者発見 に 取 り 組 ん で き た 。 ま た 、 先天性免
疫不全症 の 遺伝子診断 に つ い て 東 ア ジ ア を 中 心
に国 際共同研究 も 展 開 し て い る 。 平成14年 か ら
は 、 宮脇教授が厚生労働省 の 「原発性免疫不全
症候群 に 関 す る 調査 ・ 研究」 の主 任研究者 に 就
任 し 、 事務局 と し て 尽力 し て い る 。
神経班 は 、 精神 運動発達 の診断、 て ん か ん診
療 を 中 心 に 活動 し て き た O 北 陸 で は 、 小児 を 対
象 と す る て ん か ん専 門認定施設 は 当 院の み で あ
り 、 診療活動 に 加 え 教育 に お い て も 期待 さ れて
い る 。 こ れ ま で は 、 脳波、 誘発電位 な どの生理
学的側面か ら の研究 を 行 い 一 定 の 評価 を 受 け て
き た が、 現在 は 、 神 経免疫学的側 面 か ら の研究
を 中 心 に 行 っ て い る 。
地域医療への貢献
全国 的 に 、 特 に 富 山 県 に お い て 、 小児科 医 の
不足が叫 ば れ る 中 、 教室員 の増加 に 呼応 し て 、
こ の 10年 間 、 富 山 県 内 の 公立病院の小児科医派
遣の要請 に 逐次対応 し て き た 。 現在 も 明 日 の小
児 医療 を 支 え る 若手 を 育 成すべ く 、 県 立 中 央病
院、 厚生連高 岡 病 院、 黒 部市民病 院 な どの富 山
県 の 中核病 院 を は じ め 、 多 く の 病 院 に 、 優 秀 な
中 堅 医 師 を 派遣 し て い る と こ ろ で あ る 。
開 学30周 年 に あ た り 、 諸先輩方 の ご努 力 に敬
意 を 表す る と と も に 今 ま で ご支援 ・ ご指導い た
だ い た 関係各位 に 深 謝 申 し 上 げ ま す。
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精神神経医学
( 1 ) 教 室 の II 標
当 教室 は そ の 目 標 と し て 、 地域医療で活躍す
る 人材 の 育 成 と 精 神 医 学 の 重要疾患 に 対す る 総
合的 な研究の推進 を 掲 げて い る 。 地域 の 病 院 か
ら の 医 師 派遣 の 要請 に も で き る だ け 応 え る よ う
に し て い る 。
こ の よ う な 教宅 の 方針 も あ っ て 、 現在の常勤
教室 員 の 数 は そ れ ほ ど多 く な い 。 し か し 、 教室
員 の 努力 に よ り 、 当 教 本 の 研究活動 は 国 際水準
に あ る と い っ て も よ い と 思 う 。 そ れ を 端 的 に 示
す 例 と し て は 、 当 教宅 の 論文 の図 が、 2005{f の
Br ain の 表紙 を 飾 っ た こ と な どがうち げ ら れ る 。
( 2 ) 研究活動
教 本 の Ìê 妥 テ ー マ と し て 統 fT 失 調 症 の 臨 床
的 ・ 基礎的研 究 に 焦 点 を 当 て て い る 。 以 下 に 研
究 グ ル ー プ と Ì'. な 課題 を 述べ る 。
引臨床画像 次元Iii主主C:!t rl鳥 画像 を 用 い た 統合
失 調 症 悶 障 古 の 脳 の 形態学的変化 と 形態幽像診
断j去 の 開発、 ア ル ツハ イ マ 一 的 の 脳 |由H象解析。
①臨床神経'tfl�:事 象 |対述 電位 と LORETA 解
析 を 用 い た 第 2 世代抗精神 病 薬 等 の 効果。
ぽl臨床薬理: 統合失古島w の認知 ・ 社 会 機 能 障 害
に 対す る 第 2 世代抗精 神 病 薬 等 の 効 果 。
引眼球運動: 統合失r\fli]抗闘忠J干の探索 的 眼球運
動。
位l遺{ムー f解析 : 統合失調症忠 �. の 遺伝 f解析。
今後 の 課題 と し て 画像変化 を 指標 に し た 遺伝 子
解析。
⑨神 経生理 (基礎): 統 合 火 調 症 モ デ ル ラ ッ ト
の pr epulse inhibition と 社会的相 li.行動の 変化。
精 神 薬 理 (基縫い 当 教 室 で 開 党 し た 内 暁皮
質傷古一 ラ ッ ト に つ い て の 検討 。 P. Seeman 教授
か ら 共 同研究 の 申 し 込み に よ り 、 ド ー パ ミ ン 受
容 体 の 変 化 が 測 定 で き た こ と は 大 き な 成 果 で
あ っ た 。 NMDA 受容体J古抗薬 に よ る 動 物 モ デ
ル の 社 会 的 行動 に 対 す る パ ソ プ レ ァ シ ン 誘導体
の 効果 。 モ デ ル 動物 の 行動 と 形態 学 的 変 化 を 治
療 し 得 る 薬剤l の ス ク リ ー ニ ン グ の 開 始。
⑧児童思春期: 注意欠 陥 / 多動性障害や 児童統
合失調症 の 認知機能。 白 閉 症発達支援セ ン タ ー
へ の 参加 。
①認知神経心理学: 統合失調抗や認知症 に 対 す
る 認 知 神 経 心 理 学 的 評 価 (心埋 学 教宗 と の 共
[ riJ ) 。
教 室 員 の 数 に 比べ て グ ル ー プ数が多 い が、 こ
れ は 個 人が複数の 分野 に 所属 し て い る こ と に よ
る 。
平 成 1 7 年 度 外 部 資 金 と し て は 、 奨 学 寄 付 金
( 2 1 病 院 お よ び製 薬 会社) の ほ か 、 科学技術振
興 機構 の 戦 略 的 創 造研 究 推 進 事 業 (CREST)
の 分担 、 学術振興 会 の 科 学 研 究 費 は k� 盤 C を
4 つ 、 若 手 B が ] つ 、 厚 生 労 働 省 の 研 究 班 3
つ な どで あ る 。
( 3 ) 教育
コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム で は 、 シ ス テ ム 情動科 学
講 座 と 共 同 で 、 「 精 神 系 J 29 コ マ を 担 当 し こ
の他、 「老化 と 人 の 化j 、 お よ び 「 医 学 の 創造」
の コ ー ス で 1 コ マ ずつ 担 吋 し て い る 。 精神系 の
試験で は 、 前 の 時 間 に キ ー ワ ー ド の 1'1 習 時 間 を
も う け 、 試験 に は ぷ 本 問 題 を 出 題 し て い る 。
( ;( ) 学会等
平成 10年 5 ) J  3 0  [l に 教室 開 講20同 年記念 を 白
遊館 ( 市 山 市 ) で 開 催 し た υ 学会活動 と し て は 、
平 成 1 3年1 0 JJ に 第2 1 回 日 本精神科診断学会 を �t�
山 l寸 際 会 議場 で 開 催 し た 。 平成1 7年 に 「精神科
早期診断 ・ 早期 治療懇話会」 を 設 。: し 、 、 |λ成17
{F 8 月 に サ ン フ ォ ル テ (白 Ji I rb' ) で 第 1 回 の 懇
話 会 を 開 催 し た 。
( 5  ) 人事 (平成 7 年 以 降 )
教授:合知正佳 ( lIf同fJ 6 1 年~ 現作 )
助 教授: 常 藤 j台 、 鈴木道雄 ( 平 成1 0年 � )
講 師: 福 田 英道、 鈴木道雄、 江守 賢次、 黒 ) I [
賢 造 、 住 77 太 幹 ( 平 成 12{J'. � ) 、 川 崎 康 弘 (平
成 1 2 {r � ) 。
助 子: 谷井清之、 堤 学、 i[守 賢次、 松 Jt:三
枚、 萩野 宏文、 殿 谷康博、 黒 川 賢造、 住吉太幹、
村 町 品 彦 、 上原 降 (平成10年、 平 成 1 4 年 � ) 、
岡 部 彰 人 、 山 下委希子 、 角 田 雅 彦 ( 平 成 1 1 年
� ) 、 岩 田 卓也 ( 平 成 1 2年 � ) 、 野 原 茂 、 四
崇 、 出 尻市 嗣 、 高橋 努 (平成14年、 平成1 5
午 � ) 、 長谷川 雄介、 田 仲耕大 ( 、|ξ 成 1 6 年 � ) 。
放射線医学
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
教授瀬戸光の も と で研究、 教育、 臨床が行
わ れ て い る 。 ス タ ッ フ は 講 師 : 野村邦紀、 蔭
山 昌 成、 清水正司 、 助手 : 野口京、 神前裕一、
富津岳人、 亀 田 圭介、 川 部秀人、 医員 : 森尻
実、 大 学 院 生 (修士課程) : 安 達登志樹、 長
浜航永、 そ の他研究生 5 名 で構成 さ れて い る 。
ま た 、 放射線部 の助教授渡遺直 人お よ び助 手
小川心ー も 参加 し て い る 。
研究分野 は 臨床研究 を 重視 し て い る 。 主 な
研究 テ ー マ は 1 ) 機能お よ び形態融合画像 に
よ る 癌 の早期診断 と 治療効果 の 評価、 2 ) 小
核試験 を 用 い た リ ン パ球の 放射線組織障害の
評価、 3 ) 磁気共鳴画像法 に よ る クモ 膜下 出
血 の 早期 診断法 の 開 発、 4 ) カ テ ー テ ル 設置
法 に よ る IVR 効 率 化 の 研 究、 5 ) 外 部 照 射
の 効果 と 遺伝子 の 関係 な どがあ る 。
こ の 10年 間 に 発表 し た 論文 は 英文97編、 和
丈 8 編 で あ る o ì.度遺直人が 「放射 性 ヨ ー ド の
リ ン パ球の 放射線組織障害の研究」 で 日 本核
医学会の核 医学会賞 を 受賞 し て い る 。 ま た こ
の 間 に 送 り 出 し た 大学院生 (博士課程) は 4
名 、 修士課程 1 名 と な っ て い る 。 外部研究費
の 受 入 状況 で は 科学研究 補 助 金 (14件) 、 上
原記念生命財 団 ( 1 件) な ど を 受 け て い る 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
学部教育 の講義で は放射線の 防護 と 管理 を
踏 ま え て 、 画 像 診 断 (CT、 MR、 超 音 波 を
含 む ) 、 核 医 学、 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ナ ル ・ ラ
ジ オ ロ ジ ー お よ び放射線治療 の 4 分野 に つ い
て 講義 を 行 っ て い る 。 し か し 、 平成15年度の
カ リ キ ュ ラ ム 改訂で臓器別授業が重視 さ れ る
よ う に な り 、 こ の範騰 に 入 ら な い放射線医学、
臨床検査学、 麻酔学が一 緒 に さ れて 、 基本的
知識の 中 で の 講義 と な っ て お り 問 題があ る 。
臨床実習 で は こ れ ら の 4 分野 の 講義 を 補 う
た め 、 少人数の効果的 な 対話式講義 の 後 に 実
習 或 い は 臨床見学 を し て 、 よ り 実践 に 近 い 経
験 を し て も ら う よ う に 工夫 し て い る 。 ま た 放
射線治療 で は 患者 を 担 当 し て 、 放射線治療の
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長所 と 欠点 を 理解 さ せ る よ う に し て い る 。
大学院教育 で は 医 員 の慢性的不足 と 専 門 医
志 向 の た め博士課程の大学 院 に 入学 さ せ る こ
と が極 め て 困 難 に な っ て い る 。 修士課程 は 診
療放射線技師の社会人入学が増 え て お り 、 放
射線医 と の 共 同研究 に 役立 つ て い る 。
3 ) 沿革 に つ い て
設置 は 昭和53年 4 月 1 日 で あ り 、 初代教授
は柿下正雄 (昭和53年 4 月 ~平成 8 年 3 月 )
で あ る 。 そ の 後任 と し て 教授瀬戸光 (平成 8
年 8 月 ~現在) がヲ | き 継 い で い る 。 こ こ で は
こ れ ま で 当 講座 で活躍 し 、 転 出 し た主 要教員
に つ い て 述べ る 。 転 出 時、 講師羽 田 陸朗 ( 昭
和53年 4 月 ~ 昭和 60年 1 月 ) は 本学 附属 病 院
放射線部の助教授 を 経て 、 現在 開業、 同 講 師
石崎良夫 (昭和54年 4 月 ~ 昭和61年 5 月 ) は
現在、 南砺市民病 院放射線科部長、 同 講師二
谷立介 ( 昭和 54年10月 ~平成 4 年 12月 ) は 本
学放射線基礎医学講座の助教授 を 経て 、 現在、
済生会富 山 病 院放射線科部長、 同 講師亀井哲
也 (昭和56年 6 月 ~平成 5 年12月 ) は現在、
済生会 高 岡 病 院放射線科部長 と し て そ れぞれ
活躍 し て い る 。 ま た 、 事務官古志千樹 (昭和
53年 5 月 ~ 昭和55年 4 月 ) の 退職 に 伴 い 、 技
官 道林清美 (昭和55年 4 月 ~現在) が引 き 継
い で い る 。 そ の他、 多 く の 教員 、 医員 の皆様
に支え ら れて き たが紙面の制約があ り 割愛す る 。
装置 と し て は 平成 9 年 2 月 に 位相差顕微鏡
を 購 入 し 、 小核試験の研究 に利用 し て き た 0
4 ) そ の他
外 国 人留学生 と し て 中 国蘇州 医学院か ら 呉
翼偉先生 (平成 4 年 1 月 ~平成 9 年 3 月 ) が、
医学博士 の学位 を 取 り 帰 国。 現在、 蘇州大学
医学部核 医学科教授 と し て 活躍 さ れて い る 。
イ ン ド ネ シ ア ウ シ ュ パ ン ダ ン 大学か ら は イ
ズ ラ ス イ ク パ ル先生 (平成 6 年 6 月 ~平成
9 年 3 月 ) が診断の研究 に 従事 さ れ た 。
海 外研修 と し て は 渡遺 直 人 が 米 国 ス タ ン
フ ォ ー ド 大 学 (平 成 3 年 9 月 ~平 成 5 年 1
月 ) で核医学研究、 野 口 京 は 米 国 ペ ン シ ル ベ
ニ ア 大学 (平成14年10月 ~平成15年 3 月 ) で
磁気共鳴画像診断の研究 に 従事 し た 。
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外 科 学 ( 1 ) 
昭 和 5 1 年 山 本教授、 昭和52年 に 上 山 助 教授が
着任 さ れ 第 ム外科 の 歴 史が始ま っ た 。 本年で大
学 開 設30周 年 を 迎 え た 。 既 に 10周 年 お よ び20周
年記念誌 に も 載せ て あ る の で 、 こ こ で は 最近10
年 を 中 心 に 記載す る 。 平成 3 年 に 上 山 助 教授が
国 立金沢病 院心臓血管外科部長 ( 後 に 病 院長) 、
永井講師が富 山 赤 十 字病 院心臓外科部長、 開 講
師が石川県 立 中 央病 院心臓外科 部長で転 出 し た 。
こ の 大幅 な 人事異動 を 補 う べ く 平成 4 年 三 崎
助 教授 (平 成 6 1fム よ り 教授) を 迎 え 、 小 児心臓
は村上助 子 を 中 心 に 、 成 人心臓 は金沢大学か ら
加 わ っ た 渡 浸 助 手 ( 平 成 12 年 よ り 助 教 授) 、 パ
リ 大学か ら帰 学 し た 湖 東助 子 を 中 心 と し た チ ー
ム が 誕 生 し た 。 村 L は 小 児 の 無 輸 血 手 術、 術
中 ・ 術後管理 に お い て 優 れ た 臨床研究 を 行 っ た 。
そ の 業績が認め ら れ平成10年 に 束;京大学胸部外
科 に 移 り 、 現 在 同 科 の 助 教授 を 務 め て い る 。 波
遣 は 人工心肺 を 使用 し な い心拍動下バ イ パ ス を
多枝バ イ パ ス に 応 用 す る と と も に 、 完全鏡視下
心拍動下バ イ パ ス 術 を 開 発 し 世 界 に 発信 し た 。
こ の 業績で富 山 賞 を 受賞す る と と も に 平成 1 2 年
に金沢大学 第 1 外科教授 と し て 就任 し た 。
な お 、 村 上 の抜 け た 小児心臓 は 宇於崎助 手が
引 き 継 い だ。 平 成 1 2年 に 産 科 と 小 児科 が NI CU
を 開 設す る に お よ び新生児心臓外科 を 充実す る
必要が生 じ た た め 兵 庫 県 立 こ ど も 病 院 か ら 大嶋
講 師 を 迎 え た 。 左心低形成症候群 に対 す るノ ー
ウ ッ ト 手術 の 成 功 な ど実績 を 挙 げ北 隣 の セ ン タ
ー と し て ほ体搬送 、 重症新生児 の 外科治療 に 協
力 し た 。 平 成 1 5 {fて か ら は 助 教授 と し て 活躍 し て
き た が、 本年 4 )J か ら 兵庫県 立 こ ど も 病 院 の 心
臓外科部長 に 決定 し 転 出 し た 。 後任 と し て 4 H
か ら 同 病 院 よ り 芳村 講 師 、 村 上助 手 を 迎 え 更 な
る 充 実 を 図 り 、 そ の 結果 大 学 を 含 む 北 陸 の 主
だ っ た 全 て の小児科 よ り 子術 の 紹 介 を 受 け る よ
う に な っ た 。
一 方 、 i度透助教授 の 抜 け た 穴 は 湖 東講 師 が心
拍動下 バ イ パ ス 、 胸部大血管 を 引 き 継 ぎ現在副
科長 と し て 安定 し た 成績 を 挙 げて い る 。
ま た 、 平 成 1 3年 か ら は深原助手が ド イ ツ ボ ー
フ ム 大学心臓 セ ン タ ー よ り 4 年 間 の 術 者 の 経験
を 経 て !語 学 し 成 人心臓 グ ル ー フ。 に 加 わ り 弁形成
を 含 む 弁膜症手術、 冠動脈バ イ パ ス 、 心M細動
子術で活躍 し て い る 。ま た 開 学 以米 上 山 助 教授、
宮 川 講 師 と 引 き 献がれて き た 腹部大動脈、 末梢
血管外科 に 関 し て は 横 川 講 師 が行 っ て き た 。 平
成 1 1 年 高 岡 市 民病 院 に 胸部血管外科 を 新設 し た
い と の 要 請 が あ り 横川 講 師 が初代部長 と し て 赴
任 し た 。 そ の 後 を 山 下助手が引 き 継 ぎ 、 大動脈
療 に 対 し て は 人 工血管置換 と と も に 大血管の ス
テ ン ト 治療 に 取 り 組み低侵襲 化 に 努 め て い る 。
第 1 外科 の も う 一本の柱 で あ る 呼吸器外科 は
開 学 以 来 山 本教授、 龍村講 師 が行 っ て き た c 平
成 8 年 に 龍村 講 師 が救急部部長 に 昇任 し た 後 は
杉 山 講 師が引 き 継 ぎ グ ル ー プ の 長 と し て 活躍 し
た 。 平成10年 に 光学診療部副 部長 に 昇任 後 、 同
1 1 {干 か ら は 東 名 厚 木病 院 に 就職 し 関 東支部 と し
て 後輩 の 育 成 に 当 た っ て い る 。 そ の 後 第 1 外科
の 呼吸器 は 、 原助 手 lニ ヲ | き 継がれ、 現 在 は 土 11皮
助 手が呼吸器 均支部 門 の 副科長 と し て 活躍 し て
い る 。 中 で も 上岐が開発 し た 完全鏡視 ド肺葉切
除 は 北 日 本新聞が第一面で取 り k げ超低佼襲手
術 と し て i主 日 を 浴 び た 。
一 方沖 出 講 師 は 開学以来一貫 し て乳癌 、 l↓i状
腺 を 中 心 と し た ー般外科 の 治療 に 当 た っ て き て
い る 。 大学病 院 の 独 川 去 人化 に 伴 い 手術件数が
問 題化 さ れ て い る が、 第 1 外科 で は 子術件数の
多 さ で 問 題 は な い も の の 、 し 叶、 に 効率 的 に 子術
J易が運営 さ れ る かが鍵 の よ う で あ る 。 研究 テ ー
マ と し て は①心臓手術後不整脈の発生機序解明
と 治療 、 ②{、衣面周波数分析 に よ る 心房細動機
序 の 解 明 、 ③胸 部心臓 血 管 の 低位襲術式 の 開 発、
④低侵襲千術が肺癌'iIt例術後の予 後 向 上 に 寄与
す る か 分 f生物学的検討 を 行 っ て い る 。
全 l玉l 的 な 学会活動 と し て 、F成14年 5 月 に 第 1 7
同 日 本心臓ペ ー シ ン グ ・ 電 気生理学会 を 行 っ た 。
こ こ で 海外 よ り シカ ゴ小児病 院心臓外科 マ ブ ロ
ー デ ィ ス 教授 を は じ め 1 1 名 の 海外か ら の 招 待 講
演 者 を 交 え 最 新 の 不 整 脈 の 治 療 に つ き 討 論 を
行 っ た 。 今後心臓 血管外科 ウ イ ン タ ー セ ミ ナ 一 、
関 西 胸 部外科学 会 を 予 定 し て い る 。
( J崎 拓郎)
外 科 学 ( 2 ) 
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ
平成 9 年 は 藤巻前教授が退官 さ れ、 2 代 目
と し て 塚 田 教授が着任 し 消 化器外科の 中 で 医
局 の 重 心 が 消 化 管外科 か ら 肝 胆 勝外科へ と
移 っ た 。
研究テ ー マ で は前教授時代 か ら の 食道癌細
胞 培養、 BRM を 用 い た 大腸癌発生予 防、 肝
転移予 防 の 基礎的研究、 ハ イ パ ー サ ー ミ ア に
よ る 癌 治 療研究、 人 工虹 門 や 食 道 癌 術 後 の
QOL を 考慮 し た 機 能 的 外科 の研究、 癌 遺 伝
子発現、 癌 タ ー ゲ ッ ト 治療 に 加 え 、 1 . 肝胆
勝悪性腫蕩 の診断学お よ び治療学、 2 . 消化
器悪性腫蕩 の 診断学お よ び治療学、 3 . 門 脈
圧克進症の病態生理 と 治療、 4 . 接着分子 を
介 し た癌 の転移 メ カ ニ ズ ム 、 5 . 肝虚血再濯
流障害 と 肝細胞 ア ポ ト ー シ ス 、 6 . 直腸癌 に
お け る 人工虹 門 回 避手術、 7 . 異種肝移植の
基礎的研究、 8. 外科感染症 の 制 御 に 関 す る 研
究、 な どが行 わ れ、 大学 院 院生 を 中 心 に 学 内
外 を 含 め た 関係施設での リ サ ー チ を 行 っ て い
る 。
- 主 な研究業績
H 7 年 ま で の 20年 間 で の 課程博士18名、 論
文博士13名 に 加 え 、 H 8 年 以 降 の 10年 で 、 課
程博士、 論文博士 を 含 め て お名 が誕生 し て い
る 。
- 科学研究費補助金等 の 受 け 入 れ状況、 学会
活動等
日 本外科学会、 日 本消化器外科学会、 日 本消
化器内視鏡学会、 日 本消化器病学会、 日 本肝
胆勝外科学会、 日 本移植学会、 日 本肝臓学会、
日 本癌 治療学会、 日 本腹部救急 医学会、 日 本
大腸旺 門病学会 な ど多数の評議員 、 指導医 ・
専 門 医 を 生 み 出 し て い る 。
一最近10年の 主催学会、 研究会 な ど
平 成 12年 第245 回 北 陸外科学会、 平 成13年 第
四 回 日 本消化器病学会北 陸支部例会、 平成14
年 第253 回 北 陸外科学会、 第32 回 日 本小 児 外
科学会北 陸地方会、 平成15年第81 回 日 本消化
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器内視鏡学会北 陸地方会、 第30 回 日 本棒切研
究 会、 平 成17年第13回 日 本消化器内視鏡学会
北陸セ ミ ナ一 、 乳腺 と 栄養研究会 ( 久 司 道 夫
特 別 講演会) 、 平成18年市民公開講座 : 乳癌 、
医療 と 食の フ ォ ー ラ ム 等 を 開催 し て き た 。 研
究活動 は急性血管性拒絶反応 に お け る 異種抗
体の血管 内皮細胞 に 及 ぽす作用 の 分子生物学
的解析、 イ ン ス リ ン の 肝 内 ク リ ア ラ ン ス お よ
び肝 内脂 質代 謝 に 対す る シ グ ナ ル に 関 す る 検
討、 勝癌再発予 防 を 目 的 と し た新 し い 遺伝子
治療法 の 開発、 慢性肝障 害 に 対す る 免疫療法
と 、 牌臓切 除 に 関 す る 基礎的研究 な どが行 わ
れて い る 。 科学研究費補助 金 は 過去 5 年 間 で
6 件取得 し て い る 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
- 講義、 実習体制 と 内容 な ど
H14 ま で は 消 化器外科学 を 中 心 に 、 4 年次
に 外科総論、 各論 を 、 5 � 6 年次 に 臨床講義
を 行 っ て き た が、 H15年 度 よ り 問 題 解 決 型
チ ュ ー ト リ ア ル教育の導入 を 図 り 、 統合型 コ
ア カ リ に 改革、 関係各科 と 連携 し て 消化器疾
患及び内分泌 ・ 栄養 ・ 代謝 ・ 乳房 、 成 長 と 発
達ユ ニ ッ ト お よ び、 基本的診療技能 の主要 な
部 分 を 担 当 し て い る 。 OSCE、 CBT を 経 て
5 - 6 年次 は ベ ッ ド サ イ ド に て 病棟主治 医 チ
ー ム 研修医 と 行動 を と も に し 成 果 を挙 げて い
る 。
3 ) 沿革 に つ い て
- 設置 年 月 日
昭和51年 4 月 に 故伊藤助教授の着任
昭和52年 4 月 に 故藤巻教授の着任
H 元年外科学 l 講座 と 合 同 で 開 院10周 年記念
講演会 を 開催
H 6 年 第44 回 日 本消化器外科学会 を 主催
H 7 田 淳助 教授が看護学科教授 に 昇任
H 9 年10月 塚 田 教授 の 着任
- 主要人事 (教官、 事務官 の任免)
教 授 (藤 巻 S52、 塚 田 H 9 ) 、 助 教 授 (伊 藤
S51 、 田 i幸 S61 、 坂本 H 7 - 1 1 、 山 岸 H17)
講 師 ( 田 淳 S52、 斎 藤 寿 S54、 唐 木 S59、 阿
部 要 S61 、 山 下 S62、 坂 本 H 7 、 新 井 H 7 、
竹森H 9 、 田 内H12、 霜 田H13、 庚J I ! H13、 i青
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水 H B 、 斎 藤 光 H14、 阿 部 秀 H14、 南 村 II
1 5 、 坂東 日 1 6 、 LLI 岸 H1 6 、 長 同 日 1 7 )
H 1 2ijô よ り 千 葉 大 第 1 外科 (宮崎勝教民) と
相互交流、 肝移植実施 に 備 え 京都 大学移植外
科 ( 田 中 紘 一教授) へ 出 張 開 始 し た c H 1 6年
よ り 始 ま っ た研修|矢 制 度 に よ り 、 全 国 的 な 大
学 医 局 の構造改革 も 進 行 し て い る な か で 、 当
科 に お い て も 特色 の あ る 同 修 カ リ キ ュ ラ ム を
打 ち 出 し て 地域長療 に 貞 献で き る 外科 医 を 育
成 し て い る 。
関 連病 院 は 前期 、 中 期 、 後期研修施設 の グ
ル ー フマ!J に ま と め て 県 内 の 公 的病 院 を 合 め 、
関 東地域、 伝 川 、 新潟、 |岐阜 、 長 野 な ど 多 岐
に i度 っ て し 冶 る
4 ) そ の 他
・ 行事、 親睦会、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 凶 想 、
エ ピ ソ ー ド な ど
第 J 外科集談 会 は 関 連 施 設 の 若 子外科医 を
中 心 に 年 1 回 開 催 し 2 7 回 を 数 え 、 医 局 総会や
同 門 会懇親会 な ど と と も に 年 間 行事 と し て 行
わ れ て き た 。 同 門 会 に つ い て は 同 門 会誌が平
成 8 年 に 創 刊 さ れ現在 に 至 っ て い る r ゴ ル フ
コ ン ペ や 余沢大学 と の ア ル ペ ン ス タ ジ ア ム で
の ナ イ タ ー 野球交流 な ど、 ス ポ ー ツ も 盛 ん で
あ る わ 外科 医 局 入 局 者 は 全 国 的 に 減 少傾 向 に
あ る が、 地域医療 と 国 際 的 な 悦野 を 持 っ た 有
能 な 外科 医 の 養成 を 目 指 し て い る 。
脳神経外科学
1 . 教室内沿草、 出 来事 な ど に つ い て
人事 に つ い て は 、 初代教授高 久が1998年 に 本
学学長 に 就任 し 、 翌99年 5 月 こ れ ま で助教授 を
務め て い た 遠藤が新教授 と し て 就任 し た 。 2005
年 9 月 に は助教授平 島 が帝京大学薬学部教授 に
招聴 さ れ、 教室 を 離れて い る 。 ま た 長年 に わ た
り 講 師 ・ 医 局 長 を 務 め て き た 岡 、 西罵 ら 多 く の
メ ン バ ー が、 県 内 お よ び全国 の 関 連病 院 に 赴任
し 、 新 た な 活躍 を は じ め て い る 。 一方で、 過去
8 年 の 聞 に 20名 の新人が加 わ り 、 教室 は新た な
歴 史 を 重 ね て い る 。 現在、 教室 同 門 は 70名 を 超
え た が、 関 連病 院 に 在籍 す る 者 も 多 く 、 教室在
籍 の メ ン バ ー は 十 数名 に と ど ま る 。 日 常業務 は
多忙 を 極 め る が、 全員 協力 の体制 は 十分で、 行
事、 レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど話題はっ き な い 。 一
つ あ げ る と す れ ば、 1997年富山脳神経外科野球
チ ー ム 「越 中 ラ プチ ャ ー ズj の 甲 子 園全国 大会
出場があ る 。 楽 し い 思 い 出 と な っ て い る 。
2 . 研究体制 の 変遷 と 現状
脳神経外科学 は脳神経疾患 と 対峠す る 学 問 で
あ り 、 診療 で は外科手術 を 中 心 と す る 治療 に よ
り 、 個 人 の 生命、 神経機能 を 守 る こ と が責務で
あ る 。 近 年 の 目 覚 ま し い 医学研究 ・ 医療技術 の
進歩 と 医療環境 の 変革 の 中 、 人 間 の 本質 と も 言
え る 脳 を 主 た る 対象 と す る ゆ え に 、 求 め ら れ る
課題 は よ り 高度かつ多様な も の と な っ て い る 。
1 ) 研究実績 の概要
教室で、 行 わ れ て き た研究 は 、 最先端の脳神経
科学研究か ら 、 日 々 の 診療 に 根差 し た 臨床研究
ま で幅広 い 。 最近 10年 (1995年 4 月 �2005年 3
月 ) の発表論文総数 は444編、 内 英文論文が191
編 で あ る 。 獲 得 し た 研 究 費 は 、 科学研究 費36件、
そ の他18件、 計54件で あ る 。 20名 が学位 を 取得
し 、 8 名 が海 外長期研究 ・ 研修 を 行 っ た 。 1997
年 に は 高久が富 山新 聞 文化賞 を 受賞 し た 。
2 ) 主 た る 研究 テ ー マ
従来か ら 取 り 組ん で き た研究テ ー マ と し て は 、
1 ) 頚動脈閉 塞性病変、 硬膜動静脈療 な ど、 脳
血管病変の病態解明 と 治療法の 開発、 2 ) 脳機
能研究 (生理学講座 と の 共同研究) を 基盤 と し
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た 新 し い手術法 や 関 連機器の 開発 と 臨床応 用 、
3 ) 悪性脳腫蕩の病態解明 と 治療が柱 と な っ て
い る 。 特 に 頚動脈病変 に 関 す る 臨床研究 に つ い
て は 、 循環器病委託研究 に よ る 全国 調査研究 を
遠藤が責任者 と し て 総括 し 、 成果 を あ げて い る 。
そ の 他、国 外 を 含め 学 内外 と の 共 同研究 な ど、
複数の課題 に つ い て研究 を 進 め て き た 。 教室 メ
ン バ ー が中 心 と な り 行 っ て き た テ ー マ で主 た る
も の を 、 獲得 し た科学研究費 課題 に よ り 紹介す
る 。 「 グ ル タ ミ ン 酸神 経毒性 に お け る PAF の
役割J I 脳虚血後の神経細胞 壊 死機構J I頭蓋 内
動脈解離の 病理形態 と 発生 メ カ ニ ズ ム J I 胎 児
脳 の 発達 に 対す る 先天性水頭症 の 影響 と 胎 内 治
療 の 検討J Iマ ウ ス 発生工学 を 用 い た 先 天性水
頭症モ デ ル 動 物 の 開 発J I NF-kB を 標 的 に し た
悪性 グ リ オ ー マ 治療 の基礎的研究」 な どで あ る 0
4 ) 学会活動等
第 1 に 記すべ き 事 は 、 1995年 に 高 久が第65 回
日 本脳神 経外科学会会長 に 選 出 さ れ、 富 山 に お
い て 学会総会が開催 さ れ た こ と で あ る 。 新設医
科大学 の 主催 に よ る 脳神経外科学会総会 の 開 催
は 他 に 例 が な く 、 我 々 教室の 大 き な 財産 と 自 負
し て い る 。 ま た 最近 5 年 間 で は 、 日 本老年脳神
経外科学会、 脳神経手術手技 と 機器学会 な ど 5
つ の 全国 学会、 研究会 も主 催 し て い る 。
3 . 教育体制 の変選 と 現状
患者 さ ん に 信頼 さ れ る 医学知識、 技能 に加 え 、
倫 理観、 人 間 性 に あ ふ れた脳神経外科 医 の 育 成
が、 教室卒後教育 の 目 標 で あ る 。 そ の 中 で、 卒
後10年 以 内 の脳神経外科専 門 医 お よ び学位 の取
得 を 、 特 に 重要 な ポ イ ン ト と 考 え て い る 。 専 門
医試験は合格率が60%前後 と 極 め て 難 関 の 試験
で あ る が、 教室 メ ン バ ー は こ れ ま で全員 合格 と
い う 確 固 た る 実績 を 維持 し て い る 。 日 々 の活動
に 加 え 、 手術外科解剖 や 顕微鏡手術手技 に 関 す
る 講習 会や勉強会の定期 開催 な ど、 教室員 全員
で こ れか ら も 切瑳琢磨、努 力 を 重 ね て い き た い 。
卒前の 学生教育 に つ い て は 、 ク リ ニ カ ル ク ラ
ー ク シ ッ プ を 積極 的 に 取 り 入 れ た 臨床実習 の 実
践等、 新 し い 試み に も 取 り 組 ん で い る 。 自 分か
ら 学 び、 考 え 、 行動す る 能力 を 持 っ た 学生が、
よ り 多 く 育 っ て く れ る 事 を 願 っ て い る 。
200 第 4 章 議出等 のìiJ革
整形外科学
整形外科学講陪 は 昭和53-\f 4 月 に 辻 陽雄教授
が千葉大学 よ り 着任 し 開 講 し た 。 臨床活動 ・ 学
究活動 と し て 脊椎 脊髄疾患 を メ イ ン テ ー マ に あ
げ、 行椎外科 医 の 育 成 に 力 を 注 ぐ と と も に 、 基
本腰椎外科子術書 な ど後世 に 残 る 多 く の 文献 を
著 し た 。 平 成 7 年 か ら は 医学部長 を 歴任 し 、 全
同 医学部長病院長会議理事 に も 就任 し た 。 こ の
間 、 医 学 ・ 看護学教育 に も 尽力 し 、 教 室 の み な
ら ず大学 の 基礎 を 築 く と と も に 、 そ の 後 の 発展
を 牽 引 し た 。 第 2 ft 木村友厚教授 は 平成 ] 0年 7
月 に 大阪大学 よ り 赴任 し た 。 リ ウ マ チ 関 節疾患
の 病 態 、 な か で も 軟骨 の 変牲 と 破壊 メ カ ニ ズ ム
の 解 明 に 力 を 傾注 し 、 そ の 治療 と 軟骨 の 修 復 に
向 け た 先端研究 を 展 開 し て い る 。 大学 と 大学病
院 を 取 り 巻 く 環境が急速 に 変化 し て 対応 を 迫 ら
れ る 中 、 高 い 目 標 を 有 す る 、 考 え る 整形外科 医
の 輩 出 が 目 指 さ れ て い る 。
同 門 か ら は 千葉大学 出 身 で和 歌 山 県 立 医 大 の
玉置哲 也前教授、 東 京 交子 医 大 の 伊藤達雄教授、
加 藤 義治教授、 ま た 桐 蔭横浜大の松野博明前教
授 ほ か 多 く の 整形外科 医 を 輩 出 し 、 令 国 に 活 動
の 拠 点 を 広 げ て い る 。 同 門 会 員 は 1 1 6 名 ( 平 成
] 7年 4 月 現在) を 数 え る 。 関 連 病 院 と し て 富 山
県 内 を 中 心 に 近 隣 県 ド の 病 院 と も 連携 し 、 同 門
会 員 が地域医療 の 場 で、 も 活躍 し て い る 。 主 な 関
連病 院 ・ 高 岡 市民 病 院 、 社会保険高 岡 病 院、 糸
魚 川 総合病 院 、 富 山 労災病 院、 町 立 三 国 病 院 、
飯山赤 十字病院、 富1 1 1赤 卜宇病院、 け い な ん病院、
あ さ ひ総合病 院、 黒部市民病 院、 飛騨市民病 院、
能 美 Jtî ι病院、 高志 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 、
西 能病 院 な どコ
教本 で は 、 初代辻陽雄教授 を 小 心 に 新 し い 手
術療法 の 開 発 や 改 良 が行 わ れ て き た 。 腰椎椎 弓
切 除後 の 不安定性 を 予 防 し 、 長期 成績安定化 を
図 る た め の ト ラ ン ベ ッ ト 型椎 弓 切 除術 お よ び腰
椎脊柱管拡大術 と し て 開発 さ れ た 術式 は す で に
世 界 的 に 知 ら れ て い る 。 さ ら に 頚椎椎 弓 形成術
(en bloc cervical laminoplasty) を 開 発 し 、 本
法 は 国 内 外 で の 評価 を 得 て 今 lJ で は 頚髄症 に お
け る 一般 的 な 子術子技 と な っ て い る 。 こ れ ら の
争jìj式 に つ い て は 、 現在 も 継続 し て 調 査 が行 わ れ
て お り 、 術 後 の 増 志 因 子 あ る い は 術後 回 復余地
に 関 与 す る 困 子 が明 ら か に さ れ て き て い る 。 臨
床研究の も う 宇 つ の 柱 は 脊髄 に お け る 電気牛会理
学的研究 で あ る 。 脊髄刺 激脊髄誘発電位 の 意 義
と 解釈 に つ い て の 一連 の 研究 と 、 脊髄虚血、 冷
却l の 影響 が検討 さ れ、 そ の 結 果 は 臨床 に 還元 さ
れ た 。 現在 さ ら に 這気生理 的 / 神 経生物学 的 ア
プ ロ ー チ に よ る 神 経損傷予 防 に 関 す る 研究が行
わ れ て い る 。 ま た 、 腰椎疾患 に 関 す る 疫学 的研
究 に よ り 、 椎 間 板ヘ ル ニ ア や 椎 間 板変性 に お い
て も 遺伝的背景が存 在す る こ と が示 さ れ た 。 さ
ら に い く つ か の 遺 伝子 多 型 が椎 間 板疾患 に 関 連
し て い る こ と も 明 ら か と な り 、 特 に 腰椎椎 間板
ヘ ル ニ ア の 原 同 遺 伝 fの ひ と つ が解 明 さ れ た 。
こ の 知 見 は 、 椎 間板 に 限 ら ず、 広 く 軟骨 変性の
早 期 診 断 と 新規治療法 開 発 に 繋 が る も の と し て
大 き く 期 待 さ れ る 。
一 方 、 関節疾患診療体制 の 充実 と と も に 、 特
に リ ウ マ チ 性疾患 を 中 心 に 、 生物学的手法 を 介
し た 関 節破壊の 制 御療法 に 関 し て 研究が展 開 さ
れ て い る 。 関 節 リ ウ マ チ に 対 し て は 、 人 [ 関 節
置換術 を 含 む 関 節形成術 と 軟部組織バ ラ ン ス 、
お よ び 再 建 関 節 機 能 に 検討 を 加 え 、 ま た 四 肢関
節 子術 に 関 す る 臨床 的研究が行 わ れ て い る 。 基
礎 的 研究 と し て 、 関節破壊 の 制 御 を 目 指 し て 、
滑膜へ の 新 た な ア ポ ト ー シ ス 導入療法や血管新
生 制 御 療 法 が 開 発 さ れ た 。 ま た 関 節軟骨側 か ら
の 破壊抑制 と 修復 を U 指 し て 、 細胞移植 な どの
細胞制御療法 の研究が行 わ れ て い る 。
種 々 の研究 テ ー マ か ら 主 と し て 科学研究費補
助 金等 に よ り 行 わ れ て き た も の を 列 記す る と 、
( 1  ) 関 節 リ ウ マ チ 病態解明 の研究、 ( 2 ) 関 節破壊制
御研究、 ( 3 )骨軟部腫傷研究、 ( 4 )脊椎研究 (椎 間
板研究、 医原性腰椎疾患研究、 傍脊柱筋機能障
害病態研究、 後縦靭帝骨化症 の 発折l' お よ び病態
解 明 に 関 わ る 研究) で あ る 。 こ れ ま で取得 し た
文部科 学 省科学研究 費 はお件 、 厚生労働 省 科 学
研究費 は 351午 、 学会奨励賞 な ど は 20件、 学 内 特
別 予 算 は 1 6件 を 数 え る 。
( J l I 口 善治)
産科婦人科学
産科婦人科学教室 は 泉 陸一初代教授 (現、 名
誉教授) の 下 に 1976年 4 月 に 開 設 さ れ た 。 1979
年、 附属病 院 の 開 設以来、 第一級の 臨床家 を 育
て る と い う 目 標 を 掲 げ、 教室員 の確保 と 教育 、
関連病 院 の 充実 に 大変 な 尽力 を さ れ た 。 そ の 目
標 は 見事 に 達成 さ れ、 富 山 県 内外の 数多 く の病
院 に 当 教室 出 身 の 医 師が部長や 医長 と し て 名 を
連ね て お り 、 地域 医療 に 多 大 な 貢献 を し て い る 。
研究面 で は 、 婦 人科腫蕩学、 特 に 病 理形態学の
臨床応用 に 関 す る 研究 を 中 心 に 展 開 さ れ た 。 な
かで も ヌ ー ド マ ウ ス を 用 い た 各種婦人科癌 に 対
す る 多剤 化学療法 の 開発や悪性匪細胞 腫蕩 に 用
い ら れ る 抗癌 剤 の 卵 巣毒性 に 関 す る 研究 は 、 現
在 の 臨床 に も 大 き な 影響 を 与 え て い る 。 周 産期
分野で は 、 1987年 ヒ ト パ ル ボ ウ イ ル ス B19 の胎
児感染 に よ る 胎児水腫の発生 を 本邦 で初 め て 報
告 し 、 ヒ ト パ ル ボ ウ イ ル ス B19感染の疫学 と 胎
児障害性 に 関 す る 研究 に つ な げた 。 泉 陸一先生
は 1999年 3 月 に 退官 さ れ た が、 最終講義 「女性
と し て の QOL を 維持 し う る 婦 人科治療 を 目 指
し て j は ま さ に ラ イ フ ワ ー ク そ の も の で あ っ た 。
1999年 4 月 よ り 第 2 代 目 の 教授 と し て 斎藤滋
先生が奈 良県 立 医科大 学 よ り 赴任 さ れ た 。 「臨
床 に 貢献 し う る テ ー マ 」 をモ ッ ト ー と し て 基礎
お よ び臨床研究面が著 し く 活性化 さ れ、 産婦人
科領域 で は 本邦 で の 最 高 レ ベ ル の学会 で あ る 日
本産科婦人科学会学術集会への演題採択 も 例年
14、 5 ì寅題 を 数 え る ほ ど に な っ た 。 各学会 で の
シ ン ポ ジ ス ト も 続 々 と 輩 出 さ れ、 全 国 的 に も
ト ッ プ レ ベ ル の 仲 間 入 り を 果 た し た 。 周 産期分
野の研究 で は 、 子宮頚管 炎 に 対す る 治療 と 早産
予 防効果 に 関 す る 前 方視的研究 を は じ め と し 、
切迫早産 に お け る Tocolysis Index、 子宮頚管
中 IL - 8 と 早 産 予 後、 切 迫 早 産 治 療 に お け る
硫酸マ グ ネ シ ウ ム の有用性 と 安全性、 子宮頚管
短縮例 に対す る 頚管縫縮術の有用性、 双胎 妊娠
の新生児予後 と 妊娠管理、 妊娠 中毒症 に お け る
Th 1 /Th 2 バ ラ ン ス 、 な ど枚挙 に 暇 が な い 。
腫蕩分野 で は 進行子宮頚癌 に お け る 動注化学療
法の有用性、 子宮頚部初期病変 に お け る 縮小手
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術の 可能性、 抗癌化学療法 に よ る 免疫低下 に 対
す る M-CSF の効果、 卵 巣癌患者 を 対 象 と し た
化学療法 に お け る 有効性 と 安全性 に 関 す る 遺伝
子発現パ タ ー ン 、 Taxol を 用 い た 抗癌化学療法
に対す る 布薬甘草湯 に よ る 筋 肉 痛 の軽減、 卵 巣
明細胞 腺癌 に 対す る 治療戦 略、 T 細胞 、 NK 細
胞 欠損担癌 マ ウ ス お よ び ヒ ト 野生型 p53遺伝子
過剰発現担癌 マ ウ ス に お け る 腫蕩 の 分子生物学
的解析、 婦人科腫傷 に お け る イ ン ド ー ル ア ミ ン
2 、 3 ー ジ オ キ シ ゲ ナ ー ゼ (IDO) の 発現、 婦
人科腫蕩 の浸潤 進展 と 制 御 性 T 細胞 の 関 係、
な どが な さ れ て い る 。 生殖 内 分泌分野 で は 子 宮
内膜症合併不妊症 に対す る 腹腔鏡下手術の効果、
脱落 膜 リ ン パ 球の Th 2 ケモ カ イ ン リ セ プ タ ー
の発現 と 局 在 、 脱落 膜 リ ン パ 球の NKT 細胞 、
IL - 2 receptor y i員 ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス に お け
る 生殖性 と 妊字性 に 関 す る 研究、 着床部 に は 、
Th 2 、 Tc 2 細胞 が PGD 2 の作用 に よ り 集族す
る と い う 免疫寛容 に 関 す る 研究、 妊娠初期脱落
膜 に お け る 樹状細胞 サ ブ セ ッ ト 、 エ ス ト ロ ゲ ン
と 糖代謝 に 関 す る 研究 な どがな さ れ て い る 。 婦
人科漢方部 門 で は 文部科 学省 の21世紀 COE プ
ロ グ ラ ム と し て 「東洋 の 知 に 立脚 し た 個 の 医療
の 創 生」 に 関 し て 婦 人科 分野 で 更 年 期 障 害 と
「証」 と の 関 連 を 遺伝子 お よ び タ ン パ ク 質 レ ベ
ル で 明 ら か に し よ う と い う 臨床研究が進行 中 で
あ る 。
こ れ ら の 臨床 的 お よ び基礎的研究 は い ず れ も
臨床 に 直結 ・ 貢献 し う る テ ー マ お よ び専 門 領域
の最先端 の 知 識 ・ 技術の導入 と 充実 を 念頭 に 斎
藤教授 自 ら 指揮 ・ 指導 に あ た り 、 そ れ に教室員
が応 え た 結果の賜物で あ る 。 ま た 、 教室 に 不 十
分 な 分野 は積極的 に 本邦 の ト ッ プ ラ ン ナ ー ( 臨
床分野 で は 鹿 児 島市立病 院新生児 セ ン タ ー に お
け る 周 産期 ・ 新生児医療、 国立 が ん セ ン タ ー に
お け る 癌化学療法 ・ 癌免疫療法、 国立京都病 院
に お け る 腹腔鏡手術、 自 治 医科大学 に お け る 不
妊治療、 基礎分野 で は 東北大学生体防御学講座
免疫学分野 に お け る 免疫系細胞 の制御機構等)
の も と で研修 し た 後、 教室 に そ の最先端 の 臨床
技術や研究手法 を 還元 ・ 導入す る こ と で レ ベ ル
ア ッ プが な さ れ た 成果 と も い え る 。
202 第 4 '手 議pf等 の 沿 革
眼 科 学
昭 和 54年 4 月 1 円 、 眼科学講座が 開 設 さ れ ま
し た 。 窪 田 靖夫先坐が初代教授 と し 、 中 村 泰 久
先生が助教授 と し て 、 就任 し ま し た 。 窪 田 教授
は 網 膜 色 素 変 性 . ERG を 主 に 研 究 さ れ、 中 村
助 教授 は 眼宵疾患 を 主 に 担 当 さ れ ま し た 。 中 村
助教授が昭和 62年 1 2 月 に 辞職 さ れ た あ と 、 武 田
憲夫先生が平 成 2 1f 4 月 よ り 助 教授 に な ら れ、
網膜硝子体疾患等 の 臨床面 を 広 く 担 当 さ れ ま し
た 。 窪 出 教授 は 平成 6 年 3 月 に 退官 さ れ、 武 田
助 教授 は ミド 成 6 :\f 9 月 に 辞職 さ れ ま し た 。 窪 田
教授時代 に は 、 窪 田 叔子 、 桜 井 泉 、 栗 原 秀 行 、
山 田 祐 司 、 狩野俊哉、 石 田 俊郎 、 回 q ' 良則 、 山
本修 」 、 片 山 寿 夫 、 山 町 成 明 の 諸先生が講師 と
し て 活躍 さ れ ま し た 。
平成 6 年 1 0 月 1 日 に 、 早坂征次が 2 代 日 教授
と し て 就任 し ま し た 。 山 本修 牟先生が平成 6 年
1 1 月 か ら 平 成 8 年 1 2 月 ま で助 教授 と し て 、 ERG
や 網 膜尚子体疾患 を 主 に 研究 し ま し た 。 山 本先
生 は 東邦大学佐倉病 院 に 移 ら れ、 現在 は 千‘葉大
学眼科学講座 の 教 授 に な ら れ て い ま す 。 門 井 千
春先't は 、|三 成 1 2 {f 1 月 か ら 平成14年 3 月 ま で助
教授 と し て 、 角 膜疾忠等 を 担 当 さ れ ま し た 。 長
木康典先生 は 平 成 14年 7 月 か ら 、ド 成 1 7 1f 4 月 ま
で助教授 と し て 、 臨床而 を 広 く 相 当 し ま し た 。
早坂が教授 に な り 、 間 繁義、 沼 間 こ の み 、 福 尾
7守 史、 平 田 秀樹、 加藤剛、 門 井千春、 松本真幸 、
長本康典、 山 田 哲 也 、 柳沢秀 白日、 北 川 清 隆 、
渡辺 宇彦の諸先生が講師 と し て 活躍 さ れ ま し た 。
林 由 美 子 、 向 井悦代、 斎藤 こ ず え 、 若林直子、
柴 出 千恵 の 諸氏が視能訓練師 と し て 、 清水裕 f、
噌 田 果、 増 川 史英子、 水谷洋子、 高 橋 忠 の 諸氏
が |夫 局 秘書 と し て 活躍 さ れ ま し た 。
開 講 師 と 張助 手 ( 学 内 講 師 ) を 中 心 に 、 実験
的 ぶ ど う 膜 炎 と そ の 治療法 に つ い て 、 多 く の 論
文 を 発表 し ま し た 。 ま た 、 松本講師 と 山 田 講 師
を 中 心 に 、 遺伝性眼疾患 の 分子遺伝学 に つ い て
多 く の 論文 を 発表 し ま し た 。 こ の グ ル ー プ を 中
心 に 、 雑誌 「眼科j の 網膜変性疾患 の 総説 を 約
10年 間 に わ た り 医薬大眼科 と し て 執筆 し ま し た 。
漢庁薬お よ びそ の 成 分 の 眼疾患 に 及 ぼす研究 も
行 わ れ、 多 く の 論文 を 発表 し研究助 成 金 を 得 ま
し た 。 臨 床 的研究 も 行 い 、 症例報告 と と も に 発
表 し て い ま す 。 多 く は 英 文 論 文 と し て Invest
Ophthalmol Vis Sci. Exp Eye Res. Ophthalmic 
Res. Arch Ophthalmol. Am J Ophthalmol. Br J 
Ophthalmol. Graefe Arch Clin Exp Ophthal­
mol. Jpn J Ophthalmol. Ophthalmologica. Eur 
J Ophthalmol. J Cataract Ref Surg. Ophthal­
mic Surg Laser二 Retina 等 の イ ン パ ク ト フ ァ ク
タ ー の 高 い 雑誌 に 発表 し て い ま す 。
日 本眼科 学会総会 と H 本 臨 床 眼科学会総会、
日 本眼薬理学 会 で は毎年数題発表 し て い ま す 。
日 本緑 内 障学会や 日 本 臨 床 眼科学 会 で は優秀 ポ
ス タ ー 賞 を 得 た 者 も い ま す 。 ミド成 8 年 7 月 に は
第34 回 北 日 本眼科学会 を 富 1 1 1 で 、 平 成 1 5 年 9 月
に は 第 14 凶 国 際眼研究会議 日 本部 会 を 金沢で 医
薬大眼科 が主催 し ま し た 。 富 山 眼科 集 談 会 は 年
2 lliJ 、 医薬大眼科臨床 カ ン フ ァ ラ ン ス は 不 定期
で 開 催 し 、 県 内 の 眼科医 と の学術的交流 を も っ
て い ま す 。 福 井 眼科集談会 と 金沢医大眼科研究
会で も 発表 し て い ま す 。
教育 に は 、 早 坂 は n 苦 「 眼 科 学 Q&AJ を 用
い て い ま す 。 ま た 、 各教 員 が創 意 工 夫 し て い ま
す。 医 局 員 の勉 強 と し て 、 術前 カ ン フ ァ ラ ン ス 、
抄読会、 ス ラ イ ド カ ン フ ァ ラ ン ス が行 わ れ て い
ま す。 外来 で は 診断医制 を と り 、 病煉で は教授
!日l 診等が行 わ れ指導 さ れ て い ま す 。
米 国 の Harvard 大 へ 黒 田 葉 子 、 Cleveland
Clinic へ 松 本 真 幸 、 Yale 大 へ 早 坂 依 里 子 、 長
木 康 典 、 柳 沢 秀 」 郎 、 Ll l m 哲 也 、 Columbia 大
へ張 学 云 、 の 諸先生が留 学 し ま し た 。 ま た 、
中 間 の 延辺大学 よ り 張 学云、 経 虎 山 、 池
在 龍 の 諸先生が、 イ ン ド ネ シ ア の ハ サ ヌ デ イ ン
大学 よ り Budu、 Tenri Esa、 Ichsan の 諸先生
が 当 教宰へ米 ら れ ま し た 。
'1平iド主 成 7 {年I
得者者今 は 、 18名 で す 。 平成 7 年 か ら 平成 1 7年 ま で
の 眼科専 門 医試験の 合格者 は 24名 で す 。 合格率
は ほ ぼ100% に 近 く 、 全 国 平 均 ( 年 度 に よ り
66. 1 - 88. 3%) よ り は る か に 高 く な っ て い ま す。
(早坂 征次)
耳鼻咽喉科学
1 ) 研究体制 の 変選 と 現状
- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ
耳鼻咽喉科学 の 専 門 分野 は 多 岐 に わ た っ て い
る 。 こ の う ち 、 当 教室 と し て は耳科学 と く に 神
経耳科学 に主 体 を お い た テ ー マ を 中 心 に研究活
動 を 行 っ て い る 。 特 に 、 メ ニ エ ー ル病 を 中心 と
し た 前庭機能障害疾患の疫学、 検査技術 と 診断、
治療 に 関 す る 臨床 に 直結 し た 高 度の研究 を 主体
に 活動 を 行 っ て お り 、 こ れ ら の研究 は 囲 内 的 、
国外的 に 高 い 評価 を 受 け て い る 。 こ れ ら の研究
テ ー マ は主 と し て 神 経耳科学的領域の機能面が
中心 で あ っ た が、 よ り 基礎 的 な 面 で の展 開 が今
後必要で、 あ る 。 と く に 前庭入力 と 視覚入力 の 関
連、 前庭代償過程、 音刺激 誘発前庭反応、 前庭
自 律神経反射な どの機能 的 テ ー マ に つ い て の基
礎的 な研究 に 着 手 し て い る 。
今後、 こ れ ら 研究 テ ー マ の 一 層 の 発展 を 図 る
と 共 に 、 音声分析 な ど新 た な 分野 に も 着 手 し た
い。 ま た 、 耳鼻咽喉科学 は 臨床系の学科で あ り 、
今後 と も 臨床 的 テ ー マ を主 体 と し た研究 を 進 め
る と 共 に 、 基礎的分野 に 関 し て は 臨床上の諸問
題 と 関 連 あ る 形態、 機能 な どの 領域の研究 を 進
め た い と 考 え て い る 。
教授 渡辺行雄
助教授 中 川 肇 (学内併任 ・ 医療情報部)
講師 将積 日 出 夫、 浅井正嗣
助手 安村佐都紀、 藤坂実千郎、 伏 木宏彰、
十二 町真樹子、 本 島 ひ と み 、 石 田 正幸
先任技術官 武 田 精一
・ 主 な研究業績 (平成 7 年~平成16年)
原著論文 1 10編 ( う ち 英文37編) 、 症例
報告 13編 ( う ち 英文 2 編)
- 科学研究費 等 の 受 け 入 れ状況 (平成 7 年~平
成 17年)
日 本 学術振興 会 科 学研 究 費 補 助 金 15件
(総額 3， 140万 円 )
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厚生労働省科学研究費補助 金 11件 (総額
1， 926万 円 )
受託研究 : 日 本ケ ミ フ ァ (株) 、 (財) 日
本宇 宙 フ ォ ー ラ ム 他
受 賞 : 第20 回 パ ラ ニ ー 学 会 奨 学 金、
(財) 医科学応 用 研 究 財 団 第20 回
助成金
共 同研究機関 : シ ド ニ ー 大学、 ウ プサ ラ 大
学、 UCLA、 名 古屋 大学環
境医学研究所、 虎の 門病院、
木戸病 院、 富 山 県 高志 リ ハ
ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状 講義、 実習体制
と 内 容等-
3 年次生 に 対 し 耳鼻咽喉科学の系統講義 を 行
い 、 総論 ・ 各論の基本的知識 を 学 ばせ る 。 ま た 、
5 - 6 年 次生 に 臨床講義お よ び臨床実習 に お い
て 、 個 々 の 疾 患 に 対 す る 診 断、 治 療 、 手 術 適
応 ・ 手技 の基本 を 学 ばせ る 。 当 科 に お け る 臨床
実習 は 、 開 設以来学生一名 に教官一名 を 割 り 当
て て 日 常診療 を 共 に体験す る よ う に 、 ク リ ニ カ
ル ク ラ ー ク シ ッ プ を 先取 り す る 形で計画 し で あ
る 。 ま た 、 教室 と 県 内 耳鼻科 医 師 と の交流の場
で あ る 、 抄読会、 富 山 県地方部会臨床研究会 な
ど に 参加 さ せ、 実地医科の 考 え 方、 臨床の実際
に接す る よ う に し て い る 。
耳鼻咽喉科学 は 、 局所観察、 処置、 手術操作
が微細 で顕微鏡、 内視鏡下操作 と な る こ と が多
い 。 ま た 、 術野 も 術者本人 し か立体視で き な い
事が多 く 、 学生教育、 卒後研修上 の 大 き な 臨路
と な っ て い る 。 近時、 ビ デ オ カ メ ラ な ど光学的
手法の進歩 に よ り こ れ ら の 問題が改善 し つ つ あ
る が、 今後、 視覚資料 を 中心 と し た教育体系 を
確立す る 必要があ る だ ろ う 。
ま た 学部学生 に 、 臨床的課題 に 直結 し た研究
の一端 に接す る 機会 を 与 え る よ う な 計画 を 考慮
し て い る 。
204 第 4 章 講座等 の 沿 苧
泌尿器科学
平 成 8 年 4 月 布 施秀樹助教授が、 2 代 日 教授
に 昇任 し た 。 こ の 10年 間 は ス タ ッ フ の 充実 に 伴
な い 布 施教授 の 指 導 の も と 研究 、 診療、 教 育 の
い ず れ の 面 で も 著 し い 充実が は か ら れ て き た 。
主 な 教宗 人 事 は 以 下 の と お り で あ る 。 助教授
に は 平成 8 年 に 秋元晋 (現在井 トー記念病 院) が、
平 成 1 3 年 に 古谷雄三 (現在帝京大学 市 原 病 院)
が着任 し た 。 講 師 で は平成 8 年 に 風 間 泰蔵 (現
在 済 性 会 富 山 病 院) 、 j同 本 護 両 講 師 ( 現在 高 岡
市民病院) の 転 出 に 作 い 、 計崎雅志 (現在み は
ま 病 院) と 奥村 昌 央 (現在かみ い ち 総合病 院)
が、 平 成 1 1 年 に 永 川 修が、 平 成 1 5 年 に 水野 ム 郎
がそ れぞれ昇任 し た 。 平成 9 年 に は 渡部明彦が、
平 成 1 0年 に は 保 田 賢 司 、 大武礼文が入局 し 、 以
後毎年 1 - 3 名 の 入 局 者 を 数 え る 。 新入 l天 局 員
の 情加 と 共 に 関 連病 院 も こ の 1 0年 間 に さ ら に 充
実 し 、 高 岡 市 民 病 院 、 新湊市 民 病 院 、 済生会富
1 1 1 病 院、 済 生 会 高 阿 弥j 院、 あ さ ひ総合病 院 、 か
み い ち 総合病院、 糸 魚l ) 1 1 *会合病 院、 長野県立須
坂病 院 、 飯 山 赤 卜字病院、 上越総合病 院、 久美
愛 病 院 な となの 県 内 外 の 公 的 病 院 に 常勤 医 が派遣
さ れ、 診療 に あ た っ て い る 。
研究 に つ い て は 、 主 な も の と し て 雄性生殖生
理、 )ノメ路性器悪性腕場 お よ び性機能障 害 な どが
あ げ ら れ る 。 雄性生殖生理 の 基礎的研究 で は 、
各種精 子 機 能解 析 法 の 評11l1î、 不 死 化 Leydig お
よ び Sertoli 細 胞株 の 樹 、止 と そ の 機 能 の 解 析 、
精 禁 中 の サ イ ト カ イ ン な ど の研究、 免疫抑制剤
お よ び抗痛烈l に よ る 造精機能障害 に 関 す る 研究
な どで あ る 。 以路性器忠性腫湯 は 、 前 立腺痛 の
増 殖 と IGF と の 関 連 の ヒ ト 前 、k 腺癌 応 義 細 胞
株 を 用 い た 研 究、 uPA に 及 ぼ す 各 検 サ イ ト カ
イ ン やLPS の 影 響 、 GRP な ど の 各 種 神 経 ペ プ
チ ド 、 ク ロ モ グ ラ ニ ン A お よ び HGF の ヒ ト 前
立腺痛細胞株の浸潤 能への影響 、 細 胞 接 着 や 浸
i閏 に 及 ぼす ア ン ド ロ ゲ ン レ セ プ タ ー の 影響、 tlS­
sue factor の 前 立腺癌組織 で の 発現 と 血管新生
に 及 ぼす 影 響、 前 立 腺癌 に お け る IL - 6 シ グ
ナ ル 伝達系 の 解析、 超音波 を 用 い た 遺伝 子導入
の検討 な どがあ げ ら れ る 。 時脱癌 で は 組織 中 の
テ ロ メ ア ー ゼ活性 の 測 定、 腎細胞癌 で は 腎細 胞
鼎 株 を 用 い た 漢方製剤 の 抗腫場効 果 や 肺転移抑
制 効 果 の 検討 を 行 っ て い る 。 性機能 障 害 で は 分
子生物学的子i去 に よ る 漢方 薬 の性機能へ の 影 響 、
Regiscan や 超 音 波 カ ラ ー ド ッ プ ラ ー に よ る 性
機能 の 評価 な どがあ げ ら れ る 。 灯、 L の 成 果 は 国
際学会 を は じ め 多 く の 学 会 で 報告 さ れ て お り 、
最 近 10年 間 の 研究業績 を 通 覧 す る と 原 著235編
( 内 英 文 130編) 、 著 書 及 び 総 説的編 で 、 原 著 の
、[:数以上 が |玉l 際 誌 に 投稿 さ れ て い る ハ
学 会 の 開 催 に 関 し で も 平 成 1 1 年 ・ 12 年 の 2 年
間 に 日 本泌尿器科学 会北陸地方会 を 、 平 成 14年
に は 日 本性機能学 会 中 部総会 を 、 そ の 他北陸前
立 腺癌 研 究 会 、 北 陸排 尿 障 害 研 究 会 、 北 陸 Ba­
sic Research Meeting な どの 多 く の研究会 を 開
催 し た 。 ま た 年 に 4 回 、 宮 山 県j必尿{，�科 医 会 を
主催 し 、 症例検討会 を 行 う と と も に 県外か ら 講
師 を 依頼 し 、 排尿障害、 尿路感染症、 オ ン コ ロ
ジ ー な ど の 幅広 い テ ー マ で講演 い た だ き 県 内 の
泌尿器科 医 の 生保教育 に 貢献 し て い る 。
教育 に 関 し て は カ リ キ ユ ラ ム の 改 定 に 伴 い 従
米 の 泌 尿器科学総論、 各論の講義か ら 腎)ポ路系
疾 忠 ( 3 年 生) 、 内 分 泌 ・ 栄 養 ・ 代 謝 ・ 乳 房
( 3 年 生) 、 生殖系 ( 4 年生) を 担 当 し 、 - frpの
講義 は チ ュ ー ト リ ア ル形式で、講義 を 行 っ て い る 。
こ れ ら の 官11 は 学外 の 諸先生 に 非常勤 講 師 と し
て ご協力 い た だ い て い る 。 臨床実習 で は 学生が
指導教宵 の も と で思考様 1 名 を 担 当 し 、 最終 日
に は 症例検討 会 の 場 で症例提示 を さ せ て い る 。
大学院生 に 対 し で も |専 士課程 で は 生殖生理学 を 、
修 1 :課程 で は 臨床 医 学概論、 高 度先 進 医療実践
学 の 講義が行 わ れ て い る 。 看護学科で、 は 形態機
能学、 外科系 臨 床 の 講義 を 担 当 し 、 薬学部 で は
病 態 臨 床 医 学 の 宇 部 を 担 当 し て い る 。
教室行 事 は 新 年 会、 医 局 旅行 、 忘 年 会 な ど毎
年 盛 ん に 行 わ れ て お り 、 医 局 員 相 FI: の 親 睦 に 役
立 っ て い る 。 ま た 毎 年 1 2 月 に は 教 室 の 例 会が行
わ れ、 平成16年 に は 17l�J を 数 え る よ う に な っ た 。
例 会 に は 大 学 の み な ら ず 関 連 病 院 か ら も 多 数の
演 題が発去 さ れ る が、 勉 学 の み な ら ず そ の 後の
懇親会で は お 花 い の 親睦 を 深 め て い る 。
(文責 永 川 修)
麻 酔 科 学
1 . 研究活動
開 講 当 初 、 電子顕微鏡等 を 用 い た 形態学的手
法 に よ る 低酸素血症後の神経学的変化 に つ い て
の研究 を 行 っ て い た 。 昭和60年代 か ら 、 心筋 ・
血管平滑 筋 の 電気生理学的 な 手法 を 用 い た研究
を 薬 理学教室 と と も に 開 始 し た 。 こ の研究 の 流
れ は 山 崎、 広 田 、 畠 山 ら に 引 き 継がれ現在 に 至 っ
て い る 。 平成 5 年 以 降 中枢神経系 に 及 ぼす麻酔
の作用機序 に つ い て の研究 を カ ル ガ リ ー 大学麻
酔 ・ 薬理学教室 と 、 平成12年 以 降 中 枢 に お け る
鎮痛機構 の解 明 に つ い て の研究 を 星薬科大学薬
品作用学教室 と 共 同 で、 行 っ て い る 。 今後 は 、 病
態や各種薬物 の効能 ・ 副作用 な ど を 解 明 す る こ
と に よ り 、 よ り 安全 で 効 果 的 な 麻 酔 ・ 集 中 治
療 ・ ペ イ ン ク リ ニ ッ ク での方法 を確立す る こ と
を め ざ し て い る 。 科 学研究 費 に 関 し て は 、 ほ ほ
毎年数名 が取得 し て い る 。 平成 7 年以降、 新規
に 基 盤 研 究 (B) 2 回 、 基 盤 研 究 (C) 7 回 、
若手研究15 回 を 取得 し て い る 。 こ れ ら の研究成
果 を も と に 平成 7 年 以 降、 英文原著50編、 英文著
書 3 編 を 発 表 し 、 Anesthesiology に は 6 編 が掲
載 さ れて い る 。 主 な 所属学会 と し て 、 日 本麻酔
科学会、 日 本臨床麻酔科学会、 日 本ベ イ ン ク リ
ニ ツ ク 学会、 日 本集 中 治療学会があ る 。 現在 日
本麻酔科学会指 導 医 5 名 、 専 門 医 6 名 が 当 講座
に 在籍 し て い る 。 こ れ ま で に 、 日 本 臨床モ ニ タ
ー 学会、 日 本麻酔科学会東海 北 陸地方会 な どの
学会 を主 催 し て き た 。
2 . 教育体制
開 講以来、 医学部学生 に 対 し て 全身 ・ 局所麻
酔 な どの 麻酔方法や呼吸 ・ 循環 な どの全身管理
を 中 心 と し た系統講義 を 行 っ て き た 。 平成15年
か ら は 、 主 に 基本的診療知識の 中 で、 麻酔 ・ 全
身管理学 を 中 心 と し た 講義、 チ ュ ー ト リ ア ル教
育 を 行 っ て い る 。 教育の な か で も 2 週 間 の ベ ッ
ド サ イ ド教育 に は 力 を 入 れ て お り 、 手術室 内 で
担 当 麻酔科医 と い わ ゆ る man to man で の 実習
を 行 っ て い る 。 そ の 他 ICU に お け る 実 習 、 ベ
イ ン ク リ ニ ッ ク 外来 で の 実習 、 麻酔科術前診察
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の実習 を 行 っ て い る 。 ま た 以前か ら 、 麻酔研修
目 的 の研修医 を 受 け入れ教育 を 行 っ て き た 。 平
成 17年 度 か ら は 卒 後 前 期 臨 床研 修 の な か の 麻
酔 ・ 救急部 門 の 一環 と し て研修医 を 受 け 入れ、
基本的 な 麻酔技術 ・ 全身管理学が習 得 で き る よ
う 指導 し て い る 。
3 . 沿革
昭和54年 4 月 1 日 麻酔科学講座が富 山 医科薬
科大学 に 設置 さ れ た (初代伊藤祐輔教授) 。 最
近10年 間 、 講座 に 関 連 し た主 な 出 来事 と し て 、
以下 の こ と があ げ ら れ る 。
平成 8 年度、 手術室 内 に 新生体情報監視 シ ス テ
ム を 導入。
平成11年度、 手術室 内 に 麻酔 シ ス テ ム (麻酔器、
麻酔記録装 置) を 導入。
平成12年 3 月 31 日 、 伊藤祐輔 定年退官。
平成12年 8 月 1 日 、 山崎光章 麻酔科学講座 2
代 日 教授へ昇任。
平成13年10月 1 日 、 広 田弘 毅 医学部助教授へ、
釈永清志 講師へ昇任。
平成15年度、 手術室 内 に お い て 麻酔記録 シ ス テ
ム の 運用 を 開始。
こ れ ま で講座 に は 約90名 ( 同 門 会員 と し て 65
名 ) が関与 し て お り 、 現在 当 講座 お よ び関 連病
院 に は34名 の 医 師が在籍 す る 。 同 門 会員 か ら 、
国 立病 院機構熊 本医療セ ン タ ー 院長宮崎久義、
東京大学救急 医学教授矢作直樹 ら が輩 出 し 第一
線で活躍 し て い る 。
4 . そ の 他
恒例行事 と し て 、 医 局 旅行 (毎年夏 に 親睦 を
図 る た め に 1 泊 で の 旅行 を 行 っ て い る ) 、 忘年
会 (毎年御用 納 め の 日 に泊 ま り が け で の忘年会
を 行 っ て い る ) 、 バ ー ベ キ ュ ー の 会 な どがあ り 、
さ ら に 、 新入生歓迎会、 麻酔 ロ ー テ ー タ ー 歓送
迎会、 人事異動 に 伴 う 歓送迎会 な ど と 称 し て 毎
月 の よ う に飲み会 を 行 っ て い る 。 ま た 、 毎 月 第
3 木曜 日 に 若 手研究会 を 開催 し て い る 。 こ こ で
は 、 関連病院の 持 ち 回 り で 、 臨床 で経験 し た 貴
重 な 体験 を フ リ ー デ イ ス カ ッ シ ョ ン 形式 に て 検
言す し て い る 。
( 山 崎 光章)
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歯科 口 腔外科学
本講座 の 開 講 は 昭和 6 1 年 4 月 で あ る 。 昭 和 54
年 の 本学 問 学 当 初 は 、 附属病 院診療科 と し て 始
ま っ た 。 東 京 医科歯科 大学 よ り 赴任 し た 戸塚盛
雄が、 初 代教授 ・ 診療科長 を 担 当 し た 。 当 初 、
研究室 は 病 院 1 階 (輸血部) に 仮 医 局 が あ る の
み で あ っ た が、 そ の 後 、 医学部研究棟 1 階 の 一
角 に 移 っ た 。 講限昇格後、 平成元年 に は 現在の
研究棟の 1 階 お よ び 2 階 に 教授室 、 研究宅、 カ
ン フ ァ レ ン ス ル ー ム 、 資料 ・ 凶 書室 な ら び に 実
験室 を 有す る こ と と な り 現在 に 至 っ て い る 。
Hfi和 57年 7 月 、 戸塚の岩手 医科大学歯学部へ
の 転 出 に と も な い 、 昭和58年 1 月 、 札幌医科大
学 医 学 部 口 腔外科 学講座 よ り 、 古 田 勲がて代
日 教民 と し て 着任 し た 。 ま た 同 年 4 JJ に は 足寄
町立病 院 よ り 早津良和が講師 と し て 赴任 し た 。
こ れ に よ り 教授以下、 IÜ 本康 A助教民 ( 昭 和 55
年 よ り ) 、 早 津 良 和 講 師 、 助 子 2 名 、 l定 員 4 名
の 医 局 員 が、 教育 ・ 研究 に携 わ る こ と に な っ た 。
昭和60年 に は 本講座 の 第 宇期大学院生 と し て 、
杉本裕 史 、 小竹 悩 の 両 名 が入学 し た の ま た いj
年 、 札幌医科大学 口 腔外科学講座 よ り 、 岩 ) 1: IE 
行が講師 と し て 赴任 し 、 大学院生 の研究指導 に
あ た っ た 。 1 1 1 本 の 退職 に と も な い 、 平 成 5 年 よ
り 、 有 井 が助 教授 に 、 平成 9 年 に は 佐 渡 忠 日] が
講 師 に 就任 し 、 教 ネ の 臨 床 ・ 教育 ・ 研究 を 担 当
し た 。
現 在 の 教 室 員 は 古 田 以 下 、 野 口 誠 助 教 授
( 'r 成 1 7 'rf 9 月 よ り ) 、 和 国 重 人 講 師 ( 平 成 1 5 {f
3 }j よ り ) 、 今村 和 代 助 子 、 桃 立 助 子 、 医 員
8 名 、 研修医 2 名 、 大学院生 1 :?'I の 百1.1 5 名 で あ
る 。
本講昨今 は Hf{和55年 よ り 、 海外か ら の研究留学
生 を 交 け 入 れ て お り 、 ブ ラ ジ ル 、 中 |五| 、 ロ シ ア 、
ア ル ゼ ン チ ン 、 エ ジ プ ト な どか ら 留 学牛 が訪 問
し 研究 を 行 っ て い る 。 平成 4 年 に は エ ジ プ ト 政
府 に 公費 官 学 't. の マ レ イ ・ ア ハ メ ッ ド ・ ハ ッ サ
ン が、 デ ン タ ル イ ン プ ラ ン ト に 関 す る 研究 を 行
い 、 所属 す る AL Azhar 大学 に お い て 学位論
丈 と し て 提 出 し て い る 。 本年 は 中 国北京大学 よ
り 、 張障が公費 留 学生 と し て 訪 問 し 、 口 腔癌細
胞 の 抗癌 剤 感受件一 と 遺伝子発現 に 関 す る 研究 を
行 い 成 果 を あ げた 。
本講座 の研究 テ ー マ は 商科 口 腔外科 を 中 心 と
し て 、 病理学、 生化学、 生理学等 の 分野 に か け
て 多 岐 に わ た っ て お り 、 そ れ ぞ れ の 領 域 に お け
る 専 門 的研究が、 学際的 な 広 が り を み せ て い る 。
特 に 古 田 は 顎 顔面補綴学 会 の 理事 長 (平成 4 年
~平成 8 年) と し て 、 学 会 を リ ー ド し た 。 ま た、
関 連領域 で あ る 口 腔1重傷学、 日 腔 イ ン プ ラ ン ト
学、 生体材 料 学 の 分野 に お い て も 多 く の研究成
果 を あ げて い る 。 平成 2 年 に は 第44 回 日 本 口 腔
科 学 会 総 会 に お い て 、 「バ イ オ マ テ リ ア ル と 外
科 手術併用 に よ る U 腔 ・ 顎顔面欠損の修復 と 機
能 回 復 に 関 す る 総合的研究」 と 題す る 宿 題報告
を 行 い 、 高 い 評価 を 受 け た 。
学会活動 と し て は 、 昭和60年10 月 に 第28 回 日
本 口 腔科 学 会 中 部地方会、 H11和62年 4 月 に 第 4
M 日 本顎顔而補綴学会総会、 平成 5 {f 6 月 に 第
1 8 1111 日 本 口 腔外科学 会 q l 部地方会 を 開 催 し た 。
平 成 1 6年 1 0 月 に は 第羽 田 (社) 日 本 fl R空外科学
会 総 会 を 主 催 し 、 演 題 数 は 過 去 最 多 の 667題、
参加者約2， 300名 が 米 富 し 、 歯 科 U 腔 外科全般
に わ た る 活発 な 研究報行 が な さ れ た 。 ま た 、 同
時 に (社) 日 本 U 腔外科学会70同 年記念式典が、
合 わ せ執 り 行 わ れ た 。
県 内 活動 と し て は 、 昭和59年 よ り 歯科 口 腔外
科 学 の 砕 蒙 な ら び に 臨床 ・ {I)I 究活 動 の 報 告 の 一
環 と し て 、 寓 山 歯 科 日 腔外科学会懇話 会 を 主宰
し て い る 。 平 成 6 年 か ら は ア ル ペ ン f 1 腔 科 学
フ ォ ー ラ ム と し て 、 最先端の研究分野 に かか わ
る 基縫 的 お よ び臨床 の研究者 を 招 き 、 県 内 の み
な ら ず 近 隣 諸 地 域 に お け る 歯 科 口 腔 外科 の 臨
床 ・ 研究活動の拠点 を LI 指 し て い る 。
本講陪 は 、 第 4 学年 の 系 統講義お よ び第 5 �
6 学年 の 臨床実習 を 担 当 し 、 l宥 科 11 腔外科学 に
関 す る 基礎 的 臨 床 的 教育 を 行 っ て い る 。 [1 腔 は
消化器の 門 戸 で あ る と と も に 、 発 iT . 構 日 の 重
要器官 で あ り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 道 具 と し
て の 口 腔 ・ 顎顔面 の 重 要性 は 論ず る ま で も な い
が、 こ れ に 関 す る 丙科 医学教育 は 必要不可 欠 で
あ り 、 医学生 に と っ て 唯 今 の 教育 機会 と な っ て
い る 。
臨床検査医学
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
- 研究 テ ー マ と ス タ ッ フ
初代教授棲川 信男 の 指導下 で 、 先天性血液凝
固 異常症、 と く に ア ン チ ト ロ ン ピ ン 欠乏症 の 分
子病態解析が精力 的 に 行 わ れ て き た 。 こ の研究
成果 に よ り 病 院検査部が 「高 度先進医療 ・ 先天
性血液凝 固 異常症遺伝子診断」 施設 に 認定 さ れ
た 。 現在 も 全国 か ら 検体 を 受 け 付 け 、 解 析 を
行 っ て い る 。 平 成 12年9月 よ り 2 代 日 教授北 島
勲 の 指導 下 で 、 「転写 因 子活性化 を 中 心 に し た
疾患 の 分子病態解析」 研究が開始 さ れ た 。 と く
に 「転写 因 子 1 分子測定法 に よ る 敗血症 ・ 全身
性炎症反応症候群 の 迅速診断法 の 開発」 の産学
共同研究 を 進 め て い る 。 ま た 、 血栓症早期診断
の た め の凝血分子 マ ー カ ー を 検討 し 、 フ イ プ リ
ンモ ノ マ ー 複 合 体 (FMC) ・ 可 溶性 フ イ プ リ
ン (SF) が深 部静脈血栓症や 肺血栓塞栓症 の
早期診断 に有用 で あ る こ と を 明 ら か に し て き た 。
平成16年 よ り 、 「神経科学」 領域 に も 参画 し た 。
「エ ピ ジ ェ ネ テ イ ク ス と 高 次脳 機 能」 と い う 新
し い研究 テ ー マ を 展 開 し て い る 。 米国 ハ ー バ ー
ド 大 学 と の 共 同 研 究 で 精 神 遅 滞 関 連 遺 伝 子
ATR-X 変 異 マ ウ ス を 作 成 し 、 DNA メ チ ル 化
異常や脳神経エ ピ ジ ェ ネ テ イ ク ス と 記憶 ・ 学習
障害 と の 関 連 を 研究 中 で あ る 。 さ ら に平成17年
4 月 よ り 大塚稔久助教授が着任 し 、 神 経 シ ナ プ
ス と く に プ レ シ ナ プス 構成分子の発見や神経ス
パ イ ン 形成分子 の研究が始 ま っ た 。 ま た 平成17
年 9 月 よ り 仁井見英樹助手が着任 し 、 検査部 に
お け る 遺伝子検査室 を 担 当 し 、 感染症の 遺伝子
診断 と DNA マ イ ク ロ ア レ イ を 用 い た 網羅 的 遺
伝子発現解析 を 展 開 中 で あ る 。
- 主 な研究業績集計 (平成12年 9 月 平成17年
8 月 ま で)
著 書 : 14、 英 文 原 著 論 文 : 56、 和 文 原 著 論
文 : 25、 総説 : 62 
国 際学会 : 9 、 囲 内 学会 ( シ ン ポ ジ ウ ム 、 招
聴講演、 教育講演 の み) : 45 
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- 科学研究費補助金等 の 受 け 入 れ状況 (平成12
年 9 月 一平成17年 8 月 )
[科学研究費] 基盤研究 C 8 件
基 盤 研 究 B 4 件、 萌 芽 研 究1件 [そ の 他] 、 ] ST
1 件、 民 間 助 成 9 件
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 導入 に と も な い 「臨床検
査」 の 医学教育 に お け る 重要性が増 し 、 教官 は
多 く の コ ー ス へ 出 向 き 講義担当 を 行 っ て い る 。
学部教育 は 入 門 チ ュ ー ト リ ア ル (M 1 前期、
教科主 任) 、 基本的診療知識系、 基 本 的 診療技
能、 神経系、 運動器系、 血液系
ク リ ニ カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ は 病 院検査部で尿
一般検査、 細 菌検査、 血液検査、 生理検査、 免
疫 ・ 生化学検査、 リ パ ー ス CPC を 教 官 と 検査技
師 で 行 う シ ス テ ム を 確 立 し 、 成 果 は 「富 山 方
式」 と し て 臨床検査医学会で高 く 評価 さ れ て い
る 。
大学院教育 は 、 修士大学 院生 1 年生 に 対 し 、
「病態検査学」 を 実 施、 医学科大学 院 生 に 対 し
て 神経分子病態学特論、 遺伝子検査実習 と し て
「パ ル ス フ ィ ー ル ド 電気泳動」 を 実施 し て い る 。
3 ) 沿革 に つ い て
- 設置年 月 日 : 平成元年 6 月 28 日
- 主 要人事 (教官、 :事務官等の任免)
教授 : 棲川信男 (平成元年 6 月 28 日 平成12
年 3 月 30 日 ) 北 島 勲 (平成12年 9 月 1 日
現在) 、 助教授 〔最近 5 年 の 任 免〕 小 方 則 夫
(平成 1 1 年 平成16年 6 月 ) 、 大塚稔久 (平成
17年 4 月 一現 在) 、 助 手 「最 近 5 年 の 任 免」
小 津哲 夫 (平 成 6 年 平 成 17年 4 月 ) 、 岩 城
有佳 (平 成16年 9 月 平 成 17年 3 月 ) 、 仁 井
見英樹 (平成17年 9 月 一現在)
4 ) そ の他の行事 (平成12年 9 月 平成17年 8
月 ) : 平 成15年 度 公 開 講座 ( テ ー マ : 消 化 器疾
患 に お け る 臨 床検査) 、 平成16年度 ( テ ー マ :
感染症 と 院 内 感染) 、 平成17年度 (血液疾患 と
く に 白 血病 診断 に お け る 臨床検査 の 進歩) 、 富
山 県 ス ー パ ー ハ イ ス ク ー ル事業 に参画。
208 f;f\ 4 主主 講座it の 治 �:
和漢診療学
本学 の 創 立 に あ た っ て 建 学 の 理 念 の 宇 つ で あ
る 「東 洋 医 学 と 西洋 医 学 の 融 合」 に 基づ き 、 昭
和 54{f 8 月 に 富 山 医科薬科大学 附属 病 院 に 和 漢
診療室 が 院 内 処置 と し て 設 置 さ れ 、 同 年 1 0 月 、
当 時 国 立大学で、 最 初 の 和 漢診療外米 が 開 設 さ れ
た 。 そ の 後 、 昭和58年 4 月 に 和 漢診療部 に 名 称
変 更 し 、 昭和60年 5 月 、 当 時 の 文部省 に よ っ て
附 属 病 院 中 央診療施設 と し て 認可 さ れ、 さ ら に
平成 5 年 4 月 1 日 に 医学 部 に 和 漢診療学講座 が
開 講 さ れ た c 寺津捷年初代教授 の あ と 、 平 成 1 5
年 1 2 月 1 n に 嶋 田 豊 が教授 に 就任 し た 。
教 fi' に 関 し て は 、 平 成 1 3 年 3 月 、 医学教育 モ
デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム の '1 ' に 「和漢薬 を 概
説で き る j と い う 項 目 が組 み 込 ま れ、 全 国 の 医
学部 ・ 医科大学で漢方医学教育への取 り 組 み が
始 ま っ て い る つ 本学 で は 干u ì莫 主主 と そ の 治療 学 の
教育 は 長午 に わ た り 行 っ て お り 、 各大学 の 先駆
的 。")必 と し て i主 11 さ れ、 平 成 1 3 年 度 � 1 5 年 度 の
科学研究 費 補助 金 に よ り 「 漢 H 医学教育 に お け
る グ ロ ー パ ル ス タ ン ダ ー ド の構築」 を 子が け 、
本邦 の 漢 }J 医学教育 の 格 f作成 に 取 り 組 ん だ。
本学 の 平 成 17{f今 度 カ リ キ ュ ラ ム で は 、 2 年 次 前
期 に 和 漢 医薬学 入 門 の 中 で 漢 万 医 学 診 断 の 実 習
( 1 5 時 間 ) を 担 当 し て い る 。 4 年 次 に は 和 漢 診
療学 の 系 統 講 義 ( 1 2 H� 問 ) 、 5 午 次 に は ク リ ニ
カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ と し て ] 人 5 日 間 の 臨床 実
宵 、 6 年 次 に は I 人15 f1 問 の 選択制臨床実習 を
行 っ て い る 。 看護学科 に お い て も 薬剤学の 中 で
和 漢診療学 を 講義 ( 6 時 間 ) し て い る
診療 の場 で は 、 現代 医学的 に 治療 法 の 確 立 し
て い な い疾患、 あ る い は 現代 医 学 的 治療効果が
卜分で な い疾忠、 現代 医 学 的 治療 の 副 作 肘 や 病
変が多臓器 に 及 び治療が 困 難 な 疾患 な ど を も っ
た 忠者が和 漢診療 を 求 め て 来 院す る わ こ の よ う
な 患者 に 対 し て 、 束両両医学 を 駆使す る こ と に
よ っ て 街益 な 治療 を 提供 で き る も の と 考 え て い
る ハ
研究の分野で は 、 漢方医学的病態 (証) に 基
づし ミ て 診 断 し 治療 万剤 を 決定す る と い う 漢方 医
学 の 特性 を 十 分 に 考慮 し 和 漢 薬 の 効 果 に 関 す る
臨床研究 に 取 り 組 ん で き た 。 代表的 な 成 果 と し
て 、 プ ラ セ ボ を 対象 と し た 多 施設J重 吉検試験
に よ っ て 釣藤散の脳 血管性痴 呆 に 対す る 有 用 性
を 明 ら か に し た c ま た N-of-one デ ザ イ ン に よ
る ラ ン ダ ム 化比較試験 と い う 子i去 を 用 い て 、 虚
弱 高齢者 に 対す る 補剤 を 中 心 と し た 漢 方 方 剤 の
有 効性 に 関 す る 臨 床 試験 を 行 っ た 。 さ ら に 各穐
漢 H 方 剤 や 生 薬 の 微小循環改善作用 、 細 胞や臓
器 の 保護作用 、 生 態 防 御 ・ 免疫調整作用 等 の メ
カ ニ ズ ム に つ い て の研究 を 主主 ね て き た 〉 侠血等
の 漢 方 医学的病態 に 対す る 血液 レ オ ロ ジ ー 学的
視点か ら の研究、 舌 診 な ど の 漢 方 医 学 的診察所
見 の 意義 に 関 す る 現代 医学的視点か ら の研究 も
行 っ て き た 。 現在、 和 漢 薬 の 脳 血管 障 害 に お け
る 神 経保護作用 、 糖尿病性 合併佐の 進展抑制作
用 、 肥満等 の 生活習慣病 に 対 す る 効果 、 自 然免
疫 に 及 ぼす影響、 病 原体感染 防御機構等 に つ い
て の 研究が進行 し て い る 。 ま た 、 ブ ロ テ オ ー ム
解析 を 用 い て 、 渓 }j 医 学 的 病 態 や 和 漢薬 の レ ス
ボ ン ダ ー ・ ノ ン レ ス ポ ン ダ ー の 解析 に 関 す る 研
究 に も 取 り 組 ん で い る 。 こ れ は 平 成 1 5年 度 に 丈
部科学 省 に よ り 採択 さ れ た 2 1 世 紀 COE プ ロ グ
ラ ム 「東洋 の 知 に 立脚 し た 佃 の 医療 の 創 生j に
よ る も の で あ る 。 1 7 {f J主 か ら は 、子 i事t走年 に 代 わ
り 、 的 lU 豊が COE 拠点 リ ー ダ ー を 務 め て い る 。
対 外 活 動 と し て 、 Hfi 和63年 4 月 に WHO 1iJf Î\: 
協 力 セ ン タ ー (伝統 医学) に 指 定 さ れ て 以米、
わ が 同 の 伝統医学教育 ・ 研究 の 分野で 責務 を 果
た し て い る 。 ま た 、 厚生科 学研究 費補助金 に よ
り 特定疾患対策耐 究事業 の 分担研究、 長寿科 学
総合研究事業 の L任 ・ 分担研究 も 行 っ て き た 。
21 世紀 は l1. 命科学の著 し い 発達 に よ っ て 、 臓
��移植、 遺伝 f 医療 な ど の 高 度先進医療が さ ら
に 一 般 的 に な る と 忠 わ れ る 。 - }j で 、 高 度 に 専
門 分化 し 細 分化 し て き た 医学 ・ 医療 を 横 断 的 あ
る い は総合的 に 見 る 必要性 も 問 わ れ て い る 。 こ
の よ う な 似点 か ら も 研究 ・ 教育 ・ 診療 に お い て 、
心 身 攻日 の 束 洋 医 宇 的玉県念 に 丘脚 し た 和 漢診療
学 の 果 た す役割 は さ ら に 大 き く な る も の と 思 わ
れ る 。
( 占 旧 一 史、 i嶋 田 豊)
救急 ・ 災害医学
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
救急 ・ 災害医学講座 は 、 2003年 に予算化 さ れ
同 年 9 月 1 日 に 奥寺敬の教授着任 に よ り 開 講 と
な っ た 。 開 講以前 は 附属 病 院救急部 と し て の 中
央診療 部 門 し か な か っ た た め救急医学 や そ の 応
用 で あ る 災害 医学 に かか る 医学教育、 医学研究、
診療指導等 の 体制 は な く 、 文字 どお り 0 か ら の
ス タ ー ト と な っ た 。 講座 と し て の教育 テ ー マ は
「 医 育 機 関 と し て 緊急 時 に 適切 な 対応 を と れ る
医 師 を 養成 す る 」 、 研 究 テ ー マ は 「複雑化す る
21世紀の社会 に対応す る 新 た な 救急 ・ 災害医療
シ ス テ ム を 開発す る j と し た 。 翌2004年 6 月 3
日 に 、 第18回 日 本神経救急学会 ・ 学術集会 を 富
山 市 内 で 開催 し 、 神経系 の救急 医学の学術情報
を 集約 レ情報発信 を 行 っ た 。 ま た 市民公開講座
を 開催 し 大学 の 知 的財産 の 地域社会への還元 を
すす め た 。 ま た 、 2004年 4 月 3 日 ・ 4 日 に 日 本
救 急 医 学 会 北 陸 地 方 会 と し て 行 っ た ICLS
(ACLS 基 礎) コ ー ス と 指 導 者 養 成 ワ ー ク
シ ョ ッ プ を 契機 と し 日 本救急 医 学 会 認 定 ICLS
コ ー ス (略称 ・ 銀 コ ー ス ) を 開催 し 、 以降、 月
1 � 2 回 の ペ ー ス で連続開 催 し て い る 。 受講者
は 1 2都道府県 に 達 し わ が国 で も 有数の コ ー ス と
し て 成長 し て い る 。
国 内 共 同 研究 と し て は 、 「病 院 防 護 に 関 す る
国 内 共 同 研究」 ゃ 「新 し い 意識障害ス コ ア の 開
発 と 検証J I 脳 卒 中 初 期 診療 コ ー ス の 開 発」 な
ど の 社 会 的 側 面 を 持つ 研 究 か ら 、 「災害現場 で
の 医 療 に 用 い る 新 し い 医 療 機 器 の 総 合 開 発」
「災害派遣 チ ー ム (DMAT) の 運用J な ど の国
内 共 同研究 を 担 当 し て い る 。 2006年 6 月 3 日 に
は 第 四 回 日 本脳死 ・ 脳蘇生学会 の主 催 を 予 定 し
て お り 本方面 の学際的デー タ の収集 に 着 手 し て
い る 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
学部教育 に お い て は 3 年次の基礎配属 の学生
を 受 け入 れ心肺蘇生 に 関 す る 原理や救急検査法
な どの実習 を 提供 し て い る 。 講義 は 、 4 年次 を
対象 と し て 、 救急 ・ 災害 医学 と し て 8 コ マ (平
成 18年度 よ り 10 コ マ ) 行 っ て い る 。 講義の 目 標
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は 、 「すべて の 日 常診療 の 基礎 と な る 救急 医 療
と そ の 基礎 と な る 救急 医学、 そ の 応用 で あ り 幅
広 い社会 と の接点 を も っ 災害 医療 と そ の 基礎 と
な る 災害医学 に つ い て学ぶ。 具体的 に 総論、 最
近 の 具体的 な 事例 の解説、 外傷初療 の 基礎知識
と 体系 、 国 際 ガ イ ド ラ イ ン に 基づ く 緊急心血管
治療 の 基礎知識 と 体系 、 災害医療 と 災害医学の
基礎 に つ い て 学 ぶ 。 」 で あ る 。 こ の 講 義 は 、 全
て 公 開 講義 と し て 登録 し て お り 学 内外の聴講が
可 能 と な っ て い る 。 4 年 次 末 の 臨 床 技 能 評 価
OSCE に お い て は 、 心肺蘇生 の ブー ス を 担 当 し
実技指導 と 評価責任 を 担 当 し て い る 。 5 年生 の
臨床実習 は 、 開 講 当 初 は 5 日 間 で あ っ た が、 2005
年 よ り 各 グ ル ー プ 2 週 間 と な り 、 実習 時 間 の振
り 替 え に よ り 夜 間 や 休 日 な ど の 実 習 が 可 能 と
な っ た 。 臨床実習期 間 中 に 、 標準化 さ れ た 外傷
初 療 (JPTEC お よ び JATEC) の 導 入 や 消 防
署 に お け る 学外実習 等 を 組み 込 ん で、 い る 。 ま た 、
実習 内 容 に国 際的 に 標準化 さ れ た ス キ ル を 導入
し 緊急事態への対応が可能 な 医 師 の養成への方
向 付 け に努 め て い る 。 大 学 院 博 士 課 程 は 、 救
急 ・ 災害医学 と 危機管理医学 を 担 当 し 囲 内 の 複
数の研究施設 と 提携 し研究体制 を 構築 し て い る 。
修士課程 も 同 様 な研究体制 を構築 し て い る 。
3 ) 今後 の展望
医学部講座 の 中 で最 も 遅 く に誕生 し た 講座 で
あ る た め 、 医学生教育 を 最優先課題 と し て 取 り
組 ん で き た 。 今後 は 、 医学部看護学科や他学部
の教育支援や 卒後医師 臨床研修 な ど を 教育面の
重点課題 と し て 取 り 組み を すす め た い 。 ま た 、
研究面 で は 、 現在、 参加 中 の厚生労働科学研究
を 推 進 す る と と も に 、 教 室 の 各研 究 テ ー マ に
沿 っ た研究体制 の確立 を 進 め 、 健康危機管理医
学の確立 を 目 指 し た い 。
4 ) ス タ ッ フ 構成
設置年 月 日 2003年 9 月 1 日
教授 奥寺 敬 2003年 9 月 1 日 ~
講師 若杉雅浩 2004年 4 月 1 日 ~
助手 井川 晃彦 2004年 4 月 1 日 ~
助手 旭 雄士 2005年10月 1 日 ~
(奥寺 敬記)
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〈 看 護 学 科 〉
人間科学 ・ 基礎看護学 基礎看護学
現在、 基礎看護学 で は 、 看護 の 恭礎理論、 看
護診断、 看 護 の 基礎技術 ・ 方法等 を 担 当 分野 と
し て い る 。 運営方針 と し て は 、 教育 で は 、 看 護
学 の 科学領域、 学 問 の 対 象 、 学 問 す る 意 味、 人
間 の 牛 き る 目 的 等 、 看護学 を 学ぶ 目 的 、 究 め る
目 的 等 に つ い て の 悲 本 的 事項 に つ い て 理解 さ せ
て い る 。 研究で は 、 看 護 の 対 象 で あ る 人 間 の 身
体 的 、 精神 ・ 心理 的 、 行 動 的 、 社 会 的 側 面 か ら
評価す る た め の ア セ ス メ ン ト ・ ツ ー ル の 開 発 を
日 的 と し た 研究 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の 方 針 の
基礎 は 、 前任 の 高 間 静 子 教授 の 街l尽力 に よ る と
こ ろ が大 き い 。 基礎看護学講座 は 平成 5 年 に 看
護学科 開 設 と 同 時 に 発足 し た 。 教授 に は 金沢大
学 よ り 高 間 静 f 、 助教授 に は 埼 玉 県 立 短期 大学
よ り 漬畑 辛子が着任 し 、 翌平成 6 年 に は [..野栄
ーが、 ま た 千 成 7 年 に は福村 平代が助子 と し て
着任 し 、 本講座 の 実 質 的活動が開始 さ れ た 。 教
育 ・ 研究 向 と も 高 間 静子教授の功績 は 大 き く 、
看護学科設 。: の た め に 多 大 な る 御尽)J を い た だ
い た 。 ま た 、 大学 院修士課程昼伐 開 講制 度 に も
ん き な 貢 献 を さ れ た 。 さ ら に は 、 学科 主 任 、 教
務委員長な どを は じめ多 く の役職 を 照任 し て き た。
教 育 面 で は 、 1 干γ年「下ゐ 次 間 講 の 看 護 J則引 論、 石 υ
史 . 市嗣制|リl 度論、 看護技術お よ び看 護技術実習 と 担
当 し た 。 研究面 を み る と 、 主 要研究領域 を 看護
管 理 領 域 に お き 、 主 と し て 看 護 職 の リ ー ダ ー
シ ッ プ ・ 専 門 的 i'I 律度 ・ 職務満足 度等 に 関 す る
似品検証型 調 査紛| 究が行 わ れ、 [..野栄 宇 助 手 が
作業部隊の 要 と な り 、 教授の制 究 に 賛 同 し て 集
ま っ て き た 医療施設か ら の 5 人 ばか り の 看 護 師
を 入 れ て の研究組織 を 構成 し た 。 以 米 、 こ れ ら
の研究課題 は 教 室 の 骨 格 を な し 、 こ れ ま で に 1 5
名 に 達す る 多 く の修士院生の研究 テ ー マ に も 組
み 入 れ ら れ た 。 そ の 結果、 こ れ ま で に リ ー ダ ー
シ ッ プ に 関 す る 研究 3 編 、 専 門 的 白 律度 に 関 す
る 研究 5 編 、 勤労志欲に 関 す る 論丈 6 編 、 職務
満足 度 に 関 す る 論文12編、 尺 度 開 発 に 関 す る 研
究10編 な ど を q l 心 に し て合計6 1 編 の 論文が ま と
め ら れ た c ま た 、 学会発表 も 積極 的 に 参加 し 、
[j 本看護研究学 会 、 日 本看護科学学会 な ど を 中
心 に 多 く の 発 表 を し て き た 。 さ ら に 、 講庵 主催
の研究会や リ カ レ ン ト 教育 を 積極的 に 行 い 地域
頁献活動 も 実践 し て き て い る 。
発足 当 時 の研究索、 教官室 は 臨 床研究棟の 4
階 で 暖 房 も 冷 房 も エ レ ベ ー タ ー も な く 背 し い
夏 ・ 冬 を 過 ご し た 。 そ れ だ け に 想 い 出 も 感慨深
い も の で あ る 。 i賓畑助教授 は 完 成 年 度 前 の 学部
教育 4 年 後 の 平成 9 年 3 月 に 本学 医 学博上 を 取
得 し て 愛 知 県玄看護大学 に 転 出 し た 。 そ の 後、
平成 8 年 1 1 月 に 講 師 と し て 本学 I�t 属 病 院 の 塚原
節 f婦長 が着任 し た 。 福村助 子 は 1 午 後 の 退職
に 伴 い 、 後任 と し て 平 成 1 0年 4 月 に 本学 看 護学
科 を 卒業 し た ばか り の 高 島 佐 知 子 が 助 手 と な っ
た 。 平 成 1 1 年 4 月 、 L野助子が旭川 医科大学医
学部看護学科 に 助 教授 と し て 転 11\ 0 そ の 後助 手
籍 に は 、 " 1 村佳代 (平成 1 1 年 4 月 ~ 同 年 6 月 ) 、
小 洋 明 子 (平 成 1 1 年 7 JJ � 平 成 1 2 年 3 ) J ) 、 次
い で 八塚美樹 と 新 谷恵 f ( 平 成 1 2 年 4 月 ~ 平成
1 3年 3 月 ) の 2 名 が務 め た 。 1 年 後 に 八塚美樹
は 成 人看護学 (急性期 ) の 講 師 に 昇格す る 。 そ
の 後 、 新 谷 恵 子 の 後 任 に 本 学 科 2 期 生 の 横 田
(坪 同 ) 恵 子 が助 子 と な り 現 在 に 至 っ て い る 。
こ の 問 、 も う 1 籍 の 助 手 籍 は 助 産 学科 目 の 導入
に よ り 、 母性看護学領域 に 議 り 、 そ の 代科 と し
て 人 間科学 2 の 篠 原 治 道教授転 出 後 の 教授籍 を
基礎看護 学 の 教授籍 と な り 、 そ こ へ助教授 の ま
ま 塚原 節子が移籍 し た 。 同 時 に 基礎看 護学の助
教授籍 に は 、 平 成 144 4 月 旭 川 医科大学 に 転 出
し て い た 上野栄 ・ が助教授 と し て 着任 し た の こ
う し て ぷ礎看 護学教室 は 向 学 1 0年 に し て 、 大学
人 と し て 庖切 な 人材がそ ろ い 講時 の 発展 に 寄 守
で き る 教育 ・ �)I 究者 と し て ふ さ わ し い 陣容 で基
礎看 護学が組織 さ れ る こ と に な る 。 基礎右 護学
領域 の 初 代教授の 高 間 静 r は 教本一 の 安 定化 を み
て 平成 1 5 年 3 ) J で 定年 ill宵 と な り 、 そ の 後 、 平
成 1 5 年 4 月 ~ 平成17年 3 月 ま で 11 本赤 ト字北海
道看護大学 に 学 部長 と し て 赴任 し た 。 平成16年
9 月 に は 、 成 人看護学 よ り 吉 沖 美穂が講 師 と し
て 昇任 着 任 し 、 基礎看護学教宗 は 、 助 教授 卜今野
栄 ， !Î品 自ni 吉 井 美穂 、 助 手坪 田 恵 子 の 3 名 で運
営 さ れ 今 日 に 至 っ て い る 。
人間科学 ・ 基礎看護学 人間科学 ( 1 ) 
当 講座 は 、 教授 1 名 の 講座 と し て 、 平成 6 年
4 月 に ス タ ー ト し た 。 当 初 は 、 現在の 臨床研究
棟 4 階 に 一 時 的 に 整備 さ れ た 教官室 を 使用 し た
が、 同 年 1 2 月 1 期 工事が終了 し た 看護学科研究
棟 に移転 し 、 平成 8 年 2 月 の 2 期 工事竣工 に よ
り 現在 の 4 階教官室 と 5 階 の 感染看護研究室の
2 室が教育 ・ 研究活動 の拠点 と な っ た 。 平成 7
年 に は “ 看護学科微生物学への実習導入" が文
部省 ( 当 時) 大学改革推進計画 に 採択 さ れ、 教
育研究環境 は 一挙 に 充実 し 、 下 記 に 示す よ う な
本格的活動が開 始 さ れ た 。
今 ま で に 担 当 し て き た講義 ・ 実習 を 列挙 す る
と 、 医学概論、 生化学、 解剖生理学、 微生物学、
英語四 で あ る 。 医学概論で は 医学史、 健康 と 疾
病、 診断か ら 治療 に い た る 過程、 医学 ・ 医療 に
関 す る倫 理規定 と 用 語解説、 日 本の 医療の現状
と 問 題点等 を 講義 し て き た 。 夏休み に 行 わ れ る
早期介護実習 も 担 当 し て き た が、 平成17年新 カ
リ キ ュ ラ ム の導入 に 伴 い 、 医療学入 門 に組み入
れ ら れ、 医学概論 と い う 科 目 は な く な っ た 。 生
化 学 で は 、 生 体 高 分 子 (糖、 脂 質、 蛋 白 、 核
酸) の構造 と 機能、 酵素の働 き 、 エ ネ ル ギ ー 代
謝、 遺伝子発現 と そ の調 節 の 講義 の ほ か に 、 ガ
ン の発生 と 抑 制 、 遺伝子治療、 ES 細胞 と 再 生
医療の講義 も 行 っ て い る 。 平成17年 度か ら は 、
栄養学 も 加 え る こ と と な っ た 。 解剖 生理学 は 、
平成12年度 よ り オ ム ニ パ ス 方式 を 採用 す る こ と
と な り 、 コ ー デ イ ネ ー タ ー に 加 え 細胞 の構造 と
機能、 組織学、 内 分泌系 を 担 当 し て い る 。 平成
17年 度 よ り 、 科 目 名 も 形態機能学 と 変更 に な り 、
コ ー デ イ ネ ー タ ー も 本来 の 人 間科学 2 が担 当 す
る こ と に な っ て い る 。 微生物学で は 、 開 講 当 初
よ り 実習 を 導入 し 講義展 開 に も 工夫 を 加 え て い
る 。 病 院感染 に 対す る 世評 は 厳 し く 、 特 に 看護
介入がそ の 原 因 と し て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れて き
た こ と が多 い 。 こ の こ と を 十分意識 し 、 感染看
護 の歴 史 と 感染管理看護師の役割、 看護か ら み
た 感染予 防 の 3 要素、 病 院感染予 防 と ホ ス ピ タ
ル ・ サ ニ テ ー シ ョ ン に は 時 間 を 割 き 、 特 に 洗
浄 ・ 消毒 ・ 滅菌 に 関 し て は 、 実習 を 行 い 、 理解
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を 深 め る 工夫 を し て い る 。 ま た 縦断的 な 各論終
了 後 は横 断的症候別 の講義 も 行 っ て い る 。 英語
四 は 、 一般教養科 目 語学系 の 単位 に 含 ま れ る が、
専 門 英語 と し て 、 医学英語の 成 り 立 ち 、 看護現
場 で役立つ 英語、 看護 に 関 する 英文抄読 を 行 っ
て い る 。 こ れ ら の 講義 に は 自 製の教科書形式 の
プ リ ン ト を 用 い 、 さ ら に 生化学 と 微生物学 で は 、
単元毎 に セ ル フ ・ チ ェ ッ ク を 配付 し 学生参加型
の 講義形態 に し て い る 。
研究 は 、 イ ン フ ル エ ン ザ、 と 感染看護 に 関 す る
研究 と 2 つ に 分け ら れ る 。 前者 で は 、 イ ン フ ル
エ ンザ ウ イ ル ス の増殖機構、 感染 に 伴 う 生体応
答 、 抗 イ ン フ ル エ ンザ ウ イ ル ス 剤 が 中 心 で あ り 、
医学部和 漢診療学、 薬学部薬 品 製造学、 生理化
学研究室 な ど と 共 同研究 も 大 き な 位置 を 占 め て
い る 。 平 成 1 5年 に 採択 さ れ た COE I 東 洋 の 知
に 基づ く 個 の 医療 の創生」 に研究 フ エ ロ ー と し
て 加 わ り 、 直接の ウ イ ル ス 増殖抑制 を 示す和 漢
薬 と し て 麻黄 (脱穀阻害) 、 桂皮 ( ウ イ ル ス 蛋
白 合成阻害) に 加 え 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ を 介 し て
そ の作用 を 発揮す る 乾菱、 舞茸 ( い ず れ も TNF
q 産 生 誘 発) 等 を 同 定 し て い る 。 特 に 乾 菱 の
抗 ウ イ ル ス 作用 は 、 当講座出 身者の博士論文で
あ り 、 本 学 看 護 学 科 出 身 者 で 第 1号 の 博 士 と
な っ た 。 感染看護 に 関 す る 研究 は 、 附属病院感
染看護チ ー ム と の 「病室花器水汚 染 の細菌学的
f食言す 」 か ら は じ ま り 、 ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギー の
発症要 因 と そ の 予 防 に 関 す る 研究、 病 院感染予
防 に 関 わ る 分子疫学的研究、 和漢薬の 感染看護
への活用 に 関 す る 研究へ と 進 め た 。 こ の う ち 、
ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギー の研究 と 分子疫学 (感染
経路追求法の 簡便化) に 関 す る 研究 は 、 科学研
究補助金基盤研究 C に 、 ま た 和 漢 薬 の 感 染 看
護 ・ 感染予 防への活用 に 関 す る 研究 は 同補助金
若 手 B に 採択 さ れ た 。 こ れ ら の 成 果 は 、 著 書
7 編 (英 文 4 編 を 含 む) 、 総説 5 編、 英 文 原 著
45編、 和文原著18編 に ま と め ら れ た 。 全て の研
究 は 、 医学部、 薬学部あ る い は 附属 病 院感染看
護チ ー ム と の協力 に 加 え 、 科学技術振興調整費、
COE、 県 受 託研 究 費 、 学 長 裁 定 費 、 民 間 企 業
研究助成金、 委任経理金の財政的援助 を 受 け た 。
212 第 4 主主 議 時 等 の 沿革
人間科学 ・ 基礎看護学 人間科学 ( 2 ) 
1 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
開 設 当 時 、 人 間 科学 2 は教授 1 人 の 議時 で あ
り 、 主 な 研究 も 解剖 学 に ま つ わ る 研究 を 中 心 に
行 わ れ て い た 。 現存ー も 助教授 l 人 の 講座 に は 変
わ り は な い 。 研究 は 、 疾患 を 持 っ た 人 間 に 焦 点
を 当 て 、 疾 病 の 受容 や 疾病 に よ っ て 変化す る 身
体状況 を 患者が ど う 捉 え て い る の か 、 ま た そ の
家 族が患者 と の 関 わ り の 中 で ど う 対応 を 変化 さ
せ て い く の か を テ ー マ に 分析 し て い る 。
2 ) 教育体制 の 変遷 と 現状
人 間 科学で は 看 護 の 専 門性、 特殊性 を 与 え 、
人 聞 を 心 身 一体の統一体 と 社 会 で の 午 i日本 と と
ら え 理解す る こ と を 目 標 と さ れ た 。 つ ま り 生物
体 と し て の 身体構造や機能 を 学 びつ つ 、 社 会 で
の 生活 を と ら え 、 そ の構造や機能が疾 病 に よ っ
て ど ん な 変化や 障 害 を 持つ の か を も 加 味 し た 人
間 学 を 学 ぶ こ と に あ る 。 誕生か ら 死 に 向 か う 人
聞 の 発達過程の 中 で の 身体の構造 と 機能 、 疾病
と 傷害、 社 会生活 に お け る 人 間 と 人 間 と の 関 係
性 、 社 会環境の構造 と そ の 中 で の 人 聞 の 適応 の
あ り 方 を 理解 し 看護 の 対 象 と し て ど う と ら え る
か を 学ぶ こ と に あ る 。
、 IC 成 5 年 医学部看護学科 開 設 当 時 、 こ の 人 間
科学 2 に は 解剖学教室 か ら 医 師 が教授 と し て 赴
任 さ れ、 主 に 身体の構造 ・ 機能 の 部分で ご尽)J
を つ く さ れ た 。 完 成 年 度 を 迎 え 教授 は ご専 門 の
解剖 学へ転任 さ れ た 。 そ の 後 、 こ の ポ ス ト に つ
い て 検討 さ れ解剖 生理学お よ び基礎看護学の授
業 を 担 与 す る 看護系教官で、 と い う こ と と な り 、
平成 14年基礎看護学か ら 人 間科学 2 に 配置換 え
と な っ た 。
講義 は 、 上記 の こ と く 人 間 の 身 体構造 と 機能
を 解剖 今理学 か ら 平成 1 7 年 度 に 形態機能学 と し
て カ リ キ ュ ラ ム が編 成 さ れ た 。 今 ま で の 解剖 生
理学 と ほ と ん とな変 わ ら な い が、 看護教官 の 担 当
部分が増 え た こ と で 看 護学 に 必 要 な 身体の構造
と 機能 の 理解 を 深 め て い け る の で は な い か と 自
負 し て い る 。 し か し そ れ も 部分的 に す ぎず今 ま
で通 り 医系教官 に も お 願 い し て い る c ま た 、 解
剖 学教 雫 の 大谷修教授 に ご協 力 を 得 て 実際 の 人
体解剖 見学実 習 も 取 り 入 れ て い る 。 さ ら に 人 間
理解 の 部分 と し て 新 た に 看 護対象論が加 わ り 担
当 す る こ と と な っ た 。 発達過 程 に お け る 様 々 な
人 間 模燥の変化 を 瑚解す る こ と に よ っ て 、 看 護
の対象 を ど う 捉 え る かの 学 び を 目 的 と し て い る 。
ま た 、 tt.命倫理学 で、 は哲 学 の 盛永審 牟 郎教授か
ら 教 養 部分 と し て の 倫 理 的 な 理 解 、 「 人 の 生」
を ど う 考 え る か、 「 人 の 死」 を ど う と ら え る の
か を ご教授 い た だ い て い る 。 ま た 、 看 護 の 部分
で は 「患者 の 生 命 と 倫理的配慮」 に つ い て の 学
び を 深 め て い く こ と を 目 的 に 授業 を 展 開 し て い
る 。 基礎看護学 で は 、 基本的 な 看護技術 を 理論
的 に 理解 し 、 実践可 能 な 状況 ま で理解がで き る
よ う 学 内 の 演 習 を 取 り 入れ な が ら 講義 し て い る 。
ま た 、 法礎看護 に お け る 臨地実習 で は 、 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン を 主 と し た 忠者理解 を 中 心 に 実背
を す す め て い る 。 疾病 に よ っ て 忠J雪 は い か に 自
分 を 見 つ め て い る の か、 疾病が患者 の 日 常生活
や 社 会環境、 他 の 人 間 と の 関 係性 に ど の よ う な
変化 を も た ら し て い る の か 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン を 通 し て 情報 を 収集 し 、 そ の 後1[.';1 人 カ ン フ ァ
レ ン ス を 行 っ て い る 。 こ こ で は チ失J討 の ま塑角ヰ と そ
れ に よ る 忠者理解、 つ ま り 人 間 を 心 身 一 体の統
字体 と し て別解す る こ と を 目 的 と し て い る 。
3 ) 人 間 科学 2 の 沿革 に つ い て
平成 5 年 医学系教宵 (篠原 治道教授) の 赴任
に よ り 、|え成 1 2 年 度 ま で学部教育 の 解 剖 生 理学 を
担 当 さ れ た 。 卒業年次 を 迎 え る に 当 た り 看護学
科教官 は そ れぞ れ学生の卒業論文 を 分担 し た が、
い か ん せ ん担 当 授業科 目 が解剖 生理学 と い う こ
と で平成 1 0年 初 回 の 卒業論文 に 関 わ る と い う 状
況 で あ っ た 。 大学院教育 の 産婦 人科 医 と し て の
経験か ら 母 子看護専攻領域の特論 と j寅 習 を 分担
さ れ て い た 。 千 成 1 2 年 か ら の 2 年 間 人 間科学 2
は 空席 の ま ま す ぎ た が、 そ の 間 人 間 科学 1 の 落
合宏教授が解剖 生用学 の コ ー デ イ ネ ー タ ー と な
ら れ講義 を 進 め ら れ た 。 現存夜、 は 、|え成14{f.度か
ら 解剖 /十 理学 を も 担 当 す る 看護教宵 と い う こ と
で、基礎看護学 よ り 配置換 え で 人 間 科学 2 に 席 を
お き 、 形態機能学 を は じ め 看 護 の 基礎教育 と な
る べ き 看護対象論、 生命倫理学、 基礎看護技術
論 の 講義お よ び演習 を 担 当 し て い る つ
臨床看護学 精神看護学
当 講座 は 、 平成 5 年 4 月 に 、 初代教授 と し て
神郡博先生が着任 し 、 看護学科 の 中 で は 最 も 早
く ス タ ー ト し た 。 そ の 後、 平成 7 年 4 月 1 日 に
は 、 堀 内 園子助手が着任 し 教授 と 助手 1 名 の研
究室の体制 は 整 え ら れた 。 神郡教授 は 、 平成10
年 1 1 月 1 日 よ り 平成 1 1年 3 月 31 日 ま で初代学科
主任 の 重責 を 果 た し 定年退官 さ れ た 。 こ の 問 、
堀 内助手の辞職 に 伴 い 、 平成 9 年 4 月 1 日 に 田
中 い ず み助手が着任 し 、 現在 ま で、 教育研究 に
携 わ っ て い る 。 そ の 後、 平 成 1 1 年 4 月 1 日 を
も っ て 2 代 目 教授 と し て 筒 口 由 美子先生 を 迎 え
る こ と と な っ た 。 筒 口 先生 は 、 教育研究 は も と
よ り 、 平成13年 よ り 1 年 間 学科主任 と し て 、 看
護学科の管理運営 に多大の貢献 を な さ れ た が、
残念 な が ら 病魔 に お か さ れ、 平成16年11 月 12 日
に他界 さ れ た 。 こ こ に 心 よ り ご冥福 を 祈 る 次第
で あ る 。
本講座 で は 、 心 の 問 題の理解 に 対す る 強 い社
会の要請 に 応 え る た め に 、 精神 の 健康 問 題 を 、
病気の面か ら ばか り で は な く 、 健康 ・ 不健康、
成長 ・ 発達、 環境 と 適応 な どの面 か ら 広 く 理解
し 、 そ れ ら を 看護 の 場 に 活用 で き る 能力養成の
視点 に 立 ち 、 「精神看護学総論」 、 「精神看護論j 、
「精神 臨床 医学」 の 各 講義 と 「精神 看 護 臨 地 実
習 」 を 担 当 し て い る 。 さ ら に 、 卒業研究選択学
生 に は 、 精神看護 的研究方法の基礎 を 学ぶ機会
(文献検索、 研究立案 と 実施) を 提供 し て い る 。
「精神 看護学 総論」 で は 、 単 に 精 神 障 害 者 に
限 ら ず、 広 く 人 間 の 精神 的諸 問 題 に つ い て 理解
を 深 め る こ と を 目 標 と し 、 精神 的健康、 青 年期
の 人格の発達 と 危機、 現代家族の特徴、 対 人 関
係 に お け る 自 己理解、 看護師の メ ン タ ルヘ ル ス 、
精神福祉 法、 ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト な どの講義 を
通 じ 、 精神 的健康 の 保持、 増 進 に 関 わ る 基礎知
識 を 習 得 で き る よ う に 工 夫 し て い る 。 「精 神 看
護論」 は 、 総論で得 た 知 識 を 精神保健福祉 看護
の 実践へ と 結 びつ け る 講義 と 位置付 け、 精神 の
健康 に 問 題 を 持つ 人への 看護援助 に 必 要 な 知 識
と 技術 に つ い て 学習 す る こ と を 目 標 と し て い る 。
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そ の 内 容 に は 、 看護師 ・ 患者 関係の発展過程、
病 む 人 の 体験の 理解、 問 題状況 に お け る 看護 師
の対応、 精神障害者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の
特徴、 精神看護 に お け る 観察 ・ 記録の意義、 精
神科 に お け る 管理 的 問 題 と 事故 に 対す る 看護の
在 り 方、 家族への 看護面接、 精神看護 に お け る
看護過程 の 展 開 、 精神保健医療チ ー ム に お け る
看護師の役割 な どが含 ま れて い る 。 両講義 と も 、
単元毎 に 、 質 問 書 を 書 い て も ら い 、 回答 書 を 返
す こ と で、 学生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、
学 習 意欲 を 高 め 、 教育効率 を あ げ る 工夫 を 行 っ
て い る o í 臨 床 精 神 医学」 は 、 精 神 科 医 師 が担
当 し 、 患者の立場 に 立 っ た援助 を 行 う た め に 必
要 な 見方 や 考 え 方がで き る よ う 、 患者 の 問 題の
捉 え 方や診断 ・ 治療 に視点 を 置 い た授業 を 、 事
例 を 提示 し つ つ 展 開 し て い る 。 そ れ ら に は 、 精
神症候学、 て ん か ん ・ 睡眠障害、 脳波検査、 症
状精神病、 統合失調症、 気分障害、 老年期精神
障害、 児童 ・ 思春 期精神障害、 神経症、 神 経心
理学、 精神疾患の 治療が含 ま れ、 看護 師 と し て
求め ら れ る 最低限の知識の習 得 を 目 指 し て い る 。
「精神看護 臨 地 実 習 j で は 、 上 記 の 講 義 で 学
ん だ こ と を 、 実践の 中 で展 開 し 、 そ の 理解が深
め ら れ る こ と に 主眼 を 置 き 、 指導 に 当 た っ て い
る 。 具体的 に は 、 1 . 対象の発達各期 の精神 的
成 長 と そ れ に 伴 う 問題が理解で き る 。 2 . 精神
障害 を 持つ対象 を 理解 し 、 必要な援助がで き る 。
3 . 対象の も つ 病気 と 治療法 を 理解 し 、 必要 な
援助がで き る 。 4 . 対象の看護問題 を 把握 し 、
そ れ ら を 適切 に 判 断 し 、 看護計画立案、 実施、
結 果 の 評価がで き る 。 5 . 精神医療 を 支 え る 最
近 の 考 え 方 と そ れ ら が健康 回 復 に 果 た す役割 を
理解 し 、 看護の 中 に 取 り 入 れ る こ と がで き る 。
こ れ ら 5 つ の 目 標 を 掲 げ、 学生がそれぞれ 1 人
の 患者 を 受 け 持 ち 、 い つ で も 必要 に 応 じ て 個 別
指導が受 け ら れ る 方法 を と っ て い る 。 到達度の
評価 は 、 受 け持 ち 患者の理解度、 看護計画 の 内
容及 び実践、 個別指導時の理解度、 実習 レ ポ ー
ト 、 カ ン フ ァ レ ン ス の検討 内 容 を 総合 し 行 っ て
い る 。
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臨床看護学 成人看護学 ( 内科系)
成 人看護学 ・ 内科系の現在の構成 メ ン バ ー は 、
田 q ' 二三 千雄教授、 安 田 智 美助教授、 若林理忠l f
助 手 、 寺境友紀子助 手 の 4 ?'， で あ る ( 大 学 院 で
は こ れ に 泉 野 潔 助 教授が加 わ る ) 。 過 去 の 構 成
メ ン バ ー と し て 、 看護学科 開 設 時 か ら 、ド成 1 6 年
ま でi宰 出愛子教授が在籍 し 、 そ の ほ か に は 助 手
と し て 、 塚本 尚 了 、 中 林美奈 f 、 宥 旧 美千代、
守 山 由紀子、 塚本亜紀 子、 三 輪 の り 子が在籍 し
た 。
本講座 は 主 と し て 成 人 の慢性疾患患者 を 対象
と し て 、 そ の 看 護 の 玉県念や、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン ・ セ ル フ ケ ア に 関 す る 方法 を 研究 し 、 教育 し
て い く こ と を 目 的 と し て い る 。
1 . 研究体制 の 変遷 と 現状
1 ) 術究 テ ー マ と 研究業績
田 中 は 本学 附 属 病 院 の 光学医療診械 部 の 部
長 を 併任 し て い る 関 係 も あ り 、 特 に 「 内 悦鏡
看護」 の 領域 を 小 心 に 研究 を 行 っ て き た 。 ま
た 富 山 県下 の 病 院 の 内 視鏡室 に 勤 務 す る 看護
日rli と と も に 、 「官 山 |人j 視鏡 看 護研 究 会」 を 組
織 し て 毎 月 勉 強 会 を 行 っ て い る が、 そ の 関 係
者 ら と い っ し ょ に 専 門 書 1m 化 器 内 悦 鏡 石
護 J ( 11 総研) も 発 刊 し た 。
次 に 安 刊 は 、 woc ( 創 傷 ・ オ ス ト ミ ー ・
失禁) 看護認定看護 師 の 立場 か ら 、 ス ト ー マ
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 分野の ス ト ー マ 用 具 の 皮
膚保護剤 に よ る iiJf究 や 、 オ ス ト メ イ ト の セ ク
シ ャ リ テ ィ ー や 社 会環境 な どの研究、 特 に オ
ム ツ 着 用 の 寝 た き り 高齢者 の 皮 膚 生理機能 と
ス キ ン ケ ア 、 関節拘紡患者の袴始予 防 の ポ ジ
シ ョ ニ ン グ に 関 す る 研究 を 行 っ て い る 。
11=境 も ス ト ー マ 関 連 の研究 を 進 め て い る 。
若林 は 主 に タ ー ミ ナ ル ケ ア を 研究 テ ー マ と
し 、 特 に 終末期忠者 の心理 に 注 目 し 、 家族や
タ ー ミ ナ ル ケ ア に 関 わ る 看 護 師 か ら の イ ン タ
ビ ュ ー を 行 っ て い る 。
前任 の 津 田 は ホ ロ コ ー ス ト 及 び、原爆被爆者
の ト ラ ウ マ の 3 世代伝婚 に 関 す る 研究 、 看護
に お け る 倫理的 問 題 を 中 心 に研究 を 行 っ て い
た 。
2 ) 学会活動 な ど
田 中 は 第7 2 回 日 本 消 化 器 内 視 鏡 学 会 総 会
( 平 成 18{f.ιo月 ・ 於 . 札 幌 市 ) の 会 長 を 務 め
た 。 そ の 中 で は 「 内 視鏡看護」 に 関 連す る 特
別 企 画 を 設 け 、 全 国 に 向 け て 内視鏡看護 に つ
い て の 様 々 な 問 題提 起 を し た 。 ま た 上 述 の
「古 山 内 視鏡看護研究会」 の メ ン バ ー や 修 と
過 程 の 学 tt を 指導 し て 、 種 々 の 字 会 や 内祝鏡
技師研究会で、研究発去 を 行 っ て き た 。
安 田 は 日 本 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学
会 の 編 集 ・ 査読委 員 や 北 陸 ス ト ー マ 研究会
北越 ス ト ー マ 講習 会 の事務局 を 担 当 。 2006年
に は 第 1 4 回 北越 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
講習 会 の 会 長 を 務 め て い る 。 ま た 日 本看 護協
会研究 セ ン タ ー の woc 看護認定看 護 師 、 東
京女 f 医 科 大学 の 子術宅看 護認定看 護 師 コ ー
ス の 非常勤 講 師 や 、 百 山 県看護協 会 の 訪 問 看
護研修 コ ー ス に お い て ス キ ン ケ ア の 講義 を 担
当 し て い る 。 ま た 富 山 地 [ヌー の 看 護 師 ・ 介護師
を 対 象 に 予 防 ス キ ン ケ ア の 勉 強 会 を f丁 っ て い
る 。
前 任 の i宰 出 は 学 会活動 に お い て 、 主 な も の
で は 第22 回 日 本医学哲学 ・ 倫理学 会 大 会 の 会
長 を 務 め た 。
2 . 教育体制 に つ い て
1 ) 学部教育
成 人 看 護 学総論、 成 人 看 護 論 ( 慢 性 期 ) 、
成 人看護学実習 、 成 人 臨床 医学、 ク リ テ イ カ
ル ケ ア 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を Ì'_ と し て 1F! 当
し て い る 。
2 ) 大学院教育
特論、 演 習 、 特別研究 を 担 当 し 、 こ れ ま で
本講座か ら は 1 6 人 の 修 了 生 を 出 し て い る 。 修
士論文の テ ー マ に つ い て は 、 こ れ ま で 「 内 視
鏡 看 護」 、 「が ん 看 護J 、 「 タ ー ミ ナ ル ケ ア 」 、
「透析患者 の 看護」 、 「在宅酸素療法J I臓器移
植」 に 関 す る も の な どが あ っ た 。
(若林 理恵子記)
臨床看護学 成人看護学 (外科系)
当 講座 は 、 成 人急性期 に お け る 健康維持 と そ
の ケ ア を 教育 ・ 研究 目 標 と し て 平成 7 年 4 月 に
開設、 回 i宰賢次教授、 川 西 千恵 美講師、 松 田 美
千代助手、 中林美奈 子助手、 笹野京子助 手 で 開
講 し た 。 平成17年 3 月 、 田i事 賢次教授 ご退官、
現在、 八 塚美樹助教授、 原元子助手、 松井文助
手の計 3 名 で構成 さ れて い る 。
講座 と し て の 活動 は 、 定期 的 に 各教室員 の テ
ー マ に 関 す る 抄読会 を 開催 し 、 ま た 、 週 1 回 の
教室会議 を も つ こ と に よ り 講座 員 相互 の 交流 を
図 っ て い る 。 さ ら に 、 年 1 回 「成 人看護学急性
期 集談会J を 開催 し 卒後教育 の 一 環 と し て い る 。
学部教育 で は 、 急性期疾患 の 基礎 と な る 「病
理学J I栄養学J I外科系 臨床医学」 を 通 し て 、
成 人 に お け る 外科 的療法が必要 と な る 病 因 ・ 病
態 に つ い て 教授 し 、 続 い て 「成 人看護学総論」
「成人看護論J I ク リ テ イ カ ル ケ ァ J I リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン 論j に お い て 、 急激 な 健康破綻 を 来
し た 成 人 の 理解 と 看護 に 必要 な 知識 と 技術 を 教
授 し て い る 。
「栄養学」 で は 、 主 と し て 周 手術期 の 栄 養管
理 に つ い て の基本的知識 と 疾病治療 の 手段 と し
て の 食餌療法 の 重要性 に つ い て 教授 し て い る 。
「外科系 臨 床 医 学」 で は 、 各分野 の 専 門 家 に
一部依頼 し 、 各分野 に お け る 重要 な 疾患 と 看護
に 必 要 な 実 質 的 な 講義 と し て い る 。 ま た 、 特 に 、
消化器 は も と よ り 外科系全般 の 周 手術期管理 に
重点 を 置 き 、 更 に創傷管理 に 関 す る 講義 を 看護
の エ ビ デ ン ス に 関 連づ け て い る 。
「病理学」 で は 、 特 に ス キ ン ケ ア や 創 傷 治 癒
を 中 心 と し た 、 実践の場です ぐ に 役立つ実用 的
な 講義 を 行 っ て い る 。
「成 人看護論 (急性期 ) J で は 、 急激 な 健康破
綻 を 来 し た 成 人 の 理解 と 看護 に つ い て 講義 し て
い る 。 基 本 的 知 識 (侵 襲 と 生 体 反 応 、 ス ト レ
ス ・ コ ー ピ ン グ理論、 危機理論、 創傷治癒過程、
痛み と 看護、 不安 と 看護) に つ い て 理解 を 深め 、
主 要 な機能障害 と 心理 ・ 社会的要因 を も っ 事例
の看護診断過程演習 を 行 っ て い る 。
「 ク リ テ イ カ ル ケ ア 」 で は 、 生 命 の 危 機状態
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に あ る 人への全身状態 の 観察 と 判 断、 患者 ・ 家
族への危機介入、 救急で、働 く 看護 師 の ス ト レ ス 、
看護制 度 に つ い て 講義 ・ 演習 を 行 っ て い る 。
「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論J で は 、 リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 看護 に 必要 な 知識 を 講義 し 、 特 に 、 オ
ス ト ミ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を と り あ げ、 専 門
的 な 立場 か ら の 講義 を 行 っ て い る 。
「 成 人 看 護 実 習 」 に お い て は 、 既存 の 知 識 や
技術 を 実際の 臨床の場で、 看護診断過程 を 用 い
て 実践す る こ と で、 人 間 理解 と 看護職 と し て の
態 度 の 育成 を 目 的 に 行 っ て い る 。
研究 と し て 、 ま ず、 ス ト ー マ 周 回皮膚管理 を
中 心 と し た 度膚保護剤 の役割 を メ イ ン テ ー マ と
し て研究 を すす め て お り 、 ス ト ー マ ケ ア に お け
る 皮膚保護剤 の研究 に つ い て は 他 の 追従 を 許 さ
ぬ ほ どの進歩 し た 業績 を あ げて い る 。 こ れ ら の
成果 を 基盤 に し て 、 平成 14年上部消化管管理 に
使用 さ れ る 高機能付皮膚保護剤 の 開 発 を し た 。
さ ら に 、 創傷治癒 メ カ ニ ズ ム の研究 は 、 患者の
ス ト レ ス や リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン の 関 連か ら 用 手療
法、 温熱療法、 マ イ ナ ス イ オ ン 療法 を 介入 と し
て 治癒促進 因 子 の解 明 を 行 っ て い る 。 心理面 で
の調査研究 ・ 質 的研究 に も 力 を 入 れ、 ス ト ー マ
造設患者の術前 か ら 社会復帰への プ ロ セ ス を 主
に 患者の疾患や ス ト ー マ の ボ デ ィ イ メ ー ジ と 受
容過程、 ス ト ー マ 造設患者 の性機能 と セ ク シ ャ
リ テ ィ ー の 内 容、 ス ト ー マ 造設患者 の ソ ー シ ャ
ル サ ポ ー ト の機能 と 内容、 オ ス ト メ イ ト の 「 に
お い 」 へ の対処等解析 し て い る 。
抗酸化物 質 の癌抑制作用 と 健康保持 に お け る
研究 は 、 主 に ESR 装 置 を 用 い て 活性酸素種 と
し て の ・ O2一 、 ・ OH ラ ジ カ ル 面 か ら 検 討 を 加
え 、 食品成分の抗酸化能の検定 シ ス テ ム の 開発
や 、 水の機能性 に も 注 目 し ヒ ド ロ キ シ ラ ジ カ ル
抑制 シ ス テ ム の 開発 に よ っ て水の抗酸化作用 を
測 定 し 、 体 に よ い水 の 開 発 な ど を 行 っ て い る 。
ま た 、 ス ポ ー ツ 選手の競技力 向上 に 関 す る 研
究 で は 、 ス ト レ ス 蛋 白 質 と し て 知 ら れ る HSP
に 注 目 し 、 よ り 有効 な 生体内 に お け る 、 遠赤 外
線加温照 射 に よ る HSP 誘 導 を 試 み 、 そ の ピ ー
ク が加温後48時 間 後 に な る こ と を 世界 で は じ め
て ヒ ト に も 誘導 さ れ る こ と を 証明 し た 。
216 �} 4 章 講座等 の 沿 午:
臨床看護学 小児看護学
、1" 成 1 1 年 3 月 ま で の 経緯 : 小 児看護学領域 は 、
平成 5 年 4 月 に 開 設 さ れ た 看護学科の 宇 講 座 で
あ る 、 臨床看 護学講座 (大講座) に 含 ま れ る 一
領域 で あ る 。 ス タ ッ フ は 、 教授 と 助 手 の 2 人体
制 の 不完全講座 で あ り 、 平成 6 年 4 月 に 名 古屋
市立大学看護短期大学部 よ り 、 湯 川 倫代教授、
平 成 7 年 4 月 に 富 山 医 科薬 科 大 学 附 属 病 院 よ り 、
下 条 由 季子助 子 が着任 さ れ た の 湯 川 教長 は 、 学
部 2 年 次 の 小 児 看 護学総論、 3 年 次 の 小 児 看 護
論、 4 干「ム 次 の 小 児 看護実習 お よ び小 児看護研究
を 担 当 さ れ た 。 大学院で は 、 母子看護学特論、
母 子看護学演 官 、 母子看護学特別研究 を 母性看
護 学 の 塚 田 教授、 人 間 科学 の 篠 原 教援 と 分担 し
て 担 当 さ れ た 。
湯 川 教授 は 、 母 子 看 護 の 環境管理、 養 育 態 度 、
慢性疾 患 の 看 護 、 病 児 の 権 利 、 母子感染等 を 研
究 テ ー マ と し て 取 り 組 ま れ た が、 教授 1 名 と 助
手 l 名 の 体制 で あ り 、 成 果 を 得 る に は 大変苦労
さ れ た 。 小児看護領域 に お い て 学'tô ( 学 部 4 年
生 ) に 指 導 さ れ た 看 護 研 究 は 、 難 病 児 の QOL
に 関 す る 研究 か ら 保育 悼| 児 の 生活習慣、 思春期j
の 親子 関 係 、 付 親 の 養 育 態 度 に 関 す る テ ー マ で 、
広 範 囲 で 多 111支 に 渡 る 内 存 で あ り 、 か っ 小 児 看 護
学 に と っ て 意義 の あ る 主要 な も の で あ っ た υ 指
導 さ れ た 学生 は 、 平成 8 年 度 2 名 、 平 成 9 年 度
5 名 、 、i三成 1 0 年 度 5 名 で あ っ た 。 大 学 院生 は 、ド
成 1 01f 皮 に 1 名 の 修 了 'j-: を 出 さ れ た 。 、|λ 成 1 1 年
3 H に 、 湯 川 教授お よ び |イ 条助 手 が辞職 さ れ た 。
、|正成 1 1 {↓'. 4 月 以 降 : 平 成 1 1 年 4 月 に 、 神 奈 川
県立衛生短期大学 よ り 底瀬 が教授 に 、 富 山 医科
薬科大学附属 病 院 よ り ー 本 ( ! H 姓飯烹) 美智 子
助 手が就任 し た c 看護学科 開 設 7 年 目 を 迎 え 、
本議時 は新 た な メ ン バ ー で ス タ ー ト を 切 っ た が、
開 設 当 初 か ら の 不 完全講時 の ま ま で 、 教授 l 名
と 助 子 1 名 の 体制 は 変 わ ら ず、 さ ら に 平 成 1 61f
度ぶ ま で の 聞 に 4 名 の 助 手 が交 替 に な っ た ( 平
成 1 3年 9 月 か ら ム 木助 子 の 代替 と し て 守 山 由 紀
子助 子 、 平 成 14年 4 月 か ら は 一 木助 子が退職 し
長 谷 川 嘉 奈子 助 手 が 着 任 、 千 成 15年 3 月 ま で 就
任 、 平 成 1 5 年 4 月 か ら 宮 本 干 史助 手 が 着 任 し 、
現在 に 至 っ て い る ) 。 学 部 の 担 主 科 目 は 、 前 任
の 湯 川 教授 と 変 ら な い が、 大学院の 担 当 は 、 科
U の 一部改正 に よ り 変更 に な っ た 。 母 子 看護学
特論が な く な り 、 新 た に 、 小児看護学特論 1 . 
1I と 母性看護学特論 1 . II の 4 科 日 が設定 さ れ、
小児看護学領域の担 当 は 、 小児看護学特論 1 . 1I 、
時子看護学演習 、 n 子看 護学特別研究 と な っ た 。
学部教育で は 、 湯 川 教授が 京要侃 さ れ た 、 成
長発達や健康 な 生活 の 保証 に 関 わ る 権利擁護 の
主 要性 を 継承 し 、 ラ イ フ サ イ ク ル に お け る 初期
の 成 長発 達 の 理解 と 援助 、 f ど も と 家族 と の 関
係形成 と 健康課題 に 関 す る 援助 、 環境や ケ ア シ
ス テ ム に 閲 す る 援助 の 宵 得 を 目 標 と し て い る 。
大学 院 で は 、 看護研究 の 主主礎 的 能 力 を も っ た 研
究者の育 成 と と も に 、 社 会 の 要 請 に 対応 で き る
看護実践能力 を も っ 専 門 職 の 育 成 を u 指す と い
う 木学 の 教育 日 標 を 踏 ま え 、 本講座 で は 、 健康
障吉 を も っ 子 ど も の ア セ ス メ ン ト に 必要 な 専 門
的 知 識 ・ 技術 を 学 び、 効 果 的 な 支援 を 実践す る
上 で の 基 本 的 な 考 え 方 を 習 得す る こ と を 日 標 と
し て い る 。 ま た 、 研究指導 に お い て は 、 研究成
果が看護実践 に ど の よ う に 寄与 で き る か の 視 点
を 強調 し て い る 。
研究 で は 、 先 天性心疾患児 の療育支援 に 関 す
る 研究 、 子 ど も の 感染予 防 に 関 す る 母 親 ・ 家族
への健康教育 を 主 な 課題 と し て 取 り 組 ん で い る 。
さ ら に 、 乳幼 児 の 精 神 保健 お よ び地域 に お け る
育 児 支援 の 実践 に お け る 課題 に つ い て も 検討 を
重 ね て い る 。
臨床看護学 母性看護学
母性看護学 は 人 間 発達学 を 基盤 と し 、 医学、
人文 ・ 社会学、 心理学、 教育学的視点 を 包含 し
た 人類の継承な ら び に母子 ・ 家族の健康 に 関 す
る Well-being を 追 求 す る 領 域 で あ る 。 学 部 教
育 に お け る 卒業到達 目 標 は科学的判 断力 を 備 え 、
専 門 職 と し て 母性看護領域で修得 し た 実践能力
が発揮 で き 、 自 己 の 生命観、 母性観 を 確立す る
こ と と し て き た 。 さ ら に 大学院教育 で は よ り 高
度 な 専 門職業人 と し て の知識 ・ 技術 を 修得 し 、
修了 後 に は教育 ・ 研究活動 な ら び、 に 地域への 貢
献が可能 な 人材 を 育成す る こ と を 目 的 と し て 、
現在 に 至 っ て い る 。 な お 、 平成 14年度か ら 学部
教育 に 助 産 コ ー ス が 開 設 さ れ、 母性看護領域の
エ キ ス パ ー ト で あ る 助 産 師教育が加 わ る こ と と
な り 、 今後、 学部教育 ・ 大学 院教育 が ま す ま す
充実 ・ 発展す る こ と が期待 さ れ て い る 。
教員 の状況 は 初代、 塚 田 ト キ ヱ教授 (元聖霊
学 園 浜松衛生短期大学) の 辞任 (2000. 3) に 伴
い 、 後任 と し て 永 山 く に子 (2000. 8) が 山 口 県
立 大 学 よ り 就任、 堀 井 満恵 助 教 授 は2002 . 3 を
も っ て 定年退官、 そ の 後任 と し て 長谷川 と も み
助教授が就任 し 現在 に 至 っ て い る 。 助 手 に つ い
て は 前述 の よ う に助 産 コ ー ス 開 設 に 伴 い 、 1 名
増員 と な り 松岡 理加 (2003. 3退職) が富 山 医科
薬科大学 附属 病 院 か ら 配置換 え と な り 教員 4 名
体制 で そ の 任 に あ た っ て き た 。 な お 、 助手の異
動 に つ い て は 豊 岡 文恵 (2003. 4�2005. 3) 、 二
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川香 里 (2004. 3�現育児休業 中 ) 、 西村佳 余子
(2005. 4�) 、 お よ び北悠理 (2005. 3�) であ る O
学部教育 の授業科 目 で は 「母性看護総論」 に
お い て概論 を 「母性臨床医学」 で は フ ィ ジ カ ル
ア セ ス メ ン ト に 必要 な 知識 を 、 さ ら に 実践能力
取得 に 必 要 な 「母性看護論J I 母性 看 護 実 習 」
を 配置 し 、 看護 を 学 問 と し て 追求す る 目 的 で卒
業研究 (前看護学特論) を 設定 し て い る 。 助 産
コ ー ス で は統合 カ リ キ ュ ラ ム の 利点 を 生 か し 、
「助 産概論J I 助 産 ゼ ミ ナ ー ルJ I 助 産 診 断学」
「助 産技術論J I 助 産管理論」 な ら びに 「助 産学
実習J を 配置 し て い る 。 一方、 大学院教育 で は
よ り 高 度 な 知識 ・ 判 断力 を も っ 地域 の リ ー ダ ー
が求め ら れ る こ と に 鑑み、 Reproductive Health 
/Rights， 生殖補助 医療 と倫 理、 性教 育 な ど に
関 す る 授業 を 母性看護特論 1 、 E で、 母性 ・ 小
児看護学演習 で は 修士論文 に む け て研究活動 に
必要 な 演 習 を 展 開 し て い る 。 現時点で母性領域
に お け る 大学 院修了者は 7 名 で あ る 。
学部生の 卒業研究 は母子保健や母子 の 支援 に
関 す る 課題が主 で、 そ の 成 果 を 母性衛生学 会 な
ど に 公表 し て い る 。 大学 院生の修士論文の概要
は 「産祷期 の Wellness 看護モ デ ルJ I主 体的 な
出 産J I 切 迫早 産 妊 婦 の 心 理過程」 な ど概念モ
デル を 中 心 と す る 研究で、 量 的 ・ 質的研究 に 取
り 組 ん で い る 。 成 果 は学会誌 な ど に 投稿 し 、 原
著論文 と し て す で に 公表 さ れ、 今後 に期待 さ れ
て い る 。
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地域 ・ 老人看護学
当 講座 は 平 成 7 年村 I lj 正 f教授、 梶 田 悦子助
教授、 服部ユ カ リ 講師 、 出村須賀 子助手が赴任 、
開 講 さ れ た 。 そ の 後 谷 LJ 好 美 講 師 、 前畑夏子助
手、 大 野 昌 美助 子 、 安部良助手、 山 口 悦子技術
補 佐 員 を 経 て 、 現在 は 成瀬優知教授、 炭谷靖 子
教授、 泉 野 潔 助 教授、 q l 林美奈子講師、 新鞍真
理 f 講 師 、 寺西敬子助 子 、 須永恭子助 手、 最上
栄子技術補佐 員 で担 っ て い る 。
1 . 教育体制
1 ) 地域看護学領域
地域看護学領域 で は 、 看護 学 の 基盤 に 立 っ て
地域看護活動 を 行 う 看護専 門 職 と し て の 保健 師
を 育 成 す る こ と を 日 指 し て 、 そ の 基本 と な る 知
識や技術 (地域看 護学総論、 疫学、 健康管理論、
地域看護活動論、 家 族援助論、 在宅看護論、 公
衆衛生学) を 教授 し て い る 。 ま た 、 人 々 の 多 様
な 価値観 を 受容 し 、 地域 に 密 着 し た 緩助活動 を
行 う 適応能力 や 、 保健 医療や社 会福祉分野で、 の
看 護 の 役割 を 遂行す る 能力 の 育 成 を 教育 目 標 と
し て い る の 実習 は イ正宅看護実科 と 地域看護実宵
か ら 成 っ て い る 。 最 初 に 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン
で 在 宅 看 護 実 習 を 行 い 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 実
際 と 訪 問 看護活動 を '芋 習 す る 。 地域石 護実習 は
4 � 5 人 の 小 グ ル ー プ に 分か れ 、 県 内 5 か所 の
保健所 ・ 支所 と そ の 管轄 rU llIJ 村 8 か所で地域保
健治動 の 実 際 と 保健 F，rli活動 を 学科 す る 。 い ず れ
の 尖 尚 も 、 実 習 JHj与 に つ い て は 、 教 員 と 現場 の
実習 指導者が官接 な 連携 の も と に 共 同 で行 い 、
現場 の 実 宵 指導 (í- は 地域時性 に 応 じ た 実践 の あ
り 方 の 指 導 、 教 員 は 全実狩 施設 に 11'1 向 き 、 個 々
の 学生 の 学 宵 指 導 と 実習 施設 と の 調 整等 を 行 う
役割 を t.bl っ て い る 。
2 ) 老年看護学領域
老年看護学 で は 、 さ ま ざ ま な 生 活 の 場 に お け
る 高 齢 荷 を 対 象 に 、 ↑同 別性 ・ 多 様性 を 重視 し た
看 護 の あ り }j を 追求す る こ と に 主 眼 を お い て い
る c 、|三 成 1 2 年 度 、 公 的 介護保険制度が始 ま り 、
社 会 的 な ニ ー ズ に 対 応 す べ く 本 学 で も 新 カ リ
キ ュ ラ ム の 老年 看護学教育 が 開 始 と な り 、 高 齢
者 の 介護 の 問題、 地域て、健康 に 生活す る 高齢 汗
の 健康維持 ・ 増 進 に も 責任 を も ち 、 研究 ・ 実践
の 場 に お い て 貢献で き る 人材育 成 を め ざ し 、 教
育 活動 を 展 開 し て い る 。 平 成 1 2 年 度 か ら は 新 カ
リ キ ュ ラ ム ( 1 3 5 時 間 3 単 位 ) の 実 科 が 開 始 と
な っ た 。 従来 の よ う に 病 院 だ け で な く 、 老 人保
健施設や 訪 問 看護 な ど様 々 な 場 を 体験で き る よ
う 、 新 た な 実習 形態 を 構 築 し た 。
2 . 研究 の 現状
研究の 大 き な テ ー マ の 1 つ は 地域、 集 団 の特
性把握、 現状認識で あ る 。 近年具体的 な 数値 目
標 を 伴 っ た 計画 が さ ま ざ ま な 分野 で 求 め ら れ て
い る が、 そ れ は そ の 後 の 施 策 等 の 科学 的 評価 の
根拠 に も な る 必要不 可 欠 な も の で あ る 。 諸保健
行 動 の 実 態 、 母親の精神 的状況、 配偶者離別後
の状況、 労働者の精神 的 健康 度 、 脳 卒 中 発症状
況 、 介護保険認定者 の そ の 後 の 推移等、 現在わ
が 国 が抱 え て い る 多 く の 課題 に 対 し 、 そ の 基礎
的情報の把握 に 努 め て い る 。 研究の も う 1 つ の
側 面 は 大学 院 院 生 の 求 め る 研究課題 に 対 し 講J'ì�
ス タ ッ フ が 字申告 に な っ て 共 同 で研究 し て い る こ
と で あ る 。 以 前 か ら 当 講wが担 っ て い る 地域看
護専攻過程 は需要が多 く 、 かつ 課題が多彩 で あ
る 。 こ の 成 果 は 毎年学会党表や論丈 と し て 公表
し て い る 。
3 . そ の 他 の 活動
1 ) 地域保健看 護研究会
人 の 健康 に か か わ る 諸要 素 を 行政や 施設で活
動 し て い る 人 々 と 共 有す る こ と は 吋 議出 に お け
る 1 I 々 の 教育 ・ 研究活動 の 命綱 で あ る 。 今年で
5 {jて 目 を 迎 え る み;研究会 は 1f. 1 1111 の研究会、 毎
週 の セ ミ ナ 一 、 年 数 回 の 特 別 セ ミ ナ ー を 行 っ て
い る 。 こ の よ う な 日 々 の 活動 を 通 し て 、 本研究
会 は 連携 と 協働 の 場 と し て 少 し ずつ で は あ る が
着実 に 成 果 を 収め て い る 。
2 ) 宮 山 県 介護予 防研究 会
百 山 県寝 た き り ・ 痴呆予防研究 会 は 11年 日 を
迎 え る 今年富 山 県 介護 予 防研究会 と 名 称 を 改 め
た 。 こ の ;会 の LJ 的 は 県 内 の 保健 ・ 医療 ・ 福祉 の
各分野で働 く 専 門 職積 聞 の 相 互理解 と 連携 を 核
と し て よ り 大 き な 介護予 防 効 果 を 得 ょ う と す る
も の で あ る 。 当 講座 は 永 ら く 宇務 同 を 担 っ て お
り 、 会 の 発展 に 寄 ワー し て き た 。
〈 医学系研究科 〉
シ ス テ ム情動科学
関 学 の 昭和51年 よ り 医学部生理学第 1 講座 と
し て 基礎医学の教育 ・ 研究 に携 わ っ て き た が、
平成15年度の改組に よ り 大学 院医学系研究科 シ
ス テ ム 情動科学 と 改名 に な っ た 。 そ の 問 、 初代
川 崎 匠教授 (平成10年定年退官) か ら 2 代 目
西条寿夫教授 (平成10年-) へ と 、 ス タ ッ フ の
刷新 も さ れて い る 。 現在 の ス タ ッ フ は 、 西条寿
夫教授、 堀 悦郎助教授、 梅野克身助手、 小林
恒之 助 手、 北林伸英教務補佐員 、 栗脇淳 一教務
補佐員 お よ び飯 田 沙織事務官の 7 名 で あ る 。 加
え て 、 様 々 な国籍 ( 日 本、 ス リ ラ ン カ 、 中国 、
ベ ト ナ ム ) の博士課程大学 院生が12名 在籍 し て
い る 。 さ ら に 、 平成14年か ら は 医学修士課程 も
併設 さ れ、 す で に 2 名 の 医学修士 を 輩 出 し 、 現
在 も国 内外 ( 日 本、 ブ ラ ジ ル 、 ベ ト ナ ム ) か ら
医学修士課程大学 院生が 4 名 在籍 し て い る 。 ま
た 、 田 淵 英ー が富 山 短期大学 ・ 食 品 栄養学科の
教授 と し て (平成17年 4 月 -) 、 古 沢 ア ド リ ア
ネ 明 美が新潟 医療福祉 大学理学療法学科 の助手
と し て (平 成 17年 4 月 -) 、 田 積 徹 が 聖 泉 大
学人間学部人間心理学科 の 講 師 と し て (平成17
年 4 月 - ) 赴任 し て い る ほ か、 学位取得者 も 各
方面で活躍 し て い る (西村房江 ; 金沢大学環境
社会医学、 高倉大匡 ; 氷見市民病 院耳鼻咽喉科、
数井健一 ; セ ト 電子 工 業 な ど) 。 開 講 当 初 か ら
長年 に わ た り 講座 の 運営 に 尽力 し て き た五十嵐
勝美技官 は 、 平成 10年 に 医学教育等関係業務功
労者賞 を 受賞 し 、 平成15年定年退官 し た が、 退
官直後 に 逝去 さ れ た 。
現在 の 主 な研究テ ー マ は 、 高次脳機能 に 関 す
る 神 経生理学 的研究 を 行 っ て い る 。 と く に 、 西
条教授が平成 16年度 よ り 科学技術振興機構 の戦
略 的 創 造研究推進事業 (CREST) の 研 究 代 表
者 と し て 採択 さ れ、 学 内 外 の 研 究 者 と 共 同 で
「情動発達 と そ の 障 害発症機構 の 解 明J に 取 り
組 ん で い る 。 情動 は ヒ ト の 行動 に 強 い 影響 を 及
ぼ し 、 ま た そ の異常 は深刻 な社会 問 題 と な っ て
い る が、 情動発達 の 脳 内 機構 に つ い て は ほ と ん
ど解 明 さ れ て い な い 。 本研究 で は 、 情動の発達
第 2 節 医 学 部 219 
及 びそ の 障害発症機構 を 、 基礎医学 と 臨床医学
の両面か ら 、 遺伝子、 分子、 細胞 及 び行動 レ ベ
ル で総合 的 に解明す る こ と を 目 指 し て い る 。 と
く に 当 教室 で は 、 情動異常 を 呈す る ノ ッ ク ア ウ
ト マ ウ ス の 行動解析 や ス ト レ ス を 負 荷 し た ラ ッ
ト お よ びサ ル の社会行動解析、 な ら び に こ れ ら
の動物 を 用 い て 覚醒下 で大脳辺縁系 ニ ュ ー ロ ン
の 応答 性 を 解析 し て い る 。 ま た 、 光 ト ポ グ ラ
フ ィ ー と 脳波計測 を 組み合わせて ヒ ト の 高次脳
機能 を 非侵 襲 的 に 記録 ・ 解析 し 、 健常者お よ び
情動障害 を 有 す る 患者の脳機能 を 比較解析す る
こ と に よ り 情動障害発症機構 の解 明 を 目 指す こ
と も 計画 中 で あ る 。 こ れ ら の研究 に よ り 、 情動
の 脳 内 メ カ ニ ズ ム の理解が進み 、 さ ら に情動障
害 の 発症機構 の解 明 や そ の 治療法 の 開発 に 繋が
る こ と を 期待 し て い る 。 こ の CREST 研究 プ ロ
ジ ェ ク ト は 、 参加す る 研究者の 数お よ び資金 も
比較的大 き く 、 成果 も 大 い に 期待 さ れて い る 。
一方、 大脳辺縁系領域 は 、 情動 に 関 与す る と 同
時 に 学習 ・ 記憶機能 に も 重要 な 役割 を 果 た し て
い る こ と か ら 、 エ ピ ソ ー ド記憶 の脳 内 メ カ ニ ズ
ム に 関 す る 研究 も 進行 中 で あ る 。 こ れ ま で仮想
現実空 間 を 用 い た 実験 シ ス テ ム を構築 し 、 空 間
移動課題遂行 中 の サ ル海 馬 体ニ ュ ー ロ ン を 解析
し て き た他、 ラ ッ ト を 用 い て 空 間移動課題、 条
件性遅延刺激 一 反応連関課題 な ど を 訓 練 し 、 海
馬 体ニ ュ ー ロ ン が イ ベ ン ト 情報 ( い つ 、 ど こ で、
誰が、 何 を 、 ど う し た ) を 符号 化 し て い る メ カ
ニ ズ ム を 解 明 し て き た 。 さ ら に 、 音順列記憶課
題遂行 中 の ヒ ト 誘発電位の解析か ら 、 ヒ ト海 馬
体で も 順列情報処理が行 わ れて い る こ と を 明 ら
か に し て き た 。
カ リ キ ュ ラ ム 改訂 に よ り 、 担 当 す る 教育 内 容
に も 変遷があ っ た 。 医学科 3 年次生の 生理学実
習 は 平成15年 よ り 人体の 生理機能 に 名 称変更 さ
れ、 実習 時 間 も お よ そ 半分 と な っ た 。 そ れ に 伴
い 、 実習 項 目 の 削 減が図 ら れ た が、 自 ら 手 を 動
か し て生理機能 を 見 る こ と に重点 を 置 く 方法 は 、
従来の方法 を 踏襲 し て い る 。 医学部、 薬学部お
よ び大学院 医学系研究科の学生 を 対象 と し た 生
理学 関 連 の 講 義 は 、 生理学講座 と 相補 的 に 分担
し て 行 っ て い る 。 (堀 悦郎)
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分子神経科学
本研究室 は 昭和53年 に 生化学 第 2 講座 と し て
教授藤 岡蒸て、 助教授|品l 本光弘、 助手小川 宏丈、
技官高 田 義 美 の 4 :7， で ス タ ー ト し た 。 昭和55年
|判 本助 教授が大 阪大学 の 助 教授 と し て 転 出 し 、
小 川 助 手が助教授 に 昇任 し た 。 同 年 五 味知 治 を
助 手 と し て 迎 え 、 昭和 60年 に は 占 西 清 司 を 助 手
と し て 迎 え た 。 平 成 3 年 に 五 日未助 子が実験実習
機時 セ ン タ ー の助 教授 に 昇任 し 、 平成 7 年 藤 岡
ぷ -.�X授 は 定年退職 し 、 占凶j青 日j は 日 本商科 大
学 に 転 出 し た 。 こ の 問 、 「酵素 の 構 造 と 反 応 機
構 の研究j を メ イ ン テ ー マ と し て 酵素誘導機構
研究、 日 内 リ ズ ム の研究、 白 血球走化性 因 子 の
研究 に も 取 り 組 ん だ。
、 |勺 反 7 年 に 教授許南j告が着任 し た 。 平成 8 年
に 喜納 宏 Hf{ を 助 手 と し て 迎 え た 。 平成 9 年喜納
宏 昭 が東京大学 に 転 出 し た 。 平成10{f に 高 -tí樹
朗 を 助 手 と し て 迎 え た 。 平成13年 に 高石樹朗 と
許南市教授 は 岡 山 大学 に 転 /11， し た 。 こ の 問 、 哨
乳類 の形態形成 ・ 組織構築 の 分子機構 を 、 皮膚
を 主 な モ デ ル と し て 解 析 し た 。 ま た 、 DNA .J'員
傷 の 検 /1 1， に よ る 発が ん の 分子疫学的研究 を 行 っ
た 。 さ ら に 、 従 来 か ら の酵素 の構造 と 機能 に 関
す る 研究 も 行 っ て い る 。
平成 1 5 年 に 教授森寿が着任 し た 。 平成16年 よ
り 議陪 は 大学院 医学系研究科認知情動脳科学独
Îf.専攻分 f 神 経科学教�ー と な っ た 。 平 成 1 6年 に
助 手 石 本哲 也 を 迎 え た 。 ま た 、|勺戊 17{f に Zhao
Ying-Luan を 助 手 と し て 迎 え た 。
教育 で は 、 医学部 に お い て コ ア カ リ キ ュ ラ ム
の 「遺伝 と 遺 伝 fJ I生体物 質 の 代 謝」 な ら び
に 「生化学 実 背 」 を 、 生化学教容 と 共 に 分担 し
て い る 。 大学院教育で は 、 医 学系研究科修士課
程 の 「分了 ゲ ノ ム 医科学」 の 講義 を 分担 し 、 ま
た 博 士 課 程 の 「細 胞 内 シ グ ナ ル 伝 達 系 特 論」
I Ij  1 枢 神 経遺伝 f _l 学 特 論」 の 講 義、 な ら び に
「脳遺伝 子発現解析実 宵 J I神 経伝達物 質受容体
発現解析実 習 J を 実施 し て い る 。
研究で は 、 脳機能 と 病 態 の 分子機構の解析 を
テ ー マ と し 、 遺伝子操作マ ウ ス の 作製 と 解析 を
進 め て い る 。 特 に 、 脳機能解析 に 有効 な C57BL
6 系 統の マ ウ ス 目玉性幹 (ES) 細 胞 を 用 い た 標
的遺伝 f 組 み換 え 法 と 佐操作法 を 用 い て 、 遺伝
子 操作 マ ウ ス を 作製す る ア ブ ロ ー チ を と っ て い
る 。 ま た 遺伝子操作 マ ウ ス の 新 た な 作製 )j法 の
開 発 も 行 っ て い る 。 ES 細 胞 を 用 い た 遺 伝 子操
作マ ウ ス 作製 の 従来法 で は 、 標 的 遺伝子組み換
え ベ ク タ ー ( TV) の 構 築 に 制 限醇 素 を 用 い た
ゲ ノ ム 遺伝 子 断 片 の ク ロ ー ニ ン グ や 精製 ス テ ッ
ブが複数 |口卜，�、 要 で、 あ り 、 労力 と 時 間 を 要 し た 。
そ こ で 、 マ ウ ス ゲ ノ ム 遺伝子 を 組 み 込 ん だバ ク
テ リ ア 人 工 染 色 体 (BAC) と 相 |ロl 遺 伝 子 組 み
換 え 酵素 を 用 い た 大腸菌 内 で の 相 同 組 み 換 え 法
を 改 良 し 、 容 易 に TV を 構 築 す る )j 法 を 確 立
し た 。 こ の 改 良 は 汎 用 性 が 高 く 、 様 々 な TV
の作成 や 改 良 に 利 用 で き る も の で あ る 。 こ の よ
う な 方法論の 開 発 の も と に 、 脳 機 能 の 中 で も 特
に情動の分子基盤 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 、
情動 に 関 わ る 扇 桃体、 前頭前野、 視床 に お い て
興 奮 性 神 経 伝 達 を 担 う グ ル タ ミ ン 酸 受 容 体
(GluR) チ ャ ネ ル や 神 経伝達 を 修飾 し て い る ド
パ ミ ン 受存体の遺伝 f操作が可能 な 新 た な マ ウ
ス 系 統の作製 を 行 っ て い る 。 こ の 目 的 の た め 、
そ れ ぞ れ の 脳 領域 に 発現す る 遺伝子 を 検索 し 、
上 記 の BAC を 用 い た 大腸菌 内 で の 相 同 組 み 換
え を 利 用 し TV を 構 築 し た 。 ま た 、 こ れ ら の
脳領域 で ド ミ ナ ン ト ・ ネ ガ テ イ ブ な NMD A 刑
GluR や ド パ ミ ン 受谷 体 を 発現 さ せ る ベ ク タ ー
を 構築 し た 。 ま た脳病態 の 分 f 機構解析 で は 、
統 合 失 調 症 に 関 わ る NMDA 型 GluR チ ャ ネ ル
の 内 荘性 ア ゴ ニ ス ト と 想定 さ れ て い る D セ リ
ン の 合成酵素の コ ン デ イ シ ョ ナ ル ・ ノ ッ ク ア ウ
ト マ ウ ス の 作製 を 進 め て い る 。 さ ら に 、 難 治牲
の 小 児 て ん か ん に お い て 、 GluR チ ャ ネ ル サ ブ
ユ ニ ッ ト に 対す る 白 己抗体の 関 与 が示唆 さ れ て
い る 事 か ら 、 GluR サ ブ ユ ニ ッ ト の 融 合 蛋 白 を
用 い た 患者血清 ス ク リ ー ニ ン グ シ ス テ ム の構築
と 病 態 モ デ ル マ ウ ス のイ午製 を 進 め て い る 。
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薬剤薬理学 (薬剤学)
薬剤学研究室 は 、 初代教授小泉保先生が定年
で退官 さ れ た後、 平成12年 (2000) 10月 に細谷
健ーが着任 し て 5 年が経過 し た 。 こ の 問 、 日 野
朋 美助手 (平成13年 3 月 ま で在籍 ) が退職 し 、
平成13年 4 月 か ら 登美斉俊博士が助手 と し て 着
任 し て 、 薬剤学研究室の教育 と 研究 に 大 き く 貢
献 し て き た 。 ま た 、 片 山和 憲助教授 (現在 リ ー
ド ケ ミ カ ル株式会社) が平成16年 3 月 に 退職 し 、
平成17年 4 月 か ら 立川 正憲博士が助手 と し て 着
任 し た 。 現在 の ス タ ッ フ は 、 登美斉俊助 手お よ
び立川 正憲助手で あ る 。
研究室の テ ー マ は 、 血液網膜関 門 を 中 心 と し
た 生体内 関 門 組織の 輸送機能解析で あ る 。 1 ) 
血液網膜関 門 を 介 し た 網膜内への必須成分の輸
送機構解析 ( ア ミ ノ 酸、 ビ タ ミ ン C、 ク レ ア チ
ン 等) 、 2 ) 血液網膜関 門 に お け る 排 出 輸送担
体の発現 と 輸送機構解析 (有機 ア ニ オ ン 輸送担
体、 ABC ト ラ ン ス ポ ー タ ー ) 、 3 ) 網膜 を 標 的
と し た 薬物送達法 の 開発、 4 ) 糖尿病網膜症治
療薬 開発 を 最終 目 的 と し た網膜血管新生抑制機
構の解明 に 関 す る 研究 を 、 生物薬剤学、 生理学、
分子生物学、 眼薬理学 の立場か ら 研究 し て い る 。
血液網膜関 門 は微小 な 組織 で あ り 、 今 ま で十分
な研究手法が無 か っ た こ と か ら 、 新 た に m Vl­
tro、 ex V1VO、 in vivo 解析法 を 確立 し研究 に 取
り 組 ん で い る 。 ま た 、 新薬の 開 発 に つ な が る 研
究、 あ る い は 血液網膜 関 門輸送機能解析 を 通 し
て 網膜への 薬物送達法 開 発 を 目 指す研究 を 志 向
し 、 医療福祉 に 少 し で も 貢献で き る こ と を 重視
し て い る 。
こ れ ら の研究成 果 は Invest. Ophthalmol. Vis 
Sci . 、 ] . Neurochem. な ど眼科学、 神 経化学系
を 中 心 と し た 一流の 学会誌 に 発表 さ れ て お り 、
研究業績 は あ が っ て い る 。 ま た 、 内外で 開 か れ
た国 際学会、 国 内学会で発表 し て き た 。 新 た に
開発 し た 実験法お よ び研究成果 を 通 じ 、 国 内外
の研究 グ ル ー プ と も 積極 的 に 共 同研究 を 実施 し
て き た 。
科学研究費受け入れ状況 は 、 細谷関係 で は 、
基 盤 研 究 (B) (平 成 12 - 15年 度、 代 表 : 温 度
感受性 SV40T 抗原遺伝子導入 ラ ッ ト を 用 い た
血液網膜 関 門培養細胞 実験系 の 開 発) 、 基盤研
究 (B) (平 成15 - 16年 度、 代 表 : 網 膜 疾 患 に
対 す る 血 液 網 膜 関 門 の GLUT 1 を 介 し た 抗 酸
化 物 質 輸 送 の 意 義) 、 萌 芽 研 究 (平成15 - 16年
度、 代表 : 網膜ベ リ サ イ ト 分泌血管 内皮細胞 増
殖抑制 因 子 の 同 定) 、 厚 生 労働科学研究費 (感
覚 器 障 害研究事業) (平 成16 - 18年 度、 代 表 :
網膜血管新生抑制機構 の 解 明 と そ の 応 用 ) 、 科
学技術振興機構 ・ 戦 略 的 基礎 研 究 ・ 脳 を 守 る
(平成12 - 15年度、 分担 : 脳 関 門 排 出 輸 送 に 基
づ く 中枢解毒) で あ る 。 登美関係 で は 、 若手研
究 (B) (平 成14 - 15年 度、 代 表 : 血 液 網 膜 関
門 特 異 的 遺伝子 の 探索 と 機 能 解 明 ) 、 若 手研究
(B) (平成17 - 18年度、 代 表 : 血液網 膜 関 門 薬
物排 出 輸送 を 制御 す る 分子機構の解明) で あ る 。
ま た 、 博士課程 1 年生の 中 島寿 久 は 日 本学術振
興会特別研究員 と し て 、 特別研究員 奨励費 (平
成 17 - 19年度、 代表 : 網膜機能障害 に お け る 血
液網膜関 門 ク レ ア チ ン 輸送担体発現変動機構)
を 受 け て い る 。 ま た 、 民 間 等の研究助 成 団 体 に
よ る 研究助成 金 を 受 け た も の は 、 中 冨 健康科学
振興財 団 (細 谷、 平成14年 度) 、 持 田 記 念 医 学
薬学振興財 団 (細谷、 平 成 14年 度) 、 医 科 学 応
用 研 究 財 団 (細 谷、 平成14年 度) 、 富 山 第 一 銀
行 奨 学 財 団 (登美、 平成15年度) 、 北 陸 産 業 活
性化 セ ン タ ー . R&D 推進 ・ 研 究 助 成 (細 谷、
平成17 - 18年度) があ る 。
平成13年度か ら 平成16年 度 に 、 薬剤学研究室
で、 卒業研究 を 行 っ た 4 年次学生 は 2 1 名 、 大学院
修士課程修 了 者 は 8 名 で あ る 。 大学院修了 者 中
で 1 名 は現在博士課程 に 進学 中 で あ り 、 修了 し
た 中 で 5 名 は 製薬企業の研究職 に 就い て い る 。
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薬剤薬理学 ( 薬品作用 学 )
研 究 室 発足 以 来 担 当 し て こ ら れ た 木 村 正 康
(教授) が平成 8 年 3 月 に 定年退職 し 、 そ の 後 、
同 年 8 月 に 和 漢薬研究所 臨 床 利 用 部 門 か ら 異動
し た 倉石泰が担 当 し て い る 。 平成12年 9 月 に は 、
木村部子 (助教授) が臨床薬理学講座 の 教授 に
昇任 し た 。 野 島 浩 史 ( 助 手 ) が、 後 任 の 助 教授
と し て 昇任 し 、 平 成 1 7 年 4 月 に 奥 羽 大学薬学部
教授 と し て 転 出 し た 。 平 成 1 2 年 1 2 月 に 、 安東嗣
修 が NIH か ら 助 手 と し て 着 任 し 、 平 成 1 7 年 4
月 に 講 師 に 昇任 し た 。 大塚英治 は 、 平成 15年 4
月 に 3 年任期 の 助 手 に 採用 さ れ、 平 成 1 6 年 1 2 月
に 退職 し て 米 国 ア イ オ ワ 大学 に 留 学 し た 。 ま た 、
佐 々 木淳が平 成 1 7 年 4 月 に 助 手 に 採用 さ れ た 。
本 研 究 室 は 、 「痔 み 」 と 「痛 み 」 を 2 大 テ ー
マ と し て研究 を 進 め て い る 。
1 . 摩 み と 表皮 ケ ラ チ ノ サ イ ト : 強 力 な 起痔
物 質 で あ る サ ブ ス タ ン ス P に よ る マ ウ ス の 捧
み様反応 を 解析 し 、 そ の 主 な 作 用 点 が表皮 ケ ラ
チ ノ サ イ ト で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、
ケ ラ チ ノ サ イ ト が種 々 の産み 因 子 お よ び埠み増
強 因 子 を 産生 ・ 遊離す る こ と を 明 ら か に し た 。
2 . ア レ ル ギ ー の産み ・ ブ タ ク サ花粉 に よ る
ア レ ル ギ ー 性結膜炎の痔み を マ ウ ス で解析す る
こ と に よ り 、 眼験結膜 (粘膜) と 皮膚 で は 、 摩
み へ の ヒ ス タ ミ ン の 関 与 が異 な る こ と を 見 出 し
た 。 ブ タ ク サ花粉の み で 感作 さ せ た マ ウ ス は 、
眼験結膜 に庫み様反応 を 示 さ ず、 皮 膚 に 産 み 様
反 応 を 示 し た 。 こ の 状 態 で は 、 血 中 IgE は 増
加 せ ず 、 IgG 1 が増 加 す る 。 そ こ で、 IgG の 作
用 点 を 解析 し て 、 一次感覚ニ ュ ー ロ ン に 高 親和
性 IgG 受容体が発現 し 、 IgG 抗原 複合体の 形
成 がニ ュ ー ロ ン を 直接興奮 さ せ る こ と を 見 出 し
た 。 蚊 ア レ ル ギ ー に よ る マ ウ ス の摩 み 様反応 の
観察 に も 成功 し 、 こ の 反応 も ヒ ス タ ミ ン の 関 与
が少 な い こ と を 見 出 し た 。 急性事麻疹 で、 は マ ス
ト 細胞 か ら 遊離 さ れ る ヒ ス タ ミ ン の 関 与が古 く
か ら 知 ら れ て い る が、 ヒ ス タ ミ ン と 共 に 遊離 さ
れ る ト リ プ タ ー ゼ も 強力 な 痔 み 因 子 で あ り 、 プ
ロ テ イ ナ ー ゼ 活性化受容 体 PAR 2 を 介 し て 産
み を 起 こ す こ と を 、 マ ウ ス を 用 い て 証 明 し た 。
3 . ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 痔 み NC 系 マ ウ ス
の 慢 性 皮 膚 炎 は 、 血 中 IgE の 著 し い 増 加 、 皮
膚 の 乾燥 と 自 発 的庫 み 様反応 に 加 え 、 発症 に 環
境 要 因 が必要 な 点 で ヒ ト の ア ト ピ ー 性皮膚 炎 に
類 似す る 。 こ の マ ウ ス モ デ ル を 用 い て 痔み の 発
生機序 を 解析 し て い る 。 こ れ ま で に 、 摩み様反
応 が皮膚 の 乾燥 と よ く 相 関 す る こ と 、 表皮 内 の
神 経線維分布 が増加す る こ と 、 表皮 ケ ラ チ ノ サ
イ ト が 産 生 す る NO が 重 要 な 役 割 を 果 た す こ
と を 明 ら か に し て き た 。
4 . 皮膚 乾燥症 に 伴 う 庫み : 皮膚 乾燥症 に 伴
う 庫み 様 反応 を マ ウ ス に 引 き 起 こ す こ と に 成 功
し た 。 そ の産み 様反応、 を 解析す る こ と に よ り 、
表皮 内 の 神 経線維分布 の 増 加 、 表皮 ケ ラ チ ノ サ
イ ト が 産 生 す る NO の 関 与 な ど、 NC 系 マ ウ ス
の慢性皮膚 炎 の 庫 み 様反応、 と 類似性 の あ る こ と
を 見 出 し た 。
5 . 帯状抱疹痛 お よ び帯状抱疹後神経痛 : ヘ
ル ベ ス ウ イ ル ス の 経皮接種 に よ り 、 帯状庖疹痛
と 帯状抱疹後痛 を マ ウ ス に 発症 さ せ る こ と に 世
界 で初 め て 成 功 し た 。 こ の モ デ ル マ ウ ス を 用 い
て 、 痔痛 の 発生機序 の解析 と 帯状宿疹後神経痛
の 治療 薬 開 発 を 目 指 し た 研究 を 進 め て い る 。
6 . 癌性廃痛 : 臆蕩 に よ る 皮 膚 お よ び骨 の痔
痛 、 お よ び痛化学療法薬 の 治療 に よ る 廃痛 の モ
デ ル を マ ウ ス で作製 し 、 終痛 の 発生機序 と 治療
薬 の研究 を 進 め て い る 。
臨床分析学 (生体認識化学)
1 ) 研究
本研究室 は 、 関学20年 か ら 30年 の 聞 に お い て 、
前 半 は 谷村教授 の 主宰す る 分析化学研究室が主
に 分離 と 検出 法 の 開 発 を 推進 し 、 2000年の畑 中
教授着任以 降 は 生体認識化学研究室 と し て化学
的方法 に よ る プ ロ テ オ ミ ク ス を 展 開 し て い る 。
現在 は 、 教授畑 中 保丸、 助教授友庚岳則、 助手
中 野琢の ス タ ッ フ で、 X 線や NMR が 困 難 な 膜
タ ン パ ク 質 な ど を 対象 に 、 独 自 の 光反応性プ ロ
ー ブで機能構造解析 に取 り 組 ん で い る 。
[概要 と主 な 活動状況] 分析系 研 究 室 の主 題 と
し て プ ロ テ オ ミ ク ス 時代への対応 に取 り 組 ん だ。
膜 タ ン パ ク 質 は 主 な 薬物受容体で あ る が、 そ の
多 く は 結 晶化や大量発現が困 難 な た め 、 機能 プ
ロ テ オ ミ ク ス の 課題 と な っ て い る 。 現在 は 、 遺
伝子技術 と 分光学的方法が主 流 で あ り 、 化学的
方法論の整備 は 大 き く 遅れて い る 。 し か し 、 サ
ブ ナ ノ レ ベ ル の 最新合成技術 に 基づ く Chemi­
cal Biology が、 生命科学の新 し い 先端領域 と
し て 注 目 さ れて い る 。 当研究室で は こ の よ う な
時代的進捗 を 踏 ま え 、 非結晶性 タ ン パ ク 質 の 機
能構造 を 探 る 有力 な 方法 と し て 溶液状態 で適用
で き る 化学的方法論 を 取 り 上 げ、 な か で も 機能
部位 を 直接釣 り 出 す こ と が可 能 な 光 ア フ イ ニ
テ ィ ー 法 を 、 機能 プ ロ テ オ ミ ク ス の 化学的分析
基盤 と し て確立す る 研究 を 推進 し た 。 ま ず、 効
率 的 な 光 ア フ ィ ニ テ ィ ー 法確立への イ ン フ ラ 整
備か ら 始め 、 有用 な 光反応、基 ジ ア ジ リ ン の 効率
的合成法確立、 こ れ を 組 み 込 ん だ種 々 の 光反応
性 プ ロ ー ブの 整備、 高速解析 を 可能 に す る チ ッ
プ テ ク ノ ロ ジ ー の導入等 に 力 を 注 い だ。 そ の 結
果、 ご く 最 近 の 成 果 を Proc. Natl. Acad. Sci. 
USA ， 102，  2796 - 2801 ( 2005 ) ， ChemBio­
Chem ， 6， 814 - 818 (2005) に 報告す る な ど、 生
体認識化学研究室 と し て の 5 年 間 の 成果 を 、 論
文43、 米国特許 1 、 囲 内 特 許 出 願 5 、 そ の他総
説や著書 と し て 報告 し た 。 ま た こ の 間 、 文部科
学省 地域 ク ラ ス タ ー 創 成事業、 科学研究費特定
領域研究、 基盤研究 B、 C、 萌 芽研究、 若 手研
究 A 等 の 外部 資 金獲得、 受 賞 ( 定金 : 日 本 光
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医 学 光 生 物 学 会 奨 励 賞) 、 国 際 学 会 招 待 講 演
( 2 ) な ど を 行 っ た 。
2 ) 教育
講義 と し て は 分析化学 と 応用 分析化学 を 引 き
続 い て 担 当 す る 一方、 2000年 か ら 生物有機化学
II を 担 当 し て 、 化学 と 生物学の統合的理解 を 基
本 と し た創薬への基礎力 養 成 の 講義 を 行 っ て い
る 。 一方、 最初の専 門実習 と な る 物理化学系 実
習 (分析化学) で は 、 生体分析 の 実習 項 目 を 加
味 し て バ イ オ 時代への対応 を 進 め て い る 。 ま た 、
薬学専 門 英語 な ど を 始め少人数教育 に も 力 を 入
れ、 特 に 卒業研究で は 各 自 の研究テ ー マ の ほ か
に 、 英語力 と プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技術 の 育成 を
行 っ て い る 。 大学 院 で は 、 隔年で生物分析学特
論 を 開 講 し て お り 、 新大学大学 院 で は ケ ミ カ ル
バ イ オ ロ ジ ー 特論が開講 さ れ る 予 定 で あ る 。
3 )  20周 年 (1995年) 以 降 の 沿革
1995年 3 月 : 山 崎重雄助教授退職 ( 岡 山 理科大
学助教授へ)
1995年 4 月 : 中 込和 哉助教授着任 (通産省工業
技術 院生命工学工業技術研究所 よ り )
1997年 4 月 : 定金豊助手着任 (通産省 工業技術
院生命工学工業技術研究所 よ り )
2000年 3 月 : 谷村志 徳教授退官
2000年 9 月 :畑 中 保丸教授着任 (富 山 医科薬科
大学和 漢薬研究所 よ り )
2000年1 1 月 : 生体認識化学研究室 に 名 称変更
2002年 3 月 : 中 込和 哉助教授退職 (帝京大学薬
学部教授へ昇進)
2002年1 1 月 : 友庚岳則助教授着任 (産業技術総
合研究所 よ り )
2004年 3 月 : 定金豊助手退職 (九州保健福祉 大
学薬学部講師へ昇進)
4 ) 新大学へ 向 け て
新大学 で は 生命科学融合教育部お よ び医学薬
学教育部 で大学院教育 を 担 当 し 、 医学薬学研究
部 で研究 を 推進す る 。 ま た 、 薬学 6 年制 がス タ
ー ト し 、 併設の 4 年制 と と もに新 し い 薬学部の
足場作 り が始 ま る 。 世界的 な Chemical Biology 
の 潮 流 の 中 、 我が国発の機能 プ ロ テ オ ミ ク ス の
先端技術が本研究室か ら 誕生す る よ う に 、 創 薬
指 向 の教育 ・ 研究 を 今後 と も 推進 し た い 。
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臨床分析学 (毒性学)
20同 年 を 迎 え た 1995年 の 1 1 月 か ら 、 現教授 の
根本信 雄 が ( 財 ) 癌研究会癌研究所 よ り 赴任 し
た 。 翌 年 4 月 に は 、 北海道大学 よ り 、 佐 久 間 勉
が助 子 と し て 着任 し た 。 30周 年 日 を 迎 え た 2005
年 3 月 で助教授 の 宮 原 龍郎が定年退官 し 、 後任
に 佐 久 間 勉 が昇任 し た 。
10年 間 の研究課題 は 、 根本が前 任 の 癌研究所
で化学発痛物 質 の 代 謝活性化 と 遺伝子障害 に つ
い て 研究 を し て き た こ と か ら 、 医 薬 大 で は 代 謝
酵素 の 発現調節 因 子 と そ の 機構解 明 を 中 心研究
課題 と す る こ と に し た 。 代謝酵素 と し て は 、 シ
ト ク ロ ム P450の rj l で も 性依存件ー に 党現 し て い
る 分子種 を 対象 と し て き た c 佐 久 間 に よ っ て 雌
マ ウ ス 肝臓 で、新規 に 発 見 さ れ た 、 CYP 3 A41 、
CYP 3 A44 に つ い て 、 発現機構や 調 節 回 子 の 研
究 を 行 っ て い る 。 |司 慌 に 性依存 的 に 発現 し て い
る P450 に つ い て も 検討 を 進 め て い る が、 性 ホ
ル モ ン 、 成 長 ホ ル モ ン 、 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン な ど
の 協調 的 な 制 御 機構が存在 し て い る こ と が示 唆
さ れ た の で 、 遺伝子 レ ベ ル の研究 に 進 め て い く
予 定 で あ る 。 ま た 、 発痛 物 質 の 活性化 に 関 わ る
CYP 1 A 2 の 肝臓 に お け る 常在 的 な 発現 を 担 う
遺 伝 子 領域 を 同 定 し 、 調 節 因 子 の持索 も 子 が け
て い る 。 そ の 他 に こ の 10年 間 に 行 っ た 研究課題
は 以 i、 で あ る 。
. CYP 1 A 1 の 党現調節
- 肝細胞初代培養系 を 毒性試験系 と し て の 応
用
- 糖尿病 マ ウ ス で の 薬物代謝昨 素 の 発現
. Cyp 2 b10遺 伝 子 の エ ス ト ロ ゲ ン 、 お よ び
内 分泌撹乱物 質 の 応答領域の解析
・ カ ド ミ ウ ム の 骨 代 謝 に 及 ぼす 影響
- 和 漢薬お よ び生薬 成分 に 関 す る 骨粗繋:JiI'治
療薬 と し て の 基礎 的検討
研究室 の 人 々
岡 費留 学生 と し て 、 タ イ か ら 3 名 の 官 学 生 が
大学院課程で学 ん で い る 。 う ち l 名 は既 に 学位
を 取得 し 、 タ イ に 戻 っ て 国 立大学薬学部の 助 教
授 と な っ た 。 さ ら に 、 彼女 は ( 財 ) 東京生化学
研究会 に よ る 東南 ア ジ ア の研究者の H 本背 学助
成 金 を 得 て 、 1 年 間 の 再官 学 を 当研究室 で、 行 っ
て い る 。 ま た 短期 間 で は あ る が、 タ イ か ら 2 名
の 官 学生 を 受 け 入 れ た 。
卒業研究 と し て 配属 を 希望 す る 学生 は 、 ほ と
ん ど毎年長大数で、 こ の 10年 間 に 卒業 生 は 70名
を 超 え て い る 。 し か し 、 残念 な こ と に 進学す る
学生 は 多 い と は 言 え な い υ 特 に 博 1: 後 期 課程 に
進学す る 学tt_ は 、 6 年制 が始 ま る と さ ら に 減少
す る と 予想 さ れ る の で 、 確保 に 頭 を 悩 ま せ て い
る 。
研究業績
1996  1 997 1 998 1999  2000 2001 2002 2003 2004 
著書 3 2 
!J;(著 J 戸 4 3 8 3 6 7 2 6 
��â見 2 
同 内 学 会 1 3  1 1  6 1 3  1 3  7 8 6 9 
国際学会 ワ 2 d 'v
講義、 実習
学部学生 に 対 し て は 、 「放射 線学」 の 講 義 と
実 習 、 「環境 衛 生 」 、 「薬 物 代 謝」 、 「専 門 英 語」
を 講義 し て い る 。 大学院生 に は 、 隔 年 に 「毒性
発現学特論j と 「薬物相互作用 学特論」 を 講義
し て い る 。 さ ら に 、 医学部大学院生 に 対 し て は 、
環境衛 生 関 係 の 講義 を 担 当 し て い る 。
研究室の行事
毎 月 1 [!1J の Ijl 間 報告、 毎 週 開 催 す る 論丈紹介、
そ し て 4 年作 の 1 2 月 に 行 う 卒業発表 な どで、 学
生 は 準備 に 多 く の 時 間 を か け て い る 。 特 に 、 質
問 を す る よ う に 新 人 の 時 に い う の だ が、 な か な
か 言 い 出 せ な い よ う だ。 質 問 を す る と い う こ と
は 、 他 人 の 話 を 良 く 聞 く と い う こ と な の で 、 こ
れか ら も こ の 方針 を む し ろ 強 め る こ と に し た い 。
新歓 コ ン パ 、 追 い 出 し 、 の ほ か に 、 教室旅行
を 9 月 に 行 っ て い る 。 小型 パ ス を 利 用 す る に は
適 当 な 人 数で あ る の で 、 日 頃 の 運転 か ら 離 れ て 、
遠 く へ の ド ラ イ ブ を 楽 し ん で い る 。
医薬品化学 (薬化学)
〈 沿革 ・ 変遷〉
本薬学部 の 前 身 で あ る 富 山 大学薬学部 に 薬化
学講座が設 け ら れ た の は 昭和25年 4 月 で あ る 。
初代の 三橋監物教授 (昭和25年 4 月 ~ 昭和46年
3 月 ) 、 二 代 目 の 増 田 克 忠教授 (昭 和49年10月
~ 昭 和 57年 8 月 ) 、 三 代 目 の 吉 井 英 一 教 授 ( 昭
和58年 6 月 ~ 平 成 8 年 3 月 ) 、 な ら び に 四 代 目
の小泉徹教授 (平成 8 年 4 月 ~平成10年 1 月 )
時代 の研究 内容や研究室 の変遷 に 関 し て は 、 現
薬化学研究室の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲載 さ れて い る
沿革 を 参照 さ れ た い 。 以降、 本稿 で は 井上が研
究室 を 担 当 す る よ う に な っ て か ら の事項 を 記す。
21世紀 を 目 前 と し た 平成12年12月 、 井上が薬
化学研究室 の 第五代教授 と し て 着任 し た 。 井上
は 京都大学大学 院工学研究科 出 身 で、 大阪府立
大学大学 院工学研究科助教授か ら 弱冠38歳 で異
動 ・ 採用 さ れ た 。 平成13年 1 月 に は東京 医科歯
科大学 よ り 藤本和久助 手が採用 さ れ、 同 年 2 月
に は 本学薬用 資源学講座 の 阿部肇助 手 を 協力研
究員 と し て 迎 え (平成15年 4 月 に 正 式異動) 、
完全 に新 し い 布 陣 で21世紀の 薬化学研究室がス
タ ー ト し た 。
〈現在の研究室構成 ・ 研究内容 〉
現在の研究室 の 陣 容 は 、 井上以下総勢18名 で
あ る 。 こ の う ち 、 井上 は (独) 科学技術振興機
構戦 略的創造研究推進事業 の研究代表者 を 、 ま
た 阿 部 は 同機構の さ き が け 個 人研究員 を 兼任 し
て い る 。 始 ま っ て 5 年 に 満 た な い研究室 で は あ
る が、恵 ま れ た 人的資源 と 十分 な研究費 の も と 、
ケ ミ カ ルバイ オ ロ ジーの研究を強力 に推進 してい る 。
ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー は 、 有機化学 ・ 分子生
物学 ・ 物理化学の研究手法 を 融合 し た 次世代の
基盤サ イ エ ン ス で あ る 。 我 々 薬化学研究室 は 、
ケ ミ カ ルバ イ オ ロ ジ ー の研究 を 通 し て 生体分子
と 人工分子 の 相互作用 を 厳密 に 解析 し 、 分子 と
生命の接点 を 探 り 、 さ ら に は 生命現象 を 人為 的
に 制 御 ・ 創 成す る こ と を 目 指 し て い る 。
以下 に主 要研究 テ ー マ と 代表的論文 を 記す。
1 . 人工 DNA プ ロ ジ ェ ク 卜
DNA は 生 物 の 遺伝 を 担 う 分子 で あ る 。 し か
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し な が ら 現在の 有機合成化学 を 駆使す る こ と に
よ り 、 遺伝子 の機能 と は 無 関係 な い か な る 化学
改変 も DNA に 施す こ と がで き る 。 本 プ ロ ジ ェ
ク ト の 目 標 は 、 光や電気 に 応答 す る 人 工 DNA
を 開発 し 、 次世代 の テ ー ラ ー ・ メ イ ド 医療 の 実
現 に 資す る ナ ノ バ イ オ 分子材料 を 提供す る こ と
に あ る 。 (代表論文 : Proc. Natl. Acad. Sci. USA 
2005， 102， 1 1606. ) 
2 . タ ン パ ク 制御 プ ロ ジ ェ ク 卜
DNA が生命の設計 図 な ら 、 タ ン パ ク は そ の
実行部隊で あ る 。 も し タ ン パ ク の機能 を 人為 的
に 制 御 で き れ ば、 種 々 の疾病 に 絡 む タ ン パ ク の
発現調整や、 タ ン パ ク 工学等の “ 実際の も の作
り " に も 新手法 を 提供す る こ と が出 来 る 。 本 プ
ロ ジ ェ ク ト で は 、 タ ン パ ク の機能 を 司 る 構 造 を
光や電気で可逆的 に制御す る こ と を 目 指 し て い
る 。 (代表論文 : Org. Lett . 2006 ， 8， 285. ) 
3 . 糖鎖認識プ ロ ジ ェ ク ト
糖 は 、 生物 の エ ネ ル ギー 源や構築材料 と し て
の み な ら ず、 細胞 接着 ・ 免疫 ・ 癌化 な ど の細胞
間相 互作用 に も 中 心 的 な 役割 を 呆 た し て い る 。
し た が っ て糖の 人工分子 に よ る “ 認識" は 、 無
限の応用 の可能性 を 秘 め て い る 。 本 プ ロ ジ ェ ク
ト で は、 一連の糖認識人工分子 を 設計 ・ 合成 し 、
糖 の セ ン シ ン グ ・ 糖変換反応 等 に 新機軸 を 確立
す る こ と を 目 標 と す る 。 (代表論文 : J Am. Chem. 
Soc . 2005， 12久 16189. ) 
く そ の他特記事項 〉
上述 し た よ う に 、 (独) 科学技術振興機構、
(独) 日 本学術振興会、 各種財 団 等 か ら 十 分 な
研究費 を い た だ い て い る 。 ま た そ の 成 果 は 、 化
学、 さ ら に は 自 然科学全体の な か で も 、 も っ と
も 権威 あ る 雑誌 に 多 数掲載 さ れて い る 。 現在の
薬化学研究室 は 、 設備 ・ 予算 ・ 成果、 そ の 全て
に お い て世界の ト ッ プ レ ベ ル の研究室 で あ る と
自 負 し て い る 。
平成16年10月 に は 、 薬化学研究室 に 在籍 さ れ
た諸先生方 な ら びに卒業生の諸先輩方 と 一緒 に 、
薬化学研究室生誕半世紀記念祝賀 会 を 催 し た 。
全国 各地か ら た く さ ん の方 に お 集 ま り い た だ き 、
盛会 と な っ た 。 こ の場 を借 り て お礼 申 し上 げ る
次 第 で あ る 。 (井上 将彦)
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当研究家の 沿革等 に つ い て は 十周 年 お よ び二
十 周 年 記 念誌 に 記載 さ れ て い る の で、 本稿 で は
開 学20周 年 以 降 に つ い て述べ る 。 平成 1 1 年 4 月
1 日 根本英雄が教授 と し て 赴任 し 、 平 成 1 3年 4
月 1 日 に は 高 畑 が東北薬科大学教授 に 、 同 年 4
月 1 日 に は 桐 原 が静 岡 理 工科大学理工学部助教
授 に 転 出 し た 。 こ れ に と も な い 、 平 成 1 3 年 4 月
1 日 豊 岡 が助教授 に 昇任 し 、 同 年 5 月 1 日 松谷
裕二が助手 と し て 赴任 し 現在の ス タ ッ フ ( 教授
根本、 助教授豊 岡 、 助 手松谷) に な っ て い る 。
教 室 の研究活動 に つ い て 、 恨本の赴任 後 に つ
い て 述 べ る 。 主 た る 研究分野 は 創 薬化学 で あ り 、
有機化学 を ベ ー ス と し て創 薬研究 を 行 う 事 を 目
的 と す る 。 も と よ り 創 薬 は 学 際 的 な 分野 で あ り
多 く の 学 問 分野 の 知 識 を 必要 と す る が、 化学の
分野 に 限定 し で も 、 有機反応化学、 有機合成化
学、 触媒化学 と い っ た 広 範 聞 な 有機化学、 無機
化学の経験 と 知識 を 必要 と す る 。 一 つ の研究家
で こ れ ら 全 て を 網羅す る 事 は 閑 難 で あ る が、 少
な く と も 有機化学 に 関 し て は ム つ の 狭 い 範 囲 に
限定す る 事無 く 、 幅広 い 分野 を 視野 に 入 れ た 日
常 の 教 育 ・ 研究活動 を 心が け て い る 。 こ の 様 な
観点か ら 現在 以 下 の よ う に研究課題 を 設定 し て
い る 。 第 宇 に 独創性 ・ 新規性 に 優 れ た 新 反 応 の
開発。 最 近一 つ の 操作 で複数の結合 を 形成 す る
新 反 応 を 見 出 し 、 ア メ リ カ の 有 力 化 学 誌 (].
Am.Chem.Soc . ) に 迷 報 と し て 掲 載 さ れ た 。 現
在本反応 の scope and limitation と 合成化学へ
の 展 開 を 検討 中 で あ る 。 第 二 に !生物活性化合物
の 合 成 研 究 。 現 在 、 Halenaquinol sulfate ( ナ
フ ト キ ノ ー ル 体 : 抗 ウ イ ル ス 活性) 、 Andrastin
( メ ロ テ ル ベ ノ イ ド : PFTase 阻害活性、 ras 遺
伝 子 発 現 タ ン パ ク 質 の 制 御 ) 、 Macrosphelide
( 1 6 員 環大環状化合物 : 細 胞 接 着 阻 害 活性 、 免
疫抑制作用 ) 、 OSW - 1 ( ス テ ロ イ ド 配糖体 ・
強 力 な 細 胞 毒 性 作 用 ) 、 Wortmannin ( 変 形 ス
テ ロ イ ド 骨 格 : 抗 カ ビ 、 抗炎症、 PI 3 - kinase 
阻 害 剤 ) 、 Hypothemycin ( サ リ シ リ ド 系 大 環
状 化 合 物 : 抗 マ ラ リ ア 作 用 ) 、 Cj - 13 、 357
( サ リ シ リ ド 系 大環状化合物 ・ 抗脂 血 症作 用 、
抗腫蕩活性) 、 ピ ロ リ ジ ン 、 ピ ベ リ ジ ン ア ル カ
ロ イ ド と い っ た 複雑 で 多 様 な構造 を 持 ち 、 し か
も 医薬 品 と し て 重 要 な 生物i舌 生 を 持つ 化合物 を
対 象 に 合成研究 を 行 っ て い る 。 合成戦略 と し て
は 従 来 の 天然物合成 の 様 に と に か く 標 的化合物
を 合成 す る の で は な く 、 ま ず上記化合物 が そ れ
ぞれの 生物活性 を 持つ 為 に 必要不可 欠 な 部分構
造 を 考察想 定 し 、 こ れ を 効率 良 く 合成す る ル ー
ト を 確 立す る 。 そ の 後標 的化合物 の 合 成 、 或 い
は よ り 有 効 な 生物活性 を 持つ 化合物 を 探索 し な
が ら そ の 合 成 を 行 う と い う 方法 を と っ て い る 。
最 近 の 研 究 成 果 と し て 、 Halenaquinol sulfate 
の 合 成 中 間体、 4 環性化合物が抗 ウ イ ル ス 活性
を 持つ 事 を 見 出 し た 。 本化合物 は 数種 の イ ン フ
ル エ ン ザ ウ イ ル ス に 対 し て か な り の 活↑生 を 持 ち
し か も ほ と ん ど毒性が無 い 事か ら 、 医 薬 品 の シ
ー ズ と し て の 可 能性 を 視野 に 現在構造活性相 関
の 詳 細 を 検 討 し て い る 。 ま た 、 従 来 興 味 あ る
種 々 の 生物活性 を 持つ こ と が知 ら れ て い た が天
然 か ら は 極微量 し か得 ら れ な い た め 十 分 な 牛A物
活 性 の 検 討 が な さ れ て い な か っ た Macro
sphelide 類 の 効率 の 良 い 合 成法 を 開 発 し た 。 こ
の 方法 を 用 い て 合成 し た 誘導体が抗が ん作用 を
持つ こ と を 凡 出 し 、 現在類似化合物 の 詳細 な構
造活性相 関 を 検討 中 で あ る 。 他 の研究課題 に つ
い て も 着 々 と 成果 が 出 て お り 今後 の 展 開 が期待
さ れ る 。 こ れ ら の研究成 果 は 当 研究室所属 の 学
生諸君 の 献身 的 な 努力 に よ っ て 達 成 さ れ た も の
で 、 平 成 8 年 3 月 ~ 平成17年 3 月 の 教5fi 出 身者
は 学 士41 名 、 修上2 1 名 、 博士 1 名 で あ る 。 こ の
10年 間 に 発 表 し た 原著論文 は 94報、 総 説 は 12編
で あ り 、 そ の 問 、 科 学 研 究 費 基 盤 研 究 (C)
( 平 成 12 、 13年) 同 基 盤 研 究 (B) ( 平 成 1 5 - 17  
年 ) を は じ め 、 上原記念生命科学財 団 (平成 1 1
年 ) 、 富 山 県 新 世 紀 産 業 機 構 ( 平 成 16 年 ) 等 か
ら の研究助成 を 受 け 、 研究 を 加 速 さ せ る こ と が
で き た 。 教育 面 で は 、 有機化学教育 を 学科 目 化
学 、 薬化学、 合成化学、 薬 品 分子化学 と 協調 し つ
つ 分担 し て い る 。 実験科学 の教育 は 勉 強 と 実験
が一定 の バ ラ ン ス を 持 っ て は じ め て 実 の あ る も
の と な る と の 考 え か ら 、 実習 、 卒業研究、 大学院研
究 の 教 育 ・ 指導 に あ た っ て い る 。 (根本 英雄)
衛生 ・ 生物化学 (分子神経生物学)
富 山 に お け る 衛生 化学 の 創 設 は 、 約 1 10年 以
上前 に 遡 る 。 明治26年 (1893) の 共立薬学校の
発足 に 際 し て 、 学 科 目 に 「衛 生 化 学 ・ 裁 判 化
学」 が必須科 目 と し て 課せ ら れ た 。 そ の 後、 市
立富 山 薬 業 学 校 ( 明 治33�) 、 県 立 富 山 薬 業 学
校 ( 明 治40�) 、 官 立 富 山 薬 学専 門 学校 (大正
9 � 昭和 24) と 続 い た が、 衛生化学 は 常 に 必須
科 目 と し て 講義 さ れて き た 。 そ の 後、 昭和24年
富 山 大学薬学部の 設立 に よ っ て 、 倉 田 軍一教授
が初代教授 と し て 就任 し た 。 次 い で 、 昭和50年
4 月 に 東京大学か ら 柳 田 友道教授が赴任 し た 。
同 時期 に 、 環境衛生分析学講座が新設 さ れ、 宮
原龍郎助手が助教授 と し て 転 出 し た 。 昭和50年
10 月 に 富 山 医科薬科大学が開学 し 、 昭和54年 4
月 に は衛生化学講座 は杉谷キ ャ ン パ ス に 移転 し 、
そ れか ら 間 も な く 、 昭和54年 6 月 に柳 田 教授 は
富 山 大学学長 に 選 出 さ れ転 出 し た 。
昭和55年 3 月 に 小橋恭一教授が、 生化学教室
か ら 衛生化学教授 に 昇任 し 、 そ の 後35年 間 に わ
た っ て 衛生化学教室 を 主宰 し た 。 そ の 問 、 酒井
立夫助教授 (平成 9 年 3 月 定 年 退 官 ) 、 赤尾 光
昭講師、 今村理佐助手 を ス タ ッ フ に 、 腸 内 菌 叢
( フ ロ ー ラ ) と 宿 主 ( ヒ ト ) と の 聞 の 生化 学 的
相互 作用 を 主題 に 多 く の 業績 を あ げて き た 。 専
門 教 育 科 目 と し て は 、 「衛 生 化 学J I 公衆 衛 生
学」 お よ び 「 医療生化学」 を 担 当 し 、 ヒ ト の 食
を 衛 ( ま も ) る 化 学 お よ び ヒ ト の 環 境 を 守 る
「生臭 い 化学」 をモ ッ ト ー に 学 生 の 研 究 ・ 教育
指導 に あ た っ た 。 小橋教授の 定年退官後、 平成
8 年 12月 に 岡 山 大学薬学部か ら 津 田 正 明教授が
4 代 目 教授 と し て 就任 し た 。 津 田 教授 は 、 分子
生物学分野 に 研究基盤 を 持 ち な が ら 神経系 に研
究 を 展 開 し て お り 、 衛生化学 と し て は異色の教
授で あ っ た 。 就任後 間 も な く 、 研究内容 を 外か
ら 見 え や す く す る た め に教室名 を 衛生化学教室
か ら 分子神経生物学研究室 と 変更 し た が、 基礎
研究 を 展 開 す る と と も に 、 衛生化学的観点 を 取
り 入 れた研究 も 開始 し た 。 講義科 目 も 小橋教授
の 担 当 講義 を そ の ま ま 引 き 継 ぐ こ と に な っ た 。
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津 田 教授の研究 の 主 眼 は 、 神経活動依存 的 な
遺伝子発現制御系の機構解明 に あ り 、 ①そ れが
記憶 ・ 学習 な どの高次神経機能発現 に どの よ う
に 関 わ る の か、 ま た 、 ②そ の 異常が神経疾患発
症や生後の脳 ・ 神 経機能発達障害 に どの よ う に
関 わ る の か、 さ ら に 、 ③そ こ か ら 神経疾患治療
薬 の 開 発 は 可 能 で あ る の か、 と い う 所 に あ り 、
大 き く ①②③の研究 テ ー マ に 分け る こ と がで き
る 。 平成 9 年 4 月 に 助 手 に 就任 し た 田 淵 明子助
手 が、 主 に 脳 由 来神 経 栄 養 因 子 BDNF 遺 伝 子
の発現 に 注 目 し て①の テ ー マ に 精力 的 に 取 り 組
み 、 多 く の 学 生 を 指 導 し 、 学 生 た ち の努 力 も
あ っ て 、 現在 で は 、 こ れ ら テ ー マ は い よ い よ 世
界 の槍舞台 に 立 と う と し て い る 。 田 淵 助 手 は 、
平成14年 に ア メ リ カ 合衆国 ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス
大学医学部 に 一年余 り 留 学 し 、 帰 国後、 新 た な
研究テ ー マ で研究 を 開 始 し た 。 平成16年 4 月 に
は助教授 に 昇格 し て い る 。 一方、 今村助 手 は 一
連 の ピ レ ス ロ イ ド系殺虫 剤 の幼児脳発達 に対す
る 危 険性 を 指摘 し た 。 ま た 、 こ れ ら 殺虫 剤 は 高
い BDNF 発現誘導能 を 持 つ こ と か ら 、 神 経疾
患予 防 ・ 治療薬への 開 発 に 繋 が る 可能性 も 出 て
き た 。 平成14年 5 月 か ら 、 岡 山 大学薬学部か ら
安 田誠助手が 3 年任期 の 助 手 に 就任 し 、 神経可
塑性 に 関係す る 遺伝子発現系 の解析 に 実績 を あ
げつ つ あ る 。 現在、 本研究室 は 、 職 員 、 学生 を
含 め 20名以上の大所帯 に 成 長 し て お り 、 薬 窓 会
主催の ソ フ ト ボ ー ル大会 に お い て も 、 平成14、
15 、 16年度 と 三連覇 を 果 た し て い る 。
本年10月 か ら 三 大学統合 の 結 果、 (新) 富 山
大学 と な る 。 そ の 統合 を 迎 え る に あ た り 、 今村
助手が薬 品 生理学研究室 の助教授 に 転 出 し 、 赤
尾 光昭助教授がそ の ま ま 教授 に 昇格 し て 薬 品 生
理学研究室 を 担 当 す る こ と に な っ た 。 時代 の 移
り 変 わ り と と も に研究室 も 変 わ る の が 時 の常 で
は あ る が、 学生た ち に は “ 富 山 か ら 世界へ情報
発信 を ! .. と い う 合 い 言葉 は 言 い続 け た い 。 最
後 に 、 衛生化学教室 か ら 分子神経生物学研究室
へ と 変遷 し た 中 で 、 教室、 研究室運営や研究 に
携 わ っ て く れ た 多 く の 卒業生 に 対 し 、 担 当 教員
一 同 感謝 の 意 を 表 し た い 。
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衛生 ・ 生物化学 ( 遺伝情報制御学 )
1 . 研究需 の 沿革
本 研 究 室 は 、 富 1 1 1 大 学 薬 学 部 が 奥 同 校 舎 に
あ っ た 昭和 27 年 、 長谷純一先生 を 初代 教授 に 薬
品 生物化学講座 と し て 誕生 し た 。 そ の 後 、 11日和
38年 の 五福 地 区 へ の 移転 を 経 て 、 富 1 1 1 大学 か ら
富 山 医科薬科大学へ の 組織替 え に 伴 っ て 昭和53
年 に 衛生 ・ 生物化学講時生化学研究室 と な っ た c
昭和54年 に は研究棟完成 に 伴 い 、 杉谷地 区 に 移
動 し た 。 長谷教授 は 昭和57}t: に 定年退官 ( 富 1 1 1
医科薬科大学名 誉教授) し た の で 、 昭 和 5 1 年 か
ら 60年 ま で の 富 山 医科薬科大 学 の 最 初 の 1 0 年 間
は 彼 に 担 わ れ た と い え る υ 当 時 の研究 内 有 は 、
今 体色 素 で あ る ナ フ ト キ ノ ン 類 と ア ル コ ー ル 脱
水素酵素 の 活性 制 御 機構が 11 1 心 で あ っ た 。 長年 、
助 教授 を 務 め た 小橋恭一先生 は 、 杉 谷 に 移動後、
同 講座 の 衛生化学研究室教授 に 昇任 し た 。
次 に Hfi 干1J 6 1 年 か ら 、ド成 7 1f ま で の 10作会 問 は 、
昭和59年 4 )J に 2 代 H 教授 と し て 着 任 し 20年 間
研究室 を 主宰 し た 中 川 秀 夫 先 生 が十1 1 っ た 。 付| 究
も 教授 を 1 11 心 と し た 炎症 反応 の 制 御 |刈 子 と そ の
制 御 機構 の 研究 と 、 三井健 A郎助教授 の 毒素 タ
ン パ ク に 関 す る 研究へ と 移 行 し た 。
平成 8 年 か ら 1 7年 ま で の 10年 間 は 、 中 川 教授
が平成 1 6 年 3 月 に 退官 ( 名 手詩文授) ま で 、 研究
テ ー マ は 上 記 内 容 で あ っ た 。 ス タ ッ フ は 、 三 井
助 教授 に 加 え 、 柴 田 太が平成 5 年 に 助 手 と な り 、
加 藤 秀 fが平成 3 年 か ら 7 年 ま で教務職員 を 務
め た 。 そ の 後 、 高野克彦 が平成 9 {f今 に 教務 職 員
と し て採用 さ れ 、 1 1 年 か ら 助 手 を 務 め て い る 。
研究雫名 は 、 、iι成10{下 に fþJIj!化学研究室 と 変 更
さ れ 、 平 成 1 6年 1 2 月 ま で用 い ら れ た 。 教授の紅
任20年一 間 で は 、 1 2 1 名 の 学 部 作 、 38名 の 大 学 院
修士学生、 3 1'， の博士学生が巣立 っ た 。
平成17年 ] n に は 、 大阪大学大学院生命機能
研究科 か ら 大熊芳明が 3 代 日 教授 と し て 着任 し 、
研究室名 を 新 た に 「遺伝情報制 御学」 と し て 現
在 に 至 っ て い る 。 研 究 内 容 も 大 き く 転換 し た が、
こ れ は後述す る 。 現在の研究室 メ ン バ ー は 、 ス
タ ッ フ が三 井助教授、 柴 田 、 高野両助 子 で 前 教
授 の 時 か ら 留 任 し 、 事務補助 員 1 1"， 、 大学院博
上 後 期 課程 3 名 ( 2 1'1 は 大 阪大学 に 在籍 ) と 学
部 4 年 生 3 名 の 計1 1 名 か ら 構成 さ れ て い る 。
2 . 教育体制
講義 は 、 学部 2 年牛会前期 に お い て 「ぷ礎牛ー化
学 I と IIJ 、 後 期 に 「生 命 情 報 科 学 IJ 、 3 年 生
前 期 に 「専 門 英 語 IJ 、 後 期 に 「件 命 情 報 科 学
IIJ と 「専 門 英語 IIJ を 担 当 し て い る 。 実 習 は
「生物系実宵 (生化学) J を 2 年 生前期 に お い て
担 ヴ し 、 タ ン パ ク 質精製、 醇素活性 の 測 定、 細
胞死 の 観察 を 行 わ せ て い る 。 大学院修士学生 に
対 し て は 、 「病態生理化学」 を 担 当 し て い る 。
3 . 研究 テ ー マ 、 主 な 研究業績等
3 つ の研究 テ ー マ を 掲 げ、 ヒ ト と 分裂酵 母 を
対 象 に 進 め て い る 。 i) 遺 伝 情 報 の 転 写 機構 の
肩ìJf 究、 ii ) RNA ボ リ メ ラ ー ゼ II (Pol II ) の 活
性制御 を 基盤 と し て 協調 的 に 制 御 さ れ て い る 細
胞核 l人j事象の研究、 iii) 遺伝情報制 御 の 破綻 に
伴 う 疾 患 の 州 態 解 明 に 向 け た研究。 新 た な 研究
需 と な り 、 解析子i去 は 従 米 の /七化d字、 細胞生物
学 に 加 え 、 遺伝学、 分子生物学、 構造生物学 を
組 み 合 わ せ て 解析 を 進 め る 内 容 に 転換 し た 。
教授の 大熊 は 、 米 |玉| ロ ッ ク フ エ ラ ー 大 学 に お
い て 1990年 に Pol II の 転 写 開 始 に 際 し て 必須 と
さ れ る 5 稀 の 基 本 転 写 肉 f の 会 つ TFIIE を 世
界 に 先 駆 け て 精 製 し 、 翌 年会 そ の 2 つ の サ ブ ユ
ニ ッ ト の cDNA ク ロ ー ニ ン グ を 行 い Nature 誌
に 連 報 で 発 衣 し た 。 こ の TFIIE の 構 造 と 活性
を 解析 し 、 構 造 は 横浜市大 の 内 村 善文教授 と 共
同 で 向 サ ブユ ニ ッ ト の コ ア 領域の構造 を 決定 し
た 。 活性 は 、 変異体 を 用 い て 機能領域 同 定 を 行
い 、 ま た Pol II が 転 写 を 開 始 す る |祭 に TFIIE
が転写 開 始 点 近 傍 に 結 合 し て TFIIH に よ る プ
ロ モ ー タ ー 領域 の 間 裂 を 誘導す る こ と 、 さ ら に
今年 に な っ て TFIIEα サ ブユ ニ ッ ト が Pol II 自
身 の 転 写 開 始 に 伴 う 構造変化 の 引 き 金 を 引 く モ
デ ル を 発 衣 し た 。 外部 資 金 は 、 特 定 領 域 研 究
「遺伝情報 デ コ ー ド j の 言↑画 班 と 文 部 科 学 省 タ
ン パ ク 3000 プ ロ ジ ェ ク ト 分担拠点 と し て 研究費
を 受領 し て い る 。
最 後 に レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 し て は 、 研究室
旅行 を 行 う ほ か に 、 ス ポ ー ツ 大会への参加や花
見 な ど の 飲 み 会 で 親 睦 を 阿 っ て い る 。
衛生 ・ 生物化学 (分子細胞機能学)
本研究室 は 、 初代教授西荒介先生 (現富 山 医
科薬科大学名 誉教授) が平成 6 年 3 月 に 定年退
官 さ れ た 後、 平成10年 (1998) 4 月 に 今中常雄
教授が着任 し て 分子細胞 機能学教室 と な り 7 年
を 経過 し た 。 平成 6 年以前 に 関 し て は 、 開学二
十 周 年 記念誌 (細胞 生物学の項) に 詳 し く 掲載
し で あ る の で、 こ こ で は 、 平成 6 年以 降 の 本研
究室 の歩み に つ い て 述べ る 。
平成 6 年 か ら 10年 ま で教授不在の後、 平成10
年 に 帝京大学薬学部 よ り 今中常雄教授が着任 し 、
現在 に 至 っ て い る 。 こ の 間 、 平成10年 に は 黒 崎
文也助手が本学薬学部 附属薬用植物 園 の 講 師 に
転 出 、 守 田 雅志助 手 は 平成15年 6 月 よ り 平成16
年 3 月 ま で 米国 ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス 大 学 ケ ネ
デ ィ ー ク レ ー ガ ー 研究所 に留学。 平成17年 に は
当研究室博士課程 出 身 の 柏 山 恭範君が助手 と し
て 採用 さ れ た 。 現在、 今中常雄教授、 岡村昭治
助教授、 守 田 雅志助手、 柏 山 恭範助手 の 4 人 で
教育研究 に 当 た っ て い る 。
当研究室 は そ の 名 称、 に あ る よ う に 、 細胞 小器
官 ( オ ル ガ ネ ラ ) の機能 と そ の 異常 を 分子 レ ベ
ル で解析す る こ と に よ り 疾患 の 原 因 を 解 明 し 、
医療 に 貢献す る こ と を 目 的 と し て お り 、 以下の
4 つ の テ ー マ で研究 を 展 開 し て い る 。 1 ) 脂 質
代 謝 に 密接 に 関 わ る ベ ル オ キ シ ソ ー ム と い う オ
ル ガ ネ ラ の機能、 特 に ABC ト ラ ン ス ボ ー タ ー
や lon protease の構造 ・ 機能 に つ い て の解析。
2 ) 副 腎 白 質 ジ ス ト ロ フ イ ー の 治療薬 開発の基
礎研究。 3 ) 動脈硬化症や血液凝 固 系疾患 と 関
連す る タ ン パ ク 質 の 小胞 体 に お け る 品 質管理制
御機構の解析。 4 ) 微小管 な ど細胞 骨格 を 形成
す る 各種 タ ン パ ク 質 の 分子種 と そ の機能 に つ い
て の解析。 現在、 研究室 に は博士課程 2 名 、 修
士課程13名 、 学部学生 5 名 が在籍 し て 各 々 前述
の研究 テ ー マ で実験 に 取 り 組 ん で い る 。 毎週金
曜 日 の研究セ ミ ナ ー で は 各 テ ー マ の学生が実験
結 果 に つ い て 発 表 を 行 い 、 活発 な 意 見 交換 を
行 っ て い る 。
こ れ ま で の研究成果 は一流の ジ ャ ー ナ ル に 発
表 さ れ て お り 、 研究業績 は 着 実 に 上が っ て い る 。
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こ の 7 年 間 に 発表 し た 原著論文 は37報、 総説 は
5 編、 著 書 は 7 編 で あ り 、 ま た 内外で 聞 か れ た
学会や 会議で発表 し て き た 。 主 と し て 発表 し て
い る 学会 は 、 日 本薬学会、 日 本生化学会、 日 本
分子生物学会、 ア メ リ カ 細胞 生物学会で あ る 。
大学院生 の 多 く は在学中 に 学会発表 を 行 い 、 さ
ら に 博士課程の学生 に は積極 的 に海 外で の 学会
発表の機会が与 え ら れて い る 。
こ れ ら の研究 を 行 う に あ た り こ れ ま で に 受 け
た 公的研究助 成 は 、 文部科学省科学研究費基盤
研 究 (C) (平 成 9 - 10年度、 今 中 常雄) 、 特 定
領域研究 (B) (平成10一 14年度、 今 中 常雄) 、
基盤研究 (B) (平成14 - 16年 度、 今 中 常雄) 、
萌 芽研究 (平成13 - 14年度、 平成15 - 16年度、
今 中 常雄) 、 奨励研究 (A) (平成11 - 12年 度、
守 田 雅 志) 、 基盤研究 (C) (平成16 - 17年度、
守 田 雅志) 、 厚生労働省科学研究 費 補 助 金特 定
疾患対策研究事業等 (平成 1 1 - 13年度、 平成14
- 16年度、 平 成 17年 度、 今 中 常 雄) 、 テ ルモ 科
学技術振興財 団 (平成11年度) 他 2 件、 ま た 財
団 法 人富 山 第 一 銀行奨学財 団 (平成17年 度、
守 田 雅志) で あ る 。
分子細胞 機能学研究室 に な っ て か ら 世 に 送 り
出 し た 卒業研究生 は44名 、 大学 院生修士課程15
名 、 博士課程 2 名 で あ る 。 博士課程の柏 山 恭範
君 は 「ベ ル オ キ シ ソ ー ム 膜 ABC タ ン パ ク 質
PMP70の ベ ル オ キ シ ソ ー ム 局 在 化機構 と ベ ル
オ キ シ ソ ー ム 膜上 で の ATP 結合 ・ 加水分解 に
伴 う 構造変化」 で、 田 中 幸 さ ん は 「変異型 ア ン
チ ト ロ ン ビ ン の細胞 内 蓄積 と Russell body 様
構造体形成 の 分子機構」 で平成17年 3 月 に 博士
号 (薬学) を 取得 し た 。 そ の 後、 柏 山 氏 は 当 研
究室の助 手 に 採用 さ れ、 田 中 氏 は 徳 島 文理大学
香 川 薬学部 の 助 手 に 採用 さ れ研究教育 に 活躍 中
で あ る 。
分子細胞 機能学教室で担 当 す る 講義及 び実習
は 、 学部で は 薬学概論、 基礎生化学 II、 基礎微
生 物 ・ 免 疫 学、 生 命 情 報 科 学 I、 専 門 英 語 I、
生 物 系 実 習 、 専 門 英 語 II 及 び卒 業 研 究 で 、 大
学 院薬学研究科 で は 分子疾患制御学特論 な ど を
担 当 し て い る 。




後 、 千 成 7 {f 7 月 に つ I l i朝教授が就任す る ま で
の 当 研究室 の ス タ ッ フ は 、 清水写夫助教授 と 林
利 光助 手 の 2 人 で あ っ た 。 当 時 の 主 た る 研究 テ
ー マ は 「薬用 植物や伝示薬 な どの 天然物か ら の
炎症、 糖尿病、 ウ イ ル ス 感染症 な ど に 対 し て 有
用 な 生物活性成 分の探索研究」 と 「熱帯性薬用
植物 Scoparia dulcis L. が産 '-f_す る ジ テ ル ベ ン
類 の 組織培養系 を 片j い た 生合成研究」 で あ っ た 。
三 川 教授が就任 し た 翌 年 の 4 月 、 岩 j良 ( 斎 藤 )
l直 子 助 手が赴任 し 、 「 イ ン ビ ト ロ に お け る 生 物
i百件ー を 指標 に し た 創 薬 リ ー ド化合物 の ス ク リ ー
ニ ン グ」 と 「植物 の 三 次代謝 産物の 't合成酵素
を 対 象 と し た 遺伝 f レ ベ ル の 生合成研究J が新
た な テ ー マ と し て 開 始 さ れ た 。 そ の 後 、 清 水助
教授 は 平成 9 年 1 1 月 に 教授 に 昇格 し 、 翌 年 7 月
に 退職 し た 、 ま た 、 林助 手 は 、ド 成10{f 5 月 に 新
た に 設置 さ れ た 薬 品生理'芋研究室 の 助 教授 に 舛
格 し た 。 会 万 、 1' ;- ?良助 子 は 斗主 )，)(: 1 1 年 3 月 に 退職
し 、 三 川 教授 は 平成 1 2 年 3 月 に 定年 退行 し た 。
|口J {[: 8 川 、 林助教授 が 当 似| 究室 の 教綬 に 就任 し 、
1 0 JJ に 李 貞 範が助 手 、 q.f年 2 月 に 77 j与 誠が助救
援 と し て 赴任 し た 。 林教授就任 後 は 、 特 に Ii!英
方 薬 や 食用 ベ然物 を 対 象 と し た 新 規抗 ウ イ ル ス
活性分 子 の 探索 と 有効 利 用 J ， I熱'市↑午薬用 十l白物
Sco戸aria dulcis L. が生 産 す る ア フ イ デ イ コ リ
ン 頬 似引 の fト 物 i舌↑生 ジ テ ル ペ ン 類 の 代 謝 L学的
初| 究」 お よ び自 由助教授が実施す る 「縮 、 'j-:活
習 慣病 予 防 を 目 標 と し た 海 岸 薬 m 資源 の探索 と
剖 薬 化学TIJI 究jが主 な 研 究 テ ー マ と な っ て い る 。
研究業績 お よ び科学研究費補助金
10年 間 の 研
究業績 と し て 48報 の 町、 者 、 2 報 の 総説 お よ び 7
IlIJ の 著書が あ る υ ま た 、 科学研 究 費 補助 金 に よ
り 実 施 さ れ た 側 究課題の * な も の は 、 組織fi;: 益
系 を 利 用 し た ス コ パ ド ル シ 酸 B の 効 率 的 生 産
方 法 の 確 立 ( 、ド 成 7 年 度 1立研 究 C) 、 生 物 活
性天然物 を リ ー ド化合物 と す る 医 薬 品 開 発へ の
試験研究 ( 平 成 8 年 度 基 探 研 究 A) 、 細 胞 機 能
発現 に 関 す る シ グ ナ ル伝達系 を 標 的 と し た 't物
活性 ベ然物の探索研究 ( 、|λ成 9 年 度特 ;占領域研
究) 、 遺伝子治療へ の 応 用 と 抗 ウ イ ル ス 剤 作 用
増 強 を 日 的 と し た ウ イ ル ス 醇素活性化 因 子 の 検
索 ( 、|λ 成 9 年 度 基 盤 研 究 C) 、 海 藻 白 米 新 規 ジ
テ ル ペ ノ イ ド の リ モ デ リ ン グ に よ る 新型抗 ウ イ
ル ス 薬 の 創 製 ( 平 成 1 5年 度 基 盤 研 究 C) 、 コ ロ
ナ ウ イ ル ス の 増 殖特性 を 利 用 し た 阻害剤 の 開発
(平成16年 度基盤研究 C) 、 高等植物 に お け る 環
状 ジ テ ル ベ ン の生介成制御機構の ポ ス ト ゲ ノ ム
子i去 に よ る 解析 ( 平 成 1 7 年 度 萌 芽研究) な どで
あ る 。
学会活動 三 川 教授お よ び林助 手 は 、子成 8 年 か
ら 2 年 間 そ れ ぞれ 日 本植物細胞分 子生物学会の
会 長 お よ び幹事 の 任 を 、 ま た 、 三 川 教授 は 平 成
9 年 か ら 2 年 間 日 本薬学会北 陸 支 部 の 支部長 の
任 を 果 た し た 。 林教授 は 平 成 1 6 年 か ら 日 本薬学
会 北 陸 支部幹事 に 就 い て い る 。
教育活動 林教授が就任 す る ま で 、 当 研究室が
相 当 し て い た 科 日 は 「守A薬学」 、 「薬用 天然物 化
学」 、 「生 薬 学 実 習 」 お よ び 「生 薬 学 演 習 」 で
あ っ た 。 ま た 、 大 学 院 で の 担 当 は 「応)日 天然物
化学特論」 で あ っ た 。 平 成 1 4 年 度 か ら の 医学教
育 に お け る モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の j草 入 に
伴 い 、 |玉| 公 、工 大学薬学部長 会議の 1'- に 「薬学 モ
デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム 案」 作 成 委 員 会が設置
さ れ た こ と か ら 、 林教J受 は そ の メ ン バ ー の 一 目
と し て と り ま と め に あ た っ た 。 本学で は 、 医学
部 の カ リ キ ュ ラ ム 改 正 に 合 わ せ て て茶 宇: {'ïll で、 も 大
幅 な カ リ キ ュ ラ ム 改正が実施 さ れ 、 'j:_薬 学 関 連
科 fl に つ い て も 見 直 し が行 わ れ た 。 現在 の 担 当
科 目 は 「和 漢 医 薬 学 入 門 J ( 2 年 次 、 全 学 共 通
科 1 1 、 講 義 と 体験 実 習 ) 、 生 薬 学 ( 2 年 次、 講
義 と 実 宵 ) 、 天 然 医 薬 資 源 学 ( 3 午 次、 講 義)
お よ び応 用 大 然物化学特論 (大学院) で あ る 。
こ の カ リ キ ュ ラ ム 改 l十ー で 新 た に 東 洋 医 学 概論
( 3 年 次 、 医 学 部 教 日 が担 当 ) が 開 設 さ れ、 薬
学 生 は 臨 床 の 制 点 か ら 漢方 薬 の 基 本 的 な 事項 を
学べ る よ う に な っ た 。 ア 成 1 R 年 度 か ら 薬学教育
6 -\f布リ が ス タ ー 卜 す る の を 契 機 と し て 、 社 会 の
ニ ー ズ ( 医療現場 で の 問 題解決) に 貢献て、 き る
薬 剤 師 や 薬学研究 (技術) 者 を す て る た め に 微
力 を 尽 く し た い も の で あ る 。
薬用 資源学 (合成化学)
当研究室 の 沿草 は 旧 富 山 大学薬学部 ま で遡 る
が ( 開 学 十 周 年、 三 十 周 年記念誌参照) 、 本稿
で は 二 十 周 年以 降 に つ い て 述 べ る 。 二 十周 年 当
時の職員 は 教授小泉徹、 助教授竹 内義雄、 助手
高橋た み 子 で あ っ た 。 暫 く 後の小泉教授の配置
替 え に 伴 っ て 平成 8 年 6 月 に 竹 内 が研究室 を 担
当 す る こ と と な っ た 。 翌年 に 柴 田哲 男 講 師が着
任、 12年 に 高橋助 手 の 配置替 え 、 同 年 に 阿部肇
助手 の 着任 と 続い た 。 そ の 後、 や や 込み 入 っ た
経緯があ っ て 阿部助手 は 配置 替 え 、 柴 田 講 師 は
転 出 、 15年 に 藤 原朋 也助手が着任 し て 現在 の 陣
容 (教授竹 内 、 助手藤原) と な っ て い る 。
研究分野 と し て は看板通 り に 、 合成化学 の 基
礎 と 応用研究 を 展 開 し て き た 。 そ の 第 一 は キ ラ
ル 誘 導化試薬 CFPA の 開 発 で あ る 。 こ の 試 薬
の 反応性が著 し く 高 い こ と か ら 、 そ の 後、 絶対
配置決定の た め の CFTA 試薬 の 開発へ と 展 開 、
最終的 に は 市販す る ま で に 漕 ぎ着 け た 。 一連の
研究 は 広 い 関 心 を 集 め 、 囲 内 で は 名 大 ・ 野依教
授、 東北大 ・ 甲 お よ び藤村教授、 海 外で も シ ン
ガ ポ ー ル の サ ヌ ー ン 博士、 南 ア の ス テ ィ ー ン カ
ン プ教授等 と の 共 同研究へ と 発展 し て い る 。
ま た 、 創 薬への応用研究 と し て 、 フ ッ 素原子
の特徴 を フ ル に 活用 す る 目 的 で 、 ア ミ ノ 酸や ペ
プチ ド に フ ッ 素 を 導入 し た イ ソ ス タ ー の 合成研
究、 よ り 医薬 品 に 近づけ た 主題 と し て サ リ ド マ
イ ド 、 ド ネ ベ ジ ル 、 プ ロ フ ェ ン 類 の キ ラ ル 部位
に フ ッ 素 を 直接 的 に 植 え 込む合成手法 の 開発 と
薬理学的研究 を 達成 し 、 い ず れ も 特許 と な っ た 。
最近 で は 生体重要分子 の 副互 変異性構造が活性
に 関 与す る と の仮定で、 そ の 等価体 ( シ ュ ー ド
ロ ー グ) の合成 と 活性発現機構 の解 明研究 を も
開始 し た 。 こ の研究 は 、 生体有機化学分野 に新
概念 を 取 り 入 れた も の と し て 注 目 さ れて い る 。
10年 間 の研究業績 は 原著論文60報、 総説 6 編
で あ る 。 職 員 が受 け た科研補助 金 は 、 基盤 B、
国 際学術 (共 同 ) 、 萌 芽 、 奨励研究 な ど、 継 続
を 含 め る と 年 平 均 2 件 で、 全 て 研 究 代 表 者 と
な っ て い る 。 と り わ け、 延べ 5 年 間 の国 際学術
研究 で は 、 囲 内 4 機 関 、 海 外 5 機 関 と の 共 同研
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究 を 展 開 、 在 外研 究 の 機 会 も あ っ て 、 キ ラ ル
フ ッ 素構造 を 背景 に し た 基礎研究で多 く の 実績
を挙 げ た 。 こ れ ら が高 く 評価 さ れて 、 平成17年
に 竹 田国 際貢献賞 を 受賞す る 栄誉 に も恵 ま れた 。
ま た 、 旭硝子財 団 を 始 め 多 く の 財 団 か ら 研究助
成 を 受 け た 。 関係者 に心か ら 謝意 を 表 し た い 。
継続的 に 参加 し て き た国 内 学会 は 、 日 本薬学
会年会、 反応 と 合成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム 、 フ ッ
素化学討論会 等 で、 10年 間 で の 発表件 数 は 101
件、 招待講演等 も 10件 を 超 え る 。 国 際学会 に も
積極的 に 参加 し 、 招待講演 か ら ポ ス タ ー 発表 ま
で含め る と 、 発表件数は39件 に の ぼ る 。 ま た 、
こ の 間 に 訪 問 、 講演 し た海 外の 大学 も 20 を 数 え 、
10名 以上の外国 人研究者の 訪 問 を 受 け て い る 。
更 に 、 学会活動 の 一環 と し て 平成 1 1 年 に 『 反応
と 合成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム 』 を 、 12年 に 『有機
合成化学北 陸 セ ミ ナ ー 』 を 主催 し 、 17年秋 に は
国 際会議 nnternational Fluorine Conference in 
Toyamaj を 、 更 に 18年 春 に は 別 の国 際 会 議
WMC2006j を 、 当研究室が富 山 でお 世話 を す る 。
教育面で は 、 有機系教 官が少 な か っ た 期 間 も
あ っ て 、 有機化学I、 有機化学II、 医薬 品化学 、
合成化学等 の講義 を 次 々 と 担 当 し て き た 。 ま た 、
担 当 す る 学生実習 の実施内容 は 、 過去 に確立 し
て き た 重要項 目 を 継承す る と 共 に 、 時代 に即 し
た新た な 項 目 を も 加 え た 。 開 学 時 に 設置 さ れ た
化学系 実 習 室 の 大型 ポ ン プ は 関係者の努 力 で新
た な 機種 と な っ た 。 他方、 開学時 に 苦労 し て 導
入 し た薬学部の バ キ ュ ー ム ラ イ ン は大 き な役割
を 果 た し て き た が、 設置以来 の連 日 稼働 の た め
か、 ポ ン プ等 を 再整備す る 時期が来 て い る 。
私 は 開学時 に お 誘 い を 受 け て そ の 1 年半後 に
五福 キ ャ ン パ ス に 赴任 し た の で、 人生の大半 を
本学 と 共 に 過 ご し て き た こ と に な る 。 平成 10年
正 月 に 、 最 愛 の 上 司 か っ 最 大 の 研 究 理 解 者 で
あ っ た 前任教授の小泉先生が急逝 さ れ た 。 開学
当 初 と は設備 も 研究陣 も 大 き く 様変 わ り し た が、
過去30年 聞 を 振 り 返 る と や は り 感慨深い も の が
あ る 。 折 し も 薬学部 6 年制が始 ま る 。 薬学の基
礎 と な る 有機化学 を 、 教育、 研究の両面か ら 支
え る こ と で 、 新生富 山大学の発展 に寄与す る こ
と がで き れ ば と 願 っ て い る 。 (竹内 義雄)
232 �存 4 章 講座等 の沿革:
薬用 資源学 (薬品分子化学 )
1 ) 沿革
平 成 1 6年 3 月 1 日 に 助 教授 の み の 講陪 と し て
新 設 さ れ、 矢倉隆之助教授が着任 し た 。 場所 は
薬 学研究棟 4 階 で 、 薬 用 資源学講座合成化学研
究室 の 第 2 研究宗 を 譲 り 受 け た 。
2 ) 研究体制 の 変遷 と 現状
平 成 1 6 年 4 月 に 矢倉助教授 の 前任校 か ら 大学
院修士課程 2 年 次生 1 ::71 が特 別 研 究生 と し て 派
遣 さ れ、 研究活動 が 開 始 さ れ た 。 同 年 10 月 下 旬
に 薬学部 3 年次生 2 ::71 が配属 さ れ、 本格 的 に 研
究室 と し て 動 き 始 め た 。 現在、 修上課税 1 年次
生 1 名 、 4 年 次 生 2 名 の 総 勢 4 名 に て 研 究 を
行 っ て い る 。
研 究 テ ー マ は 有 機化学、 特 に 有機合成化学 を
基盤 と し た 医薬化学研究で あ り 、 新規有機介成
反応 の 開 発 と そ れ を 用 い る 生物活性天然物 お よ
びそ の 誘導体の合成研究 を :主 た る 研究 テ ー マ と
し て い る 。
研 究 テ ー マ
1 生物 お よ び性別i斤性物 質 の 医 薬化学
的研究
2 抗腫場活性天然物 の 介成研究
3 実 肘 的 で汎用 性 の 高 い 有機台成反応
の 開 発研究
・ * な 研究業績 ( 平 成 1 6 年 以 降 )
( 1  ) 論文発表
Takayuki Yakura， Wataru Muramatsu， 
and J un'ichi Uenishi : Stereoselective 
synthesis of C 3 - C12  dihydropyran 
portion of antitumor laulimalide using 
copper-catalyzed oxonium ylide forma­
tion - [2 ，  3J  shift. Chem. Pharm. Bull. ， 53 
( 8 ) ， 1436 - 1437 ( 2005) . 
( 2 )  学会発表
矢 倉 降 之 、 村松i歩 、 L丙1開 会 . 金属 カ ル
ベ ノ イ ド の オ キ ソ ニ ウ ム イ リ ド 形 成 一
[2 ，  3 J 転位 反応 を 鍵 反 応 と す る 抗腫場
活 性 ( 一 ) -laulimalide の C 3 - C 1 2 フ ラ グ
メ ン ト の 合 成研究. 日 本 薬 学 会 第 1 25年
会 (東京) 、 2005 . 3 .
- 科学研究 費補助金等の 受 入状況 (平成16年以
降 )
子成 1 6年 度 出 村科学技術振興財 団 助 成 金
200 千 円
「新規 ジ ア ゾ ケ ト ン 類 の 触 媒 的 イ リ ド 形
成 一 転位 反 応 の 開 発 と そ の 応 用 J
第25 回 ( 平 成 1 6 年 度 ) 薬学術究奨励 財 団
研究助 成 金 1 ，  000千 IJ]
「 ロ ジ ウ ム 触 媒 反応 の 効 系 化 と そ の 応 用
研究」
、ド成 1 7 年 度 科学研究費補助 金基盤研究
(C) 2 ， 400 下 円
「 実 用 的 な 環境調和 型 反 Lむ の 開 発 を 日 指
し た 高 効 率 的 金属 カ ル ベ ノ イ ド 反応 の 新
展 開 j
3 ) 講義、 実 習 等
薬学部 2 年 次 生 前期 有機化学 l 、 同 2 年 次
生後期 有機化学実習
大学院薬学研究科 分子設計学特論
4 ) 教育指導 目 標
研究 を 通 し て 、 学年 に ド 記 の 力 を つ け さ せ る
こ と を 目 標 に し て い る 。
0 ク ス リ を 化学構造式 で理解 し 、 そ の 作用 を
化学反応 と し て 解釈す る
。科学 的 か っ 論瑚的 に 思 考す る
o n 分の 考 え で行動 し 、 自 分の 行 動 に 責任 を
持つ
O f'j 分 の 言葉 を 持 ち 、 自 分の 亘葉で話す
薬剤設計学 (物理化学)
物理化学研究室 は 昭和38年 1 月 富 山 大学薬学
部製薬化学科薬 品物理化学講座 と し て 富 山 市奥
田 の 仮研究室で発足 し た 。 1 月 に榎本三郎教授、
4 月 に 井上正美助手 ( 昭和47. 4助教授) 、 星野
重孝助手 (昭和38. 4�昭和41. 3) が発令 さ れ
た 。 そ の 後、 棚 田 成 紀 助 手 ( 昭 和41. 4� 昭 和
47. 3) 、 上 山 勉教務職員 (昭和55. 4助手) 、 柏
木寛助手 (平成 12. 11講師) が加 わ っ た 。 昭和
51年 4 月 富 山 医科薬科大学への再編移転 に伴い、
研究室 の 名 称 を 物理薬剤学講座触媒化学研究室
と 変更 し た 。 榎本教授 は触媒化学 の 分野で多 く
の業績 を挙 げ、 平成元年 3 月 に 退官 さ れ た 。 上
山助手 は平成元年 8 月 に 退官、 井上助教授 は富
山大学 に 転 出 さ れ た 。 こ の 間 の 教室 出 身者 は 154
名 を 数 え 、 25名 が修士 の学位、 4 名 が博士の学
位 を 取得 し て い る 。
平成 2 年 2 月 上野雅晴教授が附属病 院薬剤 部
よ り 移籍 本研究室 を 担 当 す る こ と と な っ た 。 研
究 の 中 心が コ ロ イ ド物理化学 と そ の 医療応用へ
と 変化 し た 。 そ れ に と も な い研究室 の 名 称 を 物
理化学研究室 と 改 め た 。 4 月 に 2 名 の 修士学生
を 迎 え 、 柏 木助手 と と も に新 し い研究室 の 一歩
を 踏み 出 し た 。 同 年 6 月 講座再編成 に よ り 、 物
理薬剤学講座が廃止 さ れ、 旧構成 3 研究室の う
ち 、 本研究室 と 量子化学研究室が新 た に で き た
薬剤 設計学講座 に所属 す る こ と と な っ た 。 薬学
部 に お け る 物理化学の教育 を 担 う と と も に 、 研
究面で は 、 よ り 医療 を 志 向 し た 物理化学 の 展 開
が新講座 開設の趣旨 で あ っ た 。 周 年 8 月 京都薬
科大学 よ り 古 川 広之 助教授 (平成17年 4 月 広 島
国 際大学教授) が着任 し た 。 平成 3 年 4 月 に 松
本千香 技官 (本学薬学部 よ り 、 平成 4 年 7 月 退
職) を 迎 え た 。 平 成 6 年 4 月 小 暮 健 太 朗 助 手
(平成 10年 3 月 徳 島 大学へ転 出 、 現在北海 道 大
学講師) が着任 し た 。 同 年 9 月 に は 第 1 回 同 窓
会が聞 か れ た 。 ま た 毎年薬剤 部 と の合 同 テ ニ ス
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大会 を 開催 し 、 現在 も 続い て い る 。 平成15年 6
月 徳 島大学 よ り 新進気鋭の 木平孝高助手が着任
し た 。 平成17年10月 に 第 3 回 同 窓会 を 予 定 し て
い る 。 こ の 1 5年 間 に 88名 の学部学生、 25名 の 修
士、 4 名 の博士が本研究室 よ り 巣立 っ て い っ た 。
そ れぞれの分野で、 ま た そ れぞれの国 で活躍 し
て い る 。
本研究室 は教育面 で は 、 物理化学 2 (薬学部
2 年生) 、 薬 品物理化学 (薬学部 3 年生) 、 物理
化学実習 、 及 び大学 院 に お い て物性物理化学特
論 を 担 当 し て い る 。 物理化学 そ の も の の 知識の
習 得 と 同 時 に 、 科学への憧れ と 探究心 を 引 き 出
す こ と を 目 的 に 教育 に 力 を 注 い で い る 。 研究面
で は 自 由 な 発想 と 基礎力 に 裏打 ち さ れ た 思 考 に
重 き を 置 き 、 大 き く 2 つ の グ ル ー プ、 物理化学
基礎研究 グ ル ー プ と 医療応用 グ ル ー プが互 い に
刺激 し つ つ研究 を 進 め て い る 。 基礎研究 と し て 、
両親媒性物 質 が 自 己組織化 に よ り 新 た な 機能 を
有す る 高次集合体 に 成長す る 道筋 を 、 特 に 、 リ
ン脂 質 を 水 に 分散 し た と き に 形成 す る 閉 鎖小胞
(ベ シ ク ル ま た は リ ボ ソ ー ム ) を 取 り 上 げ、 そ
の融合、 成長、 分裂、 増殖 を 支配す る 因 子 の 解
明 と い う 見地か ら 研究 を 進 め て い る 。 ま た 、 平
衡状態 に あ る ミ セ ル か ら 準安定状態 に あ る ベ シ
ク ルへの転移現象 に 関 す る 研究 も 興味の 中心で
あ る 。 医療応用 と し て は 、 癌化学塞栓療法の機
能性塞栓材料 と し て の リ ボ ソ ー ム の 利 用 、 人工
膜 ワ ク チ ン の 試作、 遺伝子や蛋 白 質 の キ ャ リ ヤ
ー と し て の ナ ノ 構造体の 開発な ど を 試み て い る 。
人工膜 ワ ク チ ン に 関 し て 、 日 本薬学会115年会、
120年 会 の ハ イ ラ イ ト に 選抜 さ れ た 。 こ れ ら の
研究は 文部科学省科学研究費補助金や 多 く の 財
団 (薬学研究奨励財団、 富 山 県新世紀産業機構
ほ か) の援助 に よ り 支 え ら れて き た 。 社会的要
請、 実用 性 の 高 い分野 に あ っ て も 、 流行や業績
主 義 に 陥 る こ と な く ほ ん も の の 学 問 を 追求す る
姿勢の 重要性 を 再認識 し て 物理化学研究室の紹
介 と し た い 。
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薬剤設計学 (構造生物学 )
構造生物学 は 、 タ ン パ ク 質 や核離 の 立体構造
か ら 生命現象 を 明 ら か に す る こ と を 日 的 と す る
学 問 で あ り 、 近 年 の 医 学 ・ 薬 学 の 分野 に お い て
も 重要視 さ れ て い る 。 薬剤 設 計 学構造生物 学 は 、
富 山 医科薬科大学 に お け る 構造生物学 の推進 に
努め て い る 。
本講座 は 、 物理薬剤学 足:子化学 ( 富 山 大学薬
学部製薬化学科薬 品 製造工学講座改め ) と し て
出 発 し た 。 富 山 医科薬科大学 に 移行 し た 時 の ス
タ ッ フ は 、 永 原 茂 ( 教 授、 故 人) 、 北 川 泰 司
(助教授) 、 森佳洋 (助手) の 3 人 で あ っ た が、
昭和 54年 か ら 新 た に 篠 田 裕之 (助手) が加 わ っ
た 。 昭和58年永原教授の 定年退官後、 平成 2 年 、
講内名 は 薬 剤 設計学量 子化学 に 変 わ る が、 教育
研究の 基本的体制 は 、 平成10年 に 現荘 の 薬 剤 設
計学構造生物学が発足す る ま で ほ と ん とョ変 わ ら
な か っ た 。 担 当 科 目 は 物理化学 と 量子化学 ( 永
原教授紅任 期 間 中 ) お よ び物瑚化学実習 で あ っ
た 。 こ の 問 、 本講座 は 学生諸君 か ら 「景子」 と
い う 名 前 で 親 し ま れ、 卒業生全数は そ れ ほ ど多
く は な い が、 今癖 も 二癖 も あ る ユ ニ ー ク な 学f主
が集 ま っ た 。 当 初 の研究 テ ー マ は 、 1 ) 量子化
学計算 を 用 い た 薬物 を 含 む 生 体 関 連 分 fの構造
や 反 応 性 に 関 す る 理 論 研 究 、 2 ) 水 素 結 合 に
よ っ て 会合 し た ク ラ ス タ 一 分 f の 分光学 (真空
紫外お よ び レ ー ザ 一 分光学) / 質量分析研究、 に
大 別 す る こ と が で き た 。 平成 に 入 っ て 、 後 者 の
研 究 テ ー マ の 一 部 は 、 (逆) ミ セ ル 溶 液 系 に お
け る 動力 学 お よ び レ ー ザ一 光化学研究へ と 発展
的 に 解消 し た n こ の 問 、 本学予算 に よ る 高 度 な
量子化学計算が可 能 な 計算 シ ス テ ム の 導 入 (平
成 9 年 ) お よ び レ ー ザ一 光源 ( エ キ シ マ ー レ ー
ザ ー ( 昭 和57年) と YAG レ ー ザ ー ( 平 成 9
年 ) の 導入 な ら び に 科研 費等 に よ る 周 辺計測 シ
ス テ ム の構築 は こ れ ら の研 究 テ ー マ を 遂行 す る
上 で不可 欠 で あ っ た 。
平 成 10年 に 河 野 敬 一 ( 教 授) が 着 任 し 、 ス
タ ッ フ は 河野敬一 (教授) 、 北 川 泰 可 (助教授) 、
森 佳 洋 (助 千) 、 篠 田 裕 之 (助 手) の 4 人 と
な っ た 。 平成13年北川 助教授 の 定年退官後、 水
1 1 峰之 ( 講 師 ) が着任 し た 。 平 成 1 6 年 度 か ら 河
野教授が北海道大学大学 院理学研究科 に 異動 し
た た め 、 現在の ス タ ッ フ は 水 口 峰之 (助教授) 、
森 佳 洋 ( 講 師 ) 、 篠 田 裕 之 (助 手) の 3 人 と
な っ て い る 。
河野教授が着任す る と 同 時 に 講座 名 を 薬剤 設
計学構造生物 学 に 変更 し た 。 こ の 頃 よ り 本議時
で は 、 物理化学 I お よ び構造生物 学 の 講義 と 物
理化学実宵 を 担 当 し て い る 。 主 な 研究 テ ー マ は 、
核 磁 気 共 鳴 (NMR) 法 に よ る タ ン パ ク 質 の 立
体構造解析 で あ り 、 こ れ ま で に 斗t物学的 に 重要
な タ ン パ ク 質 や ペ プチ ド に つ い て 多 く の 立体構
造 を 明 ら か に し て い る 。 さ ら に 、 タ ン パ ク 質 の
立体構造異常 と ア ミ ロ イ ド 病 に 関 し て い く つ か
の 重要 な研究成果 を 得 た 。 ま た 、 本講座 で は 多
く の研究 プ ロ ジ ェ ク ト に 参画 し 、 本学 に お け る
構造牛物 学 の 発展 に 努め て き た 。 参両 し た プ ロ
ジ ェ ク ト の 主 な も の と し て 、 新技術 ・ 新分野創
出 の た め の 基礎研究推進事業 「昆虫 成 長 岡 子 の
機 能 解 明 と 利 用 に Inj け た 基礎研究J (作 物 系 特
定 産 業技術推進 機構、 平 成 1 l � 1 5年 度) 、 科 学
技術振興調 整 費 「若 子 任 期 付 研 究 員 支援J ( 文
部 科 学 省 、 平 成 1 3 � 1 7 年 度) 、 タ ン パ ク 3000 プ
ロ ジ ェ ク ト 個 別 的解析 プ ロ グ ラ ム 「 タ ン パ ク 質
高 次構造形成 と 機 能 発 現J ( 文 部 科 学 省 、 平 成
14�18年 度) 、 有 用 遺 伝 f 活 用 の た め の 植 物
( イ ネ ) ・ 動物 ゲ ノ ム 研 究 「 タ ン パ ク 質 立体構
造解析 に 基づ く 遺伝 f 機 能 の 解 明J ( 農 業 生 物
資源研究所、 平成14�16年度) があ る 。 こ れ ら
の研究 プ ロ ジ ェ ク ト や 科学研究 費補助金等 の 助
成 金 は 、 本学 に お け る タ ン パ ク 質構造生物学 の
推 進 に 不可 欠 で あ っ た 。 特 に 、iえ成14年度か ら 参
画 し て い る タ ン パ ク 3000 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 連 し
て 、 平 成 1 6年 2 月 に タ ン パ ク 質 、'r:体構造解析 シ
ス テ ム (Bruker A vance 800 NMR装 置) を 導
入 し た 。 こ の 装 置 は タ ン パ ク 質 用 NMR 装 置 と
し て は 世 界 最 高水準 で あ り 、 本学 に お け る 構造
性 物 学 の 発展 に は 欠 く こ と の で き な い 装 置 と
な っ て い る 。 さ ら に 本講座 は 、 本学 と 製薬 企業
21社が加盟す る 蛋 白 質構造解析 コ ン ソ ー シ ア ム
の 基本協定 (平成17if. 5 月 3 1 日 締結 ) に 基づ く
産学連携の推進 に 中 心 的 役割 を 果 た し て い る 。
薬物生理学 (生物物理化学)
医薬大発足時、 当 研究室 の 大講座名 称、 は物理
薬剤学で あ り 、 竹 口紀晃が助教授 と し て 富 山 大
学 よ り 配置換 え と な り 研究室がス タ ー ト し た 。
竹 口 は 昭和 57年 7 月 に 教授 に 昇任 し た 。 平成 2
年度の改組 に よ り 、 物理薬剤学 (教授定員 3 ) 
は薬剤 設計学 (教授定員 2 ) お よ び薬物生理学
(教授 定 員 2 ) の 2 つ の 大講座 に 分か れ、 竹 口
は 薬物生理学講座教授 に就い た 。 そ の 後、 竹 口
は平成16年 3 月 ま で の 長 き に わ た り 、 当研究室
の教育、 研究 に 多 大 な 尽力 を し た 。 平成17年 2
月 よ り 、 酒井秀紀が研究室 を 担 当 し て い る 。
平成 8 年 以 降 の 当研究室の ス タ ッ フ は 、 竹 口
(平成 1 1 年 4 月 薬学部長、 平成 14年 8 月 副学長、
平 成 16年 4 月 名 誉 教 授) 、 酒 井 (平 成 10年 5 月
助 教授、 平 成 17年 2 月 教授 に 昇任) 、 森 井 孫 俊
(平成17年 4 月 助教授 に 昇任) 、 浅野真司 (平成
8 年 3 月 当研究室助手か ら 遺伝子実験施設助教
授 に 昇任 、 現立命館大学情報理工学部教授) で
あ る 。 酒 井 は 平成 8 年 9 月 よ り 平成10年 4 月 ま
で フ ラ ン ス CNRS 分 子 細 胞 薬 理 学 研 究 所 で
Na+ チ ャ ネ ル の 分子生物学的研究 を 行 っ た 。
竹 口 は 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの研究で世界 を リ ー
ド し 、 囲 内 製薬 メ ー カ ー の新規 胃 プ ロ ト ン ポ ン
プ阻害薬 の 開 発 に 重 要 な 役割 を 果 た し た 。 現在、
酒井 と 森井がそ の 流 れ を 引 き 継 ぎ、 酒井 は 胃 プ
ロ ト ン ポ ン プ と 分子会合や機能共役す る イ オ ン
輸送蛋 白 質 の研究、 森井 は 高性能 コ ン ピ ュ ー タ
を 駆使 し た 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの 分子動力学的研
究や 胃 プ ロ ト ン ポ ン プの フ リ ッ パ ー ゼ機能の分
子機構 の 解明 な ど を 行 っ て い る 。 当研究室で発
見 し た 胃 酸分泌細胞 の細胞 防御塩素 イ オ ン チ ャ
ネ ル も 重要 な研 究 テ ー マ で あ る 。
大腸の イ オ ン 輸送の研究 も 精力 的 に 行 っ て き
て お り 、 ラ ッ ト 大腸粘膜で抗 ガ ン 剤 に よ り 5 1 き
起 こ さ れ る 新規下痢機構 を 発見 し た 。 酒井 は 第
2 外科塚 田 教授 と 、 ヒ ト 大腸組織 を 使 っ た 共 同
研 究 を 行 っ て お り 、 大腸粘 膜 に お け る イ オ ン
チ ャ ネ ル の 調節機構や大腸 ガ ン 組織 に お け る ポ
ン プ や チ ャ ネ ル の発現変動機構 な どの テ ー マ に
取 り 組 ん で、 い る 。
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平成 8 年 以 降 の 科学研究費補助金の受 け 入 れ
状況 は 、 竹 口 関 係 で は 、 重点領域研究 ( 8 - 10 
年度、 2 件、 分担 ， 9 年度、 代表 ; 10年度、 分
担) 、 特 定 領 域 研 究 (10年 度、 代 表、 12 - 15年
度、 代 表) 、 基 盤 研 究 A (13  - 15年 度、 代 表) 、
基 盤 研 究 B (10 - 12年 度、 代 表) 、 荷 芽 研 究
(10年度、 代 表) 、 酒井関係 で は 、 重点領域研究
(10年 度、 分 担) 、 特 定 領 域 研 究 (12年 度、 代
表 ; 16年度、 代表) 、 基盤研究A (13 - 15年度、
分担) 、 基 盤 研 究 B (10 - 12年 度、 分 担 ; 15 -
17年 度、 代 表) 、 基 盤 研 究 C (13 - 14年 度 ; 代
表) 、 奨励研究 ( 1 1 一 12年度、 代表) 、 萌 芽研究
(16 - 17年度、 代 表) 、 森井 関 係 で は 、 基盤研究
A (13  - 15年 度、 分 担) 、 特 定 領 域 研 究 (16年
度、 2 件、 分担) で あ る 。
ま た 財 団 等 か ら の助成 は 、 酒井関係で 医科学
応 用 研究財 団 (11年 度) 、 上 原 記念生命科学財
団 (1 1 年 度) 、 薬学研究奨励財団 (12年度) 、 武
田 科学振興財 団 (12年度) があ る 。 受賞 に 関 し
て は 、 酒 井 関 係 で 日 本 薬 学 会 奨 励 賞 (1 1 年 3
月 ) 、 と や ま 賞 (14年 5 月 ) があ る 。
当研究室が担 当 し て い る 平成17年度の 講義科
目 は 生物物理化学 ( 2 年次生対象、 酒井、 森井
担 当 ) 、 製 剤 学 ( 3 年 次 生 対 象 、 森井、 酒 井 担
当 ) 、 ト ラ ン ス ポ ー タ ー 論 ( 3 年 次 生 対 象 、 酒
井、 森井担 当 ) で あ る 。 講義で は 、 基礎的 内 容
に 加 え 、 時代 に 沿 っ た新規内容 を 盛 り 込 ん で、 い
る 。 実習 は 医療系実習 (生物物理化学 ・ 製剤j学
実習) を 担 当 し て い る (酒井、 森井) 。
平成17年 3 月 ま で に 当研究室 で修士課程 を 修
了 し た 学 生 は 74名 、 博士課程 を 修了 し た 学生 は
14名 で あ り 、 主 と し て 製薬企業研究者や 大学教
員 と し て 活躍 し て い る 。 最後 に 、 当研究室 の 設
立 当 時 か ら の伝統 を 3 つ o 1 ) 毎週月 曜 日 夕 方
の セ ミ ナ ー 。 学生の 英語文献読解力 を 高 め て い
る 。 就職 し で も こ こ で、養 っ た 力 が通用 し て お り 、
企業か ら の 評判 も 良 い 。 2 ) 土曜 日 は 休み で は
な い 。 学生全員 が実験等 に 励 ん で い る 。 鉄 は 熱
い う ち に 打 て 。 3 ) 教授室 の ゴム の 木。 竹 口 が
育 て 、 こ れ ま で 在籍 し た す べ て の 研 究 室 員 に
と っ て 共 通 の 話題 に な る 大切 な 木。 現在 は大木
と な り 元気 に 生 育 中 。 (酒井 秀紀)
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薬物生理学 (薬品生理学→医療薬学)
当研究索 は 平 成 2 {f の 改組 に よ り 、 物理薬剤
学講座が薬剤 設計学 と 薬物生理学の 2 つ の 大講
座 に 分か れ 、 そ の 薬物生理学議院 の 1 研究2主 と
し て 誕生 し た 。 し か し 、 実 質 的 な 研究室 ス ペ ー
ス が な か っ た た め 発足が遅れ、 そ の 後 当 研究室
区域 を 含 む 医薬研究棟が建設 さ れ た こ と に 伴 い 、
平成10年 5 月 に林利光 (助教授) 及 び酒井秀紀
( 助 教 授 ) が 着 任 し た 。 平 成 1 2年 7 月 に は 林 が
生薬学研究室 に 、 平 成 1 6年 1 0 月 に は 酒井が生物
物理化学研究室 に 移籍 、 そ れ ぞれ教授 と し て 活
躍 し て い る 。 そ の 問 、 平成 1 2年 9 月 に は 赤尾光
昭 (助教授) が新 た に 加 わ っ た 。
薬学部 6 干「ム 制 が平成18守会 4 月 よ り 発足 す る に
あ た り 、 当 研究室 は 平 成 1 7 年 9 月 よ り 医療薬学
研 究22 に 改組 さ れ、 赤尾が教授 に 昇任 、 新 た に
今村理1ft (助教授) が加 わ り 、 6 年 制薬学科 に
お け る 薬 剤 師養成教育 に 関 わ る 研究室 と し て の
役割 を 担 う こ と と な っ た 。 6 年 制 薬 剤 師養成教
育 の 最大 の 特徴 は 、 2 年 間 の 延長 に 伴 い 実務 実
育 期 間 が 6 か 月 以 卜ー に 延長必修化 さ れ、 薬剤 師
職 能 に 関 わ る 医療現場 に お け る 教育 が病 院 及 び
保 険薬 局 で 行 わ れ る こ と で あ り 、 こ の 長期 実 務
実 習 の 粂 学部 に お け る 刊一 当 研 究宗 と し て 内 出 発
す る 。
子�研究室 で は 、 x 然 物 、 消 化 管 、 告Ij 薬 を key
word � こ in vitro か ら tn V1VO ま で l幅 広 い 視野 で 、
生体 レ ベ ル に お け る 生理及 び"�Ij;j態解 明 、 薬物作
用 機序 解 明 、 自j 薬研究 を 」 貫 し て 行 っ て き た 。
林 は 、 ①天 然物 由 来 の新規生物活性分子 と し
て 、 ít肘i菜類; ゃ 放線菌 由 来 の 抗 ウ イ ル ス 作 用 成
分 の 分離 、 そ の構造 と 作用 機序解 明 、 ウ イ ル ス
感染症 に 対す る 有 用 性 の 検討 、 ③高等植物 由 来
ジ テ ル ベ ン 、 ponicidin 及 び scopadulciol に よ
る 抗 ウ イ ル ス 薬 acyclovir氾anciclovir の 作 用 増
強効果解 明 、 そ の 癌 の 遺伝子治療へ の 応 用 、
熱帯性 薬 用 植物 Scoparia dulcis L. がjZ 生 す る
'4-:物活性 ジ テ ル ペ ン 類 の lf.合 成 関 連遺伝 子 の ク
ロ ー ニ ン グ 、 生合成調 節 因 f の 解 明 と 効率的 生
産 シ ス テ ム の 確立 に つ い て の 研究 を 行 っ た 。
酒 井 は 、 ① 胃 酸 分 泌 細 胞 の 新 規 発 見 sub-pS
塩素 イ オ ン チ ャ ネ ル が関 ワム す る 新 し い 細 抱 防御
機構 の 解 明 、 ② 胃 酸 (塩酸) 分泌機構 に お け る
塩素 イ オ ン 分j必蛋 白 質 の 分 子実体の 解 明 、 ③大
腸粘膜塩素 イ オ ン 分泌機構 に お け る ト ロ ン ボ キ
サ ン 九 の 新 規機 能 の 解 明 、 ④)( 腸 ガ ン に 関 与
す る イ オ ン 輸送 蛋 (1 質 の 解 明 を 目 的 と し て 、 電
気作理学的、 細 胞 年 玉県学 的 、 薬 理 学 的 、 分 子生
物 学 的 等 の 多 角 的 ア プ ロ ー チ に よ る 研究 を 遂行
し 、 こ の 分野 を リ ー ド す る 数 々 の新規知 見 を 発
表 し た 。
赤尾 は 、 主4柴 t薬効成分の薬効発現 と 腸 内
細 菌 代 謝 と の 関 連 に つ い て 、 in vitro 実験か ら
無 向 及 び ノ ト バ イ オ ー ト ( !)\fi菌 ラ ッ ト に ヒ ト 糞
便 由 来代 謝 菌 を 感染) ラ ッ ト を 用 い た in vivo 
実験 に よ る 検討 に よ り 、 高等植物 由 来 の 著 名 な
主 成 分で あ る 配糖体成分が腸 内細 菌 に よ り 活性
化 さ れ る 天然 の プ ロ ド ラ ッ グ で あ る こ と 、 ②オ
ウ ゴ ン の 抗 ア レ ル ギ 一 作 用 主 成 分 パ イ カ リ ン
( フ ラ ボ ノ イ ド 配糖体) も 腸 内 細 商 代 謝 物 パ イ
カ レ イ ン と し て 吸収後腸管 で、 バ イ カ リ ン へ と 復
元 さ れ る ブ ロ ド ラ ッ グ で 、 生 じ た パ イ カ リ ン は
multidrug resistance-associated protein 2 に よ
り 腸管腔 に 排 出 さ れ る ユ ニ ー ク な 腸管動態 を 示
す こ と 、 伺著名 な 1]:.薬 2 味か ら な る λ7 主主 甘草湯
の 薬 効 解 明 に 向 け 、 腸管 、n背筋収縮抑制 成分の
分離、 そ の 作 用 機 序 、 ④デ キ ス ト ラ ン 硫酸 ナ ト
リ ウ ム 誘発漬場性大腸 炎 モ デ ル ラ ッ ト に お け る
発症 に 及 ぼす 腸 内 網 菌 の 関 与 に つ い て 明 ら か に
し て き た 。
今村 は 、 薬剤 師養成教育 を 基盤 に 、 今後臨床
現場 に 根 ざ し たliJI 究 を 日 指 し て い る 。
(赤尾 光昭 )
附属薬用植物園
富 山 医科薬科大学薬学部 附属薬用植物 園 は 本
学 の 開 学 に 伴 っ て 昭和52年 に 設置 さ れ、 翌日年
に は 寺 町 の 富 山 大 学 旧 薬 用 植 物 園 か ら 現杉 谷
キ ャ ン パ ス への植物 の移動が完了 し た 。 本植物
園 は 1 万3， 000 凶 余 り の 敷地 に約2， 000種の植物
が栽培 さ れ て お り 、 そ の 規模 と 保有数 は国 立大
学 法 人 の 中 で も 群 を 抜 い て い る 。 杉 谷 地 区 へ
移 っ て か ら の 施設責任 者 は 、 初代が吉崎正雄先
生、 二代 目 が有津宗久先生、 そ し て 平成15年度
か ら は 黒崎文也が担 当 し て い る 。
元来、 薬学部附属薬用植物 園 は薬学関連の学
術研究及 び学生 の 教育 に 資す る こ と を 目 的 と し
て 設 け ら れ た も の で あ る 。 し か し な が ら 本学 で
は薬学部学生対象 の 実習 に と ど ま ら ず、 独 自 の
教育 プ ロ グ ラ ム で あ る 「和 漢医薬学入 門 」 に お
い て 医 ・ 看 ・ 薬 の 約260名 の 学 生 を 対 象 と し た
学部横断の実習 を 行 っ て い る 。 更 に 、 薬学部や
和 漢薬研究所の研究室 ・ 部 門 等 か ら 依頼 さ れ た
植物 の 栽培管理や研究材料の供与、 医学部研究
室への気象デー タ の提供、 依頼 を 受 け た 植物 の
鑑定等 も 業務 の 一環 と し て 手 が け て き た 。 ま た
対外的 に は 、 漢方薬 ・ 生薬認定薬剤 師研修会 の
実 習 を 担 当 し 、 薬 剤 師 の 卒 後 教 育 と キ ャ リ ア
ア ッ プの補助 の 一端 を 担 っ て い る 。 毎年春 季 と
秋季の 2 回 開催 さ れ る 薬用植物 園一般公 開 で は
500 - 1200人の 学外者が本 園 を 訪 れ、 近 年 大 学
に 強 く 求 め ら れて い る 地域貢献 に お い て も 大 き
な 寄与があ る も の と 自 負 し て い る 。
一般に植物 園 と 名 の付 く 施設は 「展示型」 あ
る い は 「研究型」 の い ずれか に 分類 さ れ る が、
本学薬用植物 園 は上述の よ う に展示型植物 園 と
し て 充分 な 実績 を 上 げ な が ら 、 研究型植物 園 と
し て も 時代 の ニ ー ズ に 合わせて そ の 内 容 の 衣替
え を 行 っ て き て い る 。 初代の 吉崎先生 は 主 に 薬
用 植物 資 源 の 栽培育種研究、 次い で有i畢先生 は
生理活性 を 有す る 植物 由 来 の 天然物有機化学、
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そ し て 黒崎 は 分子生物学的手法 を 用 い て細胞内
プ ロ セ ス の 改 変 に よ る 二次代謝制御 を主 な研究
課題 と し て い る 。 昨年度 よ り 新進気鋭 の 杉 山 博
士がス タ ッ フ と し て 参加 し て く れ た こ と に よ っ
て研究室 内 の 分子生物学的手法の基盤がい っ そ
う 整備 さ れ、 ま た 、 こ れ ま で、手が出せ な か っ た
植物 ゲ ノ ム の解析や in situ hybridization に よ
る 遺伝子発現 の 評価 が可能 と な っ た 。 薬学領域
で は研究者 人 口 が少 な い テ ー マ で あ る こ と か ら
得 ら れ た 成 果 に 対 し て 必ず し も 充分 な 理解 を 頂
く こ と がで き な い 面 も あ る が、 我 々 の研究 に 対
す る 評価 の メ ル ク マ ー ル の ひ と つ と し て 、 こ こ
5 年 間 に 科学研究費萌芽 3 件、 基盤 C 1 件、 基
盤 B 1 件 (分担 を 含 む) 、 受 託 研 究 5 件、 新 世
紀産業創 出 機構、 住友財 団 、 山 崎香 辛料振興財
団 の 補助 金 な ど を 外部資金 と し て獲得 し た 事 を
挙 げて お き た い 。
薬用横物 を 維持す る こ と は 生 き た細胞が有用
物 質 を 生産す る 能力 を 維持す る こ と で あ っ て 、
言 う ま で も な く こ の 生合成能 は購入 あ る い は保
存す る こ と が不可能 な も の で あ る 。 「研 究型植
物 園 」 に お い て は い わ ゆ る ス ク ラ ッ プ ア ン ド ピ
ル ド で そ の 時 々 の 要 請 に 応 え る 形で仕事 を し な
け れ ば な ら な い が、 「展 示型植物 園 」 と し て の
側 面 に お い て は あ る 意味で 「変 わ ら な い こ と j
が重要 な 使命の ひ と つ で も あ る 。 こ う い っ た ジ
レ ン マ の解決 と 法人化後特 に 強 く 要求 さ れ る コ
ス ト パ フ ォ ー マ ン ス の 向 上 と を 目 指 し て 、 最近
多 く の国 立大学法 人 で セ ン タ ー 化 な どの薬用植
物 園 の 再編 ・ 改組の動 き が活発化 し て い る 。 富
山 医科薬科大学薬学部附属 薬用植物 園 と し て の
30年 の歴史がい っ た ん幕 を 閉 じ た 後で、 研究施
設 と し て ま た 展示施設 と し て の 本植物 園 に どの
よ う な 未来が待 っ て い る の だ ろ う か。 当 事者 で
あ る 我 々 が適切 な 舵取 り を 行 う こ と は も ち ろ ん
で あ る が、 関係諸賢 の ご理解 と ご助言並 び に ご
支援 を 頂 け れ ば幸 い で あ る 。
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臨床薬理学
1 . 研究体制 の 変遷 と 現状
. ス タ ッ フ
教 授 : 笹 岡 利 安
教授 (前) : 木村郁子
助 教 授 : 恒枝宏 史
助 手 : 和 田 努
. 研究 テ ー マ
1 )  2 型糖尿病 の 成 因 と イ ン ス リ ン 作 用 機 序 の
解 明 を 基盤 と し た 新 た な イ ン ス リ ン 抵抗性
改 善薬 の 開 発
2 ) 糖尿病性血管 障 害 の メ カ ニ ズ ム と 治療 法 の
開 発
3 ) 脳 で の イ ン ス リ ン 作用 と エ ネ ル ギ ー 代謝調
節 機構 の 解 明
4 ) 中 枢 神 経疾患 に お け る ニ コ チ ン 受符体の役
割 の 解 明
・ 主 な 研究業績 ( ス タ ッ フ が筆頭著者 あ る い は
責任著者の 原 著 の み 記載)
1 )  Tsuneki H et al .  Eur.  ] .  Neurosci . 1 2  : 
2475 - 2485 ， 2000. 
2 ) 羽Tada T. Sasaoka T et al .  Mol.  Cell. 
Bio1. 21 : 1633 - 1646 ，  200 1 .  
3 ) Sasaoka T et al. Diabetologia 4 4  : 1258  
1267 ， 200 1 .  
1 )  Sasaoka T et al. Endocrinology 142  : 5226 
5235 ， 200 1 .  
5 )  Tsuneki H . . .  Kimura I. Eur. ] .  Pharma 
co1 . 448 : 245 - 252 ，  2002.  
6 )  Ishihara H. Sasaoka T et al .  Mol .  Endocri. 
no1 . 16 : 2371  - 2381 ， 2002.  
7 )  Hori H. Sasaoka T et al .  Diabetes 5 1  : 
2387 - 2394，  2002.  
8 )  Sasaoka T et al .  Endocrinology 144 : 4204 
4214 ， 2003 . 
9 )  Ishihara H. Sasaoka T et al. FEBS 
Lett. 554 : 450 - 454， 2003.  
1 0) Tsuneki H et al .  ]. Physio1 . (Lond. )  
547 : 169  - 179 ， 2003 . 
1 1 )  Tsuneki H " ' Kimura I. Dani JA. Mol. Phar 
maco1 . 66  : 1061  - 1069 ，  2004. 
1 2 ) Sasaoka T. Wada T et a1 ]. Biol. Chem. 279 : 
14835 - 14843 ， 2004. 
13) Murakami S， Sasaoka T et al . Endocrinol­
ogy 145 : 3215  - 3223 ， 2004. 
14) Sasaoka T et al .  Diabetologia 48 : 336 
344， 2005.  
15)  Kagawa S， Sasaoka T et al .  ]. Clin. Endo司
crinol. Metab. 90 : 2 9 1 1  - 2919 ，  2005 .  
1 6 )  Tsuneki H . . . Kimura I. Eur. ]. Pharma­
co1 . 5 1 2  : 105 - 1 1 5 ，  2005.  
17)  Fukui K . . . Sasaoka T. Diabetes 54 : 1958 
- 1967 ，  2005 . 
- 科学研究補助 金 の 受入状況、 学 会活動
科学研究補助 金 の 受 入状況 (研究代表者 と し
て の 実績 )
笹 同 利 安
1 . 平 成 1 2年 度 : 科 学 研 究 補 助 金 ・ 法 盤 研 究
(C) ; 
研究課題名 : PI 3 キ ナ ー ゼ代謝産物 の 制
御 が イ ン ス リ ン 作用 に 及 ぼす
影響 と 病 態 で の 意 義 の 解析
2 . 平 成 1 3 ・ 14年 度 : 科学研究補助 金 ・ 基盤研
究 (C)
研究課題名 : リ ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ に よ
る イ ン ス リ ン 作用 の 制 御 が個
体の精代 謝 に 及 ぼす影響の解
析
3 . 平 成 17 年 度 : 科 学 研 究 補 助 金 ・ 基 盤 研 究
(C)  
研究課題名 : 女性の糖尿病発症 防止 に 向 け
た エ ス ト ロ ゲ ン に よ る イ ン ス
リ ン 感受性調 節 機構 の 解 明
恒校宏 史
上 平成 1 4 ・ 1 5 1f 度 : 科学研究補助 金 ・ 若手研
究 (B)
研究課題名 : 喫煙 お よ び糖尿病 に よ る 脳血
管新生 の 修飾機構
2 . 平 成 1 6 ・ 17年 度 : 科学研究補助 金 ・ 基盤研
究 (C)
研究課題名 : 統合失調症 に 関 わ る ニ コ チ ン
受容体の 遺伝子多 型 と 機能異
常の解析
学会活動 (現ス タ ッ フ の所属学会)
笹 岡 利安 : 日 本内科学会、 日 本薬学会、 日 本糖
尿病学会、 日 本内分泌学会、 日 本病
態栄養学会、 ア メ リ カ 糖尿病学会
恒枝宏史 : 日 本薬理学会、 日 本薬学会、 日 本糖
尿病学会、 日 本神 経科学学会
和 田 努 : 日 本内科学会、 日 本糖尿病学会、 日
本内分泌学会
2 . 教育体制 の変遺 と 現状
・ 講義、 実習体制 と 内 容
学部講義 : 薬理学II で、 血液 ・ 造血器 ・ リ ン パ
系 、 内 分泌 ・ 代謝、 感染症、
妊娠 と 分娩/婦人科疾患 を 担 当
大学 院薬学研究科臨床薬学専 攻 で の 講義 ・ 実習
講義 : 臨床薬学概論、 病態薬理学特論 を 担 当
実習 : 臨床薬学専攻で の病棟実習 を 担 当
大学院教育 は 、 臨床現場で求め ら れ る 高 度 な
知識 と 豊富 な 経験 を 有 し た 臨床薬剤 師 の 育 成 を
め ざ し て本学第一内科の ご協力 を 得 て 行 っ て い
る 。
3 . 沿革 に つ い て
. 設置年 月 日
平成12年 4 月 1 日
臨床薬学の教育 と 研究 の 充実 を 図 る た め に 設
置 さ れ た 。
- 主 要人事 (教官 の 任免)
教 授 木村郁子 (平成12年 9 月 ~平成17年
3 月 )
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笹 岡 利安 (平成17年 5 月 ~現在 に 至
る )
助教授 : 笹 岡利安 (助教授 : 平成 1 2年 4 月 ~
平成17年 4 月 )
恒枝宏史 (平成17年 7 月 ~現在 に 至
る )
助 手 : 恒枝宏史 (平成12年10月 ~平成17年
6 月 )
馬 思龍 (平成15年 4 月 ~平成16年
3 月 )
和 田 努 (平成17年 8 月 ~ 現在 に 至
る )
- 施設、 設備 の 整備、 充実
平成12年 の 本講座設置 当 時 は 、 5 つ の研究室
と 実験台があ る の み で 、 何 も な い状態 か ら の 出
発 で あ っ た が、 現在 で は培養細胞 や病態モ デ ル
マ ウ ス や ラ ッ ト な どの動物 を 用 い て 、 遺伝子や
蛋 白 レ ベ ル で の 解析がで き る よ う 、 実験機器 を
整備 ・ 充実 さ せ て い る 。
4 . そ の他
・ 受賞 : と や ま 賞 (平成15年度) 笹 岡 利 安 「 リ
ピ ッ ド ホ ス フ ァ タ ー ゼ に よ る イ ン ス リ ン シ グ
ナ ル の制御機構 と イ ン ス リ ン抵抗性病 態 で の
意義の解明」
- 博士取得者 : 講座 開講後、 5 年 間 で 7 人 の 学
位取得者 を 輩 出 し た 。
そ の他、 当 講座 で は 年 1 回 の研究室旅行 と 定
期 的 な 親睦会 の 開催や、 講座対抗 ソ フ ト ボ ー ル
大会やバ ド ミ ン ト ン 大会参加 な どで、 研究室員
と の 懇親 と 親睦 を 図 っ て い る 。
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医薬品安全性学
医 薬 品 安全性学講座 は 、 薬学研究科 ・ 臨床薬
学 専 攻 の 基幹講座 の 1 つ と し て 、 平 成 1 2 年 4 月
に 新設 さ れ、 開 設 時 に 橋本征也教授 と 合葉哲也
助 教授が、 ま た 同 年 9 月 に 同 日 雅登助手が着任
し た 。 臨床薬学専攻 は 、 資 質 の 高 い 臨床薬剤 師
の 育 成 、 地域医療 を 担 う 薬 剤 師 の 再教育、 お よ
び臨床薬学研究 を 通 し て 新 た な 視点 に 立 っ た 薬
学研究者 の 育 成 を 、 主 な 設置 の 目 的 と し て い る 。
本議内 で は 、 こ れ ら の H 椋 に 沿 っ て 、 薬 剤 学 、
生物薬剤 学 を 基盤 と す る 医療薬剤学、 臨床薬物
動 態 学、 薬 物 治 療 管 理 学 と そ の 関 連 領 域 の 教
育 ・ 研究 を 行 っ て お り 、 大学院生が博上前 ・ 後
期 課 程 の 5 年 間 で 、 臨床薬学 に 関 す る 幅広 い 専
門 知識 ・ 技能 ・ 態 度 を 修得す る こ と を 目 指 し て
い る 。 特 に 、 臨床薬学 専 攻 の 博士前期課程の l
年 で は 、 臨床薬学 (病棟) 実宵 を 通 じ て 、 具体
的 な 薬物的法 フO ロ ト コ ー ル や薬物治療管理 の H
法 論 を 学ぶ と と も に 、 入 院患者ー さ ん の カ ル テ や
薬 歴 ・ 臨床検査値 な ど の 整 理 ・ 調 育 i去 を 勉 強 し 、
副作用 や 薬物相互作用 に 関 す る 情報 の 収集 と 分
析能力 を 習 得す る よ う 指導 し て い る 。 現在、 薬
物 治療管理や 臨床試験 を 担 う 臨床薬剤 師 、 あ る
い は 創 薬研究 ・ 開 発担 当 者 な ど の 高 度専 門 職業
人 を 目 指 し て 、 I事 1 :後期課程 3 年 l 人 、 後期課
程 2 {f 1 人 、 後期課程 1 年 l 人 、 前期課粍 2 年
5 人 、 前 期 課税 1 {jコ会 4 人 、 お よ び 1 luJ 生 6 人 の
方 々 が、 精力 的 に 講義 ・ 実習 ・ 研究 に 取 り 組 ん
で い る 。
医 薬 品 安 全 性 学 議 出 で は 、 「薬 物 動 態 と 薬
効 ・ 毒性 の 基礎 と 臨床 、 特 に疾忠 ・ 薬物併用 ・
遺伝的 多 型 に 伴 う 薬物代謝酵素 と ト ラ ン ス ポ ー
タ 一 機 能 の 変動機構 の 解析 、 お よ びそ れ ら に 基
づ く 薬物倒 別 投 号 設計 に 関 す る 研究」 の テ ー マ
で研究 を 進 め て お り 、 以 ド に 抜粋す る よ う な 具7
体 的 な テ ー マ を 設定 し て研究指導 を 行 っ て い る 。
1 ) 薬物代謝酵素 の 遺伝子多型診断 に 基づ く 薬
物伺 別投与設計 : ß 遮断薬 は 心 不 全 の 治療薬 と
し て 期 待 さ れ て い る が、 患者 さ ん の 中 に は 常用
量 で は 血 中 濃度が高 く な り 過 ぎ て し ま う 体質 の
方 が い る 。 こ の テ ー マ で は 、 こ の よ う な 患 者 さ
ん を 、 薬物代謝酵素 の 遺伝 f診断で い ち 早 く 見
つ け て 伺 別 に 投 与量 を 調 節 す る 研究 を 行 っ て い
る 。 2 ) 腎疾患 時 に お け る 肝代謝型薬剤j の 体内
動 態 変動 機構 : 腎 障 害 の 患 者 さ んへ肝臓代謝型
薬物 を 選択 し て 投与 し た に も か か わ ら ず 、 血中
濃度が異常 に 卜会昇す る 場合があ る 。 こ の テ ー マ
で は 、 こ う し た 奇妙 な 現象が生 じ る メ カ ニ ズ ム
を 、 実験動物 を 用 い て 解析す る こ と に よ っ て 、
病 態 時 の 薬物選択、 投 与量設定の 合理化 を 目 指
し て い る 。 3 ) 小腸 に お け る 薬物 初 凶 通過代謝
機構 : 近年 、 小腸 に お け る 薬物代謝が、 バ イ オ
ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ の 個 体 間 変動 や 薬物相 圧作用
の 原 因 と し て 注 U さ れ て い る 。 し か し 、 個 々 の
薬物 に 対 す る 肝臓 と 小腸 の 初 fn] 通過代謝の寄与
王手 な ど に つ い て は 、 始 ど明 ら か に な っ て お ら ず、
臨床薬物療 法 や 創 薬 上 の 大 き な 問 題 と な っ て い
る 。 本 テ ー マ で は 、 実験動物や ヒ ト 治養細 胞 を
用 い て 、 小腸 に お け る 薬物代謝機構 を 検討 し て
い る 。
主 な 研究業績 ・ 1 ) Poor correlation between 
intestinal and hepatic metabolic rates of CYP3 
A4 substrates in rats. Pharm. Res . . 20 : 745 
748 ， 2003 . 2 ) The increased intestinal absorp­
tion rate is responsible for the reduced he 
patic first-pass extraction of propranolol in 
rats wァith cisplatin-induced renal dysfunction. 
]. Pharm. Pharmacol . ， 55 : 479 - 486 ， 2003. 3) 
Effect of CYP2D6 * 10 on pharmacokinetic vari­
ability of routinely administered metoprolol in 
middle-aged and elderly ]apanese patients 
Eur. ]. Clin. Pharmacol. ， 59 : 385 - 388，  2003. 4)  
Effect of CYP2D6 * 10 on the pharmacokinetics 
of R目 and S-carvedilol in healthy ]apanese vol­
unteers . Biol. Pharm . Bull . ， 28 : 1476 
1479 ， 2005 . 8 )  
主 な 科 学研究費取得状況 1 ) 腎 障 害 時 に お
け る 肝代 謝111 薬剤 の バ イ オ ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ 変
動 機 構 ( 基 盤 研 究 C、 平 成 1 5 � 1 6 年 度) 0 2 )  
心 不 全 の 倒 別 薬 物 療 法 を 日 的 と し た 戸 遮 断 薬
の 体 内 動 態 変動 機構 と 人積差 の 解 明 ( 基盤研究
C、 平 成 1 7 � 18年度) 。
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和 漢薬研究所
よ り 着 目 点 は 変 わ っ た が、 一貫 し て和 漢薬 に 関
す る 基盤研究 を 行 っ て き た 。
当 講座 は 、 最近 の 10年間 を 3 名 の 教授が担 当
し 、 部 門 名 も 変更 さ れて き た 。 時代 の ニ ー ズ に
研究体制 の 変遷 と 、 各部 門 名 の 下 で 行 わ れ て
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資源開発部門 平成 8 年� 9 年
目 的 : 伝統 、 伝承医学で用 い ら れ る 薬物 の 基源
の 解 明 、 活性成 分 の 解 明 、 品 質評価法 の 確 立 、
天 然 薬物 か ら の 新薬 の 開発
1 . 和漢薬の生薬学的研究 :
升麻、 花淑 ・ 山搬、 雪蓮花
2 . 和 漢薬 の 品 質評価 に 関 す る 研究 :
柑橘類 生 薬 、 花板 ・ 山根
3 . 民 族 医 薬 学 の 調 査研究 :
仏 教 医 学 の 調 査研究
4 . 和 漢 薬 の 薬 効 発現 に 関 す る 研究 :
Barbaloin の 腸 内 細菌 に よ る 代謝*
5 . 和 漢薬 の 生理活性成分の研究 :
Helicobacter pylori に 対 す る 抗 菌 活 性 ー
ホ ッ プ成 分 ; 肝保護作用 青荷子 の 酸性 多
糖体、 丹参の Lithospermate B ; 抗骨粗転
症作用 一 升麻 の Triterpenoids本
6 . 伝統薬 か ら の ウ イ ル ス 病治療薬 の 探索 :
抗ヘ ル ベ ス ウ イ ル ス 作用 ; 抗サ イ ト メ ガ ロ
ウ イ ル ス f乍用 ダ イ コ ン ソ ウ エ キ ス *
7 . 糖尿病 と そ の 合併症治療 薬 の 開 発 :
ア ル ド ー ス 還 元 酵 素 阻 害 作 用 一 丹 参 の
danshenol A. B * い 共 同研究)
漢方薬学部門 平成1 0年� 1 6年
目 的 : 漢 )j 医 薬 の 経験知 を 継承 し 、 現代 医療 に
資 す る 価値 (客観知) を 創 造す る
1 . 漢)j 医 薬 の 資源科学的研究
- 地球環境保全 に 配慮 し た 栽培 資源 の 開 発 と
評 価 ( 有 機 溶 媒 節 減 型 生 薬 分 析 法 の 開
発) : 甘草、 黄 苓
・ 医方書収載の漢方用 薬 を デー タ ベ ー ス 化 し 、
使用 頻 度 か ら 用 法 や 薬 能 を 検証す る : 傷寒
論、 金匿要略
2 . 漢方 医 薬 の 薬 剤 薬理学的研究
- 漢方方剤 の 応 用 展 開 に 関 す る 薬理研究 : 動
脈 内 皮擦過病 変 の 軽減作用 柴胡加竜骨牡
蛎湯
- 漢方製剤 と 西洋薬剤 の 併 用 療 法 を 検証す る
生物薬剤l 学 的研究 苛薬甘草湯 と 抗菌剤 等
. 生薬製剤 の 配合意義 を 検証 し 新 た な 配置薬
を 開 発す る 研究 : 富 山 オ リ ジ ナ ル ブ ラ ン ド
配置薬
3 . 漢方 医 薬 の 医療情報研究
4 . 生 薬 学 的研究 : 中毒植物 ( チ ョ ウ セ ン ア サ
ガ オ 属種子、 キ ン ポ ウ ゲ科植物) の 鑑 定
資源開発研究部門 ・ 生薬資源科学分野 平成 1 6
年1 1 月 � 1 7年
目 的 : 生 薬 資 源 を 永続的 に 利 用 す る 方 策 を 確立
す る 目 的 で 、 薬 用 生物 お よ び伝統薬物 の 調 査 と
そ れ ら の 分子系統学 的 、 生薬学 的 、 成 分化学的、
薬 理学 的 多 様性 の 解析 を 行 う 。 遺 伝 子多 型 に 基
づ く 生 薬 の 同 定法等 を 開 発 し 、 和 漢 薬 お よ び健
康 食 品 の 品 質 の 規格化 に 応用 す る 。
1 . ア ジ ア に お け る 漢薬 資源 の 調 査 と 薬用 生物
の 多 様 性 の 解 析 : 人 参 類 、 麻 黄 、 甘 草 、 管
金 ・ 義Ifì:類、 刺五加 ・ 五加皮
2 . 栽培薬 用 植 物 の 選択 と 拡充 を 志 向 し た 生薬
の 基源 と 品 質 に 関 す る 研究 : 大黄
3 . 薬 用 植物 の 遺伝子多型 の解析 と 生薬基源解
析用 DNA マ イ ク ロ ア レ イ の 開 発 : 人参類
4 . 生 薬 の 三 次 代 謝 産 物 の メ タ ボ ロ ー ム プ ロ
フ ァ イ ル 分析 : 人参類、 大黄
5 . 生 薬 の 薬 理活性成 分の 構造解析 : 黄者お よ
び刺 五 加 の 神 経突起伸 展 、 シ ナ プ ス 再形成作
用 成分
6 . 漢方処方 を 進化 さ せ る 科学的 ア プ ロ ー チ
痴 呆 を 治療す る 処方 の 開 発 本
7 . 生 薬 ・ 健康 食 品 の 安全性確保 の た め の 残留
農薬分析法 の 開 発 と 束同薬物併用 に よ る 薬物
問 相 互作用 の 検討 * . 人参類 、 欝 金 ・ 我J!t類
8 . 民族薬物 デ ー タ ベ ー ス の構築 と 拡充 ・ 証類
本草 の 翻訳 と デー タ ベ ー ス 化
(*共 同研究)
化 学 応 用
平 成 8 年 (1996) 、 化学応用 部 門 の 初 代 教授
菊 池徹の 後任 と し て 現教授で あ る 門 田 重利が就
任 し た 。 今年 ま で の 9 年 間 に研究室 の 職 員 は 教
授 を 除 い て 、 3 度入れ替わ り 、 現在 は 手塚康弘
助 教授、 Suresh A wale 助 手 で研究 に あ た っ て
い る 。 ま た 、 研究所の大部 門 制移行 に 伴 い 、 化
学応用 部 門 か ら 資源 開発研究部 門 化学応用 分野
と な っ た 。
平成 8 年 か ら 今年 ま で の研究活動等 に つ い て
以下 に 簡潔 に記す。
化学応用分野では、 化学 (有機化学、 生薬学 、
天然物化学等) を ベ ー ス に 、 和 漢薬お よ び東南
ア ジ ア を 始め と す る 世界の 天然薬物 に 注 目 し て 、
そ の 生理活性分子 の 医薬化学 的 及 び生物有機化
学 的研究 を 行 っ て い る 。 研究活動 の柱 と し て 、
1 1  : 東南 ア ジ ア 等 の 未解 明 天 然 薬 物 資 源 の 調
査 と そ の 生物活性成分の化学的研究、 rr : 漢方
方剤 の 品 質評価法 の 開発、 III : 天然薬物成分 と
合成医薬 品 の 薬物動態学的相互 作用 に 関 す る 研
究J を 掲 げ、 職員 の 指導 の 下 、 現在 は 総勢13名
で そ れぞれ調査 ・ 研究 に あ た っ て い る 。
主 な研究業績 と し て 、 総説12報、 原著論文202
報 ( 内訳、 平成 8 年25報 ; 平成 9 年20報 ; 平成
10年30報 ; 平成11年18報 ; 平成12年20報 ; 平成
13年20報 ; 平成 14年17報 ; 平成15年20報 ; 平成
16年15報 ; 平成 17年 17報) を 発表 し た 。 研究者
育成 と し て 課程博士17名 ( 内 訳 : ネ パ ー ル 人 3
名 、 中 国 人 4 名 、 ベ ト ナ ム 人 3 名 、 日 本人 4 名 、
イ ン ド ネ シ ア 人 2 名 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 人 1 名 ) 、
論 文 博 士 3 名 ( 内 訳 : 中 国 人 2 名 、 日 本 人 1
名 ) を 送 り 出 し た 。 ま た 、 交 換 留 学 生 等 ( 中
国 ・ 溶陽薬科大学 3 名 ; イ ン ド ネ シ ア ・ ハ サ ヌ
デ イ ン 大学 1 名 ) に 対す る 教育 ・ 指導 を 行 い 、
帰国後そ れぞれの母校 に お い て 学位 を 取得 さ せ
る こ と カtで き た 。
科学研究費補助 金 を 代表者 と し て 9 件、 分担
研究者 と し て 14件取得 し た 。 国 際伝統医薬 シ ン
ポ ジ ウ ム ・ 富 山 を 第 6 回 か ら 第 8 回 の 3 回 に わ
た っ て 、 実行委員 ・ 事務局 と し て 開催 し た 。
こ れ ま で に 中 国 、 韓国、 イ ン ド ネ シ ア 、 ベ ト
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ナ ム 、 タ イ 、 ミ ャ ン マ ー 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 イ
ン ド 、 ネ パ ー ル 、 パ キ ス タ ン 、 コ ン ゴ民主共和
国、 ギ リ シ ャ 、 ド イ ツ 、 ブ ラ ジ ル等14 カ 国 の 外
国 人留学生等 の研究者が在籍 し 、 国際色豊か な
環境 の 中 で、研究指導 を 行 っ た 。 研究指導以外に
も 、 平 日 に 毎 日 正午か ら 30分間 の 有機化学の 教
科書の輪読会 と 、 週 1 回 の 文献紹介セ ミ ナ ー を
聞 き 、 天然薬物研究 に 必要 な 基礎知 識 に 関 す る
教育 に も 力 を 入 れ て き た 。 ま た 、 ] ICA に よ る
ミ ヤ ン マ一 国保健省伝統医療局 に対す る 技術協
力 と し て 、 専 門 家 と し て 6 度派遣 さ れ、 一方、
技術協力 の 一環 と し て ミ ャ ン マ ー か ら の研修員
7 名 、 大学院生 2 名 を 受 け 入 れ た 。
フ ィ ー ル ド調査 も 中 国 で は 内モ ン ゴ ルや新彊
干 田 県 で の ニ ク ジ ュ ヨ ウ の 調 査、 ベ ト ナ ム 、
ミ ャ ン マ ー 、 タ イ 等 で は 、 沈香 な ら び に伝統医
薬学 と 天然薬物 資源の調査研究等、 各 国 に い る
教 え 子や研究者の協力 の も と 、 ほ ほ毎年の よ う
に実施 し 、 研究室 の若手研究者 に フ ィ ー ル ド 調
査の重要性 を 体験 し て も ら う よ う に努 め て い る 。
こ れ ら の 調 査研 究 成 果 報 告 書 (研 究 課 題番号
09041177 r ベ ト ナ ム 、 タ イ 、 ミ ャ ン マ ー に お け
る 伝統医学並 びに 天然薬物 資源の 調査研究J
研究課題番号 13576027 r ベ ト ナ ム ・ ラ ム ド ン 省
お よ び ミ ャ ン マ ー ・ シ ャ ン 州 に お け る 天然薬物
資 源 の 調 査研究j ) を 作 成 し 、 文部科学省 に 提
出 し て い る 。 ま た 、 5 年 目 の 平成 14年 (2002)
に は 「新世紀 ま で の 5 年 間 の 天然薬物研究業績
集」 を 出 版 し た 。 平成10年度研究基盤重点設備
費 と し て タ ン デ ム 質量分析計 を 整備 し た 。
レ ク リ エ ー シ ョ ン 活動 と し て 、 宇奈 月 源泉 の
黒薙温泉、 京都 ・ 奈 良観光、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド
と 都 内 観光、 愛知万博 と 伊勢 ・ 鳥羽 等へ教室旅
行 に 行 っ た 。 ま た 日 帰 り で も 、 馬 場 島 でバ ー ベ
キ ュ ー 、 島尾海 岸 や 千里浜 等 で、 の海 水浴 に 行 っ
た り 、 五箇 山 の合掌集 落 、 縄 ケ 池 の ミ ズ バ シ ョ
ウ 、 利賀村 キ ャ ン プ場等県内外の施設 ・ 観光地
を 訪れ、 親睦 を 深 め た 。 研究所内 や薬学部 の研
究室対抗の バ ド ミ ン ト ン や ソ フ ト ボ ー ル の 大会
等 に も 、 全 く ル ー ル も 知 ら ず初体験の外国人が
多 く 下 手 な が ら も 参加 し 、 留学生 た ち に と っ て
も い い経験 と な り 思 い 出 に な っ た と 思 わ れ る 。
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薬物代謝工学
ス タ ッ フ
細 胞 資 源 工 学 (H 6 - 1 2 年 ) : 教 授 服 部 征
雄 、 助教授 横淳隆子、 助 子 符代 博紙、 技官
中村憲犬。
薬 物 代 謝 工 学 (H13 - 1 7 年 ) : 教 授 服 部 征
雄 、 助 教 授 横 淳 隆 子 、 助 教 授 中 村 憲 夫 (H




①和漢薬の薬効発現 に 関与す る 腸 内 細 菌 の 解 明 、
②抗 ウ イ ル ス 作用 を ;有す る 天然薬物 の 開 発、 ③
担 子 菌 類 の 薬効計価、 ④腎疾患病態 の 解 明 と 腎
臓病治療薬 の 開 発。
主 な研究業績
①C 配糖体 を 還元 的 に 開 裂す る 腸 内 細 菌 を 単
離 し 、 そ の 酵素 を 精製 し た 。 ②腸 内 細 菌 に よ り
た|主 ホ ル モ ン 様物 質 に 変換 さ れ る リ グ ナ ン の 代
謝 過 程 を 明 ら か に し た c 岳 山 区 か ら 強 力 な 抗
HIV 作 用 を 有 す る 化 合 物 を 単 離 し た 。 ま た 、
鎖 防 か ら HIV プ ロ テ ア ー ゼ 阻 害 活性 を 有 す る
成 分 を 単離 し 、 更 に 強 力 な 阻害活性物 質 に 議導
し た 。 (4)生 薬 成 分の 酵素免疫測 定法 を 開 発 し 、
薬 動 力 学パ ラ メ ー タ の 解析 を 行 っ た 。 ⑤霊 芝 、
樟 芝 な どの活性成分 を 明 ら か に し た 。 (長〉 カ テ キ
ン 類 が腎疾患 の 予 防 、 治療 に 有効 で あ る 事 を 明
ら か に し た 。 ⑦l腎不全、 糖尿病性腎症 な ど に 対
す る 温牌湯 、 桂校夜 苓丸、 八味地黄 丸 の 効 果 を
明 ら か に し た 。
博士取得者 と 博士論文 ( 年 度 )
Kanjana Sangul ICleavage of a C-glucosyl bond 
in mangiferin by enzyme from a human intes 
tinal bacterium ， Bacteroides sp ， strain 
MANGJ (H17 ) 、 佐藤亜希 [- I加 齢 に よ る 酸化
ス ト レ ス に 対 す る 冠元頼粒 の 作用 と そ の 機序 に
つ い て J (H16 ) 、 高 江 静 「 霊 芝 苦 味成 分 に 関 す
る 研究J (H1 5 ) 、 安思美 「千斤抜の エ ス ト ロ ゲ
ン 及 び抗 エ ス ト ロ ゲ ン 活性 に 関 す る 研 究J (H 
1 5 ) 、 謝麗華 IBiotransformation of plant lignans 
(arctiin and pinoresinol diglucosidel to mam­
malian lignans by human intestinal mi­
crofloraJ (H14 ) 、 柳 東!jì( I A novel activity of 
Chinese prescription Wen-Pi-Tang and its 
component ( 一 ) - epicatechin 3 - 0- gallate 
against peroxynitrite-induced renal inj ury J 
(H14) 、 Supinya Tewtrakul IInhibitory effects 
of Thai medicinal plants， their constituents and 
related compounds on HIV - 1 integraseJ (H 
13) 、 馬超美 「抗日IV - 1 プ ロ テ ア ー ゼ 活 性 を 有
す る 数 種 の 天 然 薬 物 の 研 究J (H1 3 ) 、 陳 翠 淳
「伝統 生 薬 の NO 消 去 活性 と NO 、w. び に NO 酸
化物 に よ る 腎 障 害 に 対 す る 地検の役割 と 機序」
(H13) 、 Sahar EI-Mekkawy I Anti -HIV- 1 phor­
bol ester from the seeds of Croton tiglium 
L. J (H1 2 ) 、 Ghazi Hussein IInhibitory effects 
of Sudanese medicinal plants and their con­
stituents on the proteases of hepatitis C and 
human immunodeficiency virusesJ (Hll ) 、
As' ari Nawawi I Anti-herpes simplex virus ac­
tivities of natural medicines， Toona sureni and 
Stephania cepharanthα J (H10 ) 、 金東郎 「羅布
麻葉 の 新 し い 薬 効 、 抗動脈硬化作 用 J (H10) 、
来 同 浩 明 「 ヒ ト 腸 内細菌 に よ る サ イ コ サ ボ ニ ン
の 代 謝J (H10 ) 、 Yasmina Aura Lim IEffects 
of Panamanian medicinal plants and their con­
stituents on HIV and its essential enzymesJ 
(H 9 ) 、 Ola Ahmed Heikal !Enzyme immu­
noassay of paeonimetabolin 1， a major metabo­
lite of paeoniflorin from paeony rootsJ (H 9 ) 
複合薬物薬理学
本分野 は 、 昭和39年 4 月 に 富 山 大学薬学部和
漢薬研究施設 に 設置 さ れ た 生物試験部 門 が前 身
で あ る 。 本研究所が富 山 大学か ら 本学の 附置研
究所 に 移管 さ れ た 昭和 53年 6 月 当 時、 渡辺和 夫
教授、 渡辺裕司助教授、 後藤義明助手の 3 名 で
活動 を 開 始 し 、 翌年10月 に 萩原 昌 樹技官 (本部
門 よ り 任用 ) が加 わ っ た 。 そ の 後、 昭和 58年 3
月 に 渡辺教授が千葉大 (薬) へ、 後藤助手が徳
島文理大 ・ 助教授 と し て 転 出 し 、 昭和 田年 5 月
に 広 島大 (医) よ り 第三代教授 と し て 野村靖幸
博士が着任 し た 。 さ ら に 翌年 4 月 、 京大 (薬)
よ り 金子周 司 博士が助手 と し て 着任 し 、 5 月 に
萩原技官が富士薬 品工業怖 に 転 出 し た 。 昭和61
年 4 月 に 小西理佐 (学内) 技官が任用 さ れ た 。
昭和62年 7 月 、 野村教授が北大 (薬) へ転出後、
同 年 1 2 月 に 渡辺裕司助教授が教授 に 昇任 し た 。
昭和63年 5 月 、 金子助手が京大 (薬) に転出後、
新 た に 東大 (薬) よ り 周 年 6 月 に松本欣三講師
が、 10月 に 太 田 浩之助手が着任 し た 。 平成 3 年
1 月 、 今村 ( 旧 姓小西) 技官が本学 (薬) 助手
と し て 転任。 平成 4 年10月 、 松本講師が助教授
に 昇任 し た 。 平成 4 年 4 月 、 村上孝寿技官 (学
内) が任用 さ れ、 平成 5 年 9 月 、 太 田 助手が武
田 薬 品側へ 転 出 後、 同 年 10月 に 東 田 道 久 助 手
(北 大 ・ 薬 よ り ) が 参 画 し た 。 平 成 16年 4 月 、
渡辺裕司 教授が本学理事 ・ 副 学長 に 就任 し 、 主
任教授 を 退任 さ れ た 。 平成16年 4 月 か ら 17年 2
月 に か け て松本助教授が教授 に 就任 し 、 東 田 助
手が助教授 に 、 村上技官が助 手 に そ れぞれ昇任
し た 。 こ の新 た な 体制 で本格的研究 を ス タ ー ト
さ せ る 意 味 を 込 め 、 平成16年10月 、 研究室名 を
「複合薬物薬理学分野」 に変更 し た 。
本分野 で は 一貫 し て 、 和 漢薬 を 含 む伝統薬物
の 薬効 に 関 す る 計量薬理学 的評価 と そ れ ら が薬
効 を 発現す る 基盤 と な る 生体病態生理の研究 を
進め る と と も に 、 伝統薬物の分子 レ ベ ル で の作
用機序の解 明 と 作用 本体 を 追求す る 研究 を 行 っ
て い る 。 渡辺和 夫教授 ら は 実験i貴蕩モ デル動物
を 用 い 、 黄連や黄苓 な どの和漢薬の抗潰蕩作用
を 明 ら か に し 、 中枢性ペ プチ ド や 神 経伝達物質
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の 胃 酸分泌抑制機構 と そ れ に 及 ぼす和 漢薬作用
を 見 出 し た 。 ま た 、 パ ー キ ン ソ ン 病治療 に 有用
な 厚 朴 の 有 効 成 分 と し て magnolol を 突 き 止 め
た 。 野村教授 ら は脳神経膜受容体 ・ 効果器系制
御機構及 び情報伝達 因 子 の 分子的性質 と 細胞 内
動態 に 関 す る 研究 を 進展 さ せ た 。 ま た杜仲葉 の
降圧 及 び中枢抑制作用 を 見 出 し 、 そ れ に ア デニ
ル酸 シ ク ラ ー ゼ抑制が関与す る 可能性 を 示 し た 。
創 立20周 年 以 降 の研究活動 と し て 、 渡辺裕司
教授 は現ス タ ッ フ の松本、 東 田 、 村上 ら と と も
に 基盤研究費 、 萌 芽研究費、 長寿科学振興財団
等 の 助 成 を 受 け 、 脳血管性痴呆や 白 質脳症等 に
類似 し た病態モ デル動物の作製 と そ れ ら を 用 い
た和 漢薬作用 の 評価法の確立 に 関 す る 研究で多
く の 成果 を 挙げた。 特 に 脳血管性痴呆患者で有
効 な 釣藤散の抗痴呆予 防効果 を 薬理学的 に 実証
し た 。 ま た 駆療血薬の 四物湯 に抗痴呆効果 を 見
出 し 、 そ れが布 薬成分 paeoniflorin に 起 因 す る
可能性 を 示 し た 。
こ れ ら の研究成果 を 踏 ま え 、 松本教授 を 中 心
と し た 新体制 で は 、 和 漢薬 に 関 す る 新 し い 発想、
と 先端的神経科学実験技術 を 導入 し 、 従来の薬
理学的評価法 に加 え て 分子生物学的 薬効評価法
の検討 と 確立、 更 に は和 漢薬作用 に 関 わ る 生体
内 因 子 の探索 と 作用機序 の 解 明 を め ざ し て新 し
い研究展 開 が な さ れつ つ あ る 。 そ の た め の 基盤
研究 と し て 、 今 日 の老齢化社会お よ びス ト レ ス
社会が直面す る 課題であ る 認知症 と ス ト レ ス 性
中枢疾患 に 焦 点 を あ て 、 ①認知症の 病態動物 モ
デル や不安、 う つ 、 攻撃性 な どの ス ト レ ス に 起
因 す る 情動障害モ デル の作製、 ② こ れ ら の 高次
機能障害の発症 因 子や発症機構の解明 と ③薬物
作用 の 病態薬理学的評価 を 通 じ 、 「疾 患 の 仕組
み 」 と 「薬物 の作用機序J の 解 明 お よ び有効 な
治療薬 ・ 予 防 薬 の 開 発 を め ざ し て い る 。 さ ら に
こ れ ら の研究 プ ロ ジ ェ ク ト を 基礎 に 、 本学の21
世紀中核 的研究拠点形成 プ ロ グ ラ ム 「東洋 の 知
に 立脚 し た 個 の 医療 の 創 生J (平 成 1 5 年 度 文 科
省採択 ; 拠点 リ ー ダ ー : 嶋 田 豊教授) で は 分
担課題 「多成分系薬物 の薬理」 に 取 り 組 ん で い
る 。
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病態生化学
本部 門 は 、 1978年 6 月 に 富 山 大学 か ら 本学 附
置和 漢薬研究所へ移管 さ れ、 荻 田 善 A教授 を ql
心 に 、 「和 漢 薬 効 果 に 対 応 す る 体 質 ( 遺 伝 的 要
因 ) な ら び に 病 態 に 対す る 和 漢 薬 の 効 果 を 遺伝
学、 生化学、 分子生物学 な ら び に 免疫学 な ど多
面 的 に 解析 す る 」 と い う 設 置 目 的 で 新 た な研究
活動 を 開 始 し た 。 十数年の 在任期 間 中 に 生 薬 や
漢方方剤 を 用 い て 精 力 的 、 多 彩 な 研究活動 を 展
開 し 数多 く の 業績 を 挙 げて き た 。
1993年1 2 月 に は 、 後任 の 教授 と し て 北海道大
学免疫科学研究所 か ら 済木育夫が着任 し 本部 門
を 受 け継 ぐ こ と に な っ た 。 平 成 6 年 4 月 に 磯部
正治助 手が富 山大学工学部へ助 教授 (現教授)
と し て 転 出 し 、 同 年 7 月 に 米 国 国 立 衛生研究所
(NIH) 同 玄 癌 研 究所 の 村 田 純 が助 子 に 任 用 さ
れ た 。 従 来 の 免疫応答及 び発痛 に 対 す る 和 漢 薬
効 果 の 解析 に 関 す る 研究の継続 と 、 先端的 な 研
究技法 を 取 り 入 れつ つ 、 1高 及 び、痛 の転移の抑止、
免疫応 答 及 び ア レ ル ギ ー 性 炎症 を 含 む 免疫疾患
の 制御 に 関 す る 本礎的研究 を 中 心 に 展 開 さ れ た 。
200 1 年 3 月 に研究活動 の 充 実 と 推進 に 多 大 に 貢
献 し て く れ た 村 田 純助 手が、 秋 田 県 立大学牛ゐ物
資源学科応用 生物科学科分子 生物 の 助 教授 と し
て 栄転 し た 。 |司 年 4 月 に は 小泉桂一博士 ( 惚 学
中 の NIH よ り ) が助 手 と し て 、 2002年 4 月 に は
楼井宏 明博士 ( 田 辺製薬株式会社 よ り ) が助教
授 と し て 加 わ っ た 。 新 た な 研究分野 と 背景が加
味 さ れ て 、 分子 細 胞 生体 レ ベ ル の 実験が連
係 し た 多 面 的 な 研 究 を 展 開 し て い る 。 さ ら に
2004 年 7 月 に は 研 究 所 に 大 部 門 制 を 導 入 し て
「病態 生 化学 部 門 J か ら 「 病 態 生 化 学 分野」 と
名 称が変 わ っ た 。 2004年 4 月 か ら は 本学 の 独 立
法 人化 が ス タ ー ト し 、 2005 年 1 0 月 に は 本学、 富
山 大学 、 高 岡 短期 大学 の 県 内 同 志 3 大学が統合
さ れ、 新 ・ 富 山 大学の 中 で 「和 漢 医 薬 学総合研
究所j と し て 再 出 発す る こ と に な り 、 ま さ に 大 き
く 変革 し つ つ あ る 。
研究 テ ー マ と し て 、
1 ) 癌転移お よ び免疫 ア レ ル ギ ー 性疾患 の 制 御
機構 の 解 明 : 伝統薬物 を 中 心 と し た 癌転移
の抑制物 質 の 探索 な ど。
2 ) シ グ ナ ル伝達分子 に よ る 病態 制 御 機構 の 解
明 : 自 然免疫 シ グ ナ ル に 影響 を 及 ぼす 漢 方
薬 の探索。
3 ) 漢 方 医 学 の 証 の解 明 を 日 指 し た 血紫 プ ロ テ
オ ミ ッ ク ・ パ タ ー ン 解析 : 漢 方 医学 に お け
る 体 質 や 症 候 を 含 む 、 い わ ゆ る 「証J (病
態 の 変化) を 西洋 医 学 的 に 解 明 す る た め 、
発現 プ ロ テ オ ミ ク ス 研究 の 技術 を 導入 し 、
病 態 の 変化 (証) お よ び疾患 に 関 連 す る タ
ン パ ク 質 の 発現 プ ロ フ ァ イ ル を 解析。
i斉木が赴任 し て か ら 約 10年 を 経 て 、 開 学30周
年 を 迎 え る こ と に な る が、 こ の 間 に 約80名 を 超
え る 薬学 、 医学、 理学系 お よ び外 国 か ら の学部
学 生 、 大 学 院 牛ー (修 1: 及 び、博寸:) 、 研 究 生 及 び
研究員 が在籍 し 、 そ の 聞 に 2 ] 名 の博士学位取得
者 (薬 学 ・ 医学 ・ 理学) を 輩 出 し て い る 。 国 内
外 と の 共 同 研 究 も 活 発 に 行 う と と も に 、 270編
以 上 の 原 著 英 語 論 文 、 30編 以 上 の 著 書 、 370程
の 同 内外の学術発去 を 通 し て 研究成果 を 報告 し
て い る 。 研究費 も 校 費 以外 に 、 文部省科学研究
費 、 科学技術庁振興調整 費 、 財 団 助 成 金 、 委任
経理金な ど を 、 研究成果 の 向 上 及 び大型設備あ
る い は 先端機器 の 整備 ・ 更 新 の た め に 獲 得 し て
い る 。 特 に 、 文部科学 省 知 的 ク ラ ス タ ー 創成事
業 「 と や ま 医 薬 バ イ オ ク ラ ス タ ー j 、 文 部 科 学
省 産 業 ク ラ ス タ 一 連携 プ ロ ジ、 ェ ク ト に研究代表
と し て 参 画 し 、 さ ら に 、 平 成 1 5 年 度 7 月 に 選定
さ れ た 本学21 世紀 COE プ ロ グ ラ ム 「 東 洋 の 知
に 立脚 し た 個 の 医療の創生」 の研究担 当 に も 携
わ っ て い る 。
研究室 も 充実 し 、 賑や か さ も 増 し て き て お り 、
ま た 、 国 内 外 を 問 わ ず積極的 に 共 同研究 を 行 い 、
徐 々 に 活性化 し つ つ あ る の さ ら に 、 教 窒 員 と の
グ ル メ 旅行、 忘 年 会 、 ソ フ ト ボ ー ル 大会参加等
の 学外活動 も 活発 に 行 っ て い る 。 白 由 閲 達 、 文
武両道 を モ ッ ト ー に 、 明 る く 、 楽 し い 、 活 発 な
研究部 門 と し て 躍進す る こ と を 期 待す る と と も
に 、 良 い 巡 り 合 い と 優 れ た研究が 出 来 る よ う に 、
教室 員 一 同 が一丸 と な っ て 頑張 っ て い る 。
消化管生理学
消化管生理学研究室 は平成16年 5 月 に 和 漢薬
研究所病態制御研究部 門 に新設 さ れた新 し い研
究室であ る 。 ス タ ッ フ は 、 教授の 門 脇 真 と 助
手の 山 本 武、 矢原夏子の 3 名 で あ る が、 学 内
外、 国 内外の多 く の研究室 と 協力 し な が ら 研究
を 進 め て い る 。 平成16年10月 に は 薬学部講座配
属学生 2 名 を 初 め て 迎 え 、 現在 は 8 名 で研究 に
取 り 組ん で い る 。
消化管生理学分野 で は 、 近年、 患者が急増 し
て き て い る 腸管免疫性疾患、 す な わ ち 炎症性腸
疾患 (IBD) の潰蕩性大腸炎、 さ ら に 食物 ア レ
ル ギ ー を 対象疾患 と し て 考 え て い る 。 若年層 を
中 心 に 患者が急増 し て い る 潰蕩性大腸 炎 は 、 厚
生労働省 の特定疾患 に 指定 さ れて い る 慢性で難
治性の疾患で あ る 。 腸管での免疫異常 を 背景 と
す る IBD に 対 し て は 、 近 年 の 粘 膜 免 疫 学 の 発
展 を 背景 に 、 精力 的 な 免疫学的病態研究 に も か
か わ ら ず そ の 病 因 や遷延化 因 子 な ど は い ま だ不
明 で あ り 、 従 っ て 病態 を 基盤 と し た 治療法 は確
立 さ れ て い な い 。
ま た 、 食物 ア レ ル ギー は腸管粘膜免疫機構 の
未熟 な小児 に そ の 頻度が高 く 、 ま た ア レ ル ゲ ン
を 含 む食品 に は 高 栄養食 品 が多 い た め 、 そ の摂
取不足 に よ る 小児 の 肉体的精神 的発育への影響
は重大 で あ り 、 そ の解 明 と 対策 は急務で あ る が、
未だ充分な病態生理学的解明 は な さ れて い な い 。
食物 ア レ ル ギー の 治療 で は 、 従来 の ア レ ル ゲ ン
除去食の よ う な 消極 的 な 治療法 だ け で は な く 、
積極 的 な 治療法の 開発が強 く 求 め ら れ て い る 。
腸管粘膜免疫機構 は 、 病原微生物 や異種抗原
な ど を 排 除す る た め の 局 所 に お け る 最前線の生
体防御機構で あ る と と も に 、 腸 管 で の 食物 な ど
の 異種抗原 に対す る 過敏で過剰 な 免疫応答 (食
物 ア レ ル ギー ) を 抑制す る 経 口 免疫寛容 を 誘導
す る 機能 も 併せ持つ 、 巧妙で ダ イ ナ ミ ッ ク な 免
疫機構で あ る 。 粘膜免疫機構 は 「免疫学の ニ ュ
ー フ ロ ン テ イ ア j と し て 注 目 さ れ、 そ の解明 は
進 ん で は い る が、 未 だ未解明 な 点 が多 く 残 さ れ
て い て 、 「 ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 」 の 域 を 出 て い な
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い 。 全身免疫系 で は神経系 さ ら に は 内 分泌系 と
の 聞 に 密接 な 強 い ク ロ ス ト ー ク が明 ら か に さ れ
て い る 。 腸管 で は粘膜免疫系組織が集積す る 粘
膜固有層 を 中心 に 密 な 神 経線維 の存在が知 ら れ
て い る に も かか わ ら ず、 粘膜免疫系 、 腸管神経
系 、 消化管内分泌系 な どで構成 さ れ る 「腸管 イ
ン ト ラ ネ ッ ト J と い う 統合的考 え 方 か ら の研究
は 世界 的 に も 始 ま っ た ばか り で あ り 、 「腸管 イ
ン ト ラ ネ ッ ト 」 の破綻 と い う 観点 か ら 、 腸管疾
患 の 病 因 、 病態 に 迫 る 研究 は ほ と ん ど な さ れて
い な い 。
消化管生理学分野 で は 、 こ の 点 に 着 目 し 、 自
律神経系 ・ 腸管神経系 や リ ン パ球や肥満細 胞 な
どの粘膜免疫系 と 腸管免疫性疾患の病 因 ・ 病態
と の 関 連 を 、 機能的側面 の み な ら ず形態 的側面i
か ら も 解明す る こ と を 目 的 と し て い る 。 特 に 、
我 々 の作業仮説 で あ る 「神経系 と 免疫系 の接点
と 考 え る ニ コ チ ン 受容体 を 介す る コ リ ン 性抗炎
症 ・ 免疫機構」 な どの病態生理学 的役割 を 解 明
す る た め 、 新規腸管免疫性疾患病態 モ デ ル を 確
立 し 、 遺伝子改変動物 な ど を 用 い て 病 因 及 び病
態形成機序 を 解析 し て い る 。 さ ら に 、 そ の病態
解析 に 基づ き 新規特異的治療薬 を 創 出す る た め 、
和 漢薬 を 含 め た 治療薬探索研究 を 行 っ て い る 。
主 な 科学研究費補助金等
日 本学術振興会科学研究補助金
平成14� 16年度基盤研究 C ( 2 )  
研究代表者 : 門脇 真
研 究 課 題 : 食物 ア レ ル ギ ー と 腸 管 免 疫 性 疾
患 : 特 に 腸管求心性知覚神経の役割 に つ い て
日 本学術振興会科学研究補助金
平成14�15年度基盤研究 B ( 2 )  
研究分担者 : 門脇 真
研究課題 : 病態 モ デル動物 に お け る 結腸 自 動
運動お よ びベ ー ス メ ー カ ー 機構の解明
日 本学術振興会科学研究補助金
平成18�19年度基盤研究 C ( 2 )  
研究代表者 : 門脇 真
研究課題 : 実験潰蕩性大腸炎モ デ ル に お け る
ニ コ チ ン 受容体 を 介す る コ リ ン 性抗炎症免疫
機構 の役割
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臨 床 利 用
t な 人事異動 と 平成 9 年 ま で の 研 究 内 脊
当 分野 は 、 [1日和40年 4 月 に 古 山 大学薬学部付
属 和 漢薬研究施設第 3 部 門 と し て 設立 さ れ 、 昭
和49年 6 月 に 宵 山 大学付 置和漢薬研究所 に 昇格
し 、 [I(j和53tf 6 月 に 寓 山 医科 薬科大学 に 移 管 さ
れ現在 に 至 っ て い る 。 開 設 当 初 の ス タ ッ フ は 教
授大浦彦 古 、 講 師 日 合焚、 助 手 中 島松一 、 技官
大 出 洋子 で あ っ た 。 Hf{和52年 9 月 に 長津哲郎が
技官 に 任 肘 さ れ、 昭 和 54年 1 0 月 に 助 子 と な っ て
い る 。 平成 3 年 3 月 大浦が定年退官、 平成 4 年
2 月 に は 、 金 |司 x.雄 が教授 に 昇任 、 同 3 月 に 定
年退官 し た 。 平成 4 年 7 月 に 教授 と し て 倉七ー泰
が着任 し た 。 平成 8 年 8 月 に n石が、 本学 の 薬
学部教授 と な り 、 、ド成 9 年 7 月 に 第 一 内 科 よ り
浜崎初仁が 4 代 日 教技 と し て 着任 し た 。 同 年 1 0
月 に ìR谷裕 子事務補佐 貝 が加 わ り 、 1 1 年 1 月 に
は 波辺志朗が助教授 に 着任 し た じ 平 成 1 2年 1 2 )J
か ら は研究 支援推 進 員 と し て 武 市鎮子 が参加 し
て い る 。
昭和53年 か ら 平成 3 年 ま で は 、 薬 用 人参、 大
黄 、 丹参 な ど の ノ七 柴 と そ の成分の 件化学的研究、
さ ら に 腎不 全 に 対す る 生 薬 や j昆牌湯 な となの i英 )J
方 剤 の 作用 、 ま た 、 甘-�� 、 柴胡 、 人参の サ ボ ニ
ン の 作 用 機序 に 関 す る 研究が行 わ れ た 。 平成 4
年 度 か ら は 、 倉正j ら が痛 み と 伴 み に 有効 な 和 漢
薬の研究 を 展 開 し た 。 大浦 は 、 第 4 回 和 i英 医 薬
学大会 ( 昭和62年 8 月 ) を 1'.1lii し て い る 。
1 997年 ( 平成 9 ) 以 後
浜崎着任 後 は 、 魚、 油 の 布 効 成 分 で あ る n - 3 
系 脂肪酸が研 究 の 大 き な テ ー マ と な っ た 。 日 -
3 系 脂肪酸 は 、 副作用 が基本 的 に は な い こ と 、
新生児か ら 老齢者 ま で影響 を 及 ほ、 し 、 し か も 虚
血性心疾患 か ら ア レ ル ギ ー に 至 る 多 く の疾患 に
関 与す る こ と か ら 、 最 強 の 生薬 成 分 と い え る 。
当 部 門 で は 行動 に つ い て の研究 を 進 め た 。 � 重
育験 に よ る 小 学 生 ( 16011 以 上 ) で の 介 入 試験
を 行 い 、 女子 で は DHA 強化 食 が衝動性 を 低 下
さ せ る こ と を 突 き 止 め た 。 ま た 、 ス マ ト ラ 島 の
小学午 (230名 以上) へ の 三 重 吉験介入試験で、
DHA カ プ セ ル の 投与 に よ り 、 3 ヵ 月 の 研 究 期
間 Ifl に 宇 度 で も 学校 を 休 ん だ生徒の 数が、 有 意
に 、[':減 し た 。 こ の研究 は も と も と は 魚 油 の抗マ
ラ リ ア 作肘 を 検討す る も の で、 終 了 時 の 血液検
査 で マ ラ リ ア に 感 染 し て い た 生 徒 は 、 DHA 群
で 4 名 、 対 照 群 で 8 名 と な っ て お り 有車、 差 は な
い も の の DHA で 少 な か っ た c さ ら に 大 連 市 で
行 っ た 自 殺未遂の 症例対照研究 で は 、 赤血球 qJ
の 魚、 油 布 効 成 分EPA濃度で 4 分{立 に 分 け る と 、
白 殺未 遂 の 危 険率 は 各種危 険 肉 fで補正す る と
低 4 分位 で は 高 4 分位 の 1 / 8 と 大 き な 差があ
る こ と が判 明 し 、 魚、 を 食べ な い こ と が行動 に 影
響 し 、 自 殺未遂 に も 関 わ る nJ 能性が あ る こ と が
分か つ た 。
一 }j渡辺助教長 の 着 任 後 は 、 炎症反応 と 行動 、
特 に 痕 食 と の 関 連 に 関 す る 法礎柑! 究 が ス タ ー 卜
し た 。 今後 こ の研究 は 和 良 薬 の 食欲不振の 改 -善
効果 を 定最 的 に 評価 し 、 そ の 機構 を 明 ら か に す
る た め に 応 用 で き る と 期待 で き る 。
学 会活動
浜 崎 は 日 本脂 質 栄 公学 会 の 会長 (用事長) を
平 成 12{F よ り 務 め て い る 。 ま た International
Society for the Study of Fatty Acids and Lip­
ids 第 ![ rnl 大 会 (ISSFAL2000) が 日 本 で 、下 成
1 2年 に 間 信: さ れ る こ と に 決定 し た が、 浜崎がそ
の 会 頭 と な る こ と に 決定 し た 。 こ の 大 会 は 6 月
に つ く ば 国 際 会議場 で 開 催 さ れ た の � 時 は 2000
年 問 題 が世 界 的 に騒がれ て い た こ と と 、 バ ブ ル
崩 壊 後 で 日 本経済が最悪 の H封切 で あ っ た た め 、
こ の 年 に 大 会 を 聞 く こ と に そ れ な り の恐怖感が
あ っ た が、 結 同 は 成 功 裏 に 終 了 し た の 6011 の 海
外招 待 演 者 、 300名 を 超 え る 参 加 �. を 迎 え 、 脂
肪酸栄 養 を ql 心 と し た 重要 な 発点がな さ れ た 。
最 終 日 前 日 の パ ー テ ィ ー で は マ グ ロ の解体 シ ョ
ー な どがあ り 大盛況で、 い ま だ に 海外研究者か
ら そ の と き の 話が出 て く る 。 た だ 、 準備 に 大 き
な 組織 を 利 肘 で き た わ け で は な く 、 重要部分は
ほ と ん ど ム 人 で ま と め た た め 、 ス ト レ ス は か な
り の も の で あ っ た 。 5 年 た ち 冷静 に 振 り 返 っ て
み る と 、 今 度 は も っ と う ま く で き る 、 い や も う
て 皮 と で き な い と い う 気持 ち 、 重 要 な と こ ろ で
い ろ い ろ な 人 に 助 け て も ら っ た と い う 感謝 - ・ い
ま だ に い ろ い ろ な 気 持 ち が渦巻 く 。
漢方診断学
生活習慣病 や慢性 ・ 難治性疾患 と い っ た 西洋
医学 の み で は 対応 出 来 な い疾患 ・ 病態が増加 し
て い る 状況 の 中 で、 身体の総合的調和 を 重視 し
て 自 然治癒力 の 賦活 を 主 と す る 伝統医学の有用
性が認識 さ れ、 欧米諸国 を 中 心 と し て 関心が高
ま っ て い る 。 そ の趨勢は本邦 に お い て も 同様で
あ る 。 現在、 医療保険の薬価 に 収載 さ れて い る
漢方製剤 は 147種、 生薬 は約200種 で あ る が、 平
成 9 年 に 薬 価 収載 の 漢 方 製 剤 の 全 て に つ い て
「漢方医学 的 な 病 態 (証) に 基づ い て 適正 に 使
用 す る こ と 」 と の 項 目 が明記 さ れ、 漢方薬 の 適
正使用 が求め ら れて い る 。 漢方方剤 を 証 に基づ
い て 適正 に 使用 す る た め に は 、 患者の 証 を 的確
に 判 断す る こ と が必要で、 あ り 、 そ の た め に は 漢
方医学の基礎概念 の学習 と と も に 臨床 に 根 ざ し
た研修 を 必要 と す る 。 し か し 、 本邦 に お い て 体
系 的 に こ れ を 教育す る 場 は 医薬両学部 と も に 整
備 さ れ て い な い 。 そ こ で本部 門 は 、 漢方医学の
固 有 の 体系 を 科学 的 な 医 ・ 薬学 的研究手法 を 用
い て 明 ら か と し 、 研究及 び教育の た め の 漢方研
修 プ ロ グ ラ ム を 作成す る こ と を 目 的 と し て 、 平
成 1 1 年 4 月 1 日 付 け で株式会社 ツ ム ラ の 寄付部
門 と し て 設置 さ れ た 。
漢方医学的病態や 各漢方方剤 の 証 は 、 こ れ ま
で古典の記載に基づい た理解がな さ れて き た が、
生活様式や社会環境 は 大 き く 変化 し て お り 、 古
典 に 縛 ら れ る こ と な く 新 た な 指標 を 探索 し 、 現
代 に 即 し た 理解 を 行 な う こ と が必要で あ る 。 こ
れ ま で 、 当 寄付部 門 で は 問診形式 に よ る 心理 的
要 因 の解析や 電気生理学的指標 を 用 い た 自 律神
経 活 動 解 析、 さ ら に 品 質 工 学 的 手 法 で あ る
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MTS 法 を 取 り 入 れ た 問 診項 目 の 解析 な ど を 行
い 、 漢方医薬学的病態や 漢方方剤 の 証 の 一 面 を
明 ら か に し て き た 。 ま た 、 ヒ ト に お け る 各種漢
方方剤 あ る い は生薬の薬物動態 ・ 薬理作用 を 解
明 す る こ と が重要で あ り 、 ヒ ト 健常人 に お い て
有薬 ・ 甘草 ・ 持薬甘草湯経 口投与時の ベ オ ニ フ
ロ リ ン 、 ベ オ ニ メ タ ボ リ ン I、 グ リ チ ル レ チ
ン 酸の 薬物動態 を 検討 し 、 ヒ ト で の 血 中動態 は
個体差が大 き い こ と を 見 い だ し た 。 現在 は 、 附
子 ・ 桂皮、 あ る い は桂枝湯 な どの 漢方方剤 の 指
標物質 の体内動態 を 検討 し 、 そ の 一端が明 ら か
と な っ て き て い る 。 さ ら に 、 漢方医薬学 に 基づ
い た 基礎的研究 と し て 、 各種病態 モ デ ル動物 を
用 い て 、 生薬や 漢方方剤 の血管収縮 弛緩作用 ・
腎機能改善作用 ・ 血流改善作用 ・ 創傷治癒促進
作用 に 関 す る 研究 と い っ た 臨床 に 即 し た 基礎研
究 を 行 っ て い る 。
当 寄付部 門 は 漢方医薬学研修 を 行 っ て お り 、
こ れ ま で に 日 本 国 内 、 及 び中 国 ・ タ イ ・ ア メ リ
カ な ど か ら 180名 を 越 え る 研修生 を 受 け 入 れ て
き た 。 漢 方 医 薬 学研 修 に は 、 漢 方 医 薬 学 的 概
念 ・ 証 を 理解す る 研修 プ ロ グ ラ ム の 開発が必要
で あ り 、 漢方医薬学の基礎概念 を 概説す る 講義
や 漢 方 医 学 的 診 察 に 関 す る 講義、 臨 床 見 学 と
い っ た 受動 的研修 と 、 症例 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン
と い う 能動的研修 を 併用 し 、 よ り 深 い 漢方医学
的病態把握が可能 と な る 研修 プ ロ グ ラ ム を 開発
し て い る 。 ま た 、 学 内 での教育 に つ い て も 、 薬
学部 3 年 次 を 対 象 と し た 「東洋 医 学概論J 、 大
学 院薬学研究科前期 課程 を 対象 と し た 「東西医
薬学特論」 、 大学 院薬学研究科前 期 課程 臨 床 薬
学 コ ー ス の実習 を 担 当 し て い る 。
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和漢薬製剤開発
和 漢薬製剤 開 発部 門 は 平成 1 6 年 7 月 に 和 漢薬
研究所 (現 ・ 和 漢 医薬学総合研究所) の 寄 付 部
門 と し て 4 年 時 限 で 開 設 さ れ た 。 富 山 県 と 富 山
県薬業連合会 な ど地元薬業 界 か ら の 奨学寄付金
が 原 資 で あ る 。 設置 さ れ た 契 機 は 和 漢薬研究所
の 地域連携活動 の 実績 に あ り 、 さ ら に 平成 1 3年
度 か ら 配置薬処方 を 創 案す る 富 山 県 内 の 産官学
プ ロ ジ ェ ク ト (富 山 オ リ ジ ナ ル ブ ラ ン ド 配置 薬
開 発研究会) を 担 っ て き た こ と に あ る 。
本 部 門 の 教授 ( 2 年任期) と 助 手 1 名 ( 1 年
任 期 ) は 資 源 開 発部 門 の 漢方薬学分野か ら 異動
し た 。 筆 者 (諮) は 「研 究 者 が 惚 れ 込 む “ 製
品 " で は な く 、 消 費者が支持す る “ 商 品 " を 開
発せ よ J と い う “ 物創 り " の 基 本 を 企業の研究
所 で経験 し て き た 。 こ れが地域連携活動 や 産 官
学 プ ロ ジ ェ ク ト に 参画 し た 理 由 で あ る 。
1 . 研究活動 : 本部 門 は 「 人 間 、 環境、 情報、
総合」 を 意識 し 「生活習慣病 ; 相 花作用 ; 薬用
資源 (甘 草) の 評価 ; 柴胡加竜骨牡蛎湯 ; 持薬
甘草湯」 の key words の も と に ド 記 の 4 領域
で活動 し て い る 。
1 )  Kampo-pharmaceutics : 富 山 県 の 配置薬
業 を 支援す る シ ン ク タ ン ク 機能 と 実用研究 を 担
当 し て い る 。 そ の 中 で新 た な 配置 薬 の 開 発研究
を 研究所 の 済 水教授 と 医学 部 の |嶋 田 教授 と 共 同
で進 め て き た 。 新配置薬処方 の 考案 に 際 し て 、
漢 Ji 薬 の 経験主IJ ( 薬 能 ) と 客観主n (薬理情報)
を 摺合 わ せ て 配合生薬 を 選 ん だ点 が漢方医療薬
学 の iknow-howJ で あ る 。 さ ら に こ の 新 配 置
薬 の 年活 習 慣病 に 対す る 予 防作用 を 明 ら か に し
た ( 原著論文 4 報) 。
新配置薬 は 特 許 /1\ 願後、 平 成 1 7 年 8 月 に パ ナ
ワ ン (PanaWang) と い う 名 称 で 製造承認 を 得
た (黒 色 の 丸剤 ) 。 実 際 の 生 産 ラ イ ン で 製 造 さ
れ た 製 品 の 品 質試験 を 経 て 平成 1 8年 か ら 配置薬
市場で販売 さ れ る 予 定 に な っ て い る 。
2 )  Kampo-informatics : 漢 方 医 療 の 経 験 知
と 客観知 を 加 味 し た 漢方 医療情報 を 蒐集分析 し 、
配置薬業 の 担 当 者 (売薬 さ ん ) の 薬事研修 と 県
民 の 生涯学習 を 担 当 し て い る 。 本 部 門 が富 山 の
方土 に 存続す る 根拠 は 、 こ の よ う な 富 山 県 の 配
置薬業 と 県 民 の 健康福相 に 関 す る 要望 に 応 え る
こ と に あ る 。
3 ) COE プ ロ グ ラ ム の 基 盤 研 究 ・ 筆 者
(諮) は 本 学 の 2 1世 紀 COE プ ロ グ ラ ム 「 東 洋
の 知 に 丘 脚 し た 個 の 医 療 の 創 生j の 基 盤 研 究
「地球環境 に 配慮 し た 薬 用 資 源 の 開 発 と 漢 方 薬
学 的 評価」 を 分担 し て い る 。 天然薬用 資源 を 確
保す る 研究 と し て 、 甘 草 の 原 植物 を 中 国 内 蒙古
白 治 区 で 栽培 し 日 本薬 局 方 の 諸基準 に 適合す る
栽培根 を 得 た 。 さ ら に 栽培根の 薬理作用 と 生物
薬 剤 学 的特性が既存 の 薬 用 甘草 と 同 等 で、 あ る こ
と を 明 ら か に し た 。 こ の 栽培が実用 化 で き れ ば
野生植物採取 に よ る 砂漠化 を 防 l上 で、 き る こ と が
期 待 さ れ る ( 原 著 論丈 6 報、 総説 1 編) 。
4 ) 漢方薬剤l 学研究 : 漢方薬 の 占典 『神農本
草経』 に は 生薬 を 組 み 合 わ せ る と 単純 な 相加作
用 だ け で な く 、 相殺や十日 反 な どマ イ ナ ス の相互
作用 も 起 き る こ と が例 示 さ れ て い る 。 こ の よ う
に 相 互作用 は 古 く て 新 し い 課 題 で あ る 。 医療用
漢方製剤 は 各穏 の 西 洋 薬 と 組 み 合 わ せ て 使用 さ
れ て い る 。 本部 門 で は 持 薬 甘草湯 と 併用 さ れ る
各 種 の 西 洋 薬 と の 相 虻作用 を 検証 し 、 H. pylori 
除 菌 柴 と 緩 下剤 は 腸 内 細 雨 に よ る 配糖体成分の
代 謝 l吸収 を 悶害 す る こ と を 明 ら か に し て い る
( 原 著論文 7 報) 。
i莫 万 医 療 の 基 本 は 「 治 未 病 ( 予 防 医 療 ) J に
あ る 。 柴胡加 道骨牡蛎湯、 防風通聖散お よ び新
配置薬 と 牛 黄 の 動脈硬化子 防作用 を 血管 内 皮細
胞擦過後 の 内 膜肥厚病態 を 用 い て 明 ら か に し て
い る (原著論文 7 報) 。
2 . 教育活動 : 本 部 門 は 附置研究所 に 属 し て
い る た め 教育への 関 与 は 大 き く な い 。 学 部 で は
和 漢 医 薬 学 入 門 の 講義 と 実習 ( 医 看 薬 2 年次) 、
医 学 薬 学 史 ( I芙 2 年 次) 、 天 然 |実 薬 資 源 学 (薬
3 年次) の 講義 を 分担 し 、 大学院薬学研究科修
士課程の 医療漢方薬学特論 を 担 当 し て い る 。
以上、 和 漢薬製剤 開 発部 門 は 漢方 医療文化 の
医 薬 史学考証や 薬 用 資 源 の 現地調査で思考 の 時
空 を 広 く し 、 現代 を i府搬す る 視野か ら 現代 医療
に お け る 価値 の 創 造 を 目 指 し て い る 。
薬効解析 セ ン タ ー
沿革
和 漢薬研究所 の 約属薬効解析 セ ン タ ー は 、 平
成 8 年 5 月 に 、 下記の研究 目 的 を 掲 げて 、 小松
か つ 子 助 教 授 (平 成 8 年 5 月 ) 、 東 田 千尋 助 手
(平成 8 年10月 ) の 着 任 に よ り 発足 し た 。 平 成
10年か ら は 、 外国 人客員 教授及 び助教授 を 招 聴
し 、 延べ13人が就怪 し た 。 民族薬物資料館 を 中
心 と し た デ ー タ ベ ー ス 構 築 と い う 大 き な ミ ッ
シ ョ ン を 着 実 に 遂行 し た だ け で な く 、 世界の伝
統薬物 に 関 す る 研究 を 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク も 含
め た ダ イ ナ ミ ッ ク な 生薬学、 神 経科学 を 志 向 し
た 薬理学、 天然物化学、 伝統医薬学 な ど を 基盤
と す る 各 ス タ ッ フ が、 有機的、 合理的 に 連携 さ
せ て 、 成 果 を 挙げて き た 。 平成12年 度か ら の 5
年 間 に 、 博士課程修了者 4 名 、 修士課程修了者
8 名 、 学部卒業生 8 名 を 輩 出 し た 。
研究 目 的
世界各地 の民族薬物 に 関 す る 資料の収集 及 び
整理、 薬効の評価及び解析並 びに デー タ ベ ー ス
の構築 を 行 い 、 世界の伝統薬物 及 び薬用植物 に
関 す る 共 同研究 を 推進す る 。
研究実績
1 ) 伝 統 薬 物 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス (ETH
MEDmmm) の構築
民族薬物 資料館 に保有 さ れ て い る 伝統薬
物標本の 同 定 を 行 い 、 そ れ ら の 分類学 的 デ
ー 夕 、 化学成分及 び薬理作用 、 伝統医学的
薬効等 に 関 す る 詳細 な デー タ を 付加 し た 、
画像 を 主体 と し た デー タ ベ ー ス を構築 し 、
「和 漢 薬 ・ 日 本語版」 を イ ン タ ー ネ ッ ト 上
で公開 し た 。
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2 ) 伝統薬物 の薬効の評価 と 解析 に 関 す る 研究
難治性の神経疾患、 特 に 痴呆性疾患 に 焦
点、 を 当 て て 、 治療薬 の 開発 と 薬理作用 の解
析 を 目 指 し た 。 イ ン ド 生 薬 Ashwagandha、
人参類生薬 に 、 神経団路網再構築活性があ
る こ と を 見 出 し 、 活性成分の 同 定 と 、 作用
機序 の 解 明 を 行 い 、 新 し い作用機序 の 抗痴
呆薬候補 と な る 数種の化合物 を 提示 し た 。
3 ) 生 薬 の 品 質 評価 に 関 す る 研究
同 定が 困 難 な 生薬 を 遺伝子解析 に よ り 、
確実 に かつ 簡便 に 同 定す る 方法 を 開発 し た 。
人参類、 大黄類、 欝金類生薬の基源が明 ら
か と な り 、 基原植物 の 違 い に よ る 成分組成
や薬理活性の特徴 を 明 ら か に し た 。
4 ) 世界の伝統医薬学の調査研究
中 国 に お け る 道地薬材 の 理論 を 証明 す る
目 的 で、 Panax 属 、 Rheum 属 、 Curcuma
属植物の植生 と 用 法 を 調査 し た 。 モ ン ゴ ル
国 の 有 用 植物 を 調査 し 、 図鑑 に ま と め た 。
新 セ ン タ ー と し ての出発
薬効解析セ ン タ ー は 、 平成17年 8 月 1 日 よ り 、
新 た に 民族薬物研究セ ン タ ー に 改組 さ れ た 。 こ
れ ま で の セ ン タ ー の研究 は以下の 4 つ の 部 に そ
れぞれ受 け継がれ、 さ ら な る 推進が図 ら れ る 。
薬効解析部 : 難治性疾患の発症機序及 び制御機
構の解析、 治療薬 の 開発
外国人客員 部 : 薬効解析、 成分分析、 資料館 デ
ー タ ベ ー ス の構築支援
民族薬物 資料館 : 民族薬物 デー タ ベ ー ス の拡充
と 生薬標本の蒐集 ・ 管理
国際共 同研究部 : 和 漢医薬学研究推 進 ネ ッ ト ワ
ー ク の 国 内外での構築
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II({和51\年1 0 月 大学 附 属 病 院 開 院、 矢 野 三 郎教
授 を は じ め と す る 第 ゐ 内 科 創 l任 期 は 、 診 療 ス
タ ッ フ が浅沼助教授、 講SI!i と し て 伊藤 、 中 尾 、
助 手 と し て 加 藤 、 藤 打 、 杉森、 鈴木以 卜'.*t:勢 わ
ずか 8 名 で ス タ ー ト し た が、 こ の 過 程 は 20周 年
記念誌 に 譲 る 。
平成 4 年 に 小林 Ii�教授が着 任 さ れ た が、 平 成
4 年 か ら 、子 成 1 1 年 ま で 毎年 5 1'， 以上 の 新 人研修
医 を 病棟 に 迎 え 、 半年 間 を と も に 過 ごす オ ー ベ
ン と と も に 朝 H 病煉医長 の も と で 活気 に 満 ち た
僻修医修行が行 わ れ た 。 ' 1 ' で も 毎週水曜 日 と 金
曜 日 の 新 患紹介で は 、 沢、 l11 崎 ら が温か く も 、
厳 し い 指導 を と ば し て い た 〉 ま た 2 年 日 の研修
医 を 土十象 と し た 内 干ト ロ ー テ ー シ ョ ン シ ス テ ム に
よ り 、 他科 の 多 く の ロ ー テ ー タ ー が病棟研{I釦こ
参加 し 、 科 を 超 え た 人 の つ な が り も 強 く な っ た 。
当 時 の 病棟診療体制 を 振 り 返 る と 呼吸器 は 丸 山 、
山 卜 を 中 心 に 、 松 井 、 六 rH 、 荒井、 糖尿病代謝
で は 、 高 !Il ( 康 ) 、 浦 風、 笹 |湖 、 1 II Ih奇 、 中 村 、
リ ウ マ チ 惨原払jで、 は幼11 、 i宰附 ら が奮 闘 し て い た 。
平 成 9 ;'f か ら 丸 山 が病械医長 と な り 、 呼吸器
で は 菓子井 や研修 を 終 え た 竺 輪 、 小 田 、 糖尿病
代 謝 で は 佐 藤 、 右 木、 リ ウ マ チ 穆原病 で は 多 喜 、
長 が 中 心 と な っ た 。 ま た 多 く の *i v 、 大 学 院生 が
加 わ っ て 、 診療 、 研究 に 熱気 あ ふ れ ん ばか り で
あ っ た c 病株で は 佐 藤が頚動脈エ コ ー を 導 入 し 、
糖尿病忠者の大lfrl管障害評価 に 新風 を 吹 き 込 ん
だ し 、 甲 状腺エ コ ー で は 隈病 院で研修 し て き た
薄 井 、 岩 間 ら が 甲 状腺 ABC を 習 得 し て 甲 状腺
診療 に 貢 献 し た 。
平 成 1 3年 か ら 佐 藤 が病棟医長 と な っ た が、 そ
の 年 は 104う の 新 人研修|矢 ( う ち 6 名 が女性) が
入 局 し た 。 病 院長 を 兼任 さ れ て い た 小林教授の
御配慮 で急逮 当 直 室前 に研修医 ル ー ム を 作 っ て
頂 き 、 ;tj: き エ ネ ル ギ ー の 溜 ま り 場 と な っ た 。 そ
の 後堀 、 山 干 、 大 角 ら は 開 業 さ れ、 rt1 村 は 故郷
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の 弘前 大学 に 転 出 し た 。 当 時 、 呼吸寄 で は 林、
藤 田 、 河岸 、 糖尿病代謝で は 計 四 、 宇野、 鷹 田 、
岸 出 、 リ ウ マ チ 限原市誌で は 多喜、 去、 篠 田 ら が、
そ れ ぞれ研修 や 大 学 院 を 終 え て 副 病棟医長 と し
て 診療業 務 に � た っ た 。 ま た 、 こ の 頃 よ り 医療
の 安全、 事故防 止 に 対 す る 意識が高 ま り 、 病棟
医 長 や 師 長 は リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー と な り 、 病 院
全体で 医療安全管理マ ニ ュ ア ル も 作 成 し た c 当
病棟 で も 佐 藤 病 棟 医 長 、 野 上 ßlIJ 長 ( 後 に 北 林 師
長 ) を 中 心 に 、 医 師 、 ナ ー ス 共 同 で イ ン シ デ ン
ト 報告会や 業務検討会 を 行 い 、 医療安全、 事故
防 止 に 努力 し た 。 ま た 、 病 院 当 局 か ら は 在院 ri 
数の 短縮化が指導 さ れ 、 気管支鏡一 泊 入 院 な ど
を 導 入 し て な ん と か25 日 前 後 を 維持 し た 。 リ ウ
マ チ 腰原病 グ ル ー プ は 、 整形外科\ 和 漢診療利 、
看 護 師 、 リ ハ ビ リ 科、 地域連携言、 薬 剤 師 、 栄
主主 J: ら と 共 同 で 、 5 1 1 同 の リ ウ マ チ 教育検診入
院 を 導 入 、 忠者 か ら も 高 L 寸 干価 を 得 た 。 し か し
な が ら 入 院医療 費 の 包括化、 屯 f カ ル テ の 導 入、
新研修制 度 の 導 入 な ど、 病棟 を 巡 る 環境 は め ま
ぐ る し く 変化 し 、 対応 を 余儀 な く さ れ た 。 平成
15年か ら は 、 今 ま で の研修医、 副 医 長体制か ら 、
診療 チ ー ム 制 を 病棟 に 導 入 し た 。 2 iノ! の 専 門 の
異 な る 指導 |天 に 、 研修医 1 名 が配属 さ れ、 BST
学生 も 配属 さ れ て チ ー ム で 診療 に あ た る 。 こ の
シ ス テ ム は 診療 と 教育が有機 的 に 結 びつ き 、 概
ね学生 た ち に も 好訴で あ っ た 。 ま た 、 小林教授
は 病 院 長 を 併任 し て い る が、 多忙の lド 、 恒例 の
金 曜 の 教 授 凶 診 、 医 局 会 は 熱心 に 行 わ れ 、 弁 当
会 食 で も 学生 た ち と の 交流 を 深 め ら れ た 。 平成
1 6年 か ら 新卒後研修制 度 が始 ま っ た が、 こ の 制
度 で は 人 局 が 2 年留 保 さ れ る 上 、 研修医が 2 か
月 毎 に め ま ぐ る し く ロ ー テ ー シ ョ ン す る た め 病
棟医 の 負 担 は 大 き く 地 え た 。 特 に 、 平 成 1 6 - 17 
年 の 病棟l天 は病棟診療 に 振 り 回 さ れ、 医 局 に も
ど る 暇 も な い ほ ど で あ っ た 。 こ の よ う に 病棟の
環境 は大 き く 変化 し て い る が、 今 後 と も 第 牟 内
科 の 診療 、 教育 の 質 の 向 上 を め ざ し て 努h し た
い (佐藤 啓、 小林 正 )
第 二 内 科
附属病院第二 内科 は 昭和52年 4 月 ( 内科学 2
開設) か ら 昭和52年10月 15 日 ( 附 属 病 院 開 院)
ま で、 富 山 県立 中央病院内科、 富 山 市民病 院 内
科 を 借 り て 診療 を 行 っ た 。 10月 15 日 の 開 院 当 初 、
病棟は西 5 階 に あ り 25床で、 ス タ ッ フ 以下 医 局
員 は 合計1 1名 で あ っ た 。 外来診療 は 10月 16 日 か
ら 開 始 さ れ、 初 日 は外来41名 、 入 院 1 名 で あ っ
た 。 そ の後、 病床数は 昭和55年 8 月 1 日 に35床、
56年 4 月 30 日 に 50床 (束 5 階、 う ち 3 床 は 共通
病 床) 、 一 平 成16年 6 月 1 日 に は 56床 (東 5 階、
6 階) に増加 し た 。 平成 4 年 4 月 心拍監視装置
が整備 さ れ、 集 中 治療 ( 2 名 ) に 対応 で き る よ
う に な っ た (551 、 552病室) 0 平成 6 年 5 月 ICU
が独立 し た 診療 部 門 と し て 開 設以来、 急性冠症
候群 は こ の 2 床 と ICU を 利 用 し て 管 理 し て い
る 。
初代杉本恒明教授時代 は 開 院以来、 循環器、
腎 ・ 高血圧、 神経内科 を 担 当 し 、 2 代篠 山 重威
教授 の 時代 は循環器の診療が積極 的 に 展 開 さ れ
た 。 平成 4 年12月 よ り 井上博が 3 代教授 と な り 、
平成 5 年 5 月 に は神 経 内科専 門 医 が助 手 と し て
着任 し 、 数年 間 に わ た り 途絶 え て い た神経内科
最近10年 間 の 診療実績
平成 7 8 9 10 
病床稼働率 (%) 101 .  1 99. 0 105 . 4 106. 7 
平均在 院 日 数
心臓 カ テ ー テ ル検査 139 97 99 115 
pcr 19 9 21 27 
電気生理検査 72 84 71  75  
ア フ* レ ー シ ョ ン 47 53 42 48 
ペ ー ス メ ー カ ー 21 25 20 19 
植 え 込み式除細動器 。 。 。 2 
ホ ル タ 一心電図 1 ， 292 1， 159 974 954 
ト レ ッ ド ミ ル負荷試験 818 650 592 560 
心エ コ ー 図 1， 946 1， 954 1， 984 2 ， 014 
経食道心エ コ ー 図 98 118 115 125 
核 医学検査 790 828 826 773 
腎生検 28 32 43 43 
pcr : 経皮的冠動脈イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン
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の 診療が再 開 さ れ た 。 平成16年、 神経内科が診
療科 と し て 設置 さ れ る こ と と な り 、 平成 17年 6
月 16 日 田 中耕太郎教授が着任 し 、 第 二 内 科 の 診
療分野 は循環器 と 腎 ・ 高血圧 と な っ た 。 神経内
科設置 に 伴 い 、 7 月 1 日 よ り 第二 内科の病床数
は42床 と な り 、 高嶋修太郎 (保健管理セ ン タ ー
講師) と 田 口芳治 (病院助手) が神経内科へ ス
タ ッ フ と し て そ れぞれ昇任、 配置換 え に な っ た 。
8 月 以 降第二 内科の教官数は講師 2 名 、 助手 2
名 と な っ た 。
病棟婦長 は 、 境美代子 (昭和55年 4 月 ~ 昭和
59年 3 月 ) 、 村 上 桂 子 (昭 和59年 4 月 ~ 昭 和61
年 3 月 ) 、 塚 原 節 子 (昭 和61年 4 月 ~平 成 2 年
3 月 ) 、 高 橋 登 志 子 (平 成 2 年 4 月 ~平 成 8 年
3 月 ) 、 湯 浅 ゆ き 子 (平 成 8 年 4 月 ~平 成 15年
3 月 ) 、 高 木英 子 (平成15年 4 月 �) が 務 め て
い る 。
最近10年 間 の 代表的 な 診療実績 を 表 に ま と め
た 。 平 成 8 年 度 以 外 は 稼 働 率 が100% を 超 え 、
地域の循環器 ・ 腎臓 ・ 神経 内科疾患 の 診療 を 担
う 部 門 と し て 責 め を 果 た し て い る 。 平均在 院 日
数は不十分で は あ る が、 着実 に 減少 し て 来 て い
る 。
11 12 13 14 15 16 
107 . 3 103. 1 114. 2 111. 5 112. 2 100. 5 
34. 4 37. 2 30. 2 28. 4 27 . 4 
153 238 247 269 280 309 
53 83 90 107 1 16  114 
87 78 73 65 53 56 
49 54 53 56 45 45 
26 36 30 31 40 41 
3 4 5 11 7 13  
1， 033 1， 000 1， 023 1， 111 1， 020 1， 090 
605 556 494 501 449 481 
2 ， 055 2 ， 021 2 ， 081 2 ， 096 2 ， 077 2 ， 018 
152 169 180 139 168 1 1 5  
791 788 840 592 470 319 
44 48 35 28 46 25 
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第 三 内 科
第 三 内 科 の 誕 生 は 昭和 54年 4 月 佐 々 木博科長
の発令 に よ る も の で あ り 、 平 成 元年 に は 第 2 代
の 渡 辺 明 治科長 に 引 き 継がれ、 消化器疾患、 血
液疾患患者 を 受 け 入 れ て き た 。 さ ら に 、子 成 1 6 年
9 月 に 杉 L1 J 敏郎科長 に バ ト ン タ ッ チ さ れ現在 に
至 っ て い る 。 病 棟 の 病 床 稼働 率 は 常 に 100% を
超 え 、 在 院 日 数 も 22 日 と 院 内 で も ト ッ プ ク ラ ス
を 保 っ て い る 。 最 近 10年 間 の 第 三 内科 の 変遺 を
た と守 っ て み る 。
病棟診療体制 は チ ー ム 市IJ を 、 つ ま り 講 師 、 助
手 、 医 員 、 研修医 で 1 チ ー ム を つ く り 、 常 時 5
チ ー ム 体制 を と り な が ら 、 血液疾患、 消化管疾
患 、 肝胆隣疾患 を 担 当 し て い る 。 第 三 内 科研修
医 は 常時平均 5 人程度、 他科 ロ ー テ ー タ ー も 3
- 4 人所属 し て お り 大所 帯 で あ る 。 こ の 体制 は
研修医教育 に 加 え 平成 1 2年 か ら 始 ま っ た ク リ ニ
カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ学生教育 に も 極 め て 有効 に
機能 し て き た 。 ま た 大学病 院 と い う 専 門牲 を 高
め る た め に 専 門 カ ン フ ァ レ ン ス も 充実 さ せ、 高
レ ベ ル の 診療 を 心が け て き た 。 歴 代 の 病 棟 医 長
は若林、 高 原 、 清水、 南部、 加藤、 折 原 で あ る 。
看 護 師 長 は佐竹、 浜 、 そ し て 現在 は 西 谷 師 長 で
あ る 。
こ の 10年 間 の 入 院患者 は 疾病構造 の 変遷 と と
も に 徐 々 に 増 加 し 最 近 で は 年 間 約 900名 で あ る 。
血液疾患 で は 悪性 リ ン パ 腫 、 白 血病 を 中 心 に 、
平 成 1 2 年 か ら は 自 己末梢 血幹細胞移植 に も 積極
的 に 取 り 組 ん で き た 。 G-CSF な ど の 補 助 治 療
の 画 期 的 進歩 に 加 え て 、 リ ツ キ シ マ ブ (抗 CD
20t元 体) 、 イ マ チ ニ ブ (BCR-ABL チ ロ シ ン キ
ナ ー ゼ抑制) な ど の 分子標 的 治療 は 治療成績 を
大 き く 向 上 さ せ た 。 今後、 ア ロ BMT， ミ ニ BMT
併用 固 形癌 治療 の 準 備 を 進 め て い る 。
消化管疾患 は 上部消化管 内 視鏡治療 の 急 速 な
進歩 を 素 早 く 取 り 入 れ 内 視鏡 的粘 膜切 除術、 粘
膜 剥 離 術 (ESD) を 開 始 し 、 患 者 さ ん の QOL
向 上 に 大 き く 貢献 し て い る 。 杉 山 敏郎科長が赴
任 し て か ら は 難治性炎症性腸疾患 の 白 血球除去
療 法 、 分子標 的 治療 で あ る 抗 TNF-a 抗体 の 導
入 に よ り 、 一段 と 治療成績 は 向 上 し て き た 。 さ
ら に ヘ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ 除菌 に よ る 胃 癌一予
防 、 GIST の 分子 標 的 治療 、 i貴傷 性 大 腸 炎 の 除
菌療法、 消 化器癌 の 新 規 多 剤 併 用 化学療法 な ど
最 新 の 消 化管疾患診療が導 入 さ れ て 、 北 陸 他県、
甲 信越地域の患者 さ ん が急増 し て い る 。
肝疾患で も 進歩 は 著 し い 。 B 型 肝 炎 で は ラ ミ
ブ ジ ン 、 ア デ フ ォ ビ ル の 導 入 に よ り 肝炎治療 が
目 覚 し く 向 上 し た 。 C 型 肝炎で は ラ ミ ブ ジ ン 併
用 の イ ン タ ー ブ エ ロ ン 治 療 の 導 入 に よ り ウ イ ル
ス 駆 除が可 能 と な っ て き た 。 し か し 、 最 近 の入
院患者 の 大半 は 肝細胞癌 で あ り ラ ジ オ 波焼灼療
法 が 中 心 と な っ て い る 。 2002 年 に 肝不 全で 入 院
中 の 患者 に 当 大学 第 宇 例 日 の 生体肝移植が施行
さ れ た こ と は特筆すべ き で 、 以後症例 を 重 ね移
植 医療 も 定着 し て き た 。
い ず れ の 診療 グ ル ー プ も 入 院患者 は癌患者が
多 く 、 平 成 1 1 年 か ら 西 6 階緩和 ケ ア 勉 強 会が医
師 、 看 護 師 を 交 え て 発足 し て お り 、 検討会が定
期 的 に 行 わ れ て い る 。
外来 部 門 で は 開 学 当 初 か ら の 週 2 回 の 外来体
制 で あ っ た が、 平成10年 に 臓器別 外来体制 が整
い 、 胃 腸 、 肝胆勝、 心身症、 血液の 4 部 門 に わ
かれ、 総合 内 科 と と も に 毎 日 外来が定着 し た 。
外来患者数は年間約 2 万5， 000人、 そ の う ち新患患
者 数 は 2 ， 700 人 で あ り 特 に 紹 介患 者 数 が 増 加 傾
向 に あ る 。 今後、 外来患者数の 増 加 に 見合 っ た
外来部 門 や検査部 門 の 拡充 と 整備 が望 ま れ る 。
こ の 10年 間 、 医療の 安全管理、 診療体系 の 変
化 に 対応 し て 事故防止対応や 各種書類 や 承諾書
の 記載、 さ ら に 、ド成16年度か ら 始 ま っ た 電 子 カ
ル テ 導入 は 医 師 の み な ら ず看 護 師 の仕事 を さ ら
に 増 加 さ せ、 し か も 複雑 に し て い る 。 平成15年
度 か ら 導 入 さ れ た DPC は 入 院 H 数 の 短縮 を 余
儀 な く し て お り 、 検査が多 い 当 科 は特 に 入退 院
が激 し く 、 一 方 で、 重症紹 介患者が急増 し 、 今後、
ま す ま す過重労働 を 強 い ら れ、 マ ン パ ワ ー は 限
界 に 達 し て い る 。 病 院実績 に 見合 っ た 職 員 再配
分が強 く 望 ま れ る 。 平 成 1 6年 度 に 大改 革 が 行 わ
れ た 卒 後 臨 床研修必修化 は 当 科 だ け で な く 研修
医 の 著 し い 大学離れ、 都市集 中 を ひ き お こ し 、
医療界全体 に 多 大 な 影響 を 及 ぼす こ と が危倶 さ
れ る 。 ( 文責 : 高 原 照 美 、 杉 山 敏郎)
神 経 内 科
1 ) 神経内科の 開 設
平成17年 6 月 ま で は 附属 病 院 で の神経内科の
診療、 教育、 研究 は 、 第二内科学教室 の脳神経
内科部門 と し て 、 高 嶋修太郎 (保健管理セ ン タ
ー ) 講師、 田 口 芳治助手、 道具伸 浩 医 員 (大学
院生) を 中 心 と し て 行 わ れて い た 。 し か し 、 富
山 県 に お け る 神経内科専 門 医 の 数 は全国平均 よ
り も か な り 低 く 、 当 県 に お け る 神経 内 科 に 対す
る 種 々 の 必要性 も 高 ま り 、 平成17年 6 月 16 日 よ
り 田 中耕太郎 を 初代の神経内科教授 と し て 迎 え 、
新 た に 神 経 内科 と し て独立 し た 診療科 を 立 ち 上
げ、 一層充実 し た 神経内科の診療 、 教育、 研究
を 目 指す こ と と な っ た 。
2 ) 診療業務 と ス タ ッ フ
神 経 内科 と し て の病棟業務 を 、 平成17年 6 月
27 日 よ り 東病棟 5 階 に 定床数14 と し て 開始 し た 。
入 院患者 は 当 初 よ り 常 に 14床 を 上 回 り 、 24床前
後で推移 し 、 あ ら た め て 神経内科の 必要性 の 高
さ を 実感す る 毎 日 で あ っ た 。 外来業務 は 、 7 月
1 日 よ り 内科診察室 の 17番 と 18番 を 使用 し て 開
始 し た 。 診 察 医 は 、 月 曜 日 ( 2 診) : 田 中 教 授
(道 具 医 師) ・ 田 口 助 手、 火曜 日 : 高 嶋 講 師、
水曜 日 : 田 中 教授 (道具 医 師) 、 木 曜 日 : 高 嶋
講師、 金曜 日 : 田 口助 手 で あ っ た 。
以上 の よ う に 、 開 設 当 初 は 、 田 中 、 高 嶋 、 田
口 、 道具の た っ た 4 名 の 医 師 か ら な る 大変小 さ
な 科 で あ っ た 。 し か し 、 各人がそ れぞれの役割
を 十二 分 に 果 た し 、 家庭 的 な が ら も 大変熱気 に
溢れ た 雰 囲 気 で 毎 日 の 業務 を 遂行 し た 。
な お 、 開設後 の 人事 と し て 、 8 月 1 日 付 け で 、
田 口 芳治が第二 内科助手 よ り 神 経内科助手 に 配
置換 え と な り 、 同 日 よ り 神経内科病棟医 長 に 就
任 し た 。 9 月 1 日 付 け で 、 高 嶋修太郎が保健管
理セ ン タ ー 講 師 か ら 神経内科助教授 に 昇任 と な
り 、 神経 内 科 医 局 長 お よ び外来 医 長 に 就任 し た 。
ま た 、 9 月 に 回 口 が 日 本脳卒 中 学会認定専 門 医
試験 に 合格 し 、 田 中 、 高嶋、 田 口 の 3 名 が、 日
本神経学会認定専 門 医 と 日 本脳 卒 中 学会認定専
門 医 の 資格 を 持つ こ と と な っ た 。
当 直業務 に つ い て は 、 第二内科 と の協力体制
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を 維持 し て 、 第二内科 と 神経内科の合同 で両診
療科の 当 直 に あ た り 、 第 二 内 科 医 師が 当 直 の 際
は神経内科で オ ン コ ー ル 態勢 を と っ た 。
3 ) 行事
平 日 の 毎朝、 新入院 カ ン フ ァ レ ン ス を 行 い 、
症例提示 の後、 新入 院患者の 回 診 を 行 っ た 。 毎
週金曜 日 午後 に 教授 に よ る 病棟 回 診 を 行 い 、 そ
の後、 全症例 の検討会 を 行 っ た 。 隔 週 月 曜 日 夕
方 に は 、 脳神経外科 と の 合 同 カ ン フ ァ レ ン ス を
行 い 、 脳 卒 中 症例 を 中 心 に 症例 の 検討 を 行 っ た 。
火 曜 日 の 抄 読 会 と Clinical Conference、 CPC
は 、 第 二 内 科 と 神経内科の 合 同 で行 う こ と に し 、
6 週 間 に 1 回 の割合で神経内科が当 番 と な っ た 。
隔 週水曜 日 夕 方 に 、 当 大学で富 山 神 経 内科 セ ミ
ナ ー を 開催 し 、 富 山 市、 高 岡 市 な ど近隣の神 経
内科医 と 共 に 、 症例検討 を 定期 的 に 行 っ た 。
4 ) 教育
5 年生が従来 3 週 間 、 第二 内科で実習 し て い
た も の を 、 そ の 中 の 1 週 間 は神経内科 を 回 り 実
習 す る こ と と な っ た 。 病棟症例 の 直接 的指導 に
は 田 口 と 道具が当 た り 、 田 中 と 高嶋 は 主 に 教育
セ ミ ナ ー お よ び口頭試聞 を 担 当 し た 。 ま た 、 4
年生の授業 と チ ュ ー ト リ ア ル に も 全員 の 医 師 が
参加 し 、 神 経内科実習 を 選択 し た 6 年 生 の 病棟
指導 も 行 っ た 。
初期研修医 に つ い て は 、 第二内科 を ロ ー テ ー
ト し て い る 研修医 の 中 よ り 原則 と し て 1 名 ずつ
1 か 月 間 、 神経内科 を 回 り 研修 し て も ら っ た が、
症例が大変豊富 で あ り 、 み ん な 満足 し て い た 。
5 ) 学会活動
第二 内科学教室 の脳神経 内科部 門 当 時 か ら の
学会活動 を 継続、 発展 さ せ た 。 す な わ ち 、 日 本
神 経学会、 日 本脳 卒 中 学会、 日 本脳循環代謝学
会、 日 本内科学会 な どで演題 を 発表 し た 。 ま た 、
富 山 地 区 や北 陸 地 区 の 様 々 な研究会で も 多 く の
演 題 を 発表 し た 。 富 山 県 臨床神経研究会の事務
局 が、 当神経内科 に 置 か れ る こ と と な っ た 。
以上、 神経内科 は 附属 病 院 の 中 で は最 も 新 し
い 診療科 で は あ る が、 ス タ ッ フ 一 同 、 神経内科
の 充実 を 目 指 し 、 多 く の研修医が入局 し て く れ
る 将来 を 信 じ て 頑 張 っ て い る 毎 日 で あ る 。
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皮 膚 科
1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状
- 診療 部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ
昭和54年 の 開 院時 、 諸橋名 誉教授 を は じ め 、
五十嵐助教授、 福居講師、 須藤助手の 4 名 で診
療 を 開 始 し た 当 科 は 徐 々 に ス タ ッ フ の 増 員 に よ
り 診療体制 の 基礎 を 築 い て い き 、 現在 は 8 � 1 0  
1'1 程度 で 診療 に 当 た っ て い る 。 午前 q l の 」般外
来 で は 3 診制 を 維持 し て お り 、 午 後 の 特殊外米
(脱毛外来、 レ ー ザー 外来) 、 ア ト ピ ー 外来 と 合
わ せ て 年 間 2 万 人程度の受診者 に 対応 し て い る 。
平 成 1 7 年 3 月 に 開 院以来 当 科 を 導 い て き た 諸橋
教授 の 退官 以 降 も ス タ ッ フ 全員 が協 力 し あ い 、
そ れ ま で に 築 い た 伝統 を 維持 し て い る 。 平 成 1 7
r，ド 1 0 月 に 清水教授 の 着任が決定 し て お り 、 今後
も 新 し い 治験の研究、 地域医療へ の 貢 献 と い う
当 科 開 設 以 来 の 目 標 に 遇進 し て い く 。
皮 膚 科 で扱 う 疾患 の う ち 当 科 で は諸橋名誉教
授 の 卜 、 特 に 皮肩 付 属 器疾患、 ア ト ピ ー 性皮膚
炎、 脱毛症 な ど に 力 を 注 い で、 き た 。 専 門 外来 と
し て 池 田 、 高橋、 松JI:、 龍浦、 大津 山 、 日 野、
桧垣 、 野本 ら が脱毛症、 高橋、 宮 入 、 小 丙 、 桧
垣、 長谷川 ら が座槍、 関 、 井 田 、 豊 出 、 森松、
q l 町 、 北川 ら が ア ト ピ ー性皮膚 炎、 桧担、 小 阿 、
宮崎 ら がパ ッ チ テ ス ト の 専 門 外来 を 担 当 し て き
た 。
ま た 皮膚 外科分野で は 高 橋 、 龍 浦 、 丸 山 、 須
藤 、 斉 藤 、 豊 出 、 日 野 ら が メ ラ ノ ー マ を は じ め
と す る 各種の皮膚腫蕩の加療 を 担 当 し て き た 。
さ ら に は 白 斑 、 1夜臭症 な ど に 対 す る 外科治療 も
行 っ て い る 。
さ ら に 平成 10年か ら は 最 近 の 皮 膚 科 の 重点 分
野 の ひ と つ で あ る レ ー ザー 外来 を も 開 設 し 、 各
種血管腫、 毛細血管拡張症、 扇平母斑、 太 田 母
斑 、 異所性 蒙 古斑 な ど に 対 し て 松井、 中 村 、 古
市 、 野本 ら が加療 に あ た っ て い る 。 ま た 、 薬疹、
勝原病、 先 天性疾患 な ど全身 の 多臓器 と 関 連 し
た 疾患 に 関 し て は 各科 と の 協調 を 図 り 、 協 力 体
制 で診療 に あ た っ て い る 。
- 専 門外来 と そ の 成 果
脱毛外来 (桧垣、 日 野 / 火曜午後)
SADBE 療 法 、 DPCP 療 法 、 免 疫 療 法 な ど に
よ り 難治性 円 形脱毛等 の 治療 を 行 っ て い る 。
レ ー ザ ー 外来 (野本、 古市 /水曜午後)
各 種 の 色 素性皮膚疾患 に 対 し て レ ー ザ ー 加療
を 行 っ て い る 。
そ の 他
月 、 水 、 金 の 午 後 は外来手術 H と し て 良↑生皮
膚腫湯の外科的切除や 難治性皮膚 疾 忠 の 皮 膚 生
検術 を 行 っ て い る 。
2 ) 治革 に つ い て
. 主要人事
諸橋名 誉教授の も と 、 こ れ ま で に病棟医長 は、
福居、 高橋、 須藤、 小丙、 丸 山 、 問 、 松井、 龍
浦 と 続 き 現在 は 北 川 が担 当 し 、 外米医長 は福居、
池 田 、 高橋、 桧垣、 問 、 斉 藤 、 龍 浦 、 豊 田 、 牧
野、 中 村 、 現在 は 野本が担 当 し て い る 。 な お 、ド
成 1 7年 1 0 月 に 清水教授が着任 予 定 で あ る 。
- 施設、 設備
現在外来 に は 色 素 レ ー ザ 一 、 ア レ キ サ ン ド ラ
イ ト レ ー ザ 一 、 CO， レ ー ザ ー な ど の レ ー ザ 一 機
器 の ほ か 、 ナ ロ ー バ ン ド UVB、 デ ル モ ス コ ピ
ー な どの 各種機器 を 導入 し 、 加療 に あ た っ て い
る 。 こ の う ち 、 色 素 レ ー ザー に 関 し て は 富 山 県
内 で導 入 し て い る 施設が 当 科 の み と い う こ と も
あ り 、 多 く の 患者が集 中 し て い る 。
小 児 科
附属病 院 開 院 当 初 は 、 外来 を 受診す る 患者数
は 少 な く 、 閑古鳥が鳴 く 日 も 少 な く な か っ た そ
う で あ る が、 呼吸器 ア レ ル ギ ー 班、 神 経班、 循
環器班、 未熟児 ・ 新生児班、 血液 ・ 悪性腫蕩班
等の各臨床班が編成 さ れ る に と も な い 、 患者数
は増加 し 、 か つ 多 様化 し て き た 。 平成 7 年 か ら
は 、 宮 脇 利 男 教 授 が就任 さ れ、 関 連 病 院 は 充
実 ・ 拡大 し 、 紹介患者 さ ん も 増 え て き た 。 最近
で は 、 遺伝子診断や生化学的診断 を 、 臨床 に積
極 的 に 取 り 入 れた り 、 ク リ ニ カ ル カ ン フ ァ レ ン
ス や地方会 を 通 し 、 地域の小児医療 レ ベ ル の 向
上 に も 力 を 注 い で、 い る 。 難治 な 疾患、 珍 し い疾
患の紹介 も 多 く 、 診断 ・ 治療 に 苦慮す る こ と も
多 い が、 今後 も 地域医療 向 上 に 貢献 し て い き た
し ミ 。
各診療班の 歴 史 と 展望
小児循環器班 は 、 市 田 蕗子助教授 を 中 心 に ス
タ ー ト し 、 第 1 外科の協力 の 下 、 診療 を 進 め て
き た 。 平成12年 に は 、 兵庫県立 こ ど も 病 院か ら
大嶋義博先生が赴任 さ れ、 手術数 も 飛躍 的 に 増
え 、 成績は全国の ト ッ プ レ ベ ル と な っ た 。 心エ
コ ー 検査 に よ る 出 生前診断や生直後 に 診断 さ れ
る こ と が多 く な り 、 ま た新生児科 医 に よ る 術前
術後管理体制 の 向 上 も こ れ に 貢献 し て い る 。 現
在、 北 陸 に お け る 小児循環器外科 セ ン タ ー と し
て の役割 を 担 う ま で に な っ て い る 。
呼吸器 ア レ ル ギ ー 班 は 、 乳幼児の気道過敏性
測 定 や ユ ス リ カ ア レ ル ゲ ン 解析 な どで輝か し い
業績 を 残 し て き た が、 現在 で は Th 1 / Th 2 バ
ラ ン ス に つ い て の 基礎研究、 ア レ ル ギー 疾患の
疫学や ウ イ ル ス 感染症診断 に お け る MxA 蛋 白
の 有用 性 な どの 臨床研究 を 行 っ て い る 。 ま た 小
児の気管支 フ ァ イ パ ー 検査が行 え る 数少 な い 施
設 と し て 小児呼吸器専 門 医 の 育 成 に 努め て い る 。
来年度 は 、 平成18年 に は 日 本小児難治瑞息 ・ ア
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レ ル ギー 疾患学会 を 富 山 で主催す る こ と と な り 、
ゼ ロ か ら ス タ ー ト し た こ の 30年 間 で一 定 の 成 果
を 挙 げて き た も の と 考 え ら れ る 。
未熟児 ・ 新生児班 は 、 富 山 県 の 周 産 期 医 療 に
貢献 し て き た が、 2001年 か ら 、 周 産 母 子 セ ン タ
ー と な り 、 施設 も 拡充 さ れ た 。 現在、 二谷 武
講 師 ら を 中 心 に 、 富 山 県 の 胤 産期 医療 の 中 心 的
役割 を 果 た し て い る 。 研究面 で は 、 腸管免疫の
発達 に 与 え る 母乳の影響 に 関 す る 研究 を は じ め 、
感染免疫の視点 に た っ た研究 を し て い る 。
血液 ・ 腫蕩班 で は 、 数年前か ら 末梢血幹細胞
移植や骨髄移植 な どの再生医療 に 取 り 組 ん で き
た が、 無菌室 も 完備 し 、 最近 で は 、 他科か ら の
患者 も 含め小児の悪性腫蕩 の化学療法 に つ い て
中心的役割 を 果 た し て い る 。
神 経班 は 、 精神 運動発達 の 診断、 て ん か ん診
療 を 中 心 に 展 開 さ れて き た 。 北 陸 で は 、 小児 を
対象 と す る て ん か ん専 門認定施設 は 当 院 の み で
あ り 、 診療活動 に 加 え 教育 に お い て も 期待 さ れ
て い る 。 こ れ ま で は 、 脳波、 誘発電位 な ど の 生
理学的側面か ら の研究 を 行 い 、 一定の評価 を 受
け て き た が、 現在 は 、 難治性 て ん か ん や小児精
神疾患 に対す る 診断 ・ 治療成績 の 向上 を 目 指 し 、
神経免疫学 的側面か ら の研究 を 中 心 に 行 っ て い
る 。
地域医療へ の貢献
全国 的 に 、 特 に 富 山 県 に お い て 、 小児科 医 の
不足が叫 ばれ る 中 、 教室員 の増加 に 呼応 し て 、
こ の 10年 間 、 富 山 県 内 の 公立病 院 の 小児科医派
遣 の 要 請 に 逐次対応 し て き た 。 明 日 の小児医療
を 支 え る 若手 を 育成すべ く 、 県 立 中 央病 院 、 厚
生連高 岡 病 院、 黒部市民病 院 な ど の 富 山 県 の 中
核病 院 を は じ め 、 多 く の 病 院 に優秀 な 中 堅医 師
を 派遣 し て い る と こ ろ で あ る 。
開学30周 年 に あ た り 、 諸先輩方 の ご努力 に敬
意 を 表す る と と も に 今 ま で ご支援 ・ ご指導い た
だ い た 関係各位 に深謝申 し 上 げ ま す。
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神経精神科
( 1 ) は じ め に
こ れ ま で 当 科 は 「神経科精神科」 と 標携 し て
き た が、 平 成 1 7 年 度か ら 当 院 に 「 神 経 内 科j が
設 置 さ れ る こ と に 伴 い 、 「神 経 精 神 科」 と 科 名
の 変更 を 行 っ た O 抄読会や症例検討 会 は心理学
教室 と 合 同 で、行 っ て い る 。
平 成 1 6 年 度 か ら 開 始 さ れ た 2 年 間 の 新 医 師 臨
床研修制 度 に よ り 、 当 科 に も 平成 1 7 年 度 か ら 常
時 2 � 3 名 の 研 修 医 が 2 か 月 ず つ の ロ ー テ ー
シ ョ ン で 回 っ て き て い る 。 こ れ に 伴 い 、 実 質 的
に 教 室 の ス タ ッ フ 全員 が、 チ ー ム カ ン フ ァ レ ン
ス を 含 む何 ら か の 形 で研修 医 の 指導 に 当 た っ て
い る 。 こ の 制 度 は 、 他科 に 進 む 医 師 が精神科へ
の 理解 を 深 め 、 精神科 に 進 む 医 師 に は 内科 を 含
め 基 本 的 臨床能力 を 身 に つ け て も ら う た め に 大
変 良 い シ ス テ ム で あ る と 思 う 。
( 2  ) 外来診療
平 成 1 5 年 度 の 外 来 新患 数 は 7 6 1 名 ( 1 日 平 均
3. 0 人 ) で 、 再 来 患 者 は 延 べ20， 3 1 1 人 ( 1 日 平
均81 . 2 人 ) で あ っ た 。 こ れ は 10 年 前 の 平 成 5 年
度 の 1 1 ， 566 人 の ほ ぼ 2 倍 に 相 当 す る 数 で あ る 。
新患 の 内 訳 (ICD - 10) で は 、 症候性 を 含 む 器
質 性 精 神 障 害 ( 1 5 . 6% ) 、 精 神 作 用 物 質 に よ る
精 神 お よ び行動 の 障 害 (2 . 6%) 、 統合失調症、
統合失調 症 塑 障 害 お よ び妄想性障害 (8. 9%) 、
気 分 障 害 ( 1 7 . 2%) 、 神 経 症 性 障 害 、 ス ト レ ス
関 連 性 障 害 お よ び 身 体表現性 障 害 (20. 1 % ) 、
生 理 的 障 害 お よ び身体的要 因 に 関 連 し た 行動症
候 群 (8. 9%) 、 成 人 の 人 格 お よ び 行 動 の 障 害
(2 . 3%) 、 精 神 遅 滞 ( 1 . 6%) 、 心 理 的 発 達 の 障
害 (2 . 8%) 、 小 児期 お よ び青年期 に 通常発症す
る 行動 お よ び情緒 障 害 (4. 1 %) 、 精 神 障 害 、 他
に 特 定 で き な い も の (6 . 6% ) 、 そ の 他 ( 1 5 . 1 % )  
で あ っ た 。
神経精神科医療 に 対 す る 昨 今 の 多 様化す る 社
会 的 要請 を 反映 し 、 毎 日 の新患外来 と 2 つ の 一
般再来 に 加 え 、 各種専 門外来 も 稼働 し て い る 。
平 成 17年現在、 臨床薬理 (住吉、 月 、 火、 金 ;
樋 口 、 金) 、 心 身 症 ( 上 原 、 火) 、 精神保健 ( 倉
知 、 水) 、 児童思春期 (木、 谷 口 ; 金、 岩 田 ) 、
も の わ す れ (金、 鈴木) 、 リ エ ゾ ン ( 川 崎) 、 神
経心理 (松井) 外来が行 わ れ て い る 。 ま た 、 月
曜 日 に 児 童 思 春期 の 患 者 様 を 対 象 と し た 初 診
( 岩 田 ) が併設 さ れ た 。 年 々 活 動 的 に な る 外来
診療活動 に 伴 い 、 平 成 1 5年改装 丁牟事 に よ り 、 診
療 室 を 8 室 か ら 9 室 に 増 や し た 。
( 3 ) 病棟診療
43床 の 東 2 階病棟が、 神経精神 科 で あ る 。 平
成 1 6 年 度 か ら の 閏立大学法人化 に 伴 い 、 ト イ レ
の 改 装 ・ 消 灯 時 間 の 変更 な どが行 わ れ た 。 作業
療 法 に 関 し て は 、 平成元年か ら 関作 業療法士が
毎 週 火曜 日 に 行 っ て お り 、 患者様の 退 院 か ら 社
会復帰への橋渡 し と し て 重 要 な 役割 を 果 た し て
い る 。 2 か 月 に 1 回 の 家 族 教室 の ほ か、 特筆 す
べ き こ と と し て は 、 鳥取 大学 で の 研 修 を 終 え た
占 市 医 師 に よ り 、 平 成 1 7 年 度 よ り 病棟 の 個 室 を
利用 し て 内観療法 を 開始 し た こ と が挙げ ら れる 。
平 成 1 5年 度 の 入 院患 者 は 305名 で あ り 、 内 訳
は 、 症候性 を 含 む器質性精 神 障 害 (9 . 2%) 、 精
神 作 用 物 質 に よ る 精 神 お よ び 行 動 の 障 害
( 1 .  3%) 、 統 合 失 調 症 、 統 合 失 調 症 型 障 害 お よ
び妄想性障 害 (22 . 6%) 、 気分障害 (18 . 4%) 、
神経症性障害、 ス ト レ ス 関 連性 障 害 お よ び身 体
表現性障 害 (9 . 8%) 、 生 理 的 障 害 お よ び身体的
要 因 に 関 連 し た 行動症候群 (6 . 9%) 、 成 人 の 人
格 お よ び 行 動 の 障 害 (4. 9%) 、 精 神 遅 滞
(0. 7%) 、 心 理 的 発 達 の 障 害 (0 . 7%) 、 小 児 期
お よ び青年期 に 通常発症す る 行動 お よ び情緒障
害 ( 1 . 0%) で あ っ た 。 病 床 稼 働 率 は 99 . 1 % で
あ っ た 。
( 4 ) 人事
医 局 長 . 福 田 英道 、 鈴木道雄、 江守賢次、 鈴
木道雄、 村 田 昌 彦 、 川 崎康 弘 、 住吉太幹 (平成
1 5 � 現在)
病棟医長 ・ 谷井靖之、 江守賢次、 黒 川 賢造、
角 田 雅 彦 、 川 崎康 弘 、 角 田 雅彦 ( 平 成 1 7 年 ~現
在 )
外来 医 長 : 鈴木道雄、 堤 学、 黒 川 賢造、 江
守 賢次 、 住吉太幹、 村 田 昌 彦 、 川 崎康 弘 、 住吉
太幹、 角 田 雅 彦 、 川 崎康 弘 (平成1 7 年 ~ 現在 )
(住吉 太幹)
放 射 線 科
1 ) 診療体制 の 変遺 と 現状
診療部 門 は 最初 の 頃 は 一般診断 (消化管造影、
血 管 造 影 を 含 む) と 特 殊 診 断 (CT、 MR) に
分かれて い た が、 近年 の技術革新 と 画像の デ ジ
タ ル化 に 伴 い こ の 二 つ の 部 門 を 統合 し て 画像診
断部 門 (担当 : 渡遺直人助教授、 野 口 京助手、
神前裕一助手、 川 部秀人助手、 森尻実 医 員 ) と
し て 画像診断の 中枢 を 担 っ て い る 。 血管造影 は
診断 よ り 、 む し ろ 新 し い 治療分野 と し て イ ン タ
ー ベ ン シ ョ ナ ル ・ ラ ジ オ ロ ジ ー (IVR) 部 門
(担 当 : 蔭 山 昌 成 講 師 、 富浮岳 人 助 手) と し て
独立 し 、 腹部お よ び頭頚部の大半の件数 を 担 当
し て い る 。 核 医学部門 (瀬戸光教授、 清水正司
講師、 亀 田 圭介助手) は通常の臓器 シ ン チ グ ラ
フ ィ ば か り で な く 、 陽 電 子 放 射 断 層 撮 影 装 置
(PET) の 導 入 に よ り 、 FDG-PET 検査 を 実 施
し て い る 。 ま た 、 放射性 ヨ ー ド に よ る 内 部照射
療法 も 行 っ て い る 。 放射線治療部 門 (担当 : 野
村邦紀講師、 小 川 心一助手) で は乳癌 、 肺癌、
食道癌 な ど に 化学療法 を 併用 し た 化学放射線療
法 に積極的 に 取 り 組 ん で い る 。
放射線治療 お よ び IVR の 特 徴 を 生 か し て 、
病変の確実 な 局所制御 を す る こ と に よ り 臓器機
能 を 温存 し 、 治療後の患者 の生活の 質 の 向 上 に
努め て い る 。 癌 の 放射線治療 (外部照射) で は
乳癌 、 肺癌 、 食道癌、 大腸癌 、 頭頚部癌患者が
多 く 、 特 に 乳房温存療法 で は 5 年生存率98% 、
5 年局所再発率1. 7% と 良好 な 成績 を 得て い る 。
放射性 ヨ ー ド 治療 ( 内 部照射) で は 甲 状腺機能
充進症患者の 1 年以 内 の 治癒率が90% を 超 え て
お り 、 内科的治療 に比べて 良い成績 を 得 て い る O
ま た 、 分化型 甲 状腺癌 で は腫蕩マ ー カ ー が低下
し 、 長 期 生 存 す る 患 者 が 増 え て い る 。 IVR 治
療 で は 肝臓癌、 転移性肝癌 、 婦 人科癌、 頭頭部
癌や骨腫蕩 な ど に 積極 的 に 治療 を 実施 し て い る 。
ま た 消化管 出 血 な どの 緊急症例 に は夜 間 や休 日
に も 対応 し て い る 。
画像診断で は新 し い 多 検 出 器 (64列 、 16列)
を 有す る 高速 コ ン ビ ュ ー タ 断層撮影装置 (CT)
の導入 に よ り 、 外来で心臓 CT が可能 に な っ た 。
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ま た 、 こ れ ま で予 約 制 で あ っ た CT 検査が外来
で予約無 し に 施行が可能 に な っ て い る 。 磁気共
鳴 画像診断 (MR) で は MR ア ン ギ オ グ ラ フ イ
と 最近 の 新 し い撮像法 で あ る 拡散強調画像お よ
び潅流画像 を 組み合せ る こ と に よ り 、 CT で 診
断 の 困 難 な 脳 の微小 出血や梗塞 を 早期 に 検 出 し
て 治療方針 を 決め て い る 。 核 医学診断で は 陽電
子 放 射 断 層 撮 影 装 置 (PET) を 導 入 し て 2001
年 か ら 先端 医学薬学研究 セ ン タ ー (石川 県羽咋
市) と FDG-PET 検査の 共 同研究 を 実施 し て き
た 。 2005年 10月 か ら 本格的 に 保険診療 を 開 始 し
て い る 。 癌 の 早期診断、 治療効果の評価 ばか り
で な く 再発診断 に有用 で あ る 。
画像診断件数 (2004年度/1994年度) は 年 間
で は CT : 12 ， 661 件 / 8， 109 件 、 MR : 4， 702 件
/ 1 ，  597件、 核医学 : 3 ， 890件/4， 359件で あ り 、
ほ ほ全例 を 放射線科お よ び放射線部 の 専 門 医 が
診 断報告書 を 作成 し て い る 。 2005年 に 高 速 CT
装 置 が 2 台導入 さ れ た た め 、 CT 検査 は 今後、
更 に 増加す る と 予想 さ れ る 。 MR 検査の 増 加 は
著 し く 、 新 し い MR 装 置 の 導 入 も 予 定 し て い
る 。 核 医学検査 は 若干減少 し て い る が、 2005年
10月 か ら FDG-PET 検査 を 開 始 し て い る の で、
年 間 1 ， 000件以上 の 増 加 を 予 想 し て い る 。 放射
線治療症例 数 (2004年度) は外部照射 と 内 部照
射 と 合 わ せ て 232件、 IVR 件 数 は312件 で あ り 、
特 に IVR 治療の 増加が著 し い 。
2 ) 沿革 に つ い て
病 院 開 院時 の 昭和 54年 10月 1 日 に 放射線科が
開 設 さ れ た 。 初代科長柿下正雄 (昭和54年10月
1 日 ~平成 8 年 3 月 31 日 ) で あ り 、 現在科長瀬
戸光 (平成 8 年 8 月 1 日 ~現在) が引 き 継 い で
い る 。 設備 は 超音波装置が 2 台 あ り 、 そ の他 の
画像診断装置 お よ び治療装置 は 放射線部が所有
し て お り 、 共 同 利用 し て い る 。
3 ) そ の他
現在 の 各学会の専 門 医 資格の保有者数 は 日 本
医学放射線専 門 医 : 1 1 名 、 日 本核医学専 門 医 :
3 名 、 米国核医学専 門 医 1 名 、 日 本放射線腫
蕩 学 会 専 門 医 1 名 、 日 本 IVR 学 会 専 門 医 :
1 名 、 日 本超音波学会専 門 医 1 名 で あ り 、 各
種学会 の 専 門 医修練機関 と な っ て い る 。
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第 一 外 科
昭 和 5 1 年 に 山 本恵一教授が科長 と し て 、 昭和
52年 に は トー 1 1 1 武 史助教授が加 わ り 大学附属 病 院
の 開 院 に 備 え た 。 昭和 54年 1 0 月 に 大 学 附 属 病 院
は 開 院 さ れ た が、 当 時 第一外科病棟 は 第 3 内 科
と の 混合病棟で あ り 、 Hfi和57年 に 束 6 階病棟が
開 設 さ れ る に い た り 独立 し た 。 当 初 は 、 第一外
科単独 の 病 棟 で あ っ た が、 現在 は 和 漢診療部 と
の 混合病棟 と な っ て い る 。
診療体制 は 山 本教授 を ql 心 と す る 呼吸器、 消
化器、 上 山 助 教授 を 中 心 と す る 成 人心臓、 小 児
心臓、 血 管 の 5 グ ル ー プ よ り な っ て い た 。 各 々
の グ ル ー プ に 龍村俊樹、 笠島与、 永井晃、 関 雅
博 、 寓 川 IE樹 が加 わ っ た c 平成 3 年 、 上 山 助 教
授 が 国 立 金沢病 院 に 転 出 し 、 --: 111奇拓郎助教授が
着f干 し た 。 平成 6 年 3 月 、 山 本教授が退官 さ れ、
そ の 後 山 本教授 は ]ICA ブ ラ ジ ル カ ン ビ ー ナ ス
大学消化器セ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト で活躍 さ れ た 。
こ の 間 カ ン ビ ー ナ ス 大学、 富 山 医科薬科大学 と
の 同 際交流 に 大 い に 員 |献 し た 。
平 成 6 年 1 1 月 三 崎助教授が教授 に 昇 任 し 、 診
療体制 を 呼吸器 は 杉 山 茂樹 、 小 児心臓 は村上
新、 成 人心臓 は 金沢大学か ら 加 わ っ た 波辺 [i!ijU 、
パ リ 、 ア ン リ ー モ ン ド ー ル 病 院 よ り 戻 っ た 湖 東
慶樹、 Jfrl管 は 横 川 雅康 、 消 化器 は 津 田 基 晴 を 中
心 と し て 開 始 し た 。 平成10年 に 宵 山 県 の 肺癌 を
担 っ て き た 杉 1 1 1 は 光学診療 部 の 初 代専任助教授
に 選 出 さ れ た 。 翌年東名 厚 木病 院 に 就職 し た た
め 原 祐郎が呼吸器 を 継 ぎ 、 平 成 1 4年 か ら は 現
在 の 土岐善紀 に な っ て い る 。 l:I岐 は肺癌の超低
侵 襲 の 術式 を 開 発 し患者 に 貢献す る 発明 家 で あ
る と と も に 本大学の 呼吸器外科 の 精 神 的 後継者
で も あ る 。 一 木 克 之 は執万 者 と し て 第 A助手 と
し て 土岐 を サ ポ ー ト し て き た 。 な お 、 津 田 は 開
学 以 来 乳腺、 甲 状腺 を 中 心 と し た 一 般外科 を
行 っ て き て い る が、 学生教育 に 熱心で毎年最 も
人 気 の あ る 先牛 の 一 人 と し て 許価 さ れ て い る 。
ム 方 、 成 人心臓 は 人工心肺 を 使用 し な い 冠動
脈バ イ パ ス の 開 発 な どで 子術症例 の増加 を 見 た 。
渡辺 は 平 成 12年 に 助 教授 に な り 、 業績が認め ら
れ 同 年 金沢大学 第 今外科教授 と し て 就任 し た 。
そ の 後 、 湖 東 に ド イ ツ 、 バ ー ド オ イ ゼ ン ハ ウ ゼ
ン よ り 戻 っ て き た 深原 牛晃が加 わ り 成 人心臓 は
充実 を 図 っ た 。 こ れ に よ り 待機 的 お よ び、緊急 の
冠動脈バ イ パ ス 、 弁形成、 弁置換、 大動脈癌 に
対処可能 と な っ た 。 さ ら に 最 近 は 土居寿男 が三
人 目 の 執 刀 医 と し て 活躍 中 で あ る 。 血管 は 平 成
1 1 年 、 横 川 が高 岡 市民病 院 に 新 し く 胸部血管外
科 を 開 設 し た た め 、 鈴木衛 、 大竹裕志 を 経 て 山
下昭雄 に 受 け継がれ た 。 山 下 は 大動脈 内 ス テ ン
ト 治療 の 技術 を l司 内 留 学 で 宵 得 し 大動 脈癌 、 大
動 脈外傷 に 応 用 し 効果 を あ げて い る 。
小 児心臓 は村 卜会 が複雑心奇形 を 中 心 に 行 っ て
き た が、 平成 10年東大胸部外科 に 小 児 の 責任者
と し て 抜擢 さ れ能 力 を 発揮す る こ と に な っ た 。
抜 け た 穴 は パ リ 、 ア ン リ ー モ ン ド ー ル 病 院で研
修 を 受 け た 宇於l崎泰弘が引 き 継 い だ。 平成12年
に NICU が 開 設 さ れ る こ と に な り 兵 庫 県 、k こ
ど も 病 院 よ り 大嶋義博講師 ( 1 5年 か ら 助 教授)
を 迎 え 新生児手術で業績 を あ げた 。 そ れ ま で北
陸 で は 成 功 例 の な か っ た ノ ー ウ ッ ド 手 術 な ど を
成 功 さ せ、 そ れ を 機 に {:j ) 1 1 、 福 井 、 新潟 か ら も
紹 介 を 受 け る よ う に な り 小児循環器の セ ン タ ー
と し て の役割 を 担 う よ う に な っ た 。 本:\f 4 月 よ
り 大嶋が兵庫 県立 こ ど も 病 院 に 部長 と し て転 出 、
交代 に 芳村直樹 講 師 、 村 上博久がl司 病 院 よ り 着
任 し 、 引 き 続 き 先 天性心疾患 の 手 術 で 良好 な 成
績 を 収め て い る 。
第 二 外 科
1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状
- 診療部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ
第二外科 で は 、 食道 ・ 胃 ・ 大腸 な どの消化
器や肝臓. 胆道 ・ 勝臓 な どの腹部内臓領域の
疾患 と 乳腺 ・ 甲 状腺の疾患、 さ ら に 循環器 を
除 く 小児外科疾患 を 中 心 に 診療 し て い る 。
外科診療 の 目 標 は 必要最小 限の侵襲で最大
の 治療効果 を 挙 げ る こ と で あ る 。 消化器外科
部 門 、 乳腺内 分泌外科部 門 、 小児外科部 門 の
3 部 門 に副科長 を 置 き 、 各 グ ル ー プ に よ る 診
療が行 わ れて い る 。 消化器外科部 門 は さ ら に
消 化 管 外科 (食 道 ・ 胃 外 科、 大 腸 ・ 旺 門 外
科) 肝 胆 勝 外 科 (肝 ・ 門 脈 外 科、 胆 ・ 勝 外
科) の 4 グ ル ー プ に 分かれて 臨床、 研究 に 対
応 し て い る 。 乳腺 内分泌外科部 門 で は乳腺疾
患、 甲 状腺疾患、 副 甲 状腺疾患 を 中 心 と し た
乳腺 内 分泌外科 を 行 っ て い る 。 近年 は マ ク ロ
ビ オ テ ィ ッ ク の概念 に 基づ く 食事栄養法 を 取
り 入 れて い る 。 小児外科部 門 で は 周 産母子セ
ン タ ー な ど と 連携 し て新生児外科、 小児悪性
腫湯治療 な ど高 度先進医療 を 担 当 し て い る 0
. 特徴的診療 と そ の成果
H17年 日 経 メ デ イ カ ル 、 日 本経済新 聞 社 の
「 が ん 治 療 の 実 力 病 院全 国 調 査j 乳 が ん 治療
成績で 9 位、 構造部 門 で上位 に ラ ン キ ン グ さ
れ る な ど、 癌 治療 に お い て は全国 で も ト ッ プ
レ ベ ル の 治療成績 を 上 げて い る 。
外科外来 で は が ん 治療 に かか わ る 診療各科
と 連携 し て H17年 よ り 外来化学療法 セ ン タ ー
を 設置 し がん患者の化学療法 の 中 心 的診療科
と し て 活動 し て い る 。
肝移植 関 係 で は 、 京都大学移植外科 と 連携
し て 、 H14年 5 月 に は 富 山 県 で 第 1 例 日 と な
る 肝移植術が行 わ れ、 以 後 第 4 例 (H18年 1
月 ま で) ま で施行 し た 。
主 に が ん患者 に つ い て術後の管理や食生活
改善 に よ る 再発防止 な ど栄養代謝面 の 重要性
を 踏 ま え て 、 H16年 富 山 医科薬科大学 附 属 病
院 に 患者個人毎 に 適 し た 栄養管理 を 行 う 栄養
サ ポ ー ト チ ー ム (NST) を 立 ち 上 げ、 H17年
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に は 富 山 県 NST 研究会 を 設立、 病 院 食 の 充
実 に 力 を 入 れ て い る 。 H18年 医 学 の 見 地 か ら
食の役割 を 考 え る 「医療 と 食の 充実推進協議
会」 を 発足 さ せ取 り 組 ん で い る 。
- 外来 ・ 入 院患者の動向等
外来 の 初診 は 月 水金で再診 は 月 か ら 金、 手
術 日 は 火 木 金 の 週 3 日 で 年 間 350件 に 及 ぶ 手
術や救急 医療 に 対応 し て い る 。
入 院患者は手術患者以外 に救急患者、 化学療
法 目 的 や 末期がん患者 も 含 ま れ て お り 、 ま さ
に 総合外科 と し て 診断か ら タ ー ミ ナ ル ケ ア ま
で、 かか わ っ て い る 。
2 ) 沿革 に つ い て
. 設置年月 日
昭和54年10月 富 山 医科薬科大学附属病 院 開 院
平成 9 年 9 月 集 中 治療部 (ICU) 開 設 、 平 成
13年 5 月 周 産母子セ ン タ ー 開 設
平成14年10月 消化器外科部 門 、 乳腺内 分泌、外
科部 門 、 小児外科部 門 に 各副科長
平成15年 4 月 卒後 臨床研修セ ン タ ー 開設
・ 主要人事 (科長、 医長、 婦長等の任免)
平成 9 年 3 月 藤巻診療科長退官、 同 10月 塚 田
診療科長着任
医 局 長 の 変 遷 ( 田 淳 S52、 唐 木 S59、 坂 本 S
62、 山 田 H 2 、 新 井 H 5 、 清 水 H 8 、 唐 川 H
1 1 、 田 内 H12、 南村 H13、 長 田 H16)
・ 施設、 設備 の整備、 充実
ICU、 周 産母子セ ン タ ー 、 卒後 臨床研修 セ
ン タ ー 、 NST、 外 来 化 学 療 法 セ ン タ ー な ど
多 岐 に 渡 る 分野 に 展 開 し て い る 。
3 ) そ の他
近年 は 少子高齢化 と な っ て 、 疾病 自 体 も 複
雑 な 合併症 を も っ患者が多 く な っ て き て お り 、
診療側 と 患者側 の 求 め る 医療 と 医 師像の 聞 に
議離があ り 、 医療訴訟が増加傾 向 に あ る 。
富 山 大学第二外科で は消化器外科 を 通 し て 、
急性期 か ら 慢性期 ま で全身 を 診 る 事の で き る
general surgeon の養成 を 目 標 に 掲 げ、 今後
も 良好 な 医 師患者関係 を 保 て る よ う コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 技法 を も 重視 し た 臨床外科 医 の ト
レ ー ニ ン グ の 場 を 提供 し 、 患者中心医療の成
果 を 上 げて い き た い 。
262 第 4 章 講座等 の 沿 革
脳神経外科
1 . 診療体制 の 変遷 と 現状
1 ) 診療部 門 の 内 容 と 特色
脳 神 経外科 で は脳血管障害、 脳腫蕩、 頭部外
傷 の 三 大 中 枢 神 経疾患 を 中 心 に 、 専 門 領域 と し
て 脊椎 ・ 脊髄疾患 の 外科治療、 脳血管 内 治療 、
神 経変性疾患お よ び慢性廃痛 に 対 す る 定位脳手
術、 水頭症 ・ 小 児 中 枢神経奇形 に 対す る 外科治
療 な ど幅広 い 分野 の 診療 を 行 っ て い る 。
当 診療 科 の 一 つ の 特 色 と し て 、 脳 血 管 障 害
(脳 卒 中 ) に 関 す る 取 り 組 み に つ い て 一 部 を 紹
介す る 。 脳 卒 中 は 全 て の疾患の な か で，寵患率が
最 も 高 く 、 多 く の 患 者 さ ん が後遺症 に 苦 し ん で
い る 病気 で あ る 。 我 々 は 「診断か ら ケ ア ま で」
を 目 標 に 、 従来 か ら A 貫 し た 姿勢、 体制 で脳卒
中 診療 に 取 り 組 ん で き た 。 中 で も 脳梗塞発症急
性 期 治療 に つ い て は 、 外科治療お よ び血管 内 治
療 を 併用 し た 先 端 的 医療 を 実践 し 、 学術 的 に も
社 会 的 に も 多 く の 成果 を 得 て き た 。 特 に 頭部頚
動脈狭窄症 に 対す る 頚動脈内膜剥離術、 硬膜動
静 脈壌 の 血 管 内 ・ 外科 治 療 に つ い て は 、 国 内
ト ッ プ レ ベ ル の 手術数 と 治療水準 を 達成 す る と
と も に 、 病態 ・ 治療研究 に つ い て も 先駅的役割
を 担 っ て い る 。 科 長 の 遠 藤 は 、 頚動脈狭窄症 に
関 す る 全 国 多 施設 共 同 研 究 の 主任研究者 を つ と
め 、 本疾患 に 閲 す る 本邦独 自 の デ ー タ を 国 内 外
に 向 け発信 し て い る 。
患者 さ ん に 対 し て は 、 脳 卒 中 の 予 防 、 早 期 発
見 の 重 要性 や 問 題点 を 理解 し て 頂 く た め 、 市 民
講演 会 の 開 催 や 新 聞 記事 紹 介 な ど、 啓蒙活動 に
も 努 め て き た 。 今後 は 、 平 成 1 7 年 に 新設 さ れ た
神 経 内 科 と の 協力 に よ り 、 診療体制 の 整備 ・ 充
実 、 治療成績の 向 上 を 目 指 し 、 さ ら な る 努力 を
重 ね て 行 き た い 。
2 ) 先 端 的 治療技術 の 開 発 な ら び に 疾 患 別 専 門
医 制 度 の 導入
脳 神 経外科 と い う 大 き な 領域 の q l で 、 脳 神 経
血管 内 治療専 門 医 、 f子髄脊椎専 門 医 、 脳 卒 中 専
門 医 な ど、 よ り 高 い 診療 ・ 技術 レ ベ ル を 目 標 と
す る 新 し い 専 門 医 制 度 の 設 立 が な さ れ て き た 。
診療副 科 長 で あ る 桑 山 、 栗本両講師 ら 多 く の ス
タ ッ フ が、 こ れ ら の 資格 を 取得 し て い る 。
特 に 血管 内 治療 に つ い て は 、 本大学病 院が北
陸 で 唯 一 、 専 門 医指導施設 と し て 重 要 な 役割 を
担 っ て い る 。 平 成 1 6 年 か ら は全 国 に 先駆 け 、 脳
神 経外科診療 部 門 を (従来型) 脳 神 経外科 と 脳
血管 内 治療科の 2 科併設の体制 と し 、 本領域の
さ ら な る 発展 を 目 指 し て い る 。
そ の ほ か の疾患 ・ 治療領域 に お い て も 、 独 自
の 機器 開 発 や 治療展 開 を 行 い 、 様 々 な 先端 医療
の 分野で特定機能病 院 と し て の役割 を 果 た し て
き た 。 脳 立 体 画 像 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム
(EVANS) の 開 発、 神 経 内 視 鏡 治 療 の 改 良、
機能温存 の た め の 覚醒下手術の 実践 な ど、 国 内
で は 「富 山 の 仕事」 と し て 一定以上 の 評価が得
ら れ て い る 。 今後 は 世界 に 限 を 向 け た 、 さ ら な
る 発展 が 目 標 で あ る 。
3 ) 診療 ス タ ッ フ 、 実績
多 く の 成 果 に も 関 わ ら ず、 臨床現場 の 大 変 さ
は 今 も 変 わ ら な い 。 診療 ス タ ッ フ は 、 外来 ・ 病
棟 を あ わせ常時 7 � 8 名 で担 当 し 、 救急患者や
重症患者 の対応 に 奮 闘 の 日 々 を 送 っ て い る 。 手
術件数 は 年 々 増加 し 、 最 近 は 年 間 250か ら 300件
が行 わ れ て い る 。 病床数は27床 と 限 ら れ る が、
地域 関 連病 院 と の 連 携 に よ り 、 平均病床稼働率
100%以上、 平 均 在 院 日 数20 日 以 内 の 実績 を 維
持 し て い る 。
最 近 、 あ る 医 療 書 の 「病 院 実 力 度 ラ ン キ ン
グ : 脳 卒 中 の 治療 ・ ケ ア 部 門 J で 、 全 国 第 7 位
の 実 力 と 紹 介 さ れ た 。
2 . 今後の 課題、 展望
昨今、 医療 あ る い は大学病院 を 取 り 巻 く 環境
は 大 き く 変動 し 、 先行 き に 対す る 不安 も 大 き い 。
特 に こ こ 数年 来 の 1['矢療の 安全性、 透明性j に
対す る 社 会 意 識 の 変 化 は 大 き く 、 医療者側 は 戸
惑 い な が ら も そ の 対応 に 努力 を 重 ね て き た 。 ま
た 経済理論 を 取 り 入 れ た 、 病 院経営 に 関 わ る 意
識改革 も 避 け て は 通 れぬ課題 で あ る 。
「患者 さ ん に 信頼 と 満足 を 提供 で き る 医療j 、
「充実 感 と 希望 を も っ て 仕 事 に 励 む こ と の で き
る 新 し い 富 山 の 脳 神 経外科」 を 目 標 に 、 当 面す
る 課題 の 克服 を 目 指 し て 行 き た し ミ 。
(遠藤 俊郎)
整 形 外 科
附属病 院整形外科 は 、 昭和54年 10月 15 日 の 開
設以来、 今年で26年 目 を 迎 え る 。 外来診療 は 月 、
水、 金 は ス タ ッ フ が中心 と な り 初 診係、 再診係
に 分かれ、 な る べ く 患者様の待 ち 時 間 が少 な く
な る よ う 予約 制 と し て い る 。 午後 に は専 門外来
と し て 、 脊椎、 ス ポ ー ツ 、 膝 関 節 、 股 関 節 、 リ
ウ マ チ 、 骨軟部腫蕩、 手の外科、 電気生理外来
が あ り 、 そ れ ぞ れ専 門 の ス タ ッ フ が診 察 に 当
た っ て い る 。 外 来 総 数 は 、 平 成 15年20， 888人
(新患2， 666人) 、 平成16年19 ， 732人 (新患2， 918
人) で あ っ た 。 病 棟 は A : 関 節ース ポ ー ツ 整
形班、 B : リ ウ マ チ 、 手 の 外科班、 C : 骨 軟 部
腫蕩、 脊椎脊髄外科班、 D : 脊椎脊髄外科班の
4 チ ー ム 体制 で、 そ れ ぞ れ に BST の 学 生 1 -
2 名 を 配属 さ せ て い る 。
論 文 抄 読 会 や 朝 カ ン フ ァ レ ン ス 、 総合 カ ン
フ ァ レ ン ス を 行 い 、 術前 、 術後報告、 問 題症例
提示、 討論が行 わ れ、 学生や研修医 の み な ら ず、
専 門 医 に も お お い に 勉強 と な る 時 間 で あ る 。 手
術 は 週平均 8 - 10件が行 わ れ、 年 間 手術件数 は 、
平成 15年459 人、 平成16年449 人 で あ っ た 。
各分野別 に 流 れ を 概観す る と 、 リ ウ マ チ 班 は
木村教授 の指導の も と 診療 に 当 た っ て い る 。 当
院外来 で は (平成16年度の外来加療 RA 患者は
約130例) 、 積極的 に メ ソ ト レ キ サ ー ト 、 生物学
的製剤 を 使用 し 治療 に 当 た っ て い る 。 ま た 、 RA
患者が疾病 を 正 し く 理解 し 、 自 己 の 病状 を 把握
し て も ら う た め に RA 短期教育検診入 院 を 開始
し 、 こ れ ま で に 80名 以上の RA 患者の教育 ・ 検
診 を 行 っ た 。 患者様の満足度 は 高 く 、 今後 内 容
を さ ら に 充実 さ せ る と と も に 、 地元の病 院 と 連
携 を と り 、 よ り 多 く の RA 患者 に 教育検診入 院
を 提供 し て い き た い と 考 え て い る 。
関 節外科班 で は 、 よ り 生理的で機能的 な 関節
再建 を 目 指 し 、 最小侵襲 に よ る 人工関節置換術
を 中 心 に 行 っ て い る 。 ま た 、 同種骨保存 を 開 始
し 、 骨 欠損 や 高 度変形 を 伴 う 人工関節再置換術
に も 対応 し て い る 。 一方、 寛骨 臼 回 転骨切 り 術
や 大腿骨 頭 回 転骨切 り 術等 の 関 節温存手術 も 積
極 的 に 行 っ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 手 術 の 術
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中 ・ 術後の 関 節機能 を 日 常生活動作 に 即 し て 多
元 的 に 解析 し 、 日 々 の 臨床 に 還元 し て い る 。
ス ポ ー ツ 整形班 で は 半 月 板縫合術や靭帯再建
術等の 関 節鏡視下手術 を 行 っ て い る 。 前 十 字靭
帯再建術 は よ り 解剖 学的 な 二重束再建 を 行 い 、
生理的 膝 関 節 の 再建 を 目 指 し て い る 。 さ ら に 軟
骨損傷 に 対 し て は 、 当 科 で の 一貫 し た 関 節軟骨
再生 に 関 す る 基礎研究 を も と に 臨床応用 に 取 り
組 ん で お り 、 近 い 将 来 の 実現が期待 さ れ る 。
手の外科班 は 関 西労災病 院、 新潟手の外科研
究所 な どへの 国 内留学か ら 戻 っ た 長 田助手が中
心 と な っ て 行 っ て い る 。 上肢の外傷一般、 マ イ
ク ロ サ ー ジ ャ リ ー の技術 を 用 い た切 断指 の 再接
着 お よ び遊離組織移植 に よ る 再建手術、 リ ウ マ
チ の 上肢機能障害 に対す る 手術 な どに取 り 組み、
術後の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に も 力 を 入れて い る 。
脊椎脊髄外科班 は 、 年 間 約120例 前 後 の 手術
を 行 っ て い る 。 頚椎、 腰椎 の 変性疾患が多 く 、
そ の他、 脊髄腫蕩、 転移性脊椎腫傷、 化膿性脊
椎炎、 外傷性脊椎脊髄損傷 な ど幅広 い疾患 を 手
が け て お り 、 脊椎 コ ン ピ ュ ー タ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ
ン シ ス テ ム と 術中 脊髄機能モ ニ タ リ ン グ が高度
先進医療 に 認定 さ れて い る 。 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ
ス テ ム は 脊椎 固 定術時の ベ デ イ ク ル ス ク リ ュ ー
の刺入の み で な く 、 プ ロ ー ベ と し て の機能 を 有
す る 髄核甜子等 を 開 発 し応用 し て い る 。 術 中 脊
髄機能 モ ニ タ リ ン グ は 、 多 様 な 誘発電位 を 的確
に組み合わせて 用 い る こ と で、 知覚路 と 運動路
を 個 別 かっ 髄節別 に 評価 出 来 る よ う に な っ て き
て お り 、 学 内 の み な ら ず他施設か ら の モ ニ タ ー
依頼 も 増 え て き て い る 。
骨 軟 部 腫 蕩 班 は 最 近 8 年 間 で、 原 発 性 骨 腫
蕩 : 良性40例 、 悪性 7 例 、 原発性軟部腫蕩 : 良
性96例、 悪性48例 、 転移性骨軟部腫蕩 : 43例 、
総計234例 の 骨軟部腫蕩 に 対 し 手術 を 行 っ た 。
術前術後の化学療法 の発達 に 伴 い 、 原則 と し て
患肢温存 を 目 指 し腫蕩用 人工関 節 の み ばか り で
な く 、 術後 の よ り 良 い ADL の た め に 症例 を 選
択 し パ ス ツ ー ル処理骨 に よ る 自 家骨移植 を 施行
し て い る 。 今後 の 更 な る 治療成績 の 向上 を 目 指
し 、 臨床お よ び基礎研究 を 進 め て い る 。
(石原 裕和)
264 第 4 章 講座tfのi合 中:
産科婦人科
附 属 病 院 産 科 婦 人科 は 1979年10 月 よ り 診療 開
始 と な っ た が、 泉 陸 宇 初代 診療科長 は 診療科 と
し て の 基礎作 り 、 す な わ ち 外米 、 病棟の整備 ・
拡充 に 大変 な 尽力 を さ れ た 。 腫傷、 周 産期 、 不
妊 ・ 生 殖 内 分泌 の 3 部 門 で の ス タ ー ト で あ っ た
が、 熱 意 あ ふ れ る 指揮 ・ 指導 と 教室 員 の努力 に
よ り 各 部 門 の 医療 レ ベ ル は 北 陸 に お け る 産婦 人
科 医 療 の ト ッ プ ク ラ ス ま で に 引 き 上 げ ら れ た 。
1999年 4 月 よ り 第 2 代 日 の 教授 と し て 斎藤滋
先生が奈良 県 伝医科大学 よ り 赴任 さ れ、 同 時 に
診療科長 に も 就任 さ れ た 。 そ れ ま で の 外来診療
3 部 門 に 加 え て あ ら た に 更年期 ・ 産婦 人科漢方
外来、 子宮 内 膜症外来、 不育症外米、 リ ン パ 浮
腫外来 な ど を 特殊外来 と し て 追加設置 し た 。
国 産期 部 門 に 閲 し て は 早 産 の 予 知| ・ 予 防 を テ
ー マ に積械的 に 取 り 組み 、 早 産 に よ る 新生児死
亡 や 後障害発生 を 減 ら す こ と に 成 功 し た 。 多 胎 、
妊娠中 毒症等 に 対 し て も 最新 の エ ビ デ ン ス に 基
づ「い た 治療 法 を 実践 し 、 良好 な 結果 を 得 て い る 。
こ の よ う な 最先端治療 目 的 で の 母体搬送件数は
年 々 増加 し 、 2001 年 4 月 よ り 産科 、 小児科-、 小
児外科 の 専 門 ス タ ッ フ か ら な る 周 産母子 セ ン タ
ー が併 設 さ れ た こ と で 、 さ ら に 多 く の 患 者 の 受
け 入 れが可 能 と な り 、 富 山 県母 f救急 の 第 3 次
医療機関 と し て 重要 な 機能 を 担 っ て い る 。
腫場分野で は 、 進行 子宮 頚癌 に 対す る 術前動
注化学療 法 の 併用 や 放射線療法 と 組 み 合 わ せ で、
良好 な 治療効果 を あ げて い る 。 ま た 、 抗癌化学
療 法 に 積械 的 に 漢 方 を 併 用 す る こ と で 患 者 の
QOL を 向 上 さ せ た 。 ム 方、 当 科 で は 2004 年 1 0
月 に 全 国 的 に も 初 め て 、 産 婦 人科 リ ン パ 浮腫外
来 を 開 設 し た 。 当 科腫蕩外来お よ び他 院 か ら 紹
介 さ れた癌治療後の患者の リ ン パ 浮腫 に 対 し て 、
リ ン パ マ ッ サ ー ジ 、 弾性包帯 な どの 理学療法 と
漢 }j療 法 な どの 薬物療法 を 併用 し 、 患者 の ADL
改 善 を U 標 と し た 治療 ・ 管理 を 行 っ て い る 。
子宮 内 膜症 、 卵 巣嚢腫、 f宮筋腫、 子宮外妊
娠、 不妊症 な ど の 良性疾患 に 対 し て は 腹腔鏡下
手術 を 積極 的 に 行 っ て お り 、 長近 で は 、 良性疾
患手術の70%以 上 を 占 め る よ う に な っ た 。 腹腔
鏡下手術 は 、 術後終痛 の軽減、 美手干 上 の 利 点 、
術 後 早 期 の 退 院 可 能 、 社 会 復帰 の 早 さ な どか ら
み て も 、 今後 ま す ま す盛 ん に な る 子術法 と 考 え
ら れ る 。
不妊治療 に お い て は 1 990年 よ り 体外受精 ・ 目玉
移植、 1994年 よ り 顕微授精、 さ ら に 膝盤胞移植、
佐凍結、 凍結融解匹移植 な ど と 生殖補助 医療 を
展 開 し て い る 。 ま た 、 卵 管 閉 塞症例 に 対 し て は
北 陸 で は 唯一 、 卵 管鏡 下卵管形成術 も 行 っ て お
り 高 い 評価 を 得 て い る 。
更年期 障 害 に 対 し て は 従来、 ホ ル モ ン 補充療
法 が標準 的 治療法 と さ れ て き た 。 し か し 、 そ の
副作用 に 対 す る 危倶 と 自 ら 漢方治療 を 希望す る
患者 も 増 え て き た こ と も あ り 、 1999年1 2 月 よ り
和 漢診療音15 の 協 力 の も と に 産婦人科漢万外来が
開 設 さ れ た 。 富 山 医科薬科大学 な ら で は の試み
で 、 更年 期 障 害 、 不妊症 な ど の 治療 に 良好 な 成
績 を 収め て お り 、 他大学 か ら も 注 目 さ れ て い る 。
当 科 な ら で は の 試み と し て 2002年1 1 月 、 婦 人
科癌患者 聞 の 親睦 を 目 的 と し た 「青空 の 会 (婦
人 科 癌 患 者 の 集 い け を 北 陸 地 区 で は じ め て 立
ち L げ、 毎 年 開 催 し て い る 。 こ れ は 患者か ら の
ボ ラ ン テ イ ア 、 教室 員 、 医 局 事務 、 婦 人科病棟
お よ び外来 の 看 護 ス タ ッ フ に よ る 手作 り の 会 で
あ る 。 患者 に と っ て み れ ば、 かつ て も し く は 現
症 、 癌 と 戦 っ て い る 同 志 と の 再 会 の 場 で も あ り
大変好評 で 、 2004年 の 出 席者 数 は 60名 余 に も 及
ん だ。 開 催 に あ た り 毎 回 、 「 リ ン パ 浮 腫j や
「婦人科腫蕩 の 治療 に 伴 う 副 作 用 」 な ど の テ ー
マ を 設 け て い る が、 医療サ イ ド か ら の 情 報提供
お よ び医 師 一 患者 間 の 交流 の 坊 と し て 大変有意
義 な 集 い と な っ て い る 。
当 科 の 医療 レ ベ ル は い つ の 間 に か全 国 的 に み
て も ト ッ プ レ ベ ル ま で 引 き 上 げ ら れ た 。 こ れ は
泉 前診療科長 の 築 き 上 げ た 基礎 を も と に 、 斎藤
現診療科長がそ の モ ッ ト ー と し て い る 「最先端
の 医療 知 識 ・ 技術 の 導 入 と 充実」 を み ず か ら 指




昭和54年 4 月 1 日 、 富 山 医科薬科大学眼科学
教室が開講 さ れ、 初代教授 と し て 窪 田 靖夫が千
葉大学 よ り 赴在 し た 。 同年10 月 15 日 、 附属病 院
眼科診療が開始 さ れ、 地域医療 の 中核 と し て の
役割 を 果 た し て き た 。 そ の 後、 平成 6 年 10月 か
ら 、 第 2 代教授 と し て 、 島根医大か ら 早坂征次
が転任 し た 。 平成17年 9 月 現在、 科長北川 清隆、
副科長兼外来 医 長阿部知博、 医 局 長柳 沢秀一郎、
病棟医長渡辺一彦、 柚 木達也助手及 び医員 2 名
で、診療 を 行 っ て い る 。
外来
一般外来 は 月 か ら 金曜 日 の 午前 中 で、 特殊外
来 と し て 、 網膜変性、 神経眼科、 斜視 ・ 弱視、
糖尿病網膜症、 ぶ ど う 膜炎、 未熟児網膜症、 白
内 障 、 緑 内 障 及 び角 膜疾患の診療 を 行 っ て い る 。
視能訓練士 は 、 林、 柴 田 の 2 名 で 、 毎 日 午後 に
斜視検査 を 行 っ て い る 。 外来看護 師 は 富 田 、 松
本の 2 名 が勤務 し て い る 。 平成 6 年10月 の 早坂
教授就任以来、 外来診療 で は診断医制 を 導入 し 、
教授、 助教授が診断医 と し て 、 外来患者の診断、
治療方針 の 指導 を 行 い 、 よ り 充実 し た 外来診療
を 目 指 し た 。 網膜色素変性症等の 遺伝性眼疾患
の 遺伝子解析や漢方薬 に よ る 眼疾患 の 治療 を 中
心 と し た 臨床研究が行 わ れ、 学会で積極 的 に 発
表 を 行 っ て き た 。 今後、 高 度 医療 を 行 う 地域中
核 病 院 と し て の 役 割 を さ ら に 果 た す た め に 、
OCT を 始 め と し た 外来診療機器 の 導入 を 検討
し て い る 。
病棟
現在、 眼科病棟 は 西 5 階20床 で あ り (野上師
長) 、 月 、 木曜 日 午前 か ら 手術 を 行 っ て い る 。
白 内 障、 緑 内 障 、 網膜剥離、 糖尿病網膜症 に 対
す る 硝子体手術 を 中 心 に 、 角 膜移植、 斜視手術
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等 を 行 っ て い る 。 火、 金曜 日 に は術後 回 診が行
わ れ、 毎週水曜 日 に は 総 回 診が行 わ れ る 。 ま た
水曜 日 の 午後 に は 、 症例検討会が行 わ れ る 。
県 下 の 病 院 の 充実 も あ り 、 容易 な 手術 は減少
し 、 難治 な 症例 に 対す る 手術の増加がみ ら れ る 。
手術手技の進歩 は 目 覚 し く 、 近年 は 入 院 日 数の
短縮 が 進 み 平 均 在 院 日 数 も 14 日 を 切 る よ う に
な っ て き た 。 近年、 富 山 市 内 に お い て も 日 帰 り
白 内 障手術 を 行 う 診療所 の充実 も 進み 、 白 内 障
手術の症例が減少 し て き た こ と も 影響 し 、 病床
稼働率 の 維持が課題 と な っ て き た 。 今後、 臨床
研修病 院 と し て 、 白 内 障手術の件数 を 増 や し て
い く こ と も 課題であ る 。
教育
眼科入 局 者 は 、 日 本眼科学会認定の 眼科専 門
医 の た め の カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ て 、 5 年 間 の研
修の の ち 専 門 医試験 を 受験す る 。 手術 は な る べ
く 早期 か ら 術者 と し て 経験 さ せ る よ う に し て い
る 。 1 年 目 に は 内 反症、 斜視手術の術者 を 経験
し 、 2 年 目 に は 白 内 障手術 を 週 に 1 例以上経験
す る よ う に し て い る 。 近年、 眼科 に お い て も 専
門化が進 ん で い る が、 当 科 の 方針 と し て 、 手術
も 含め て 、 眼科全般 に わ た る 広 い 範 囲 の 手術が
行 え る よ う に な る た め の 修練 を 行 う 。
関連病院
教室 出 身 の 常勤 医 師 の 赴任 し て い る 病 院 は 、
上越総合病 院、 け い な ん 総合病 院、 糸 魚 川 総合
病 院 、 あ さ ひ総合病 院、 済生会富 山 病 院、 済生
会高 岡 病 院、 社会保険高 岡病院、 高 岡 市民病 院
及 び飛騨市民病 院の 9 施設 で あ る 。 ま た 県下 を
中 心 に 非常勤 医 師 を 派遣 し て い る 施設 は 1 1施設
で あ る 。 現在、 関連病院か ら 医 師増員 の依頼が
あ る が、 医局 の 人員 不足 に よ り 派遣 の 依頼 に 応
え ら れ な い の が実情 で あ り 、 今後の 入 局 者 の 増
加 を 期待 し て い る 。 (北川 )
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耳鼻咽喉科
1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状
- 診療 部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ
耳鼻咽喉科 は頭頚部全般の 診療活動 を 行 い 、
頭 頚 部 外 科 で あ る と 同 時 に 、 め ま い や 難 聴 と
い っ た 内 科 的 診療 の 必 要 な 面 も あ り 、 多 彩 な 分
野 の 診療 を 行 っ て い る c 当 科 の 診療体制 は 、 教
授 の 指 導 の も と に 、 助教授、 講 師 、 助 手 を 中 心
に 耳疾患、 鼻副 鼻腔疾患、 咽喉頭疾 患 そ れぞれ
に 専 門 性 の 高 い 診療 を 行 っ て い る 。
手術対象疾患 を 中 心 に そ の 一端 を 紹 介す る 。
中 耳 炎 ・ 中 耳伝音機構再建手術、 人 工 内 耳 手術
は 高 い 成功率 を 示 し 、 と く に 人工 内 耳 手術 で は
高 度 難 聴 者 の 聴 力 回 復、 QOL 向 上 に 貢 献 し て
い る 。 ま た 副 鼻腔 炎 に 対す る 内視鏡手術 は 早 期
よ り 導入 し 、 当 科 の 副 鼻腔炎手術 の 中 心 的 手術
法 と な っ て お り 、 近 年 で は ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス
テ ム の 導 入 も 試み て い る 。 ま た 、 近 年新生児 の
生存率 向 上 に 伴 い 増 加 し つ つ あ る 小 児声 門 下狭
窄 な ど、 一般的施設で は扱い に く い疾患 も 小 児
科 と の 連携 に よ り 積極的 に 治療 に あ た っ て い る 。
悪性疾患 に つ い て は 、 県 内 に ガ ン セ ン タ ー が な
く 、 当 科 入 院患 者 の 半数近 く を 占 め て い る の が
現状で あ る 。 こ の た め 、 科 を 挙 げて 頭頚部癌診
療 に あ た っ て お り 、 口腔癌 ・ 中 咽頭癌 な ど の 切
除後 に 遊離皮弁 に よ る 再建手術 を 推進 し て い る 。
下咽頭痛 な どの 切 除後 に は 、 遊離空腸 に よ る 再
建手術 も 、 外科 と の 連携 の も と に積板的 に 行 っ
て い る 。
ま た 、 当 科 は メ ニ エ ー ル 病 、 突発性難聴 を 中
心 と し た め ま い 難聴疾患 の 診断治療 に お い て は
全 国 的 に も 中 心 的役割 を 担 っ て き た 。 難治性の
め ま い疾患 に 対 し 種 々 の 治療 を 試み る ← 」 方 で、
多種多様の め ま い 難聴疾患の 治療 に あ た る た め 、
め ま い 外 来 、 聴 覚 外 米 に て 各 専 門 担 当 医 が、
日 々 診療 に あ た っ て い る 。
日 本耳 鼻咽喉科 学会認定専 門 医 20名 ( う ち
9 名 派遣 中 )
日 本 め ま い 平衡 医学会専 門 会 員 6 名 ( う ち
1 名 派遣 中 )
日 本気管食道科学会認定医 2 名
- 特徴 的 診療 と そ の 成 果
当 科 の 渡辺 は め ま い の 診断 に コ ン ビ ュ ー タ 解
析 を 取 り こ ん だ こ と で 世界 的 に 知 ら れ て お り 、
こ の 分野 の 第一 人 者 で あ る 。 平衡機能検査 と 呼
ばれ る 「 め ま い 検査J は 、 主 に 「 眼振」 と 言 わ
れ る 眼 の 動 き を 調べ る 検査 を 指すが、 こ の ほ か
身体の重心の動 き を 調 べ た り 、 姿勢 に よ る 血圧
の 変動 を 調べ た り 、 多 く の 項 目 を 含 ん で い る 。
こ れ ら を 中 央検査部 に あ る コ ン ビ ュ ー タ を 用 い
て 総合 的 に 解析す る こ と で、 検査の効率化 と と
も に 診断能力 の 向 上 に も 大 き く 寄与 し て い る 。
こ の ほ か 、 上 述 の 人工 内 耳 手術 を は じ め と す る
「 内 耳 手術」 と し て 、 外 リ ン パ 痩 閉 鎖 手術、 内
リ ン パ 嚢 開 放術 な ど も 積極 的 に 行 っ て い る 。 一
般 に 保存 的 治療が主体の感音難聴 に 対 し て 外科
的 治療が可能 な 施 設 は 少 な く 、 県 内 で も 当 科 の
み で取 り 組 ん で い る 医療 で あ る 。
泌 尿 器 科
診療科 と し て の泌尿器科 は 昭和54年10月 の 附
属 病 院 開 院 と 同 時 に 診療科長 片 山 喬、 病棟医長
中 田瑛浩、 外来 医長秋谷徹 ら の ス タ ッ フ に よ り
創 設 さ れ た 。 平成 8 年 4 月 か ら は 診療科長 と し
て布施秀樹教授がそ の任 に あ る が、 こ の 間外来
医長が永川 修、 村石康博、 藤 内靖喜、 明石拓也、
病棟医長が岩崎雅志、 奥村 昌央、 古谷雄 三 、 永
川 と そ れぞれ ほ ぼ 2 年毎 に 交代 し な が ら 、 外来
お よ び入 院 の 診療 内 容 は 質量共 に 著 し い発展 を
示 し て き た 。
毎 日 の 始 ま り は 朝 8 時30分か ら の モ ー ニ ン グ
カ ン フ ァ レ ン ス で あ る 。 当 直 医 に よ る 重症患者
な どの経過報告がな さ れ、 引 き 続 き 前 日 の外来
患者の レ ン ト ゲ ン 写真や超音波写真 な どが供覧
さ れ る 。 外来お よ び病棟業務、 あ る い は 手術 開
始前 の 短 い 時 間 で は あ る が密 度 の 高 い デ イ ス
カ ッ シ ョ ン が行 わ れ、 研修医 や 臨床実習 の学生
の 教育 に 大 い に役立 つ て い る 。 手術 日 は 火曜 日
と 金曜 日 の 週 2 日 で あ り 、 最近で は常時週平均
5 、 6 件の 手術 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の症例 を
含む入 院患者症例 に 対 し て は 、 火曜 日 の 手術症
例検討会 な ら び に 金曜 日 の教授 回 診 に お い て 常
に 詳細 な 検討 を 加 え 、 適切 な 診療が行 わ れて い
る か否 か を 確認 し て い る 。 以上 の よ う な 診療体
制 の 向 上 に 伴 う 患者数の増加 に よ り 開 院時16床
で あ っ た 病床 も 現在 で は そ の 2 倍の32床 に ま で
増加 し て い る が、 常 に 高 い稼働率が維持 さ れ て
い る 。 入 院患者の疾患 の 内 訳 を み る と や は り 前
立腺癌 、 腎癌、 勝脱癌 な どの 悪性腫蕩 の 占 め る
割合が高 い 。 特 に 最 近 で は 前立腺癌検診の 普及
も あ り 前立腺癌 の 占 め る 割合が ま す ま す増 加 し
て お り 、 年 間 の新患数 は 50名以上、 前立腺全摘
除術の 施行件数 も 30例以上 と な っ て い る 。 ま た
こ れ ら 悪性腫蕩 に 対す る 手術術式の最近 に お け
る 大 き な 変化は腹腔鏡手術の導入であ り 、 腎癌、
前立腺癌 は も と よ り 平成15年 に勝脱癌 に 対 し て
本邦 で は じ め て 用 手併用 下腹腔鏡手術 を 導入 し
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て 跨脱全摘 除術 に 成功 し た こ と は特記 さ れ る 。
さ ら に小児の腹腔 内 停留精巣手術、 腎嚢胞 に 対
す る 開 窓術、 後腹膜繊維症 に お け る 尿管剥離術
な ど も 腹腔鏡下 に 施行 し て お り 、 そ の 応 用 範 囲
は 今後 も さ ら に 広 が る も の と 考 え ら れ る 。
外来診療 に 関 し て は 2 診制 の一般外来 に加 え 、
男 性 更 年 期 外 来 ・ 性 機 能 外 来 ( 月 曜 日 ) 、 不
妊 ・ 内 分泌外来 (水曜 日 ) 、 神 経 因 性腸脱外来
(木曜 日 ) の 3 つ の 専 門外来 を 設 置 し て 院 内 な
ら びに 院外か ら の 要求に 応 え て い る 。 特 に 男 性
更年期外来 は最 も 新 し く 平成 15年 7 月 に 開 設 し
た も の で あ る 。 男 性 の 更年期 障 害 は 加齢 に 伴 う
一般的現象 と 理解 さ れ こ れ ま で は そ の大部分は
診療 の 対象 に な ら な か っ た が、 最近、 性 に 対す
る 認識 の 変化 と 共 に 診療の現場 に お い て も 疾患
概念 と し て 認知 さ れ る よ う に な っ た 。 当 科 に お
い て も 男 性更年期 障害 を 訴 え 受診す る 患者様が
急増 し つ つ あ り 、 そ の ニ ー ズ に 対応すべ く 専 門
外来 を 開設 し た も の で あ る 。 一方不妊外来 は 当
科で最 も 伝統 あ る 専 門外来 で あ り 現在 に お い て
も 年 間 新患 数 は ほ ぼ100名 を 超 え る 。 精索静脈
癌 は造精機能障害 の 原 因 の ひ と つ で あ る が、 そ
の 手術療法 に 関 し で も 以前 は 内精静脈の 高位結
紫術 を 鼠径部皮膚切 聞 に よ り 行 っ て い た が腹腔
鏡下で行 う よ う に な り 、 現在 で は 顕微鏡下 で 内
精静脈低位結紫術 を 施行す る な ど、 常 に 治療成
績 の 向 上 を 目 指 し て い る 。
最後 に 腎移植 に 関 し で も 現在 ま で に 生体腎移
植が15例、 死体腎移植が22例行 わ れ て き た が、
平成 9 年 に 日 本臓器移植 ネ ッ ト ワ ー ク が確立 さ
れ た こ と も あ り 今後 そ の 件数が増加す る こ と が
見込 ま れ る 。 さ ら に脳死下臓器提供施設 と し て 、
院 肉体制整備 に も 努め て き た 。 こ れか ら も 教室
員 一 同 、 一致団結 し 、 地域の 中核的存在 と し て
地域医療 の 向 上 に 貢献 し つ つ 大学 附属 病 院 あ る
い は特定機能病 院 に相応 し い 高 度 の レ ベ ル の 診
療 を 実践 で き る よ う さ ら に 努力 を 重 ね る 所存 で
あ る 。 (水野 一郎記)
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麻 酔 科
昭和541f 1 0 月 の 附属 病 院 開 院時、 伊藤祐輔前
教授 の も と 、 富 山 県 に お け る 麻酔 ・ 集 中 治療 ・
ベ イ ン ク リ ニ ッ ク の 医療 レ ベ ル 向 上 を 目 指 し て
ス タ ー ト し た 麻酔科 で あ っ た が、 そ の 精神 は 現
在 も 山 崎光章教授 (診療科長) 以下 の ス タ ッ フ
に 引 き 継が れ て い る 。 子術部 副 部長 の 岳 山 登助
教授、 集 中 治療 部 副 部 長 の 渋谷伸 子 講 師 、 救急
部 副 部 長 の 若杉雅浩講 師 な ど、 当 科 を 基盤 と し
て 院 内 の 中枢で活躍す る 麻酔科医 も 多 い 。 ま た
本学第一期 生 の 山 崎教授、 第 三 期 生 の 債 回 助 教
授 を は じ め 、 本学 同 窓生 の l'î め る 割合が高 い の
も 当 科 ス タ ッ フ の特徴であ る 。
1 . 手術麻酔
手 術 室 の 内 科 医 と し て 、 第 一 に 「 安 全 な 麻
酔」 、 第 て に 「患者 に と っ て 快適 な 麻酔j 、 第 三
に 「手術が行 い や す い 環境 を 作 る こ と 」 を 心が
け 、 年 間 2 ， 500例 前 後 の 麻酔 管 理 症 例 を こ な し
て き た 。 麻酔 を 「受 け る ノ 受 け な い ] の 判 断 は 、
周術期 の risk/benefit を 考慮 し た 上 で 社 会 的 要
因 も 含 め 総 合 的 に 決定 し て い る 。 不徹底 な 麻酔
依 頼 に は 毅 然 と し た 態 度 で 臨 む が、 high risk 
と い う 理 由 だ け で い た ず ら に 麻酔 を キ ャ ン セ ル
す る こ と は な い 。
臨 床 医 学 は Science で あ る 前 に 「 社 会 学」 で
あ る と と ら え 、 同 術期 に お け る 司 令塔 と し て 臨
ん で い る υ
2 . 麻酔科研修
麻酔科学 は 呼吸 ・ 循環管理学 で あ る か ら 、 気
管挿管 な どの 気道確保 ・ 動静脈 ラ イ ン 確保 の 技
術 を 宵 得 す る の に 麻酔科研修 は 最 適 で あ る 。 当
科 で は 、 こ れ ま で に 約 150名 の 他 科 医 師 ・ 研 修
医 に 対 し 麻酔科研修 を 施 し て 来 た 。 多 く の 医 師
に 全 身 管理法 を 教授す る こ と を 通 じ て 、 附 属 病
院 に お け る 医療 の 質 の 向 上 に 広 く 寄 与 し て 来 た
と 自 負 し て い る 。 研修修了 時 に は 修 了 証 を 発行
し て 、 麻酔科標務医取得 の 際 に 役 立 つ よ う 便宜
を は か つ て い る 。
3 . 学生教育
医 学生 に 対す る 教育 、 特 に 臨床実習 ( ク リ ニ
カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ) は 最 も 重 要 な 責務 の ー っ
と 位置 づ け 、 開 院以来 man t o  man に よ る 徹底
し た 個 別 指導 を 行 っ て 来 た 。 当 科 で は 「 臨床麻
酔 の 手 引 き J I薬 の 本j 等 の 小 冊 子 を 独 自 に 編
纂 ・ 発行 し て 学生 ・ 研修医 に 無料で配布 し て い
る 。 「 臨 床 麻酔 の 手 引 き J は 今年 で 第 8 版 を 重
ね た (B 5 判 カ ラ ー 24ペ ー ジ ) 。
4 . 救急救命 J:教育
昭和58年、 当 科が中 心 と な っ て 、 医 師 ・ 看護
師 ・ 救急隊員 の 三 者合同研究 会 で あ る 「富 山救
急 医療研究会」 を 発足 さ せ、 富 山 県 に お け る 救
急 医療活動 の 啓 蒙 と 発展 に 努 め た 。 当 時 、 富 山
県 に は 医 師 と 救急 隊 の 実 質 的 な 連携 が な く 、 救
急 隊 に よ る 心肺蘇生法 も 不十分な も の で あ っ た 。
同 研 究 会 の 活動 は 、 現在 の 富 山 県 に お け る 救急
救命士 育 成 お よ び メ デ イ カ ル コ ン ト ロ ー ル体制
雄 、工 の 基礎 と な っ た 。 ま た 平 成 1 6 年 か ら は 附属
病 院手術部 に お い て 、 救急救命士 に 対す る 気管
挿 管 研 修 を 行 っ て お り 、 富 山 県 に お け る pr・e­
hospital care の 充実 に 貢献 し て い る 。
5 . ベ イ ン ク リ ニ ッ ク
か つ て の 丙 洋 医 学 は Cure に こ だ わ り 、 ィー 治
の 病 を 医 学 の 敗北 と み な し た 。 し か し 高 度 に 複
合化 さ れ た 現代 医 療 に お い て は 、 Cure よ り も
む し ろ Care & Control に 重 き を お く べ き で あ
ろ う 。 Pain control の最前線で あ る ベ イ ン ク リ
ニ ッ ク は 麻酔科 医 の 主要 な 業務 の 一 つ で あ る 。
故 久 世照五助教授 ( 当 時) に よ っ て 開 発 さ れ た
ボ ツ リ ヌ ス ト キ シ ン 注射療法 は 、 今 日 で は 眼険
盛挙治療 の ス タ ン ダ ー ド と な っ た 。 ま た 麻酔科
独 自 の 外科 的 治療 と し て 、 岳 山 登助教授 ら が 中
心 と な り 、 癒着性 く も 膜 炎 に 対 す る エ ピ ド ラ ス
コ ピ ー 療法 を 積極 的 に 施行 し 効 果 を 上 げて い る 0
6 . 社 会 的 活動
On/off が 明 確 な 麻酔 科 業 務 の 利 を 牛 か し て 、
当 科 の 医 師 は 多 彩 な 趣 味 を 持つ 。 麿 田 弘毅助 教
授 ・ 畠 山 登助教授 ・ 佐 々 木利佳助手 ・ 寺 田 美緒
子大学院牛ゐ ら は 「杉谷 の 森合奏団J を 組織 し て
病 院 コ ン サ ー ト 等 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 定期 的
に 行 っ て い る 。 同 合奏 団 は 平 成 1 5年 度 に 附属 病
院長か ら 感 謝状 を 授与 さ れ た 。 ( )責 田 弘毅)
歯科口腔外科
歯科 口 腔外科 は 、 昭和 54年 4 月 の 富 山 医科薬
科大学附属 病 院 の 設置 に と も な い 、 15診療科の
ーっ と し て 開 設 さ れ た 。 初代教授、 診療科長 と
し て 、 東京医科歯科大学 よ り 戸塚盛雄が着任 し
た 。 開 院 当 初 の ス タ ッ フ は 、 診療科長以下、 山
本康 一 講 師 (翌 昭 和55年 に 助 教授 に 昇 進) 、 渡
辺 裕助手、 森川 正俊歯科技工士、 前 田清美歯
科 衛 生 士 、 相 沢 貴 美 子 文 部 事 務 官 の 計 6 名 で
あ っ た 。 当 初 、 外来治療用 ユ ニ ッ ト は 3 台、 西
2 階病棟 に病床数 4 床 で診療が開 始 さ れ た 。 ま
た 、 開 院 当 初 は 正規の研究室 は な く 、 病 院 1 階
(輸血部) に 仮 設 の 医 局 が設 け ら れ、 そ の 後、
医学部研究棟 1 階 に研究室、 医局が配置 さ れた 。
昭和57年 7 月 、 戸塚の岩手医科大学歯学部へ
の 転 出 に と も な い 、 昭和58年 1 月 に 古 田 勲が
札幌医科大学 口 腔外科学講座 よ り 、 二代 目 教授
診療科長 と し て着任 し た 。 ま た 、 同 年 4 月 に は、
早津良和が講師 と し て 赴任 し た 。 こ れ に よ り 教
授、 助教授、 講師以下助手 2 名 、 医員 4 名 と な
り ス タ ッ フ が強化 さ れ た 。
富 山 県 を は じ め 北陸三 県 に は 、 歯科大学がな
く 、 本県 に お い て は 口 腔外科 を 標梼す る 専 門機
関 は皆無であ っ た 。 そ の た め 、 顎顔面領域 の 炎
症、 外傷、 腫湯、 顎変形症、 奇形 と い っ た 口 腔
外科疾患の紹介患者が年 々 増加 し て き た 。 こ れ
に と も な い 、 外来治療用 ユ ニ ッ ト は 当 初 の 3 台
か ら 5 台 に 増 設 さ れ た 。 ま た 、 昭和58年1 1 月 に
は病床数 も 10床 に増床 さ れ、 日 本 口 腔外科学会
認定研修機 関 に指定 さ れ る に 至 っ た 。
現在 は歯科口 腔外科外来 内特殊診療室 に 治療
用 ユ ニ ッ ト 1 台が増 設 さ れ る と と も に 、 全身管
理下 での外来 日腔外科手術が可能 と な っ て い る O
病棟は西 2 階で、 放射線科 な ら びに脳神経外科
と の 混合病棟 に 13床 を 有 し て い る 。 平成18年 4
月 か ら は外来 医 長 を 和 田 、 病棟医長 を 野 口 がそ
れぞれ担 当 し 、 古 田 が全診療 を 総括 し て い る 。
(社) 日 本 口 腔外科学会認定専 門 医 ・ 指導 医 は
3 名 (古 田 、 野 口 、 和 田 ) で、 指導 に あ た っ て
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い る 。 ま た 、 今村 は救急医学講座 と の 併任助手
と し て 、 歯科救急 医療 を 担 当 し て い る 。
診療 内 容 は 歯科口腔外科全般 に 亘 っ て い る が、
特 に 顎顔面 イ ン プ ラ ン ト に 関 し て は 、 全国 的 に
も 早期 か ら 臨床 に 取 り 入 れて き た 。 昭和60年 に
は ア パ セ ラ ム ワ ン ピ ー ス イ ン プ ラ ン ト の 臨床治
験 を 東京 医科歯科大学 と の 共 同 で 開始。 平成 6
年 か ら は 、 顎骨 と の osteo-integration が得 ら れ
る AQB イ ン プ ラ ン ト を 導入 し 、 臨床応用 し て
い る 。 現在 で は 、 一般開業歯科 と の 連携か ら 年
間 約 30例、 75本の イ ン プ ラ ン ト 難症例 の 治療 を
行 っ て い る 。
口 腔腫蕩 に 関 し て は 、 口 腔 の 機能温存 の 目 的
か ら 、 お の お の の 症 例 の 進 行 度 と 悪 性 度 に 見
合 っ た 治療 を 適用 し て い る 。 進行 ・ 進展癌 に お
い て も 、 悪性度 の低い症例 に 対 し て は 、 放射線
科 と の 共 同 治療 に よ る 動注 ・ 化学放射線療法 に
よ り 、 手術 回 避 の 器官温存療法 を 行 い 良好 な 成
績 を 得 て い る 。 や む な く 拡大切 除が行 わ れ た 症
例 に 対 し て は 、 顎骨再建 ま た は骨造成 を 行 っ た
後 に イ ン プ ラ ン ト 治療 に よ る 口 腔機能 の 再建 を
行 っ て い る 。 今後、 当 院放射線部 に マ イ ク ロ セ
レ ク ト ロ ン が導入 さ れ る 予 定 と な っ て お り 、 さ
ら に 治療 の 選択肢が増 え る と 期待 さ れ る 。
口 唇 口 蓋裂 に つ い て は 、 出 生 か ら 最終治療 ま
で 、 小児科、 耳鼻咽喉科、 矯正歯科 な どの 関 連
各科 と の 連携 の 下 、 一貫治療 を 行 っ て い る 。 特
に 口 蓋裂治療 に 関 し て は 、 顎発育 を 考慮 し た術
式 の 改 良 を 行 い 、 顎発育 ばか り で は な く 良好 な
言語成績 を 得 て い る 。
院 内 サ ー ビ ス と し て 、 急性期 医療施設 に お け
る 口 腔 ケ ア ー の 充実 を 目 的 と し て 、 口 腔 ケ ア ー
チ ー ム に よ る 講習 会 を 開催 し 好評 を 得 て い る 。
平成16年度、 17年度の診療実績 は お の お の 、
新来外来患者数 : 1 ，  398名 、 1 ， 602名 、 延外来患
者 数 1 万935 名 、 1 万 1 ， 610名 、 新 入 院 患 者
数 : 227 名 、 221 名 、 延 入 院 患 者 数 : 3 ， 589名 、
3 ， 453名 で あ る 。 中 央手術室 に お け る 全 身 麻 酔
を 中 心 と し た 手術件数 は 年 々 増加傾 向 に あ り 、
平成16年度 は131件、 平成17年度は152件で あ っ た 。
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和漢診療科
昭和 54年 8 月 に 富 山 医科薬科大学 附 属 病 院 に
和 漢診療室 が 院 内 処置 と し て 設置 さ れ 、 同 年 1 0
月 、 当 時 国 立大学で最初 の 和 漢診療外来 が 開 設
さ れ た 。 そ の 後 、 昭和 58年 4 月 に 和 漢診療 部 に
名 称 変 更 し 、 昭 和 60年 5 月 、 当 時 の 文 部 省 に
よ っ て 附属 病 院 中 央診療施設 と し て 認可 さ れ、
さ ら に 平成 5 年 4 月 に 医学 部 に 和 漢診療学講座
が設置 さ れ た 。 平成16年 に 和 漢診療部 か ら 和 漢
診療科 と し て 名 称 を 変 え 現在 に 至 っ て い る 。
当 科 の 最 大 の 特 色 は 、 「 東 西 医 学 の 融 合」 と
い う 本 学 の 建 学 の 理念 に 基づ き 、 現代医学 と 漢
方 医学 を 同 時 に 臨床 で 実践 し て い る 点 で あ る 。
特 に 入 院診療 で生薬 を 用 い た 本格 的 な 漢方治療
を 保険診療 で 行 え る 大学 附属 病 院 は わ が |玉l で は
唯 今 と 思 わ れ る 。 各専 門 診療科 と の 連携 を は か
り な が ら 本格 的 な 漢 万治療 を 行 う と い う 理想 的
な 形で 東 西 両 医 学 を 融合 し た 診療 を 30年 間 の 永
き に わ た っ て 実践 し て い る 。 そ の 実績 か ら 富 山
県 や 北 陸地 方 の み な ら ず全 国 か ら 手11漢診療 を 求
め て 忠者 が 来 院 し て い る 。
和 漢診療 を 求 め て 来 院す る 患者 は 主 に 、 治療
法 の 確 な し て い な い 疾患あ る い は 現代 医 学 的 治
療効果が十分で な い 疾忠、 現代 医 学 的 治療 の 副
作 用 や 多臓器病変 な ど で治療が困 難 な 疾患 な ど
で あ る 。 し た が っ て 、 幅広 い 年齢層 の 患 若が受
診 し 、 神 経疾患、 白 己免疫疾患、 呼吸器疾患、
消化器疾患、 腎疾忠、 内 分泌 ・ 代 謝性疾患、 ア
レ ル ギ ー 疾患 、 皮 膚 科疾患、 整形外科疾患 、 婦
人科疾患 な ど様々 な 領域の疾患 を 対 象 と し て い
る の が特徴 で あ る 。
特 に 、 慢性腎不全、 慢性肝炎、 脳 血管 障 害 の
予 防 な ら び に 脳 血管↑生痴呆、 糖尿病性合併症、
関 節 リ ウ マ チ な ど の 白 己免疫疾患、 ア レ ル ギ ー
疾患 に つ い て は 臨床研究 の 観 点 か ら も 重要 な 対
象疾患 と し て き た 。 そ の研究成 果与 の 代 表的 な も
の と し て 脳 血 管 障 害 に 対 す る 桂校夜 苓 丸 や 鈎 藤
散 の 微小循環改善作用 ・ 血液 レ オ ロ ジ 一 同 子 改
善作用 、 プ ラ セ ボ を 対象 と し た て竜盲検試験に
よ る 脳血管性痴呆 に 対 す る 釣 藤 散 の 有 用 性 な ど
に つ い て 報告 し て き た 。 最 近 で は 、 関 節 リ ウ マ
チ を 対 象 に 血管 障 害 に 対す る 桂枝夜 苓 丸 の 効 果
や プ ロ テ オ ー ム 解 析 に よ る 漢 方 医 学 的 病態
(証) の 客観化 に 取 り 組 ん で い る 。
診療 ス タ ッ フ は 、 医学部和 漢診療学講座 及 び
和 漢薬研究所漢方診断学 部 門 か ら の 教授 1 人、
客 員 教授 1 人、 助 教授 1 人、 客 員 助 教授 2 人、
講 師 1 人 、 助手 2 人、 |矢 員 3 人、 大学院生 1 人、
研 究 生 4 人 で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 診 療 ス
タ ッ フ の 専 門 医 ・ 認定医 の取得状況 は 、 日 本東
洋 医 学 会 指 導 医 6 人、 日 本東 洋 医 学 会専 門 医 13
人 、 H 本 内 科学会認定内科専 門 医 2 人、 日 本 内
科学会認定 内 科 医 4 人、 日 本 リ ウ マ チ 学会専 門
医 1 人、 日 本消化器病学会専 門 医 1 人 、 日 本消
化 器 内 視鏡学会 専 門 医 2 人 、 日 本神 経 内科学 会
専 門 医 1 人 、 日 本救急学会専 門 医 1 人、 日 本外
科学会認定医 1 人 で あ る 。
現在、 外来診療 は 1 日 3 � 4 人 の 診察 医 で、
週 に 延べ18診で診療 に あ た っ て い る 。 遠 方 か ら
受診 さ れ る 場合 も 合め患者の利便性 を 考 え 、 千
成 1 6 年 1 0 月 か ら は 月 、 水、 金曜 日 の 午 後 に も 診
療 を 行 っ て い る 。 外来患者 は 最近 3 年 間 で 1 日
約60 人 か ら 70 人 で あ る 。 ま た 、 木曜 日 に は 外米
で腹部超音波検査、 火曜 日 と 木曜 日 に は 光学医
療診療 部 で 内 視鏡検査 を 行 っ て い る 。 そ の ほ か
に特殊 な 検公 と し て は 、 ビ デ オ 顕微鏡 シ ス テ ム
に よ り 眼球結膜の微小血管 を 観察 し 微小循環障
害 の 診断 を 行 っ て い る 。 漢 方 医 学 的 な 診断 と 治
療 に 屯気温銃器 を 用 い た 鋭 治療 も 行 っ て き た 。
入 院診療 に つ い て は 、 例 主主 1 床、 4 床宗一 1 室、
6 床宗一 1 室 の 1 1 床 を 使用 し て い る 。 最 近 3 年 間
で は 、 1 tl 約 10 人 の 入 院患者数で あ る が、 現代
医 学 的 に 治療 を 急 ぐ必要性があ る 場合 、 食事 ・
運動療法 な ど の 生活背慣の 指導が必要 な 場合、
外来診療 だ け で は現代医学的病態 と そ の 評価 が
確 定 さ れ な い場合や治療効果が 十 分 に あ が っ て
い な い 場合 を 主 な 入 院 適応 と 考 え て い る 。
高 齢化社 会 を 迎 え 複数の臓器の病態が錯綜す
る 患者が増 え 、 疾病構造 は さ ら に 複雑化す る も
の と 思 わ れ る 。 こ の よ う な 時代 の ニ ー ズ に 応 え
る こ と が主主 要 で あ り 、 そ の 意 味で わ れ わ れ和 漢




検査部 の 基本構想 は 、 昭和52年 に 設置 さ れた
検査部準備委員 会 で構築 さ れ、 昭和54年 10月 の
開 院 に 向 け 、 診療上不可欠 な 機器 の 導入 と 優秀
な 人材 の確保が な さ れた 。
そ の 後、 検査業務 は上昇の一途 を た ど り 、 平
成16年 度 の 検査件 数 は 、 約208万 件 と な り 、 昭
和57年 の 定員 充足 時 に 比 し 約 1 . 5培 と 大 幅 に 増
加 し た 。 検査項 目 に つ い て も 、 腫蕩マ ー カ ー ­
ホ ル モ ン 項 目 の常時実施、 検査時 間 の短縮、 電
子 カ ル テ 化 に よ る 心電 図検査のペ ー パ ー レ ス 化、
外来 ・ 病棟 に 配置 し て あ る 心電計の デー タ 収集
や ホ ル タ 一 心電図検査の病棟出 張 な ど、 よ り 診
療 に 密着 し た 内容 と な っ て い る 。
平成10年度 に は コ ン ピ ュ ー タ 2000年 問 題が課
題 と な っ た が、 万全な準備 に よ り 何 の 問 題 も 生
じ る こ と は な か っ た 。 平成11年度 に は 総合血液
検査 シ ス テ ム の 導入 に よ り 血液一般検査業務の
迅速化、 省 力 化 及 び血液像の フ ァ イ リ ン グ化 を
図 っ た 。 外注検査業 務 に つ い て も 、 従 来 EIA
検査項 目 は 検査部、 RIA 検査項 目 は 放射線部
が窓 口 と な っ て い た も の を 平成12年 度 に 検査部
で一元管理す る こ と と な り 効率化 を 図 っ た 。 平
成13年 度 に は尿一般検査 を 検査部で実施す る こ
と に よ り 医 師 の 負 担軽減及 び報告の 迅速化がな
さ れ た 。 平成16年 1 月 に 電子 カ ル テ シ ス テ ム が
導入 さ れ た こ と に よ り 、 検査部 門 シ ス テ ム は 集
中 型 か ら サ ー バ ク ラ イ ア ン ト 型 に 変更 さ れ た 。
こ の こ と に よ っ て 生理及 び細菌検査部 門 の 充実、
統計機能の 充実、 時 間 外緊急検査 を 含 む 日 常検
査機能 の 向上が図 ら れ た 。 平成17年 度 に は 総合
検査管理 シ ス テ ム が概算 で認め ら れ、 外注検査
項 目 の 大 幅 な 取 り 込み と 自 動分析機更新 に よ る
迅速で、正確 な デー タ 報告、 患者 ア メ ニ テ ィ の 向
上や検体取 り 違 え の 防止 な ど医療事故防止 に 配
慮 し た シ ス テ ム の 導入 を 図 る と と も に 超音波検
査業務 に つ い て も 一括管理可能 な 準備 を 進 め て
い る 。 時 間外緊急検査は平成11年 9 月 か ら 時 間
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延長、 平成12年 4 月 か ら 宿 日 直業務 を 開 始、 12
月 か ら 感染症検査項 目 を 追加 し た 。 更 に 平成13
年 5 月 か ら 血液型検査 ・ 交差適合試験 を 開始 し 、
平成16年12月 か ら は製剤 管理業務 も 24時 間 実施
す る と と も に 、 21 時 ま で の 輸血 関 連業務延長 に
参画 し て い る 。
検査部の 人員 は 開 院時 に 13名 で ス タ ー ト し た
が、 現ス タ ッ フ は 29名 で あ る 。 こ の 問 、 平成10
年 4 月 に 検査技師長は松田正毅か ら 大 門 良男 と
な っ た 。 松田正毅は平成11年秋 に 勲 6 等単光旭
日 章 を 授与 さ れ た 。 平成12年 9 月 に は検査部長
は桜川信男 か ら 北 島勲 と な っ た 。 着任後の業績
に は 顕著 な も の が あ り 、 臨床検査精度管理奨励
賞 (野 手) 、 臨 床 検 査 自 動 化 学 会 優 秀 論 文 賞
(谷) 、 科学研究費 の取得 を は じ め 、 大学 問 人事
交流 も 積極 的 に推進 し 、 平成15年度 に 角 田技師
が金沢大学へ、 金沢大学か ら 中 嶋技師が着任 し
1 年 間 人事交流 を 行 っ た 。 平成16年 度 に は 医学
教育等関係業務功労者表彰 を 内藤静江が受賞 し
た 。
業務 に お い て は 検体早朝 収集 に よ る TAT の
短縮 と 診療前検査の実施、 遺伝子検査業務 の 充
実、 NST 及 び治験業務 な ど チ ー ム 医 療 へ の 参
画、 救急部及 び ICU に 設置 さ れ て い る 血 液 ガ
ス 分析装 置 の メ ン テ ナ ン ス の 実施、 検査相談室
の 設置 な ど多彩 で あ る 。
教育 ・ 研究面 に お い て も 、 部内勉強会 は も と
よ り 、 医学部学生等 の教育、 公開講座 の 実施、
日 本臨床検査技師 会 中 部地 区全国委員 や 富 山 県
臨床衛生検査技師会学術部長や研究班班長 を 輩
出 す る な ど 地 域 の 中 核 的 な 役割 を 果 た し て い
る 。
以上、 検査部 の 沿革 に つ い て述べて き た が、 検
査部の役割 は重大で、 あ る 。
近 年 の 臨床検査 を 取 り 巻 く 環境 は 厳 し い も の
があ る と と も に 変革 も 目 覚 し い 。
こ の よ う な な か を 生 き 抜い て い く た め に は 、
病 院 の 一 員 と し て の 意識 と 絶 え 間 の 無 い 努力 と
熱意が必要で あ る 。
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手 術 部
昭和 54年 1 0 月 1 日 、 附属病 院 の 開 院 と と も に
開 設 さ れ た 子術 部 は 手術室 9 ?Ë ( う ち 2 室 は ク
ラ ス 100 の バ イ オ ク リ ー ン ル ー ム 、 3 室 は 天 井
懸垂型手術顕微鏡 を 備 え る ) 、 独 立 し た 洗 浄 ・
滅菌 装 置 を 持つ材料室、 お よ び子術 中 の 迅速 な
検体検査 を 可 能 と す る 機器 を 備 え た 測 定室 を 有
し 、 当 時 と し て は 他 に 誇れ る 機能 ・ 設備 を 有 し
て い た 。 さ ら に 、 高 エ ネ ル ギ ー 治療 棟 に も 術 中
照射 を 可能 と す る 手術主主 1 窒 を 有 し て い る 。 こ
れ ら の 設 備 を 駆 使 し て 、 年 間 お よ そ 3 ， 000例 の
手術 を 行 っ て い る 。 手術部長 は 初 代部長で あ っ
た 伊藤祐輔か ら 平成12年 に 遠藤俊郎 を 経 て 平 成
1 5年 9 月 よ り 山 崎光章が務 め て い る 。 開 設 当 初
よ り 、 手術 に お い て 医 師 、 患者双方 に と っ て 安
全で快適 な 環境 を 提供す る と い う 庁針 で手術部
ス タ ッ フ が A 丸 と な っ て サ ー ビ ス を 提供 し て い
る 。
助教授 ( 副 部 長 ) は H前日 58年 よ り 佐 藤根敏彦
が務 め て き た が、 平成16年 9 月 よ り 品 LLJ 登 に 交
代 し て い る 。 看護師長 は平成 6 年 か ら 長谷川薫、
同 9 年 よ り 境美代 f、 10年 よ り 佐竹純子 を 経 て 、
13年 よ り 亀 谷 由 美が務め て い る 。 看 護 ス タ ッ フ
は 、 効 率 良 く 多 数 の 手術 に 対応 す る た め 、 手術
器械 の セ ッ ト 化、 子術看護子順の整備、 手術材
料 の 在庫管理の 効率化、 清掃業務 の 外注 な ど を
実現 さ せ て い る 。
現在 の 手術部業務 は 、 コ メ デ イ カ ル の ス タ ッ
フ に も 大 き く 支 え ら れ て い る 。 彼 ら の 貢 献 な し
に は 円 滑 な 業務遂行 は 成 り 立 た な い 。 手術部 に
お い て は 、 臨床検夜、 手術部 内 の 環境維持、 手
洗装 置 ・ 滅 菌 装 置 の 管 理 な ど を 行 っ て い る 臨床
検査技師 の rJ l 丸勝 人 、 麻酔器、 モ ニ タ ー 機器、
人 工 心 肺 、 手術機器、 部 内 LAN、 部 内 ビ デ オ
シ ス テ ム の 整備 点検 を 行 っ て い る 臨床工学技 上
の 高 道 昭 一 、 嶋 |吋 健志 (2005年 2 月 よ り 医療 機
器管理セ ン タ ー に 再 配 置 ) 、 お よ び千 術 中 の X
線透視 ・ 造影 . �最影 な ど を 行 っ て い る 診療放射
線技師 の 奥 野政一 (2005年 9 月 よ り 放射線部 に
再配置) を は じ め 、 技官の 原 田 清志 、 技能補佐
員 の 粛藤美恵子、 そ し て 受付 ・ 事務 を 担 当 し て
い る 上銘文絵 ら に よ っ て 業務が支 え ら れ て き た 。
こ の 10年 間 、 手術の 内 容 は 大 き く 変 わ っ た 。
一 つ は 、 内視鏡 な ど を 活用 し た低侵襲 な 手術 の
増 加 で あ る 。 こ れ ら の術式 に 対応 すべ く 、 各手
術室 に お け る 内視鏡の使用 を 可 能 に す る ビ デ オ
シ ス テ ム の 整備 を 行 っ た 。 さ ら に 、 拍動下 で の
冠 動 脈バ イ パ ス 術 (OPCAB) や 生体 肝 移 植 な
ど の 新 し い術式への対比、 も 行 っ た 。 ま た 、 老朽
化 し た 麻酔器 の 更新 を 平成 1 1 年 に 行 い 、 麻酔記
録 も 自 動 で子術部 内 の サ ー バ ー に 作成 さ れ る シ
ス テ ム を +葺築 し て い る 。
平成16年 4 月 に 国 立大学が独 立 法 人 化 さ れ、
手術部 も 収支改善、 安全性 の 向 上 を 求 め ら れ て
い る 。 こ れ ま で は 、 洗浄 ・ 滅菌業務、 検査業務
な どすべて 、 手術部 内 で、独立 し て 行 え る よ う な
シ ス テ ム を 構築 、 運営 し て き た が、 今後 は 病 院
全体の 効率化 と い う こ と を 視野 に 入 れ て 、 こ れ
ら の 部 門 の 統合 や外部委託化が必要 に な る と 思
わ れ る 。 手術部 に お い て も 、 病 院全体で の 導 入
に 併 せ て 平 成 1 7 年 1 2 月 よ り SPD を 中 心 と し た
物流 シ ス テ ム を 稼働 さ せ る 予 定 で あ る 。 こ れ に
よ り 、 手術材料 の 部 内 在庫 を 減 ら す こ と がで き
る と と も に 、 従来在庫 管理や器材準備 に 使 っ て
い た 時 間 を 短縮 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 ス ペ
ー ス と 時 間 の 余裕が生 ま れ、 手術件数増 加 、 患
者 サ ー ビ ス の 向 上へ振 り 向 け ら れ る も の と 期待
さ れ る 。
今後 の 手術部 の あ り か た と し て 、 日 帰 り 手術
へ の 対応 を 可 能 と す る 回 復室機能 を 合 わ せ持つ
よ う な 子術 宇長 の 設置、 あ る い は CT 、 MRI を 手
術 室 内 に 設置 す る こ と で、 手術 中 、 あ る い は 手
術 直 後 に 子術部位の状態 や 出 血 の 有 無 を 確認で
き る よ う な 高 機能 手術室 の 設 置 な どが あ げ ら れ
る 。 医 師 、 看 護 師 の 慢性 的 な 不足状態 に 加 え 、
子術件数の 増 加 、 と く に 長 時 間 手術件数の増 加
に 伴 い 、 さ ま ざ ま な ス ト レ ス がか か る 部 門 で は
あ る が、 忘年 会 を は じ め と す る 年 間 行 事 な ど を
通 し て 、 院 内 各診療科 ・ 診療 部 門 、 ま た 手術部
内 ス タ ッ フ 聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 良 好 に
保 っ て い き た い と 思 う 。 今後 と も 各位 の 相 変 わ
ら ぬ御 指 導 、 御支援 を 頂 き た く お 願 い 中 し 上 げ
る 次第 で あ る 。
放 射 線 部
1 ) 診療体制 の 変選 と 現状
放射線部 は 放射線診療 の効率的 ・ 合理的 な 運
営 を 目 的 と し た 中 央診療施設の ひ と つ と し て 設
立 さ れ、 放射線科の 全面的 な協力 を 得 て 運営 さ
れて い る 。 こ こ 10数年来、 画像診断、 核 医学診
療、 放射線治療 は 大 き な 進歩 と 変化があ り 、 最
近 で は血管内手術や 画像支援治療の イ ン タ ー ベ
ン シ ョ ナ ル ラ ジ オ ロ ジ ー (IVR) の 発達、 病気
の 本質 を 診断 し そ の 原 因 に 迫 る こ と がで き る と
期 待 さ れ て い る 陽 電 子 断 層 撮 影 装 置 (PET)
な どが開発 さ れて お り 、 放射線部 は こ れ ら の 高
度 な 先端技術の凝集、 集積 さ れ た 場所 と な っ て
い る 。 ま た 、 こ れ ら の 装置 を 使用 し 放射線科 を
は じ め 、 各診療科 に 対応 し て 多 様 な 検査や治療
の要求に応 え る 。 昭和54年10月 の 診療 開 始以来、
コ ン ピ ュ ー タ ・ テ ク ノ ロ ジ ー の 画期 的 な 進歩 に
よ る 技術革新 に 伴 い 、 最先端 の 画像診断 ・ 治療
技術 の 実践、 さ ら に 多 様化す る 患者要求 に 対応
し 、 高度先進医療 に 取 り 組む大学病 院 の 中 診部
門 と し て 、 必要かつ 十分 な サ ー ビ ス を 提供 し て
き て い る 。
放射線診断部門 は 、 現在、 多列検出 器 を 有す
る 最先端の エ ッ ク ス 線 コ ン ピ ュ ー タ 断層撮影装
置 (CT) 2 台、 磁 気 共 鳴 装 置 (MR) 2 台、
血管造影装置 3 台、 エ ッ ク ス 線透視装置 3 台、
CR 撮影装置 6 台、 骨 塩 定 量 装 置 1 台 の ほ か、
乳房撮影装置、 一般撮影装 置 な ど を 配備 し て お
り 、 核医学部 門 で は 、 ガ ン マ ー カ メ ラ が 3 台、
PET 装 置 1 台 が設置 さ れ 病 態 診 断 に 威 力 を 発
揮 し て い る 。 治療部 門 に お い て は 、 最適化 さ れ
た 治療計画 を 行 う 治療計画専用 の CT 装 置 が 1
台設置 さ れて お り 、 治療 に は リ ニ ア ッ ク 装置 を
使用 し て い る 。 こ れ ら の 中 で特筆すべ き 二つ の
こ と が挙 げ ら れ る 。 そ の 一つ は 、 形態 を 見 る 画
像診断 と は 原 理 的 に 異 な り 、 「腫蕩 の 機 能 を 見
る 」 つ ま り 機能画像診断 と し て 非常 に 有用性が
高 い PET 装 置 の 稼動 で あ る 。 も う 一 つ は 画 像
の デ ジ タ ル 化 で あ る 。 放射線部で取 り 扱 う 画像
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は 、 一部 を 除 き 全て デ ジ タ ル画像で あ る 。 一般
撮影、 CT、 MR を は じ め 血 管 造 影 や 、 乳 房 の
特殊撮影 に お い て も デ ジ タ ル 化 で あ る 。 画像の
デ ジ タ ル化 に 伴 い 、 電子 カ ル テ へ の 画像及 び レ
ポ ー ト 配信 を 実施 し 、 画像情報管理 シ ス テ ム を
構 築 し て い る 。 ま た 、 CT、 MR の 読 影 レ ポ ー
ト を 電子 カ ル テ シ ス テ ム か ら 参照可能 と し 、 活
用 し て い る 。 こ の よ う に 、 放射線部 で の 診療体
制 は 充実 し て き て い る が、 問 題点 と し て は 、 老
朽化の著 し い 放射線機器の 更新 を 含め た 放射線
機器の 安全、 コ ス ト 管理等 の 業務 に 加 え て 、 患
者 サ ー ビ ス 向 上が急務 と な っ て い る 。
2 ) 沿革等 に つ い て
放射線部 は 中 央診療施設 の ひ と つ と し て 昭和
54年 10月 に 病 院開設時 に柿下部長 の 下 、 技師 8
名 で 開 始 さ れ た 。 現在 は瀬戸部長 の 下 に 渡遺副
部長 と 小 川 助 手 及 び診療放射線技師22名 (女性
4 名 ) ・ 事務系 臨時職員 l 名 と 多 人数 に な っ て
い る 。 放射線部 内 の廊 下 及 び患者待合 に絵画や
書道 な どが掲 げ ら れて お り 、 と く に核医学部門
は留 学生が持参 し た 中 国絵画 と 書道 で小美術館
の模様 を 呈 し て お り 、 検査待 ち の 患者様の不安
感 を な ご ま せ る 場 と な っ て い る 。
一方、 開 院 当 初 は放射線部が取 り 扱 う 情報 ・
画像 は ア ナ ロ グが主流 で あ っ た が、 こ の 30年 間
で大 き く 様変 わ り し 、 特 に 患者基本情報、 放射
線情報お よ び会計情報 ま で を 連携 し 、 さ ら に 各
種検査装置 の デ ジ タ ル画像 を 電子 カ ル テ へ配信
す る な ど逐次進歩 し て い る 。 こ れ ら の経過で、
放射線情報 シ ス テ ム の構築 と 撮影装置 の 連携 に
よ る 照射条件の 自 動取 り 込み の 開発 な ど行 い 、
ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル の 世界への移行 に 必要 な
要件 に 取 り 組 ん で き た 30年 間 と も 言 え る 。
今 後 は 、 高 度 ・ 安 全 ・ 安 心 な 医 療 提 供 に 携
わ っ て い け る よ う に 、 ま た 、 各種画像の デ ジ タ
ル化 を 担 当 す る 部 門 と し て 、 よ り 良 い 診療、 患
者 サ ー ビ ス 向 上 に 貢献で き る よ う 放射線部職員
一 同 取 り 組 ん で い る 。
( 中 村 衛)
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材 料 部
材料部 は 、 医療現場へ確実 に 安全 な 医材 を 提
供す る 目 的 で 、 器材 の 洗浄 ・ 消毒 ・ 点検 ・ 組 み
立 て ・ 滅菌 業務 と 滅菌器材 の 保 管 ・ 供給 を 行 っ
て い る 。 (平 成 1 7 年 1 2 月 ま で は 、 デ ィ ス ポ ー ザ
ブ ル 製 品 の 医 療 材 料 の 管 理 と 供 給 も 担 っ て い
た )
昭和 54年 1 0 月 、 病 院 の 開 院 と 同 時 に 業務 を 開
始 し た 。 昭和60年 デ ィ ス ポ化 の 波 に 乗 り 、 ガ ラ
ス 注射器がデ ィ ス ポ注射器 に 、 平 成 2 年 か ら 銅
製小物の 単包化 を 図 り 、 平 成 4 � 6 年有 窓 ガ ー
ゼ カ ス ト か ら 密 閉性 が 高 い ス テ リ コ ン テ ナ に 変
更 と な っ た 。
平 成 1 1 年 4 月 に 施行 さ れ た 「感染症新法」 に
よ り 、 汚染 さ れ た 医療器材 の 取 り 扱 い に は 、 こ
れ ま で以上 に 注 意 を 払 う 必要が出 て き た 。 特 に
汚染 さ れ た 医療器材 の 取 り 扱 い は 、 感染機 会 に
大 き な 影響 を 及 ぼす こ と が考 え ら れ、 洗 浄 シ ス
テ ム を 大 幅 に 見 直 し た 。 平 成 1 2年 3 月 、 4 層 式
全 自 動洗浄装置 (通称 ト ン ネ ル ウ オ ッ シ ャ ー )
が導入 さ れ、 各 部署 で の 一 次洗浄 を 廃止す る こ
と が可 能 と な り 、 院 内 感染 防止 及 び、各部署 の 看
護業務 の 改 善 を 阿 る こ と がで き た 。 エ ビ デ ン ス
に 基づ い た 環境管理の 見 直 し も 同 時 に 行 い 、 エ
ア シ ャ ワ 一 、 殺菌 灯 ロ ッ カ 一 、 滅菌 室 入 室 時 の
ガ ウ ン テ ク ニ ッ ク 等 を 廃止 し た 。 滅菌 の 質保証
を 図 る た め 、 万 能 ツ ボ、 鎌 子立 て 、 ス テ リ コ ン
テ ナ を 廃止 し 、 滅菌i斉 み の 衛生材'1'4- を 順次採用
し て い っ た 。
平 成 13年 5 月 に EOG 滅菌 に 関 す る 法 律が 改
正 さ れ、 CI 作業主任者の配置、 c1 作 業環境測 定、
③作業環境 の 制 限 な どが義務付 け ら れ た 。 EOG
滅菌器の 更新や 定 員 削 減 の 時期 と も 重 な り 、 検
討 し た 結 果、 平 成 14年 4 月 か ら EOG 滅 菌 を 全
面外注化 し た 。 ま た 、 高圧 蒸気滅菌器 も 3 台 の
う ち 2 台が使用 不 能 と な り 、 高 圧蒸気滅菌物 も
平 成 1 5 年 4 月 か ら 鋼 製小物か ら セ ッ ト 器材へ と
順次外注 に 移 行 し た 。
平 成 1 5 年 5 月 か ら 滅菌器材の 病棟収納 を 開 始
し 、 病棟の業務改善 を 図 る こ と がで き た 。 平成
1 6年 1 月 か ら 、 レ ベ ル カ ー ド に よ る 医療材料の
定 数 配 置 方 式 を 開 始 (208品 目 よ り ) し 、 各 部
署 で の 在庫 量 の 減少 を 岡 る こ と がで き た 。
平 成 1 6年 度 は 、 独法化 と な り 経常改善 を 図 る
た め 、 平 成 1 5 年 度 よ り 進 め て い た 医療材料の標
準化 を さ ら に 推 進 し 経 費 節 減 に 努力 し た 。 平成
1 7 年 1 2 月 1 口 、 SPD の 導 入 と 同 時 に デ ィ ス ポ
医 療 材 料 を す べ て SPD に 移 行 し た (518品
目 ) 。
過去 5 年 間 で材 料部 を 取 り 巻 く 環境が大 き く
変 化 し た 。 今後 も 、 感染 防 止、 リ ス ク マ ネ ー ジ
メ ン ト を 視野 に い れ、 滅菌 の 質 保証 を 凶 っ て い
か な け れ ば な ら な い 。
救 急 部
1 ) 沿革
救急部 は 、 病 院 の 歴 史 の 中 で は比較的新 し い 。
昭和61年 (1986年) 1 月 1 日 に 院 内 措置 と し て
設置 さ れ、 文部省 で の 予算化 を 伴 う 省令での設
置 は 昭和 63年 (1988年) 5 月 25 日 で あ る 。 当 時
は 、 国立大学附属 病 院救急部 は 、 教官定員 1 人
(助教授職) 、 事務 ・ 技官定員 2 人、 看護定員 8
人か ら な る 1 1 1 人 セ ッ ト 」 の 時 代 で あ り 、 全て
の 国 立大学救急部 に お い て 、 関連す る 診療科の
支援 に よ る 限定 的 な 運用 が な さ れて い た 。
そ の 後、 救急医療基本問題検討会報告書等 で、
医療資源の豊富 な 国立大学附属 病 院 の 救命救急
セ ン タ ー構想が提案 さ れ た が、 救急部 の 充実 と
学部講座 の 設 置 の 直接 の 契機 と な っ た の は 医 師
卒後臨床研修制 度の導入であ っ た 。 従 っ て 、 平
成15年 9 月 1 日 の 学部講座 (救急 ・ 災害医学)
設置 に 伴 い 、 講座教授 で あ る 奥寺が救急部長 を
併任 し 、 以 降、 附属病 院救急部 は大幅 な 変 革 を
遂 げつ つ あ る 。
2 ) 地域 に お け る 救急部の役割
大学附属 病 院 は 地域 に お い て教育 ・ 研究 ・ 診
療 を 担 当 す る 唯一の 医療機 関 で あ る 。 こ の こ と
は救急部 に お い て も 同 様 で あ り 、 講座設置以降、
救急部 は 富 山 県 内 の救急医療体制への協力 と 参
加 、 さ ら に 地域の救急 医療計画 の 策 定 プ ロ セ ス
な ど に も 参画 す る こ と と な っ た 。
地域の救急 医療体制への参加 は 、 富 山 県 の 4
医療圏 (富 山 医療圏、 高 岡 医療圏、 新川 医療圏、
砺波医療 圏 ) の う ち 、 大学附属 病 院 の所在地 で
あ る 富 山 医療 圏 で の 二次輪番制への平成 16年 4
月 か ら の 参加 と し て 第一歩 を 踏み 出 し た 。 輪番
制への参加 は 、 病 院全体の職員 の 意識の改革 に
つ な が る と 同 時 に 、 医学生教育 、 医 師卒後臨床
研修 に お い て も 重要 な 役割 を 果 た し て い る 。
ま た 地域 の 災害医療体制 と し て 、 平成15年秋
に は 富 山 医療 圏 メ デ イ カ ル コ ン ト ロ ー ル協議会
と 合 同 で多発傷病者救助 お よ び受 け 入 れ訓 練 を
開 催 し た 。 こ れ を 契機 と し て 災害 医療体制 の構
築 に 取 り 組 み 、 平成17年 度 に は厚生労働省 の 定
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め る 全 国 規模 の 災害 医療支援チ ー ム (Disaster
Medical Assistant Team : DMA T) の 整備事
業 の 指定 を 受 け 、 全国研修 に 参加 し た 。
3 ) 病 院 内 に お け る 救急部の役割
病 院 に お け る 救急外来 (Emergency Room : 
ER) は 、 24時 間 365 日 国民の健康危機で あ る 急
病や社会の健康危機で あ る 災害等 と の接点 で あ
り 重要 な 役割 を も っ 。 平 日 昼間 は 、 各専 門 診療
科が外来診療 を 行 う た め 、 救急部 は救急車 に よ
る 救急患者への対応 を 主務 と す る 。 平 日 時 間外、
休 日 ・ 祝祭 日 に お い て は 、 ER は 病 院 の 玄 関 と
し て の役割 を 果 た す 。 こ の た め 、 ER の 診療 の
質 を 向 上 さ せ迅速 に 対応す る こ と は 病 院 の 質 の
向 上 に も つ な が る 。
現行の ER の 診療体制 は 、 平 日 昼間 は 救急 部
専任教官が全て対応 し て い る 。 平 日 時 間外 と 休
日 ・ 祝祭 日 は 、 救急部の専任教官 と 各専 門 診療
科か ら の 支援 ス タ ッ フ がチ ー ム と し て 当 直体制
を 運用 し て い る 。 救急部教官 は 、 オ ン コ ー ル体
制 を 取 っ て お り 各専 門診療科の救急診療 を パ ッ
ク ア ッ プ し て い る 。
救急部方 の 入 院患者 は 、 重症度 に 応 じ て 一般
病棟 と 集 中 治療部 に わ か れ る 。 受持医 師 は 、 専
門 診療科 を 基本 と す る が複数診療科が関与す る
も の や心肺停止の蘇生後 な どの 重症患者 は救急
部 と し て 受 け 持 つ て い る 。 救急部 と し て の 入 院
病 床 は 西 7 階病棟の 6 床 を 運用 し て い る 。
4 ) 今後の展望
今後 は 、 救命救急 セ ン タ ー の 設置 と 承認、 高
度救命救急 セ ン タ ー の設置、 な どの さ ら に 大 き
な 変革が予 定 さ れて い る 。 国立大学法人 と し て
組織変革 を 進め て い る な かで、 救急部 門 の 改革
は 、 病院再開発 と も 連動す る 最重要課題で あ る 。
5 ) ス タ ッ フ (2005年10 月 1 日 現在)
部長 ・ 教授 奥寺 敬
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輸血 ・ 細胞治療部
( 1 1  管理運営、 業 務 の 変遷 と 現状
輸血 ・ 細胞治療部 の 業務 は 大学病 院 の 輸血の
管理、 輸血 ・ 感染症 ・ 移植関 連検査、 輸血 ・ 細
胞治療支援、 輸血教 育 の 分野 か ら な る 。 現在 は
こ の 業務 を 部長 (兼任) 1 名 、 副 部 長 1 名 、 医
員 1 名 、 検査技師 (専任) 3 名 、 副 看 護 師 長 1
名 、 事務員 1 名 で、行 っ て い る 。
輸血管理 は 、 病 院 内 の 適正輸血 の 推 進 、 輸血
製剤 の 管 理 と 照射が 小 心 で あ る c 血液製剤 の 使
用 本 数 は 平 成 1 6年 度 で 、 赤 血 球 MAP2， 183本、
濃厚血小板904本、 新鮮凍結血葉 1 ， 280本で あ る 。
ま た 検査部 の 協 力 の も と に 輸血業 務 の 24時 間 体
制 ( 平 成 1 6年 ) や 輸血 後 GVHD 予 防 の た め の
放射線照射 ( 、|三 成 8 年) 、 l血 液 製 剤 と 保冷 庫 の
コ ン ビ ュ ー タ ー 管 理 ( 平 成 8 年) 、 輸 血 検 査 の
自 動化機器 の 導入 (平成 7 年) を 行 い 、 正確か
っ 迅速 な 管理 を 行 っ て い る 。
検査業務 は 、 輸血 関 連検命、 免疫 ・ 移 植 関 連
検査、 感染症関 連検査 よ り な る 。 輸血 関 連検査
は 、 血液型検査、 不規則抗体検台、 交差適介試
験で、 い ず れ も 開 院時 よ り 施行 し て い る 。 平 成
1 6年 度 の 検 査 件 数 は 各 々 3， 692件、 5 ， 6751午、
3 ， 052件 で あ っ た 。 免 疫 ・ 移 植 関 連 検査 と し て
は 、 HLA 検査 を lI{j 干11 60年 よ り 開 始 し た 。 HLA
検査 は移植 を 受 け る 患者 に 必須 で 、 平 成 1 6 年 度
は 88件 の依頼があ っ た 。 感染症 関 連検査 と し て
は 、 HTLV-I 抗体、 HIV 抗体検査 を 昭 和 62年 か
ら 、 HCV 抗体検査 を 平成 元 年 か ら 、 HBV 関 連
抗原抗体検台、 HAV 抗体検命、 梅毒 関 連検査
を 平 成 5 年 か ら 、 CMV 抗体検有 は 、ド 成 1 5 年 か
ら 行 っ て い る 。 ま た 近 年 の 肝 炎 ウ イ ル ス 治療 の
ニ ー ズ に よ り 、 HCV-RNA 十会 合T と HBV-DNA
検査 を 平成 1 5年 よ り 施行 し て い る 。
輸血 ・ 細胞治療部が協力 ・ 支援 し て い る 治療
と し て は 血紫 交換療 法 、 白 己血輸血、 リ ン パ 球
除去療法、 さ ら に 末梢血幹細胞移植 ・ 白 家骨髄
移植 な どがあ る 。 血紫交換 は 昭和 56年 よ り 開 始
し 、 劇 症 肝 炎 に 関 し て は約25例 に 施 行 し 6 例 の
紋命 を え 、 こ れ以外に も ギ ラ ン ・ バ レ ー 症候群
や 血松性血小板減少性紫斑病 な ど約25例 に 施行
し た 。
自 己血輸血 は平成元年 よ り 開 始 し た 。 貯血式
自 己 血 輸血 は 年 々 増 加 し 、 平 成 16年 度 は444本
の 採取 を 行 っ た 。 ま た 、 患者サ ー ビ ス と し て 輸
血教室 を 平成 1 6 年 7 月 に 開 始 し た 。 近 年 は 難治
性 の j貴傷性大腸 炎 に リ ン パ 球除去が試み ら れ、
22例 中 17例 に 改善がみ ら れ た 。 ま た 自 己末梢血
幹細胞移植 ・ 白 家骨髄移植 は 化学療法 に 感受性
の あ る 悪性腫蕩 を 対象 に 行 わ れ、 平 成 1 6 年 度の
血液成 分分離装 置 の 使用 は52件 で あ っ た 。 当 部
で は こ の採取 ・ 調 整 ・ 長 期 凍結保存 お よ び造血
幹細胞数測 定 の 支援 を 行 っ て い る 。
輸血 医 学教育 は 輸血医療 を 適正 に 行 う た め に
極 め て 重要 で あ る 。 4 年生 に 90分の 講義 を 3 固
と 後期 臨 床 実習 と し て 半 日 を 血液 セ ン タ ー の 見
学 に 、 3 時 間 を 輸血 イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン
ト 実 習 と 血液型お よ び交差適合試験 の 実 留 に 当
て て い る 。 ま た 卒後教育 と し て 、 附属 病 院 で の
研 修 開 始 時 に 血液型検査の 実習 を 行 っ て い る 。
2 ) 沿革 に つ い て
開 院時 学 内 措置 に よ り 山 本恵一部長 と 高 道昭
一て技 師 で ス タ ー ト し た 輸血部 は 、 昭和55年 に 西
野 主 民技 師 に 、 昭和 60年 に 藤巻雅夫部長 に 交代
し 、 昭和56年 よ り 井 I-)J� ・ 副 部長が、 昭和 60年
よ り 道野淳子技師が、 日目和 6 1 年 よ り 多 葉 田 祥代
技 師 が加 わ っ た 。 そ の 後 、 平成 2 年 に 樋 日 清博
副 部長 に 、 、|λ成 5 年 に 渡 辺 明 治 部 長 に 交 代 し た 。
平成12年 に 三 崎拓郎部長、 平 成 14年 に 安村敏副
部長 に 交代 し 、 平成15年 度 か ら は 北 島 勲 部 長 と
な っ た 。
平 成 10年 に は 専 任 師長 と し て 、 i I: 口 富 子 師 長
が加 わ り 、 平 成 1 6 年 に 古 林千鶴子副 師 長 に 交代
し た 。 事務系 で は 昭和56年の奥野政 一事務官以
降、 7 名 の事務 員 を 経 て 、 現雀 は 浦 畑 久美子事
務 員 に 交 代 し て い る o
� )j、 施設 と し て の輸血 部 は 平成 5 年 4 月 の
正式認 nr を 受 け 、 日 本輸血学 会 の 認定施設 で あ
る 。 平 成 1 5 年 に は細胞治療の業務 を 拡大す る た
め 、 輸血部か ら 輸血 ・ 細胞治療部 に 名 称 を 変更
し た 。 ま た 、|ξ 成 1 6年 に 日 本輸血学会北陸支部会




集 中 治療部の歴史 は大学の 中 で は比較的新 し
い 。 開 院 当 初 、 商 4 階麻酔科病棟 に 集 中 治療室
(ICU) が 2 床 あ り 、 溺 水、 薬 物 中 毒、 誤 峡 ・
窒息、 心肺蘇生後 な どの患者 を 収容 し て い た 。
し か し 、 大手術後の患者管理 は 各病棟の 回 復室
で 行 わ れ、 重症患者 を 中 央で一括 し て 診療す る
シ ス テ ム は 無 か っ た 。
特定機能病 院制度の発足 に 伴 っ て 、 1994年 5
月 20 日 に 集 中 治療部が開 設 さ れ た 。 1994年 9 月
か ら 手術部の 回 復室 に て 、 術後患者管理 を 開 始
し た 。 1997年10月 に 新棟が建設 さ れ 4 床 で稼働
を 開始 し た 。 1999年 9 月 よ り 6 床 に 増 床 し た 。
2000年 9 月 に 山 崎光章が部長 に 昇任 し 、 2001年
4 月 か ら 溢谷伸子が副部長 と な っ た 。 2004年 9
月 に 奥寺敬が部長 と な り 、 2005年 4 月 に 日 本集
中 治療医学会 の 集 中 治療研修施設 に 認定 さ れた。
2 . 病 院 内 に お け る ICU の役割
集 中 治療 の 目 的 は 、 呼吸 ・ 循環 ・ 代謝な どの
主要臓器が急J性 の機能不全状態 に 陥 っ て い る 患
者 に 対 し 、 集 中 的 に 治療 を 行 い 、 そ の 機能 を 維
持 ・ 回 復 さ せ る こ と で あ る 。 本学 の 集 中 治療部
は General ICU で あ り 、 中 央診療 部 門 と し て 、
特定の 内科 ・ 外科、 疾患別 ・ 臓器別 な ど に と ら
わ れ ず、 全身管理 を 行 う こ と を 本来の役割 と し
て い る 。 NICU以外のすべて の重症患者の う ち 、
急性の病状で、 積極的 かっ 集 中 的 な 治療 に よ り
回復の見込み の あ る 患者が治療対象 と な る 。 重
症患者管理の 需 要 は 多 い が、 病床数が限 ら れて
お り 、 実際 に は 以下の患者 を 主 に収容 し て い る 。
①大手術 (関心術、 大血管手術、 食道癌根治術、
肝切 除術、 生体肝移植) の術後管理、 ②術前 よ
り 重症 の 呼吸 ・ 循環 ・ 代謝疾患 を 有す る 患者の
手術後、 ③CCU ( 人 工 呼 吸 や 補 助 循 環 を 必 要
と す る 冠 動 脈 疾 患 や 重 症 心 不 全) ④院 内 緊 急
(病棟患者の急変) 、 ⑤救急蘇生後、 ⑥他院か ら
の 転 送 (心臓手術、 大血管手術 目 的 の 紹 介) 、
⑦臓器移植の対象 と な る 脳死患者 な どが挙 げ ら
れ る 。
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診療 内 容 は 、 診断治療機器 を 用 い て 、 呼吸 ・
循環 ・ 代 謝 を 連続的 に モ ニ タ リ ン グ し な が ら 、
①呼吸管理 (酸素療法、 吸入療法、 肺理学療法、
人 工 呼 吸、 NO 吸 入、 膜 型 人 工 肺) 、 ②循環管
理 (薬物療法、 ベ ー シ ン グ、 IABP、 PCPS 
LVAD) 、 ③血 液 浄 化 (CHDF、 血 液 吸 着 、 血
柴 交換、 CAPD) 、 ④栄 養 管 理 (静 脈 栄 養、 経
腸 栄 養) 、 ⑤鎮 痛 ・ 鎮 静、 ⑥感 染 対 策 、 ⑦脳 低
温療法等 を 行 っ て い る 。
3 . 入室患者 の 内 訳
術後患者が圧倒 的 に 多 く 、 心臓血管外科手術
後が45%、 消化器外科手術後が35% を 占 め て い
る 。 そ の ほ か、 院外 ・ 院内救急重症患者 を 受 け
入 れ て い る 。 緊急入 室 は 、 心臓血管外科手術 目
的 、 消化器外科、 敗血症、 そ の 他の術後、 急J性
冠症候群、 心不全、 心肺蘇生後が多 い 。
過去の入室患者数 は、 1999年 度440例、 2000年
度508例 、 2001年 度479例、 2002年度566例 、 2003
年 度572例 、 2004年 度597例 と 増加傾 向 に あ る 。
入室患者の増加要因 と し て 、 ク リ テ イ カ ル パ ス
の 導入 に よ る 入室期 間 の 短縮 、 救急患者 の 受 け
入 れ病棟 と し て の 利用増が挙げ ら れ る 。
4 . ス タ ッ フ
奥寺敬部長の下、 医師 3 名 が専従 し て い る 。
時 間 外 は 、 ICU 専 従 医 の ほ か、 外科、 麻酔科、
循環器内科 の 医 師が交代で常駐 し 、 24時 間体制
で、診療 を 行 っ て い る 。 看護ス タ ッ フ は 師長 1 名 、
副看護師長 3 名 を 含 む 19名 で、 常時患者 2 名 に
看護師 1 名 が看護 を 担 当 し て い る 。
5 . 現状 と 今後
独立行政法人化 に 伴 い 、 本学独 自 で業務 ・ 人
員 の 見直 し が で き る よ う に な り 、 ス タ ッ フ の業
務は軽減 さ れつ つ あ る 。
今後 さ ら に 、 急性期 の み な ら ず慢性期 の重症
患 者 が 増 加 す る 。 ICU の 効 率 的 使 用 、 効 率 的
な 医療の提供の努力 も 必要 だが、 救急患者の 増
加 、 慢性化 し た 重症患者の増加 に 伴 い 、 一般病
棟 と の 中 間 施 設 と し て の ハ イ ケ ア ユ ニ ッ ト
HCU の ニ ー ズ が増 え て い る 。 本 学 で も 病棟の
再編 に 伴 っ て 、 整備が必要 に な る と 考 え ら れ る 。
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医療情報部
1 ) 管理運営、 業 務 の 変遺
( 1 ) 病 院総 合 情 報 シ ス テ ム の 歩 み そ の 1
第 3 次 シ ス テ ム ま で
昭和 64年 1 月 に 正式稼働 開 始 し た 病 院総合情
報 シ ス テ ム は 、 第 3 次 の 更新 を 経 て 、 24時 間 連
続稼働 で運用 し 、 医事会計 に 連動 し た 各種 オ ー
ダ エ ン ト リ シ ス テ ム が稼働 し た 。 業務支援 ・ 参
照系 は 、 経営分析、 医療評価、 統合看護支援、
温 度 板、 院 内 画 像 参 照 の 各 シ ス テ ム 、 そ し て
ネ ッ ト ワ ー ク 拡 充 と し て UMIN 接 続、 ATM­
LAN の 導 入 を 行 っ た 。 こ の 問 、 平 成 8 年 に は
医療情報部が正式 に 発足 し 、 林 隆一部長、 中
川 肇 副 部長、 事務官 4 人 の 体制 で ス タ ー ト し
た 。 ま た 、 2000年 問 題で は 障害 な く 越年 で き た o
A 方、 平 成 1 1 年 か ら 遠 隔 医療 シ ス テ ム 開 発 に も
取 り 組み 、 現在 に 至 っ て い る 。
( 2 ) 病 院 総 合 情 報 シ ス テ ム の 歩 み そ の 2
電子 カ ル テ 導入へ
第 4 次更新で は 電 子 カ ル テ 導入 を 目 指 し 、 平
成 1 3 年 か ら プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 開 始 し て 、 同
14年 に は仕様策定 を 行 っ た 。 同 1 5年 6 月 に は ベ
ン ダが決定 し 、 半年 間 で の 導入作業 を 精 力 的 に
行 っ て 同 1 6年 1 月 1 日 全病 院 的 に 稼働 を 開 始 し
た 。 ベ ン ダが変 更 と な り 、 か つ 短時 間 に 全 病 院
的 に 電子 カ ル テ が稼働 し た こ と は特筆に値す る 。
そ の 基本}j針 は 、 電子保存 三 原 則 お よ び偶 人情
報保護法 を 満 た し つ つ 、 24時 間365 日 連続 し て
カ ル テ の 記載がで き る こ と で あ る 。
機能拡充 と し て は 、 既存紙ベ ー ス の 診療録の
電 子 化、 フ ル オ ー ダ 化、 リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン
ト ・ ア メ ニ テ ィ 目 的 の ベ ッ ド サ イ ド 端末の導入、
研究 ・ 教育 を 目 的 と し た デー タ ウ エ ア ハ ウ ス 構
築 、 病 院経営 の 意志決定の 支援 目 的 の 処置実施
入 力 、 物流 ・ SPD (supply. procedure. and dis 
tribution) 連携、 DPC (diagnosis procedure COffi­
bination) ツ ー ル 連携、 管 理 会 計 シ ス テ ム と の
連 携、 ICDlO病 名 入 力 、 カ ル テ 開 示 に 対 応 の
Web カ ル テ 導 入 、 イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト の 電
子化 な どがあ る 。 各種 レ ポ ー ト 、 画像お よ び波
形情報 は 部 門 シ ス テ ム と URL 連携 を 行 い 電 子
カ ル テ か ら 参照 で き る 。 並行 し て ネ ッ ト ワ ー ク
補 強 を 行 い 、 基 幹 系 ギ ガ ビ ッ ト Ethernet、 無
線 LAN を 導 入 し て 冗 長 構 成 と し た 。 H/W は
DCOM 三 階層 モ デ ル に よ る C/S 方 式 を 採用 し
て 、 サ ー バ60機、 端 末1 ， 245台 ( う ち 液 晶 ペ ン
タ ブ レ ッ ト 付220台) 、 プ リ ン タ 1 1 2 台 が 稼働 し
て い る 。 S/W は 富 士 通 社 製 NeoChart を 本 院
の 運 用 体系 に あ わ せ て 大幅 に カ ス タ マ イ ズ を か
け た 。 ゐ 庁 、 シ ー ム レ ス な 診療 を 目 指 し て 旧 シ
ス テ ム か ら 患者基本情報、 病 名 、 検査結果、 薬
歴 、 予約 は プ ロ グ ラ ム 移行 を か け 、 さ ら に 不足
分 は 並行手入力 を 行 っ た 。 こ の た め 、 稼働 直後
か ら ! 日 デー タ の参照、 利 用 が可能 と な っ た 。 電
子 カ ル テ 稼働 後 は 、 レ ス ポ ン ス お よ び操作性 の
改善、 増設二診療科の機能追加、 新生児 カ ル テ 、
学牛専用 カ ル テ の 追加 な ど の 大 き な 改修作業 を
行 っ て き た 。
2 ) 現 行 ス タ ッ フ : 林 隆一部長、 中 川 肇副
部 長、 牧 石 信 康 係 長 (平 成 1 5年 4 月 � ) 、 牧 野
周 二 専 門 職 員 ( 同 1 2年 4 月 � ) 、 瀬 戸 美 和 子 主
任 ( 同 1 2年 4 月 � ) で あ る 。
3 ) 医療情報部主催の研究会
平 成 1 1 年 に i玉l 立 大学 附 属 病 院 医療情報処理部
門 連絡会議 を 、 同 1 2年 に は北陸診療録管理研究
会 を 開 催 し た 。
4 ) 医療情報部 の 研究概要
電子 カ ル テ 開発、 病歴管理、 セ キ ュ リ テ イ 権
保、 遠 隔 医療 の 研究 に 力 点 を 置 い て い る 。 平成
13年 ( [11 川 ) 、 同 14年 (林) 、 同 16 年 ( 中 川 1 ) に
科研費 を 獲得 し た 。 そ の 他、 平成13年 に 教育研
究 学 内 特 別 経 費 ( 中 川 ) 、 同 14年 に 富 山 県 医 師
会 医 学研 究 助 成 (林) 、 同 1 5 年 富 山 第 一 銀行 奨
学 財 団 ( 中 川 ) 、 同 17年 に 戦 略 的 経 費 ( 中 } I I )
を 獲得 し た 。
5 ) 医療情報部 の 社 会 貢 献
林 は 医療情報技師育成部会北陸部会長 と し て 、
中 川 は 指 導者 と し て 平 成 1 7 年 に 医療情報技師短
期 整理講習 会 お よ び能力 検定試験 を 開 催 し た 。
中 川 は 厚 労 省 MDC03作業 班 班 員 、 富 山 県 一 般
名 処 方 研 究 部 会 員 、 Jaanet 編 集 委 員 等 と し て
社 会 貢 献 を 行 っ て い る 。 ま た 、 シ ス テ ム 構 築 の
相 談 も 受 け 入 れ て い る 。
光学医療診療部
1 ) 管理運営、 業務の変遷 と 現状
光学医療診療部 は 内視鏡 を 用 い て 各種疾患 の
診断 と 治療 を 行 う 診療部 門 で あ る 。 関 連診療科
は 、 第一 内科、 第 三 内科、 和 漢診療部、 第一外
科、 第二外科、 耳鼻咽喉科 で あ る 。 こ れ ら の 関
連診療科の 医 師 と 患者が担 当 の 曜 日 に 本診療部
に 来 て 、 内視鏡診断 と 治療 を 行 う 。 ま た 本診療
部 に は専属 の 医 師 (本診療部の部長 な ら び に 副
部長) が 2 名 、 看護師が 2 名 、 臨床工学技士が
1 名 、 院外か ら の 派遣事務員 2 名 が配属 さ れて
い る 。 こ の 2 名 の専属 医 師 は 、 各 々 日 本消化器
内視鏡学会 な ら び に 日 本呼吸器内視鏡学会が認
定 し た 指 導 医 で あ り 、 光学医療診療部 に 出 入 り
す る 関 連診療科の 医 師 に 対 し て 内視鏡診療 の 指
導 と 実際の 内視鏡診療 に も 携 わ っ て い る 。 本診
療部 に お け る 年 間 の 診療件数は、 消化器で は 内
視鏡診 断が約3， 500件 で 内視鏡治療 (早期 癌 の
内視鏡 的 切 除術 な ど) が約400件、 呼吸器で は
内視鏡診断が約 140件 で 内 視鏡治療 (気 管 支 ス
テ ン ト 留 置術 な ど) が約20件、 耳鼻咽頭 で は 内
視鏡診断が約2， 400件 で 内 視鏡治療 (咽頭異物
除去術 な ど) が約60件 で あ る (耳鼻咽喉科外来
で の 施行例 を 含 む) 。 こ れ ら の 件 数 は 、 い ず れ
も 年毎 に 増加傾 向 に あ る 。
本診療部 は 日 本消化器内視鏡学会 な ら び に 日
本呼吸器内視鏡学会が各 々 設 け て い る 専 門 医制
度 に お け る 認定施設で も あ る 。 従 っ て 本診療部
で各種 の 内 視鏡技術 を 習 得 し 、 そ の 内 容が各 々
の学会で規定 し た 基準 を 満 た し て い れ ば、 専 門
医 資格試験 を 受 け る こ と がで き る 。 本診療部で
は 、 こ の 制 度 下 で の消化器内視鏡の 認定専 門 医
な ら び に 気管支鏡 の 認定専 門 医 を 既 に 合わせて
100名 近 く 育成 し て き た 。 ま た 専 門 医 育 成 の 一
環 と し て 、 毎 月 1 回 関 連診療科の 医 師 を 集 め て
カ ン フ ァ レ ン ス を 行 い 、 そ の 中 で症例検討や研
究発表 を 行 っ て い る 。
本診療 部 は 本学医学部の 医学科 ・ 看護学科の
学生の勉学 ・ 研究の場で も あ る 。 学部学生 に よ
る 本診療部の 臨床現場の見学や 、 修士学生 に よ
る 内視鏡 関 連 の研究 の た め の デ ー タ 収集 な どが
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行 わ れ て い る 。 こ れ を 基 に し て 、 多 数 の 修士論
文 も 作成 さ れて き た 。
ま た 本診療 部 は 地域 と の 密 な 連携 に も 心が け
て い る 。 例 え ば地 域 住 民 や 県 内 の 医 療 関 係 者
( 医 師 、 看 護 師、 薬 剤 師、 各 種 の 医療技術者 な
ど) に 向 け て 各種講演会 を 積極 的 に 企画 し 、 内
視鏡 を 中 心 に し た 今 日 の 医療 の 進歩 と 問題点 な
ど を 啓蒙 し 、 共 に 考 え る 場 を 設 け て い る 。 ま た
県 内 の 多 数の看護 師 と と も に 「富 山 内視鏡看護
研究会」 を 組織 し 、 毎 月 勉強会 を 行 っ て い る 。
北 陸 3 県 の 内視鏡技師 に対す る 研究会 も 毎年企
画 し 、 指導 し て き た 。 さ ら に 、 部長の 田 中 が、
後述 の よ う に 日 本消化器内視鏡学会の 北 陸支部
の 支部長であ り 、 そ の事務局 を 本診療部 に お い
て い る 関係 も あ っ て 、 本診療 部 は 北 陸 の消化器
内 視鏡診療 に 関 係 し て い る 医 師 (約1 ， 000人 が
登録 さ れて い る ) に 対 し て 、 毎年 2 回 の北 陸 支
部 で の 学会や各種研究会 を 企画 ・ 指導 し 、 北 陸
に お け る 各種 の 内視鏡診断や 内視鏡治療の 向 上
に 努 め て き た 。
2 ) 沿革
昭和54年、 附属病 院 開 院 時 に 検査部 の 一 部 門
と し て 「内視鏡検査室」 が設置 さ れ た 。 田 中 三
千雄 ( 当 時 第 三 内科) が責任者 に な っ た 。 平成
6 年、 検査部 か ら 独立 し て 「内視鏡部」 と な っ
た 。 平成 9 年、 診療部 と し て の独立認可が文部
省 か ら お り た 。 文部省 の 指導 に よ り 、 部 の 名 称、
が 「光学医療診療部」 と 改名 さ れ た 。 部長 に 田
中 三 千雄 ( 臨 床 看 護 学 ・ 併任) 、 副 部 長 に 杉 山
茂樹 (第一外科 よ り ) が就任 し た 。 平成12年、
副 部長が薄 田 勝男 (学外 よ り ) に 交代 し た 。 同
年、 部長の 田 中 三千雄が 日 本消化器内視鏡学会
北陸支部の 支部長 に 就任 し ， 同学会の事務局 が
金沢大学か ら 本診療部に移管 さ れた 。 平成18年、
本診療部が会員 数 3 万 人 の 日 本消化器内 視鏡学
会総会 を 運営 し た (学会会 長 は 、 部長の 田 中 三
千雄) 。
3 ) そ の他
本診療部で は専属 の 医 師 ・ 看護 師 ・ 臨床工学
技士がい っ し ょ に な っ て 、 毎週抄読会 も 行 っ て
い る 。 ま た 関 連診療科の 医 師 も 参加 し て 、 毎年
和 気 あ い あ い と し た新年会が催 さ れ る 。
280 第 4 章 講座等 の 沿 J戸
周 産母子 セ ン タ ー
[ 開 院時 か ら の 歩 み ]
先 ず 開 院 当 初 の 昭和 54年 に 、 小児科 ( 岡 田 敏
男 教 授) 病 棟 に 新 牛 見 集 中 治 療 室 (NICU)
が、 産婦人科 ( 泉 陸 号士授) 病棟 に 分娩部が新
設 さ れ宮 山 医科薬科大学附属 病 院 の 周 産期 医療
が ス タ ー ト し た 。 当 院 NICU は 、 昭 和 58年 に
は 富 山 県新生児医療協力体制 の Ij l で 第 三 次 医療
機 関 と し て 認可 さ れ、 新生児医療 を :j:B う 県 内 の
中核病 院 と し て 稼働 し 始 め た 。 NICU は さ ら に
平 成 2 年 に 先進 医療機器の増 設 に よ り 充実整備
さ れ、 半成 7 年 に は病床 9 床 で新生児 集 中 治療
室管理基準が承認 さ れ た 。 平成 8 年 に は 、 富 山
県 同 産期救急 医療協力体制 の も と で 本 院分娩部
と NICU が 周 産 期 の 第 三 次 医 療 機 関 と し て 認
可 さ れ、 地域産科医療機 関 か ら 救急車で搬送 さ
れ て く る 母体搬送症例 を 分娩部で、 重frE新生児
な ら び に 超 未 熟 児 を NICU で 受 け 入 れ、 妊 産
婦死亡 ・ 新生児死亡の低減 に 貢 献 し て き た 。
し か し な が ら 、 そ の 頃 の 富 山 県 の 新生児死亡
率 は 全 国 的 に 見 て も 高 率 で あ り (全 国 ワ ー ス ト
2 佼) 、 本 県 の 新生 児 予 後 を 改 善 し て い く た め
に は 、 富 山 県 の 診療 面 の み な ら ず 臨 床 教 育 面 で
も 中 核病 院 で あ っ た 本学 に 同 産母 子 セ ン タ ー を
設置す る 必要があ っ た 。
[ 周 産母子 セ ン タ ー の 開 設]
本学 に 同 産母 子 セ ン タ ー を 設置 し 、 ひ い て は
寓 山 県 の 胤 産期 医療 レ ベ ル を 10 11:. さ せ ん が た め
に 、 小 児科 の 宮 脇 利 男 教授 と 産婦 人 科 の 斎 藤 滋
教 授 は 、 1 ) 当 院 NICU は 9 床 が 常 に 満 床 の
状態 で し か も 当 院 に は 後 方 支 援 病 床 が な い た
め 、 母 体搬送 を 断 る 症例 が増 え 、 そ の 運営 に 障
害 が生 じ て い た こ と 、 2 ) 富 山 県 の 新坐児死亡
原 因 を 検討 し て み る と 、 先 天性心疾患症例 が多
く 、 ハ イ リ ス ク 妊婦 を 管理す る 周 産 期科、 出 生
し た 異常新生児 を 管理す る 新生児科だ け で は な
く 、 小児循環器外科、 麻酔科 な ど他科 と の 連携
が必要不 可 欠 で あ る こ と 、 3 ) 富 山 県 は 周 産期
の 専 門 医 が少 な く 、 ま た 新生児科医 も き わ め て
少 な い状況 に あ り 富 山 県干 の 周 産 期 医療 レ ベ ル
が立 ち 遅れ て い る こ と に つ い て 膨 大 な 書類 を 作
成 さ れ た 。 そ の 後、 医 師 会 、 お よ び厚 生労働 省
に 何 度 も 掛 け 合 わ れ た 上 で 、 ょ う や く 平成 13年
に 周 産母子 セ ン タ ー が、 そ し て 翌 平 成 14年 に は
6 床 の 後 }j支援病床 が設置 さ れ、 現在 の 状況 に
雫 っ て い る 。
先 日 、 奈 良 県 で 問 題 と な っ た 妊婦 の 病 院 た ら
い 回 し 事件 は 、 奈 良 に 周 産 母 子 セ ン タ ー が な
か っ た た め に 起 き た こ と で あ る 。 今 に し て 考 え
れ ば、 小児科 ・ 産 婦 人科 の 医 師j不足が ま だ ほ と
ん ど騒がれ で も い な い 5 年前 の 当 時、 時代 を 先
読 み し 周 産母 子 セ ン タ ー を 伝 ち 上 げ ら れ た 両教
授 の 先 見 の 明 は 驚樗 に 堪 え な い も の で あ る 。
[ }剖 産母子 セ ン タ ー の 現状]
セ ン タ ー が設置 さ れ て 以 降、 多 く の ハ イ リ ス
ク 妊婦 ・ 新生児が紹 介 さ れ、 胎児胸水、 あ る い
は 先 天性嚢胞状腺腫様奇形 に 対 す る 胎 児胸腔 内
ド レ ナ ー ジ 、 前期 破水 に 対す る 人工羊水補充療
法、 ま た 胎 児 不 整脈 に 対す る 抗不整脈薬投 与 な
ど の 胎 児 治 療 が積 械 的 に 行 わ れ る よ う に な っ
た 。 NICU に お け る ハ イ リ ス ク 新 生 児 管 理 に お
い て は膜型 人工肺管理、 NO 投 号 な ど の 先 端 医
療 が行 わ れ る よ う に な っ た 。 ま た 、 第 一外科か
ら 小 児 循 環 器外科 の 専 門 医 に 赴 任 し て い た だ
き 、 手術成績が|訂 正 し て か ら は 、 富 山 県 内外の
施設か ら 先天性心疾患児が紹 介 さ れ る よ う に な
り 、 富 山 県全体で の 先 天性心疾患 に よ る 新生児
死亡減少 に 役 -tr. っ て い る 。
こ の よ う に 、 症例 数が満 ち 足 り て お り 、 周 産
期 お よ び NICU の マ ン パ ワ ー が 富 山 県 ー で あ
る 本学 周 産母 f宇 セ ン タ ー は 日 本周 産期 ・ 新生児
医 学 会 専 門 |支 の 研 修 施 設 と し て 認 可 さ れ て お
り 、 富 山 県 で の 卒後臨床研修 に 貢 献 し て い る 。
[ 今後 の 展 望 ]
残念 な が ら 現在 の 周 産母 f セ ン タ ー は 院 内 措
置 に よ る も の で NICU 部 門 と 分 娩 部 が 離 れ て
位 置 し て お り 、 一刻 も 早 く 単 一 の ユ ニ ッ ト と し
て の 周 産 母 子 セ ン タ ー が新設 さ れ る こ と が望 ま
れ る 。 幸 い 数年 後 に 新病棟建 設 の 予 算 が下 り る
見 通 し が立 っ て い る と 聞 い て い る 。 そ の 際 に は
さ ら に ス テ ッ プ ア ッ プ し た 周 産母子 セ ン タ ー と
し て 生 ま れ変 わ る も の と 思 わ れ る 。
(酒井 正 利 )
病 理 部
平成14年 4 月 よ り 以前 は学 内措置 で あ っ た 病
理部が正式 に 文部科学省 の予算措置 に よ る 病理
部 に 昇格 し 、 副部長 ・ 助教授 1 が配置 さ れ る こ
と に な っ た 。 初 代 の 副 部長 ・ 助教授 に は 、 平成
14年 10月 に 常 山幸ー を 金沢大学医学部第二病理
学講座か ら 招聴 し 、 同 氏 の 本学医学部第一病理
学講座助教授への転 出 に よ り 、 平成 1 7年 1 月 に
二代 目 副部長 ・ 助教授 に 滋賀 医科大学 出 身 で ア
メ リ カ 留学 中 の福 岡 順也 を 招聴 し た 。 部長 は 本
学第一病理学講座教授高野康雄が平成11年 9 月
か ら 17年 9 月 ま で務 め 、 そ れ以 降 は 本学第二病
理学教授笹原正清が務め て い る 。
過去 5 年 間 の病理部の実績 を 以下 の 表 に し た 。
組織診断 迅速診断 細胞診 病理解剖体数
2000年 3 ， 858 310 6 ， 254 57 
2001 2 ， 721  261 6 ， 237 62 
2002 3 ，  777 267 6 ， 179 6 1  
2003 3 ， 788 304 6 ， 307 50 
2004 3 ， 697 305 6 ， 237 59 
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1990年 か ら 1994年 ま で の 実績の平均 は 、 組織
診4， 251 、 迅 速 診220、 細 胞 診6， 858、 病 理 解 剖
体数85 で あ り 、 迅速診断が増加 し て い る が、 組
織診断 と 病理解剖体数が若干減少 し て い る 。 こ
れ は 全国 的 な 傾 向 で あ り 、 本学附属 病 院 だ け の
減少で、 は な い 。 組織診断が減 っ た 理 由 は 胃 ・ 大
腸内視鏡の 肉 眼診断の進歩 に よ り 、 無駄な 生検
が著 し く 減少 し た か ら で あ る 。 病理解剖体数 は
全 国 の 医科大学 ・ 医学部附属 病 院 で極端 に 減 少
し て お り 、 現在 の 本学附属病 院の剖検率 は全国
国立 医科大学 ・ 医学部附属 病 院 中 で10以 内 に 入
る も の と な っ て い る 。
現在、 第一 ・ 第二病理学講座 と 病理部 は一丸
と な っ て病理組織診断、 病理解剖 の 質 の 向上 に
逼進 し て い る 。 全疾患の病理組織診断 に 対応 で
き る よ う に 免疫組織化学 の抗体の 網羅 と 技術 の
向上、 組織マ イ ク ロ ア レ イ の 導入等、 枚挙 に 暇
が な い。 今後 も 鋭意努力 を 重 ね て い く 所存 で あ
る 。
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総合診療部
1 ) 診療体制 の 変遷 と 現状
・診療部 門 の 内 容 と ス タ ッ フ
総合診療部 は 内 科 の 一 部 門 で あ り 、 専 門 牲 に
と ら わ れ る こ と な く 様 々 な 訴 え の 患者 に 対応 し
て い る 。
現在の ス タ ッ フ は 山 城清 三 教授、 北 啓一朗
助教授、 薄 井 勲助手の 3 名 で あ る 。
・特徴 的 診療 と そ の 成 果
人 員 の 制 限 も あ り 、 現在 は外来診療 が l ド 心 で
あ る 。
外来診療
第 宇 内 科 の 協 力 を 得 て 毎 日 2 診体制で外来診
療 を 行 っ て い る 。 紹 介状 な し の 初 診患者や専 門
診療科 へ の 振 り 分 け が 困 難 な 主訴 (発熱、 め ま
い 、 浮腫、 食欲不振、 体重減少、 倦怠 感 な ど)
の 患者 を 主 な 対象 と し て い る 。 ま た 、 複数の疾
忠 を 抱 え る 患者 に も 対応 し て い る 。
総合診療 部 は 、 従 来 内 科 各科 の 当 昏制 と な っ
て い た 午 後 か ら の新思患者 に も 対 応 し て い る 。
準救急 的 な 症例 が多 く 、 中 に は 虫 .:Ijf炎や小脳 /1\
血 な どで緊急入 院 と な っ た 例 も あ る 。
ま た 、 総合診療 部 で は心 身 症 や 不 安 障 害 な ど
の患者 に 対応 す る 機会 も 多 く 、 臨床心理士 (波
辺茶登美、 ?存 出 博 子 ) に よ る 外来 カ ウ ン セ リ ン
グ や 心理査定 も 行 わ れ て い る 。
そ の 他、 毎週 1 lul の救急 当 胞 を tLl � し て い る 。
医学教育
総合診療部 は 臨床 医学教育 に お い て も 中 心 的
な 役割 を 果 た し て い る 。 山城教授 は 卒後 臨床研
修 セ ン タ ー 長 を 兼任 し 、 研修 プ ロ グ ラ ム の 作 成
を 総 括 し て い る 。 王手 前 教 育 で は OSCE の 運 常
を 担 当 し て い る ほ か、 ス タ ッ フ 全員 で学生 ・ 研
修 医 を 対象 と し た 外来診療教育 を 行 っ て い る 。
研究会
平成16年 に 総合診療研究 会 ( 北 陸 4 大 学 の 総
合診療 部合 同 ) と 、 富 山 地域 医療研究会 (県厚
年部、 か み い ち 総合病院、 黒部市民病 院 な ど と
の 協 力 ) を 発足 し た 。 い ず れ も 年 1 困 の研究発
表会 を 開 催 し て い る 。
・外来 ・ 入 院患者 の 動 向 等
本 年 度 よ り 本格 的 に 毎 日 外米 と な り ( 2 診) 、
対 応 す る 患 者 数 も 増 え て い る 。 本 年 度 上 半 期
( 4 月 � 8 月 ) で467名 の新患 を 担 当 し た 。 紹 介
状 を 持 っ て 当 部 を 受診 さ れ る 方 も 徐 々 に 増 え て
き て い る 。 主 な 内 訳 は 不 明熱、 微熱、 リ ン パ節
腫脹、 胸部腫痛 、 急性腹症、 不 定愁訴、 心 身 症
な どで あ る 。 ま た 、 新患 数の増加 に 伴 い 再 来 患
者数 も 増加 し て お り 、 多 く の 再診 を 抱 え つ つ も
ス ム ー ズ に 新患患者 に 対 応 し て い く こ と が今後
の 課題 と な っ て い る 。
2 ) 沿革 に つ い て
・設置年 月 f�
平 成 1 4年 4 月 1 日 に 院 内 措置 と し て 富 山 医科
薬科大学 附 属 病 院 内 科外来 に 設置 さ れ た 。
・ 主 要 人事
平成14年 4 月 1 日 発足 時 は i度透 明 治 第 三 内 科
教授 ( 当 時 ) が総合診療部部長、 丸 山 宗 治 第 ム
内 科 講 師 が副 部 長 を 兼任 し た 。
平 成 1 6 年 3 月 1 bJ 、 山 城清二教授就任 と と も
に I正式 に 診療科 と し て独 白: 、 同 年 5 月 、 学 内 よ
り 北 ( 第 二 内 科 ) 、 薄 井 ( 第 《 内 科) が ス タ ッ
フ と し て 加 わ り 現在 に -li っ て い る 。
・施設、 設備 の整備、 充 実
平 成 14年 の 発足 当 時 は 、 実 際 に は 内 科 3 科 の
医 師 が持 ち 回 り で初診外米 を 担 当 し た 。 平成16
年 末 よ り 内 科 外 来 向 か い ( I日 栄 養 ・ 看 護 相 談
宗 ) の 改 修 [事が行 わ れ 、 平 成 1 7年 2 月 よ り 現
在 の 診療 ブー ス と し て 稼働 し て い る 。
3 ) そ の 他
・ 回 想
山城教授は 沖縄県 \'，: 中 部病院、 ト ロ ン ト 大学、
佐賀 大学総合診療部で 臨床経験 を 積 み 、 ハ ー バ
ー ド 大 で、 臨 床疫学 を 修 め ら れ た 総合診療 の エ キ
ス パ ー ト で あ る 。 学 内 か ら 参加 し た 我 々 は 日 々
総合診療 の 真髄 を 学 びつ つ 臨床 ・ 教育 ・ 研究 に
励 ん で い る 。
(北 啓 自月記)
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 は 本 院 開 院以来現在 の
中 央診療棟 1 階 に 設置 さ れ て い る 。 総面積425
d で、 理学療法室、 作業療法室、 物理療法室、
水治療室 な ど を 有 し て い る 。
開 設 当 初 よ り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部長 は 辻陽
雄名 誉教授 (前整形外科教授) が務 め ら れ、 平
成10年か ら は 木村友厚教授 (現整形外科教授)
がそ の任 を 引 き 継 い で い る 。 副 部長 と し て は 、
平成 6 年 か ら 北川 秀機講師 (平成 6 年~平成 9
年) 、 松井寿夫助教授 (平成 9 年 ~ 平成10年) 、
松野博明助教授 (平成10年~平成15年) が実務
指導 に 当 た り 、 平成15年 5 月 よ り 松下 が引 き 継
ぎ現在 に 至 っ て い る 。
作業療法士 に 関 し て は 、 平成13年 に 松平洋子
療法士が退職 し 、 現在 の高寺詩乃療法士がそ の
職 を 引 き 継 い だ。 理学療法 は 川 合宏療法士、 新
出 敏治療法士が そ の 職務 に あ た っ て い る 。
近年 リ ハ の診療報酬制度は、 個 別 ・ 集 団指導、
早期加算 な ど大 き な 変革がな さ れ、 ま た 診療体
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る 。 現在 リ ハ 専 門 医 の 副部長が 日 々 リ ハ患者の
診療 に あ た る と と も に 、 毎週木曜 日 の 午後 に ス
タ ッ フ と リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス を 実施 し 、 有効 か
っ 適切 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 立案
を 行 っ て い る 。
こ れ ま で、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と は 神 経 ・
筋 ・ 骨 格 器系 の 運 動 障 害 を 物 理 医 学 的 手段 に
よ っ て 診断 し 治療す る 分野 と 考 え ら れて き た 。
し か し 、 最 近 で は患者が 日 常生活 を 自 立 し て 行
い 、 かつ手段 的 日 常生活動作 も 快適 に 遂行で き
quality of life (QOL) を 高 め る こ と を 意味 し
て い る と 理解 さ れて き て い る 。
こ の 意味 に お い て 神経 ・ 筋 ・ 骨格器系 の疾患
の み な ら ず、 当 院で も 多 く の患者がそ の対象 に
な っ て き て お り 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実施患者
数 は 平 成 13年 以 降 月 1 ， 000人 を 超 え る よ う に
な っ て き た ( 図 1 ) 。 リ ハ 依頼件数 を 科 別 に み
る と 、 依然整形外科、 脳神経外科が大部分 を 占
め る も の の 、 多 く の科か ら 依頼 さ れ る 傾 向 に あ
る ( 図 2 ) 。 各 科 の 医 師 が 患 者 QOL を 意 識 し
治療 に あ た っ て い る 結果 と 思 わ れ る 。
現在の療法士 3 人 の体制 で依頼患者すべ て に
H6 H7 H8 H9 H 1 0  H 1 1 H 1 2  H 1 3  H 1 4  H 1 5  H 1 6  年度
図 1 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部入院 ・ 外来別診療行為件数 (平成 6 年~平成16年)
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対 し 診療行為 を 行 う こ と は 困 難 で あ り 、 病 院側
が こ の 現状 を 重 く 受 け と め 、 平成18年 度理学療
法士が 1 名 増 員 に な る 予 定 で あ る 。 今後 さ ら に












トー J白 内 占 ん
多 く の患者 に 提供 で き る よ う 、 リ ハ ス タ ッ フ と
と も に 日 々 努力 し て い き た い 。
(松下 功)
J�ム一一一 一ーー_j__J三L
整形 脳外 1 内 2内 1 外 小児 2外 3内 精神 放射 和漢 歯科 耳鼻 泌尿 眼科 麻酔 産婦 皮膚 救急
図 2 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部科 別 診療行為 件 数
透 析 部
透析部 は 、 昭和55年 4 月 透析室 と し て 現在の
附属病 院の 3 階 中 央診療棟 に設置 さ れ、 昭和58
年 1 月 か ら は 特殊診療施設 に位置づけ ら れ た 。
現在、 機器 は 個 人用 の透析装置が10台、 透析j慮
過装置が 1 台、 血紫交換装置が 1 台、 持続血液
i慮過装置 が 1 台 あ る 。 周 辺機器で は 、 こ こ 10年
の 聞 に 患者監視装 置 、 除細動器、 体重計測装 置
な どが設置 さ れ、 平成16年か ら は 電子 カ ル テ 導
入 と と も に 大部分の 業務処理が電子化 さ れ、 よ
り き め 細 か な 管理がで き る よ う に な っ た 。
透析部長 は 、 透析部 開設の 当 初 か ら 片 山 喬先
生 (前 泌 尿器科教授) 、 平成 6 年 7 月 か ら 井 上
博先生 ( 第 二 内 科教授) 、 平 成 14年 7 月 か ら は
三崎拓郎先生 (第一外科教授) が務 め ら れ、 現
在 に 至 っ て い る 。 ま た 、 副部長 は 、 開 設の 当 初
か ら 水村 泰 治 先 生 (前 第 二 内 科助 教授) 、 昭 和
61年か ら 飯 田 博 行 先 生 (前 第 二 内 科助 教授) 、
平 成 5 年 か ら 高 田 正 信 先 生 (前 第 二 内 科 助 教
授) が務 め ら れ、 平成14年か ら は 供 田 が任命 さ
れ た 。
業務 は 、 定期 の 血液透析 は 主 に 月 、 水、 金曜
に 行 い 、 血柴交換 は 緊急時以外で は火、 木曜 に
行 っ て い る 。 最近 で は 、 当 院で の外来維持血液
透析 を 希望す る 患者様 も 増 え て き た た め 、 時 に
は 1 日 2 ク ー ル の 透析 を 施行 し て い る 。 透析 の
治療件数 は 、 わ が 国 の 透析患者数の増加 を 反映
し て 毎年増加 し て お り 、 平成16年度で は 延べ透
析治療件 数 は 2 ， 582例 と な り 過去 最 高 の 件 数 と
な っ た 。 同様に、 血紫交換、 二重櫨過血葉交換、
免疫吸着、 ビ リ ル ピ ン 吸着 、 LDL コ レ ス テ ロ
ー ル 吸着、 薬物中毒 と 敗血症 に対す る 血液吸着
な どの特殊治療 も こ こ 数年増加 し 、 平成16年度
に は延べ治療件数は88件 に 達 し た 。 慢性腎不全
患者 は 、 透析導入例 で は 約 1 か 月 の教育入院後、
他 院 に 紹 介す る 場合が多 い 。 ま た 、 他院か ら は
維持透析患者が心疾患、 外科、 眼科的 な 合併症
で 本 院 に 紹 介 さ れて く る 。 院内発症あ る い は他
院か ら 紹介 さ れ る 急性透析患者は平均 で 年 間 1 5
- 20例 あ る 。 最近 は 、 透析導入患者の 高 齢化 に
伴 い 心血管系 を 中 心 と し た 合併症 を 有す る 症例
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が 多 く な り 、 ICU 症 例 の ス テ ッ プ ダ ウ ン な ど
も 増 え て き た 。 そ の た め 、 専任 ス タ ッ フ の 増 員
な ど を 含め た 施設 の 充実が リ ス ク 管理上急務 と
な り 、 平成15年 4 月 か ら 非常勤の 臨床工学技士
1 名 が増 員 と な っ た 。
現在 の 透析部 ス タ ッ フ は 、 第三 内科、 第一 内
科、 泌尿器科か ら の 多 く の 医 師 と 中 山 看護師長、
工藤副看護師長、 森 田 主任 臨床工学技士、 そ れ
か ら 医療機器管理セ ン タ か ら の 山 東技士、 救
急部か ら の水口副看護師長、 大西、 河合、 酒井、
水 口 、 宝 田 看護師か ら な り 、 日 々 の 透析業務 に
あ た っ て い る 。 現在の 第二 内科の 医 師 は 、 泉野、
供 田 、 上野、 絹野、 鍵谷、 石丸、 山 崎、 桝谷、
中 川 、 第 一 内科 で は i甫風、 山 崎、 泌尿器科 で は
布施、 永川 で あ る 。 透析 は 正 月 休みや祝 日 で も
定期 的 に 行 っ て い る 。 ま た 、 急 に 腎不全が発生
し た 場合や重症例 で は 、 夜 間 や休 日 そ し て 昼夜
を 問 わ ず に 血液透析や持続血液議過 を 施行す る
こ と も し ば し ばあ る 。 管理は 第二、 一 内科、 泌
尿器科 の 各科が合 同 で、行 っ て お り 、 相 互 の 親睦
を 深 め る た め に 、 歓送迎会、 忘年会 な ど を 定期
的 に 行 っ て い る 。 研究面 で は こ れ ま で透析患者
の 免疫機能、 循環機能、 内分泌機能 に 関 す る 研
究が行 わ れ、 現在 は 透析患者の 酸化 ス ト レ ス や
動脈硬化 に 関 す る 研究が関 連透析施設 と の 共 同
で進行 中 で あ る 。 こ れ ら の 成績 は 、 毎年、 日 本
透析医学会 な どで発表 し て い る 。
本 邦 の 透析 患 者 は 病 院 開 設 時 で は 6 万 人 で
あ っ た が、 現在23万 人 を 超 え た 。 透析導入例 の
原 因疾患は慢性糸 球体腎炎が減 り 、 糖尿病性腎
症が増 加 の 傾 向 に あ る 。 ま た 透析が長期化す る
に 従 い 、 心 ・ 血管疾患、 骨 ・ 関 節疾患、 眼疾患
等の合併症 を 持つ 高齢の透析症例が増 え て き た 。
こ の 時代 の流れ を 反映 し て 、 当 透析部で も 難治
の合併症 を 持つ 長期 透析例 が多 く な っ て き て い
る 。 今後、 重症症例 に対 し て 難 易 度 の 高 い 透析
を す る 機会が増 え る こ と が予想 さ れ る た め 、 専
門 的 な 知 識 を も ち 助 言 の で き る 専任 の 透析 医 師
が リ ス ク の 回 避か ら 是非 と も 必要 で あ る 。 し か
し 現在、 当 透析部 に は専任の透析 医 師 は不在
で あ り 、 一 日 も 早 く 血液浄化療法部の新設が望
ま れ る 。 (供 田 文宏)
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感染症治療部
平 成 1 3 年 1 2 月 に 附属 病 院 の 中 診 部 門 と し て 感
染症治療部が新設 さ れ た 。
1 ) 管理運営、 業 務 の 変遷 と 現状 に つ い て
・ 診療 、 院 内 感染対策
感染症診療 (外来 : 月 曜 日 午後 、 木曜 日 午
前 ) や 感染症症例 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 行
う と と も に 、 附 属 病 院感染予 防対策委 員 会、
病 院 感 染 管 理 チ ー ム (HICT) で も 中 心 的 役
割 を 担 っ て い る 。
- 研修医指導 ・ 教育
初 期 臨床研修 プ ロ グ ラ ム 、 専 門 医 養成 プ ロ
グ ラ ム (後期研修) で感染症診療 の 而 か ら 臨
床研修医 の 指 導 を 行 っ て い る 。
2 ) 沿革 に つ い て
- 設置 年 月 日 200 1 年 1 2 月 1 日
. 主 要 人事
部 長 舟 田 久 ( 医学部感染 予 防 医学講
座教授)
副 部 長 安 岡 彰 ( 医学部感染予 防 医学講
座助教授)
部員 鳴河宗聡 ( 医学部感染予 防 医学講
座助手)
北川 洋子 (看護師長、 感染対策担
当 )
医 員 渡辺珠代
フ ォ ト セ ン タ ー
富 山 医科薬科大学 附属病 院 (平成17年10月 1
日 か ら 富 山大学附属 病 院 に 改称) フ ォ ト セ ン タ
ー は 、 附属病 院 開 院か ら 1 年遅れの80年 9 月 に
開 室 し た 。
そ の 聞 に 初代辻セ ン タ ー 長 か ら 古 田 に 引 き 継
ぎ、 現在 は 検査部 の 大所帯 を 率 い る 北 島 セ ン タ
ー 長 に 至 っ て い る 。
当 セ ン タ ー 開 室 か ら 医学写真の依頼は右肩上
が り を 描 き 、 20世紀最後の 10年 間 は そ の ピ ー ク
で あ っ た が、 21世紀最初 の 10年 間 を リ ア ル タ イ
ム で過 し て い る 現在、 フ ォ ト セ ン タ ー と 言 う よ
り 写真産業全体がデ ジ タ ル に 向 か つ て 大 き く 転
舵 し つ つ あ り 、 と く に 学 会 で の プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン は す っ か り 様変 わ り し て 、 写真の 環境 も
大 き く デ ジ タ ルへ と シ フ ト し て き た 。
ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル と 環境 が 変 化 す る な
か、 モ ノ を 記 録す る と い う 光 を 利 用 す る 撮 影
は 、 フ ィ ル ム か ら メ デ ィ ア に 媒体が変 っ て も 基
本 は 不 変 で あ り 、 そ の技術 向 上 に 不 断 の 努力 を
欠 か さ ず 質 の 高 い 写真 を 目 指 し て い る 。
な か で も 依頼者 と 直接応対す る こ と に よ り 、
相手の要望 に 沿 っ た仕上が り は 好評 を 得 て い る
と 自 負 し て い る 。 診療用 、 研究用 の 医学写真 は
一般撮影 と 条件が異 な り 、 と く に 質 の 高 い 再現
に は 高 い テ ク ニ ッ ク が必要 と さ れて い る の で、
依頼者の希望 に 応 じ て 様 々 な 工夫 を 重 ね る と 共
に 、 フ ォ ト セ ン タ ー が写真 を 担 当 す る こ と で、
医療従事者や研究者が写真 に 費 や す 時 間 の節約
に な っ て い る こ と も 合 わせて 申 し 上 げた い 。
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近 年 は 入 院患者様か ら 証明 写真が必要 に な っ
た 場合、 外出せず に 当 セ ン タ ー で撮影で き る 利
便性がた いへ ん喜 ばれ、 各種 申 請用 の 証 明 写真
の依頼量 は 年 々 増加 を た ど っ て い る 。 そ れ と 閉
じ く し て 職員 や 臨床 に 携 わ る 学生が必要 と す る
顔写真 も 増加 し て い る O
近年、 研修医制度や新 た な 診療科が増 設 さ れ
た が、 そ の場所 を 巡 っ て 当 セ ン タ ー の 半分 を 委
譲す る 事態 が出 来 し 、 大変残念で、 あ る が質 の 高
い 医療 の た め に 出 血処置 を 敢行 し た 。 従 っ て 当
セ ン タ ー の と な り は看護相談室 に な っ た が、 場
所 は 従来 ス タ ジ オ と し て い た と こ ろ を 出 入 口 と
し 、 ス タ ジ オ 、 作業室 な どス ペ ー ス が減少 し て
迷惑 な 点 も あ ろ う か と 思 う が、 日 常業務 は 滞 り
な く 行 わ れて い る 。
当 セ ン タ ー で は ミ ニ コ ピ ー フ ィ ル ム を こ れ ま
で に 100万枚以上使 っ た 経験か ら 、 ほ ぼ そ の 特
性 を 掴 み切 っ た と 胸 を 張 っ て 言 え る 。 ミ ニ コ ピ
ー 固 有の性質 を 生 かす こ と は も ち ろ ん 、 超微粒
子 を 生か し た 表現や高 い コ ン ト ラ ス ト を 利 用 す
る こ と で 、 主題の 強調 を 計 る な どの テ ク ニ ッ ク
を 駆使 し 、 依頼者の イ メ ー ジ に 沿 っ た 処理 を し
て 喜 ばれて い る 。
フ ィ ル ム か ら デ ジ タ ル に 移行 し て い る け れ ど
も 、 ど ち ら の 需 要 に も 応 じ た 忠 実 な 色 再現 は 自
信があ る 。
尚 、 当 セ ン タ ー の 主力 器機の一部 は 開 室 当 時
か ら の も の や 、 耐用 年数 を 越 え た も の がい ま だ
に 稼動 し て お り 、 き し み声 を あ げつ つ 厳 し い病
院運営 の元、 医学写真の た め に 懸命 に 動 い て い
る 現状で あ る 。
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地域医療連携室
1 ) 運営体制
診療 ス タ ッ フ : 室 長 (兼任) 1 Li城清二
副 室 長 (兼任) 山 崎勝也
看 護 師 ・ MSW (専任) 吉 田 百合子
MSW (専任) 奥村 ま す み
看 護 師 (兼任) 湯 浅 ゆ き !- (看護相談担 当 )
看 護 師 (兼任) 大井圭子 (看護相談担 当 )
2 ) 沿革 に つ い て
設立年 月 日 : 平 成 1 3 年 4 月 : 附属病 院 に 地域 医
療連携室 開 設
主 要 人事 : 平 成 1 3 年 4 月 . 小林正室長、 1 1 1 崎勝
也 副 室 長 、 吉 田 百合子看護師 ' MSW 配置
平 成 1 3年 7 月 : 奥村 ま す み MSW 配属
平 成 1 6年 4 月 : 室長交代、 小林正 室 長 か ら 1 1 1 城
清 て 室長へ
施設 ・ 設備 の 整備 ・ 充実
附 属 病 院 2 階 の 内 科外来前 に 地域 医療連携室 が
設 置 さ れ、 専 任 の MSW が常駐 し 、 院 内 外の 事
務 ・ 連絡や相談 を 受 け付 け て い る 。
3 ) 活動報告 な ど
活 動 内 容 1 . 地域医療機 関 へ の 紹 介 ・ 連携
2 . 療養 if l の経済的 ・ 心理的 ・ 社 会 的 問 題 の 解
決、 調 整援助 3 . 退 院 の 援助
4 . 退 院 に 向 け て 診療科、 診療部 と の 連絡調整
5 . 公 費 医療負担制 度 の 指 導 及 び助 三
G . 高 額療 養 費 制 度 の指導
活動実施報告 : ①医療連携研修会
目 的 : 近 隣 開 業 医 と の 勉 強 会 及 び意 見交換
第 1 回 (平成15年 3 月 24 日 ) 脳梗塞 の 臨 床 ， 第
2 liJJ ( 平 成 1 5 年 7 月 28 日 ) 食道 胃 静脈砲 に 対 す
る 治療 ， 第 3 回 (平成15年 1 1 月 10 日 ) ウ イ ル ス
性 肝 炎 の 治 療 ， 第 4 同 (平成 1 6 年 2 月 23 日 ) 人
工 膝 関 節 子術 の 現況 、 腰部脊柱管狭窄 症 の 診 断
と 治療 ， 第 5 回 (平成16年 6 月 28 日 ) 痴 呆 の 診
断 と 初 期 対 応 、 う つ 病 に つ い て ， 第 6 回 ( 平 成
1 6 年 1 0 月 18 日 ) 抗不整脈の使用 法， 第 7 回 (平
成 1 7 年 3 月 14 日 ) 脳 卒 中 を 見逃 さ な い た め に ，
第 8 回 (平成17年 6 月 20 日 ) 解離性動脈癌 の 診
断 と 治療 ， 第 9 凶 (平成17年10 月 24 日 ) 歩行障
害 の 診か た
②第 1 回 院 内 地域医療研修会 ( 平 成 1 6 年 1 2 月 6
日 )
目 的 : 院 内 の 医療連携意識 を 高 め る 。
テ ー マ : 今後の 地域医療連携の あ り 方 、 紹 介患
者 さ ん の 対 応 、 セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外来
③富 山 医薬 大 「連携 ・ 福祉」 研修会
U 的 : 一 人 ひ と り が医療及 び福祉施設 を 利 用 し
て 、 最 も そ の 人 ら し く 療養 ・ 生活が/['1 来 る よ う
に 、 い か に 連携す れ ば良 い か を 学ぶ 。
対 象 : 院 内 及 び院外の 医療者、 ヘ ル パ 一 等 の 福
祉 職 員
第 1 担J (平成17年 6 月 8 日 ) 古 山 県 の 医療福祉
事情 ， 第 2 回 (平成17年 7 月 1 3 tJ ) 療養型病 院
及 び福祉施設， 第 3 回 (平成17年 9 月 14 日 ) 在
宅福祉 サ ー ビ ス ， 第 4 回 ( 平 成 1 7 年 10 月 1 2 日 )
福祉制 度 ， 第 5 [1司 (平成17年 1 1 月 9 tJ ) 脳血管
疾患， 第 6 回 (平 成 1 7 年 12 月 14 日 ) 地域支援病
院 の 役割 と 連携
④セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外来 開 設 ( 平成 1 7 年 4 月
1 日 )
①富 山 医科薬科大学病 院 だ よ り (平成13年 5 月
創 刊 ) 年 3 回 程 度発行
⑥医療連携感謝状 : 平成 1 6 年 度 に 大学病 院へ紹
介 し た 件数が多 か っ た 開 業 医 の 先生 方 (49 名 )
へ感謝状 を 贈 早一 し た 。
⑦平 成 1 6 年 度相談活動実績
年 間 延 べ 件 数 : 2 ， 435件 ( 内 新 規 相 談980 人 ) 、
月 平均延べ件 数 : 203件
地域医療連携室 の 今後
1 . 外来忠者 の 紹 介 シ ス テ ム 、 入 院忠者 の 退 院
支援 の整備の ほ か に 、 病 院経常 か ら の 視点
が今後重要 に な る 。
2 . 機能分化 . 大学病 院 は 高 度先 進 医 療 を 提供
し て い る 。 し か し 、 すべて の 領域 で提供 し
て い る わ け で は な い 。 他の 医療 機 関 の 方が
優 れ て い る 場合があ る の で 、 今後 は 病 院単
位 で は な く 、 地域単位で、待亘; と す る 医療 を
受 け持つ よ う な 機能分化が必要 で あ る 。
3 . 大学 は教育 ・ 研究機 関 で も あ る 。 地域医療
連携の教育 プ ロ グ ラ ム を 企画 し 、 患者中心
かっ効率の よ い 連携 も 研究対象 と な り 得 る 。
( LlJ 城 清二記)
医療安全管理室
医療安全管理室 は 、 本院 に お け る 医療事故防
止 に 関 す る 主導権的役割 を 担 う 部 門 で あ る 。 近
年 の 医療 を め ぐ る 変革 の な か で 、 「 医 療 安全管
理」 の 問題 は 「 医療経済 ・ 病 院経営」 と 共 に 最
も 大 き な 課題 と し て 取 り 上 げ ら れて き た 。 医療
の 安全性 は 、 医療者が守 る べ き 当 然 の 課題で は
あ っ た が、 制 度 と し て 整備 さ れ社会 的認識が確
立 し て き た の は こ こ 数年 で あ る 。 そ の歴 史 は 浅
く 、 我 々 も 試行錯誤 を 続 け な が ら 、 医療者、 受
療者 (患者 さ ん) が共 に 満足 で き る 医療実践 を
め ざ し 奮 闘 中 と い う の が実状で あ る 。 医療安全
管理室設立 の 経緯、 活動の現状 を 紹介す る 。
1 ) 沿革 に つ い て
医療安全管理室 は 、 院 内 に 医療安全管理部門
を 作 る と し た 全国 国立大学附属病 院長 会議 の 決
定 に よ り 、 平成13年 7 月 に 設置 さ れ た 。 室 長 は
医療安全担 当 副 病 院長 で あ り 、 室員 と し て 専任
リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー (GRM) 1 名 及 び 診 療
科 ・ 中 央診療部 門 ・ 看護部 ・ 薬剤部 ・ 事務 部 な
どの 各部署兼任 リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー (平成17年
8 月 現在93名 ) の 代表者15名 で組織 し て い る 。
平成16年 4 月 の 国立大学法 人化 に よ り 損害賠
償責任保険の運用 が開 始 さ れ、 同年10月 に は 医
療法一部改正 に よ り 、 日 本医療機能評価機構 に
対す る 医療事故報告が義務づけ ら れ た 。 平成17
年 3 月 に は 国立大学附属 病 院 の 医療事故公表基
準が作 ら れ、 国 の 動 き に 合 わせ、 医療安全管理
室 の 業務 も 変化 し て い く 状況 で あ る 。
2 ) 業務の 変遺 と 現状
医 療 安 全 管 理 室 の 基 本 的 な 活 動 の 目 的 は
「 ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー を 前提 と し た 安 全 な シ ス テ
ム の構築」 で あ り 、 下記の業務 を 中 心 に 、 医療
安全 は も と よ り 医療全般 に お け る 質 の 向 上 に 向
け た 取 り 組み を し て い る 。
1 . イ ン シ デ ン ト の 収集 ・ 調査 ・ 分析 ・ 発生要
因 の 究 明 及 び防止対策 に 関 す る こ と 。
2 . 医療事故防止対策の周知徹底 に 関 す る こ と 。
3 . 医 療 安 全 管 理 に か か る 病 院 内 の 巡 視 ・ 点
検 ・ 評価 に 関 す る こ と 0
4 . 医療安全 に か か る 業務改善の提言 ・ 指導 に
関 す る こ と 。
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5 . イ ン シ デ ン ト 発生時 の診療録の 内 容確認及
び指導 に 関 す る こ と 。
6 . イ ン シ デ ン ト 発生時の患者及 び家族への対
応状況の確認 と 指導に 関 す る こ と 。
7 . 医療安全管理 に かか る 教育 ・ 研修 ・ 啓発 に
関 す る こ と 。
8 . 医療安全管理マ ニ ュ ア ル道守 の確認 と 成果
の検証 に 関 す る こ と 。
9 . 患者及 び家族への説明 な どの 適正運用 に 関
す る こ と 。
10. 適切 な 診療録の あ り 方 の検討及 び情報公開
への対応 に 関 す る こ と 。
1 1 . リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー 会議 に 関 す る こ と 。
12 . 医療安全管理委員会で用 い ら れ る 資料及 び
議事録の作成並 びに保存、 そ の 他医療安全管
理委員 会 の 庶務 に 関す る こ と 。
13 . そ の他の 医療安全 に 関 す る こ と 。
安全管理体制見直 し の基 と な る 現場 か ら の イ
ン シ デ ン ト 報告 は 、 当事者か ら 当 該部署 の リ ス
ク マ ネ ー ジ ャ ー を 介 し 医療安全管理室 に 提 出 さ
れ る 。 事例分析か ら 院 内共通 の 問 題点 を 見 出 し 、
そ の 改善案は 医療安全管理室会議 を 経て 医療安
全管理委員 会で審議 し 、 院内統一の マ ニ ュ ア ル
へ と 繋 げて い く 流 れ で あ る 。 各会議 は 月 1 回 開
催 し て い る 。 ま た 、 毎年 国立大学附属 病 院 間 で
の 「 医療安全の た め の相互チ ェ ッ ク 」 に て 、 医
療安全 を 評価 し あ う 取 り 組み も 行 っ て い る 。
職員研修 と し て 年 4 回 の イ ン シ デ ン ト 事例検
討会 と 医療安全 に かか る 講演会 を 企画 ・ 開催 し
て い る 。 イ ン シ デ ン ト 事例検討会 は 平成15年 よ
り 行 っ て い る が、 多職種が一 堂 に 集 ま り 意見交
換 で き る 場 と し て 定着 し つ つ あ り 、 回 を 追 う 毎
に 参加者数 も 増 え て い る 。 共通話題で 日 頃 の 問
題 を 検討す る に は 有効 な 機会 と な っ て き た 。
平成13年 の設置か ら 、 医療安全管理マ ニ ュ ア
ル や 医療安全 に 関 す る 報告体制 整備、 各会議の
充実 な ど、 組織作 り は 進 ん で、 い る 。 現在 は 、 医
療 の 質 に 視点 を お い た イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン
ト の 充実や、 診療科連携 の体制作 り を 課題 と し
て 活動 し て い る 段 階 で あ る 。







セ ン タ ー 長 : 山城清二 (総合診療部教授)
副 セ ン タ ー 長 : 木村友厚 (整形外科教授)
専 門 事務職員 : 福 田 康 明
臨時事務職員 . 竹腰淳子
2 ) 沿革 に つ い て
平成16年度か ら 新臨床研修制 度 が開 始 さ れ た 。
そ れ に 先立 つ て 、 卒 後 臨床研修セ ン タ ー が設置
さ れ た 。 準備期 に は 、 塚 田 一博教授が セ ン タ ー
長 に 任 命 さ れ、 研修 プ ロ グ ラ ム の概要が 出 来上
が っ た 。 平 成 1 6年 度 に は 木村友厚教授が セ ン タ
ー 長 を 歴任 さ れ、 そ し て 平成 1 7 年 度 か ら は 私 が
引 き 継 い だ。 主要 人事 と 施設整備 は ド記の通 り 。
平 成 1 5 年 度 : セ ン タ ー 長塚 田 一博、 副 セ ン タ
ー 長足 立 雄 一
卒後 臨床研修 セ ン タ ー 及 び更衣室 の 設置
平 成 1 6 年 度 ・ セ ン タ ー 長木村友厚、 副 セ ン タ
ー 長 山城清二
卒後臨床研修セ ン タ ー の 移 設
平 成 1 7 年 度 : セ ン タ ー 長 山 城清二、 副 セ ン タ
一 長 木村友厚
研修医学習 室 の 増 設
3 ) 運営及 び業務 内 容
新 臨床研修制 度 で は 、 旧 制 度 の ス ト レ ー ト 入 局
と 異 な り 、 卒後 2 年 間 の 臨床研修が必修で あ る 。
そ れ は 、 内 科 、 外科、 救急、 麻酔、 小児科、 産
婦人科、 精 神 科お よ び地域 医療 ・ 保健 と 多科 ロ
ー テ ー シ ョ ン 方式、 ア ル バ イ ト 禁止、 最低給与
の 保 障 (約30万 円 ) 、 全 国 的 な マ ッ チ ン グ 制 度
等厚生労働省 の 厳 し い 指 導 の 下 で 始 ま っ た 。
本学の採用研修医 の 数 :
平成16年 度37名
平 成 1 7 年 度29名
旧 制 度時代 よ り も や や減少 し た 。 全 国 的 に 、
旧 制 度 で は 医学部卒業生 の 約 7 割 が大学病 院 で
研修 し て い た が、 新制 度 2 年 目 に は 約 5 割 と な
り 、 研修先が大学病 院 と 一般病院が半 々 と な っ
て い っ た 。 地方大学の卒業生の 定着率が低下す
る 中 、 富 山 医科薬科大学 は 近 隣 の 大 学 に 比べ て
良 い 方 で あ る 。 し か し 、 本学 の 卒業生 ばか り で
な く 、 他大学 の 卒業生 も 研修 し た く な る よ う な
魅力 あ る 研修 プ ロ グ ラ ム を 構築 す る 努力 が必要
で あ る 。
旧 制 度 で は 、 各 医 局 が入 局 し た 研修 医 の 面倒
を み て い た が、 新 制 度 で は 全 て 臨床研修 セ ン タ
ー が管理 し な く て は な ら な い 。 そ こ で 、 ま ず は
ハ ー ド の 面 で 、 初 年 度 に セ ン タ ー の 事務所兼研
修 医休憩室 と 更衣室 を 設置 し 、 2 年 目 に は 学習
室 を 整備 し た 。 全 て の事務手続 き は 、 セ ン タ ー
の事務員 が行 っ て い る 。
卒 後 臨床研修セ ン タ ー の 主 な 年 間 行事 :
4 月 新研修 医 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
5 月 イ ブ ニ ン グ ・ セ ミ ナ ー 開 始
7 月 6 年生への研修制 度 の 説 明 会
8 月 マ ッ チ ン グ の た め の 面 接 開 始
9 月 後期研修説 明 会
1 0 月 マ ッ チ ン グ 結果公表
1 1 月 指導医養成 セ ミ ナ ー 開 催
1 月 研修医 予 定者への 説 明 会 、 ロ ー テ ー シ ョ
ン 希望調査
3 月 研修終 了 判 定 、 新研修l実 ロ ー テ ー シ ョ ン
決定
さ ら に 、 年 間 を 通 じ て 、 協 力 型 病 院 と の研修
調 整 (特 に 、 精 神 科 と 地 域 医 療 ・ 保 健 ) 、 ま た
指 導 医 や 病棟か ら の苦情や 意 見へ の 対応 な どが
挙 げ ら れ る 。 し か し 、 最 も 大変 かっ重要 な 仕事
は 、 研修医 → 人 ひ と り への 精神 的 サ ポ ー ト で あ
る 。 特 に 、 研修医 1 年 目 は 、 お そ ら く 人生 の 中
で最 も ス ト レ ス フ ル な 時期 で あ る 。 知 識 と 技術
が未熟で あ り 、 病棟な どの業務 も 不慣れ、 し か
し 入 院患者 さ ん を 直接 ケ ア ー し な け れ ば な ら な
い 責任 あ る 立場。 た と え 指導 医 がい て も 、 研修
医 は 医 師 と し て の 責任 を 果 た さ な け れ ば な ら な
い 。 そ の よ う な 環境 で 、 う ま く い か な い 時 に は
肉 体的 に も 精神 的 に も き っ く 、 時 に 気 分がふ さ
ぎ 落 ち 込 む こ と は 一 度や 二 度 は 経験す る 。 こ れ
は 、 我 々 指導 医 も 同 じ よ う な 経験 を し て き て い
る 。 従 っ て 、 臨床研修セ ン タ ー と し て は 、 研修
内 容 の チ ェ ッ ク 、 夏季休暇 の 調 節 、 グ ル ー プ ロ
ー テ ー シ ョ ン 、 各診療科 と の 連携 を 充実 さ せ る
と と も に 、 研修医への精神 的 サ ポ ー ト に 最 大 限
の 努力 を し て い る 。 ( 山 城 清二記)
薬 剤 部
沿革 :
昭和52年 4 月 、 病 院創 設準備室発足 に 伴 い 副
薬剤主幹 ( 木村 昌 行) が発令 さ れ、 昭和53年 7
月 、 薬剤 主 幹 (併任、 堀越勇 ) が発令 さ れ た 。
昭 和 54年 4 月 、 薬 剤 部 発足 に 伴 い 、 薬 剤 部 長
(堀越勇) 、 副薬剤部長 (木村 昌 行) の 辞令がお
り た 。 昭和55年 2 月 、 副部長 (上野雅晴) が着
任。 昭和59年12月 、 副薬剤部長 ・ 木村 昌 行 の埼
玉 医科大学総合 医療 セ ン タ ー 薬剤部長への 栄転
に 伴 い 、 昭和60年 4 月 に 中 川 輝 昭 ・ 副薬剤部長
が発令 さ れ た 。 平成 2 年 2 月 、 副部長 ・ 上野雅
晴 の 富 山 医科薬科大学薬学部教授へ の 栄転 に 伴
い 、 同 年 3 月 に足立伊佐雄 ・ 副 部長が発令 さ れ
た 。
平成 9 年 3 月 、 堀越勇 の 定年退職 と 副薬剤部
長 ・ 中 川 輝 昭 の 氷見市民病 院薬剤 部長へ の 栄転。
同 年 7 月 に 足立伊佐雄 ・ 薬剤 部 長 の 昇任 と 、 10
月 に 三村泰彦副 薬剤部長の発令が行 わ れ た 。
平成11 年 3 月 、 副部長 (川 上純一) が着任。
平成 14年 1 月 に は 院 内措置 で 治験管理セ ン タ ー
の設置 に 伴 い 、 三村泰彦が副 セ ン タ ー 長 を 兼任
し、 平成16年12月 よ り は小野敦央が専任で務め る 。
ま た 平成 9 年 以 降 で は 、 同 年 7 月 に 佐藤均が東
京大学附属病 院薬剤 部副部長 に 、 平成12年 9 月
に 田 口 雅登が当 大学薬学系研究科 ・ 医薬 品 安全
性学講座 の 助 手 に 、 平成16年 4 月 に 篠 田 健ーが
済生会富 山 病 院薬剤科長 に 、 平成17年 5 月 に 北
津英徳が済生会高 岡 病 院薬剤科長 に 、 平成18年
4 月 に 川 上純ー が浜松医科大学教授 ・ 附属 病 院
薬剤部長 に そ れぞれ栄転 し た 。
外来/入 院処方せ ん 、 薬剤 管理指導、 教育実習
受入実績 (平成16年度) ・
外 来 処 方 せ ん 枚 数12， 657枚/ 月 ( 院 内6， 476枚
/ 月 、 院 外6， 181枚/ 月 ) 、 入 院 処 方 せ ん 枚 数
6， 400枚/ 月 。 薬 剤 管 理 指 導 実 施 数374. 43件/
月 (184. 43人 / 月 ) 。 薬学部病 院 実 務 実 習 受 け
入れ112人、 薬学系大学院修士 臨 床 実習 受 け 入
れ16人、 卒後研修生受け入れ 2 人。
業務改革の あ ゆ み :
第 5 節 附 属 病 院 291 
平成 2 年 2 月 よ り 薬剤 管理指導 (手日 漢) を 開
始 し 、 平 成 6 年 3 月 に W 6 を 、 同 年 10月 に E
7 、 平成 7 年 4 月 に は E 4 と E 5 、 平 成 16年 9
月 に W 4 を 開 始 し 拡 大 充 実 を さ れ た 。 近 々 稼
働 予 定 の 注 射 オ ー ダ シ ス テ ム に 合 わ せ 個 人 別
セ ッ ト の拡充 を 予 定 し て い る 。 院外処方せん の
発行 は 県 内 で、 は 先 陣 を 切 っ て平成 5 年 7 月 よ り
開 始 し て お り 平成 8 年 9 月 に は発行率50% に 達
し 、 平成18年 3 月 か ら は 、 原則 院外処方 と な っ
た 。 平 成 6 年10月 か ら E 7 IVH 調 製 開 始。 平
成10年 4 月 よ り 薬学部学生 の 病 院実務実習必修
化 に よ り 全学生 を 受 け入 れ る こ と に な る 。 ま た
平成12年 9 月 よ り 修士長期実務実習 受入 れ も 開
始 し た 。 薬学教育 6 年制への改訂が平成18年度
よ り 実施 さ れ る こ と に 伴 い 更 な る 受入れ態勢の
充実が望 ま れて い る 。 平成10年 4 月 よ り 新 GCP
に 対応 す る た め 治 験事 務 局 を 薬 剤 部 内 に 設 置
(治験管理セ ン タ ー の 前 身) し 病 院 内 の 治験管
理体制 の 強化 を は か っ た 。 |治験管理セ ン タ ー
に つ い て は 、 平成14年 1 月 : 特殊診療施設治験
管理 セ ン タ ー と し て 発足 (救急部棟 3 階) セ ン
タ ー 長 第 二 内 科井上博教授 (併任) 。 平 成 16年
7 月 : 富 山 医科薬科大学 附属病院治験ネ ッ ト ワ
ー ク 発足。 氷見市民病院、 あ さ ひ総合病 院が参
加 し た 。 ま た 治 験 業 務 委 託 会 社 (SMO) と 業
務提携契約 を 結ぶ。 平成17年 4 月 に 第 三 内科杉
山 敏郎教授がセ ン タ ー 長 に 就任 (併任) 0 1 平成
12年 7 月 、 外来患者へ の お 薬説明 の書面 に よ る
情報提供 を 開 始 し た 。 平成14年 5 月 、 肝移植の
協力体制 を 整 え る た め タ ク ロ リ ム ス の TDM 開
始。 平成15年 5 月 、 外来化学療法用抗がん剤 ミ
キ シ ン グ開始。 平成16年 1 月 、 電 子 カ ル テ シ ス
テ ム が稼働 し 処 方 オ ー ダ シ ス テ ム の改善が図 ら
れ た 。 今後の注射指示 オ ー ダ シ ス テ ム の稼働 と
そ れ に 連動す る 注射薬払 出 装 置 の 運用 に よ っ て
注射薬業務 の合理化 と 拡大 を 図 っ て い く 予定で
あ る 。 同 年 4 月 よ り 独立行政法人化 に 伴 い 、 労
働基準法の適用対象 に な っ た た め勤務体制 に 変
則 2 交代制 を 導入。 平成17年 3 月 よ り 生薬お よ
び 漢 方 製 剤 を 除 く 全採用 薬 品 の 8 %が ジ ェ ネ
リ ッ ク 薬 品 に 切 り 替 わ っ た 。
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看 護 部
開 学20年 以 降 は 、 病 院建物 の狭陸化や老朽化
に よ る 改修、 機能拡大 に 伴 う 施設設備 の移転や
開 設が順次 行 わ れ、 患 者 の 治療 及 び療養環境整
備 を 主 と す る 看 護活動が多 か っ た 。
ま た 高 度 な 医療 や 病 院経営 の拡大 に 伴 い 、 看
護 師 を 年毎 に 増 員 し患者 ケ ア の 充実 を 図 る と と
も に 、 人 員 確 保 の 努力 を し た 。
病 院機 能 評価 は 5 年毎 に 2 回 受検 し 、 看 護 の
質 や ケ ア の標準化が進 み 、 医療安全 ・ 感染分野
等 で は 看護 師 に よ る 院内横断的活動が定着 し た 。
常 に 前 IbJ き な 姿勢 と 行動 を 念頭 に 置 き 、 よ り
良 い 看 護 の 提 供 に 繋 が る 組 織 活 動 と 看 護 帥 の
キ ャ リ ア 開 発 を 強化 し た 10年 で あ っ た が、 そ の
間 に 大学 は 法 人 に 変 わ り 、 看護部 は 病 院経営 の
参 両 か ら 意志決定 に 関 与す る 状況 と な っ た 。
沿革概要 ( 開 学20周 年以後)
H 7 年 9 月 「 ひ と 言 で つ づ る 看 護 の こ こ ろ j
書籍 出 版
3 月 H 7 年 度看護部年 開業績 6 1 件
H 8 年 4 rJ 看 護 婦 総 数 322 ?'， 副 部 長 1 �ぅ
( 五 ト 嵐) 、 婦長 2 名 昇任
患 者 用 寝 具 (布 団 仕 様) ・ 床 頭
台 ・ 椅子 ・ サ イ ド テ ー ブ ル の 更新
病棟給湯室改修
H 9 年 1 月 忠若浴室 の 改 修 開 始
3 月 「 私 の 看 護観」 発 FIJ
西 出 看護部長退官
4 JJ  LLJ U 看 護 部 長 就 任 、 副 部 長 2 1'，
( 佐 藤 、 板倉) 、 婦長 2 名 舛任
本学看護学科 ム期 生採用
患者用 病 火 の 変 更
1 1 月 ICU の 開棟
H 10年 2 月 病棟処置台 ・ 自 動蓄尿器 ・ ベ ッ ド
サ イ ド 照 明器具 の 更新
4 月 婦長 1 名 昇任
ナ ー ス キ ャ ッ プ の 自 由 化
テ ン キ ー 型 ナ ー ス ロ ッ カ ー に 更新
6 月 配置異動基準及 び異動 巾 請 の 導 入
7 月 看護部長室 ・ 資料室移転
「患 者 さ ん の 法 則 50 ナ ー ス の 心 を
ノ ッ ク す る 」 書籍 出 版
9 月 看護婦更衣室移転
H 1 1 年 2 月 病 院機能評価認定取得
4 月 ナ ー ス ユ ニ ホ ー ム の 変更更新 ( パ
ン タ ロ ン 型導入)
夜 間 勤務看護加算の 導入取得
6 月 ベ ッ ド 洗浄室稼働
12月 2000年 問 題対応
日 1 2年 2 月 中 堅 ナ ー ス 活動事後報告集発刊
4 月 治験 コ ー デ イ ネ ー タ ー の 設置
7 月 リ ス ク マ ネ ー ジ ャ ー の 設 置
H 1 3年 4 月 婦長 2 名 昇任 、 専 任 リ ス ク マ ネ ー
ジ ャ ー (GRM) の設置
5 月 第53 回 全 国 国 立大学病院看護部長
会 議 の 富 111 開 催
H 14年 3 月 看 護 師 ・ 助 産 師へ 名 称 変 更
4 月 GCU の稼働
5 月 看護 の 日 「 お 祭 り 広場」 開 催
7 JJ 2 1 看護料取得
8 月 袴癒対 策 チ ー ム の 設置
1 2 月 患者用電動ベ ッ ド 85台 更新
病 院 ロ ビ ー の 患者慰安行 事 の 定着
(鯉 の ぼ り ・ 七 夕 ・ ク リ ス マ ス )
H 1 5年 4 月 師長 3 名 昇任
臨床看護実践到 達度評価 の 導 入
5 月 外米化学療法 セ ン タ ー 開設
7 月 実 習 担 当 者 の 臨床教授等導入
H 1 6年 1 H 電 子 カ ル テ 稼働
4 月 看護 師総数388名 、 師長 2 名 昇任
5 月 看護部長 の 副 院長就任
7 月 病練 ト イ レ 全面改修
8 月 看護記録電子 カ ル テ 開 始
1 0 月 看護職域代表 4 ?'， 選任
1 1 月 空床管理 開 始
H 1 7年 2 月 病 院機能評価認定取得 ( 2 回 目 )
3 月 H16年度看護部年 開業績 133件
4 月 個 人情報保護法施行対応
看 護 部 の 活動 は 職 員 数が多 く 多 岐 に わ た っ て
い る の で 、 特記事項 を 沿革概要 と し て 記 し た こ
と を 附記す る 。
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20世紀末か ら 21世紀の現在 ま で に 、 生命科学
分野で は 著 し い 進展が見 ら れた 。 ヒ ト ゲ ノ ム の
全解読、 プ ロ テ オ ミ ク ス の興隆、 幹細胞 と 再生
医療、 遺伝的多型 と テ ー ラ ー メ ー ド 医療 な ど、
新 た な 領域 の 幕 開 け を 示す よ う な 生命科学上 の
発見や技術 的 開 発が相次い で な さ れ、 経済 ・ 産
業 界 に も 大 き な 影響 を 与 え て い る 。 そ れ と と も
に 大学法人 に お け る 個 々 の研究者 に よ る 研究活
動 に も 、 時代の趨勢 を 受け入れ な が ら 、 個 々 の
研究 レ ベ ル を 向上 さ せ て い く 必要性が ま す ま す
求め ら れ る よ う に な っ て き た 。 こ の 学内研究の
レ ベ ル ア ッ プ を 支援す る の が、 学 内 共 同 利用研
究セ ン タ ー や 施設で あ る が、 昨今の 時代背景 を
受 け て 、 本大学の学 内研究支援体制 は 目 ま ぐ る
し く 再編 ・ 統合 を 繰 り 返 し て き た 。
現在 の 生命科学先端研究セ ン タ ー は 、 平成17
年 4 月 に 発足 し た ばか り で あ る 。 そ れ以前 に は 、
平成14年 4 月 に 設置 さ れた 生命科学実験セ ン タ
ー と 昭和59年 4 月 設置 の 実験実習機器セ ン タ ー
が併設 さ れて い た 。 生命科学実験セ ン タ ー は 、
こ の 年 、 動物実験セ ン タ ー 、 放射性 同位元素実
験施設 と 遺伝子実験施設が改組 さ れ再編 さ れ た
も の で あ る 。 動物実験セ ン タ ー の 設置 は 昭和56
年 4 月 に 遡 り 、 医学、 薬学領域の研究支援の た
め の 学 内 共 同 利 用 施設 と し て 機能 し て き た 。 平
成11 年 7 月 に は 、 第 IV 期 工事が終了 し 、 施 設
の拡充が段階的 に 行 わ れ、 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク
マ ウ ス な どの組換 え 動物の飼育が本格 的 に 可能
と な っ た 。 放射性 同位元素実験施設 は 、 昭和53
年 に 本 田 昂 教 授 (後 に 富 山 医 科 薬 科 大 学 副 学
長) が初代施設長 に 選任 さ れそ の 利 用 が 開 始 さ
れ た 。 遺伝子実験施設の設置 は新 し く 、 平成 7
年 4 月 に 設置 さ れ、 学 内 に お け る 遺伝子組換 え
実験の 本格 的 な 支援が可能 と な っ た 。 実験実習
機器セ ン タ ー は 、 そ の 設置以来、 施設備 品 の 管
理区分に 従 っ て 12部門 (超遠心機、 形態系 、 構
造分析、 ア ミ ノ 酸分析 な ど) に 分 け ら れ て 、 用
途 ご と に研究支援 に 関 わ っ て き た 。 し か し 、 分
析 装 置 な ど の 高 度 化 に 伴 っ て 、 コ ン ビ ュ ー タ
一 ・ ラ ボの新設、 あ る い は 、 生化学系 の導入 な
ど を 含め 部 門 の統廃合 は繰 り 返 さ れて き た 。 平
成元年 3 月 に は 、 実験実習 機器棟の新館が完成
し 、 研究環境 の 整備が行 わ れて い る 。
平成14年設置の 生命科学実験セ ン タ ー で は 、
三 つ の セ ン タ ー と 施設が一緒 に な っ た が、 そ れ
ぞれ に 対応 し た 形で、 新た に 生物 資 源 開 発分野、
放射線生物解析分野お よ びゲ ノ ム 機能解析分野
を 設 置 し た 。 そ れ ぞ れ の 分野 に は 分 野 長 (併
任) が配 さ れ、 そ れ ぞれの分野担 当 の 専 門 職員
と 連絡 を 取 り な が ら 運営 を 行 っ て き た 。 現在の
生命科学先端研究セ ン タ ー で は 、 こ の 生命科学
実験セ ン タ ー の組織立 て を も と に 、 実験実習機
器セ ン タ ー を 改組 し て 、 新 た に 分子 ・ 構造解析
分野 を 設置 し た 形 に な っ て い る 。 こ れ ら セ ン タ
ー の 再編統合 は 、 学内 の研究支援設備 ・ 施設の
よ り 有効 な 利用 と 、 4 分野の 一本化 に よ っ て 新
し い 時代 の 生命科学の潮流 に 乗 ろ う と す る 意 図
の も と で行 わ れ た 。 実際 に 、 動物資源開発分野
で は 遺 伝 子 改 変 動 物 の 作 製 及 び系 統 維 持、 分
子 ・ 構造解析分野で は プ ロ テ オ ー ム 機能解析の
基盤分析手法 の 開発、 ゲ ノ ム 機能解析分野で は
DNAマ イ ク ロ ア レ イ を 用 い た 遺伝子機能解析、
放射線生物解析分野で は 遺伝子改変動物 の ト レ
ー サ ー 実験 な ど、 新 し い解析技術 の導入 を 図 っ
て い る 。
本年10月 か ら の 三大学統合 に 際 し て 、 生命科
学先端研究 セ ン タ ー は新 た な 展 開 を 迫 ら れ る こ
と に な る 。 理学 ・ 工学 を 含 め た 生命科学 の 進展
に 寄与す る 必要が出 て く る か ら で あ る 。 特 に 、
医薬理工が一緒 に な っ た 大学 院構想が具体化 さ
れつ つ あ り 、 そ の 実現の 際 に は 、 大学院 に お け
る 融合教育 ・ 研究 の 支援 に 今 ま で以上 に積極的
に 関 わ る 必要があ る 。 ま た 、 本年10月 か ら 大学
発ベ ン チ ャ ー が ゲ ノ ム 機能解析分野 の一実験室
か ら 始動す る 。 こ の よ う に 、 本セ ン タ ー は 学外
企業 と の研究連携の場 と し て も 重要 な 役割 を 果
た し て い く 必要があ る 。
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( 1 )  組織
昭 和 54年 6 月 、 学 内 に 電子計算機委員 会が設
置 さ れ た 。 そ の 後 、 平成 6 年 3 月 に キ ャ ン パ ス
情報 シ ス テ ム が運用 を 開 始 し た 。 翌 4 月 、 本学
に お け る 情報処理 に 関 す る 統合 的 な 調 整 と 関 連
す る 情報機器の 管 理運用 を 阿 る た め に 、 ! 日 来 の
電子計算 機 委 員 会 と 学 内 LAN 運常 委 員 会 を 統
廃合 し て 学 内 措置 と し て 情報処理セ ン タ ー が設
置 さ れ、 運常 に あ た る 情報処理 セ ン タ ー 運営 委
員 会が設置 さ れ た 。
さ ら に 、 学 内 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び教育研究用 電
f 計算機 シ ス テ ム の 管理 ・ 運 肘 を 円 滑 に 進 め る
た め 、 情 報 処 理 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 の ド に 、
1 ) 学 内 LAN 専 門 委 員 会 、 2 ) 教 育 斤j コ ン ビ ュ
ー タ 専 門 委員 会、 3 ) 研究用 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 委
員 会 を 設置 し 利 用 者 の 便宜 を 阿 る こ と と し た 。
( 2 ) ネ ッ ト ワ ー ク
情報処理セ ン タ ー の 発展 を ネ ソ ト ワ ー ク の 而
か ら 見 て い く と 、 次 の よ う に な る 。
ま ず学 内 の 回 線 に つ い て み る と 、 平 成 6 {f c'lí
時 学 内 の [gl 未来 は 基 幹 部 分 が FDDI に よ り 構 築
さ れ た も の で あ り 、 [n]線速 度 は 幹線で'100Mbps、
末 端 で、 1 0Mbps で あ っ た 。 平 成 13年 2 }J に は 来
る べ き 情報化11;)'代 を 見抑 え 、 老朽化 し た FDDI
の 幹線部分 を Gigabit network に 更新 し 、 幹線
で 1 Gbps、 末 端 で、100Mbps と 、 大 幅 な 増 速 を
行 っ た 。 装 置 も 、 中 央 の パ ッ ク ボ ー ン L 3 ス
イ ッ チ を 完全二重化 し 、 障 害 時 の パ ッ ク ア ッ プ
イ本制 カ滞在 \'1: さ れ た シ ス テ ム と な っ て い る 。
対 外 接 続 回 線 も 、 平 成 8 年 当 時 は 1 . 5Mbps 
の ハ イ ・ ス ー パ ー デ ジ タ ル 回 線 (HSD) に よ
る も の で あ っ た が、 平 成 13年 2 月 に ATM 専
用 回 線 ( 3 Mbps) 、 平 成 14年 2 月 か ら は 富 11 1
大学 ( 当 時) 他 と の 共 同接続 ( ハ ウ ジ ン グ サ ー
ビ ス ) ( 7  Mbps) 、 平 成 1 5 年 1 月 か ら は 富 1 1 1 大
学 ( 当 時) 内 部 に 設 置 さ れ た SINET ノ ー ド へ
の 直 接 接 続 ( 10Mbps) 、 平 成 1 7年 2 月 か ら は
北 陸地 区 の 遠 隔授業 シ ス テ ム 導 入 に 対応 す る た
め の 増 速 ( 1 00Mbps) へ と 、 徐 々 に ス ピ ー ド
ア ッ プ を 閃 り 、 ユ ー サ、の 期 待 に 応 え て き た 。
( 3 )  シ ス テ ム
主要計算機 シ ス テ ム も 充実 を 図 っ て き た 。 平
成 9 年 に 教育研究用電子計算機 シ ス テ ム を 更新
し 計 算 機サ ー バ の 更新 な ど と 同 時 に 情 報処理教
育 用 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム も 更新 し た 。 平成10
年 3 月 に フ ァ イ ア ウ オ ー ル 設 置 、 1 1 月 に web
サ ー バ 更新、 平 成 1 1 年 1 1 月 に は フ ァ イ ル サ ー バ
を 更新、 平成13年 2 月 に は 教育研究用 電 子 計算
機 シ ス テ ム を 更新 し た 。 ま た 、 平 成 13年 3 月 に
は web サ ー バ を 更新 し 、 web mail を 導 入 す る
事 で 、 国 内 外の 出 張先 で 任 意 の コ ン ビ ュ ー タ の
ブ ラ ウ ザ か ら 学 内 LAN の メ ー ル を 送 受 信 で き
る 環境 を 用 意 し た 。 平 成 14年 3 月 に は 、 セ キ ュ
リ テ ィ 対策 と し て 、 ウ イ ル ス 対策 ソ フ ト 配信サ
ー バ を 導 入 し 、 ウ イ ル ス 対策 ソ フ ト お よ びパ タ
ー ン フ ァ イ ル を 全学 の 利用 者 に 配信 す る 環境 を
用 意 し た の ス パ ム メ ー ル も 増 加 の ー 途 を た ど っ
て お り 、 こ れ に 対応 す る た め 、 平 成 1 7 年 3 月 に
は ス パ ム メ ー ル対策機器 を 導入 し た 。
( 4  ) そ の 他
大 学 の 研究、 教育の 牟 層 の 発展 を 支 え 、 ま た
個性輝 く 大 学 に し て い く た め に は 、 大学 に お け
る 情報基盤の整備、 充実が よ り 求 め ら れて い る 。
よ り 早 く 、 よ り 便利 に と 研究者 の 要 求 は技術 の
進歩ー と と も に 止 め ど も な く 広 が っ て い く 。 ま た 、
情報処理教育 は長先端の機器 を 用 い て Hす代 に WJ
し た 教育が求め ら れ て い る 。 事務 の ペ ー パ ー レ
ス 化、 成績管理の コ ン ビ ュ ー タ 化 な ど業務効率
化 も 進 め ら れ て い る 。 情報処理セ ン タ ー は 、 こ
の よ う な 時代 の 要 請 に !必 え る と ;共 に 、 こ れか ら
の 技術革新 に 対応 し て 教育基盤の整備、 管理、
お よ び情報処理教育 を 含 め た マ ル チ メ デ ィ ア 利
用 推 進 の 役割 を 担 っ て い か な け れ ば な ら な い と
与 え て い る 。 字 方 、 情報 ネ ッ ト ワ ー ク 時代 に お
い て は 情報 の 発信 が重要 で あ り 、 ま た ネ ッ ト ワ
ー ク の安全性 に 関 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 の モ
ラ ル 、 エ チ ケ ッ ト 教育が電要課題 で あ る と 考 え
て い る 。
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保健管理セ ン タ ー は 、 保健管理 に 関 す る 専 門
的業務 を 附属 病 院 と の連携の も と に 一体的 に 行
い 、 学生及 び教職員 の 心 身 の 健康保持 ・ 増進 を
図 る こ と を 目 的 と し 、 昭和58年 4 月 1 日 に 設置
さ れ た 。 所長 (併任) は加須屋賓 (昭和 58年 8
月 �) 、 矢野三郎 (昭和62年 8 月 �) 、 窪 田靖夫
(平成 3 年 4 月 �) 、 小林正 (平成 5 年 4 月 �) 、
諸橋正 昭 (平 成 9 年 4 月 �) 、 渡 遺 明 治 (平 成
1 1 年 4 月 � ) 、 井 上 博 (平 成15年 4 月 �) が 務
め 、 体制 の確立や設備の 充実が進み 、 現在 の保
健管理セ ン タ ー が築 か れ た 。 専任職員 は 講 師 1
名 、 看護師 1 名 で あ り 、 講 師 は 斎藤清二 (昭和
58年 10月 �) 、 山下直宏 (昭和63年 7 月 �) 、 高
嶋 修 太 郎 (平 成13年12月 �) 、 看 護 師 は 山 田
( 昭 和58年�) 、 吉 田 ( 昭 和62年 4 月 �) 、 家 城
栄 子 (平 成 3 年 4 月 �) 、 中 井 章 子 (平 成 8 年
4 月 �) 、 島木貴久子 (平成 1 1年 4 月 �) 、 四 間
丁千枝 (平成15年 4 月 �) が担 当 し て い る 。 非
常勤看護 師 と し て柏樹、 中 道 、 門 口 、 そ し て 現
在桑守美千代が勤務 し て い る 。 看護師 は簡単 な
処置、 種 々 疾患の相談の ほ か、 学生の 身 近 な 相
談相手 と し て 重要 な 役割 を 果 た し て い る 。 さ ら
に 、 皮膚科、 精神科神経科、 整形外科、 産婦人
科、 眼科、 耳鼻咽喉科の各科か ら 学校医 を お 願
い し て い る 。 心理相談 カ ウ ン セ ラ ー と し て 平成
9 年 3 月 ま で は心理学の楼井芳雄助教授、 平成
10年 4 月 か ら は松井三枝助教授 に 協 力 頂 い て い
た が、 心理相談の件数が増加傾 向 に あ り 、 平成
15年 9 月 か ら 平成17年 5 月 ま で加藤奏心理士が
非常勤 で カ ウ ン セ リ ン グ に 当 た っ た 。 平成17年
4 月 か ら は 谷野幸子 臨床心理士が専任 カ ウ ン セ
ラ ー と し て 採用 さ れ、 き め細 か い 心理相談が可
能 と な り 相談件数の 著増 を み て い る 。
主 た る 業務 は 、 診療業務、 健康相談、 心理相
談、 定 期 健 康 診 断、 RI 実 習 や 課外活動 の た め
の 臨 時健康診断、 健康診断書 の発行、 自 律訓 練
法講習 会 な ど で あ る 。 最近の 10年 間 に 保健管理
セ ン タ ー の 運営 で特 に 充実 し た こ と は 、 他大学
に 先駆 け て 実施 し て い る 感染症予 防対策 で あ る 。
本学 は 医 師 ・ 看護師 ・ 薬剤 師 な ど の 医療従事者
を 育成す る こ と が 目 的 の 一 つ で あ り 、 臨床実習
に お い て 学生が直接患者 さ ん に接す る 機会が多
く 、 感染予 防対策 は 重要 な 課題 で あ る 。 平成 1 1
年 か ら 新入生全員 を 対 象 に B 型 肝 炎 ウ イ ル ス
抗体価 を 測 定 し 、 陰性の学生の希望者 に 対 し て
HB ワ ク チ ン 接種 を 行 っ て い る 。 ま た 、 学生 時
代 か ら 卒業 直後 に か け て肺結核 を 発症 し た学生
が複数い た た め 、 臨床実習 前 に ツ ベ ル ク リ ン 反
応検査 と 胸部 レ ン ト ゲ ン 検査 を 行 い 、 ツ ベ ル ク
リ ン 反応 の 強 陽性者 は レ ン ト ゲ ン フ ィ ル ム を 3
重 に 読影 し 、 結核感染 の有無 を 厳重 に チ ェ ッ ク
し て い る 。 陰性者 に 対 し て は BCG 接種 を 行 い 、
結核予 防対策 を 行 っ て い る 。 平成15年か ら は 医
学 部 学 生 を 対 象 に 麻疹 ・ 風疹 ・ 流 行 性 耳 下 腺
炎 ・ 水痘 の 4 種の ウ イ ル ス 感染症 に 関 す る 抗体
測 定 を 行 い 、 抗体陰性の希望者 に 対 し て ワ ク チ
ン 接種 を 実施 し て い る 。 平成17年か ら は 薬学部
で も 行 う こ と に な っ た 。 平成11年度か ら は エ イ
ズ 講習 会が毎年行 わ れ、 最 近 で は 禁煙講習 会 も
実施 し て い る 。
こ の よ う な 業 務 に 加 え て 、 小方 ら は 「 ウ イ ル
ス 肝炎対策 : B 型肝 炎 ワ ク チ ン 接種状況 お よ び
HBs 抗 体 評 価 の 問 題 点」 と 題 し て 、 第40 回 全
国大学保健管理研究集会 (平成14年) で発表 し 、
英文原著論文 Ogata N. Takashima S. e t  al. が
I Antibody to hepatitis B surface antigen (Anti 
-HBs) induced by a recombinant hepatitis B 
vaccine considering of subtype adr antigen is 
underestimated on the W orld Health Organi­
zation (WHO) - standardized assay J を Inter
nal Medicine42 : 446 - 447 ， 2003 に 報告 し た 。
平成16年 に は 四 間丁 ら が 「感染予 防対策 に お け
る ウ イ ル ス 抗体価 の 陰性率 と 測 定法 の 選択 に 関
す る 研究ー と く に 流行性耳下腺炎 に つ い て 」
と 題 し て 、 第42 回全国大学保健管理研究集会で
報告 し た 。
こ こ に述べた業務 は 、 学生課の協力 の も と に

















みますと、 平成 7 年度は県内公的病院21 (医師
数141)、 民間病院26 (医師数51)、 県外公的病
院43 (医師数105)、 民間病院28 (医師数44)で
あったものが、 平成17年では県 内 公的病院32
(医師数238)、 民間病院47 (医師数82)、 県外公




















請しているところ です。 また、 産科、 小児科、
外科、 麻酔科などの特定診療科を希望する医師
の極端な減少も将来に対する大きな不安要因で
あり、 こう した状態の打開策をどのよう に考え









































































な折、 平成 8 年、 本会大黒柱の中井会長が111m
氏の後を追う よう に他界されたこ とは誠に残念
であった。 その翌年計画どおり、 しらゆり会は
解散して、 富山、 福井の各支部は独立すること







こ数年間、 約1，2 50名を前後しながら定 常状態
にあり、 そのう ち年間約404うから50名前後の










して頂き、 会員 の参考に供している。 また機関
誌「しらゆり富山」 はあまねく会員 に読まれて
いる。
平成17年 3 月には本学しらゆり会 として最大
のイベントであった第35回篤志解剖全国連合会
総会が本学医学部大谷修教授のご尽力により開
催 された。 この連合会での重要議題は、 大谷教
授が日本解剖学会で委員 長 として検討されてき
た「コメデイカルの解剖学実官教育」の問題で















年からはじめ て医学科に CBT (コンピュータ
ーを利用した試験 ) が採用され、 臨床実習が受
講できるかどう かを判定されることになりまし




ス テ ムの面では世界的にすぐれた 日 本の医療制
度 (GDP: Gross Domestic Productに占める社
会保障への税金分担が少ないので優れている)
の大幅な改革がなされよう としています。
私は、 本学の第2 回卒業生であり、 30年もす
ると私の二世も本学の学生になっておりました。
私が入学した頃はまだ附属病院もなく、 工事現














事業費 (予防接種、 課外活動、 大学祭、 献体活
動、 図書購入、 運動 会、 講演会)、 積み 立 て
(遭難などの) に使用されています。















たことによります。 設立前の平成 9 年 9月 8 日
に「薬学部学生諸君へ緊急奨学援助のご案内」
という 掲示が貼り出されました。 そして同年 9
月28 日 の新聞記事にニュースとして紹介されて
います。 「学生の苦しい懐、 緊急支援。 富山医
薬大の教授会ポケットマネーで融資基金。 一回








その後平成 9年 2月14 日 、 父兄ならびに保証
人から学生後援会設立についての承諾、 多数の
賛同を得て、 翌年 1月24 日 設立準備世話人会、
同年 2月21 日 に第1 回薬学部学生後援会 (設立

































が A時的 にお金が必要になった ときに一回当た
り 8 万円を限度 として貸与する ものです。 全IEI
で学生が親に無心できず消費者金融に子を出し
て社会問題になったこ とを憂いて、 直接学'i'_た








3 年生より学内 医学部編入、 国家試験にIÎI]け て
の勉学集中によるアルバイト停止が貸与中し込
みの理由でした。 また、 この奨学金援助にかか








学生後援会の案内 や報告 も行われるよう になり
ました。 これにより富山県から離れた ところに
お住まいのご父兄、 保護者の皆様に も、 できる















なされてはや30年、 教官 と父兄、 保護者による
共同拠出でできた薬学部学生後援会はまだ 8 年




会 として、 今、 そして将来的 に薬学部学生に何
























7 . I杉谷の森」 合奏団への協賛
ほかに、 母校図書館への図書寄贈や各種協賛
事業、 さらに「医学教育の評価と展望J (1987 
年、 1992年)、 「卒業生の就業状 況調査J (1993 
年)などの調査事業や、 4.に関連して医薬大祭
記念講演会講演録「竹林に曾す」出版 (1995
年)、 関学二十周年記念シンポジウ ム「今、 大

























































る本会の使命は何か。 戦後6 0年、 振れ過ぎた振
り子がまた戻ることを祈りながら、 会員諸氏は
も ちろ ん、 薬窓会、 諸先生方、 ならびに本学に
関わるさまざまな方々のお力で、 本会の意義を
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したこ と、 心からお慶び、申し上げます。 引続き
医学部同窓会 と富山薬窓会の合同で記念祝賀会




振り返ってみます と、 富山薬窓会は、 明治26
年 (1893年) 8 月の共立薬学校の開校以来、 百
卜数年ムの歴史 と共に9，000名近い同窓会員 を擁




年) 5 月、 富 山 大 学 薬 学 部、 昭 和50年 (1975
年) 10月、 古山i宍科薬科大学薬学部、 平成16年
(2004年) 10月、 回収大学法人 富山医科薬科大
学薬学部 と変遷発展してきました。 今後、 平成




います。 校名は変遷しで も、 活躍の場は違って
も、 富山において学んだ同志 として、 連帯感 は
変わらず、 日本各都道府県に支部 と、 |玉|外 2 支








本部活動、 支部長報告等で、 本音1 、 支部の意思









で、 薬窓会会員 以外の}j々 も広く多くの活用を
してドさい。




門柱、 松樹、 大鳶岩 と忠孝石の説明文が書いて
あるので是非と もお読みドさい。
寓山医科薬科大学は、 医学 と薬学の融合 とい
う 斬新な瑚念の下に開学され、 研究発展に、 教
育に、 臨床治療に輝かしい成果を挙げられてき
ました。 平成18年度から、 薬学教育が 6 年制薬







平成17年10月 1 日から富山大学、 高岡 短大 と
統合され、 新寓山大学が発足します。 国際化へ、
また、 地域社会へ、 そして、 学 と官 と産の連携、
人 づくり等の新展望を持って、 新しい大学、 国
内 有数の統合大学 として発展されるこ とを心か
ら願っています。
薬窓会はその歴史 と伝統の も と、 会員 の親睦
をはかりつつ、 併せて母校の発展に寄与出来れ
ば幸い と考えています。
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難波 教授(研) 薬用資源を ヒマラヤに訪ね
公開講座 て (学 内 見 学:薬 学 資 料
館)
「健やかに生きるために」の年度別開講一覧 出来田看護部長(病) 老人看護の実際 (学内
昭和60年度「薬と健康J 12.5時間 受講者7 6名
加須屋教授(医) 富山の成人病の現状
矢野 教授(医) 易しい成人病の話









辻 教授(医) 老人のかかり易い病気 整
形疾患
窪田 教授(医) 老人のかかり易い病気 眼
科疾患
片山 教授(医) 老人のかかり易い病気 泌
尿器疾患
吉崎 助教授(薬) (学 内施設見学:薬用植
物園)
荻田 教授(研) 老人と薬 和漢薬
難波 教授(研) (学 内見学:薬学資料館)
中川 副薬剤部長(病) 老人と薬 現代薬
出来田看護部長(病) 老人の看護の実際 (学
内施設見学:病院)































施設見学 (薬用植物園、 薬学資料館、 附属
病院薬剤部)






小橋 教授(薬) 日 本人の寿命
荻田 教授(研) においとあじ
斎藤 講師(病) こころ とからだの健康





鏡森 教授(医) ライフスタイル と成人病予
防
高久 教授(医) 脳卒中の予防 と対策
田中 助教授(医) 消化管 (食道・胃・腸)
の出血
吉崎 助教授(薬) 薬草の，恩恵
i度透 教授(研) 動物実験から見た「老 化 と
和漢薬」




























北 川 教授(医) 増え続け る肺がん
鏡森 教授(医) がんの免疫 と予防
神郡 教授(医) がん と精神看護
田i宰 助教授(医) 大腸痛の予防はできるの
台、
清水 助教授(薬) がん と伝承薬物
服部 教授(研) エイズのクスリ開発最前線
龍村 助教授(病) がんの治療法について
平成6 年度「健やかに生きるためにJ 痛み と
のつきあいー 16.5時間 受講者80名
辻 教授(医) 痛み と仲良く生きるコツ
井上 教授(医) 胸の痛み 狭心症か? 一
高間 教授(医) 痛み とケア
遠藤 助教授(医) 頭痛・めまい とのつきあ
い方
新居 講師(医) 心配な痛み と心配ない痛み
痛みの正体を知ってかし
こくいきる方法
木村 教授(薬) 痛み と薬
清水 助教授(薬) 痛みにかかわりあいのあ
る天然薬草
食石 教授(研) 痛み と鎮痛の基礎
龍村 助教授(病) 癌の痛みとその対策




小泉 教授(医) 腎臓の働き と尿毒症
稲葉 講師(病) 小児腎疾患の特徴
大角 講師(病) 糖尿病 と腎臓
施設見学 薬用植物園
横津 助教授(研) 腎疾患 と和漢薬
高田 助教授(医) 内 科的 腎疾忠の進行 とそ
の対策











竹日 教授(薬) 肝臓におけ る解毒作用 と解
毒ポンプ
高原 講師(病) アルコール と肝臓
門出 教授(研) 肝臓病 と和漢薬
白木 教授(医) 肝炎を起こすウイルスにつ
いて






小野 教授(医) 脳と心 感情・記憶のメ
カニズ ムとその老化
倉知 教授(医) 脳と心 精神分裂病研究
から
渡辺 教授(研) 老年期痴呆と和漢薬 基
礎研究から
寺i宰 教授(医) 老人性痴呆症と漢方治療
遠藤 助教授(医) 脳腫蕩 早期発見と治
療の進歩一




川崎 教授(医) 小脳と運動 機能
高久 教授(医) 脳卒中の外科治療
平成10年度「健やかに生きるために」 心臓の








三崎 教授(医) 身体に優しい冠動脈パ イパ
ス






大谷 教授(医) 消化器とは 自分の身体
を知る一
渡辺 助教授(病) おなかにしこりが 一画
像診断
斉藤 助教授(医) おなかと背中が痛い
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勝疾患なんか怖くない



























ピックス 12時間 受講者 47名
実谷 教授(研) 養生の極意は「中を守る」
こと
鏡森 教授(医) ド イツのクナ イプ自然療法
にみる温泉と健康増進
北島 教授(医) I医療科学トピックス 1 J 
宇宙旅行から骨の健康を考
える
倉知 教授(医) 心を支える脳のメカニズ、 ム





津田 教授(薬) I医療科学トピック2 J ゲ
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安岡 助教授 (医) 血液で媒介する感染症
炭谷 助教授 (医) 感染症から身を守るため
舟田 教授 (医) 正しく対処すればMRSA
も恐くない
根本 (信) 教授 (薬) 感染症 とテーラメーイド
治療
白木 教授 (医) ウイルス感染症に関する最
近の話題
村口 教授 (医) 感染症 と免疫について
丸山 講師 (医) 肺結核について
槍垣 助教授 (医) 皮膚の感染症について
平成15年度「健やかに生きるために」 高齢者
の疾患 12時間 受講者41名
成j頼 教授 (医) 高齢化社会における病気に
ついて
三崎 教授 (医) あなたに胸痛がおこったら
一身体に優しい心臓血管手
術
遠藤 教授 (医) 知っている と得する脳卒中
診療のまめ知識
布施 教授 (医) 前ι腺の病気について
早坂 教授 (医) 高齢者の白内障・緑 内 障・
黄斑変性
足立 教授 (病) 加齢による変化 と服薬のポ
イント
浜崎 教授 (和) 魚の油は健康にょい とされ
ています。 では、 リノール
酸は?
井上 教授 (医) 高血圧 とどう つきあう か?
平成16年度「健やかに生きるためにJ ーはじ
まった21世紀の医療 12時間 受講者34名
村日 教授 (医) I動き出した抗体医療」 エ
イズの抗体治療は可能か
畑中 教授 (薬) I新薬登場の背景」 イ ンフ
ルエンザウイルスの弱点 と
は
稲寺 教授 (医) I身近にひそむ環境 ホルモ
ンjヒトへの影響 と必要な
対応策






武町 教授 (医) I薬の効き目 と薬物動態」
薬物トランスポーター とは
なにつ
橋本 教授 (薬) Iテーラー・メ イド医療の
時代」 個人の体質に合った
薬剤の選択 と服用量の決定
西条 教授 (医) I健やかに生きる脳のしく
み」 脳・神経系疾患を予防
するには





滝浮 教授 (医) 生活にひそむ危険








④「知識 と 実 技 の 確 認試
験」
住吉 講師 (医) 災害・事故後の精神科的 諸
問題
倉石 教授 (薬) 災害に備えるべき医薬品は













































3 コース 「バ イオテクノ ロジーと薬学」
消化管エコロジー 小橋薬学部教授









































































































平成9年度iDNAとバイオテクノロジ- J 30 
時間 受講者25 人
DNA 



































ヒトD NAの特定部 定金薬学部助手、 岩波
















































































開催日:平成12年 8 月7 日、 浅野遺伝子実験
8日 施設助教授
参加者:"1学生29 名、 保護 白木医学部教授
者 3 名 (施設長)
内 容:大学で使用してい 田淵遺伝子実験










者 1 名 授
内 容:呆物で電気が 人 森腰実験実宵機
聞が電池に 器センター総括












開催日:平成14年: 11月9 日 五味実験実習機
参加者:中学生21名 器センタ一助教





































「富山発 バ イオサ イエンス21J




















「富山発 バ イオサ イエンス21一身近な生命科
学研究 J (SPP 教育連携講座)























分を設 けないで、 4 年あるいは 6 年一貫教育を実









うる有為な人材を育成し、 併せて、 医学、 薬学
の進展と社 会の福祉に貢献することを目的とし
ている。 医学部医学科は、 医師として、 ①豊か
で温かな人間 性、 広い視野と社会的使命感を培

























1 . 教 養 教 育
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教養教育科目は人間 文化科学、 生命健康科学
及び自然情報科学の 3 大学科目に分かれている







1 ) 人間 文化科学は、 さらに人社系と語学系
に分けているが、 入社系科目については、「多
様な観点から人や社会を理解する」という目標
を念頭に、 同 一科目が 2 年次でも受講できるよ
うに同 時間講を行うとともに、 類似分野の科目
を異なる学期 に配置するなど 、 多様性に配慮し




配置している。 また、 語学系では、 外国語能力
の習得はなるべく集中的に行った方が良いとの
判断から、 英語、 第 二外国語ともそれぞれ週 2
回ず、つ授業を行っている。 すなわち、 英語では
講読と会話あるいは作文とリスニン グを、 第 二




セミナーを開設 し、 語学系については、 パソコ



















3 ) 自然情報科学は、 1 年次に補充科目を開
講し、 以後、 専門教育に至るまで段階的に学力
を向上できるよう内容の連続性に配慮しながら
授業を行 っている。 ま た 、 入学院後には、 以降
の学習に活用できるよう情報処理学でコンピュ
ーター演背を実施するなど、 実用的な内容の授









2 . 専 門 教 育
1 ) 概要
医学部及び 薬学部においては、 医 薬の総合教
育という、工場から、 医 薬共通の授業科目を 設け
るとともに、 医学科においては、 特に病態論に
基づ く治療法の医学的・ 社会的問題点をより重











医学の領域に接した り、 ま た 、 夏季休暇中に保
健医療施設ないし福祉施設において 4 泊 5 日の
介護体験実習を実施し、 将来取り組む医療の幅
の広さやチーム医療の大切さを学習する。













4 年次終了 時に実施される全 国共用試験を経




















































また、 3 年次には薬学英語を開講し、 専門教
育担当教員による専門科目の英語に関する少人









日本学生支援機構( 旧日本育英会) は、 独立
行政法人日本学生支援機構法に基づいて平成16
年 4 月に設立され、 教育の機会均等に寄与 する
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ため学資の貸与その他学生等の修学援助を行う











表 1 のとおりである。 学生数に対する貸与 者の
比率は、 学部学生で37.8%、 大学院生は25.5%
となっている。
貸与月 額は、 学部学生の第1 種( 無利子) に
ついては、 平成 7 年度入学生が自宅生で38，000
円、 自宅外 生で44，000円であったが、 平成17年
度 入学 生で は 自 宅 生45，000円、 自 宅 外 生で
5 1，000円となっている。 第2 種(有利子) につ
いては、 3万、 5万、 8万、 10万の 4種類から
選択できる。
大学院生も第1 種については、 修士( 博士前
期 ) 課程81，000円二地8，000円、 博士(後期 ) 課
程112，000円コ122，000円となっており、 学部学
生及び大学院生ともに順次増 額されている。 第
2 種については、 5万、 8万、 10万、 13万の中
から選択できる。
また、 日本学生支援機構以外の育英奨学団体




本学に第1 期 生が入学した昭和5 1年度当時の
授業料は96，000円であったが、 その後隔年ごと
に改訂され平成 7 年度においては447，600円、












医 学部医 学科 578 66 
と子t 医学部看護学科 260 30 音日
薬 学部薬科 学科 1\35 72 
計 1273 168 
医 学系研究科 183 13 
大




、 計 1. 653 226 
(外国人留学生を除く)
表2

















































220 (38. 1) 
























調 査 内 容は、 〈心学業 、 ②住 居・通 学、 ③経
済・生活、 ④福利厚生、 ⑤健康、 ⑥学生生活及
び悩みと大きく 6 項目に区分して行われている。
今阿は、 平成14年度に実施した調査結果につ
いて平成 6 年度 以降に調査した調査結果と 比較
してみる。












うにみえるが平成 6 年度からみてみると、 普通
と感じている学生が14 ポイント も少ない4 割弱
である。 これに反し大変苦しいとしている学生









度 後期 全額(%) 半額(%)
7 789 460 1， 249 
前期 30 (3.8) 8 (1. 0) 
後期 41 (5. 2) 10 (1. 3) 
8 849 452 1，301 
前期 36 (4.2) 9 (1. 1) 
後期 48 (5.7) 8 (0.9) 
9 855 436 1， 291 
目リ期 43 (5.0) 8 (0.9) 
後期 48 (5.6) 7 (0. 8) 
10 847 428 1， 275 
目リ期 52 (6.1) 15 (1. 8) 
後期 55 (6.5) 11 (1. 3) 
11 850 424 1，274 
前期 57 (6.7) 9 (1. 1) 
後期 57 (6.7) 10 (1. 2) 
12 849 433 1， 282 
目リ期 56 (6.6) 11 (1. 3) 
後期 52 (6.1) 14 (1.6) 
13 844 444 1，288 
前期 39 (4.6) 10 (1. 2) 
後期 37 (4.4) 11 (1. 3) 
14 838 440 1， 278 
前期 39 (4.7) 1 (0. 1) 
後期 39 (4.7) 1 (0. 1) 
15 831 452 1，283 
前期 35 (4.2) 3 (0.4) 
後期 38 (4.6) 2 (0.2) 
16 837 440 1，277 
前期 34 (4. 1) 11 (1. 3) 
後期 30 (3.6) 14 (1. 7) 
表4 大学院生授業料免除者数
年
寸持Z.ー 生 数 免
医 薬 計
前期 医学研究科
度 後期 全額(%) 半額(%)
7 85 100 185 
前期 6 (7.1) 0 (0.0) 
後期 3 (3.5) 0 (0.0) 
100 127 227 
前期 11 (11. 0) 0 (0.0) 
8 後期 11 (11.0) 0 (0.0) 
9 122 132 254 
削期 19 (15. 6) 2 (1. 6) 
後期 16 (13. 1) 1 (0. 8) 
10 147 135 282 
前期 21 (14. 3) 2 (1. 4) 
後期 19 (12.9) 2 (1. 4) 
11 144 151 295 
目IJ期 20 (13.9) 4 (2.8) 
後期 18 (12.5) 3 (2.1) 
12 161 155 316 
前期 11 (6. 8) 2 (1. 2) 
後期 14 (8.7) 3 (1. 9) 
13 173 174 347 
前期 14 (8. 1) 4 (2. 3) 
後期 14 (8. 1) 4 (2.3) 
14 170 189 359 
日日期 11 (6. 5) 3 (1. 8) 
後期 12 (7.1) 3 (1. 8) 
15 187 190 377 
別期 18 (9.6) 4 (2.1) 
後期 16 (8. 6) 4 (2. 1) 
16 208 205 413 
則期 16 (7. 7) 6 (2.9) 
後期 13 (6.3) 7 (3.4) 
( ) 内は、 学生数に対する免除者の割合を示す。
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除 者
薬学部 I口込 計
全額(%) 半額(%) 全額(%) 半額(%)
20 (4.3) 8 (1. 7) 50 (4.0) 16 (1. 3) 
19 (4. 1) 4 (0.9) 60 (4.8) 14 (1.1) 
17 (3.8) 5 (1. 1) 53 (4. 1) 14 (1. 1) 
14 (3. 1) 6 (1. 3) 62 (4.8) 14 (1.1) 
21 (4. 8) 6 (1. 4) 64 (5.0) 14 (1.1) 
21 (4. 8) 6 (1. 4) 69 (5.3) 13 (1. 0) 
25 (5. 8) 8 (1. 9) 77 (6.0) 23 (1. 8) 
35 (8.2) 7 (1. 6) 90 (7.1) 18 (1. 4) 
26 (6.1) 8 (1.9) 83 (6.5) 17 (1.3) 
29 (6. 8) 6 (1. 4) 86 (6.8) 16 (1. 3) 
28 (6.5) 7 (1. 6) 84 (6. 6) 18 (1. 4) 
30 (6.9) 4 (0.9) 82 (6. 4) 18 (1. 4) 
25 (5.6) 4 (0.9) 64 (5.0) 14 (1.1) 
24 (5.4) 3 (0.7) 61 (4.7) 14 (1.1) 
20 (4.5) 3 (0.7) 59 (4. 6) 4 (0.3) 
20 (4.5) 3 (0.7) 59 (4.6) 4 (0.3) 
18 (4.0) 2 (0.4) 53 (4.1) 5 (0.4) 
17 (3.8) 1 (0.2) 55 (4. 3) 3 (0.2) 
16 (3. 6) 4 (0.9) 50 (3.9) 15 (1. 2) 
19 (4.3) 6 (1. 4) 49 (3. 8) 20 (1. 6) 
除 者
薬学研究科 ノ口込
全額(%) 半額(%) 全額(%) 半額(%)
13 (13.0) 3 (3.0) 19 (10. 3) 3 (1. 6) 
12 (12.0) 6 (6.0) 15 (8. 1) 6 (3.2) 
19 (15.0) 2 (1. 6) 30 (13.2) 2 (0.9) 
19 (15.0) 2 (1. 6) 30 (13.2) 2 (0.9) 
20 (15.2) 2 (1. 5) 39 (15. 4) 4 (1. 6) 
18 (13.6) 2 (1. 5) 34 (13.4) 3 (1. 2) 
18 (13.3) 5 (3.7) 39 (13. 8) 7 (2.5) 
19 (14.1) 3 (2.2) 38 (13.5) 5 (1. 8) 
19 (12. 6) 2 (1. 3) 39 (13.2) 6 (2.0) 
21 (13. 9) 4 (2.6) 39 (13.2) 7 (2. 4) 
21 (13.5) 4 (2.6) 32 (10.1) 6 (1. 9) 
19 (12. 3) 4 (2.6) 33 (10.4) 7 (2.2) 
21 (12. 1) 2 (1.1) 35 (10.1) 6 (1. 7) 
23 (13.2) 3 (1. 7) 37 (10. 7) 7 (2. 0) 
14 (7.4) 3 (1. 6) 25 (7.0) 6 (1. 7) 
13 (6.9) 5 (2.6) 25 (7.0) 8 (2.2) 
15 (7.9) 3 (1. 6) 33 (8.8) 7 (1. 9) 
14 (7.4) 2 (1.1) 30 (8.0) 6 (1. 6) 
14 (6.8) 9 (4.4) 30 (7.3) 15 (3.6) 

















平成 7 1627 1 (0.1) 
平成 8 1679 4 (0.2) 
平成 9 1669 1 (0.1) 
平成10 1653 2 (0.1) 
平成11 1650 1 (0.1) 
平成12 1659 
平成13 1667 
平成14 1655 1 (0.1) 
平成15 1660 
平成16 1655 1 (0.1) 









13 (0. 7) 
18(1.0) 
18(1.0) 
25 (1. 5) 
17(1.0) 

















18 (1. 1) 
18 (1. 0) 
18(1.0) 
18(1.0) 
11 (0. 6) 
13 (0. 7) 
19 (1. 1) 
25 (1. 5) 














平成 7 平成 8 平成 9 平成10 平成11 平成12 、ド成13 、|三成14 、!と成15 、ド成16
靭帯損傷 ・捻控 6 14 7 9 5 3 8 8 17 13 90 
骨 初T 5 5 2 5 6 2 3 28 
!ぬ 臼 I 6 1 2 2 15 
運 裂 傷 ・ 挫創 4 3 1 3 5 3 19 
打 撲 l 1 3 
動 目見 の 損 傷
中
歯 の 損 傷
腰 痛 l 2 
アキレス臆断裂 l 3 
.:? じ の 他 1 I 1 4 
計 17 14 17 16 10 13 18 18 25 17 165 
切傷・裂傷・創傷 2 1 6 
実 火 傷 1 1 2 
馬食 薬 疹 1 1 実
日艮 の 損 傷 1 1 2 習
中 捻 挫
そ 。〉 他
五十 1 4 1 2 1 1 1 11 
そ 靭 帯 損 傷
σ〉 挫 4 4 
他 骨 折 1 2 3 
百十 1 6 7 
J口S、 計 18 18 18 18 11 13 19 25 25 18 183 
であり、 財団法人国際教育支援協会(平成16年


















は表5 、 6 のとおりである。 なお、 平成15年度





















新聞、 雑誌、 囲碁・将棋等の設 備を設 け、 学業
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の合間の休憩や親睦にくつろいだ場を提供して
いる。









































に風邪症候群)、 消化器疾患が多 く 、 それらに
ついで 創傷・熱傷、 捻挫・打撲・関節痛などが








履修上の問題、 将来の 進路のこと、 経済上の
問題、 その他さまざまな問題で悩むときには精
神的にも不安定となり、 種々の身体症状を伴う
ことも 多い。 主としてセンター教員、 看護師が
相談を担当する ほかに、 カウンセラーとしての
心理学の教員にも応援を求めている。 学務相談
には、 各学科の教務委員に協力願っ た。 ま た 、
平成 9年度から学tþ_課に学生相談主主が設置され、
10年度に専門員 1 名が配置された。 平成15年10
月から臨床心理士 1 名(非常勤) が配置された。




ら 5月にかけて実施している。 実施項目は、 内













ま た 、 全世界的に問題となっているエイズ(HIV
感染) や実習に関連して関心の高い肝炎ウイル















る。 学生は全 国から広く集ま り、 ま た地元出身
者でも夏山はともかし このころの厳しい春山
の経験はなく 、 新入生には強烈な印象を与える






















原ブナ平スキー場を中心に、 学生約50名 、 教職




「 正 課」と「 課外 」は相互 に深く影響 し合っ




















体 育 系 26 918 
文 化 系 16 383 




般 にわたって指導 助言 を行っている。
学生自治会文化部会として、 機関誌「竹林 に
座 すj を年 1 回刊 行している。
文科系サークル の活動の場としては、 北陸3
県 大学学生交歓芸術祭(芸交祭) がある。
30の短 大と大学が加盟 しており、 本学からは、
軽音楽、 管弦楽、 邦楽部(三曲会)、 美術、 写
真 の各サークルが参加している。
①小児科訪問・青い 烏
昭和56年設立。 顧問は宮脇利男先生。 加 入
学生数48名。 入院児童 を楽しませるボラン
課外活 動
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テイ ア活動から生まれたサークルである。 小
児科 慰問、 日曜学校の子ど もたちとの 交流 を
図っている。 七夕会(附属病院小児科)、 日




団に編成替え。 加 入学生数64名。 顧問は贋田
弘毅先生。 入学式での演奏、 定期演奏会( 第
27回、 小杉町文化ホール ラポール )、 芸交
祭( 第55回、 鶴来町総合文化会館クレ イン )、
病院コンサート (附属病院)、 合宿(岐阜県
上宝村 )など活躍 している。 サークル誌 IES­
TRO ARMONICOJ を 刊 行している。
③ギターマンドリンクラブ
昭和52年設立。 顧問は北島勲先生。 加 入学
生数36名。 定期演 奏会( 第26回ラポール 小
杉)、 北陸学生マンドリン合同演奏会( 第33
回、 石川厚生年金会館)、 附属病院コンサー
ト 、 夏期合宿(長野県飯山市 信濃平) を行っ
ている。
④軽音楽部
昭和52年設立。 顧問は 布施秀樹先生。 加 入
学生数24名。 富山大学との合同定期演奏会、
新 歓 コンサート、 大学 祭での ラ イ ブ、 県 内
ミュージックフェステイパルに参 加 。 合宿
( 北志賀) によって 技 を磨いている。
⑤コーラス部
昭和52年混声 合唱団設立。 平成16年コーラ









成替え。 顧問は野村邦紀先生。 会員数 5 名。
326 第6市 学生生活と11果外活動
日本古来の楽器である琴、 尺八、 三絃を演奏





名。 写真展(年 2 同) や持影会を開催してい
る。
①桔鞭会
昭和49年 設立。 顧問は服部征雄先生。 会員
数69名。 永い歴史を持つサーク)]/0 植物採集
( 5月、 6月、 7 Jn、 文献輪読、 夏 合 宿 を
行 っている。 20周年 記念式典パー ティーを実
施。 会誌「緒鞭」を刊行している。
⑭美術部
昭和51年 設1。 顧問は大谷修先生。 部員数
9 名。 作品の 製打ニおよび鑑賞を行う。 交歓芸
術祭や院内展を開催している。
⑪ウインドアンサンブル







員数 9 名。 アマチュア無線の健全な発展、 会





'1':成10年 設立。 顧問は漬rJl.î和子先生O クラ
ブ員数 9 名。 富山 大学ESSとの合同で英語
力JÎIJ卜会のための練宵を行 っている。
⑭ボラン テイア|司好会
平成 8 年 設立。 顧問は成瀬優知先生。 クラ
ブ数 9 名。 地域の福祉施設等の訪問をはじめ
とし、 ボラン テイア活動を行 っている。
⑬|玉II努医療研究会
平成 8 年 設立。 顧問は鏡森定信先，+。 鎌田















関紙「天放」を毎年 1 回刊行している。 体育系
サークルが参加する主な大会は、 北陸地反 国立
大学総合体育大会( 北 同 大会)、 阿11 本医科学
!f:総合体育大会( 西l天体) および関西 薬学生競
技大会( 閲 薬 ) である。 北同大会は、 北陸地区
の|玉1 \'，:大学( 金沢大学、 宮山大学、 福井大学、





ある。 参加総人数 は 1万5，000人に達する。 本
学はこの大会で総合3紋(第54回�55回大会)
の成績を挙げている




昭和51年 設、止。 顧問は嶋同豊先生。 部員数
57名。 北 国大会・ 男子団体3位(54回大会)、
同体久子優 勝(56岡大 会)、 団体 女f宇3位
(50回、 541叶大会)、 男子個人戦優勝(51 Wl、
56阿大会)、 女子↑同人 戦優勝(51回大会)西
医体男子団体3位(55凶大会)、 5位(51回
大 会)、 6位(50阿 大 会)同体 女子 準 優 勝
(56回大会)。
②剣道部
昭和51年 設、'[。 顧問は酒井伸也先生。 部員
数24名。 北国大 会:女子団体4位(5 1回大
会)。 西医体:ベスト 16(50回、 52回大会)、
関 薬 男子団体優 勝( 平 成12年、 14年) 4位
( 平成11年)、 女子団体優勝( 平成12年)、 準
優勝( 平成10年、 14年) 個人戦優勝。
③ソフトテニス部
昭和5 1年設立。 顧問は遠藤俊郎先生。 部員
数43名。 北国大会:男子団体3位(50回、 52
回、 53回、 54 回、 55回大会)、 女子団体準優
勝(50回大会、 5 1回大 会)、 3位(53回、 54
回、 55回、 56 回大会)、 西医体:女子団体優
勝(45回 大 会) 準 優 勝(44回 大 会)、 3位
(52回大 会、 ベ ス ト 8 進 出、 女 子 個 人 優 勝
(46回大会)。 関薬 :女子団体3位( 平成10年
度 )。
④硬式庭球部
昭和5 1年設立。 顧問は村口篤先生。 部員数
77名、 北国大 会:男子団体準優勝(53回大
会)、 女子団体3位(53回、 54回大会)、 西医
体男子・女子団体ベスト 16に進出。 関薬 男子
団体優勝( 平成15年大会)、 3位( 平成14年
大会)。
⑤サッカ一部
昭和5 1年設立。 顧問は西条寿夫先生。 部員
数37名、 北国大会:優勝(52回、 53回、 54回
大 会)、 準優勝(55回大 会)、 3位(56回大
会)、 西医体4位(55回大会)、 ベスト 8に進
出。 関薬 2位( 平成13年大会)。
⑥水泳部
昭和5 1年設立。 顧問は宮脇利男先生。 部員
数44名。 北国大 会:男子団体 1位(47回大
会)、 女 子 団 体3位(50回、 5 1回、 52回、 53




昭和5 1年設立。 顧問教員は石津伸先生。 部
員数30名。 西医体:男子団体総合優勝(50回、
42回大会)、 2位(52回大会)、 3位(5 1回)、
女子総合準優勝(50回、 5 1回、 52回大会)、
男女とも個人種目別で数多く優勝。
⑧山岳部
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昭和5 1年設立。 顧問は小 野寺孝一先生。 部
員 数22名。 春、 新 歓 合宿(立山)、 夏、 夏山
縦走、 秋、 もみじ狩り、 冬、 冬山登山。 夏期
の双六小屋診療所開設 をサポート 。
⑨準硬式野球部
昭和5 1年設立。 顧問は塚田一博先生。 部員
数26名。 北国大会:準優勝(5 1回大会)、 3
位(55回大会)、 西医体に参加 ベスト 16 (45 
回大会)、 関薬 1位( 平成12年、 14年大会)。
⑩卓球部
昭和5 1年設立。 顧問は浦風雅春先生。 部員
数38名。 北国大 会:男 子団体3位(5 1回大
会)、 女子団体3位(5 1回、 52回大会)、 商医
体に 参加 、 関 薬 :男子団体準優勝( 平成10
年)、 3位( 平成11年)、 女子団体3位( 平成
10年大会)、 男子シ ン グルス優勝( 平成12年)、
男子ダブル ス優勝( 平成12年)。
⑪男子バスケットボール部
昭和5 1年設立、 顧問は山崎光章先生、 部員
数29名。 北国大会:男子団体準優勝(56回大
会) 3位(50回-54大 会)、 西医体:関 薬 :
3位( 平成15年大会)、 4位( 平成10年大会)0
⑫女子バスケットボール部
昭和5 1年設立。 顧問は山崎光章先生。 部員
数17名。 北国大 会:準優 勝(46 回、 55回大
会)、 3位(50回、 5 1回、 53回-56回大会)、
西医体:ベスト 8 、 ベスト 16関薬 3位( 平
成10年、 11年大会)。
⑬バドミントン部
昭和5 1年設立。 顧問は瀬戸光先生。 部員数
64名。 北国大会:女子団体優勝(55回大会)、
3位(54回、 56回大会)、 男子団体3位(50
回、 5 1回、 54回、 56回大会)、 西医体:男子
団体3位(56 回大会) 男子団体ベスト 16、 女
子団体3位(53園、 55 回大会)、 ベスト 8 、
ベスト 16、 シ ン グル ス優勝(54回大会平成12
年)、 女子ダブル ス準優勝(52回大会)、 全薬
大 会:男 子団体優勝( 平 成13年、 14年、 16
年)、 女子団体優勝( 平成13年、 16年)、 男子
団体準優勝( 平成10年、 1 1年)、 女子団体準




昭和5 1年設立。 顧問は白木公康先生。 部員
数26名。 北 国 大会:準優勝(5 0同大会)、 3
1立(5 1回�54回、 56回大会)、 両医 体 2位
(5 2回、 54回 大会)、 3位(5 1同大 会)、 4位
(55回 大 会)、 関 薬 大会:優勝( 平 成12年 大
会)、 3位( 平成10年、 1 1年大会)0 
⑮女子バレーボール
昭和5 2年設立。 顧問は井上 博先生、 白木公
康先生。 部員数26名。 北 国 大会 3位(50回
�53回、 56回 大会)、 丙医体 3位(53凶大
会)、 4佼(5 2凶、 �46回大会)、 関 薬 :優勝
( 平 成16年)、 2位( 平 成10年)、 3位( 平 成
1 2年、 13年、 14年 大 会)、 5位( 平成1 1年 大
会)。
⑮ハンドボール部
昭和5 1年設立。 顧問は早坂征次先生。 部員




数 2 1110 北 国大会:総合準優勝(55回大会)、
3位(50阿�5 2[iJj、 54同、 56回 大 会)、 西 医
体:総 合 2位(53回 大 会)、 4位(5 2回、 55
回 大 会)、 5位(5 1凶 大 会)、 9位(50凶 大
会)、 4 70級 優勝(53回大会) その他各級ごと
種目に入賞。
⑬ ラグビーフットボール部
昭和5 1年設立。 顧問は笹原正清先生。 部員
数42名。 北 国 大会:優勝(5 1同大会)、 準優
勝(5 0回大会)、 3位(5 2l叫、 56回大会)、 西
医体:ベスト 16位(5 1回大会)。
⑮陸上競技部
昭和5 1年 設。:。 顧問は広川慎一郎先性。 部
員数68名。 北 国 大会:男f 総合 2位(55回大
会)、 3位(5 1回�54回大会)、 4位(50回大
会)、 女子総合3佼(5 1回大会)、 4位(50問、
5 2回、 53回大会)、 個人種目優勝(50回�56
凶大会)、 西医体:男子総合3位(54回大会)、
4位(53回大会)、 7位(5 1岡、 5 2回大会)、
女子総合優勝(53l口l、 54同大会)、 3佼(5 2
回大会)、 5位(5 1回大会) トラッ ク部門優




多く優勝、 準優勝( 平成16年大会)。 男子総
合優勝( 平成14年、 15 年大会)、 男子総合準
優勝( 平成13年大会)、 男女総合準優勝( 平
成15 年、 16年大会)、 女子総合3位( 平成12
年大会)、 フィールド 優勝( 平成15 年、 16年





38名。 西医体. オ ー プン参加(4 1回大会)、演
武・団体l位(54回大会)、 演武・個人段外




3 9名。 週 2 凶練習、 学連レースや一般レース
参加に向けて頑張っている。
⑫女子軟式野球部
昭和60年設立。 顧問は平賀紘 A先生。 部員
数 2 2名。 第 2 回および第 3 回全|玉!大学女f軟
式野球大会で準優勝( 昭和63年および平成元
年)。 第 18回全 国大学女子軟式野球大会ベス
ト 8 。 春季・秋季北陸大会にも参加。
⑮武田流中村派合気道部





平成15 年 6月 設立。 顧問は岩同研典先生。
部員数 18名。 テコンドーをとおして精神・ 肉
体的修 練のための活動を行 っている。
⑮フット サルサークル





平成15年 4 月設 立。 顧問は木村 友厚先生。
部 員 数20名。 大学祭でのパフォーマン スをす
るため、 他の イベントに参加 することを目的
にダン スを楽しんでいる。
























競われる。 競技種目は、 ソフトボール 、 バレー





展、 看護展、 附属病院展、 民族薬物資料館一般
公開、 スポーツ大会、 フリーマーケット、 軽音
ライブ、 医薬大名人戦、 大学祭記 念学術講演会、










平成1 7年 3月卒業の第 24回生まで、 計2，281名




が、 4 名誕生し先頭に立って 母校の発展に貢献
している。
これまでの卒業生の 進路状況を表示した。
こ の24年間 で 大学院 進 学 者 136人( 全数の
6 % )、 就職/研修医2， 0 14人(88. 4 % 、 そのう




成期に貢献したことがわかる( 昭和56年 5名 、
57年 2 名、 60年3 名、 61年 1 名、 そ の 後 不 定




院や臨床講座の診療、 研究 、 地域医療への貢献






7 5 (5. 1) 84 (85.7) 9 (9.2) 
8 2 (2.3) 79 (90.8) 6 (6.9) 
9 5 (5.0) 89 (89.0) 6 (6.0) 
10 2 (2.3) 78 (89. 7) 7 (8.0) 













アンケート調査等を行 った りして、 鋭意検討を
重ねている。
















県内(%) 県外 ( %)
50 (59.5) 34 (40.5) 
35 (14.3) 14 (55.7) 
37 (41. 6) 52 (58.4) 
43 (55. 1) 35 (44.9) 
45 (53.6) 39 (46.4) 
進 路 日Jj 内 訳
年度 本 ヲ目二. 他 大 学 一般病 院 その他
l仁h1 
研修医(%) 大学院(%) 研修医(%) 大学院(%) 県内(%) 県外 ( %) (%) 
12 57 (58.2) 1 (1. 0) 32 (32.7) 。 。 3 (3.1) 5 (5.1) 98 
13 38 (38.4) 。 43 (43.4) 。 1 (1. 0) 10 (10.1) 7 (7.1) 99 
14 40 (41. 7) 。 35 (36.5) 2 (2.1) 。 13 (13.5) 6 (6.3) 96 
15 29 (32.2) 。 34 (37.8) 。 3 (3.3) 18 (20.0) 6 (6.7) 90 


















































1 (1. 0) 
o (0.0) 



























88 (91. 7) 
84 (93.3) 





すり」の振興を目的として、 明治26年( 1893 )
に設立された共 立富山薬学校に始まるO その後、
市立富山薬学校( 明治30年、 1897)、 県 立薬学
専門学校( 明治43年、 1910)、 官 立富山薬学専
門学校(大正 9 年、 1920)、 戦後の学制改革に
伴う富山大学薬学部 ( 昭和24年、 1949) と名称
変更と と もに発展してきた。 また、 昭和38年
( 1963 ) には新制大学として初めて大学院薬学
研究科が設 置された。 昭和50年( 1975 ) には、
新設 医学部、 和漢薬研究所とともに富山医科薬
科大学創設 に参加した。 昭和53 ( 1978) 年には、
富山医科薬科大学大学院薬学研究科に博士課程、
平成12年(2000) には大学院薬学研究科に臨床





















45 (51. 7) 
57 (58.2) 
39 (39.4) 





第3節 卒業生の動向 331 
その他 Z口h 計
o (0.0) 75 (100) 
2 (2.0) 102 (100) 
o (0.0) 92 (100) 
4 (3.9) 102 (100) 
o (0.0) 100 (100) 
1 (1. 1) 93 (100) 
1 (1. 3) 77 (100) 
13 (11.5) 113 (100) 
1 (1. 0) 99 (100) 
12 (12. 1) 99 (100) 
9 (10.3) 87 (100) 
10 (8.9) 112 (100) 
8 (7.5) 107 (100) 
7 (7.8) 90 (100) 
9 (9.2) 98 (100) 
6 (6.9) 87 (100) 
6 (6.0) 100 (100) 
7 (8.0) 87 (100) 
3 (3.4) 87 (100) 
5 (5.1) 98 (100) 
7 (7.1) 99 (100) 
6 (6.3) 96 (100) 
6 (6.7) 90 (100) 
8 (8.8) 91 (100) 










本学部 は創設 以来、 約9，000有余名の卒業生
を世に送り出してきた。 富山医科薬科大学の卒
業 生は、 昭 和54年度 ( 1979) か ら 平 成 6 年度
( 1994) までの16年間 に1. 506名に達し、 940名
(62%) が就職、 462名(31%) が大学院に進学
し、 65名( 4 %) が病院等の研修生になった。
就職 先についてみると、 製薬 会社 (49%)、 病
















平成7年度 (18) (7) 21 11 
平成8年度 (1 \J) (J 5) 23 25 
平成9年度 (14) (16) 16 22 
平成loóf度 (15) (19) 19 30 
平成11年度 (15) (11) 16 24 薬学部
平成12年度 (6) (13) 10 19 
、|三成13年度 (8) (17) 11 24 
、I[Þ)(:14年度 (3) (15) 4 24 
平成15年度 (3) (3) 5 13 
平成16年度 (4) (12) 4 24 











平成7年度 (6) 7 1 
平成8年度 (5) (3) 5 3 
平成9年度 (8) (4) 11 10 
平成10年度 (1) (1 ) 日 6 
平成11年度 (3) ( 1) 1 5 前期課税
平成12年度 (1) (1) 8 3 
平成13年度 (4) (1 ) 8 6 }ぇ
平成14年度 (9) 17 6 
-→ι 平成15年度 (:0 ) (3) 6 9 
|涜 、v成16年度 (3) (3) J 戸 6 

















































































































































大 f{rU13lf E+ 
JKL - 学: そ fI3 、院 の 言十。〉 進 石究生汗 他
他 土出子
(36) (709) (91) (28) (20) (g48) 
42 940 462 65 39 1，506 
(31) (22) (1 ) (4) (58)| 2 49 51 2 9 111 
(4) (50) (17) (J) (68) I 
73 41 2 119 
(36) (16) (4) (56) 
48 48 7 103 
(37) (13) (3) (1) (54) 
51 47 1 3 108 
(32) (19) (2) (3) (56) 
15 53 2 5 105 
(19) (25) (5) (49) 
29 59 自 96 
(26) (17) (2) (3) (48) 
36 58 2 7 103 
(20) (25) (45) 
30 61 91 
(10) (28) (1) (4) (43) 
23 83 1 6 113 
(lg) (25) (1) (6) (50) 
31 66 1 10 108 
(40) (988) (2�)8) (39) (50) (1375) 
53 1， 358 1，032 79 94 2，563 
(1) (67) (15) (5) (6) (93) 
10 388 84 8 11 491 
(8) (3) (1 ) (1) (1:)) 
19 7 1 28 
(3) (15) (4) (19) 
3 29 3 10 43 
(18) (4) (2) (24) 
40 3 52 
( 12) (1) (2) (15) 
34 8 3 45 
(1) (13) (3) (16) 
1 44 6 1 51 
(12) (1) (3) (19) 
41 8 3 52 
(16) (1) (1) (IR) 
41 7 3 51 
(21) (3) ( 1) (3) (28) 
50 11 4 66 
(11) (4) ( 1) (3) (19) 
43 11 2 7 63 
( 16) (3) (19) 
38 17 3 58 
(8) (209) (41 ) (10) (23) (283) 
14 767 171 17 15 1， O()Ü 
(12) (11) (2) ( 16) 
41 64 5 10 79 
(1) (1) (1) 
3 5 2 7 
(6) (6) (6) 
6 9 9 
(2) (2) (2) 
8 10 10 
(1) (1) (1) (2) 
H 2 11 
(2) (3) (3) 
6 9 9 
(5) (5) (5) 
10 13 13 
(1) (1 ) (1) 
4 8 戸J 13 
(4) (4) 
4 8 12 
(2) (4) (6) (10) 
4 9 10 19 
(1) (2) (4) (6) 
3 9 7 16 
(33) (39) (17) (56) 
93 119 ;; 44 198 
) は女千で、内数
就職地
富 北 そ 北 東
山 。〉







(301) (76) (104) (5) (12) 
352 87 134 8 22 
平成 7年度 (11) (3) (5) (3) (1) 13 5 7 4 2 
平成 8年度 (18) (4) (8) (2) 26 6 14 2 2 
平成 9年度 (8) (6) (6) (1) (3) 8 7 9 1 3 
平成10年度 (4) (5) (15) (1) (2) 6 5 19 1 3 
平成11年度 (4) (2) (12) (1) (1) 
薬学部 6 3 14 1 2 
平成12年度 (7) (3) (2) (1) 8 5 3 1 1 
平成13年度 (3) (4) (8) (2) 3 4 9 1 3 
平成14年度 (6) (1) (1) (2) 8 2 3 1 2 
平成15年度 (1) (4) (1) 4 7 1 2 
平成16年度 (8) (2) (1) 8 1 9 2 






(29) (2) (8) 
91 11 26 3 3 
平成 7年度 (4) (4) 7 6 1 
平成 8年度 (4) (1) (2) (1) 8 3 3 1 
平成 9年度 (3) (3) (3) 6 3 8 2 1 
平成10年度 (3) (1) (1) 10 1 3 1 
平成11年度 (6) (3) (1) 
前期課程 13 1 8 3 
平成12年度 (3) (1) 6 3 3 1 1 
平成13年度 (5) (1) (1) (2) 9 2 4 3 
平成14年度 (2) (1) (5) 9 2 3 3 7 
平成15年度 (3) (1) (2) 9 5 3 大












(7) 16 2 
平成 7年度 1 
平成 8年度 1 1 
平成 9年度 2 1 
平成10年度 1 
平成11年度 (1) (1) 




平成15年度 (1) 1 
平成16年度 2 
計 (9) (1) 33 6 
北陸は、 富山県を除く
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中 四 九 タト J口斗
国 国 州 国 計
(7) (10) (12) (709) 11 12 13 1 940 
(1) (1) (1) (31) 1 2 3 49 
(2) (2) (50) 
1 z 3 73 
(1) (1) (36) 
1 1 2 48 
(1) (1) (37) 
1 2 54 
(1) (32) 
1 1 2 45 
(2) (19) 
2 29 
(1) (1) (26) 
1 5 36 
(1) (20) 
3 1 30 
(10) 
23 
(1) (2) (18) 2 2 31 
(12) (17) (20) (988) 19 23 33 1 1， 358 





(18) 2 1 40 
(12) 34 
(1) (13) 
1 1 2 44 
(1) (12) 2 1 41 
(16) 
1 41 
(3) (21) 1 3 50 
(11) 
43 
(1) (16) 2 38 
(1) (7) (1) (206) 6 11 12 1 764 
(7) (14) 












(1) (1) 4 8 
4 
(2) (4) 4 9 
(1) (1) (2) 
1 3 9 
(1) (21) (33) 1 5 66 143 
) は女子で内数
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学している。 これは、 企業での研究・開発 職に
就く ためには大学院 博士課程前期 修了以上の学
歴 が望まれていること、 平成18年度(2006) よ
り 薬学部が6 年制に移行することなどが 影響し
ていると思われる。 就職先については、 製薬企
業(9 % ) が大きく 低下し、 医 薬分業が進んだ
結果、 薬局・流通(51% ) がほぼすえ数を占める
までになった。 最近では、 卒業生に占める女性
の 比率は 低下してきて おり、 50%を切っている。





昭和53年(1978) の大学院 同士課程 創設以来、
1， 000名の 博上課税前 期(修土課程 ) 修了 生を
送り出した。 平成 6 年度(1994 ) までの修了者
491名 の う ち、 388名(79% ) が就 職 し、 84名
(1 7% ) が 博士課程 後期に 進学 した。 就職 先の
多 くは 製薬会 社(78% ) であり、 次いで公務員
(9 % )、 病院 は% )、 薬局・流 通(1 % ) の




る。 就職先については、 製薬企業(46% ) に就
職する学生の 比率が多いものの、 低下している。
�}j、 病院(20% )、 薬局・流 通(15% ) は大
きく 増加している。 これは、 大学院進学者の 増
加とともに、 医 薬分業の 推進により 薬剤師とし
て働くことの魅力が増加した ためと思われる。
ま た 修了牛今 に占 める 女件ー の 比 率 は平 成 6 年
(1994 ) までの19%から、 その後の10年間で約
2 倍 の3 7%に 増加した。 女性の 社会 進 出を反映
していると 忠われる。 就職先は、 関東(3 7% )、
富山(23 % )、 関西(19% ) の 順であるが、 全
国にわ た って分;布している。
大学院 博士課程 後期については、 198名の 博
上 を送り出した。 昭和55年度(1980) から、ド成
6 年度(1994 ) までの15年間の修了者は79名で
あり、 留学生が4 1名を占めた。 就職先は主とし
て 製薬会 社(28% ) であったが、 留学生の場合
は、 多 くが母同の大学教員や研究所の研究員と
して活躍している。 最近10年間の 進路状況をみ
ると、 修了者 1 19名のうち 官学生が76名を占め
た。 出身国は、 中国、 韓国、 タイ、 ベトナム、
インドネシアなどア ジ ア 諸国からの 留学生が多
く、 本学の国際交流の特色 を反映している。 就
職先については、 製薬企業(20% ) に就職する
学生の 比率が高いが、 低下してきている。 一方、
病院、 薬局・流通、 博上 研究員(ポスドク) と
して大学や研究所に就職するケースも 増加し、
職業選択が多様化している。 留学生手については、
母国で活躍している。 ま た 修了生に�íめる女性
の 比率は平成 6 年(1994 ) までの20%からその
後の10年間で約28%に増加した。
な お、 平成16年(2004 ) の学校教育法の改正
により、 平成18年(2006) 度 入学牛介、 ら 薬剤師
養成のための 薬学教育の修業年限が4 年聞から
6 年間に延長されるc このことにより、 薬学部
は、 「薬守: 科J(6 年制課程:定員55人) と 「創
薬科学科J(4 年制:定員50名) の 2 学科とな
る。 それ ぞれ 薬剤師(薬 学科) と 創薬 研究者








である。 平成15年からは、 助産専攻コースが 設
置され、 開設時の平成15年度には 9名が、 次年
度にあたる平成16 {f度には 7 �う が、 平成1 7年度
は 9名が助産専攻コースを選択 している。
保健師 、 助産師 、 看護師の国家試験合格者数
は、 過去9 年間で、 編入生を合む保健師 国家試
験合格者は578名(97. 1 % )、 助産師 国家試験合
















度卒業生で37.8%、 平成 9 年度卒業生は25%と
減少したが、 それ以降は、 40%以上となり徐々
に増加してきている。 平成15年度卒業生は、 卒




































小計 2口3、 三口ιl 
(%)産 %) (%) (%) 
8 113(19.7) 32 (48.5) 1 ( 1. 5) 46 15 (22. 7) 2(3.0) 2( 3.0) 。 。 19 1 ( 1. 5) 66 
9113(19.4) 39 (58. 2) 2( 3.0) 54 11 (16. 4) 。 2( 3.0) 。 。 13 。 67 
10 5( 7.4) 49 (72.1) 2( 2.9) 56 4( 5.9) 1 (1. 5) 2( 2.9) 2( 2.9) 1 ( 1. 5) 10 2( 2.9) 68 
11 4( 5.9) 44 (64. 7) 。 48 9 (13.2) 4(5.9) 7 (10.3) 。 。 20 。 68 
12 3( 4.3) 51 (72. 9) 。 54 8 (11. 4) 。 5 ( 7.1) 。 。 13 3 70 
13 4( 5.8) 50 (72.5) 。 54 7 (10.1) 1 (1. 4) 6( 8.7) 。 。 14 1 ( 1. 4) 69 
14 7(10.4) 48 (71. 6) 。 55 6( 9.0) 4(6.0) 1 ( 1.5) 。 。 11 1 ( 1. 5) 67 
15 2 ( 3.1) 56 (87.5) 。 58 5( 7.8) 1 (1. 6) 。 。 。 6( 9.4) 。 64 
16 5 ( 7.0) 53 (74. 6) 。 58 2( 2.8) 1 (1. 4) 5( 7.0) 2( 2.8) 。 10 3( 4.2) 71 
大学院医学系研究科看護学専攻
進 路 別 内 訳











院) 他 大学大学 助
産学 専 攻 養護教員課 専門学(%校) 
小計 合 計
院 %) 科 (% 程 (% (%) 
10 0110(52.6) 5(26.3) 15 1 ( 5.3) 。 。 。 。 1 3(15.8) 19 
11 1 ( 6.3) 8(50.0) 6(37.5) 15 1 ( 6.3) 。 。 。 。 1 。 16 
12 l (  8.3) 3(25.0) 6(50.0) 10 。 。 。 。 。 。 2 (16. 7) 12 
13 2 (11. 8) 6(35.3) 1 ( 5.9) 9 。 。 。 。 。 。 8(47.1) 17 
14 。 6(25.0) 。 6 。 。 。 。 。 。 18 (75.0) 24 
15 。 6(33.3) l (  5.6) 7 。 。 。 。 。 。 11 (61. 1) 18 
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第1節 国際学術交流
[ 1 1国 際 学術交流協定の 締結
本学 の 学生や職員を海外の 大学等へ 派遣した
り、 海外の 大学や研究機聞 から学生や研究員等
を受け入れ る際 に、 お互いの 大学 において滞在
中 の 学生や研究員の 便宜を図り交流を促進する
ため、 外国の 大学や大学附属の部局等との 間で
学術交流協定を締結している。
1 ) 大学問の 学術交流協定
平成10年以降、 8 大学との 問で 大学間交流協




等の 5大学部局と、 薬学部は 2 機関の部局と、
和漢薬研究所は 14大学/機関の部局とそれ ぞれ




本学 学生が外国の 大学で講義や実習を履修し 、
帰国後 に学部の 正式な単位として認定を受ける
表1 大学問協定 11機関
大 学 名 国 名 締結年月日
溶陽薬科大学 中 国 昭和 60年 5 月10日※
中 日友好医院 中 国 昭和 61 年 5 月 7 日
中 国中 医研究院 中 国 平成 3 年11月14日
北京医科大学 中 国 平成10年 1 月23日※|
チェンマ イ大学 タ イ 平成11 年 8 月 3 日※
中 国薬科大学 中 国 平成13年 3 月10日
チュラロンコン大学 タ イ 平成13年 3 月30日※
内蒙古医学院 中 国 平成13年 7 月20日
マヒドン大学 タ イ 平成13年 7 月30日
ハサヌデイン大学 インドネシア 平成14年 3 月27日




医学科3 年生が200 2( 平成14)年に米国の ペ
ンシ ル ベニア 州立大学へ10 カ月間留学 し 、 帰国
後 に取得単位の 認定を受けている。 また、 医学
科の 5年及び 6 年次生5名が2004( 平成16)年
度 から選択制臨床実習を2.5週�1 カ月間、 米
国のロチェスター大学 、 英国の パ ミーンガム大
学 やレスター大学 、 中国の北京大学や大連医科
大学等で 履修し 、 帰国後、 単位認定を受けた 。
1995 ( 平成 7 )年度以降、 医学研究 科の 大学
院生3 名が米国やオ スートラリア の 大学へ、 薬
学 研究科の 大学院生 2 名が米国や中国の 大学へ
留学した 。
薬学 研究科では 、 また、 200 2( 平成14)年か
ら毎年10名前後の 大学院学生が学部間交流協定























平成13年 7 月 4 日
平成14年11月 7 日
平成16年 3 月 4 日
平成16年 9 月 7 日
平成16年10月21日
締結年月日






韓 国 平成10年 7月17U
天然物科学研究所
国光大 学
韓 同 平成12 年10月18日薬用資源研究センター
カイロ大学薬学部 エジプト 平成13年 6 月14日
ト リブバン大 学 ネパー ル 平成13年 7月10日
理工学研究所
ポカラ大 学 ネパー ル 平成13年12月24日
東岡大準
韓 凶 平成14 年 3 月初日
韓 墜皐研究所
シラパコー ン大 タイ 平成14{f三6月14円
学薬学部
南京中 医薬大 学
中 同 平成14 年10月271J
薬学院
大連�型て大 学化
中 国 平成15年 2 月22日
工学院
コンケン大学薬学部 タイ 平成15年11月14日
モ ン ゴ ル目立大 モンゴル 平成16年 3 月30R
学生物宇部
遼�'î'医 学 院・
巾凶 平成16年 9 月 3 IJ 
rt'約研究所
南京大学化学化工学院 ，[，凶 平成16 {f12月21日
伝統医学活性化財団 インド 平成16年12月22日
医学部感染予防医学講座の教官を中心とする




















の平均 ) は日 本政府の奨学金を受給しており、
残る56%は出身国の政府奨学金、 我が国の学生











れる学会に参加 して発表 した人数、 及び海外の
大学等で研究するために派遣された人数を年度
別にみると、 平成11 年に少し減少が見られる以















た外国人客員研究員の人数を表 7 に示す。 客員
研究員の出身国別人数についてみると、Ijl国、




年 度 平成10年 平成11 年 平成12 年
医学部 1 ( 1) 2 ( 6) 1 ( 2) 
学部
薬学部 O( 1) O( 1) O( 3) 
小 計 1 ( 2) 2( 7) 1 ( 5) 
医学系 26 27( 2) 23 ( 1) 
研究科
大学院
薬学研 26( 1) 28( 2) 35 ( 5) 
究科※
小 計 52( 1) 55 ( 4) 58( 6) 
合 計 53 ( 3) 57 (11) 59(11) 
※和漢薬研究所所属の院生を含む
表4 外国人留学生の出身地
平成10年 平成11 年 平成12 年
中 国 37 39 35 
韓 国 。 l 4 
インドネシア 4 3 3 
タ イ 4 6 10 
その他アジア 6 11 11 
アフリカ 1 。
南 米 3 7 5 
欧 米 1 1 。
合 計 56 68 70 
表5 教職員の海外派遣実績
平成10年 平成11 年 平成12年
医学部 136 111 131 
薬学部 27 22 38 
和 漢 薬 研 究 所 37 28 46 
その他 2 4 3 
百十 202 ( 4) 165 (20) 218 (16) 
して分類されているが、 過去7 年間で総数5名
(医学部3名、 和漢薬研究所 2 名)で ある。
同時期 に受け入れた外国人研究者は客員研究
平成13年
1 ( 2) 
o ( 4) 
1 ( 6) 
26( 1) 
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(各年10月 1 日現在)
平成15年 平成16年 計
1 ( 3) 1 ( 2) 8(24) 
O( 1) O( 1) 0(15) 
1 ( 4) 1 ( 3) 8(39) 
31 ( 2) 25( 1) 181 ( 8) 
33( 0) 28( 0) 212(17) 
64( 2) 53 ( 1) 393 (25) 
65 ( 6) 54( 4) 401 (64) 
平成15年 平成16年 1口h舌ロ牛i 
31 21 235 
4 3 22 
3 4 24 
10 10 64 
13 10 73 
5 7 16 
4 2 29 
1 1 6 
71 58 469 
平成15年 平成16年 合計
126 90 859 
32 25 205 
37 29 267 
4 39 60 
199 ( 8) 183 (10) 1， 391 (85) 
( )は1 月 以上の長期派遣の教職員数
員のほかに、 外国人受託研修員(国 際 協力事業
団の支援)が総数21名で 、 部局別 内訳は医学部
10名、 薬学部 1 名、 和漢薬研究所 10名で ある。
また、 中国医学 研修生(日 中医学協会 の支援)
342 第7章 凶際交流・ 主宰学会
表6 教職員の波航先(延べ人数)
渡航先 平成10年 平成11年
北 米 68 82 
欧 州、| 88 42 
アジア・オセアニア 73 56 
南 米 4 
アフリカ 4 3 










年度 西暦 総数 医学部 薬学部 和漢薬
研究所
10 1998 36(50) 9 (14) 6 (6) 21(30) 
11 1999 37 (57) 10 (16) 0(1) 27 (40) 
12 2000 27(48) 7 (14) 4(4) 16 (30) 
13 2001 29 (44) 6(12) 1 (1) 22 (31) 
14 2002 38(53) 11 (16) 3(3) 24(34) 
15 2003 31 (46) 8(15) 1 (1) 22(30) 
16 2004 49(62) 15 (23) 6 (6) 28(33) 

















平成13年 、|正成14年 平成15年 平成16年 合計
73 88 87 80 565 
58 47 49 55 401 
85 89 71 67 525 
13 I 。 。 21 
1 3 1 。 16 
230 228 208 202 1， 528 
表8 国際共同研究の部局別、 年度別実施状況(平
成1O�14年度)
平成 平成 、1>:成 平成 平成 !
10年 11年 12 年 13年 14年
医学部 29 36 40 29 33 
薬学部 9 13 13 14 9 
和i英来: 15 20 19 23 21 
研究所









ム・宮山J (富山県と共催) がある。 本シンポ
ジウムは、 199 2 (平成 4 )年に第1 回目が開催
され、 200 5 (平成1 7)年7月に第10回目が開催
された。 また、 本学と中国衛生部が共催する
「和漢薬(中薬) の医学薬学的研究に関する日
中シンポジウムは、 198 5 (昭和60 )年9 月に第







( 内藤財 団の支援: 1996年)、 及び日 韓ジョイン
トシンポジウム(日本学術振興会と韓 国高 等 教




ラロンコン大学で 開催された 。 その他、 和漢薬
研究所では 中国の北京大学や 韓 国の東園大学校
との合同シンポジウムを 開催している。
[ 7 ]その他の国 際協力
本学は国 際協力事業 団の要請により次の3種
の国 際医 療技術協力ヅロジェクトに参加、 事業
を実施した 。
(1 ) ブラジル国カンピーナ ス大学臨床研究 プ
ロジェクト: 1990年から5年 計画 で本学医
学部外科学と内科学が中心 となり、 カンピ
ー ナ ス大学「消化器病診断セ ンター プロ
ジ、エクト」を 立ち上げ た 。 さらに1997年か
ら第2 次5年 計画 でIHIV感染症( エ イ
ズ・真菌感染)、 肝臓疾患、 小児難治感染




(2) ミャンマ一 国における伝統 医 療技術協力
プロジェクト: 和漢薬研究所 の化学応用 部
門が中心 となり、 1999年から4 年間、 ミャ
ンマ一 国の国家保健プロジェクトの一つ で







イ ルス学講座、 医学部感染予防 医学講座、
和漢薬研究所薬効解析センターの各担当に
より実施された 。 上記のほかに、 本学では
国 際 交流 基金、 文部科学省21世紀COE事
業、 及びその他の公的資金により、 種 の々
交流や 共同研究が行われている。
(国 際交流 委員会 委員長 渡遺裕司)
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第2節 主宰学会
平成 7年度から平成1 7年度までに開催された本学関係者主宰の学会(原則 「地)jゐ会」 以 上) を年
次別に列挙し、 学会活動の一端を紹介する。
開催年月日
平成 7. 3.29 
平成 7. 4. 2 
名 称 | 会 場 | 世話人
第 8 同呼吸デイスカッションの会 |弥生会館 ( 名古屋) 1櫨 彰
第24回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山ステーションホ|渡辺行雄
学術講演会 |テル
平成 7. 4.23 第27回富山県小児保健学会 |富山県教育文化会館|小丙 徹
平成 7. 4.26 第50回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山医科薬科大学 |早 坂征 次
平成 7. 5.21 第32回富山眼科集談会 |富山電気 ビル |早 坂征 次
平成 7. 5. 25� 5.26 1第16同癌免疫外科研究会 |宇奈月国際会館セレ |藤巻雅夫
不
平成 7. 5.27 第13回日本生化学会北陸支部大会 富111市民プラザ |平賀紘一
平成 7. 6. 3� 6. 4 1第65回日本消化器内視鏡学会北陸地方会 富山県医師会館 |稲上修 嗣
平成 7. 6.10 1 1995年日本不妊学会北陸支部学術総会 金沢シティモンドホ 1片山 喬
テル
平成 7. 7. 3� 7. 7 I International Sympos ium"Perception. M e- I インテック大山研修 |小野武年
mory. and Emotion: Frontier in NeuroscÎ- 1センター
ence 
平成 7. 9. 13� 9.14 1第13回日本 ヒト細胞学会 |高志会館
平成 7. 9. 29� 9. 30 1第31回中部外科学会総会 |高志会館
平成 7.10. 8 第28同富山県小児保健学会 i教育文化会館
平成 7.10.13 第 1 凶富山県臨床核医学研究会 |名鉄トヤマホテル








平成 7.11. 26 
第36回日本心身医学会中部地克会 1 �富山県民会館 |斉藤清二
第33同富山眼科集談会 |富山電気 ビル | 早 坂征 次
第25回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山ステーションホ 1渡辺行雄
平成 7.12. 2 
平成 7.12. 9 
平成 8. 2.24 
平成 8. 3. 3 
平成 8. 3.15 



















平成 8. 4. 7 第26回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山ステーションホ|渡辺行雄
学術講演会
平成 8. 4. 9� 4. 12 1第70回日本産業衛生学会
平成 8. 4.17 第52回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
平成 8. 4. 20� 4. 21 1第 7 回後眼振研究会











平成 8. 5. 2 
平成 8. 5.25 
平成 8. 5.26 
平成 8. 6. 8 
平成 8. 6.21 
平成 8. 7. 4�6 
平成 8. 7.26 
平成 8. 8.31� 9. 1 
平成 8.10. 6 
平成 8.10. 7 
平成 8.10.1O�10.12
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名 称 会 場 l 世話人












Japan-R ussia Joint Symposium on Tradi- I富山県民会館











平成 8.10.12 I第 8 回北陸病理集談会 富山医科薬科大学 1北 川正 信
平成 8.10. 16� 10. 18 I第55回日本脳神経外科学会総会 富山県民会館 |高久 晃
平成 8.10.25 I第 3 回富山県臨床核医学研究会 名鉄トヤマホテル |瀬戸 光
平成 8.11. 2 I第54回日本糖尿病学会中部地方会 富山県民会館 !小林 正
平成 8.11. 6� 11. 7 第18回アーユルヴ、ェーダ研究会総会 富山県民会館 |難波恒雄
|小松かっ子
平成 8.11. 7�11.8 第 5 回国際伝統医薬シンポジウム ・富山 富山県民会館 |難波恒雄
平成 8.11. 9 
平成 8.11. 9 
平成 8.11.10 
平成 8.11.24 
平成 8.11.27� 11. 29 
平成 8.12. 1 
平成 9. 1. 11 
平成 9. 3.15 
平成 9. 4. 6 
平成 9. 4.27 
平成 9. 5.11 
平成 9. 5.23 
平成 9. 5.24 
平成 9. 5.31 
平成 9. 5.31 
平成 9. 8.23 
平成 9. 8.24 
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開催年月日 名 称、 ノ〉、Z三三 実暴 世話人
平成 9. 9.17 第58回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |寓山医科薬科大学 |早 坂征 次
平成 9. 9.21 第59回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山第---�ホテル 1 早 坂征 次
平成 9.10. 2-10. 3 I第34回日本細菌学会中部支部会 !富山医科薬科大学 i落合 宏
平成 9.10. 5 第32回富山県小児保健学会 |富山県女性総合セン!小西 徹
タ一
平成 9.10.16-10.17 I 第 6 回ソノケミストリー討論会 | 神戸大学瀧川学術交l 近藤 隆
流会館





平成 9.11. 1-11.3 11997年度樹木年輪研究会
平成 9.11. 8 第四回日本法医学会中部地方会
平成 9.11. 8 日本薬学会北陸支部第97回例会




平成10. 2. 7 
平成10. 2.21 


























平成10. 4. 5 第30回日本耳鼻咽喉科学会富山県地応部会 |富山ステーシヨンホ|渡辺行 雄
平成10. 4.15 
平成10. 4.26 





平成10. 7. 1 
平成10. 7. 5 
平成10. 7.12 
平成10. 8.29- 8.30 
平成10. 9.16 
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h.. Z三三 場 世話人
平成10.10.31 I第14回北陸移植研究会 |金沢都ホテル [三崎拓郎
平成10.11.15 第 5 回アルペン口腔科学フォーラム |富山県歯科医師会館|古田 勲









第 2 回インス リン作用シンポジウム |富山県民会館 l小林 正















平成11. 1・ 6- 1・10 I 力学系研究集会 |日本大学軽井沢研究 | 笹野一 洋
所
平成11. 2. 6 第11回富山県母性衛生学会 |安田生命ホール |青島 恵子
平成11. 2.20 I第383回日 本泌尿器科学会北陸地方会 l金沢全日空ホテル |布施秀樹
平成11. 2.26- 2.27 I日本糖尿病学会「第33回糖尿病学の進歩J I富山オーバードホー|小林 正













平成11. 6. 6 
平成11. 6. 6 

















国際AIDSフォーラム ! 富山県医師会館 | 楼川信男
加須屋実






























日本消化器病学会北陸地方部第 1 回教育講|富山医科薬科大学 |田中三千雄
i寅
第66回富山医薬大眼科臨床カンファレンス |名鉄トヤマホテル |早 坂征 次
第384回日本泌尿器科学会北陸地方会 |富山名鉄ホテル |布施秀樹
第 4 回北陸前立腺癌研究会 |名鉄トヤマホテル |布施秀樹











平成11. 6.25 第17回物性物理化学研究会 京都大学薬学部記念 | 竹口紀晃
講堂
平成11. 6. 26� 6.27 
平成11. 7. 3 
平成11. 7. 4 




平成11. 8. 23� 8.25 
平成11. 9. 4 









平成11.11. 4� 11. 5 































































、子1&:11.11. 28 第33回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会 | 富山ステーションホ
学術講演会


















































平成12. 1. 22 
平成12. 2. 5 
平成12. 2.10 
平成12. 2.26 
平成12. 3. 4 
平成12. 3.24 






平成12. 6. 3 
平成12. 6. 4 
平成12. 6. 4� 6. 9 
平成12. 6. 8 
平成16. 6.16 
平成12. 6.24 
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名 称 A、Ä 場 世話人






































































































平成12.10. 23� 10.24 I 第10回日本産業衛生学会 産業医 産業看 | 富山国際会議場
護全国協議会
加須 屋実












平成13. 1. 13 
平成13. 1. 20 
平成13. 1. 20 
平成13. 1. 25 
平成13. 3. 4 
平成13. 4. 8 
平成13. 4. 12 




平成13. 6. 2 
平成13. 6. 7� 6. 8 
平成13. 6. 9 
平成13. 6.17 
平成13. 6.17 
平成13. 7. 8 
平成13. 7.12 
平成13. 7.14 



















































































北陸温熱療法懇話会第 2 回研究発表会 正当fτè-Þ、t;G同11(.-:..\�三艮日 田i宰賢 次
近藤 隆
平成13. 8. 18� 8.19 I第18回和漢医薬学会大会 !富山国際会議場 I ì度遅裕司
平成13. 9. 7� 9. 8 I第10回日本脂質栄養学会 i高志会館 !浜崎智仁
平成13. 9.28 第 8 回富山県臨床核医学研究会 ! 名鉄トヤマホテル i 瀬戸 光
平成13. 9.30 第31回日本小児科学会セミナー |富山県国際会議場 |宮脇利 男
平成13.10. 9� 10.10 I第22回和漢薬研究所特別セミナ- 富山県民会館 |諮 忠人
平成13.10. 18 第79回富山県泌尿器科医会 |富山医科薬科大学 |布施秀樹
平成13.10. 20� 10. 21 I第101回日本循環器学会北陸地方会(東海地|金沢ニューグランド|井上 博
方会 との合同) ホテル
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平成14. 1. 12 







第 8 回アルペン口腔科学フォーラム |富山県歯科医師会館 |古田 勲
口腔保健センター
















平成14. 3. 23� 3.25 I体の不思議発見一細胞・組織の元素 と分子 |富山医科薬科大学 i高屋憲 一
平成14. 4. 7 
平成14. 4.11 
平成14. 5.19 
平成14. 5. 26� 5.28 















平成比6. 6� 6. 8 I 細胞核ダイナミックス 研究会
平成16. 6.22 
平成14. 7. 6 
平成14. 7. 7 
平成14. 7.11 
平成14. 8.25 
平成14. 9. 1 
平成14. 9. 1 












第12回日本性機能学会中部総会 |日本シェーリング本 | 布施秀樹
社
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開催年月日
平成14.10. 6 
平成14.10. 7� 10.12 
平成14.10.10
平成14.10. 12�10. 13 




I nternational Symposium Limbic and A sso 
ciation Cortical Systems-Basic. Clinical and 













平成14.10. 30� 10.31 I第61回日本めまい平衡医学会
















富山県歯科医師会館 i古 田 勲
口腔保健センター
第34回富山リウマチ と免疫研究会 |カナルパークホテル|木村友厚
第79回富山医薬大眼科臨床カンファレンス [富山医科薬科大学 |早 坂征 次
第47同富山眼科集談会 |富山電気 ビル |早 坂征 次
第39回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会|富山県民会館 |渡辺行 雄
学術講演会
第10回日本小児科学会富山地方会兼第276回 | 富山医科薬科大学 |宮脇利男
日本小児科学会北陸地方会
平成14.12.15 第396回日本皮膚科学会北 陸地方会 |名鉄トヤマホテル
平成15. 1. 11 第84副富山県泌尿器科医会 |寓山第一ホテル
平成15. 1. 11 � 1. 12 I第 6 回日本病態栄養学会学術集会 |京都国際会議場
平成15. 2. 7 第80回宵山医薬大眼科臨床カンファレンス |富山医科薬科大学
平成15. 2. 9 
平成15. 3. 9 




平成15. 4. 23� 4.25 
平成15. 5.10 
平成15. 5.18 
平成15. 5. 22� 5.24 
第43同日本小児神経学会北陸地方会
第72回日本麻酔科学会北陵地方会



















平成15. 6. 14� 6.15 I 第28回日本耳鼻咽喉科学会医事問題セミナ | 富山国際会議場
平成15. 6.21 































平成15. 7.10 第86回富山県泌尿器科医会 |富山第一ホテル






平成15. 9. 4 
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会 場 | 世話人




金沢市アートホール | 早 坂征 次
ホテル日航金沢








平成15.10. 5 第42回富山県小児保健学会 安田生命ホール |宮脇利男
平成15.10.10 第24回和漢薬研究所特別セミナー












































第 2 回]SPS-NRCTジョイントセミナー(パlチュラロンコン大学 |渡遺裕司
ンコク、 タイ) I (バンコク)
第 1 回富山救急・災害医療懇話会 [カナルパークホテル |奥寺 敬
富山
北陸脊椎脊髄病研究会




平成15.12.14 第四日本小児科学会富山地方会兼 第279 1 富山医科薬科大学 | 宮脇利男
回日本小児科学会北陸地方会
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開催年月日 名 手主
平成15.12. 19 第 2 回富山救急・災害医療懇話会
平成16. 1. 10 第88回富山県泌尿器科医会
平成16. 2. 8 第45回日本小児神経学会北陸地方会
平成16. 2.17 第16回富山県母性衛生学会
平成16. 3. 4 第82回富山医薬大眼科臨床カンファレンス
平成16. 3. 5 国E祭シンポジウム
平成16. 3. 5� 3. 6 第 3 回日本頚部脳血管治療学会
平成16. 3. 7 「第49回耳の日 j 市民公開講座
平成16. 3.13 第34回日本嫌気性菌感染症研究会
平成16. 3.13 第 3 田富山救急・災害医療懇話会
平成16. 3.27 第 4 回富山救急・災害医療懇話会




平成16. 5 .8 富山スプリングスポーツセミナー
平成16. 5. 8 第53回日本心身医科学会中部地方会
平成16. 5. 9 第50同富山眼科集談会
平成16. 5.13 平成16年度全国臨床検査技師大会
平成16. 5.15 第53阿日本医学検査学会
平成16. 6. 4 第17岡富山癌治療懇話会




平成16. 6. 18� 6.20 第28回日本リンパ学会総会兼アジア太平洋
合同リンパ学カンファレンス
平成16. 6.20 第169回北陸整形外科集談会
平成16. 7. 4 第13回日本小児科学会富山地方会
平成16. 7.15 第90四富山県泌尿器科医会
平成16. 7.15 富山サイトカインセミナー
平成16. 7. 17� 7.18 第34回日本皮膚アレルギー学会学術大会
平成16. 7. 26� 7.30 日本めまい平衡医学会 第34回平衡機能検
査技術講習会
平成16. 7.31 第20回東海ハイパーサーミア懇話会、 第 5
回北陸高温度療法研究会 合同研究会
平成16. 7.31 第 5団富山救急・災害医療懇話会
平成16 .8 第9 回研究所夏期セミナー:ほん とうに効
くのか?和漢薬1基礎研究から最前線
平成16. 8.21 中部脳神経血管内治療懇話会




















富山電気 ビル 早 坂征 次
























平成16. 8.27- 8.28 第 5 回運動器科学研究会
平成16. 9. 5 第46回日本小児神経学会北陸地方会
平成16. 9.26 第15回日本臨床化学会東海北陸支部総会
平成16.10 第25図研究所特別セミナー:和漢薬の薬理







平成16.11. 6 第 6 田富山救急・災害医療懇話会
平成16.11.12 第37回富山リウマチ と免疫研究会








平成17. 2. 6 第47回日本小児神経学会北陸地方会
平成17. 2. 8 第 7 回富山救急・災害医療懇話会
平成17. 2.14 第 8 回富山救急-災害医療懇話会
平成17. 3. 5 第258回北陸外科学会
平成17. 3. 6 「第50回耳の日」 市民公開講座
平成17. 3. 6 第11回アレルギー疾患講演会 と相談会
平成17. 3.21 第405回日本皮膚科学会北陸地方会
平成17. 3.27- 3.28 篤志解剖全国連合会第35回総会
平成17. 3.29- 3.31 第110回日本解剖学会総会・全国学術集会
平成17. 4. 3 第44回日本耳鼻咽喉科学会富山県地方部会
学術講演会
平成17. 4. 7 第18回日本老年脳神経外科学会
平成17. 4. 8- 4. 9 第14回脳神経外科手術 と機器学会
平成17. 4.10 第 2 田富山県医師会ACLS研修会
平成17. 4.13 第 9 回富山救急・災害医療懇話会
平成17. 4.16 第 1 回日本救急医学会ICLS指導者養成ワ
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開催年月日 世話人名 称 þ、ヱミ 場
平成17. 4.17 
ークショップ m 富山




平成17. 5. 20� 5.22 I第56回日本東洋医学会学術総会
平成17. 5.22 第52回富山眼科集談会
平成17. 5. 26� 5.27 I第37回日本結合組織学会学術大会





平成17. 7. 2 
平成17. 7. 2 
平成17. 7. 2� 7. 3 
平成17. 7. 3 
平成17. 7. 9 
平成17. 7.10 
平成17. 7.13� 7.14 
平成17. 7.14 
平成17. 7.14� 7.15 
平成17. 7.27 
平成17. 7.28 
平成17. 7. 28� 7.29 
平成17. 8.25 


























































































平成18. 5. 19� 5. 20 I第12同痛治療増感研究会 |富山国際会議場













大学法人法が公布されました。 このことにより、 平成17年1 0月1日に新しい富山大学が誕
生致しました。 この新大学の開設は、 地域はもとより全国的にも大きな注目を集め期待さ
れています。 一口に新富山大学の誕生といいますが、 その実現に幾多の困難がございまし
た。 富山医科薬科大学の各理事、 監事、 学長補佐はじめ数多くの教職員が日常の教育・研
究・診療・事務・看護技術などの仕事と同時に、 法人としての新しい運営方針を実行して
いくという想像を絶する激務に従事いたしました。 そういった辛苦の中で法人化 2 か月後















新富山大学は、 平成16年 4月の法人化後に初めて、 しかも3つの大学を統合することに
より誕生いたしました。 規模や求めるところが異なる異質の3つの大学が 1 つになること
360 第8章 将来への展望
の違和感や不 自由さを乗り越えることができたのは、 教職員はじめ関係各位の高い志、 見
識、 努力の賜物であります。






り、 「人間として何が正しいか判断するJ I公正、 公平、 誠意、 正義、 勇気、 愛情、 謙虚な
心」を大切にすることから生まれるものであります。 もし我々が、 日本人が古来より美徳
としてきた「和」を忘れるようなことがあれば、 この新星は混乱や 自滅の運命を辿ること













現在進行中の教育改革は、 1 00年に一度あるかないかの規模と 多様性を内包した制度改
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生命科学に関係する分野では、 大学で学ぶべき情報量が過去20年間で1 0 倍に達したと言
われています。 人文社会科学でも新学問分野が続々と創造されています。 これらを従来型
の教育方法ではカバーすることは難しく、 問題発見・解決型教育を導入しなければなりま
せん。 さらに、 教養教育や様々な体験学習を通して、 他者と喜びゃ悲しみなどを共感でき
る感性豊かな人材を養成しなければならないと思います。 これらの着実な遂行には、 1 ) 
教養教育の見直し及び再構築、 2 )新大学教員の教育研修(ファカルティー・デベロップ
メント)、 3)学生に対する授業評価アンケート結果に基づく授業改革、 4)教員の情熱
と努力、 教育業績の適切な評価とインセンテイブの導入、 5 )任期制を活用した優秀な真
に国際レベルの教員の確保、 6)寄附講座の設置や産学連携による人員や財源の確保、
7 )欧米の一流大学との単位互換による国際的な教育、 8)国際的評価の高い教授による





組むことが望まれます。 また薬学教育の 6 年制移行に伴う入試、 教育などについても慎重
に対応しなければなりません。
新大学の 1 つの目玉として、 平成1 8年 4月から生命科学を中心とした医薬理工融合型教
育・研究拠点形成を目指す国際水準の大学院が新設されます。 この医薬理工融合型新大学





た医師、 薬剤師、 看護師、 理工、 芸術文化や人文社会分野の第一線で活躍できる人材、 さ
らには先端的な研究や教育を担う人材を育成することで、 地域に根ざした世界に誇れる教
育や学問を通して地域と国際貢献に寄与し、 新大学の個性を鮮明にする必要があります。






す。 地域とは何か、 世界とは何か、 とくに世界的という場合には、 このことを十分に心し
















きライフサイエンスの分野には、 ポストゲノム研究、 脳研究、 免疫・感染症研究、 再生医
療、 食糧・環境問題、 分子イメージングなどがあります。 ライフサイエンスと同様の科学
技術推進の重要領域として、 ナノテク・材料、 情報通信、 環境などの領域が考えられます。
幸いにも新大学は、 これらの領域とほとんど関係しており、 このような変革の時代に国民
の福祉向上、 生命科学や科学技術革新の新たな飛躍を目指すべきであると考えます。
とくに新大学においては、 全国的にも珍しい医、 薬、 理、 工、 芸術文化、 人開発達や和
漢薬の研究者が連携して教育・研究を推進できる環境にあり、 これらの学際的な連携によ
り、 上記のような重要な諸領域、 東西統合医療および生命・情報システム等の研究、 さら
には人文学、 社会学、 経済学、 教育学でも新しい学問分野の創造を推進していくべきであ
ります。 国内外でも高く評価されている和漢医薬学総合研究所、 極東地域研究センター及
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ぴ水素同位体科学研究センターにおける特色ある研究もさらに発展・充実しなければなり
ません。

















構想には、 新大学が誇る和漢医薬を含めることが必要で、あります。 薬学の分野では、 県内
の大学、 企業、 行政機関が連携して創薬研究を推進するための組織であるフォーラム富山




新大学は設立理念や歴史の異なる3つのキャンパスに 8学部、 1 研究所を有しておりま
す。 当然、 運営上多くの問題が出てくることが予想されます。 個々の問題はともかくとし
て、 まず役員会を中心とした管理・運営体制を整備することが急務であります。 また、 い
かに大学全体の多様な意見を吸い上げ、 そして学長のリーダーシップを確立していくかも
二律背反の難題であります。 学長補佐体制の確立、 人件費管理、 評価に関する組織、 企画
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1 中期目標・中期計画一覧表



































( 1 ) 教育の成果に関する目標を達成するための措置
(教養教育)







① 学部教育では、 医療人として、 緊急時への対応を含めて専門






④ 学業、 学術研究活動、 課外活動、 社会活動等で顕著な業績を
挙げた学生を表彰する。
(大学院教育)
3 )大学院教育においては、 「幅 広い | ① 大学院教育では、 学位論文に関する研究指導だけでなく、 関
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知識を基盤とした高い専門性」を培| 連分野を含めた広い視野や知識、 体系的思考力、 開拓精神、 国
い、 高度専門職業人あるいは教育研| 際的コミュニケーション能力を培うための教育機能を充実する。
究者として、 学術研究の進歩や社会 | ② 教育研究の高度化に対応するために、 大学院の教育研究組織
に貢献する人材を育成する。 I のあり方を検討し、 必要な場合は再編を閲る。
( 2 ) 教育内容等に関する目標 I ( 2) 教育内容等に関する目標を達成するための措置
(アドミッション・ポリシー)
1 )アドミッション・ポリシーとして| ① 高等学校長等との入学試験に関する懇談会等においてアド
は、 基礎学力及び医学、 薬学、 看護| ミッション・ポリシーの周知、 理解を図る。
学に深い関心を有し、 公的精神が豊i ② 入学者選抜では、 学力、 創造力、 倫理観、 意欲等を総合的に
かで創造力のある意欲的な人材を受| 判定する。





2 )教室主教育から専門教育の各段階を| ① 厨際的コミュニケーション能力を培うため英語等の語学教育
通じて体系的に教育課程を編成し、 | の充実を図る。
コミュニケーション能力、 課題探| ② 医療人としての基礎となる教育内容(医療倫理、 救急対応
究・解決能力を培う教育法を実施す| 等)の充実を図る。






3 )学習指導体制を整備し、 適切な成| ① 教育目標の達成度の評価法、 各科目の成績分布、 年度毎の評
績評価を行う。 I 価の整合性等を継続的に検討し、 教育評価の充実・改善を図る。
( 3 ) 教育の実施体制等に関する目標 I (3) 教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置
(教員等の配置)
1 )教育を重視した人材採用の推進を| ① 教育を重視した人材配置(採用を含む。)の推進を凶る。
閃る。 I ② ティーチング・アシスタント(TA)及びリサーチアシスタ
ント(RA)のj舌用を図る。
(教育環境整備)
2 )学生が自主的に勉学できる環境を| ① 学内の学習環境、 情報支援、 地域への貢献、 電子図書館の充
整備する。 I 実を図る。
3 )教育の内容とぷ準の向上を図る。








④ 地域の医療機関、 保健福祉施設等と連携して、 社会に貢献す
る優れた医療人の育成を図る。
(新たな教育・研究組織)
4 )時代・社会の要請に応える人材を | ① 学術研究の進歩と社会の要請に対応して、 学部の定員を検討
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育成し、 教育研究の高度化に対応す| するとともに、 講座等の見直しを行い、 必要に応じて新たな組
る学部・大学院の教育・研究組織を| 織を整備する。
構築する。 I ② 医学と薬学を中心とした総合大学院の創設を推進する。
① 生命科学を中心に関連分野を融合した国際水準の大学院の構
想を推進する。
( 4 )学生への支援に関する目標 I (4)学生への支援に関する目標を達成するための措置
(学習支援・生活支援)
学生が尊重されていると感じること | ① 学生のニーズに応える快適なキャンパスライフのための学生
ができるような充実した学習支援と生| 相談支援体制の充実を図る。
j舌支援の実現を図る。 I ② 学生の課外活動等の環境整備の充実を図る。
2 研究に関する目標
























① 大学の知を社会に還元するために、 公開講座、 研究会、 講演
会等の開催や広報活動を積極的に行う。
② 産業界との連携を深め、 研究成果の公開、 共同研究を推進す
る体制を整備するとともに、 産学官の連携事業を推進する。





























3 その他の目標 I 3 その他の目標を達成するための措置
( 1 )社会との連携、 国際交流等に関す I (1)社会との連携、国際交流等に関する目標を達成するための措置
る目標 I (地域社会貢献)
1 )地域の医療機関や福祉施設と連携| ① 地域社会のニーズを調査し、 県、 市及び地域の医療機関等と
して地域社会に貢献する。 I 連携して、 地域社会に貢献する。
(社会サービス)
2 )地域・社会への知的サービスを充i ① 公開講座、 リカレント教育コース、 開放事業、 高校生への講












3 )地域の産業界や臼治体との連携、 | ① 県の審議会等に積極的に参加し、 地域の発展基盤を支える。
コンサルテイング及び共同研究を.J!tl ② 薬業界、 県、 大学が有機的に連携し、 創薬研究を促進するた
進する。 I めに、 フォーラム富山「創薬」を定期的に開催する。
③ 研究成果を活かした、 地元企業等へのコンサルテイング、 共
同研究を推進する。
(国際学術交流)
4 )外同人質学生・研究者の受入れ等| ① 外国人留学生・研究者の受入れ及び外凶人留学1-:の生活相
凶際的な相互交流・協力活動を推進l 談・生活支援体制の充実を図る。
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1 )多様な患者ニーズに応えることのI (医療サービスの向上)
できる専門的かつ高度高品質の医療 | ① 国の財政措置の状況を踏まえ、附属病院再整備の推進を図る。









2 )医療における総合性と継続性を重 | ① 診療録(カルテ)、看護記録等の情報化と共有化を推進する。
視し、 安全・危機管理体制の充実を | ② 病院情報の公開推進と情報管理体制の整備を図る。
図る。 I ③ 医療安全管理委員会及び、医療安全管理室においてインシデン
ト・医療事故等の把握、 調査を行い、 再発防止を図る。
(プライマリ・ケア)
3 )地域医療機関との連携及び地域医 | ① 地域医療機関との連携及び地域医療への貢献を推進し、 総合
療への貢献を推進し、 プライマリ・ | 診療部の整備等プライマリ・ケア診療の充実を図る。
ケア診療の充実を図る。
(先端的医療)
4 )医学研究の推進による専門医療 | ① 移植医療などの高度先進医療を実践するための施設整備を図
(臓器・系統別)の高度化と先進的| る。
臨床医療の実施、 充実を図る。 I ② 先進的臨床医療に関する企画運用体制の構築、 整備を図る。
(マネジメント改革)
5 )病院運営、 経営に関わるマネジメ| ① 病院長の使命と役割を明確化し、病院長の人事権を確立する。






6 )卒前・卒後の医師及びコ・メデイ | ① 学部教育との連携を図り、 参加型臨床実習の充実を図る。





7 )国際的に開かれた大学附属病院を | ① 他部局とも連携し、 国際交流の推進を図るo
目指し、 国際化の促進を図る。
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E 業務運営の改善及び効率化に関する I n 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとる
目標 | ベき措置
1 運営体制の改善に関する目標 I 1 運営体制の改善に関する目標を達成するための措置
(運営体制の整備)
1 )学長が学内コンセンサスに留意し| ① 学長補佐体制を整備し、学長のリーダーシップの強化を図る。





2 )全学的視点からの戦略的な学内資| ① 戦略的な学内資源配分を図る。
i原配分と評価を重んじる管理運営体制| ② 評価に応じた人的、 物的資源(研究資金、 設備、 施設)の配
の構築を図る。 I 分を図る。
(外部の意見の尊重)






② 中期計画、 年度計画の策定及び自己点検評価、 外部評価等に
基づいた改善・改革を行う体制を整備する。
(国立大学問連携)
5 )国立大学問の連携・協力体制を推| ① 富山県内国立大学(富山大学と高岡短期大学)との再編・統
進する。 I 合により、 大学のパワーアップを図る。
② 北陸地rx:凶立大学連合の事業を推進し、 北陸地区国立大学の
教育研究の活性化を図る。
2 教育研究組織の見直しに関する目標 I 2 教育研究組織の見直しに隠する目標を達成するための措置
(教育研究施設の整備)
教育研究、 大学運営組織の支援のため | ① 教育研究組織及びそのサポート体制の見直しを検討するシス
の、 柔軟かっ機動的な管理運営体制を整| テムを整備する。
備する。
3 人事の適正化に関する目標 I 3 教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
(人事方針)
1 )本学の基本的な目標を達成するた| ① 教員選考(主として教授)に際しては、 公募制(国際公募を
めにふさわしい教職員を採用し、 優| 含む。)を採用し、 宇部リストアップ方式を併用し、 公正で適
れた人材の確保を図る。 I 切な人事を行う。
(人事評価システム)
2 )教育の質の向上と研究の高度化を| ① 講座等編成の検討を行い、 適切で柔軟な人員配置を図る。
推進するために、 人事の一層の適正| ② 教職員の業績の適切な評価システムの整備を図る。




3 )社会的に公正な人事を行い、 必要| ① 男女共同参画の推進を図り、 女性教職員の比率を高める。
な職場環境の整備を図る。 I ② 人権やハラスメントに関する相談窓口の充実を図る。
③ 事務職員等の採用基準の明確化と人事交流の推進を図る。
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④ 職員の資質向上を目的とした研修制度を充実する。
① 中長期的な観点に立った適切な人員(人件費)管理を行う。
4 事務等の効率化・合理化に粛する目I 4 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置
標 I (事務処理体制の見直し)

























2 )収入を伴う事業を実施するととも ! ① 大学の保有する施設・知的財産等を活用して、 自主財源の増
に、 教育研究指導に見合った学生納| 加を図る。
付金の見直しを行う。 I ① 受験料、 授業料等の学生納付金の見直しを行う。
2 経費の抑制に関する目標 I 2 経費の抑制に関する目標を達成するための措置
(経費の節減)
効率的な業務運営による固定的経費の| ① 教育研究に必要な経費の充実に努めるとともに、 エネルギー
抑制を凶る。 I 等の経費の効率化、 省力化を進める。
3 資産の運用管理の改善に関する目標I 3 資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置
(効率的運用)
全学的かつ経営的視点に立った大学の| ① 資産の運用管理を担当する組織及び関係諸規定を整備し、 資
資産の効率的・効果的な運用を図る。 I 金及び、有形固定資産の運用管理並びに施設マネジメントの体制
を確立する。
V 自己点検・評価及び当該状況に係る I w 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を
情報の提供に関する目標 | 達成するための措置
1 評価の充実に関する目標 I 1 評価の充実に関する目標を達成するための措置
(客観的評価の実施)
第三者評価を含む評価を行い、 評価の | ① 教育研究活動、 社会貢献及び組織運営等に関する評価を積極
客観性を高め、 大学運営の改善に活用す| 的に導入する。
るo ② 自己評価、 外部評価、 第三者評価機関による評価の結果を大
学運営に反映させる。
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2 情報公開等の推進に関する目標 1 2 情報公開等の推進に関する目標を達成するための措置
(体制整備)
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重要な財産を譲渡し、 又は担保に供する 計画
附 属 病院の基幹 ・ 環境整備及び全身X 線 CT 検査シ ス テ ム























(注2 ) 小規模改修について17年度 以降は16年度 同額として試算し
ている。
なお、 各事業年度の施設整備費補助金、 船舶建造費補助金、





① 教員選考(主として教授) については、 公募制( 国際公募を
含 む。) を採用し、 一部リ ス ト アッ プ方式を併用し、 公正で適
切な人事を行う。
② 講座等編成の検討を行い、 適切で柔軟な人員配置を 図る。
③ 教 職員の業績の適切な評価シ ス テ ムの整備を 図る。
④ 全教員に対する任期制を推進する。
⑤ 男女共 同参両の推進を 図り、 女性教職員の比率を高める。
⑥ 事務職員等の採用基準の明確化と人事 交流の推進を 図る。
⑦ 職員の資質向上を目的とした研修制度を充実する。
(参考) 中 期目標 期間中の人件費総額見込み 5 4， 130百万円
(退 職手当は除く。)
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(長 期 借 入金)
(単位 :百万円)
I�よそ H16 H17 H18 日19 H20 H21 中期目標 次期以降額 総債務期間小計 償還 償還額
長期借入金





































医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 187人 [うち修士課程 62人博士課程 125人]
薬学 研究科 149 人 [うち博士前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 19 2人 [うち修士課程 62人博士課程 130人]
薬学 研究科 149 人 [うち博上前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 19 7人 [うち修士課程 62人博士課程 135人]
薬学 研究科 149 人 [うち博上前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 202人 [うち修士課程 62人博士課程 140人]
薬学 研究科 149 人 [うち博士前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 202人 [うち修上課程 62人博士課程 140人]
薬学 研究科 149人 [うち博士前期課程犯人博士後期課程 57人]
医学 部 820人 (うち医師養成に係る分野560人)
薬学 部 420人
医学 系研究科 202人 [うち修士課程 白人博士課程 140人]
薬学 研究科 149人 [うち博士前期課程犯人博士後期課程 57人]
2 機 構 図 377
2 機 構 図
医 品:;;.: 科〉- 30講座
E ( 看護学科}- 3講座
客員講 座 〉- 1講座
一般教育等 〉- 14学科目





lべ 楽学研 究 科〉 2 専攻
[研究科委員会1 開設部 門 3部門学 長
和漢薬研究所 客員部 門 2部門
[教授会] 民族薬物研究セン安一
(監事) 間属 図 書 館
(監事〉 日付属図書館運営委員会】 「く 診 療 科}- 19科
中央診療施設 〉- 12部門
附 属 病 院 特殊診療施設)- 10部門
[阿属病院運営会議] 薬 剤 音日
看 護 吉日
: 生命科学先端研究センター) 4分野
[生命科学先端研究セ ン タ ー運営委員会】
保健管理センター
[保健管理セ ン タ ー運営委員会]
料資378 
奥 田 道 夫
佐 々 木 隆憲
岡 本 則 雄
佐 伯 信 男


























































































































平成8. 3. 31 柿 下 正 雄
イシ 木村 正 康
名〉 吉 井英 一
イシ 小 橋恭 一
'" 林 光 彦






平成10.3.31 泉 陸 一
イシ 川 崎 匡
イシ 辻 陽雄
イシ 百瀬雄 章
イシ 丘 山 昇
イシ 松田 正 毅
。 島図柄子
ろ〉 塚本 博
平成11.3. 31 北川 正 信
イシ 小 泉富 美朝
イシ 神 郡 博
イシ 菅野 延 彦




'" 平 野 茂良
平成12.3.31 伊藤祐輔
イシ 棲川 信 男
イシ 小 泉 保
ろ〉 三 川 i朝
イシ 谷村恵徳









4 定年退官者名簿 379 
4 定年退官者名簿
退官時職 名 定年l官年月日 氏 名 退官時職 名
医 学部教 授 イシ 中田轟頑 業務 部医事課専門職員
薬学部 教授 イシ 明満 喜子 業務部医事課栄養管理室長
薬学部教 授 イシ 前回卓爾 教務部図書課情報サービス係長
薬学部教 授 ク 北川 香子 業務部医事課栄養管理室調理師
薬学部教 授 イシ 贋 川 幸 英 業務部施設課整備係電工
医 学部教 授 イシ 秋村 ト ミ子 附属病院看護部先任看護助手
和漢 薬研究所教 授 平成15.3.31 高間静子 医 学部教 授
附属病 院教 授 // 高屋憲 一 医学 部教 授
薬学部 助教 授 イシ 藤本 正 文 医 学部教 授
看護 部 看護 部長 '" 堀井満恵 医 学部 助教 授
教務部研究協力課動物飼育員
// 有i事宗久 薬学部附属薬用植物園助教授
医 学部教 授 イシ 森腰 正 弘 教務部研究協力課技術専門官
医 学部教 授 // 五十嵐勝美 教務部研究協力課技術専門職員
医 学部教 授 '" 林 和子 教務部研究協力課技術専門職員
薬学部教 授 ク 水谷紘 二 業務 部施設課専門員






ク 菱谷 和子 業務部医事課栄養管理室調理師
医 学部教 授 イシ 浅野 義信 業務部施設課ボイラー技士
医 学部教 授 タ， 尾島宏 幸 総務部庶務課自動車運転手
医 学部教 授 ぞ〉 松田公夫 附属病院看護部看護師長
薬学部教 授 平成16.3.31 渡透明治 医 学部教 授
医 学部 助教 授 ペ， 小 野 武年 医 学部教 授
附属病院材料部医療材料工手
// 中川 秀夫 薬学部教 授
教務部研究協力課教務助手
'" 豊富 誠三 薬学部教 授
総務部庶務課自動車運転手
イシ 近藤 武 教務 部長
教務部研究協力課専門職員
イシ 二宅 1台 業務 部長
医 学部教 授 // 五十嵐靖夫 総務 部 主計課監査係長
医 学部教 授 タ， 張回とめ子 附属病院看護部医療助手
薬学部教 授 平成17.3.31 諸橋 正 昭 医 学部教 授
薬学部教 授 イシ 田i畢賢次 医 学部教 授
薬学部教 授 イシ 武田龍司 医 学部教 授
学生課専門員 ペ， 木村郁子 薬学研究科教 授
附属病院看護部看護助手
イシ 宮原龍郎 薬学部 助教 授





// 数井英 雄 総務 部 主計課園丁
医 学部教 授
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中 西 頴 央
本 田 昂












































































































1�平9. 10. 31 
1�平1 1. 10. 31 
1�平13. 10. 31 
平7. 1 1. 
平9. 1 1. 
平1 1. 1 1. 
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7. 31 
8. 31 
1 .  31 
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イシ (併)倉 石 泰平15. 4. 1 -平15. 5. 31 
死》 (併) 黒 崎 文 也平15. 6 .  1 -
生命科学実験センター長
ク(事務取扱 )本 田 昂平14. 4. 1 -平14. 6 .  30 
イシ (併) キナ 口 篤平14. 7. 1 -平16. 3. 31 
名〉 (併) 津 田 正 明平16. 4. 1 -平17. 3. 31 
生命科学先端研究センター長
タ， (併) 津 田 正 明平17. 4. 1 -
和漢薬研究所隙属薬効解析センター長
タ， (併) 小松かつ子平8. 5. 1 1-平10. 3. 31 
ク(事務取扱 )ì，度 遺 裕 司平10. 4. 1 -平10. 4. 30 
ペ〉 (併) i度 遺 裕 司平10. 5. 1 -平12. 4. 30 
え〉 (併) 実告 忠 人平12. 5. 1 -平14. 4. 30 
イシ (併) 小松かっ子平14. 5. 1 -平17. 7. 31 
和漢薬研究所附属民族薬物研究センター長









6 歴代事務局長及び部課長一覧 383 
6 歴代事務局長及び部課長一覧
在職期間 氏 名 備考 職名 在職期間 氏 名 備考
平7.4. 1 平10. 3.31 三浦猛夫 施設課長 平15.4. 1 佐伯信 男
平10.4. 1 平14. 3.31 山 本五十雄 医事課長 平5 .7. 1 平7.12.31 中山 正 雄
平14.4. 1 平16. 3.31 荒木 長 平8. 1 .  1 平9.7.31 井上 忍
平16.4. 1 本間 実 平9.8. 1 平12. 3 . 31 井上展啓
平7.4. 1 平9. 3.31 関 志朗 平12.4. 1 平14. 3.31 中嶋恒夫
平9.4. 1 平1 1. 3 .31 国 利 男 平14.4. 1 平15.12.31 瀧 日 豊文
平1 1.4. 1 平1 3. 3 .31 野 明省主 平16. 1 .  1 大城雅彦
平1 3.4. 1 平14.10.15 佐藤孝夫 教務 部長 平5 .4. 1 平7.1 1.30 笹沼 ，申"" 
平14.10.16 石 川 護 平7.12.15 平10.9.30 土屋繁 行
平6 .4. 1 平9. 3.31 丸 山 重 信 平10.10. 1 平12.8 .31 向江俊 行
平9.4. 1 平1 1. 3.31 楼井清隆 平12.9. 1 平16.3.31 近藤 武
平1 1.4. 1 平14. 3 .31 大月晴夫 平16.4. 1 西岡 衛
平14.4. 1 平16. 3.31 五百崎喜明 学生課長 平6 .4. 1 平8. 3.31 庚瀬文 男
平16.4. 1 小 越 信 行 平8.4. 1 平1 1. 3.31 岡山 一 雄
平5 .4. 1 平8. 3.31 下林 正 実 平1 1.4. 1 平1 3. 3.31 高 橋武贋
平8.4. 1 平10.12.31 内 田 正 一 平1 3.4. 1 平16. 3.31 林 清治
平1 1. 1 .  1 平1 3. 3.31 松村倫幸 平16.4. 1 朝 倉哲朗
平1 3.4. 1 平15. 3.31 寺坂 和 記 研究協力課 平7.4. 1 平8. 3.31 岡山 一 雄
平15.4. 1 奥 田道夫 長 平8.4. 1 平10.7 .15 加賀見賓
平6 .4. 1 平9. 3.31 岡田東彦 平10.7 .16 平1 3. 3 .31 西村幹夫
平9.4. 1 平1 1. 3.31 明渡志郎 平1 3.4. 1 平15. 3 .31 飯嶋裕 一
平1 1.4. 1 平1 3. 3.31 坂 上 文則 平15.4. 1 岡定 久
平1 3.4. 1 平15. 3 .31 行 木邦夫 図書課長 平7.4. 1 平10. 3.31 星 野 雅英
平15.4. 1 佐々木隆憲 平10.4. 1 平1 3. 3.31 岡田 i繁
平6 .4. 1 平8. 3.31 佐藤安宏 平1 3.4. 1 平15. 3 .31 松原康夫
平8.4. 1 平10.6 .30 今校 繁 平15.4. 1 室 橋 Eミ
平10.7. 1 平12. 3 .31 風間 園 康 入学 主幹 平7.4. 1 平9. 3.31 山 道 正 光
平12.4. 1 平14. 3.31 米谷光 暁 平9.4. 1 平12. 3.31 水 野 勇治
平14.4. 1 平16. 3.31 三宅 治 平12.4. 1 平14. 3 .31 森永 慶 一
平16.4. 1 岡本則雄 平14.4. 1 平17. 3.31 豆 本博 一
平7.4. 1 平9. 3.31 岡田康裕 平17.4. 1 朝 倉哲朗 事 務
平9.4. 1 平12. 3.31 永i宰清四郎 取扱
平12.4. 1 平15. 3.31 神 田 博
384 資 料
7 諸 統 計
1 )職員の定員及び現員






定員 1 2 75 74 
7 年度 現員 1 2 61 59 
平成
定員 1 2 82 80 
8年度 現員 1 2 67 68 
平成
定員 2 82 81 
9 年度 現員 2 72 64 
平成
定員 2 82 81 
10年度 現員 2 75 64 
平成
定員 1 2 82 81 
1 1年度 現員 1 2 73 61 
平成
定員 1 2 84 83 
12年度 現員 1 2 68 66 
平成
定員 1 2 84 84 
13年度 現員 1 2 74 72 
1ド成
年
定員 1 2 84 85 
14度 現員 1 2 73 73 
平成
定員 1 2 86 86 
15年度 現� 1 2 72 71 
平成 現員 I 3 67 75 1 6年度



































































(二) {斗員 (ゴ 百十
53 9 63 313 655 1009 
62 9 65 306 648 983 
51 9 63 316 654 1024 
60 7 65 315 654 1000 
50 9 65 316 652 1026 
58 7 64 315 647 996 
49 9 65 316 652 1026 
55 9 65 319 651 1000 
48 9 66 315 646 1020 
49 7 66 321 643 997 
45 7 66 315 640 1017 
47 7 67 317 634 983 
43 7 66 317 637 1015 
46 7 67 320 641 1001 
39 6 66 317 632 1010 
41 6 67 321 635 994 
35 6 66 317 628 1005 
38 6 68 322 628 988 
37 6 67 321 621 976 



























































年 90 560 91 C5 J (21 ) 
現
2 年 次 3 年 次 4 年 次
101 96 1 1 5  
(24) (25) (37) 
101 94 1 14 
(44) (22) (30) 
98 96 1 16  
(33) (43) (25) 
101 89 118 
(37) (31) (46) 
99 99 104 
(37) (36) (36) 
96 93 101 
(30) (34) (36) 
103 94 95 
(34) (29) (35) 
96 105 97 
(29) (36) (30) 
91 103 104 
(20) (34) (36) 
98 99 93 
(19)  (23) (31 ) 
101 93 96 
(28) (20) (23) 
員








(21 ) (26) 
102 94 
(42) ( 19) 
100 105 










(31 ) (36) 
7 諸 統 計 385 
現員 は 毎 年 5 月1 日 現 在
卒業 者数
計 年度計 累 計
602 98 1， 446 99 
( 186) (28) (258) (89) 
594 87 1， 533 90 
( 193) (29) (287) (81) 
598 100 1， 633 99 
( 197) (35) (322) (92) 
589 87 1 ， 720 86 
( 196) (26) (348) (79) 
590 87 1， 807 77 
(197) ( 19) (367) (74) 
587 98 1， 905 1 10  
(206) (40) (407) (93) 
583 99 2 ， 004 98 
( 197) (36) (443) (93) 
579 96 2 ， 100 97 
(184) (35) (478) (91) 
573 90 2 ， 190 91  
( 169) (34) (512) (85) 
575 91  2 ， 281 91 
( 163) (28) (540) (85) 
578 
( 159) ( ) ( ) ( ) 
入学 定員欄 : C J は 3 年 次編入 定員 現員欄、 卒業 者 数棟 : ( ) は 女子で内 数
国家試験合格 者数欄 : ( ) は新卒 者 で内 数
386 資 料
医学部看護学科 現員 は 毎 年 5 月 1 日 現 在














































































年 60 260 61 61  7 1  67  260 (10 )  (57) (58) (68) (66) (249) ( ) ( ) { } { } { } 
入学 定員欄 : ( ) は 3 年 次編入 定員 現員欄、 卒業 者数欄 : ( ) は女子で内数



























































年 105 420 1 1 1  1 1 6  (39) (46) 
現員欄、 卒業 者数欄 : ( ) は女子で内 数

























4 年 次 計
112 460 
(58) (240) 











(48) ( 191 )  
91  440 
(45) ( 190) 
114  452 
(43) ( 175) 
110 440 
(51) ( 175) 
104 435 
(47) ( 162) 
7 諸 統 計 387 












1 1 1  1 ，  617  133  
(57) (907) (100) 
119  1 ， 736 1 1 5  
(68) (975) (97) 
103 1， 839 96 
(56) ( 1 ，  031 ) (84) 
108 1， 947 1 1 1  
(54) ( 1 ，  085) (93) 
105 2 ， 052 98 
(56) ( 1 ，  141) (88) 
96 2 ， 148 89 
(49) ( 1 ，  190) (72) 
103 2 ， 251 105 
(48) ( 1 ，  238) (80) 
91 2 ， 342 107 
(45) ( 1 ，  283) (84) 
113  2 ， 455 98 
(43) ( 1 ，  326) (90) 
108 2 ， 563 109 
(50) ( 1 ，  376) (90) 
( ) ( ) { ) 
388 資 料
3 )各年度受入留学生(各年5月1日 )
年度 総数 国費 私費 国別
5 3  5 2 3韓国 3インドネシア 1 ブラジル1
54 7 2 5 インドネシ了 3韓国 2 スリラン カ1 中国 l 
55 9 3 6 韓国 2中国 2イギリス lインドネシ7 1 エジプト1 スリラン カ1 ブラジル1
56 10 3 7 中国 7 エジプト1 韓国 1 スリラン カ1
57 8 4 4中国 5 エジプト1 韓国 1 スリラン カ1
58 12  6 6中国 6 エジプト3韓国 2バングうデシュ1
59 12  6 6中国 4韓国 3エジプト2不パール1 1 \ングうデシュ1 ブラジル1
60 18 10  8中国 5 韓国 4エジプト2ブラジル2イスラエル1 不パール1 バングうデシュ1 17ィリピン 1
61 21  14  7 中国 10エジプト2韓国 217イリピン 2イスラエル1 ザイール1 台湾 1 不パール1
62 37 19 18 中国 18インドネシ7 3エジプト2 ザイール2 台湾 2 17イリピン 2ブラジル2イスラエル1
6 3  38 17  21 中国 19インド不シ7 3台湾 3イスラエル2 ザイール2 スリラン カ2 17イリピン 2エジプトl
1 33 14 19 中国 15インドネシ了 4台湾 3スリラン カ2イスラエル1 エジプト1 韓国 1 コロン ピア 1
2 35 15  20 中国 18インドネシア 5 台湾 3スリラン カ2 韓国 1 コロン ビア 1 ザイール1 パラグアイ 1
3 33 16 17  中国 16インドネシア 5 台湾 4ブラジル2アメリカ 1 エジプト1 ガー ナ 1 コロン ビ71 1
4 37 20 17  中国 20インドネシ7 4エジプト3台湾 2ブラジル2 ガーナ 1 コロン ピア 1 タ イ 1 
5 44 27 17  中国 22インドネシ了 4エジプト3タ イ 3ブラジル3 ネパール2 ガー ナ 1 韓国 1 
6 42 28 14 中国 24タ イ 4エジプト2不パール2パングうデシュ2アルゼンチン1 インドネシア 1 韓国 1 
7 46 31 15  中国 25タ イ 4エジプト2韓国 2 不パール2 1 \ングうデシュ2アルゼンチン1 ウ1ベキスゲン1
8 54 31 23  中国 34タ イ 4インド平シ了 2エジプト2 不パール2バンゲうデシュ2アルゼンチン1 シリ ア 1
9 5 3  23  30 中国 30タ イ 5 不パール3インド平シ了 2エジプト2パングうデシュ2ブラジル2アルゼンチン1
10 56 24 32 中国 37インド干シア 4タ イ 4エジプト2 ネパール2ブラジル2アルゼンチン1 ギリシャ1
1 1  64 29 35 中国 37タ イ 6 ブラジル4インド不シ7 3パングうデシュ3171レゼンチン2エジプト2 ベトナム 2
12 59 31 28 中国 28タ イ 8ブラジル5インドネシ7 4韓国 4ハングうデシュ3ベトナム 2 イ ラ ン 1
1 3  66 30 36 中国 33タ イ 10インドネシ7 3韓国 5 ブラジル3ベトナム 3 イ ラ ン 1 コンゴ】(民) 11 
14 59 27 32 中国 29タ イ 10韓国 5ブラジル3 ミャンマー 2 イ ラ ン 1 インドネシ7 1 コンゴ】1�1 1
15  65  28  37 中国 30タ イ 10韓国 3ブラジル2 ミャンマー 1 イ ラ ン 1 インドネシ7 3コンゴ】[民) 11 
16  52  23  29 中国 20タ イ 8エジプト4韓国 3インドネシア 3 コンゴー (�) 2 ネパール2 ベトナム 2
17 56 23 33 中国 21タ イ 7 エジプト5韓国 4インドネシ7 3コンゴー (�) 2 不パール1 ベトナム 4
ビ ルマ 1
ブラジルl
韓国 1 スリランカ 1 不パール1 ビ ルマ 1 マレーシ71 1
韓国 1 不パール1 ブラジル1 マレーシ71 1
ザイール1 1 \17ニュイニ7 1 17ィリピン lブラジル1 マレーシ71 1
ブラジル1 17イリピン 1 マレーシ71 1
ネパール1 マレーシ71 1
ネパール1 パナマ 1 マレーシ71 1
コロン ビ了 1 シリ ア 1 台湾 1 パング7デシュ 1 パナマ 1
シリ ア 1 台湾 1 パナマ 1 ブラジル1 ベトナム 1
インドネシ7 1 シリ ア 1 スー ダン 1 パナマ 1 ブラジル1 ベトナム 1 ペルー 1
スー ダン 1 韓国 1 ブラジル1 ベトナム 1 パナマ 1 ベルー 1
シリ ア lスーダン 1 オランダ 1 ギリシャ1 マレーシア 1 韓国 1 
スー ダン 1 ハングうデシュ 2
韓国 1 ギリシャ1 サウジ77ピ7 1 不パール1 マレーシ71 1
サウジ77ピ7 1 ネパール1 17ィリピン 1 マレーシ71 1
サウジ77ピ7 1 ネパール1 パング7デシュ 1 17イリピン 1 マレーシア 1 ミャンマー 1 ベルー 1
サウジ77ピ7 1 スリランカ 1 不パール1 17イリピン 1 ベトナム 1 マレ』シア 1 モルドヴ71 1
サウジ77ピ7 1 スリランカ l不パール2 17イリピン 1 ベトナム 3マレ』シア 1 モルドヴ7 1 台湾
マレ]シア 2 ブラジル1 スリランカ 1 17イリピン 1 モルドヴ7 1 ボリビア 1 パキスタン 1
マレーシ7 2ブラジル2 スリランカ 1 17イリピン 0モルドヴア 1 ボリビア 1 パキスタン 2
7 諸 統 計 389 





学 生 数 第1種奨学生 第2種奨学生
年度
医・医 医・看 薬 計 医・医 医・看 薬 医・医 医・看 薬
平成 7 (16.1%) (19.8%) (20.7%) (5.3%) (8.0%) (5目4%)
995) ω2 187 460 1249 97 37 95 32 15 25 
平成 8 (15.8%) (20.8%) (21.5%) (4.7%) (7.5%) (6.4%) 
996) 594 255 452 1301 94 53 97 28 19 29 
平
(1
成 9 (15.7%) (20.6%) (20目4%) (4.3%) (7.0%) (6.9%) 
997) 598 257 436 1291 94 53 89 26 18 30 
平
(1
成10 (15.6%) (20.9%) (19.6%) (4.8%) (5.4%) (7.0%) 
589 お8 428 1275 92 54 84 28 14 30 
平成11 (15.4%) (21.2%) (19.1%) (7.8%) (6.2%) (9.9%) 
999) 590 260 424 1274 91 55 81 46 16 42 
平
(2
成12 (15.2%) (20.6%) (18.2%) (12.4%) (9.2%) (14.5%) 
000) 587 262 433 1282 89 54 79 73 24 63 
平
(2
成13 (13.2%) (18.0%) (18.2%) (14.2%) (9.6%) (16目4%)
001) 583 261 444 1288 77 47 81 83 73 
平
(2
成14 (12.1%) (17.0%) (15.7%) (17.8%) (13.9%) (20.5%) 
002) 579 259 440 1278 70 44 69 103 36 90 
平
(2
成15 (13.8%) (13.2%) (15.0%) (21.3%) (17.4%) (お.2%)
003) 573 258 452 1283 79 34 68 122 45 105 
平
(2
成16 (12.2%) (10.3%) (16.8%) (25.2%) (19.5%) (24.3%) 
004) 575 262 440 1277 70 27 74 145 51 107 
大学院




























成 7 (40.6%) (26.3%) (0.0%) (5.3%) 
99 5 )  69 76 145 28 20 。 4 
平
(1
成 8 (36.4%) (20.0%) (0.0%) (3.0%) 
99 6)  77 100 177 28 20 。 3 
平
(1
成9 (27.3%) (19.4%) (1.0%) (1. 9%) 
99 7) 99 108 207 27 21 1 2 
平成10 (19.8%) (22.0%) (0.8%) (1.8%) 
998) 121 109 230 24 24 2 
平
(1
成11 (16.2%) (24.0%) (1. 7%) (12.4%) 
999) 117 121 238 19 29 2 15 
平
(2
成12 (13.7%) (25.2%) (1.4%) (14.6%) 
000) 139 123 262 19 31 2 18 
平
(2
成13 (11. 6%) (25.2%) (0.0%) (19.6%) 
001) 147 143 290 17 36 。 28 
平
(2
成14 (11. 6%) (23.9%) (0.7%) (18.2%) 
002) 147 159 306 17 38 1 29 
平
(2
成15 (9.4%) (24.7%) (1. 3%) (17.7%) 
003) 159 158 317 15 39 2 28 
平
(2
成16 (7.7%) (26.7%) (1.6%) (18.3%) 
004) 183 180 363 14 48 3 33 
ZE当:l 言十
医・医 医・看 薬
(21.4%) (27.8%) (26.1%) (24.1%) 
129 52 120 301 
(20.5%) (28.2%) (27.9%) (24.6%) 
122 72 126 320 
(20.1%) (27.6%) (27.3%) (24.0%) 
120 71 119 310 
(20.4%) (26.4%) (26.6%) (23.7%) 
120 68 114 302 
(23.2%) (27.3%) (29.0%) (26.0%) 
137 71 123 331 
(27.6%) (29.8%) (32.8%) (29.8%) 
162 78 142 382 
(27.4%) (27.6%) (34.7%) (30.0%) 
160 154 386 
(29.9%) (30.9%) (36.1%) (32.2%) 
173 80 159 412 
(35.1%) (30.6%) (38.3%) (35.3%) 
201 79 173 453 
(37.4%) (29.8%) (41.1%) (37.1%) 











(40.6%) (31. 6%) (35.9%) 
28 24 52 
(36.4%) (23.0%) (28.8%) 
28 23 51 
(28.3%) (21. 3%) (24.6%) 
28 23 51 
(20.7%) (23.9%) (22.2%) 
25 26 51 
(17.9%) (36.4%) (27.3%) 
21 44 65 
(15.1%) (39.8%) (26.7%) 
21 49 70 
(11. 6%) (44.8%) (27.9%) 
17 64 81 
(0.0%) (42.1%) (21. 9%) 
67 67 
(10.7%) (42.4%) (26.5%) 
17 67 84 
(9.3%) (45.0%) (27.0%) 





員 総 定員 平 7 平 8 平 9 平10
医 学系研究科 35 140 1 1  25 18 25 
博士課程 (1) (5) (2) (6) 
医 学系研究科 31 62 19 
修士課程
薬学研究科 46 92 28 43 42 45 
博士前期課程 (3) (2) (2) ( 1 )  
薬学研究科 19 57 7 9 10 11 
博士後期課程 (4) (6) (8) (8) 
計 1 31 351 46 77 70 100 
(8) ( 1 3) ( 12) (15)  
6 )学位授与状況
授与 年 度 平 7 平 8 平 9 平10
課程修了 者 人 人 人 人1 1  25 18 25 
医 学博士 論文提出 者 27 15 20 1 3  
計 38 40 38 38 
課程修了 者 7 9 10 1 1  
薬学博士 論文提出 者 7 10 3 5 
計 14 19 13 16 
平11 平12 平 1 3
23  2 3  29 
(10) (4) (5)  
16  12  17  
51  52 51 
(2) (6) (2)  
10  1 3  12  
(5) ( 10) (5)  
100 100 109 
( 17) (20) ( 12) 
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平14 平15 平16
24 26 25 
(4) (7) (6) 
24 1 5  2 3  
(1 ) 
65 63 58 
(4) ( 3) (3) 
12  19 16  
(6) ( 1 1) (5)  
125 123  122 
(1 5) (21 ) ( 14) 
( ) は、 外 国人留 学生を示し、 内 数
平1 1 平12 平1 3 平14 平15 平16
人 人 人 人 人 人
2 3  2 3  29 24 26 25 
15  19 16  16 15  10  
38 42 45 40 41 35 
10  1 3  12 12 19  16  
6 4 2 5 3 2 




平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度
件数 交付金額 件数 父付金額 件数 父付金額 件数 父付金額 件数 父付金額
重点領域研究(1) 2 64， 400 I 39 ， 500 
重点領域研究(2) υ 「 9， 800 5 12 ， 400 4 9 ， 700 1 3  26， 400 
特 定 領域研究(2)
特定領域研究(A)(I) 1 39 ， 700 
特定領域研究(A)(2) 7 14， 400 
特 定 領域研究(B) 1 10 ， 000 
特定領域研究(C)(2)
般研 究(A)
一般研 究(B) 7 26 ， 800 9 2 1 ，  200 
般研 究(C) 55 61， 000 56 59 ， 100 
基 盤 研 究 (s)
蒸盤研究(A) (1) 3 15 ， 100 2 5 ， 300 
基盤研究(A) (2) l 1 3， 700 1 7 ， 300 1 3， 700 
基盤研究(B) (1) 1 1 ，  600 2 6 ， 800 2 3， 900 
基盤研究(B) (2) 12 29， 800 12 58， 900 1 1  41 ，  700 
基盤研究(B) (学術・海外)
基盤研究(C) (1) 1 2 ， 600 
基盤研究(C) (2) 50 56 ，  700 50 66， 300 55 70， 300 
萌 芽 石汗 究
萌芽的研 究 5 7 ， 600 8 7 ， 200 8 8， 000 
若 手 研 究(A)
若 手 研 究 (B)
奨 励研 究 (A) 14 12 ， 800 28 26， 200 24 22， 800 26 32 ， 100 33 31 ， 600 
試験研究(B) (1) 1 9 ， 500 3 17 ， 200 
試験研究(B) (2) 2 1 ，  400 2 3， 100 
研究成果公開促進費
寸位z占. 術 調 査 1 6 ， 700 1 3， 000 
国際学術研究
P寸立ム. 術 研 qプhし
国際学術研究 1 3， 100 12 ， 444 4 10，  700 
も湯 同 肩汗 qヌhし
国際学術研究 1 1 ，  500 
大学問協力研究
地域連携推進経費(1)
特別研究員奨励費 2 2， 100 2 2 ， 400 4 4， 500 4 4， 200 5 5， 100 
A口、 計 86 123， 400 107 146， 200 106 225， 900 124 275 ， 744 129 242 ， 100 
※間接経費は除く
平成11年度 平成 12年度 平成 1 3年度
件数 父付金額 件数 交付金額 件数 父付金額
1 39 ， 700 
4 7 ， 100 2 6 ， 900 4 1 1 ，  000 
1 9 ， 800 2 17 ， 100 3 31 ， 000 
7 58， 000 7 57 ， 500 
1 2 1 ，  000 1 8 ， 400 4 48， 800 
1 2 ， 000 2 4 ， 600 1 3， 500 
20 69 ， 800 18 74， 600 20 78， 400 
1 3， 000 
50 62 ，  798 50 74， 100 56 82 ， 390 
7 7 ， 500 5 5 ， 900 5 4 ， 300 
27 26 ， 700 29 30 ， 900 26 24， 600 
1 4 ， 920 1 4 ， 000 1 4 ， 300 
3 2 ， 400 3 3， 000 3 2， 700 
1 16  253， 718 121  290， 500 1 30 348 ， 490 
平成 14年度
件数 交付金額
12  88， 600 
3 17 ， 100 
1 2 ， 800 
20 68， 500 
1 1 ， 700 
52 6 3， 600 
6 7 ， 400 
22 30 ， 700 
3 3， 000 
120 283， 400 
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平成15年度 平成 16年度
件数 父付金額 件数 交付金額
10 76 ， 900 14 85 ， 700 
3 16 ， 300 
1 2 ， 900 1 6， 100 
21 86， 300 19 76 ， 400 
1 2 ， 500 
1 1 ，  300 
48 76， 200 56 81， 100 
8 1 1 ，  800 1 3  19 ， 100 
21  31 ， 300 21  29 ， 400 
1 3， 100 
5 5 ， 100 3 3， 600 
120 31 3， 700 127 301 ，  400 
394 資 料
8 施 設 等
1 )配 置 図
杉谷地区
乙3土地豊富綴: 321忠告1nl
む手緩納務総{惣) : 37.846nl 
。野球場 .�露床研究機 @実験実望書機器棟 @解剖t車
@陸上競技場 @築学研究資料館 @薬学総研究練 ⑧生命科学実験センター
@ブール @福利匝厚生練 @寺霊E護学科研究棟 @薬用.ti物宮司
.�雪議自軍f設会 @何��ß宣言書館 @講義実習練 @テニスコート
@額際交流会館 @和漢薬研究棟 @室・薬学部研究機 @弓道場




事 務 局 管 理 棟
講 義 実 習 棟
解 音リ 棟
医 学 部 研 究 棟
臨 床 研 究 棟
看 護 学 科 研 究 棟
薬学 部 研 究 棟
医 ・ 薬学 部 研 究 棟
和 i莫 薬研究 所 研 究 棟
共 同 利 用 研 究 棟
実 験 実 習 機 器 棟
附 属 病 院
杉 附 属 図 書 館
谷
薬学 研 究 資 料 館
薬 用 植 物 園 321， 89 1 
地
生命科学 実験セ ン タ ー
区




屋 外 運 動 施 設
職 員 � 三毛 館
国 際 交 流 会 館
そ 。〉 他
計
看 護 自市 宿 舎
杉 谷 地 区 計 321， 89 1  
王玉 五 福 宿 舎福地
職 員 宿 古"'-
7 ， 112 
区 C 
主間地区μζ i 職 員 宿 舎 14， 333 
メ口込 計 343 ， 336 
建物
建面積(rrl) 延面積(rrl)
8 77 3 ， 286  
2 ， 317 6 ，987  
804 885 
2 ， 481 16， 39 6  
35 8 1 ， 433 
1 ， 020 6 ， 159 
8 79 5 ，981 
620 3 ， 145 
5 8 1  3 ， 486  
5 74 3 ， 010 
234 468 
13 ， 39 7  45 ， 302 
79 1 2 ，9 40 
402 605 
785 986  
2 ， 472 7 ， 074 
1， 423 2 ， 327 
1 ， 5 73 1， 5 73 
335 335 
126 126 
108 18 6 
45 7 1， 061 
4， 066 5 ， 072 
36 ， 680 118 ， 823 
1 ， 166 4， 768 
37 ， 846 123 ， 5 9 1  
1 ， 163 3 ，9 77 
88 88 
2 ， 592  8 ， 8 74 
41， 689 136 ， 5 30 
8 施 設 等 395 
(平成 16年 4 月 1 日 現 在)
備 考
薬効解析 セ ン タ ー 135 ぱ
実験実習機器セ ン タ ー 64ぱ
実験実習機器セ ン タ ー 35 8 ぱ
実験実習機器セ ン タ ー 35 8 rrl  
高 エ ネ ル ギ一 治療棟
MRI-CT 装置棟等 を含む
保健管理セ ン タ ー 280 rrl  
敷 地 14， 082 rrl  
放射線生物解析分野 1， 275 rrl 
ゲ ノ ム 機能解析分野 1， 5 09 rrl  
生物資源 開発 分野 4， 29 0 rrl  
陸上競技場 19 ， 032rrl 
テ ニ ス コ ー ト 7 ， 668 rrl 
野球場 11， 9 10凶
プ ー ル(25 m) 937rrl 
機械室、 倉庫、 更衣室等
a 型76戸、 b 型33戸
d 型48戸
e 型 1 戸




( 1 ) 蔵 書 冊 数
M1 。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 雑誌の社 会 科自 然学 芸 術 言十 種類数総 記 哲 学 歴 史 科 学 工 学 産 業 三口五口 一￡才辛一牟 文 学
平成 手日 3， 186 3， 538 2， 280 5， 104 61， 609 2， 221 650 1， 390 2 ， 400 2 ，  761 85 ， 1 39 2 ， 032 
7 年度 洋 1， 296 1 ，  029 143 400 72， 857 827 167 64 2 ， 244 611 79， 638 1， 991 
計 4， 482 4， 567 2 ， 423 5， 504 134， 466 3， 048 817 1 ，  454 4， 644 3， 372 164， 777 4， 023 
平成 手口 3， 216 3， 608 2 ， 296 5 ， 191 63， 474 2， 229 654 1，  395 2 ， 423 2 ，  792 87， 278 2 ， 038 
8 年度 洋 1， 298 1，  041 146 410 75， 024 829 167 65 2 ， 25 1  635 81， 866 2， 001 
計 4， 514  4， 649 2， 442 5， 601 138， 498 3， 058 821 1 ，  460 4， 674 3， 427 169， 144 4， 039 
平成 和
2， 985 3， 863 2， 300 5 ， 428 65， 518 2 ， 236 659 1 ， 407 2 ， 412 2 ， 828 89， 636 2， 049 
9 年度 洋 1， 237 1， 052 151 414 77， 271 821 167 65 2 ， 248 685 84， 111 2， 037 
計 4， 222 4， 915 2， 451 5 ， 842 142， 789 3， 057 826 1 ，  472 4， 660 3， 5 13  173， 747 4， 086 
平成 手口 3， 005 3， 955 2 ， 330 5 ， 499 66 ， 977 2 ， 248 666 1， 449 2 ， 433 2 ， 865 91， 427 2， 058 
10年度 洋 1， 242 1， 097 15 1 417 79 ，  713 826 171 65 2 ， 250 686 86， 618 2， 069 
計 4， 247 5， 052 2 ， 481 5， 916 146 ， 690 3， 074 837 1， 5 14 4， 683 3， 551 178， 045 4， 127 
平成 干日 2， 917 4， 024 2， 326 5， 702 68， 651 2， 181 593 1， 461 2， 467 2， 903 93， 225 2， 065 1 
1 1年度 洋 1， 213 1，  147 155 420 82， 269 808 151 65 2 ， 257 696 89， 181 2， 116 
計 4， 130 5， 171 2 ， 481 6， 122 150， 920 2 ， 989 744 1，  5 26 4， 724 3， 599  182， 406 4， 181 
平成 和
2， 954 4， 088 2， 362 5， 800 70， 737 2 ， 188 597 1 ，  468 2 ， 499 2 ， 920 95 ， 613 2， 068 
12年度 i羊 1， 228 1，  180 156 431 84， 658 811 15 1 66 2 ， 268 712 91 ，  661 2， 124 
計 4， 182 5 ， 268 2 ， 518 6， 231 155， 395 2 ， 999 748 1， 534 4， 767 3， 632 187， 274 4， 192 
平成 手口 2 ， 968 4， 172 2， 409 5， 893 72， 465 2， 193 599 1 ，  475 2 ， 5 75 2 ， 928 97， 677 2， 071 
1 3年度 i羊 1， 230 1， 231 159 442 86， 815 815 151 67 2， 270 719 93， 899 2 ， 136 
言十 4， 198 5 ， 403 2 ， 568 6 ， 335 159， 280 3， 008 750 1， 542 4， 845 3， 647 191， 576 4 ， 207 
平成 和
2， 975 4， 281 2 ， 454 5， 973 74， 486 2 ， 213 601 1 ， 482 2 ， 613 2 ， 941 100， 019 2， 106 
14年度 洋 1， 233 1， 260 160 455 89， 213 816 151 69 2， 275 723 96， 355 2 ， 150 
計 4， 208 5 ， 541 2， 614 6 ， 428 163， 699 3， 029 752 1，  55 1 4， 888 3， 664 196， 374 4， 256 
平成 手口 2， 944 4， 370 2， 471 6， 116 75， 757 2 ， 224 604 1，  494 2， 656 2， 963 101， 599 2， 133 
15年度 洋 1， 234 1， 291 160 461 91， 193 816 151 69 2 ， 279 730 98， 384 2 ， 15 3  
計 4， 178 5， 661 2， 631 6， 577 166， 950 3， 040 755 1，  563  4， 935 3， 693 199， 983 4， 286 
平成 和
2， 95 1 4， 443 2 ， 496 6， 203 77 ， 302 2 ， 233 606 1 ， 5 04 2， 683 3， 041 103， 462 2， 146 
16年度 i羊 1， 234 1， 308 160 468 93， 066 817 151 69 2， 296 746 100， 315 2 ， 167 
計 4， 185 5 ， 751 2， 656 6， 671 170， 368 3， 050 757 1 ，  573 4， 979 3， 787 203， 777 4， 31 3 
( 2 ) 利 用 状 況
年 度 入館者数 館外貸出 冊数
平成 7 年度 146， 608 16 ， 860 
平成 8 年度 191 ，  550 16 ， 482 
平成 9 年度 185， 656 15 ， 330 
平成 10年度 214， 815  14， 590 
平成 11年度 215 ， 310 14， 1 32 
平成12年度 202，  195 14， 142 
平成1 3年度 202， 376 1 3， 572 
平成14年度 190， 191  2 1 ，  185  
平成15年度 202， 244 14， 124 
平成16年度 183， 411  12 ， 905 
( 3 ) 文献複写( 相互貸借件数)
年 度 受 付 依 頼
平成 7 年度 5， 045 3， 547 
平成 8 年度 6， 199 4 ， 118  
平成 9 年度 7， 557 5 ， 086 
平成 10年度 7， 545 6 ， 619  
平成 11年度 8， 089 6 ， 662 
平成12年度 7， 729 6 ，  128 
平成 1 3年 度 4， 977 5 ， 826 
平成 14年度 5， 902 5 ， 430 
平成 15年度 6， 097 4 ， 358 
平成16年度 5， 509 4， 647 
(4 ) 資 料 費
平成 7 年度 75， 882千 円
平成 8 年度 87， 165千 円
平成 9 年度 99， 369千円
平成10年度 114 ， 375千円
平成11年度 1 1 1 ，  187千 円
平成 12年度 106， 038千 円
平成1 3年度 101 ， 381千円
平成 14年度 120， 202千 円
平成 15年度 1 37 ， 005千円
平成16年度 126， 209千 円
」
9 附属 図書館 397 
398 資 料
10 附 属 病 院
( 1 ) 病 床 数 ( 7 月 1 日 現在の病症数) 単位 : 床
l:L: 承 認 (実 在) 病 症予算病床 般 病 症 精神 備 考普通 言十 合計NICU ICU RI 病床
平成7 年度 600 579 9 4 592 20 612 
平成8年度 600 579 9 4 592 20 612 
平成9年度 600 579 9 4 592 20 612 
平成10年度 600 579 9 4 592 20 612 
平成1 1年度 600 577 9 6 592 20 612 ICU 4 床→ 6 床
平成12年度 600 577 9 6 592 20 612 
平成1 3年度 600 554 9 6 569 43 612 精神20床→43床
平成14年度 600 554 9 6 569 43 612 
平成15年度 612 554 9 6 569 43 612 
平成16年度 612 554 9 6 569 43 612 
平成17年度 612 554 9 6 569 43 612 
( 2 )  診療科別病床数 ( 7 月 1 日 現在の病床数)
よ手竺 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平12年成度 平 成7 年度 8 年度 9 年度 10年度 11年度 13年度
第 一 内 科 50 50 50 50 50 50 50 
第 二 内 科 50 50 50 50 50 50 50 
第 三 内 科 50 50 50 50 50 53 53 
皮 膚 科 12 12 12 12 12 10 10 
よ巴 科 29 29 29 29 29 28 28 
神経科精神科 41 41 41 41 41 43 43 
放 射 線 科 10 10 10 10 10 10 10 
第 一 外 科 50 50 50 50 50 50 50 
第 二 外 科 50 50 50 50 50 50 50 
脳 神 経 外 科 27 27 27 27 27 27 27 
整 形 外 科 49 49 49 49 49 52 52 
産 科 婦 人 科 40 40 40 40 40 46 46 
限 科 26 26 26 26 26 26 26 
耳 鼻 咽 喉 科 28 28 28 28 28 28 28 
泌 尿 器 科 30 30 30 30 30 32 32 
麻 酔 科 5 5 5 5 5 2 2 
歯科 口腔外科 13 13 13 13 13 13 13 
和 漢 診 療 部 15 15 15 15 15 1 5  1 5  
救 急、 部
神 経 内 科
共 通 37 37 37 37 37 27 27 
I C U (4) (4) (4) (4) (6) (6) (6) 
N I C U (9) (9) (9) (9) (9) (9) (9) 
計 612 612 612 612 612 612 612 
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単位 : 床
平 成 平 成 平 成15年度 16年度 17年度
50 50 50 
50 56 42 
53 53 53 
10 10 10 
28 28 32 
43 43 43 
10 10 10 
50 38 38 
50 50 50 
27 27 27 
52 52 52 
46 46 46 
26 20 20 
28 28 28 
32 32 32 
2 2 2 
13 13 13 
15 15 11  
6 6 
14 
27 33 33 
(6) (6) (6) 
(9) (9) (9) 
612 612 612 
400 資 料
( 3 )  診療科別病床稼働率
よそ? 平 成 平 成 平 成 平 成 平11年成度 平 成 平 成 平 成 平 成 平16年成度7 年度 8 年度 9 年度 10年度 12年度 13年度 14年度 15年度
第 一 内 科 86. 2 84. 9 86. 2 81 .  6 94. 3 93. 8 99. 0 92. 3 99. 5 98. 9 
第 二 内 科 101 . 1 99. 0 105. 4 106. 7 107. 3 103. 1 1 14 . 2 1 1 1 . 5 1 12 . 2 100. 5 
第 三 内 科 93. 1 96. 2 104. 2 102. 3 105. 8 101 .  3 95 . 3 100. 7 107. 5 1 17 . 7 
皮 膚 科 68. 9 50. 8 53. 7 50. 4 55 . 3 82. 1 94. 2 87. 5 73. 3 74. 4 
ノ! 日U 科 93. 8 1 10. 2 98. 7 92. 4 89. 9 97. 9 108. 4 108. 4 105. 0 87. 8 
神経科精神科 93. 1 100. 5 97. 1 101 .  7 99. 5 93. 6 98. 9 99. 8 98. 2 94. 2 
放 射 線 科 47. 3 58. 7 57. 2 61 .  0 60. 3 93. 3 104. 4 89. 0 89. 3 85. 8 
第 一 外 科 98. 7 84. 6 81 .  5 88. 1 83. 9 93. 3 77. 8 77. 0 75 . 8 79. 0 
第 二 外 科 88. 9 92. 5 94. 0 92. 4 93. 4 94. 5 92. 9 90. 0 93. 8 105. 3 
脳 神 経 外 科 100. 6 100. 8 97. 7 99. 3 96. 8 96. 3 99. 6 104. 0 97. 4 98. 7 
整 形 外 科 107. 1 107. 3 103. 2 100. 5 102. 5 98. 8 98. 4 92. 2 95 . 4 97. 5 
産 科 婦 人 科 88. 3 96. 5 82. 5 1 10. 4 110 . 2 101 .  9 92. 8 95 . 1 96. 6 89. 1 
H艮 科 101 . 7 9 1 .  1 87. 4 92. 6 94. 6 83. 4 89. 2 87. 9 55. 2 86. 1 
耳 鼻 咽 喉 科 94. 8 92. 0 92. 9 99. 5 87. 9 85. 6 86. 2 112 . 5 1 16 . 3 103. 6 
泌 尿 器 科 86. 0 104. 1 1 13. 8 110 . 7 107. 0 100. 9 96. 0 97. 1 84. 2 9 1 .  0 
麻 酔 科 30. 8 40. 9 30. 1 17 . 0 5 . 1 26. 4 34. 8 42. 5 33. 6 45. 8 
歯科 口腔外科 99. 1 83. 5 86. 2 77. 7 91 .  7 95. 4 76. 1 79. 1 86. 1 75. 6 
和 漢 診 療 部 95 . 7 86. 2 93. 6 84. 5 96. 0 89. 0 78. 5 69. 4 63. 1 89. 1 
f交 急 部 17 . 2 
計 87. 4 88. 0 87. 5 89. 1 89. 9 9 1 .  5 90. 9 90. 9 90. 0 90. 0 
( 4 )  診療科別患者延数
ア . 外来
10 附 属 病院 401 
単位 : 人
外 来 患 者 数 |与とh 平 成 平 成 平 成度 平 成 平 成 平 成度 平 成 平 成 平 成度 平 成 |7 年 度 8 年 度 9 年 10年度 1 1 年 度 12年 13年度 14年 度 15年 16年度
第 一 内 科 20， 580 2 1 ，  622 21， 851 22， 127 23， 370 23， 800 23， 346 23， 176 23， 579 24， 384 
第 二 内 科 22， 675 24， 347 24， 844 25 ， 973 28， 270 30， 525 32， 086 30， 953 31， 481 30， 666 
第 三 内 科 20， 401 21， 096 2 1 ，  393 23， 241 23， 7 1 1  26， 007 27 ， 303 27， 977 27 ， 919  25， 867 
皮 膚 科 18， 726 17 ， 504 16 ， 749 16 ， 926 16 ， 282 17 ， 128 17 ， 798 17 ， 157 18， 624 17 ， 060 
見1 科 13， 356 13 ， 090 13 ， 146 12 ， 580 12 ， 247 1 1 ， 445 12 ， 744 12 ， 694 12 ， 934 1 1 ， 914 
神 経 科 精 神 科 13，  725 15， 192 17 ， 149 18， 0 1 1  18 ， 572 19 ， 761 20， 494 20， 990 21， 433 22， 637 
放 射 線 科 4， 673 4， 647 4，  766 4， 802 4， 463 4， 873 5 ，  151  5 ， 794 6 ， 389 6 ， 588 
第 一 外 科 6， 1 1 5  5 ， 993 5 ， 880 5 ， 612 5 ， 055 4， 602 4， 850 4， 695 4， 369 3 ， 915  
第 二 外 科 10， 450 10 ， 705 1 1 ， 012 10 ， 535 10 ， 495 9 ， 998 9 ， 915  10 ， 078 9 ， 102 8， 142 
脳 神 経 外 科 6， 265 6 ， 797 6 ， 646 6 ，  736 7 ， 1 13  8， 618 8， 612 8 ， 603 8， 043 7 ， 751  
整 形 外 科 19， 376 20， 056 18 ， 242 16 ，  759 17 ， 144 19 ， 846 20， 835 20， 888 20， 351 19 ， 732 
産 科 婦 人 科 13， 351 12 ， 420 1 1 ， 536 12 ， 659 14， 161  15 ， 004 15 ， 758 13 ， 940 13 ， 109 13 ， 480 
眼 科 19， 143 18， 542 18， 479 19 ， 508 2 1 ，  218 21 ，  183 2 1 ， 616  22， 128 21， 336 20， 132 
耳 鼻 咽 喉 科 15， 596 16 ， 409 16 ， 332 16 ， 653 15 ， 741 17 ， 472 17 ， 654 17 ， 268 16 ， 584 15 ， 140 
泌 尿 器 科 10， 779 10 ， 834 10 ， 483 10 ， 331 10 ， 848 10 ， 963 1 1 ， 006 10 ， 857 10 ， 998 1 1 ， 243 
麻 酔 科 3， 172 3 ， 229 3 ， 461 3 ， 830 3 ， 760 3 ， 936 3 ， 744 4， 534 5 ， 037 4， 872 
歯 科 口 腔 外 科 7， 826 7 ， 545 7 ， 962 9 ， 303 8 ， 465 8， 861 10 ， 253 10 ， 550 12 ， 076 10 ， 935 
手口 i莫 診 療 部 21 ，  312 20， 7 1 1  19 ， 213  18，  737  18 ， 392 18， 726 18， 1 18  15 ， 827 15 ， 139 14， 170 
救 急、 在日 1 ，  004 
Z口h 計 247 ， 521 250， 739 249 ， 144 254， 323 259 ， 307 272， 748 281 ， 283 278 ， 109 278 ， 503 269， 632 
診 療 日 数 246 245 245 245 244 245 245 245 246 243 
一 日 平均患者数 1， 006， 2 1 ， 023. 4 1 ， 016 . 9 1 ，  038. 1 1 ， 062. 7 1 ， 1 13 . 3 1 ，  148. 1 1 ，  135 .  1 1 ，  132.  1 1 ，  109. 6 
402 資 料
イ . 入 院 単位 : 人
よご! 入 院 患 者 数 |平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 |7 年 度 8 年 度 9 年 度 10年度 1 1 年 度 12年度 13年度 14年 度 15年 度 16年度
第 一 内 科 15 ， 772 15 ， 493 15 ， 734 14， 892 17 ， 250 17 ， 125 18， 069 16 ， 837 18， 201 18， 042 
第 二 内 科 18， 507 18 ， 069 19 ， 232 19 ， 471 19 ， 644 18， 820 20， 833 20， 342 20， 540 20， 535 
第 三 内 科 17 ， 030 17 ， 563 19 ， 013  18 ， 667 19 ， 356 19 ， 592 18， 429 19 ， 471 20， 848 22， 774 
皮 膚 科 3， 026 2 ， 227 2 ， 350 2 ， 208 2 ， 429 2 ， 995 3 ， 439 3 ， 193 2 ， 682 2 ， 7 15  
児 科 9， 952 1 1 ， 663 10 ， 449 9 ， 783 9 ， 217  10 ， 007 1 1 ，  076 1 1 ，  076 10 ， 763 10 ， 253 
神 経 科 精 神 科 13， 973 15 ， 044 14， 532 15 ， 225 14， 928 14， 690 15 ， 525 15 ， 655 15 ， 451 14， 787 
放 射 線 科 1 ，  733 2 ， 141 2 ， 087 2 ， 226 2 ， 206 3 ， 405 3 ， 811  3 ， 245 3 ， 267 3 ，  130 
第 一 外 科 18， 063 15 ， 444 14， 872 16 ， 070 15 ， 357 17 ， 024 14， 201 14， 058 13 ， 879 10 ， 953 
第 二 外 科 16， 260 16 ， 890 17 ， 153 16 ， 865 17 ， 100 17 ， 240 16 ， 957 16 ， 416 17 ， 156 19 ， 222 
脳 神 経 外 科 9， 940 9 ， 933 9 ， 624 9 ， 782 9 ， 570 9 ， 492 9 ， 815 10 ， 250 9 ， 621 9 ， 729 
整 形 外 科 19， 203 19 ， 190 18 ， 456 17 ， 979 18， 761 18，  750 18， 670 17 ， 495 18，  156 18， 509 
産 科 婦 人 科 12， 933 14， 087 12 ， 047 16 ， 124 16 ， 140 17 ， 104 15 ， 586 15 ， 966 16 ， 265 14， 960 
眼 科 9， 681 8， 648 8 ， 292 8，  789 9 ， 003 7 ， 917 8， 463 8， 341 5 ， 255 6 ， 288 
耳 鼻 咽 喉 科 9， 712 9 ， 402 9 ， 499 10， 169 9 ， 007 8 ， 750 8 ， 811  1 1 ，  495 1 1 ，  920 10 ， 592 
泌 尿 器 科 9， 445 1 1 ， 394 12 ， 457 12 ， 123 1 1 ， 747 1 1 ， 781 1 1 ， 214 1 1 ， 342 9 ， 859 10 ， 625 
麻 酔 科 563 747 549 31 1  75  193 254 310 246 334 
歯 科 口 腔 外 科 4， 716 3 ， 964 4， 092 3 ， 689 4， 362 4， 525 3 ， 609 3 ，  751  4， 096 3 ， 589 
平日 漢 診 療 部 5 ， 256 4， 719 5 ， 127 4， 629 5 ， 273 4， 872 4， 298 3 ， 802 3 ， 465 3 ， 577 
救 急、 音日 376 
l口斗 計 195， 765 196 ， 618 195 ， 565 199， 002 201 ，  425 204， 282 203， 060 203， 045 201 ， 670 200， 990 
診 療 日 数 366 365 365 365 366 365 365 365 366 365 
一 日 平均患者数 534. 9 538. 7 535. 8 545. 2 550. 3 559. 7 556. 3 556. 3 551 .  1 550. 7 
( 5 )  地域別患者数
新入院患者数
道空 平 成7 年 度
富 山 県 5 ，  105 




そ の 他 123 
合 計 5 ， 618 
外来患者延数
芯空 平 成7 年 度
富 山 県 232， 871 
石 川 県 3， 205 
新潟県 3， 262 
岐阜県 2， 429 
長 野県 186 
その他 5 ， 568 
合 計 247 ， 521 







5 ， 779 
平 成8 年 度
235， 298 
3 ， 583 
3 ， 582 
2 ， 934 
206 
5 ，  136 
250， 739 
平 成 平 成 平 成9 年 度 10 年 度 11 年 度
5， 260 5 ， 479 5 ， 651 
55 46 55 
227 223 196 
140 169 161 
4 3 9 
127 85 116  
5 ， 813 6 ， 005 6 ，  188 
平 成 平 成 平 成9 年 度 10 年 度 11 年 度
234， 769 240， 446 245， 577 
3 ，  105 3 ， 029 3 ， 018 
3 ， 596 3 ， 500 3， 064 
3 ， 028 2 ， 902 3 ， 128 
212 142 222 
4， 434 4， 301 4， 298 
249 ， 144 254， 320 259， 306 
平 成 平 成12 年 度 13 年 度





124 151  
6 ， 381 6 ， 768 
平 成 平13 年 成度12 年 度
258， 812 267， 025 
2 ， 916 3 ， 259 
3 ， 537 3 ， 504 
3 ， 199 3 ， 840 
221 212 
4， 063 4， 443 
272， 748 282， 283 
10 附 属 病院 403 
単位 : 人
平 成 平 成 平 成14 年 度 15 年 度 16 年 度
6， 604 6 ， 787 7 ， 059 
93 107 1 10  
288 289 269 
237 222 180 
4 5 7 
129 164 265 
7 ， 355 7 ， 574 7 ， 890 
単位 : 人
平 成 平 成14 年 度 15 年 度 16 年 度
263， 139 262， 777 253， 959 1 
3 ， 318 3 ， 217 3 ， 017 
3 ， 844 4， 1 13  3， 971 
4， 095 4， 149 2 ， 980 
174 248 338 
3 ， 539 3 ， 999 5 ， 367 
278， 109 278， 503 269， 632 
404 資 料
( 6 )  臨床検査件数 単位 : 件
i11 平7 年 成度 平 成 平9 年 成度 平10 年 成度 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成8 年 度 1 1 年 度 12 年 度 13 年 度 14 年 度 15 年 度 16 年 度
一般検査 109， 444 91 ，  569 88， 112 90， 820 96， 798 87， 096 81 ， 657 68， 671 67， 299 47， 201 
血
検査




























体検 47， 015 46， 887 44， 1 1 1  1 ，  832 48， 543 55， 930 58， 204 55， 622 56， 364 4， 670 




検査 49， 801 50， 630 44， 176 49， 332 43 ， 01 1  45， 690 52， 622 51， 386 64， 515 53， 414 
内視鏡検 7， 803 7 ， 936 7 ， 370 7 ， 229 8， 427 8， 618 7 ， 312 7， 872 5， 716 6， 314 査
そ の 他 2， 857 2 ， 368 1， 555 2， 097 1 ， 752 1 ， 753 5， 094 1， 432 339 306 
合 計 2， 103 ， 728 1， 906， 057 1， 841 ，  732 1， 827 ，  983 2， 330， 694 2， 350， 459 2， 077， 438 2， 099， 932 2， 034， 433 1 ，  984， 938 
( 7 )  手術及び麻酔件数 (手術部手術室 で、行 っ た 件数)
手 術 件 数:X1 。 -999 1 1 ，  000 - 1 3， 000 - 1 5 ，000 - 1 10 ， 000 - 1 15 ， 000 - 120 ，以00上0 点点 2 ，999点 4，999点 9，999点 14，999点 19，999点 計
平成 7年度 359 358 276 576 481 
平成 8年度 360 429 274 629 487 
平成9 年度 339 436 310 630 487 
平成10年度 232 501 235 549 526 
平成11年度 162 470 241 537 606 
平成12年度 79 391 455 715 460 
平成13年度 109 333 440 692 371 
平成14年度 85 369 416 671 373 
平成15年度 84 354 592 661 392 
平成16年度 43 293 515  693 424 












撮影件数 透視件数 CT 件数
59， 443 2 ， 849 7 ， 7 15  
52 ， 286 2 ， 727 7 ， 800 
5 1 ，  409 2 ， 723 7 ， 856 
50， 857 2 ， 585 7 ， 996 
50， 917  2 ，  721  8 ， 332 
53， 074 2 ，  772 8 ， 974 
53 ， 445 2 ， 613 9 ， 829 
55 ， 428 4， 164 10 ， 1 14 
55 ， 285 3 ， 450 10 ， 549 
52， 427 4， 292 1 1 ， 601 
445 735 3 ， 230 
433 793 3 ， 405 
440 728 3 ， 370 
513  881 3 ， 437 
515  847 3 ， 378 
353 962 3 ， 415 
318 1 ， 063 3 ， 326 
362 1， 144 3 ， 420 
353 1， 069 3 ， 505 
321 1 ，  226 3 ， 515  
MRI 骨塩 定 量
1 ，  395 49 
1， 870 391 
2 ， 316 301 
2 ， 646 394 
2 ， 915  366 
3 ， 783 293 
6 ， 065 318 
4， 604 363 
4， 929 408 
4， 689 434 
10 附 属 病院 405 
単位 : 件
麻 酔 件 数
。 -999 1 ， 000 点 計占 以上
583 1 ， 807 2 ， 390 
528 1， 910  2 ， 438 
566 2 ， 016 2 ， 582 
613 2 ， 049 2 ， 662 
602 1， 817 2 ， 419 
543 1， 578 2 ，  121  
464 1， 495 1， 959 
337 1， 608 1， 945 
233 1， 627 1， 860 
478 2 ， 121  2 ， 599 
単位 : 件
RI 検査
イ ン ビ ボ イ ン ピ ト ロ
4， 864 19 ， 742 
4， 353 16 ， 272 
4， 345 14， 251 
4， 142 14， 918 
4， 044 15 ， 062 
4 ， 0 1 1  14， 404 
4， 935 。
3， 582 。
3 ， 549 。
3， 542 。
406 資 料
( 9 )  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン件数 単位 : 件
ぱ
理 学 療 法 老人 脳患(3発加血月症管算以後疾内)
作 業 療 法
早期 介達
消 炎 ギ ブ ギ ブ
その患者 早期 (簡 単) I (複 雑) (簡 単) I (複 雑) 鎮痛 ス シ ス 採 計数 理学 牽 引 他








6 月 6 月 6 月 6 月 処置 一 不 型料
内 超 内 超 以 内 内 超 内 超
平 7年 10， 1ω 5， 509 813 。 311 250 2， 758 447 19 562 。 。 10， 670
平 8年 10， 063 0 1  5， 7ω 550 。 286 941 3， 134 198 471 。 。 10， 443
平 9 年 10， 711 o 1 6， 538 250 。 144 248 3， I I I  211 601 。 。 11. 103 
平 10年 9， 745 o 1 5， 433 958 。 I I I  238 2， 677 174 。 503 。 o 1 10， 094 
平 11年 8， 823 0 1  5， 070 827 。 。 316 4訂 2， 423 lω 。 343 。 0 1  9， 577 
平 12年 9， 657 0 1  5， 601 747 。 。 418 293 2， 516 216 32 557 。 0 1 10， 381 
平 13年 12， 385 0 1  8， 470 758 39 4 。 1. 230 551 1. 690 473 295 lω 425 122 。 o 1 13， 676 
単位 : 件





AD 退院 ギ ブ
その患者
数
平 14年 12， 009 
平 15年 12， 183 
平 16年 12， 575 
個 別 集 団
1 単 2 単 3 単 1 単 2 単
位 位 位 位 位
7， 109 。 。 657 。
7， 416 。 。 55 。




849 。 132 
479 。 127 
719 。 140 
(10) 分 娩 件 数
正 常 分 娩
個 別 集 団
1 単 2 単 3 単 1 単 2 単
位 位 位 位 位
0 1  1. 940 4211 171 17 
0 1  2， 607 2731 101 。









異 常 分 娩
計
よぞ
成 熟 児 未 熟 児 成 熟 児 未 熟 児
平成 7 年度 99 20 32 35 186 
平成 8 年度 123 20 40 46 229 
平成 9 年 度 99 18 25 40 182 
平成10年度 113  5 20 73 211 
平成11年度 158 8 16 67 249 
平成12年度 103 9 60 64 236 
平成13年度 115 19 35 58 227 
平成14年度 114 26 33 59 232 
平成15年度 130 27 57 63 277 
平成16年度 117 19  42  57 235 
時指 ス 採 メn込三ロt
他
導 型料
72 1 1 11， 609 
56 24 。 11. 302 
65 45 0 1 11， 990 
(1 1 )  年度別処方筆発行枚数ぷf 外入 院 院 内
平成 7 年度 55， 613 88， 780 
平成 8 年度 56， 586 82 ， 491  
平成 9 年度 56， 281 85， 472 
平成10年度 58， 154 97 ， 048 
平成11年度 56， 866 100， 771  
平成12年度 58， 558 103， 910  
平成13年度 58， 9 1 1  85 ， 484 
平成 14年度 67， 517  82， 888 
平成15年度 68， 105 88， 656 
平成16年度 76， 795 77 ， 718 
(12) 死亡患者数及び病理解剖件数い! 死 亡 ，患 者 数男 女 言十
平成 7 年度 135 91  226 
平成 8 年度 147 84 231 
平成 9 年度 144 74 218 
平成 10年度 147 87 234 
平成 11年度 156 93 249 
平成12年度 158 85 243 
平成13年度 138 91  229 
平成 14年度 165 82 247 
平成15年度 152 100 252 
平成16年度 179 1 10  289 




69 ， 384 213 ，  777 
77 ， 488 216 ， 565 
72， 893 214， 646 
62， 429 217 ， 631 
58， 923 216 ， 560 
59 ， 671 222， 139 
79，  754 224， 149 
70， 755 221 ，  160 
64， 529 221 ，  290 
74， 172 228， 685 
病 理 解 剖
男 女
38 24 
(5) (5)  
44 25 
(3) 
49 21  
48 18 
40 21  
39  17  
37 24 
47 1 1  
3 7  24 
27 19 























62 27. 4 
( 10) 
69 29. 9 
(3) 
70 32. 1 
66 28. 2 
61  24. 5 
56 23. 0 
61  26. 6 
58 23. 5 
61  
46 15 . 9 

編 集 後 記
富 山 医科薬科大学 は 、 平成17年 に創 立30周 年 を 迎 え る に あ た り 、 そ の 記念事業の 一環 と
し て 「富 山 医科薬科大学 開 学三十周 年記念誌」 を 刊 行す る こ と と な り 、 編集委員 会 を 設置
し編集作業 を 進め て ま い り ま し た 。 刊行が大幅 に 遅 れ ま し た が、 関係各位の ご援助 に よ り
よ う や く 上梓 の 運 び と な り ま し た 。
本書 は 、 平成17年 4 月 の 第 1 回編集委員 会で、 前 々 巻 「富 山 医科薬科大学 問 学十周年記
念誌」 及 び前巻 「富 山 医科薬科大学 関学二十周年記念誌j の 続編 と し て 、 30周 年 の 記念誌
と し て 編纂す る こ と に な り ま し た 。 し た が っ て 、 構成、 レ イ ア ウ ト 、 装丁等 は 前巻 どお り
と し て 、 主 に 関学20年以 降の こ と が ら を 中心 に 記述 し て い た だ く よ う 退官 さ れ た 方 々 や各
部局、 講座等 に 原稿 を お 願 い い た し ま し た 。 新大学統合前 の 多忙 な 時期 に も かか わ ら ず、
多 く の 方 々 か ら 期 限内 に 原稿 を 提 出 い た だ き ま し た 。 た だ、 統合後の組織再編 な どで事務
作業が円滑 に 行 わ れ な か っ た こ と や 一 部 の 方 の 原稿提 出 が遅れた こ と な どで発刊 が大 き く
遅れ ま し た 。 そ の こ と を 深 く お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。
富 山 医科薬科大学 は 、 平成17年10 月 に 県 内 2 大学 と 統合 し 、 (新) 富 山 大学 と し て 新 た
な ス タ ー ト を き り ま し た 。 本書 は 、 富 山 医科薬科大学 と し て の歴史 を 語 る 最後の書物 と な
り ま す が、 皆様の座右 の 書 と な れ ば編集者の望外の よ ろ こ びで ご ざい ま す。
開学三十周 年記念誌編集委員 会
委員 長 白 木公康
一一一 開学三十周 年記念誌編集委員 会
委員 長 白 木公康 (附属 図書館長)
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